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73 パーソナライズのためのキャッシュ管理


この章では、Oracle WebCenter Personalization用のキャッシュ管理について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第73.1項「パーソナライズ用のキャッシュ管理の概要」


	
第73.2項「キャッシュ構成ファイルの配置および更新」


	
第73.3項「パーソナライズ・コンポーネントでのキャッシュの使用」


	
第73.4項「パーソナライズ・コンポーネント向けのキャッシュの構成」


	
第73.5項「データ・プロバイダ接続上のキャッシュの構成」


	
第73.6項「Oracle Coherenceの監視」






73.1 パーソナライズ用のキャッシュ管理の概要

WebCenter Portalでは、Oracle Coherenceを使用して、パーソナライズ機能用のサーバー側キャッシュを管理します。すべてのWebCenterのインストールには、ローカルのCoherenceライセンスが提供されます。パーソナライズは、Coherenceが使用するさらに複雑な他のモードをサポートしますが、その場合は、適切なCoherenceライセンスを購入する必要があります。

この章では、シナリオやデータ・プロバイダなどの、WebCenter Portalのパーソナライズ機能でのキャッシュの使用方法について説明します。




	
注意:

これは、キャッシュの概念および手法の基礎を理解していることを前提としています。この章全般では、これらの概念について説明することはありません。また、Oracle Coherenceについても精通していることを前提としています。Coherenceの詳細は、『Oracle Coherenceスタート・ガイド』を参照してください。
また、第66章「Oracle WebCenter Portalアプリケーションのパーソナライズ」で説明されている、WebCenter Portalパーソナライズの概念および機能についても、精通していることが前提です。














73.2 キャッシュ構成ファイルの配置および更新

WebCenter Portalでは、パーソナライズでの使用のため、2つのCoherenceキャッシュ構成ファイルが提供されています。これらのファイルの使用方法は、この項で説明します。




	
注意:

WebCenter Personalization Server (WCPS)によってインスタンス化されたキャッシュ・ファクトリはすべて、WCPSのクラス・ローダーに固有のものです。







	
第73.2.1項「キャッシュ構成ファイルの格納先」


	
第73.2.2項「キャッシュ構成ファイルの使用」






73.2.1 キャッシュ構成ファイルの格納先

キャッシュ構成ファイルは、次の場所にあります。


$ORACLE_HOME/user_projects/applications/<domain>/conductor-extensions-library/WEB-INF/classes


カスタム構成ファイルを作成した場合は、これと同じディレクトリに格納することが最善の方法です。一方で、これらのファイルはWCPSのWebアプリケーションのクラスパス内であれば、どこでも配置できます。新しいクラスを認識させるには、WCPS Webアプリケーションを再デプロイするか、サーバーを再起動する必要があります。第73.2.2.3項「カスタム・キャッシュ構成ファイルの作成」も参照してください。






73.2.2 キャッシュ構成ファイルの使用

この項では、パーソナライズ機能で使用される、各キャッシュ構成ファイルと、カスタム・キャッシュ構成ファイルの作成について説明します。


73.2.2.1 内部キャッシュ構成ファイル

キャッシュ構成ファイルwcps-coherence-cache-config.xmlは、プロパティ・サービス、コンダクタおよびデータ・プロバイダの中核機能などの、内部の統合コンポーネントをサポートします。




	
注意:

この構成ファイル内のキャッシュの名前は変更しないでください。ただし、このファイル内のキャッシュ構成パラメータは変更できます。












73.2.2.2 データ・プロバイダのキャッシュ・ファイル

キャッシュ構成ファイル、wcps-dataprovider-cache-config.xmlでは、データ・プロバイダと関連付けられているキャッシュのアドレスが指定されています。このファイルでは、ワイルドカード・パターンが使用されており、wcps-dp-small-contentやmy-custom-cacheなどのいずれのパターンを使用しても、利用者が固有のキャッシュを持てるようにしています。たとえば、wcps-dp-medium-*のようなワイルドカード・パターンは、wcps-dp-small-contentまたはwcps-dp-small-ebsなどのキャッシュ名を指定すると、解決されます。

デフォルトのデータ・プロバイダの構成は、ニーズに合うように変更するか、カスタム・データ・プロバイダをサポートするように、新しいエントリを追加しても構いません。既存のデフォルトの構成へのいかなる変更でも、使用する環境にデプロイされた他のカスタム・データ・プロバイダに影響する可能性があることに注意してください。

デフォルトのデータ・プロバイダのキャッシュ構成には、次のものが含まれます。

	
メモリーに実装されたローカル・キャッシュ


	
LRU削除ポリシー


	
小容量: 100エントリ、デフォルトは1時間のTTL


	
中容量: 1000エントリ、デフォルトは1時間のTTL


	
大容量: 10000エントリ、デフォルトは1時間のTTL




	
注意:

Coherenceライセンス機能のアップグレードをサポートするため、これらの構成が変更される場合があります。










このキャッシュ構成ファイルはCoherenceパラメータ・マクロを利用するため、特定のニーズに合わせて容易に変更できます。パラメータに固有のCoherenceドキュメントへのリンクは、構成ファイルそのものの中で提供されています。

利用者は、この構成ファイルに追加のエントリを構成できます。これらのエントリは、パーソナライズ・キャッシュAPIで使用できるようになります。第73.3項「パーソナライズ・コンポーネントでのキャッシュの使用」を参照してください。






73.2.2.3 カスタム・キャッシュ構成ファイルの作成

特定のユース・ケースに対処するため、カスタムCoherenceキャッシュ構成ファイルを作成できます。Coherenceキャッシュ構成ファイルを、次の一般的な規則に準拠させることをお薦めします。

	
キャッシュ構成ファイルを次の場所に配置すること。


$ORACLE_HOME/user_projects/applications/<domain>/conductor-extensions-library/WEB-INF/classes


	
データ・プロバイダやファンクション・プロバイダなどの、サーバー側のパーソナライズ・コンポーネントで使用されるキャッシュのみを参照すること。これらのコンポーネントの詳細は、第67章「カスタム・データ・プロバイダの実装: 概要」および第68章「カスタム・ファンクション・プロバイダの実装: 概要」を参照してください。







	
注意:

実際は、キャッシュ構成ファイルは、WCPS Webアプリケーションのクラス・ローダーから参照可能であれば、どこにでも配置できます。このファイルを上のディレクトリに配置すると、他のWCPSキャッシュ構成ファイルとの整合性を保てます。ただし、キャッシュ構成ファイルを異なる方法で定義およびパッケージ化する場合もあります。







CoherenceCacheFactoryは、URIを使用してファイルをロードするため、キャッシュ構成ファイルは、データ・プロバイダのJARファイルの一部としても、ファイル・システム上の任意の場所でもパッケージ化できます。CoherenceCacheFactoryは、データ・プロバイダのプログラムまたはWCPSサーバーにデプロイされたその他のクラスのプログラムによって使用されます。第73.3.2項「CoherenceCacheFactoryの使用」を参照してください。




	
注意:

データ・プロバイダのJARファイルは、次の場所にあります。
$DOMAIN_HOME/conductor-extensions-library/WEB-INF/lib.

データ・プロバイダのパッケージ化およびデプロイの詳細は、第67章「カスタム・データ・プロバイダの実装: 概要」を参照してください。









新しいクラスを認識させるには、WCPS Webアプリケーションを再デプロイするか、サーバーを再起動する必要があります。










73.3 パーソナライズ・コンポーネントでのキャッシュの使用

データ・プロバイダ、ファンクション・プロバイダおよびカスタム・データ・プロバイダなどのパーソナライズ・コンポーネントは、コンテキストにより、2つの方法の中の1つの方法でCoherenceと連携します。

	
CacheFunctionProvider: シナリオのコンテキスト内で使用可能または、任意のデータ・プロバイダでプログラムにより使用可能なメソッドを含みます。ファンクション・プロバイダは、シナリオのコンテキスト内のデータに対する操作を行います。第68.1項「ファンクション・プロバイダの概要」も参照してください。


	
CoherenceCacheFactory: WCPSにデプロイされたデータ・プロバイダおよび他のクラスは、このファクトリ・クラスを使用して、プログラムによりキャッシュを実装します。






73.3.1 キャッシュ・ファンクション・プロバイダ

CacheFunctionProviderは、シナリオ内からキャッシュを管理するメソッドを提供します。このファンクション・プロバイダは、CoherenceCacheFactoryクラスに委任し、複数の簡便性メソッドをインクルードします。

キャッシュ・ファンクション・プロバイダのメソッドについては、第69章「ファンクション・プロバイダ・リファレンス」の「キャッシュ・メソッド」で説明されています。

CacheFunctionProviderの接頭辞は、cache (シナリオ・エディタの「式ビルダー」ダイアログに表示される名前)です。図73-1に、「式ビルダー」ダイアログでのキャッシュ・ファンクション・プロバイダを示します。


図73-1 キャッシュ・ファンクション・プロバイダ

[image: 図73-1の説明が続きます]





例73-1は、キャッシュ・ファンクション・プロバイダのメソッド、getMediumCache()を使用するシナリオのXML構造をリストしています。最初に、キャッシュが返され、変数に格納されます。その後、その変数を使用してキャッシュから特定の値が返されます。


例73-1 シナリオでのキャッシュ・ファンクション・プロバイダの使用


<!-- Check cache first, using CacheFunctionProvider -->
        <assign-variable>
            <variable>userIdCache</variable>
            <expression>${cache:getMediumCache('userIdCache')}</expression>
        </assign-variable>
 
        <assign-variable>
            <variable>userId</variable>
            <expression>${cache:get(userIdCache,username)}</expression>
        </assign-variable>




例73-2に、CacheFunctionProviderのメソッドをプログラムを使用してコールする方法を示します。必ず、次をインポートしてください。oracle.wcps.dataprovider.base.CacheFunctionProvider


例73-2 Javaクラスでのキャッシュ・ファンクション・プロバイダの使用


NamedCache myCache = CacheFunctionProvider.getMediumCache("userIdCache");
String userId = (String)myCache.get("jpalmer");







	
注意:

例73-1および例73-2の両方の例で、wcps-cp-medium-userIdCacheという名前のキャッシュが返されています。このキャッシュがまだ存在していない場合は、作成されます。







例73-3に、カスタム・キャッシュの使用例を示します。この例では、返されるキャッシュには接頭辞がなく、完全なキャッシュ名ではありません。


例73-3 Javaクラスでのキャッシュ・ファンクション・プロバイダの使用


NamedCache myCache = CacheFunctionProvider.getCustomCache("my-custom-cache");








73.3.2 CoherenceCacheFactoryの使用

WCPSにデプロイされたデータ・プロバイダおよび他のクラスは、このファクトリ・クラスを使用して、プログラムによりキャッシュを実装します。このクラスは、デプロイ先のWebアプリケーションにスコープ設定されています。

CoherenceCacheFactoryのコールするメソッドは1つです。


public static NamedCache getCache(String cacheConfigFile, String cacheName)


例73-4は、前の第73.2.2.3項「カスタム・キャッシュ構成ファイルの作成」で説明したベスト・プラクティスに従って、WCPSのクラスパスにキャッシュ構成ファイルがある場合の、getCache()のコール方法を示しています。


例73-4 クラスパスにある構成ファイルを使用したgetCache()のコール


NamedCache myCache = CoherenceCacheFactory.getCache("content-cache-config.xml", "userIdCache");
String userId = (String)myCache.get("jpalmer");




例73-5は、ファイル・システムの別の場所に、キャッシュ構成ファイルが配置されている場合のgetCache()のコール方法を示しています。


例73-5 ファイル・システムにある構成ファイルを使用したgetCache()のコール


NamedCache myCache = CoherenceCacheFactory.getCache("file:///myconfig/content-cache-config.xml", "userIdCache");
StringuserId = (String)myCache.get("jpalmer");










73.4 パーソナライズ・コンポーネント向けのキャッシュの構成

この項では、構成ファイルでのキャッシュの構成方法について説明します。wcps-datatprovider-cache-config.xmlに構成されている、事前構成済のキャッシュおよびカスタム・キャッシュについて説明します。その後、キャッシュが独自の構成ファイルを持つ場合について説明します。

	
第73.4.1項「事前構成済キャッシュ」


	
第73.4.2項「カスタム・キャッシュ」


	
第73.4.3項「キャッシュが独自の構成ファイルを持つ場合」






73.4.1 事前構成済キャッシュ

構成ファイルには、事前構成済キャッシュ(小容量、中容量、大容量)が含まれています。これらのキャッシュには、キャッシュ・ファンクション・プロバイダ(第73.3.1項「キャッシュ・ファンクション・プロバイダ」参照)を介してアクセスできます。アクセス・メソッドについては、第69章「ファンクション・プロバイダ・リファレンス」の「キャッシュ・メソッド」で説明されています。これらには次のものがあります。

	
getSmallCache(String cacheName)


	
getMediumCache(String cacheName)


	
getLargeCache(String cacheName)







	
注意:

wcps-dataprovider-cache-config.xml内のパターンと一致するように、内部の接頭辞の後にcacheNameパラメータが追加されます。たとえば、次のようになります。wcps-dp-large-<cacheName>詳細は、第73.2.2.2項「データ・プロバイダのキャッシュ・ファイル」を参照してください。












73.4.2 カスタム・キャッシュ

カスタム・キャッシュは、新しいエントリがwcps-dataprovider-cache-config.xmlに追加されていることを前提にしています。構成ファイルに指定されたとおりに構成された、cacheName (接頭辞なし)を使用してキャッシュを返します。

wcps-dataprovider-cache-config.xmlに構成されたカスタム・キャッシュを返すために使用される、キャッシュ・ファンクション・プロバイダ・メソッドは、次のとおりです。

getCustomCache(String cacheName)

詳細は、第69章「ファンクション・プロバイダ・リファレンス」の「キャッシュ・メソッド」を参照してください。






73.4.3 キャッシュが独自の構成ファイルを持つ場合

WCPS Webアプリケーションのクラス・ローダーで、構成ファイルconfigFileが使用可能である必要があります。第73.2.2.3項「カスタム・キャッシュ構成ファイルの作成」も参照してください。

カスタム・キャッシュ構成ファイルに構成されたキャッシュを返すために使用される、ファンクション・プロバイダのメソッドは、次のとおりです。

getCache(String myConfigFile.xml, String cacheName)




	
注意:

キャッシュ構成ファイルは、アプリケーションのクラスパス内に存在する必要があります。言い換えると、コールする側のクラスパス内であれば、どこにあっても構いません。







詳細は、第69章「ファンクション・プロバイダ・リファレンス」の「キャッシュ・メソッド」を参照してください。








73.5 データ・プロバイダ接続上のキャッシュの構成

キャッシュ名は、データ・プロバイダ内にハードコードできます。または、キャッシュ名をパラメータとして、wcps-connections.xmlプロバイダ構成ファイルに設定できます。このファイルの詳細は、第67.5.6項「WCPS接続構成ファイルの更新」で説明しています。




	
ヒント:

キャッシュ名を接続パラメータとして設定することの利点は、実行時にキャッシュ名を変更できることです。







例73-6は、wcps-connnections.xmlへのキャッシュの構成方法を示しています。<connection>要素には、2つのプロパティを追加する必要があります。

	
<cacheName>: キャッシュの名前を指定します。この例では、名前はdemo-cacheです。


	
<configFileUri>: ファイル・システム上のキャッシュ構成ファイルの場所を指定します。この例では、この値はfile:///mydir/demo-cache.xmlです。




この例では、<connection>要素には、demo-cacheという値の<cache-name>プロパティが設定されています。


例73-6 データ・プロバイダの接続構成


<connection>
        <connection-name>TestConnection</connection-name>
        <connection-type>my.test.connection</connection-type>
        <namespace>default</namespace>
        <properties>
            <property>
                <name>cacheName</name>
                <value>demo-cache</value>
            </property>
            <property>
                <name>configFileUri</name>
                <value>file:///Users/jpalmer/demo-cache.xml</value>
            </property>
        </properties>
    </connection>








73.6 Oracle Coherenceの監視

Coherenceには、そのキャッシュを監視するためのMBeanコンソールが用意されています。サーバーのプロパティを設定して、この機能を有効にする方法の詳細は、「JMXを使用したOracle Coherenceの管理」を参照してください。


図73-2 Coherence監視コンソール

[image: 図73-2の説明が続きます]















40 ピープル・コネクション・データ・コントロールおよびJava APIの使用方法


この章では、ピープル・コネクション・サービス・データ・コントロールおよびJava APIの使用方法について説明します。プロジェクトにデータ・コントロールを追加する方法および追加情報のある場所を含めて、各データ・コントロールの詳細を示します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第40.1項「ピープル・コネクション・データ・コントロールの使用方法」


	
第40.2項「ピープル・コネクション・サービスJava API」






40.1 ピープル・コネクション・データ・コントロールの使用方法

ピープル・コネクション・サービスは、ピープル・コネクション機能の自分独自の表示方法を作成できるデータ・コントロールを提供します。この項では、次のデータ・コントロールの概要を説明し、サポートされているメソッド、属性およびクラスについて説明します。

	
ピープル・コネクション管理データ・コントロール


	
賛辞サービス・データ・コントロール


	
プロファイル・データ・コントロール




この項には、次のサブセクションも含まれます:

	
第40.1.1項「プロジェクトへのデータ・コントロールの追加」


	
第40.1.2項「ピープル・コネクション管理データ・コントロールの使用」


	
第40.1.3項「プロファイル・データ・コントロールの使用」






40.1.1 プロジェクトへのデータ・コントロールの追加

プロジェクトにデータ・コントロールを追加するには、「リソース・パレット」でデータ・コントロールを右クリックし、ポップアップ・メニューから「プロジェクトに追加」を選択します。追加されると、アプリケーション・ナビゲータの「データ・コントロール」パネルで展開して、データ・コントロールのメソッドと属性を参照できます。

アプリケーション・ページにデータ・コントロールを追加するには、「データ・コントロール」パネルからページにデータ・コントロールをドラッグします。配置すると、ボタンやテキスト・ボックスなど、データにバインドするコンポーネントのタイプを選択するためのオプションが含まれているポップアップ・メニューが開きます。

ピープル・コネクション・データ・コントロールを実装するには:

	
JDeveloperでWebCenter Portal Frameworkアプリケーションを作成します。


	
WebCenter Portalアプリケーションで、「リソース・カタログ」→「サービス・カタログ」→「データ・コントロール」にナビゲートします。


	
ピープル・コネクション・データ・コントロールを選択し、コントロールを右クリックします。


	
ポップアップ・メニューで「プロジェクトに追加」をクリックします。

「アプリケーション・ナビゲータ・プロジェクト・データ・コントロール」フォルダに「データ・コントロール」が表示されます。


	
「データ・コントロール」フォルダを開きます。

開くと、「データ・コントロール」オブジェクトおよびそれらに対応するJavaメソッドが表示されます。


	
データ・コントロール・オブジェクトを.jspxページにドラッグ・アンド・ドロップし、図40-1に示すドロップダウン「表」.メニュー・リストの「ADF表」オプションを選択します。


図40-1 ADF表が選択された.jspxページにドラッグ・アンド・ドロップされたデータ・コントロール・オブジェクト

[image: 図40-1の説明が続きます]





	
使用可能なJavaメソッドを使用するには、図40-2に示すように、そのメソッドを.jspxページにドラッグし、「作成」メニュー・リストの「メソッド」項目を選択して、それをプロジェクトのデータにバインドし、目的の機能を実現します。


図40-2 Javaメソッドを.jspxページにドラッグ・アンド・ドロップして「作成」メニュー・リストの「メソッド」を選択

[image: 図40-2の説明が続きます]










	
関連項目:

WebCenter Portal Frameworkアプリケーションでのデータ・コントロールの使用方法の詳細は、第4.1.3項「WebCenter Portalのデータ・コントロールの使用」を参照してください。












40.1.2 ピープル・コネクション管理データ・コントロールの使用

ピープル・コネクション管理データ・コントロールは、コネクションおよびコネクション・リストを追加および管理するためのメソッドを提供します。公開されている主要なメソッドには次のものがあります。

	
connectionLists


	
groupedPeopleCounts


	
receivedInvitations


	
sentInvitations


	
acceptInvitation(String invitationId)


	
addConnectionsToList(List userids, String listName)


	
createConnectionList(String listName)


	
declineInvitation(String invitationId)


	
dropConnectionList(String listName)


	
getConnectionList(String connectionListName)


	
getConnections(String userid, String connectionListName, String filterPattern, String sortBy, int startIndex, int fetchSize)


	
getNumberOfConnections(String userid, String connectionListName, String filterPattern)


	
ignoreInvitation(String invitationId)


	
inviteUserForConnection(String userid, String invitationMessage, Collection connectionListNames)


	
isConnectionListModifiable(String listName)


	
isConnectionPartOfUnmodifiableList(String connecteeGuid)


	
removeConnection(String userid, boolean fromListOnly, String listName)


	
searchUsers(String filterPattern, int startIndex, int fetchSize)


	
updateConnectionListsMembership(String member, Collection addListIds, Collection removeListIds)




この項に含まれる各項では、ピープル・コネクション管理データ・コントロールと関連付けられているメソッドをリストし、説明します。



40.1.2.1 connectionLists

リストID、名前、ローカライズされた名前、メンバーの数、リストが変更可能であるかどうか、メンバー・ユーザーIDなどコネクション・リストに関する詳細のコレクション。表40-1では、このメソッドと関連付けられている属性をリストし、説明しています。


表40-1 メソッドconnectionListsの属性

	属性	説明
	
id

	
コネクション・リストID


	
listName

	
コネクション・リストの名前


	
localizedName

	
コネクション・リストのローカライズされた名前


	
memberCount

	
指定された各コネクション・リストのメンバー数


	
modifiable

	
指定されたコネクション・リストを変更できるかどうかに関する情報


	
memberUserIds

	
指定された各コネクション・リストのメンバーのユーザーID












40.1.2.2 groupedPeopleCounts

各コネクション・グループに含まれているコネクションの数。






40.1.2.3 receivedInvitations

招待がいつ送信され、いつ受信されたか、招待のGUID、招待メッセージ、招待を送信したユーザーおよび受信したユーザーのユーザーIDなど、受信したコネクションの招待に関する詳細のコレクション。表40-2では、このメソッドと関連付けられている属性をリストし、説明しています。


表40-2 メソッドreceivedInvitationsの属性

	属性	説明
	
dateFormattedAsReceived

	
受信者のタイムスタンプによる、招待の受信日付


	
dateFormattedAsSent

	
送信者のタイム・スタンプに応じて招待が送信された日付。


	
id

	
受信した招待のGUID


	
invitationMessage

	
招待メッセージ


	
inviteeUserid

	
招待を受信したユーザーのユーザーID


	
invitorUserid

	
招待を送信したユーザーのユーザーID


	
sentDate

	
システムのタイムスタンプによる、招待の送信日付












40.1.2.4 sentInvitations

招待がいつ送信され、いつ受信されたか、招待のGUID、招待メッセージ、招待を送信したユーザーおよび受信したユーザーのユーザーIDなど、送信したコネクションの招待に関する詳細のコレクション。表40-3では、このメソッドと関連付けられている属性をリストし、説明しています。


表40-3 メソッドsentInvitationsの属性

	属性	説明
	
dateFormattedAsReceived

	
受信者のタイムスタンプによる、招待の受信日付


	
dateFormattedAsSent

	
送信者のタイム・スタンプに応じて招待が送信された日付。


	
id

	
受信した招待の一意のGUID


	
invitationMessage

	
招待メッセージ


	
inviteeUserid

	
招待を受信したユーザーのユーザーID


	
invitorUserid

	
招待を送信したユーザーのユーザーID


	
sentDate

	
システムのタイムスタンプによる、招待の送信日付












40.1.2.5 acceptInvitation(String invitationId)

コネクションの招待を受け入れるためのメソッド。表40-4では、このメソッドと関連付けられているパラメータをリストし、説明しています。


表40-4 メソッドacceptInvitationsのパラメータ

	パラメータ	説明
	
invitationId

	
受け入れるコネクションの招待のGUID












40.1.2.6 addConnectionsToList(List userids, String listName)

指定されたユーザーを、指定されたコネクション・リストに追加するためのメソッド。表40-5では、このメソッドと関連付けられているパラメータをリストし、説明しています。


表40-5 メソッドaddConnectionsToListのパラメータ

	パラメータ	説明
	
userids

	
指定されているコネクション・リストに追加するユーザーのユーザー名


	
listName

	
指定したユーザーを追加するコネクション・リストの名前












40.1.2.7 createConnectionList(String listName)

コネクション・リストを作成するためのメソッド。表40-6では、このメソッドと関連付けられているパラメータをリストし、説明しています。


表40-6 メソッドcreateConnectionListのパラメータ

	パラメータ	説明
	
listName

	
新しいコネクション・リストに付ける名前












40.1.2.8 declineInvitation(String invitationId)

コネクションの招待を拒否するためのメソッド。表40-7では、このメソッドと関連付けられているパラメータをリストし、説明しています。


表40-7 メソッドdeclineInvitationのパラメータ

	パラメータ	説明
	
invitationId

	
拒否する招待の一意のGUID












40.1.2.9 dropConnectionList(String listName)

コネクション・リストを削除するためのメソッド。表40-8では、このメソッドと関連付けられているパラメータをリストし、説明しています。


表40-8 メソッドdropConnectionListのパラメータ

	パラメータ	説明
	
listName

	
削除するコネクション・リストの名前












40.1.2.10 getConnectionList(String connectionListName)

コネクション・リストを表すオブジェクトを返します。このオブジェクトは、指定したコネクション・リスト名に対して取得されたコネクション・リストに関する詳細を提供します。表40-9では、このメソッドと関連付けられているパラメータをリストし、説明しています。表40-10では、このメソッドと関連付けられている属性をリストし、説明しています。


表40-9 メソッドgetConnectionListのパラメータ

	パラメータ	説明
	
connectionListName

	
次の属性を返すコネクション・リストの名前(表40-10を参照)

	
id


	
listName


	
localizedName


	
memberCount


	
modifiable


	
memberUserIds












表40-10 メソッドgetConnectionListの属性

	属性	説明
	
id

	
返すコネクション・リストの一意のGUID


	
listName

	
返すコネクション・リストの名前


	
localizedName

	
返すコネクション・リストのローカライズされた名前


	
memberCount

	
返すコネクション・リストのメンバーの数


	
modifiable

	
返されたコネクション・リストを変更できるかどうかのインジケータ


	
memberUserIds

	
返されたコネクション・リストのメンバーのユーザーID












40.1.2.11 getConnections(String userid, String connectionListName, String filterPattern, String sortBy, int startIndex, int fetchSize)

コネクションのユーザーID、コネクションがメンバーとなっているコネクション・リスト、コネクションのプロファイルからの詳細を含めコネクションに関する詳細を提供するコネクション・オブジェクトを返します。表40-11では、このメソッドと関連付けられているパラメータをリストし、説明しています。表40-12では、このメソッドと関連付けられている属性をリストし、説明しています。


表40-11 メソッドgetConnectionsのパラメータ

	パラメータ	説明
	
userid

	
返された各コネクションのユーザーID


	
connectionListName

	
コネクションの取得元のコネクション・リストの名前


	
filterPattern

	
condoleezzaやnicoleを返すcoなど、返されるコネクションに対して使用するフィルタ


	
sortBy

	
コネクションのソートに使用する順序

日時の降順でコネクションをソートするには、LAST_ACTIVITY_TIMEを入力します。名前のアルファベット順にソートするには、空白のままにします。


	
startIndex

	
結果のフェッチの開始点

これはページ区切りに使用されます。たとえば、検索では50件の一致レコードを返すことができるが、1から10件までしか必要ない場合があります。その場合は、startIndexを1に、fetchSizeを10に設定します。


	
fetchSize

	
返す結果の数(startIndexを参照)









表40-12 メソッドgetConnectionsの属性

	属性	説明
	
connecteeUserId

	
コネクションのユーザーID


	
connectionListsMembershipList

	
コネクションがメンバーになっているコネクション・リストの名前


	
connecteeUserProfile

	
コネクションのプロファイル詳細












40.1.2.12 getNumberOfConnections(String userid, String connectionListName, String filterPattern)

指定したユーザーにコネクションを持っているユーザーの数(int)を返します。表40-13では、このメソッドと関連付けられているパラメータをリストし、説明しています。表40-14では、このメソッドと関連付けられている属性をリストし、説明しています。


表40-13 メソッドgetNumberOfConnectionsのパラメータ

	パラメータ	説明
	
userid

	
コネクションの数を返すユーザーのユーザーID


	
connectionListName

	
カウントの取得元のコネクション・リストの名前


	
filterPattern

	
condoleezzaやnicoleを返すcoなど、返されるコネクションに対して使用するフィルタ









表40-14 メソッドgetNumberOfConnectionsの属性

	属性	説明
	
Int

	
返すコネクションの数












40.1.2.13 ignoreInvitation(String invitationId)

指定したIDの招待を無視することを指定します。表40-15では、このメソッドと関連付けられているパラメータをリストし、説明しています。


表40-15 メソッドignoreInvitationのパラメータ

	パラメータ	説明
	
invitationId

	
無視するコネクションの招待のGUID












40.1.2.14 inviteUserForConnection(String userid, String invitationMessage, Collection connectionListNames)

指定したユーザーIDを持つユーザーにコネクションの招待を送信する手段。「私のコネクションになっていただけますか」などの招待メッセージを含みます。招待が受け入れられたときに、招待を受ける人が追加される1つ以上のコネクション・リスト名も含みます。表40-16では、このメソッドと関連付けられているパラメータをリストし、説明しています。


表40-16 メソッドinviteUserForConnectionのパラメータ

	パラメータ	説明
	
userid

	
招待を受ける人のユーザーID


	
invitationMessage

	
「コネクションを結びましょう」などのコネクション・メッセージ


	
connectionListNames

	
招待が受け入れられたときに、招待を受ける人が追加されるコネクション・リストの名前












40.1.2.15 isConnectionListModifiable(String listName)

指定したコネクション・リストを変更できるかどうかに関してtrueまたはfalse (boolean)を返します。表40-17では、このメソッドと関連付けられているパラメータをリストし、説明しています。表40-18では、このメソッドと関連付けられている属性をリストし、説明しています。


表40-17 メソッドisConnectionListModifiableのパラメータ

	パラメータ	説明
	
listName

	
変更できるかどうかを決定するコネクション・リストの名前









表40-18 メソッドisConnecitonListModifiableの属性

	属性	説明
	
boolean

	
指定したコネクション・リストを変更できるかどうかに応じて、Trueまたはfalse












40.1.2.16 isConnectionPartOfUnmodifiableList(String connecteeGuid)

指定したユーザーが、変更できないコネクション・リストのメンバーであるかどうかに関してtrueまたはfalse (boolean)を返します。表40-19では、このメソッドと関連付けられているパラメータをリストし、説明しています。表40-20では、このメソッドと関連付けられている属性をリストし、説明しています。


表40-19 メソッドisConnectionPartOfUnmodifiableListのパラメータ

	パラメータ	説明
	
connecteeGuid

	
このコネクションが、変更できないコネクション・リストのメンバーであるかどうかを決定するコネクションのGUID









表40-20 メソッドisConnecitonPartOfUnmodifiableLIstの属性

	属性	説明
	
boolean

	
ユーザーが、変更できないコネクション・リストのメンバーであるかどうかに応じてtrueまたはfalseを返します。












40.1.2.17 removeConnection(String userid, boolean fromListOnly, String listName)

コネクションとしてまたはコネクション・リストから指定したコネクションを削除するためのメソッド。表40-21では、このメソッドと関連付けられているパラメータをリストし、説明しています。


表40-21 メソッドremoveConnectionのパラメータ

	パラメータ	説明
	
userid

	
指定したリストから削除するコネクションのユーザー名


	
fromListsOnly

	
ユーザーをコネクションとして削除するか、指定したコネクション・リストからのみ削除するのかを示すフラグ(trueまたはfalse)


	
listName

	
指定したユーザーを削除するコネクション・リストの名前












40.1.2.18 searchUsers(String filterPattern, int startIndex, int fetchSize)

ユーザーのリレーショナル属性、GUID、プロファイル詳細など、返されるユーザーに関する詳細のコレクションであるオブジェクトUsersを返します。表40-22では、このメソッドと関連付けられているパラメータをリストし、説明しています。表40-23では、このメソッドと関連付けられている属性をリストし、説明しています。


表40-22 メソッドsearchUsersのパラメータ

	パラメータ	説明
	
filterPattern

	
condoleezzaやnicoleを返すcoなど、返される検索条件に対して使用するフィルタ


	
startIndex

	
結果のフェッチの開始点

これはページ区切りに使用されます。たとえば、検索では50件の一致レコードを返すことができるが、1から10件までしか必要ない場合があります。その場合は、startIndexを1に、fetchSizeを10に設定します。


	
fetchSize

	
返す結果の数(startIndexを参照)









表40-23 メソッドsearchUsersの属性

	属性	説明
	
relationalAttributes

	
-



	
userGuid

	
ユーザーの一意のGUID


	
userProfile

	
ユーザーのプロファイル詳細












40.1.2.19 updateConnectionListsMembership(String member, Collection addListIds, Collection removeListIds)

指定したコネクション・リストにコネクションを追加したり、指定したコネクション・リストからコネクションを削除することによって、指定したコネクションのリストのメンバーシップを更新する手段を提供します。表40-24では、このメソッドと関連付けられているパラメータをリストし、説明しています。


表40-24 updateConnectionListsMembershipメソッドのパラメータ

	パラメータ	説明
	
member

	
管理するコネクション・リストのメンバーシップを持つメンバーのユーザー名


	
addListIds

	
指定したユーザーを追加するコネクション・リストの名前


	
removeListIds

	
指定したユーザーを削除するコネクション・リストの名前














40.1.3 プロファイル・データ・コントロールの使用

プロファイル・データ・コントロールは、プロファイル詳細を返したり、更新したりするためのメソッドを提供します。

この項に含まれる各項では、プロファイル・データ・コントロールと関連付けられているメソッドをリストし、説明します。


40.1.3.1 メソッド: getProfile(String userId)

ユーザー・プロファイル詳細のコレクションであるWCUserProfileオブジェクトを返すためのメソッド。表40-25では、このメソッドと関連付けられているパラメータをリストし、説明しています。


表40-25 getProfileメソッドのパラメータ

	パラメータ	説明
	
userID

	
プロファイル詳細を返すユーザーのID











	
ヒント:

WCUserProfileオブジェクトと関連付けられた属性を表示するには、アプリケーション・ナビゲータの「データ・コントロール」パネルで「getProfile」メソッドの下の「WCUserProfile」ノードを開きます。











40.1.3.2 メソッド: getProfileForUpdate(String userId)

ユーザー・プロファイル詳細のコレクションであるWCUserProfileオブジェクトを更新するためのメソッド。表40-26では、このメソッドと関連付けられているパラメータをリストし、説明しています。


表40-26 getProfileForUpdateメソッドのパラメータ

	パラメータ	説明
	
userID

	
プロファイル詳細を更新するユーザーのID











	
ヒント:

WCUserProfileオブジェクトと関連付けられた属性を表示するには、アプリケーション・ナビゲータの「データ・コントロール」パネルで「getProfileForUpdate」メソッドの下の「WCUserProfile」ノードを開きます。
















40.2 ピープル・コネクション・サービスJava API

ピープル・コネクション・サービスには、関連付けられたJava APIがあり、それを使用してサービス機能を操作できます。次のような内容が含まれます。

	
oracle.webcenter.peopleconnections.connections


	
oracle.webcenter.peopleconnections.wall


	
oracle.webcenter.activitystreaming




詳細は、Oracle WebCenter Portal Java APIリファレンスを参照してください。












60 Oracle PDK-Javaを使用したJavaポートレットの構築


この章では、Oracle PDK-Javaを使用したJavaポートレットの構築方法について説明します。Oracle PDK-Javaは、Javaポートレットを構築するためのOracle独自のテクノロジです。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第60.1項「PDK-Javaポートレットの概要」


	
第60.2項「PDK-Javaポートレットの作成」


	
第60.3項「PDK-Javaポートレットの開発」


	
第60.4項「PDK-Javaポートレットのテスト」


	
第60.5項「PDK-Javaポートレットのデプロイ」


	
60.6項「Strutsポートレットの作成」


	
第60.7項「PDK-Javaポートレットのトラブルシューティング」







	
ヒント:

新規Javaポートレットを構築するには、JSR 286規格の使用を検討する必要があります。詳細は、第59章「JSR 286を使用した標準ベースのJavaポートレットの作成」を参照してください。









60.1 PDK-Javaポートレットの概要

PDK-Javaは、一般的に必要なユーティリティを提供することでJavaポートレットを簡単に開発できるフレームワークを提供し、これまでの開発スキルや、JSP、サーブレット、静的HTMLページなどの既存アプリケーション・コンポーネントを活用できるようにします。また、WebCenter Portal Frameworkとプロデューサ間の通信の複雑さに直接対処する必要なしにポートレットを作成できます。

PDK-Javaのフレームワークは次の領域に分けられます。

	
プロデューサ・アダプタ: 開発者は、これにより、Webプロデューサとの通信用にWebCenter Portal Frameworkによって定義されたHTTP構文を使用しないで済むようになります。また、WebCenter Portal FrameworkとJava Webプロデューサ間で渡された情報を変換します。アダプタがない場合、プロデューサは、ポートレットの管理に加え、この情報を所定の言語でWebCenter Portal Frameworkに直接通信する必要があります。アダプタによって、Webプロデューサはポータル言語を理解する必要がなくなり、逆に、アダプタがない場合は、理解する必要が出てきます。


	
プロバイダ・インタフェースは、プロバイダ・アダプタとの統合にJava実装で必要となるAPI(関数)を定義します。プロデューサ・アダプタは、Portal Frameworkアプリケーションからのメッセージを受信して、プロデューサ・インタフェースへのコールに変換し、プロデューサのレスポンスをアプリケーションが理解できる書式に翻訳します。プロデューサ・インタフェースには、プロデューサが実装するメソッドを定義するためのJavaクラスのセットが含まれ、多くの場合、標準実装が用意されています。主なクラスには次のものがあります。

	
ProviderDefinition (oracle.portal.provider.v2.ProviderDefinition)


	
ProviderInstance (oracle.portal.provider.v2.ProviderInstance)


	
PortletDefinition (oracle.portal.provider.v2.PortletDefinition)


	
PortletInstance (oracle.portal.provider.v2.PortletInstance)


	
ParameterDefinition (oracle.portal.provider.v2.ParameterDefinition)


	
EventDefinition (oracle.portal.provider.v2.EventDefinition)





	
プロデューサ・ランタイムは、プロデューサ・インタフェースの仕様に準拠する基本実装です。プロデューサ・ランタイムには、個々のプロデューサ・インタフェースを実装するためのデフォルト・クラスのセットが含まれ、PDK-Javaに付属のレンダリング、パーソナライズおよびセキュリティのフレームワークを活用できるようにします。このようなクラスと関連フレームワークは、WebCenter Portal Frameworkリクエストの共通関数を実装し、プロデューサを構成するための宣言メカニズムを提供することで、プロデューサの開発を簡略化します。プロデューサ・ランタイムを使用すると、Portal Frameworkアプリケーションとの通信に必要なインフラストラクチャではなく、ポートレット自体に開発労力を集中できます。プロデューサ・ランタイムの標準動作が要件を満たさない場合に、特定の動作の拡張または変更を容易に行うことができます。主なクラスには次のものがあります。

	
DefaultProviderDefinition (oracle.portal.provider.v2.DefaultProviderDefinition)


	
DefaultProviderInstance (oracle.portal.provider.v2.DefaultProviderInstance)


	
DefaultPortletDefinition (oracle.portal.provider.v2.DefaultPortletDefinition)


	
DefaultPortletInstance (oracle.portal.provider.v2.DefaultPortletInstance)


	
PortletRenderer (oracle.portal.provider.v2.render.PortletRenderer)


	
PortletPersonalizationManager (oracle.portal.provider.v2.personalize.PortletPersonalizationManager)


	
PortletSecurityManager (oracle.portal.provider.v1.http.DefaultSecurityManager)





	
プロデューサ・ユーティリティは、ポートレットのレンダリングを簡略化するメソッドを提供します。このユーティリティには、有効なリンク(hrefs)を構築するメソッド、ポートレットのコンテナ(ヘッダーを含む)をレンダリングするメソッド、ページ内で動作するHTMLフォームをレンダリングするメソッドおよびポートレット・キャッシュをサポートするメソッドが含まれています。




Oracle JPDKプロデューサは、デプロイ、定義およびアプリケーションとの通信に関し、XML、SOAP、HTTPまたはJava EEなどのオープン標準を使用します。WebCenter Portalは、Oracle JPDKプロデューサからポートレットを組み込み、HTTPを介してSOAPを使用し、コンシューマ・アプリケーションと通信します。

ポートレットを開発し、Oracle JPDKプロデューサを介して公開することには、次のような様々な利点があります。

	
ポートレットをリモートでデプロイできます


	
既存のWebアプリケーション・コードを利用してポートレットを作成できます


	
宣言によってプロデューサを指定できます


	
標準のJavaテクノロジ(サーブレットやJSPなど)を使用してポートレットを開発できます。




ポートレットをOracle JPDKプロデューサを使用して公開するには、ポートレットを管理し、SOAPを使用してWebCenter Portalと通信するプロデューサを最初に作成する必要があります。詳細は、第60.5項「PDK-Javaポートレットのデプロイ」を参照してください。

PDK-Javaの詳細は、次のOracle Fusion Middleware Oracle PDK-Java Java APIリファレンスを参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23943_01/apirefs.1111/e10691/index.html?overview-summary.html






60.2 PDK-Javaポートレットの作成

WebCenter Portalには、JDeveloperで使用できるウィザードが用意されており、PDK-Javaポートレットの初期フレームワークを短時間で簡単に作成できます。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第60.2.1項「PDK-Javaポートレットの作成方法」


	
第60.2.2項「PDK-Javaポートレットの作成時の処理」






60.2.1 PDK-Javaポートレットの作成方法

JDeveloperで「Oracle PDK-Javaポートレットの作成」ウィザードを使用すると、短時間で簡単にPDK-Javaポートレットを作成できます。実装するポートレットのモード、および各モードで使用する実装メソッド(JSP、HTTPサーブレット、JavaクラスまたはHTML)を選択できます。さらに、ウィザードによって、選択したモードごとに簡単な実装を作成します。

JDeveloperウィザードを使用して、PDK-Javaポートレットを作成するには:

	
JDeveloperで、ポートレットの作成先であるポートレット・プロデューサ・アプリケーションを開くか、新規ポートレット・プロデューサ・アプリケーションを作成します。

ポートレット・プロデューサ・アプリケーションの作成方法の詳細は、第57.4.1項「ポートレット・プロデューサ・アプリケーション」を参照してください。




	
注意:

WebCenter Portal - ポートレット・プロデューサ・アプリケーション・テンプレートを使用せずに、ポートレット・プロデューサ・アプリケーションを作成する場合は、テクノロジ・スコープを構築する適切なポートレットをアプリケーションに手動で追加する必要があります。
WebCenter Portal - Frameworkアプリケーション・テンプレートを使用して構築されたアプリケーションは、ポートレット作成用にスコープ設定されていません。










	
ポートレットの作成先であるプロジェクト(「ポートレット」など)を右クリックし、「新規」を選択します。




	
注意:

既存のプロデューサでポートレットを作成するには、プロデューサのprovider.xmlファイルを右クリックし、「ポートレットの追加」を選択します。これにより、「Oracle PDK-Javaポートレットの作成」ウィザードの「一般ポートレット情報」ページに直接移動できます(手順8)。








	
「新規ギャラリ」で「Web層」を開き、「ポートレット」、「Oracle PDK-Javaポートレット」の順に選択し、「OK」をクリックします。


	
「Oracle PDK-Javaポートレットの作成」ウィザードの「プロバイダの詳細」ページで、ポートレットを含める新規プロデューサの名前を入力します。この名前は、プロジェクト内で一意である必要があります。




	
ヒント:

PDK-Javaでは、プロデューサではなく「プロバイダ」という用語を使用します。プロバイダは、プロデューサと同じです。








	
「デプロイメント・プロパティ・ファイルの生成」を選択します。

これによって、以下の2つの.propertiesファイルが自動的に生成されます。

	
serviceID.propertiesは、そのサービスIDを持つプロデューサのプロパティを定義します。サービスIDは、プロデューサ名と同じ値です。


	
_default.propertiesは、デフォルトのプロパティ・ファイルです。プロデューサ・アプリケーションには複数のプロデューサがある場合があり、プロデューサごとに固有のサービスIDを持ちます。登録時に、サービスIDが定義されていない場合は、デフォルトのプロパティ・ファイルが使用されます。





	
「XMLエントリの生成」を選択します。

これによって、ウィザードによって生成されるものも含めて、プロデューサに属するポートレットの詳細を含むプロデューサ定義ファイル(provider.xml)が自動的に生成されます。


	
「索引JSPの生成」を選択し、「次へ」をクリックします。

これによって、アプリケーション内に存在するプロデューサと、プロデューサのテスト・ページへのアクセスを簡単にするハイパーリンクをすべてリストしたindex.jspファイルが自動的に生成されます。


	
「一般ポートレット情報」ページで、ポートレットの名前および表示名を入力します。

この名前は内部的に使用され、ユーザーには公開されません。表示名は、コンポーネント・パレットなどのポートレット選択リストでユーザーに対して表示されます。

この説明は、Portal Frameworkアプリケーションには実装されないため、ポートレットをOracle Portalなどの他のアプリケーションで使用する可能性がない場合は、このフィールドに値を入力する必要はありません。


	
タイムアウト間隔(秒)フィールドに、ポートレットのレンダリングに与える秒数を入力します。


	
「タイムアウト・メッセージ」フィールドに、ポートレットのレンダリングが指定したタイムアウト間隔を超えた場合に表示するメッセージを入力し、「次へ」をクリックします。


	
「ビュー・モード」ページの「ページの表示」で、「実装スタイル」ドロップダウン・リストからポートレットの共有画面モードで使用する実装スタイルを選択します。

	
ポートレットの共有画面モードをJavaServer Pageとして実装するには、「JSP」を選択します。「ファイル名」フィールドに、ウィザードで生成するファイルの名前を入力します。


	
ポートレットの共有画面モードをHTTPサーブレットとして実装するには、「HTTPサーブレット」を選択します。「パッケージ名」フィールドに、HTTPサーブレットを格納するパッケージの名前を入力します。「クラス名」フィールドに、ポートレットの共有画面モードとともに参照するJavaクラスを入力します。


	
ポートレットの共有画面モードをHTMLファイルとして実装するには、「HTMLファイル」を選択します。「ファイル名」フィールドに、ウィザードで生成するファイルの名前を入力します。「HTMLファイル」を選択すると、provider.xmlファイルの<renderer>要素内に、次のコードが追加されます。


<showPage class="oracle.portal.provider.v2.render.http.ResourceRenderer">
    <resourcePath>provider_id/portlet_name/file.html</resourcePath>
    <contentType>content_type</contentType>
    <charSet>char_set</charSet>
 </showPage>


charSetは、プロデューサがHTMLページのエンコードに使用する必要があるキャラクタ・セットを示します。デフォルトのキャラクタ・セットは、JDeveloperのプリファレンスによって決まります。別のキャラクタ・セットが必要な場合は、それに応じて、provider.xmlのこの要素を更新する必要があります。


	
ポートレットの共有画面モードをJavaクラスとして実装するには、「Javaクラス」を選択します。「パッケージ名」フィールドに、Javaクラスを含むパッケージの名前を入力します。「クラス名」フィールドに、Javaクラスの名前を入力します。




共有画面モードの詳細は、第57.4.2.1項「表示モード」を参照してください。


	
ポートレットに全画面モードを実装するには、「詳細ページの表示」を選択し、手順11の共有画面モードの説明に従って、実装スタイルを選択します。


	
ウィザードのこの時点で、「終了」をクリックし、残りのすべての設定にデフォルト値を使用することで、ポートレットをすぐに作成できます。

ポートレットにその他の詳細を指定するには、「次へ」をクリックし、残りの手順を実行します。


	
「カスタマイズ・モード」ページの「ページの編集」は、デフォルトで選択されています。ポートレットに編集モードを実装するには、手順11の共有画面モードの説明に従って、実装スタイルを選択します。編集モードを実装しない場合は、「ページの編集」を選択解除します。

編集モードの詳細は、第57.4.2.2項「編集モード」を参照してください。


	
ポートレットにデフォルト編集モードを実装するには、「デフォルト・ページの編集」を選択し、手順11の共有画面モードの説明に従って、実装スタイルを選択します。

デフォルト編集モードの詳細は、第57.4.2.3項「デフォルト編集モード」を参照してください。


	
「次へ」をクリックします。


	
「追加モード」ページで、ポートレットにヘルプ・モードを実装するには、「ヘルプ・ページ」を選択し、手順11の共有画面モードの説明に従って、実装スタイルを選択します。

ヘルプ・モードの詳細は、第57.4.2.4項「ヘルプ・モード」を参照してください。


	
ポートレットに情報モードを実装するには、「ページ情報」を選択し、手順11の共有画面モードの説明に従って、実装スタイルを選択します。

情報モードの詳細は、第57.4.2.5項「情報モード」を参照してください。


	
「次へ」をクリックします。


	
「パブリック・ポートレット・パラメータ」ページで、「追加」をクリックし、パブリック・パラメータをポートレットに追加します。

パラメータの表に新しい行が追加されます。行の各フィールドをダブルクリックして、パラメータの名前、表示名および説明を入力します。

さらにパブリック・パラメータを追加するには、この手順を繰り返します。完了したら、「次へ」をクリックします。

パブリック・ポートレット・パラメータにより、ポートレットは、格納されているページやそのページの他のポートレットと通信できるようになります。詳細は、第60.3.3項「パブリック・パラメータの実装方法」を参照してください。


	
Portal Frameworkアプリケーションでは、Oracle PDK-Javaイベントはサポートされていないため、「パブリック・ポートレット・イベント」ページで、「終了」をクリックします。

イベントの詳細は、Oracle Portal Portal開発者ガイドを参照してください。









60.2.2 PDK-Javaポートレットの作成時の処理

「Oracle PDK-Javaポートレットの作成」ウィザードを使用すると、JDeveloperでは、ポートレットのデフォルト実装を生成します。具体的には、次のファイルが作成されます。

	
選択した各ポートレット・モードのファイル(例、portletnameEditPage.jsp.)。


	
provider.xml: プロデューサ定義ファイルで、そのプロデューサに属するポートレットの詳細が含まれます。


	
web.xml: アプリケーションのWebデプロイメント・ディスクリプタ・ファイルです。


	
weblogic.xml: PDK-Java共有ライブラリを指定する共有ライブラリ定義が含まれます。


	
index.jsp: JDeveloperで、テスト用に使用されます。


	
_default.properties: デフォルトのプロパティ・ファイルです。


	
serviceID.properties: serviceIDで識別されるプロデューサのプロパティ・ファイルです。




ポートレットの正常なデプロイおよび実行には、これらのすべてのファイルが必要です(index.jsp.は除きます)。

これらのすべてのファイルは、アプリケーション・ナビゲータで表示できます(図60-1)。


図60-1 PDK-Javaポートレットに対して生成されたファイル

[image: 図60-1の説明が続きます]











60.3 PDK-Javaポートレットの開発

「Oracle PDK-Javaポートレットの作成」ウィザードを使用して初期ポートレット実装を構築すると、次の手順では、ポートレットのコンテンツおよび動作を制御するコードを作成します。

次のOracle Fusion Middleware Oracle PDK-Java Java APIリファレンスで、PDK-JavaのJavaDocリファレンスを参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23943_01/apirefs.1111/e10691/index.html?overview-summary.html

この項の内容は、次のとおりです。

	
第60.3.1項「PDK-Javaポートレットの一般的なガイドライン」


	
第60.3.2項「ポートレット・モードの追加方法」


	
第60.3.3項「パブリック・パラメータの実装方法」


	
第60.3.4項「プライベート・パラメータの実装方法」


	
第60.3.5項「JNDI変数の使用方法」


	
第60.3.6項「セッション情報へのアクセス方法」


	
第60.3.7項「キャッシュを使用してPDK-Javaポートレットのパフォーマンスを向上させる方法」


	
第60.3.8項「PDK-Javaポートレットの永続ストアの管理方法」


	
第60.3.9項「PDK-Javaポートレット・プロデューサの移動方法」


	
第60.3.10項「設計時にPDK-Javaポートレット・プロデューサをエクスポートおよびインポートする方法」




この項で参照される多数の例のソース・コードは、Portlet Developer's Kit (PDK)の一部として使用できます。

PDK-Javaを解凍すると、次の場所に例があります。


../pdk/jpdk/v2/src/oracle/portal/sample/v2/devguide




60.3.1 PDK-Javaポートレットの一般的なガイドライン

WebCenter Portalで使用するPDK-Javaポートレットを構築する場合、次の事項を考慮する必要があります。

	
ポートレットには、リクエストでポートレットによって明示的に追加されなかったURLの書式またはパラメータに依存するコードを含めないでください。


	
ポートレットのモードに関係なく、作成したポートレットがページ上で唯一のポートレットであると想定しないでください。たとえば、ポートレットが編集モードであっても、自分のポートレットがページ上の唯一のポートレットであるとは考えないでください。


	
簡単にリダイレクトするポートレット・モードを記述しないでください。リダイレクトは、ポートレットに対するポストの処理中、またはポートレットによって生成されたリンクをたどる間にのみ発行できます。









60.3.2 ポートレット・モードの追加方法

ポートレット・モードを追加するには、「Oracle PDK-Javaポートレットの作成」ウィザードの各ページで該当するボックスを選択します。ウィザードの使用の詳細は、第60.2.1項「PDK-Javaポートレットの作成方法」を参照してください。ウィザードで選択する各ポートレット・モードに対しては、基本スケルトンが作成されます。ポートレットの作成後にポートレット・モードを追加する場合は、provider.xmlの更新およびHTMLまたはJSPをJDeveloperで作成することにより実行できます。

RenderManagerを使用してポートレット・モードを実装する際の原則は、すべてのモードに対して同じです。

この項で使用されるPDK実行時クラスの詳細は、次のOracle Fusion Middleware Oracle PDK-Java Java APIリファレンスのJavaDocを参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23943_01/apirefs.1111/e10691/index.html?overview-summary.html

ポートレット・モードを追加するには:

	
JDeveloperで、ポートレットを含むアプリケーションを開きます。


	
ポートレットを含むプロジェクトを開きます。


	
「Webコンテンツ」ノード、htdocsノード、プロデューサのノードの順に開きます。


	
ポートレットのノードを右クリックし、「新規」を選択します。




	
ヒント:

ポートレットのノードは、Webコンテンツ > htdocs > プロバイダにあります。








	
「新規ギャラリ」で「Web層」を開き、「HTML」または「JSP」を選択し、「OK」をクリックします。

ポートレットに追加する各モードに対して、HTMLファイルまたはJSPを作成する必要があります。たとえば、ヘルプ・モードを実装するには、HTMLファイルを作成して、ヘルプ・コンテンツを提供する必要があります。


	
表示されたダイアログに、HTMLファイルのファイル名またはJSPを入力し、「OK」をクリックします。


	
ビジュアル・エディタで、ページのコンテンツを編集し、必要な機能を実装します。

たとえば、ヘルプ・モードの場合、次のHTMLを追加できます。


<p>This is the <i>Help</i> mode of your portlet!</p>


	
アプリケーション・ナビゲータで、ポートレットを所有するプロバイダのprovider.xmlファイルを右クリックし、「開く」を選択します。




	
ヒント:

provider.xmlファイルは、Webコンテンツ > WEB-INF > プロバイダ > プロバイダにあります。








	
追加中のモードの該当するタグの値をtrueに変更します。

たとえば、ヘルプ・モードを追加している場合、hasHelpタグを次のように変更します。


<hasHelp>true</hasHelp>


これにより、そのモードへのリンクまたはアイコンをレンダリングする必要があることをPDKフレームワークに示します。


	
HTMLページ、またはそのモードに対して以前作成したJSPを指定するようにコードを追加します。

たとえば、ヘルプ・ページの場合、次のコードを追加します。


<helpPage>/htdocs/myprovider/myportlet/myHelpPage.html</helpPage>


	
変更内容を保存します。









60.3.3 パブリック・パラメータの実装方法

PDK-JavaおよびWebCenter Portal Frameworkは、再利用可能で複雑なポートレットを簡単に作成できるように、パブリック・ポートレット・パラメータおよびプライベート・ポートレット・パラメータを提供しています。「Oracle PDK-Javaポートレットの作成」ウィザードでは、パラメータを使用するように設定されているポートレットを作成します。この機能によって、開発者はビジネス・ロジックをポートレットに追加するのみで、provider.xmlを変更する必要はありません。

「Oracle PDK-Javaポートレットの作成」ウィザードを使用すると、パブリック・パラメータによりポートレットを簡単に作成できます。プロデューサを登録し、ページ上にポートレットをドロップすると、ポートレットのパラメータがページの変数に自動的にリンクされます。




	
注意:

各ポートレットのデータは4Kに制限されています。パラメータ、イベント名、表示名および説明の各長さもすべてこの4Kの制限に対するカウント対象に含まれます。そのため、各ポートレットに対して必要以上の数のパラメータやイベントを使用しないこと、またはこれらの名前や説明を長くしないことが必要です。







パブリック・パラメータを使用してポートレットを作成するには:

	
JDeveloperで、ポートレットを含むアプリケーションを開きます。


	
ポートレットの作成先であるプロジェクトを右クリックし、「新規」を選択します。




	
注意:

既存のプロデューサでポートレットを作成するには、プロデューサのprovider.xmlファイルを右クリックし、「ポートレットの追加」を選択します。これにより、「Oracle PDK-Javaポートレットの作成」ウィザードの「一般ポートレット情報」ページに直接移動できます。








	
「新規ギャラリ」で「Web層」を開き、「ポートレット」、「Oracle PDK-Javaポートレット」の順に選択し、「OK」をクリックします。


	
「パブリック・ポートレット・パラメータ」ページが表示されるまで、「Oracle PDK-Javaポートレットの作成」ウィザードの手順を進めます。

ウィザードの使用に関する基本情報は、第60.2.1項「PDK-Javaポートレットの作成方法」を参照してください。


	
「パブリック・ポートレット・パラメータ」ページで、「追加」をクリックします。

パラメータの表に新しい行が追加されます。


	
パラメータの「名前」、「表示名」および「説明」フィールドのデフォルト値を、よりわかりやすい値に置換します。


	
必要に応じてパラメータを追加し、「終了」をクリックします。


	
アプリケーション・ナビゲータで、ポートレットを所有するプロバイダのprovider.xmlファイルを右クリックし、「開く」を選択します。

provider.xmlファイルは、「Webコンテンツ」→WEB-INF→「プロバイダ」→「プロバイダ」にあります。

ウィザードの「パブリック・ポートレット・パラメータ」ページで追加したパラメータのエントリが表示されます(例60-1)。


例60-1 provider.xmlのサンプル、パブリック・パラメータ


<?xml version = '1.0' encoding = 'UTF-8'?><?providerDefinition version="3.1"?>
<provider class="oracle.portal.provider.v2.DefaultProviderDefinition">
  <session>false</session>
  <passAllUrlParams>false</passAllUrlParams>
  <preferenceStore class=
     "oracle.portal.provider.v2.preference.FilePreferenceStore">
   <name>prefStore1</name>
   <useHashing>true</useHashing>
  </preferenceStore>
  <portlet class="oracle.portal.provider.v2.DefaultPortletDefinition">
      <id>1</id>
      <name>MyPortlet</name>
      <title>My Portlet</title>
      <description>My Portlet Description</description>
      <timeout>40</timeout>
      <showEditToPublic>false</showEditToPublic>
      <hasAbout>false</hasAbout>
      <showEdit>true</showEdit>
      <hasHelp>false</hasHelp>
      <showEditDefault>false</showEditDefault>
      <showDetails>false</showDetails>
      <inputParameter class=
        "oracle.portal.provider.v2.DefaultParameterDefinition">
       <name>Parameter_01</name>
       <displayName>Parameter_01</displayName>
       <description>My first parameter</description>
      </inputParameter>
      <inputParameter class=
        "oracle.portal.provider.v2.DefaultParameterDefinition">
       <name>Parameter_02</name>
       <displayName>Parameter_02</displayName>
       <description>My second parameter</description>
      </inputParameter>
      <inputParameter class=
        "oracle.portal.provider.v2.DefaultParameterDefinition">
       <name>Parameter_03</name>
       <displayName>Parameter_03</displayName>
      </inputParameter>
      <renderer class="oracle.portal.provider.v2.render.RenderManager">
         <renderContainer>true</renderContainer>
         <renderCustomize>true</renderCustomize>
         <autoRedirect>true</autoRedirect>
         <contentType>text/html</contentType>
         <showPage>/htdocs/myportlet/MyPortletShowPage.jsp</showPage>
         <editPage>/htdocs/myportlet/MyPortletEditPage.jsp</editPage>
      </renderer>
      <personalizationManager class=
        "oracle.portal.provider.v2.personalize.PrefStorePersonalizationManager">
       <dataClass>
        oracle.portal.provider.v2.personalize.NameValuePersonalizationObject
       </dataClass>
      </personalizationManager>
   </portlet>
</provider>




	
アプリケーション・ナビゲータで、ポートレットのportletnameShowPage.jspを右クリックし、「開く」を選択します。

ファイルは、「Webコンテンツ」→htdocs→「プロバイダ」→「ポートレット」にあります。

ポートレットには、パラメータを取得するためのロジックが含まれます(図60-1)。


例60-2 ShowPage.jspのサンプル


<%@page contentType="text/html; charset=windows-1252"
        import="oracle.portal.provider.v2.render.PortletRenderRequest"
        import="oracle.portal.provider.v2.http.HttpCommonConstants"
        import="oracle.portal.provider.v2.ParameterDefinition"
%>
<%
   PortletRenderRequest pReq = (PortletRenderRequest)
      request.getAttribute(HttpCommonConstants.PORTLET_RENDER_REQUEST);
%>
<P>Hello <%= pReq.getUser().getName() %>.</P>
<P>This is the <b><i>Show</i></b> render mode!</P>
<%
   ParameterDefinition[] params =
       pReq.getPortletDefinition().getInputParameters();
%>
<p>This portlet's input parameters are...</p>
<table align="left" width="50%" ><tr><td><span
class="PortletHeading1">Name</span></td><td><span
class="PortletHeading1">Value</span></td></tr>
<%
   String name = null;
   String value = null;
   String[] values = null;
   for (int i = 0; i < params.length; i++)
   {
       name = params[i].getName();
       values = pReq.getParameterValues(name);
       if (values != null)
       {
           StringBuffer temp = new StringBuffer();
           for (int j = 0; j < values.length; j++)
           {
               temp.append(values[j]);
               if (j + 1 != values.length)
               {
                   temp.append(", ");
               }
           }
           value = temp.toString();
       }
       else
       {
           value = "No values have been submitted yet.";
       }
%>
<tr>
  <td><span class="PortletText2"><%= name %></span></td>
  <td><span class="PortletText2"><%= value %></span></td>
</tr>
<%
   }
%>
</table>




	
ポートレットに、ユーザーが入力したパラメータ値を送信できるようにするロジックを追加します。


	
同じ手順を使用して、取得するパラメータ値を表示するだけの2番目のポートレットを作成します。


	
Portal Frameworkアプリケーションに、プロデューサを登録します。詳細は、第63.2.2項「WebCenter Portal FrameworkアプリケーションへのOracle PDK-Javaポートレット・プロデューサの登録」を参照してください。


	
2つのポートレットをアプリケーションのページに追加します。詳細は、第63.5項「ページへのポートレットの追加」を参照してください。


	
アプリケーション・ナビゲータの「構造」ウィンドウで、ページの要素を右クリックし、「ページ定義に移動」を選択します。

例60-3のようなページ定義が表示されます。ページ・レベルの変数とポートレット・レベルのパラメータに注意してください(太字で表示)。


例60-3 ページ定義ファイルのサンプル


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<pageDefinition xmlns="http://xmlns.oracle.com/adfm/uimodel"
                version="10.1.3.38.90" id="untitled1PageDef"
                Package="view.pageDefs">
  <executables>
    <variableIterator id="variables">
      <variable Name="portlet1_Parameter_01" Type="java.lang.Object"/>
      <variable Name="portlet1_Parameter_02" Type="java.lang.Object"/>
      <variable Name="portlet1_Parameter_03" Type="java.lang.Object"/>
    </variableIterator>
    <portlet id="portlet1"       portletInstance="/oracle/adf/portlet/PdkPortletProducer1_1153936627784
          /applicationPortlets/Portlet1_abfc5a10_010c_1000_8003_82235f50d831"
        class="oracle.adf.model.portlet.binding.PortletBinding"
        xmlns="http://xmlns.oracle.com/portlet/bindings">
      <parameters>
        <parameter name="Parameter_01" pageVariable="portlet1_Parameter_01"/>
        <parameter name="Parameter_02" pageVariable="portlet1_Parameter_02"/>
        <parameter name="Parameter_03" pageVariable="portlet1_Parameter_03"/>
      </parameters>
    </portlet>
  </executables>
</pageDefinition>




	
アプリケーションを実行します。


	
最初のポートレットに値を入力すると、同じ値が2番目のポートレットに表示されます。









60.3.4 プライベート・パラメータの実装方法

場合によっては、ポートレット・インスタンスのみが認識できるパラメータが必要なことがあります。これらのパラメータは、ページには関係がなく、ポートレットに対してのみ認識されるため、プライベート・パラメータとして知られています。プライベート・パラメータは、ポートレットのナビゲーション作成中に思いがけずに役に立つことがよくあります。たとえば、複数のページで構成されているポートレットがある場合、プライベート・パラメータを使用して、ポートレットの別のリソースにジャンプできます。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第60.3.4.1項「プライベート・パラメータについて」


	
第60.3.4.2項「ポートレットのURLタイプについて」


	
60.3.4.3項「ポートレットのURLタイプを使用したリンクの構築」


	
60.3.4.4項「ポートレットのURLタイプを使用したフォームの構築」


	
60.3.4.5項「ポートレット内でのナビゲーションの実装」


	
60.3.4.6項「リソースへのナビゲーションの制限」






60.3.4.1 プライベート・パラメータについて

プライベート・パラメータは、標準的なWebアプリケーションで情報をブラウザのリンクまたはフォームからサーバーに渡すために使用されます。サーバーはこれに対して処理を行い、適切なコンテンツを戻します。たとえば、ディクショナリWebサイトのユーザーがハリネズミに関する情報を求めると、サーバーに送信されるURLには、プライベート・パラメータが次のように追加されます。


http://dictionary.reference.com/search?q=Hedgehog


サーバーがページ全体のレンダリングを担当し、クライアントがサーバーと直接通信する場合、このURLのフォームは非常に役に立ちます。Portal Frameworkアプリケーションの場合、クライアントはポートレットと直接通信しません。かわりに、WebCenter Portal Frameworkが、クライアントとポートレットの間を仲介します。また、ほとんどのページには複数のポートレットがあるため、WebCenter Portal Frameworkは複数のポートレットと通信します。

たとえば、ページにシソーラス・ポートレットとディクショナリ・ポートレットという2つのポートレットがあるとします。これら2つのポートレットはqをパラメータとして使用して、ユーザーによって実行された検索問合せを記録します。ユーザーがシソーラス・ポートレットを問い合せる場合、更新されたシソーラス・ポートレットがあるページを再リクエストするためのURLには、シソーラス・ポートレットのパラメータqを含める必要があります。また、このシソーラス・パラメータは、このポートレットに対して同じ機能を実行するディクショナリ・ポートレット・パラメータ1とは区別する必要があります。

ポートレットが、次の基準を満たしていることを確認する必要があります。

	
ポートレット独自のパラメータがリンクおよびフォームに組み込まれるときにポートレットがこれらのパラメータを正しく修飾していること。


	
ポートレットに属さないパラメータをポートレットで変更しないこと。




次のAPIコールは、非修飾パラメータ名を修飾パラメータ名に変換します。


HttpPortletRendererUtil.portletParameter(HttpServletRequest request, String param);


HttpPortletRendererUtilは、パッケージoracle.portal.provider.v2.render.httpに含まれています。

例:


qualParamQ = HttpPortletRendererUtil.portletParameter(r, "q");


受信リクエストからポートレット・パラメータの値をフェッチするには、次のAPIを使用します。




	
注意:

このAPIは、受信リクエストから値をフェッチする前にパラメータ名を修飾パラメータ名に変換します。このため、この手順を実行する必要はありません。








PortletRenderRequest.getQualifiedParameter(String name)


PortletRenderRequestは、パッケージoracle.portal.provider.v2.renderに含まれています。

例:


valueQ = r.getQualifiedParameter("q");


プライベート・パラメータに関するポートレットの役割には、ポートレットに属さないURLパラメータを妨害しないという側面もあります。このルールに準拠するために使用するユーティリティの詳細は、第60.3.4.3項「ポートレットのURLタイプを使用したリンクの構築」および第60.3.4.4項「ポートレットのURLタイプを使用したフォームの構築」を参照してください。






60.3.4.2 ポートレットのURLタイプについて

ポートレットが自身をレンダリングする場合、WebCenter Portal Frameworkではポートレットに様々なURLを渡し、ポートレットはそれらを使用してリンクをレンダリングします。これらのURLをフェッチし、操作して、リンク作成のタスクを簡略化できます。ポートレットに提供されるURLのリストは、次のとおりです。

	
PAGE_LINKは、ポートレット・インスタンスがあるページのURLです。このURLは、すべてのポートレット内リンクのベースとして使用します。ユーザーを同じポートレットの別のセクションにナビゲートするリンクをポートレットでレンダリングする場合、このナビゲーションは、PAGE_LINKを使用してパラメータ・セットとしてエンコードする必要があります。


	
DESIGN_LINK: ポートレットのパーソナライズ(編集モード)ページのURLです。ポートレットの編集モードおよびデフォルト編集モードは、ポートレットと同じページにはレンダリングされません。編集モードおよびデフォルト編集モードは、ブラウザ・ウィンドウ全体を占有します。ポートレットの編集モードおよびデフォルト編集モードは、必ずしもすべてのユーザーがアクセスできるわけではありません。これは、ポートレットがそのパーソナライズ・オプションを自由にレンダリングできる最小限の静的フレームワークです。このURLを使用するのは、「パーソナライズ」リンクをレンダリングする場合のみです。


	
BACK_LINKは、ポータルが自身をレンダリングする現行ページから戻る便利なポイントのURLです。たとえば、ポートレットがそのパーソナライズ・ページ(編集モード)をレンダリングする場合、このリンクは、ポートレットがあり、ユーザーがパーソナライズ・ページへナビゲートした元のページを参照します。そのため、このリンクは、保留中のアクションを受け入れる、または取り消すボタンにエンコードします。このURLは、ポートレットのデスクトップ・レンダリングでのみ役に立ちます(通常は編集またはデフォルト編集モード)。









60.3.4.3 ポートレットのURLタイプを使用したリンクの構築

ポートレットのURLタイプを使用してリンクを構築するには、ポートレットのレンダリング・コードの作成時にアクセスして使用する必要があります。リンクのURLをフェッチするには、PDK-Javaで次のAPIをコールします。


portletRenderRequest.getRenderContext().getPageURL()
portletRenderRequest.getRenderContext().getEventURL()
portletRenderRequest.getRenderContext().getDesignURL()
portletRenderRequest.getRenderContext().getLoginServerURL()
portletRenderRequest.getRenderContext().getBackURL()


ポートレットのナビゲーションでは、ページURLにポートレットのパラメータを追加(または更新)する必要があります。このタスクを実行するには、次のAPIを使用して適切なURLを構築します。


UrlUtils.constructLink(
    PortletRenderRequest pr,
    int linkType, -- UrlUtils.PAGE_LINK in this case
    NameValue[] params,
    boolean encodeParams,
    boolean replaceParams)


UrlUtilsは、oracle.portal.provider.v2.urlと呼ばれるパッケージに含まれています。実際には自分自身でページURLをフェッチすることはありません。かわりに、提供されているポートレットのURLタイプUrlUtils.PAGE_LINKを使用します。

params引数のパラメータ名は完全に修飾されている必要があります。また、パラメータが正しく修飾されている場合、適切なlinkTypeを持つUrlUtils.constructLinkは、ポートレットに属さない他のURLパラメータを妨害しません。

UrlUtils.contructLinkの代替バージョンは、URLを受け入れて、それを、戻されるURLのベースとします。HTMLリンクが必要な場合、UrlUtils.constructHTMLLinkを使用して完全なアンカー要素を作成できます。

次のポートレット例であるThesaurusLink.jspでは、パラメータqを使用して、シソーラスで検索する単語を識別します。次に、見つかった関連単語についてのリンクが作成され、ユーザーはこのリンクをたどり、その新しい単語に影響するシソーラスを取得します。値qを設定する初期の送信フォームの詳細は、第60.3.4.4項「ポートレットのURLタイプを使用したフォームの構築」の例を参照してください。


<%
    String paramNameQ = "q";
    String qualParamNameQ = 
    HttpPortletRendererUtil.portletParameter(paramNameQ);
    PortletRenderRequest pRequest = (PortletRenderRequest)
        request.getAttribute(HttpCommonConstants.PORTLET_RENDER_REQUEST);
    String paramValueQ = pRequest.getQualifiedParameter(paramNameQ);
%>
<!-- Output the HTML content -->
<center>
    Words similar to <%= paramValueQ %>
    <br>
    Click the link to search for words related to that word.
    <br>
    <ul>
<%
        String[] relatedWords = Thesaurus.getRelatedWords(paramValueQ);
        NameValue[] linkParams = new NameValue[1]; 
        for (int i=0; i<=relatedWords.length; i++)
        {
            linkParams[0] = new NameValue(
                qualParamNameQ, relatedWords[i]);
%>
            <li>
            <b> <%= relatedWords[i] %> </b>
            <%= UrlUtils.constructHTMLLink(
                pRequest,
                UrlUtils.PAGE_LINK,
                "(words related to " + relatedWords[i] + ")",
                "",
                linkParams,
                true,
                true)%>
           </li>
<%
        }
%>
   </ul>
</center>






60.3.4.4 ポートレットのURLタイプを使用したフォームの構築

フォームでポートレット・パラメータを使用する方法は、リンクで使用する方法とほぼ同じです。次の2つの基本的ルールが同様に適用されます。

	
ポートレットのパラメータ名を修飾します。


	
受信URLのその他のパラメータは操作や削除はしません。




マークアップおよび動作の点では、フォームとリンクはかなり異なります。ただし、リンクの場合と同様、PDK-Javaにはこれら2つの基本ルールに準拠するためのユーティリティが含まれています。

ページ上のリンクにしてもフォーム要素の名前にしても、パラメータ名は単なる文字列です。そのため、ポートレットのパラメータ名を正しく修飾するためのコードは、第60.3.4.3項「ポートレットのURLタイプを使用したリンクの構築」に記載されているコードと同じです。

フォームは、URLのその他のパラメータは変更しないままにする必要があるという点でリンクとは異なります。マークアップでフォームを開くと、次のAPIを使用できます。


UrlUtils.htmlFormHiddenFields(pRequest,UrlUtils.PAGE_LINK, formName);
UrlUtils.htmlFormHiddenFields(someURL);


この場合、formName = UrlUtils.htmlFormName(pRequest,null)です。




	
注意:

ページに複数のフォームがある可能性があるため、フォーム名は完全に修飾する必要があります。これは、ページ上のその他のポートレットと競合するのを避けるために、URLのパラメータとフォームの要素名に修飾が必要であるのと同様です。







htmlFormHiddenFieldsユーティリティは、HTMLの非表示フォーム要素をフォームに書き込みます。この場合、指定したURLの、ポートレットに属さないパラメータごとに1つのフォーム要素を書き込みます。


<INPUT TYPE="hidden" name="paramName" value="paramValue">


このため、ポートレットのパラメータをフォームに追加するのみでよいのです。

他に注意する必要があるのは、フォームの送信ターゲットを導出する方法です。多くの場合、送信ターゲットは現行のページです。


formTarget = UrlUtils.htmlFormActionLink(pRequest,UrlUtils.PAGE_LINK)


formTargetの値には、HTMLフォームのアクション属性やSimpleFormのターゲット属性を使用できます。メソッド名にHTMLが含まれている場合でも、実際にはURLを戻すのみであるため、これはモバイル・ポートレットでも使用できます。

次の例のフォームは、シソーラス・ポートレットの送信フォームをレンダリングします。このフォームの送信結果であるポートレットに関しては、第60.3.4.3項「ポートレットのURLタイプを使用したリンクの構築」の例を参照してください。


<%
    String paramNameSubmit = "submit";
    String paramNameQ = "q";
    String qualParamNameQ =
        HttpPortletRendererUtil.portletParameter(paramNameQ);
    String qualParamNameSubmit = 
    HttpPortletRendererUtil.portletParameter(paramNameSubmit);
    PortletRenderRequest pRequest = (PortletRenderRequest)
        request.getAttribute(HttpCommonConstants.PORTLET_RENDER_REQUEST);
    String formName = UrlUtils.htmlFormName(pRequest,"query_form");
%>
<!-- Output the HTML content -->
<center>
    <b>Thesaurus</b>
    Enter the word you want to search for
    <form name="<%= formName %>" method="POST" 
        action="<%= UrlUtils.htmlFormActionLink(pRequest,UrlUtils.PAGE_LINK) %>"> 
        <%= UrlUtils.htmlFormHiddenFields(pRequest,UrlUtils.PAGE_LINK, formName)%> 
        <table><tr><td>
            Word of interest:
        </td><td>
            <input
                type="text"
                size="20"
                name="<%= qualParamNameQ %>"
                value="">
        </td></tr></table>
        <input type=submit name="<%= qualParamNameSubmit %>" Value="Search">
    </form>
</center>






60.3.4.5 ポートレット内でのナビゲーションの実装

ポートレット内でナビゲーションを実装する方法には、次の3つがあります。

	
プライベート・ポートレット・パラメータを使用して、レンダリングされるURLにナビゲーション情報を渡します。このURLに基づいて、ポートレット・コード内のブランチ・ロジックは、どのポートレットのセクションをレンダリングするのかを確認できます。このオプションは、第60.3.4.3項「ポートレットのURLタイプを使用したリンクの構築」および第60.3.4.4項「ポートレットのURLタイプを使用したフォームの構築」に示すシソーラス例を少し拡張したものです。基本的には、パラメータ値qを使用してシソーラス検索操作を実行するのではなく、ポートレットがパラメータ値に基づいて分岐し、それに応じて別のコンテンツをレンダリングします。


	
前の項目と同じようにナビゲーション情報を渡します。ただし、PDK-Javaを使用してパラメータを解釈し、その値に基づいて分岐してください。このオプションでは、シソーラスの例を一部変更する必要があるため、この項の後半でその詳細を説明します。


	
セッション記憶域を使用してポートレットの状態およびプライベート・パラメータを記録し、明示的なナビゲーションではなくアクションを示します。ポートレットが含まれるページからユーザーが移動した際にポートレットを前の状態にリストアできるのは、この方法のみです。ユーザーがこのページから移動すると、すべてのプライベート・ポートレット・パラメータは失われ、セッション記憶域にある状態のみをリストアできます。ただし、その状態がセッション記憶域に格納されていることが前提です。このオプションを使用するには、セッション記憶域について理解し、これを実装する必要があります。セッション記憶域の実装の詳細は、第60.3.6項「セッション情報へのアクセス方法」を参照してください。




次のポートレット・コードは、PDK-Javaのサンプル・プロデューサのマルチページ例の一部です。


<portlet>
    <id>11</id> 
    <name>Multipage</name> 
    <title>MultiPage Sample</title> 
    <shortTitle>MultiPage</shortTitle> 
    <description>
        This portlet depicts switching between two screens all 
        in an application page.
    </description> 
    <timeout>40</timeout> 
    <timeoutMessage>MultiPage Sample timed out</timeoutMessage> 
    <renderer class="oracle.portal.provider.v2.render.RenderManager">
        <contentType>text/html</contentType> 
        <showPage>/htdocs/multipage/first.jsp</showPage> 
        <pageParameterName>next_page</pageParameterName> 
    </renderer>
</portlet>





	
注意:

pageParameterNameの値はポートレット・パラメータnext_pageの名前です。この値は、PDK-Javaフレームワークが、showPageパラメータ値のオーバーライドとして取得および解釈するポートレット・パラメータの名前です。PDK-Javaフレームワークは、マルチページ・ポートレットのリクエスト時にパラメータの修飾バージョンを検出すると、first.jspではなくnext_pageによって識別されたリソースをレンダリングします。ポートレット内のパラメータは、ポートレットによってレンダリングされるため、PDK-Javaではレンダリングされません。







シソーラスの例をこのパラメータで動作するように変更できます。特に、フォーム送信ポートレットをシソーラスの入力用(ポートレットの先頭ページ)として使用し、シソーラス内をさらにドリルダウンしていくためのリンクが含まれる結果ページにユーザーをナビゲートできます。次の例は、これらの変更内容を示します。




	
注意:

次の例は、このシソーラスの例のように、比較的簡単なケースの場合に最も役に立ちます。ウィザードの使用経験を積む必要があるなど、より込み入った必要性がある場合は、StrutsなどのMVCフレームワークを使用することを検討してください。Strutsアプリケーションからポートレットを構築する方法の詳細は、第60.6項「Strutsポートレットの作成」を参照してください。







ThesaurusForm.jsp:


<%
    PortletRenderRequest pRequest = (PortletRenderRequest)
        request.getAttribute(HttpCommonConstants.PORTLET_RENDER_REQUEST);
    String paramNameSubmit = "submit";
    String paramNameQ = "q";
    String qualParamNameQ =
        HttpPortletRendererUtil.portletParameter(pRequest, paramNameQ);
    String qualParamNameSubmit = 
    HttpPortletRendererUtil.portletParameter(pRequest, paramNameSubmit);
    String formName = UrlUtils.htmlFormName(pRequest,"query_form");
%>
<!-- Output the HTML content -->
<center>
    <b>Thesaurus</b>
    Enter the word you want to search for
    <form name="<%= formName %>" method="POST" 
        action="<%= UrlUtils.htmlFormActionLink(pRequest,UrlUtils.PAGE_LINK) %>"> 
        <%= UrlUtils.htmlFormHiddenFields(pRequest,UrlUtils.PAGE_LINK, formName)
%> 
        <%= UrlUtils.emitHiddenField(
                HttpPortletRendererUtil.portletParameter(request, "next_page"),
                "htdocs/path/ThesaurusLink.jsp" ) %>
        <table><tr><td>
            Word of interest:
        </td><td>
            <input
                type="text"
                size="20"
                name="<%= qualParamNameQ %>"
                value="">
        </td></tr></table>
        <input type=submit name="<%= qualParamNameSubmit %>" Value="Search">
    </form>
</center>


ThesaurusLink.jspを指し示すためにnext_pageを明示的に設定する必要がありますので、その方法に留意してください。この方法でnext_pageを明示的に設定しない場合、このパラメータは、provider.xmlに登録されているリソース(ThesaurusForm.jsp)にデフォルト設定されます。

ThesaurusLink.jsp:


<%
    PortletRenderRequest pRequest = (PortletRenderRequest)
        request.getAttribute(HttpCommonConstants.PORTLET_RENDER_REQUEST);
    String paramNameQ = "q";
    String paramNameNextPage = "next_page";
    String qualParamNameQ = 
    HttpPortletRendererUtil.portletParameter(pRequest, paramNameQ);
    String qualParamNameNextPage = 
        HttpPortletRendererUtil.portletParameter(pRequest, paramNameNextPage);
    String paramValueQ = pRequest.getQualifiedParameter(paramNameQ);
%>
<!-- Output the HTML content -->
<center>
    Words similar to <%= paramValueQ %>
    <br>
    Click the link to search for words related to that word.
    <br>
    <ul>
<%
        Thesaurus t = new Thesaurus();
        String[] relatedWords = t.getRelatedWords(paramValueQ);
        NameValue[] linkParams = new NameValue[2]; 
        linkParams[0] = new NameValue(
            qualParamNameNextPage, "htdocs/path/ThesaurusLink.jsp");
        for (int i=0; i<relatedWords.length; i++)
        {
            linkParams[1] = new NameValue(
                qualParamNameQ, relatedWords[i]);
%>
            <li>
            <b> <%= relatedWords[i] %> </b>
            <%= UrlUtils.constructHTMLLink(
                pRequest,
                UrlUtils.PAGE_LINK,
                "(words related to " + relatedWords[i] + ")",
                "",
                linkParams,
                true,
                true)%>
           </li>
<%
        }
%>
   </ul>
   <a href="<%=XMLUtil.escapeXMLAttribute
               (pRequest.getRenderContext().getPageURL())%>">
      Reset Portlet
   </a>
</center>






60.3.4.6 リソースへのナビゲーションの制限

プライベート・パラメータによるナビゲーションの実装では、制限を必要とするポートレット・リソースにユーザーが移動することを制限します。制限されたリソースへのナビゲーションを制御するには、ユーザーが移動できる受入れ可能リソースのwhitelistを作成します。ナビゲーションを制限するためのホワイトリストを作成しないと、ポートレットのリソースは、次のデフォルト・ルールに従ってアクセス可能になります。

	
サーブレット・ルート直下のパスはナビゲート可能です。たとえば、/index.jspはアクセス可能ですが、/WEB-INF/web.xmlにはアクセスできません。


	
htdocsディレクトリの下のパスはナビゲート可能です。たとえば、/htdocs/multipage/first.jspと/htdocs/lottery/lotto.jspはどちらもアクセス可能です。




このデフォルトの動作を変更するには、許容できるパス値をプロバイダ定義ファイルprovider.xmlに追加します。たとえば、pageParameterNameプライベート・パラメータに応じて、リクエストを他のページに転送するコントローラとして、JSPが使用されるポートレットがあるとします。例60-4のXMLの抜粋では、/htdocs/multiportletの下のリソースが表示されます。その他のリソースは、すべて制限されます。


例60-4 provider.xmlファイルからのホワイトリストの抜粋


<portlet class="oracle.portal.provider.v2.DefaultPortletDefinition">
   <id>1</id>
   <name>Multipage</name>
   <title>A MultiPage Portlet</title>
   ...
   <renderer class="oracle.portal.provider.v2.render.RenderManager">
          <contentType>text/html</contentType>
          <showPage>/htdocs/multiportlet/controller.jsp</showPage>
          <pageParameterName>show_page</pageParameterName>
          <allowedPath>/htdocs/multiportlet/*</allowedPath>
   </renderer>
</portlet>




この機能のパターン一致ルールは、web.xmlファイルのURLパターン一致と類似しています。この規則は次のとおりです。

	
定義されたパターンに一致する場合、リソース・パスは、ワイルドカードが使用されないかぎり、正解に一致する必要があります。


	
最初のワイルドカードはパス一致のためのもので、/で始まり/*で終わる文字列で構成されています。パスがこの文字列で始まるリソースは一致します。/htdocs/sub1/*の<allowedPath>値の場合、プライベート・パラメータの有効値には、/htdocs/sub1/file.jspと/htdocs/sub1/sub2/file2.jspが含まれます。


	
2番目のワイルドカードはタイプ一致のためのもので、*.で始まりファイル拡張子で終わる文字列で構成されています。ページ・パラメータの有効値は、そのファイル拡張子で終わります。*.jspの<allowedPathvalue>の場合、プライベート・パラメータの有効値には、/htdocs/sub1/file.jspと/htdocs/sub1/file2.jspが含まれます。











60.3.5 JNDI変数の使用方法

Javaポートレットを作成する場合、JNDIサービスを介してデプロイ固有のプロパティを設定し、これらの値をプロデューサ・コードから取得できるようにします。この方法により、プロデューサ・デプロイに任意のプロパティを指定し、プロデューサ・コード内の任意の場所からこのプロパティに簡単にアクセスできます。

JNDI変数を使用して、プロデューサのデプロイ後にプロデューサ・プロパティ値を変更できます。環境エントリはweb.xml.で宣言する必要があります。また、デプロイメント・プランを使用してデプロイで更新できます。

PDK-Javaには、Java EEコンテナ内のプロデューサJNDI変数と非プロデューサJNDI変数の両方を取得できるユーティリティが用意されています。

この項の内容は、次のとおりです。

	
60.3.5.1項「JNDI変数の宣言」


	
60.3.5.2項「JNDI変数値の設定」


	
60.3.5.3項「JNDI変数の取得」






60.3.5.1 JNDI変数の宣言

JNDI変数は、プロデューサのweb.xmlファイルで宣言します。JNDI変数を宣言するための書式は、次のとおりです。


<env-entry>
    <env-entry-name>variableName</env-entry-name>
    <env-entry-type>variableType</env-entry-type>
    <env-entry-value>variableValue</env-entry-value> 
</env-entry>


env-entry-name要素にはこの変数を識別する名前が含まれます。env-entry-typeにはこの変数の完全修飾されたJava型が含まれます。env-entry-valueにはこの変数のデフォルト値が含まれます。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第60.3.5.1.1項「変数型」


	
第60.3.5.1.2項「変数の命名規則」


	
第60.3.5.1.3項「例」






60.3.5.1.1 変数型

env-entry-type要素では、Javaコードによって予期される、完全修飾Java型変数を指定する必要があります。JNDI変数で使用可能なJava型は、次のとおりです。

	
java.lang.Boolean


	
java.lang.String


	
java.lang.Integer


	
java.lang.Double


	
java.lang.Float




Java EEコンテナは、これらの型宣言を使用して指定された型のオブジェクトを自動的に構成し、コードで変数を取得する際に指定された値をオブジェクトに設定します。






60.3.5.1.2 変数の命名規則

PDK-Javaは、個々のプロデューサ・サービス・レベルまたはWebアプリケーション・レベルで設定可能な環境変数を定義します。同じWebアプリケーションにパッケージ化されている様々なプロデューサ・サービスやアプリケーション・コンポーネントの間で命名が競合しないようにするには、特定の命名規則を策定することをお薦めします。




	
注意:

EnvLookupメソッドを使用する場合、oracle/portal/provider/service/propertyを使用する必要があります。この場合、独自の会社名またはコンポーネントで代用することはできません。







例:

	
プロデューサ・サービス固有名の書式は、次のようにする必要があります。


company/component name/producer name/variable name


	
共有名の書式は、次のようにする必要があります。


company/component name/producer name/global




ここで:

	
company: アプリケーションを所有する会社名です。


	
component name: プロデューサが関連付けられているアプリケーションまたはコンポーネントの名前です。


	
producer name: プロデューサのサービス名です。


	
variable name: 変数自体の名前です。




これらの命名規則は、Javaパッケージに使用されている命名規則と似ています。この方法により、アプリケーションまたはアプリケーション・コンポーネントの間で名前が衝突する可能性を最小限に抑えることができます。PDK-Javaには、プロデューサのサービス名をサーブレットまたはJSPにハードコーディングせずにこの書式の変数を取得するためのユーティリティが用意されています。このサービス名は、プロデューサのWARファイルに定義しておくのみでよいのです。JNDI変数の取得の詳細は、第60.3.5.3項「JNDI変数の取得」を参照してください。






60.3.5.1.3 例

次の例は、プロデューサの変数名を示します。


oracle/portal/myProvider/myDeploymentProperty
oracle/portal/myprovider/myProperties/myProperty


次の例は、プロデューサ以外の変数名を示します。


oracle/portal/myOtherProperty








60.3.5.2 JNDI変数値の設定

プロデューサ・デプロイでは、JNDI変数の一部またはすべてに対して新しい値を設定できます。このタスクは、WLSのデプロイメント・プラン内で値を手動で設定することで実行できます。WLSコンソールを使用して、プロデューサ・デプロイメントに対するデプロイメント・プランを作成できます。

デプロイメント・プラン内で変数値を手動で設定するには:

	
WLSコンソールを使用してプロデューサ・デプロイメントに移動し、新規デプロイメント・プランを作成します(存在しない場合)。


	
デプロイメント・プランのXMLファイルを編集します。設定するデプロイのプロパティごとに、次の変数定義を<deployment-plan>タグの直下に追加します。


<variable-definition>
  <variable>
    <name>jndi_var_def</name>
    <value>false</value>
  </variable>
</variable-definition>


	
この変数定義を実際のJNDI変数に結び付けるには、WEB-INF/web.xmlモジュール・ディスクリプタ(oracle/portal/sample/rootDirectoryを例として使用します)の下の各プロパティに次の変数定義を追加します。


<module-descriptor external="false">
  <root-element>web-app</root-element>
  <uri>WEB-INF/web.xml</uri>
  <variable-assignment>
    <name>jndi_var_def</name>
    <xpath>/web-app/env-entry/[env-entry-name="oracle/portal/sample/rootDirectory"]/env-entry-value</xpath>
   </variable-assignment>
</module-descriptor>


	
ファイルを保存して閉じます。


	
プロデューサ・デプロイメントで「更新」を選択し、新規設定のデプロイメント・プランを有効にします。









60.3.5.3 JNDI変数の取得

JNDIは、標準Java EEテクノロジです。そのため、Java EE APIを使用してJNDI変数にアクセスできます。例:


String myVarName = "oracle/portal/myProvider/myVar"
String myVar = null;
try 
{
   InitialContext ic = new InitialContext();
   myVar = (String)ic.lookup("java:env/" + myVarName);
}
catch(NamingException ne)
{
   exception handling logic
}


基本的なJava EE API以外にも、PDK-Javaには、PDK自体によって定義および使用される変数値を取得するための単純なユーティリティ・クラスが用意されています。これらの変数は、第60.3.5.1.2項「変数の命名規則」で説明されている命名規則に準拠しており、その書式は次のとおりです。


oracle/portal/provider_service_name/variable_name
oracle/portal/variable_name


これらのAPIを使用するには、provider_service_nameおよびvariable_nameを指定するのみでよいのです。このユーティリティは、指定された情報に基づいて完全なJNDI変数名を構成し、前に示したものと類似のコードを使用して変数を参照し、変数値を戻します。

EnvLookupクラス(oracle.portal.utils.EnvLookup)には、2つのlookup()メソッドがあります。一方はプロデューサ変数を取得し、他方は非プロデューサ変数を取得します。どちらのメソッドもjava.lang.Objectを戻します。これは、目的のJava型にキャストできます。

次のコード例では、プロデューサ変数を取得しています。


EnvLookup el = new EnvLookup();
String s = (String)el.lookup(myProviderName, myVariableName);


変数名の中のmyProviderNameは、プロデューサのサービス名です。myVariableNameは、プロデューサのサービス名の後ろに続く部分の変数名です。この例では、取得される変数の型がjava.lang.Stringであると想定しています。

非プロデューサ変数を取得するには、同じコードを使用し、1つのパラメータ、変数名のみをlookup()に渡します。また、この場合、接頭辞oracle/portalは除きます。


EnvLookup el = new EnvLookup();Object o = el.lookup(myVariableName);


表60-1は、デフォルトでPDK-Javaに用意されているJNDI変数を示します。これらの変数を宣言しない場合、PDK-Javaは、元の場所(web.xmlおよびデプロイ・プロパティ・ファイル)でこれらの値を検索します。


表60-1 PDK-JavaのJNDI変数

	変数	説明
	

oracle/portal/provider/provider_name/autoReload

	
ブール型の自動リロード・フラグ。デフォルト値はtrueです。


	

oracle/portal/provider/provider_name/definition

	
プロデューサの定義ファイルの場所。


	

oracle/portal/provider/global/log/logLevel

	
ログ設定(0から8)。0はロギングなし、8は最大限のロギング。


	

oracle/portal/provider/provider_name/maxTimeDifference

	
プロデューサのHMAC時間差。


	

oracle/portal/provider/<service_name>/resourceUrlKey

	
Parallel Page Engineによるリソースのプロキシ化の認証キー。詳細は、Oracle Portal管理者ガイドを参照してください。


	

oracle/portal/provider/provider_name/rootDirectory

	
プロデューサのパーソナライズの場所。デフォルト値はありません。


	

oracle/portal/provider/provider_name/sharedKey

	
HMAC共有キー。デフォルト値はありません。


	

oracle/portal/provider/provider_name/showTestPage

	
(非プロデューサ)プロデューサのテスト・ページにアクセス可能どうかを決定するブール型フラグ。デフォルト値はtrueです。


	

oracle/portal/provider/global/transportEnabled

	
「デフォルトの編集」のパーソナライズをエクスポートおよびインポート可能かを決定するブール型フラグ。














60.3.6 セッション情報へのアクセス方法

ユーザーがページにアクセスすると、ページではパブリックの認証されていないセッションを開始し、リクエスト全体のセッションに関する情報を追跡します。ユーザーがログインすると、このセッションはログイン・ユーザーの認証済セッションとなります。このセッションは、次の場合に終了します。

	
ブラウザ・セッションが終了したとき(つまり、ユーザーがすべてのブラウザ・ウィンドウを閉じたとき)


	
ユーザーが明示的にログアウトしたとき


	
ユーザーのアイドル時間が設定時間を超えたためにセッションがタイムアウトしたとき




ポートレットをページに提供するプロデューサが、なんらかの特別な処理のためにコールされるように登録時に指定している場合、メタデータ生成の一環として、プロデューサすべてに連絡します。このコールにより、プロデューサは、ユーザー・セッションに基づいて処理を行い、必要に応じてプロデューサのアプリケーションのユーザーをログに記録し、プロデューサ・セッションを確立できるようになります。プロデューサの場合、このコールはinitSessionと呼ばれます。Web対応型アプリケーションのほとんどはCookieを使用してセッションを追跡するため、アプリケーションのプロデューサはCookieを戻すのにこのAPIコールを利用できます。

セッション・ストアを使用すると、ポータル・セッションの間存続する情報を保存および取得できます。この情報が有効で使用可能なのは、そのセッションの存続期間中のみです。セッション・ストアに格納するのは、一時情報のみです。アプリケーション開発者はこのセッション・ストアを使用して、現行のユーザー・セッションに関する情報を格納できます。セッション・ストアのデータは複数のポートレット間で共有できます。

格納する情報を複数のセッションにわたって存続させる必要がある場合は、セッション・ストアのかわりにプリファレンス・ストアに格納できます。一般的なセッション・ストアの適用例を次に示します。

	
ロードや演算にコストがかかるデータ(たとえば、検索結果)をキャッシュする場合。


	
ポートレットの現在の状態(たとえば、ポートレットに表示された検索結果の現在の範囲(ページ)やユーザーが実行したイベントの順序)をキャッシュする場合。




セッション記憶域を実装する前には、パフォーマンス・コストを慎重に検討する必要があります。ポートレットとプロデューサはリモートであるため、セッション・ストアに情報を作成して保持する操作は、少ない情報量であっても比較的コストがかかる可能性があります。このため、多数のユーザーが頻繁にアクセスするパブリック・ページについては、セッション記憶域の実装を避けた方がよい場合があります。

また、プロデューサでセッション・ストアを使用する場合は、メモリー内の状態情報を追跡するステートフル・アプリケーションを作成します。同様に、プリファレンス・ストアのファイル・システム実装を使用する場合も、ステートフルなアプリケーションを作成します。

スケーラビリティに重要な関心がある場合、ステートフルなアプリケーションは問題発生の原因となる可能性があります。ステートフルなアプリケーションは、使用している構成のロード・バランシングとフェイルオーバー・メカニズムに影響を与えることがあります。これは、複数の中間層をデプロイしても、状態を追跡するためには面倒なルーティング(同じノードが後続のリクエストを同じセッションで処理する)を実装する必要があるためです。このルーティングによって、ノードがクラッシュした場合に不均衡なロード・バランスやセッション・データの消失が発生し、フェイルオーバーに影響を与えることがあります。多くの開発者がステートレスなアプリケーションの構築を選ぶ理由の1つはここにあります。ただし、スケーラビリティが問題でない場合、ステートフルなアプリケーションによる問題は発生しません。

PDKフレームワークでは、セッションをProviderSessionオブジェクトを使用して表します。このオブジェクトはプロバイダ・インスタンスのinitSessionメソッドへのコールの際に確立されます。このオブジェクトは、ProviderUserと関連付けられています。リクエスト間でデータを永続的に保持するには、ProviderSessionオブジェクトのsetAttributeメソッドを使用してセッション・オブジェクトにデータを書き込む必要があります。このメソッドはjava.lang.Objectをjava.lang.Stringにマップし、そのマッピングをセッション・オブジェクト内に格納します。Stringは、その後、セッションがまだ有効である場合、後続のリクエスト中にObjectを取得するために使用できます。

次のような場合は、プロデューサ・セッションが無効になることがあります。

	
セッションがタイムアウトした場合


	
ProviderSession上のinvalidateメソッドがコールされた場合


	
サーブレット・コンテナを実行中のJVMプロセスが終了した場合




同じProviderInstanceに含まれるすべてのポートレットは、特定のProviderUserに対して同じセッションを共有します。したがって、特定のポートレット・インスタンスに対して一意のデータは、セッション内の一意のStringにマップする必要があります。これは、PortletRendererUtilクラス内のportletParameterメソッドを使用して行います。このメソッドは、そのインスタンス用に生成された識別子を先頭に付けることで、提供されたStringパラメータまたは属性名をPortletInstanceに対して一意にします。戻されたインスタンス固有の名前を使用すると、セッションにポートレット・インスタンス・データを書き込むことができます。

PDKフレームワーク・クラスの詳細は、次のOracle Fusion Middleware Oracle PDK-Java Java APIリファレンスのJavaDocを参照してください。

http://docs.oracle.com/cd/E23943_01/apirefs.1111/e10691/index.html?overview-summary.html

この項の例では、共有画面モードでポートレットをレンダリングした回数をカウントするために、セッション記憶域を使用します。

セッション記憶域を実装するには:

	
ProviderSession、PortletRendererUtilおよびHttpPortletRendererUtilをインポートします。


	
プロデューサ・セッションを取得します。


	
Javaポートレット内からセッションにアクセスして、セッションの読取りと書込みを行います。


	
provider.xmlでsessionをtrueに設定します。


	
セッション記憶域のプロデューサを登録し、「ログイン頻度」を設定します。




次に、現行セッションでポートレットがレンダリングされた回数を表示するセッション・カウントをポートレットに追加する手順を説明します。

	
ウィザードを使用してポートレットを作成した後は、Oracle JDeveloperの「表示」ページのJSPを編集できます。次のクラスをインポートする必要があります。


<%@page contentType="text/html; charset=windows-1252"
import="oracle.portal.provider.v2.render.PortletRenderRequest"
import="oracle.portal.provider.v2.http.HttpCommonConstants"
import="oracle.portal.provider.v2.ProviderSession"
import="oracle.portal.provider.v2.render.PortletRendererUtil"
import="oracle.portal.provider.v2.render.http.HttpPortletRendererUtil"
%>


	
最初に有効なセッションをチェックし、次にカウントを増分して表示するコードを挿入します。セッションが有効で、以前に格納した値が存在する場合は、その値を表示し、カウントを増分して新しい値を格納します。セッションは有効だが以前に格納した値がない場合は、カウントを1に初期化し、その値を表示して格納します。また、このポートレットの一意の文字列キーを取得し、その文字列キーを配列で使用してセッションをカウントできます。セッション情報を受信しなかった場合は、ユーザーに対して、再度ログインが必要であることを示す情報を提供できます。


<%
PortletRenderRequest pReq = (PortletRenderRequest)
request.getAttribute(HttpCommonConstants.PORTLET_RENDER_REQUEST);
ProviderSession pSession = pReq.getSession();
  if (pSession != null)
  {
    String key = PortletRendererUtil.portletParameter(pReq, "count");
    Integer i = (Integer)pSession.getAttribute(key);
    if (i == null)
    {
      i = new Integer(0);
    }
    i = new Integer(i.intValue()+1);
    pSession.setAttribute(key, i);
%>

<p>Render count in this session: <%=i%> </p>

<% 
  } 
  else 
  {
%>

<p>The session has become invalid</p>
<br>
Please log out and log in again.
<%
  } 
%>


	
デフォルトでは、ウィザードでprovider.xmlのsessionをtrueに設定することはありません。プロデューサがポータルからセッション情報を受信するためには、このフラグを更新する必要があります。このタグをtrueに設定する必要があるのは、プロデューサまたはポートレットでセッション情報を使用する場合のみです。このフラグをtrueに設定すると、プロデューサ・コールに余分なロードが追加されます。


<provider class="oracle.portal.provider.v2.DefaultProviderDefinition">
<session>true</session>


	
プロデューサをセッション・サポートに登録します。ポートレットの登録方法の詳細は、第63.2.2項「WebCenter Portal FrameworkアプリケーションへのOracle PDK-Javaポートレット・プロデューサの登録」を参照してください。


	
Javaポートレットをページに追加していない場合は、ここで追加します。次のタスクを実行します。

	
プロデューサをリフレッシュして新しい変更内容を反映させます。


	
セッションがすでに無効の場合は、再度ログインします。












60.3.7 キャッシュを使用してPDK-Javaポートレットのパフォーマンスを向上させる方法

ポートレットの基本機能の設定が完了した後は、ポートレットのパフォーマンスに注目する必要があります。

キャッシュは、高度な動的コンテンツを含むWebサイトのパフォーマンスの向上に使用される一般的な手法です。JSR 286ポートレットでは、有効期限ベースおよび有効化ベースのキャッシュがサポートされています。

キャッシュの詳細は、第57.4.5項「ポートレット・パフォーマンス」を参照してください。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第60.3.7.1項「PDK-Javaポートレットに対するキャッシュのアクティブ化」


	
第60.3.7.2項「PDK-Javaポートレットでの有効期限ベースのキャッシュの実装」


	
第60.3.7.3項「PDK-Javaポートレットでの有効化ベースのキャッシュの実装」






60.3.7.1 PDK-Javaポートレットに対するキャッシュのアクティブ化

でキャッシュ機能をプロデューサで使用するには、最初に、中間層キャッシュをアクティブにする必要があります。このキャッシュは、mod_plsql(データベース・プロシージャおよびデータベース・プロデューサをHTTPでコールするOracle HTTP Serverプラグイン)で使用されるキャッシュと同じであるため、PL/SQLキャッシュと呼ばれます。

通常、キャッシュに関する構成詳細の責任は、管理者にあります。






60.3.7.2 PDK-Javaポートレットでの有効期限ベースのキャッシュの実装

有効期限ベースのキャッシュは、実装が簡単なキャッシュ・スキームであり、XMLプロデューサ定義内で宣言によってアクティブにできます。使用するManagedRendererの出力には、出力のキャッシュ時間(分)をそのpageExpiresプロパティに設定することによって、有効期限を設定できます。

有効期限ベースのキャッシュを追加するには:

	
「Oracle PDK-Javaポートレットの作成」ウィザードを使用してポートレットを構築(第60.2.1項「PDK-Javaポートレットの作成方法」を参照してください)した後で、provider.xmlファイルを編集し、showPageのpageExpiresプロパティ・タグを必要な値に設定します。たとえば、ポートレット出力を1分間キャッシュするには、pageExpiresを1に設定します。

デフォルトでは、ウィザードによって、showPageの圧縮された標準的なタグが生成されます。pageExpiresのサブタグを含めるには、タグを次のように拡張します。


<showPage class="oracle.portal.provider.v2.render.http.ResourceRenderer">
   <resourcePath>/htdocs/mycacheportlet/MyCachePortletShowPage.jsp
      </resourcePath>
   <pageExpires>1</pageExpires>
</showPage>


	
JSPコードを表示ページに追加して、ポートレットが1分間キャッシュされることをテストします。ここでは、現在の時刻をJSPに追加します。


<%@page contentType="text/html; charset=windows-1252"
   import="oracle.portal.provider.v2.render.PortletRenderRequest"
   import="oracle.portal.provider.v2.http.HttpCommonConstants"
   import="java.util.Date"
   import="java.text.DateFormat"
%>

<%
 PortletRenderRequest pReq = (PortletRenderRequest)
   request.getAttribute(HttpCommonConstants.PORTLET_RENDER_REQUEST);
 DateFormat df = DateFormat.getDateTimeInstance(DateFormat.LONG,
   DateFormat.LONG,pReq.getLocale());
 String time = df.format(new Date());
%>

<P>Hello <%=pReq.getUser().getName() %>.</P>
<P>This is the <b><i>Edit</i></b> render mode!</P>
<P>This information is correct as of <%=time%>.</P>


ポートレットを表示して、時間(秒を含む)が1分間で一定していることを確認します。時間が経過すると、ポートレットは最新の時刻を表示し、新しいキャッシュが設定されます。









60.3.7.3 PDK-Javaポートレットでの有効化ベースのキャッシュの実装

有効化ベースのキャッシュの追加は多少複雑ですが、プロデューサに対するどのリクエストがキャッシュ・ヒットであるかを厳密に制御できます。ここでは、ポートレット内のデータが変更された場合のみキャッシュを更新する例を説明します。このアルゴリズムを実装するには、prepareResponseメソッドをオーバーライドする必要があります。BaseManagedRenderer.prepareResponseメソッドの署名は次のとおりです。


public boolean prepareResponse(PortletRenderRequest pr)
                        throws PortletException,
                               PortletNotFoundException


prepareResponse()のバージョンで次の手順を実行します。

	
キャッシュされたバージョン識別子を取得します。この識別子は、HttpPortletRendererUtil.getCachedVersion()メソッドをコールすることで、コンシューマによってレンダリング・リクエストに設定されます。


public static java.lang.String getCachedVersion
    (PortletRenderRequest request)


	
以前にキャッシュされたバージョンが有効であることをポートレットが検出した場合は、HttpPortletRendererUtil.useCachedVersion()メソッドをコールして適切なヘッダーを設定する必要があります。また、RenderManagerに対しては、ポートレット本体をレンダリングするためにrenderBody()をコールする必要がないことが指示されます。


public static void useCachedVersion(PortletRenderRequest request)


これ以外の場合は、HttpPortletRendererUtil.setCachedVersion()を使用して、新規バージョンのポートレットを生成し、このポートレットがキャッシュされます。また、コンシューマに対しては、renderBody()メソッドをコールして、ポートレットのコンテンツを再生成する必要があることが指示されます。


public static void setCachedVersion(PortletRenderRequest request,
                                    java.lang.String version,
                                    int level)
                             throws java.lang.IllegalArgumentException




有効化ベースのキャッシュの場合、provider.xmlを更新する必要はありません。ポートレットを表示するには、ページをリフレッシュするか、ポートレットをページに追加してコンテンツを更新します。コンテンツが変更されている場合、ポートレットは新しいコンテンツを表示します。コンテンツが変更されていない場合は、キャッシュされたバージョンのポートレットが表示されます。








60.3.8 PDK-Javaポートレットの永続ストアの管理方法

ポートレット永続ストアは、コンシューマ登録ハンドルおよびポートレット・プリファレンス・データを永続的に保持するために使用されます。PDK-Javaポートレット・プロデューサは、永続ストアの2つのタイプ(ファイルまたはデータベース)のいずれかを使用できます。永続ストアで使用されるデータベースは、JDBC対応である必要があります。

詳細は、第57.4.4項「ポートレットのパーソナライズとカスタマイズ」を参照してください。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第60.3.8.1項「PDK-Javaプロデューサの永続ストアの設定」


	
第60.3.8.2項「PDK-Javaプロデューサの永続ストアの移行」






60.3.8.1 PDK-Javaプロデューサの永続ストアの設定

PDK-Javaプロデューサで使用される永続ストアのタイプは、provider.xmlファイルのpreferenceStoreタグによって決まります。

表60-2に、preferenceStoreタグで使用される属性およびパラメータとその説明を示します。


表60-2 preferenceStoreタグの属性およびパラメータ

	属性/パラメータ	説明
	
class

	
この必須属性は、ポートレット・プリファレンスの場所およびその他の詳細を定義するJavaクラスを指定します。たとえば、ファイルベースの永続ストアでは、次のクラスが使用されます。

<preferenceStore class="oracle.portal.provider.v2.preference.FilePreferenceStore">

データベースの永続ストアでは、次のクラスが使用されます。

<preferenceStore class="oracle.portal.provider.v2.preference.DBPreferenceStore">

OmniPortletでは、たとえば、次の独自のクラスが使用されます。

<preferenceStore class="oracle.webdb.reformlet.ReformletFilePreferenceStore">


	
name

	
この必須パラメータは、永続ストアの名前を指定します。選択する任意の値を使用します。例:


<preferenceStore class="oracle.portal.provider.v2.preference.DBPreferenceStore">
  <name>MyPDKProducerPreferenceStore</name>
</preferenceStore>


	
connection

	
データベースの永続ストアのこの必須パラメータは、ポートレット永続ストアを含むスキーマと接続するJNDI接続を指定します。例:


<preferenceStore class="oracle.portal.provider.v2.preference.FCFDBPreferenceStore">
  <name>MyPDKProducerPreferenceStore</name>
  <connection>java:comp/env/jdbc/portletPrefs</connection>
</preferenceStore>


	
rootDirectory

	
このオプション・パラメータは、ファイルベースの永続ストア・プリファレンスが格納されている場所を指定します。このパラメータがpreferenceStoreタグに含まれていない場合は、デフォルトのファイルベース・プリファレンス・ストアの場所が使用されます。これは、プロデューサのプロバイダ定義ファイルが格納されているのと同じフォルダです。


	
useHashing

	
このオプション・パラメータは、ファイルベースの永続ストアを指定する際に使用され、trueまたはfalseの値を入力します。trueに設定されている場合、各プリファレンス・データ・ファイルは、データ・ファイル名をハッシュすることで指定した名前を持つ別のサブディレクトリに格納されます。このパラメータを使用すると、単一のディレクトリに格納されるプリファレンス・データ・ファイルの数を制限することにより、ファイル・システムのパフォーマンスを高められます。

例:


<preferenceStore class="oracle.portal.provider.v2.preference.FilePreferenceStore">
  <name>PDKProducerPreferenceStore</name>
  <useHashing>true</useHashing>
</preferenceStore>












60.3.8.2 PDK-Javaプロデューサの永続ストアの移行

PDK-Javaには、DBPreferenceStoreおよびFilePreferenceStoreの2つのPreferenceStore実装があります。DBPreferenceStoreにはJDBC対応のリレーショナル・データベースを使用するデータが保存され、FilePreferenceStoreにはファイル・システムを使用するデータが保存されます。

Oracle PDK-Javaをインストールしている場合は、プリファレンス・ストア移行およびアップグレード・ユーティリティを使用して永続ストアに格納されている情報を管理できます。このユーティリティはpdkjava.jarファイルにあります。このツールは、WC_ORACLE_HOMEから実行する必要があります。




	
注意:

このツールを実行して、pdkjava.jar、ptlshare.jarおよびojdbc6.jarを組み込む場合は、クラスパスを設定する必要があります。例:

java -classpath WC_ORACLE_HOME\wlserver_10.3\server\lib\ojdbc6.jar;

WC_ORACLE_HOME\jdeveloper\webcenter\modules\oracle.portlet.server_11.1.1\pdkjava.jar;
WC_ORACLE_HOME\jdeveloper\webcenter\modules\oracle.portlet.server_11.1.1\ptlshare.jar
oracle.portal.provider.v2.preference.MigrationTool









移行ユーティリティの構文は次のとおりです。


java oracle.portal.provider.v2.preference.MigrationTool
  -mode [file | db | filetodb | filetofile | dbtofile | dbtodb]
  [-remap language | locale]
  [-countries iso_country_code]
  [-pref1UseHashing true | false]
  [-pref1Driver driver]
  {-pref1RootDirectory directory |
   -pref1User username -pref1Password password -pref1URL url}
  [-pref2UseHashing true | false]
  [-pref2Driver driver]
  {-pref2RootDirectory directory |
   -pref2User username -pref2Password password -pref2URL url}
  [-upfixwpi filename]


ここで

	
-modeは、プリファレンス・ストア移行およびアップグレード・ユーティリティを実行するモードです。

filetodb、filetofile、dbtofileまたはdbtodbは、移行モードで実行することを指定します。このモードの詳細は、第60.3.8.2.1項「移行モード」を参照してください。

fileまたはdbは、アップグレード・モードで実行することを指定します。このモードの詳細は、第60.3.8.2.2項「アップグレード・モード」を参照してください。


	
-remapは、localePersonalizationLevel (言語またはロケール)です。アップグレードまたは移行の一部としてlocalePersonalizationLevelを変更する場合にのみ、このオプションを使用する必要があります。


	
-countriesは、ISO国コードの優先リストを指定します。優先リストは、様々な国に再マップされたプリファレンス間で衝突が生じた場合の優先順位を示します。-countriesは、-remapオプションも指定した場合にのみ意味があります。


	
-pref1UseHashingは、この操作のためにソースに対してハッシングを使用するかどうかを指定します。


	
-pref1Driverは、ソース・データベースのドライバです。このパラメータを指定しない場合は、最も近似のドライバが使用されます。


	
-pref1RootDirectoryは、ソース・ファイル・システムのパスです(j2ee/home/applications/jpdk/jpdk/WEB-INF/providers/sampleなど)。


	
-pref1Userは、ソース・データベースのユーザー名です。


	
-pref1Passwordは、ソース・データベースのパスワードです。


	
-pref1URLは、ソース・データベースへのURLです(jdbc:oracle:thin:@myserver.mydomain.com:1521:mysidなど)。


	
-pref2UseHashingは、この操作のために宛先に対してハッシングを使用するかどうかを指定します。


	
-pref2Driverは、宛先データベースのドライバです。このパラメータを指定しない場合は、最も近似のドライバが使用されます。


	
-pref2RootDirectoryは、宛先ファイル・システムのパスです(j2ee/home/applications/jpdk/jpdk/WEB-INF/providers/sampleなど)。


	
-pref2Userは、宛先データベースのユーザー名です。


	
-pref2Passwordは、宛先データベースのパスワードです。


	
-pref2URLは、宛先データベースへのURLです(jdbc:oracle:thin:@myserver.mydomain.com:1521:mysidなど)。


	
-upfixwpiは、操作のログ・ファイルを指定します。




この項には次のサブセクションが含まれます:

	
第60.3.8.2.1項「移行モード」


	
第60.3.8.2.2項「アップグレード・モード」






60.3.8.2.1 移行モード

データをソース永続ストアからターゲット永続ストアにコピーするには、移行モードを使用します。このモードでユーティリティを実行すると、すべてのポートレット定義の永続ストアが更新されます。

表60-3では、ユーティリティを実行できる移行モードについて説明します。


表60-3 ユーティリティを実行するための移行モード

	モード	説明
	
filetodb

	
FilePreferenceStoreからDBPreferenceStoreにデータをコピーする必要がある場合に使用します。


	
filetofile

	
1つのFilePreferenceStoreから別の場所にあるもう1つのFilePreferenceStoreにデータをコピーする必要がある場合に使用します。


	
dbtofile

	
DBPreferenceStoreからFilePreferenceStoreにデータをコピーする必要がある場合に使用します。


	
dbtodb

	
1つのDBPreferenceStoreから別のデータベース表に基づくもう1つのDBPreferenceStoreにデータをコピーする必要がある場合に使用します。








操作先がデータベースの場合、宛先のWebLogic ServerがWebCenter Portalポートレット・テンプレートを使用して作成されていること、および適切なスキーマがRCUを使用して作成されていることを確認する必要があります。詳細は、『Oracle WebCenter Portalインストレーション・ガイド』を参照してください。

移行モードを使用中の場合、-remapオプションおよび-countriesオプションを使用して、データが移行中にアップグレードされるように指定することもできます。特に、これらのオプションを使用して、ロケール固有のプリファレンスが適切に再マップされていることを確認します。

ユーティリティで使用できるその他のオプションを使用して、アップグレードまたは移行プロセスに必要な永続ストアのプロパティを指定します。これらのオプションは、provider.xmlに指定した、永続ストア用に記述したタグに対応している必要があります。

接頭辞が-pref1のプロパティは、ソース永続ストア(アップグレード・モードの場合は、唯一の永続ストア)のプロパティです。たとえば、-pref1UseHashing true -pref1RootDirectory j2ee/home/applications/jpdk/jpdk/WEB-INF/providers/sampleを指定すると、ソースのFilePreferenceStoreのuseHashingプロパティとrootDirectoryプロパティが設定されます。

移行基本モードを選択した場合、接頭辞が-pref2のプロパティは、ターゲット永続ストアのプロパティに対応します。たとえば、-pref2User portlet_prefs -pref2Password portlet_prefs -pref2URL jdbc:oracle:thin:@myserver.mydomain.com:1521:mysidを指定すると、ターゲットのDBPreferenceStoreにデータベース接続の詳細が設定されます。


例60-5 PDK-Java移行ユーティリティ・コマンドライン、移行


java -classpath WC_ORACLE_HOME/webcenter/modules/oracle.portlet.server_11.1.1/pdkjava.jar;
WC_ORACLE_HOME/webcenter/modules/oracle.portlet.server_11.1.1/ptlshare.jar;
WC_ORACLE_HOME/ucm/shared/classes/ojdbc14.jar \
oracle.portal.provider.v2.preference.MigrationTool \
-mode dbtofile \
-pref1User portlet_prefs \
-pref1Password portlet_prefs \
-pref1URL jdbc:oracle:thin:@myserver.mydomain.com:1521:mysid \
-pref2RootDirectory /mydirectory/preferences








60.3.8.2.2 アップグレード・モード

データを適切にアップグレードし、永続ストアで既存のロケール固有のプリファレンスを変更して、使用されているネーミングの書式がWebCenter Portalの現行バージョンおよび所定のlocalePersonalizationLevelの設定に適合するようにするには、アップグレード・モードを使用します。

表60-4では、ユーティリティを実行できるアップグレード・モードについて説明します。


表60-4 ユーティリティを実行するためのアップグレード・モード

	モード	説明
	
file

	
FilePreferenceStore内のデータをアップグレードする必要がある場合に使用します。


	
db

	
DBPreferenceStore内のデータをアップグレードする必要がある場合に使用します。








アップグレード・モードは、次のような場合に使用できます。

	
Oracle PDK 9.0.4.0.0以前からアップグレードして、既存のポートレットをデフォルトの言語設定localePersonalizationLevelで使用する場合(旧リリースでは、デフォルトの設定はlocaleでした)。


	
Oracle Portal 9.0.2.0.0以前のリリースからアップグレードする場合で、localePersonalizationLevelの設定がlocaleである既存のポートレットを使用する場合(Oracle Portalでは現在、一部のロケール名が変更されているため、既存のデータには再マッピングが必要なものもあります)。


	
既存のポートレットのlocalePersonalizationLevelの設定をlocaleからlanguageに変更する場合。またはその反対に変更する場合。




アップグレード・モードを使用する際、-remapオプションを使用して、アップルグレードする目的のlocalePersonalizationLevel (languageまたはlocale)を指定する必要があります。-countriesオプションを使用して、ISO国コードの優先リストを指定し、様々な国に対して再マップされたプリファレンス間で衝突が生じた場合の優先順位を指定することもできます。たとえば、コマンドで-remap language -countries GB,USと指定すると、プリファレンス・ストアでアメリカ英語のプリファレンスとイギリス英語のプリファレンス(en_USとen_GB)が検出された場合、イギリス英語のプリファレンスが英語全体のプリファレンス(en)として再マップされます。


例60-6 PDK-Java移行ユーティリティ・コマンドライン、アップグレード


java -classpath WC_ORACLE_HOME/webcenter/modules/oracle.portlet.server_11.1.1/pdkjava.jar:
WC_ORACLE_HOME/webcenter/modules/oracle.portlet.server_11.1.1/ptlshare.jar:WC_ORACLE_HOME/ucm/shared/classes/ojdbc14.jar \
  oracle.portal.provider.v2.preference.MigrationTool \
 -mode file -remap language
 -countries GB,US -pref1UseHashing true 
 -pref1RootDirectory j2ee/home/applications/jpdk/jpdk/WEB-INF/providers/sample












60.3.9 PDK-Javaポートレット・プロデューサの移動方法

場合によっては、ポートレット・プロデューサを移動することがあります。たとえば、新規サーバーに移動する必要がある場合があります。

PDK-Javaポートレット・プロデューサを移動するには:

	
新規プロデューサをインストールします。


	
次のタスクのいずれかを実行して、元のプロデューサの永続ストアを新規プロデューサで使用できるようにします。

	
プリファレンス・ストア移行およびアップグレード・ユーティリティを使用して、永続ストアを移行します(詳細は、第60.3.8.2項「PDK-Javaプロデューサの永続ストアの移行」を参照してください)。または


	
新規プロデューサを構成して、元のプロデューサと同じ永続ストアを使用します。データベースの永続ストアを使用中の場合、WebLogic Serverデータ・ソースを元のプロデューサと同じデータベースに指定する必要があります。





	
Enterprise Manager Fusion Middleware ControlまたはWLSTコマンド(setWSRPProducerRegistrationまたはsetPDKJavaProducerRegistration)を使用して、プロデューサ登録のURLを更新します。









60.3.10 設計時にPDK-Javaポートレット・プロデューサをエクスポートおよびインポートする方法

設計時にポートレット・プロデューサをエクスポートおよびインポートできます。詳細は、第59.3.15項「設計時にポートレット・プロデューサをエクスポートおよびインポートする方法」を参照してください。








60.4 PDK-Javaポートレットのテスト

ポートレットを本番環境にデプロイする前に、まず、期待通りに動作することを確認するためにテストすることを強くお薦めします。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第60.4.1項「統合WebLogic ServerでのPDK-Javaポートレット・プロデューサ・アプリケーションのテスト方法」


	
第60.4.2項「統合WebLogic ServerでPDK-Javaポートレット・プロデューサ・アプリケーションをテストする場合の処理」


	
第60.4.3項「統合WebLogic ServerへのPDK-Javaポートレット・プロデューサのデプロイ方法」


	
第60.4.4項「ポートレット・パーソナライズのテスト方法」






60.4.1 統合WebLogic ServerでのPDK-Javaポートレット・プロデューサ・アプリケーションのテスト方法

統合WebLogic Server (統合WLS)には、ポートレットを短時間で簡単にテストする方法が用意されています。このテスト方法では、JDeveloper内でアプリケーションを実行できるように事前に構成されているため、デプロイメント・プロファイルを作成する必要はありません。

PDK-Javaポートレットを統合WLSでテストするには:

	
JDeveloperで、テストするポートレットが属するポートレット・プロデューサ・アプリケーションを開きます。


	
ポートレット・プロジェクト(「ポートレット」など)を開きます。


	
「JSP」ページ(プロジェクト・フォルダのindex.jspなど)を右クリックし、「実行」を選択します。index.jspを実行すると、アプリケーションを基準に名付けられた統合WLSのインスタンスで、ポートレット・プロデューサ・アプリケーションのパッケージ化およびデプロイがトリガーされます。


	
「IntegratedWebLogicServer - ログ」ウィンドウを確認し、デプロイの進行状況を監視します。ログには、アプリケーション・テスト・ページのURLが表示されます(図60-2)。URLの書式は、http://host:port/application_name-Portlets-context-root/index.jspです。


図60-2 DefaultServer - ログ

[image: 図60-2の説明が続きます]





	
PDK-Javaアプリケーション・テスト・ページは、ブラウザ・ウィンドウで表示されます(図60-3)。


図60-3 ポートレット・プロデューサ・アプリケーション・テスト・ページ

[image: 図60-3の説明が続きます]





	
「サービス名」の下にあるリンクをクリックします。ブラウザが開き、図60-4に示すようなページが表示されます。このページのURLは、プロデューサを別のアプリケーションに登録する際に必要です。


図60-4 プロデューサ・テスト・ページ

[image: 図60-4の説明が続きます]





	
または、次のようにURLを自分で構成できます。


http://host:port/context-root/providers/producer_name


ここで:

	
hostは、プロデューザがデプロイされているサーバーです。


	
portはHTTPリスナー・ポートです。通常これは7101です。サーバーが起動すると、ポートがコンソールに表示されます。


	
context-rootは、先に指定したWebアプリケーションのコンテキスト・ルートで、「WARデプロイメント・プロファイルのプロパティ」の「一般」にあります。


	
producer_nameは、ポートレット・プロデューサの名前です。WARファイルには、複数のプロデューサが含まれていることがあるため、常にわかりやすいプロデューサ名にする必要があります。そうしないと、作成した最初のプロデューサをデフォルト・プロデューサとして取得することになります。デフォルト・プロデューサは、_default.propertiesファイルで定義されます。これは、プロジェクトの最初のプロデューサで作成されます。




このURLをブラウザに入力すると、図60-4に示すようなページが表示されます。


	
アプリケーションの実行中に、JDeveloperとブラウザを切り替え、アプリケーションを設計時に変更してその変更を保存し、ブラウザでテスト・ページをリフレッシュできます。


	
プロデューサが正常に実行している場合、プロデューサをアプリケーションに登録し、1つ以上のポートレットをページに追加して、それが正常に動作していることを確認する必要があります。プロデューサを登録することにより、そのプロデューサを探し、通信するために必要な情報をアプリケーションに提供します。プロデューサを登録すると、接続として表示され、プロデューサとそのポートレットは「アプリケーション・リソース」パネルの「接続」ノードまたは「リソース」パレットで使用できるようになります。

PDK-Javaポートレットのプロデューサを登録するには、第63.2.2項「WebCenter Portal FrameworkアプリケーションへのOracle PDK-Javaポートレット・プロデューサの登録」の手順に従います。

ポートレットをページに追加するには、第63.5項「ページへのポートレットの追加」の手順に従います。


	
統合WLSインスタンスを停止するには、「Run Manager」タブで、DefaultServerを選択し、赤い「停止」アイコンをクリックします。インスタンスが停止すると、アプリケーションはアンデプロイされ、使用できなくなります。




	
ヒント:

「IntegratedWebLogicServer - ログ」ウィンドウで、赤い「停止」アイコンをクリックするか、DefaultServerを選択しても、統合WLSインスタンスを停止できます。















60.4.2 統合WebLogic ServerでPDK-Javaポートレット・プロデューサ・アプリケーションをテストする場合の処理

PDK-Javaポートレットを統合WLSで実行すると、次のことが起こります。

	
PDK-Javaポートレットの構成ファイルが、WEB-INFディレクトリに追加されます。


	
web.xmlファイルが、リスナーおよびサーバー・クラス、フィルタ、パラメータ、およびポートレット・プロデューサ・アプリケーションの正常な実行に必要なその他の構成で更新されます。

たとえば、ResourceServlet pdkresource、oracle.portlet.server.service.ContextFilterフィルタなどです。これらの構成は、ポートレットの要件によって異なります。


	
PDK-Javaポートレットに必要なライブラリが、weblogic.xmlファイルに追加されます(oracle.portlet-producer.jpdkなど)。









60.4.3 統合WebLogic ServerへのPDK-Javaポートレット・プロデューサのデプロイ方法

PDK-Javaポートレット・プロデューサ・アプリケーションを統合WLSインスタンスで実行する場合、インスタンスが停止すると、アプリケーションはアンデプロイされるため使用できなくなります。より安定したテスト・シナリオの場合、デフォルト・サーバーの実行中に常に使用できるように、ポートレット・プロデューサ・アプリケーションを統合WLSにデプロイできます。

このメソッドを選択する場合、最初にデプロイメント・プロファイルを作成する必要があります(第61.4項「WARデプロイメント・プロファイルの作成」を参照してください)。アプリケーションを統合WLSにデプロイすると、「デプロイメント構成」ダイアログが表示され、デプロイメント設定の構成およびカスタマイズができます。JDeveloperで事前作成されたファイル・システムMDSリポジトリが、「リポジトリ名」フィールドに表示されます。

統合WLSでのアプリケーションのデプロイおよび実行の詳細は、第7.2項「統合WebLogic ServerへのPortal Frameworkアプリケーションのデプロイ」を参照してください。






60.4.4 ポートレット・パーソナライズのテスト方法

ポートレットのパーソナライズを実装した場合、「パーソナライズ」リンクは、認証されたユーザーのポートレットにのみ表示されます。そのため、ポートレットのパーソナライズ(「パーソナライズ」リンク)をテストするには、ポートレットを使用するアプリケーションに対して、なんらかのセキュリティを実装しておく必要があります。テストのためには、最も基本的な認証を構成すれば済みます。詳細は、第74.12項「ポートレット・パーソナライズをテストするための基本認証の構成」を参照してください。








60.5 PDK-Javaポートレットのデプロイ

ポートレット・プロデューサは、WebCenter Portalポートレット・プロデューサをサポートするために構成されているWebLogic管理対象サーバーにデプロイできます。デプロイの前に完了する必要がある前提条件のリストは、第61.1項「ポートレット・プロデューサのデプロイの概要」を参照してください。

PDK-Javaポートレット・プロデューサをデプロイするための最初の手順は、プロデューサとその関連付けられたファイルをパッケージ化する方法を示すWARデプロイメント・プロファイルを作成することです。詳細は、第61.4項「WARデプロイメント・プロファイルの作成」を参照してください。

PDK-JavaポートレットのみをEARファイルとしてデプロイするには、WARデプロイメント・プロファイルの作成後、アプリケーション全体をパッケージ化するEARデプロイメント・プロファイルも作成する必要があります。詳細は、第7.3.2.2項「デプロイメント・プロファイルの作成」を参照してください。




	
注意:

EARデプロイメント・プロファイルを作成する際には、WARファイルがアプリケーションのEARファイルに含まれていることを確認します。







EARデプロイメント・プロファイルを作成すると、ポートレット・プロデューサを管理対象サーバーにデプロイできます。詳細は、第61.5項「WebLogic管理対象サーバーへのポートレット・プロデューサのデプロイ」を参照してください。




	
注意:

PDK-Javaポートレット・プロデューサをデプロイする場合、プロデューサにはJSR 286ポートレットが含まれていないため、「デプロイメント・タイプの選択」ダイアログが表示されなくなります。







PDK-Javaポートレット・プロデューサをWebLogic管理対象サーバーにデプロイすると、構成設定(第60.4.2項「統合WebLogic ServerでPDK-Javaポートレット・プロデューサ・アプリケーションをテストする場合の処理」を参照してください)が設計時にアプリケーションのEARファイルに追加されます。






60.6 Strutsポートレットの作成

Oracle PDKには、Apache Strutsアプリケーションを統合するための拡張機能が含まれています。この項では、既存のStrutsアプリケーションからポートレットを作成する方法を説明します。また、その作成手順に従うと、Model-View-Controllerパラダイムを使用するポートレットも作成できます。この項で説明するPDK-Javaの拡張機能は、Apache Struts 1.1に準拠しています。

Strutsフレームワークを使用して、ポートレットの動作を拡張できます。たとえば、Strutsコントローラはポートレット内のページ・フローで使用できます。ポートレット・レンダラは、ポートレット・レンダリング・リクエストとStrutsサーブレット・リクエストとのブリッジとして使用されます。

次に示すコードは、プロデューサ定義ファイル(provider.xml)の一部です。


...
<renderContainer>true</renderContainer>
    <renderCustomize>true</renderCustomize>
    <autoRedirect>true</autoRedirect>
    <contentType>text/html</contentType>
    <showPage class="oracle.portal.provider.v2.render.http.StrutsRenderer">
        <defaultAction>showCustomer.do</defaultAction>
    </showPage>
</renderer>
...


StrutsポートレットのshowPageには、次の2つの重要なコンポーネントが含まれています。

	
レンダー・クラス(oracle.portal.provider.v2.render.http.StrutsRenderer)は、レンダリング・リクエストを受信し、Strutsアクション・サーブレットに転送します。


	
defaultActionタグは、ポートレットが初めてコールされたときにデフォルトで使用するStrutsアクションを定義します。




PDK-Javaを使用すると、Strutsアプリケーションのビュー(ポートレット・ビュー)を簡単に開発できます。このビューによって、ポータル・スタイルを使用するStrutsポートレットでは整合性のとれたルック・アンド・フィールが維持され、エンド・ユーザーはポータル内でアプリケーションを使用できます。

Strutsポートレットを作成するには、デフォルトのStruts JSPタグの拡張であるPDK-Java Strutsタグを使用する必要があります。この開発プロセスは、スタンドアロンのStrutsアプリケーションを作成するプロセスに似ています。Strutsフレームワークを使用するプロデューサ・アプリケーションのポートレットの場合、Strutsコンポーネントは同じWebアプリケーションの一部である必要があります。

既存のStrutsアプリケーションの一部をポートレットとして公開するには、最初に、アプリケーションのポートレット・ビューとして機能する新規ビューを作成することをお薦めします。このビューでは、既存のオブジェクト(Actions、ActionFormなど)とともに新しいマッピングとJSPを使用します。




	
注意:

アプリケーションのポートレット・ビューを作成することをお薦めしますが、アプリケーションのStrutsタグをPDK-JavaのStrutsタグに置き換えることもできます。この方法を使用すると、アプリケーションをスタンドアロンStrutsとポートレットの両方として実行できます。







この例では、新規エントリをブログに追加できるポートレットを作成します。図60-5および図60-6は、ブログを送信してブログ・エントリを保存する方法を示しています。


図60-5 Blogの送信

[image: 図60-5の説明が続きます]






図60-6 Blogエントリの保存

[image: 図60-6の説明が続きます]





prepareNewBlogは、リクエストをenterNewBlog.jspページにリダイレクトする単純な空のアクションです。このページには、新しいBlogを送信するためのフォームが表示されます。

struts-config.xmlで対応するエントリは次のとおりです。


<action path="/prepareNewBlog" scope="request"
    type="view.PrepareNewBlogAction" >
    <forward name="success" path="/view/enterNewBlog.jsp"/>
</action>
<action path="/saveNewBlog" name="blogForm" scope="request"
    type="view.SaveNewBlogAction" input"/view/enterNewBlog.jsp"  >
    <forward name="success" path="/view/newBlogConfirmation.jsp"/>
</action>


この項の内容は、次のとおりです。

	
第60.6.1項「ポートレット・アクションをホスティングするための新しいフローとビューの作成方法」


	
第60.6.2項「新しいJSPの作成方法」


	
第60.6.3項「ポートレットの作成方法」


	
第60.6.4項「ビジネス・ロジックを追加するためのポートレットの拡張方法」


	
第60.6.5項「プロデューサの登録方法」






60.6.1 ポートレット・アクションをホスティングするための新しいフローとビューの作成方法

新しいビューを作成するには、最初に、様々なアクションとリクエストをPortal固有のJSPにリダイレクトするActionMappings (ページ・フロー)の新しいセットを作成します。


<action path="/portal/prepareNewBlog" scope="request"
    type="view.PrepareNewBlogAction" >
    <forward name="success" path="/view/portal/enterNewBlog.jsp"/>
</action>
<action path="/portal/saveNewBlog" name="blogForm" scope="request"
    type="view.SaveNewBlogAction" input="/view/enterNewBlog.jsp"  >
    <forward name="success" path="/view/portal/newBlogConfirmation.jsp"/>
</action>


変更するのはパス属性のみです。FormBeanアクションは、アプリケーションのビジネス・ロジックが変更されないようにします。






60.6.2 新しいJSPの作成方法

前述の手順で指定したように、アクションによってリクエストが新しいJSPに転送され、JSPでポートレットのコンテンツがレンダリングされます。新しいポートレット・ビューのJSPは、HTMLをスタンドアロン・ビューと共有できますが、ポートレットが次の条件を満たしていることを確認してください。

	
他のページと整合性のとれたルック・アンド・フィールを実現するスタイルが使用されていること。


	
HTMLの表のセルに格納できるHTMLコードが含まれていること(つまり、<html>、<body>および<frame>タグ以外)。


	
Struts HTMLタグ・ライブラリのPDK-Javaバージョンを使用していること。これは、ポートレット・コンテキストで機能する適切な書式にURLをレンダリングします。




PDK Struts HTMLタグ・ライブラリには、ポートレット・マークアップで使用可能なStruts HTMLタグのバージョンがあります。




	
注意:

Oracle PDKはOracle JDeveloperに登録できるため、Oracle JDeveloperのコンポーネント・パレットからタグを削除できます。詳細は、Oracle JDeveloperのオンライン・ヘルプで、JDeveloperでのカスタム・タグ・ライブラリの登録に関する項を参照してください。












60.6.3 ポートレットの作成方法

Strutsポートレットは、手動または「Oracle PDK-Javaポートレットの作成」ウィザードを使用して作成できます。ウィザードでは明示的にStrutsサポートを提供していませんが、ウィザードを使用してStrutsポートレットを作成できます。

ポートレットを作成するには:

	
JDeveloperで、「Oracle PDK-Javaポートレット」ウィザードを開きます。

詳細は、第60.2.1項「PDK-Javaポートレットの作成方法」を参照してください。


	
「ページを表示」モードの場合、ウィザードの「ビュー・モード」ページで、「Javaクラス」の「実装スタイル」を選択します。


	
「パッケージ名」には、oracle.portal.provider.v2.render.httpと入力します。


	
「クラス名」には、StrutsRendererと入力します。これにより、ポートレットのレンダラ・クラスのスケルトンとしてStrutsRendererが生成されます。


	
StrutsRendererはPDKに含まれているため、この生成されたファイルは必要ありません。したがって、ウィザードが完了した後は、ウィザードで生成されたファイルを削除する必要があります。これを行うには、「システム・ナビゲータ」ウィンドウでファイルをクリックし、JDeveloperの「ファイル」メニューから「ディスクから削除」を選択します。


	
provider.xmlを編集して、次のプロパティを変更します。

プロデューサ・レベルで、次のタスクを実行します。

	
Strutsアプリケーションがセッションを使用する場合(たとえば、フォーム・シンクロナイザのトークン・メカニズムが使用されているか、または<actionInSession>がtrueに設定されている場合)、セッション処理を有効にします。


<session>true</session>




ポートレット・レベルで、次のタスクを実行します。

	
ユーザーがコンテナ・ページを終了するたびに元のポートレット状態に戻るようにするには、StrutsアクションをStrutsコンテキストに保存するようにStrutsレンダラを構成します。


<actionInSession>true</actionInSession>


ユーザーがコンテナ・ページの外部から戻ると常にポートレットの先頭から開始するようにするには、Strutsアクションを保存しないでください。


<actionInSession>false</actionInSession>


この設定はデフォルトの動作です。


	
ポートレットがコールされたときに起動する最初のアクションを指定します。次のコードを使用します。


<showPage class="oracle.portal.provider.v2.render.http.StrutsRenderer">
<defaultAction>/portal/prepareNewBlog.do</defaultAction>
</showPage>












60.6.4 ビジネス・ロジックを追加するためのポートレットの拡張方法

アプリケーションで、ユーザーの情報、パーソナライズ、ローカライゼーションなど、環境固有のコードを追加する必要があります。これを行うために、コンテキストでのみコールでき、すべてのビジネス・ロジックを処理する新しいActionクラスを作成できます。






60.6.5 プロデューサの登録方法

ポートレットをコンシューマが使用する準備が完了すると、そのポートレットを登録してアクセス可能にする必要があります。PDK-Javaポートレットの登録方法の詳細は、第63.2.2項「WebCenter Portal FrameworkアプリケーションへのOracle PDK-Javaポートレット・プロデューサの登録」を参照してください。








60.7 PDK-Javaポートレットのトラブルシューティング

この項では、PDK-Javaポートレットの作成およびテストの際に発生する可能性のある問題のトラブルシューティングに役立つ情報を提供します。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第60.7.1項「ポートレットの作成ウィザードにアクセスできない」


	
第60.7.2項「ポートレットに必要なポートレット機能が追加できない」






60.7.1 ポートレットの作成ウィザードにアクセスできない


問題

「新規ギャラリ」で、「Oracle PDK-Javaポートレット」オプションが表示されません。


原因

PDK-Javaポートレットを作成するアプリケーションは、WebCenter PortalのPortal Frameworkアプリケーション・テンプレートを使用して構築されているため、ポートレット作成用にスコープ設定されていません。


解決方法

	
ポートレット・プロデューサ・アプリケーションまたはポートレット作成用にスコープ設定されているアプリケーション(WebCenter PortalのPortal Frameworkアプリケーション・テンプレートを使用して構築されているアプリケーション以外のアプリケーション)でポートレットを作成します。


	
「新規ギャラリ」で、「すべてのテクノロジ」タブをクリックすると、アプリケーションのテクノロジ・スコープに関係なく、使用できるすべてのオプションがリストされます。









60.7.2 ポートレットに必要なポートレット機能が追加できない


問題

「Oracle PDK-Javaポートレットの作成」ウィザードで、一部の機能(ポートレット・イベントまたはパブリック・レンダラ・パラメータなど)をポートレットに追加するためのオプションが表示されません。


原因

「Oracle PDK-Javaポートレットの作成」ウィザードでは、一部の機能をポートレットに追加するためのオプションが使用できません。


解決方法

「Oracle PDK-Javaポートレットの作成」ウィザードを使用してポートレットを作成後、ポートレットを編集して拡張機能を追加します。詳細は、第60.3項「PDK-Javaポートレットの開発」を参照してください。














21 コンポーザ固有のMDS構成の実行


この章では、実行時にページに対して行われた変更を保存するためのカスタマイズ・レイヤーを作成する方法を説明します。コンポーザのサンドボックスの作成を有効にし、変更をバック・エンドに保存する前にプレビューするオプションをユーザーに提供する方法も説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第21.1項「MDSの概要」


	
第21.2項「コンポーザのサンドボックスの使用」


	
第21.3項「カスタマイズ・レイヤーの表示モードおよび編集モードへの追加: 例」


	
第21.4項「コンポーザを使用したMDS関連の問題のトラブルシューティング」






21.1 MDSの概要

ほとんどの業界では、様々な顧客および分野で役に立つようにエンタープライズ・アプリケーションをカスタマイズします。サイトレベルでアプリケーションを変更すると問題が発生する可能性があります。たとえば、アプリケーション・レベルのカスタマイズでアプリケーションをアップグレードすると、データの損失またはデータ・マージ・エラーが発生する場合があります。結果として、すべてのマージ競合を解決するまで新しいバージョンのアプリケーションをデプロイできません。

メタデータ・ドメインでは、MDSにこのような問題に対処するカスタマイズ機能が用意されています。このカスタマイズ機能を使用すると、ベースのアプリケーション定義の上に適用される、元の状態に干渉しないカスタマイズ・レイヤーを作成できます。カスタマイズ・レイヤー(またはレイヤー化された変更)は、独自のドキュメントに記述され、ベースのアプリケーション定義から隔離されて格納されます。実行時、適用可能なカスタマイズは、メタデータ・ストアからロードされ、ベースのメタデータ定義の上にレイヤー化され、目的の効果を実現します。製品のアップグレードおよびパッチは、ベースのメタデータ定義にのみ影響するため、カスタマイズは正しい動作を継続します。


カスタマイズ・レイヤー

MDSでは、クライアントは複数のカスタマイズ・タイプを指定できます。たとえば、カスタマイズを実行時モード、アプリケーション・ロール、ユーザー・ロール、アプリケーションの状態またはクライアント指定の条件に追加できます。このようなカスタマイズ・タイプそれぞれは、カスタマイズ・レイヤーと呼ばれ、CustomizationClassを使用して描写されます。CustomizationClassはインタフェースMDSで、ベース定義でオーバーレイされるカスタマイズ・レイヤーを特定するために使用されます。たとえば、アプリケーションを構成して、ユーザーが属している部門に基づいてカスタマイズを保存できます。DepartmentCCというカスタマイズ・レイヤーを作成でき、そこで異なる部門のユーザーによって行われたアプリケーションのカスタマイズは、レイヤー内の異なるフォルダに格納されます。その他の例は、MDSを構成して表示モードの変更をユーザー・カスタマイズとしてあるレイヤーで保存し、編集モードの変更をアプリケーション・カスタマイズとして別のレイヤーで保存する場合(またはこの逆)です。

カスタマイズ・レイヤーは、優先順位の順番で適用されます。つまり、同じ変更が、指定のユーザーおよびセッションに適用される2つの異なるレイヤーで行われた場合、高い優先順位のレイヤーで定義された変更がまず適用されます。

CustomizationClassを実装する場合、これをMDSで登録する必要があります。MDSには、CustomizationClassタイプのリストを単一のMetadataObjectと関連付ける方法が用意されています。これは、ファイングレイン関連付けと呼ばれます。MDSには、CustomizationClassタイプのリストを一連のMetadataObjectsと関連付ける方法も用意されています。これは粗密な関連付けと呼ばれます。CustomizationClassおよびカスタマイズ・レイヤーの作成の詳細は、第21.3項「カスタマイズ・レイヤーの表示モードおよび編集モードへの追加: 例」を参照してください。


コンポーザのサンドボックス

通常、Portal Frameworkアプリケーションでは、実行時のカスタマイズ内容はJDEV_HOME/jdev/system_directory/o.mds.dt/adrs/application_name/AutoGeneratedMar/mds_adrs_writedirディレクトリにすぐに保存されます。表示モードと編集モードの両方で行われた変更はこの方法で保存されます。ただし、特定の状況では、ユーザーは、変更をバック・エンドに実際に保存する前に、まず独自のビューでカスタマイズを適用してその変更を保持するか取り消すかを評価する必要がある場合があります。データベース・リポジトリを使用してカスタマイズを格納する場合、コンポーザを構成してサンドボックスを作成できます。サンドボックスの作成の詳細は、第21.2項「コンポーザのサンドボックスの使用」を参照してください。






21.2 コンポーザのサンドボックスの使用

サンドボックスは、実行時のページ・カスタマイズをバック・エンドにコミットするまで保存する一時ストレージ・レイヤーです。サンドボックスを構成すると、コンポーザのツールバーに「保存」ボタンが表示され、ユーザーは変更を保存できます。サンドボックス対応のアプリケーションでは、ユーザーがまず変更を保存せずに「閉じる」をクリックすると、「クローズの確認」ダイアログによって、コンポーザを閉じる前に変更を保存するか、取り消すかの確認を求められます。

表示モードで行われたユーザー・カスタマイズはすぐに保存されます。このような変更はページを変更したユーザーに対してのみ使用可能であるため、保存する前に変更を確認する特定の値はありません。

編集モードのカスタマイズはページにアクセスするすべてのユーザーが使用できるため、サンドボックスを有効にして、変更をコミットする前にユーザーがページ・カスタマイズを確認し、これを評価できます。アプリケーションでサンドボックスを有効にした場合、ページの編集モードでコンポーザのツールバーに「保存」ボタンが表示されます。

この項では、サンドボックスの作成を有効にする手順およびサンドボックス対応アプリケーションの実行時の動作を説明します。次のサブセクションが含まれます:

	
第21.2.1項「コンポーザのサンドボックスの作成を有効にする方法」


	
第21.2.2項「実行時の処理」


	
第21.2.3項「アプリケーションのサンドボックスを無効にする方法」


	
第21.2.4項「失効したサンドボックスを破棄する方法」






21.2.1 コンポーザのサンドボックスの作成を有効にする方法

アプリケーションがデータベース・ストアを使用している場合のみサンドボックスを有効にできます。したがって、この項の手順を実行する前にデータベース・ストアが構成されていることを確認する必要があります。データベース・ストアの設定の詳細は、『Oracle WebLogic Server JDBCデータ・ソースの構成と管理』を参照してください。

この項では、コンポーザのサンドボックスの作成を有効にする方法を説明します。次のサブセクションが含まれます:

	
第21.2.1.1項「アプリケーションのadf-config.xmlファイルの更新」


	
第21.2.1.2項「アプリケーションのweb.xmlファイルの更新」


	
第21.2.1.3項「アプリケーションのデータベース・ストアの選択」


	
第21.2.1.4項「実行時のフル・ページ・リフレッシュの有効化」






21.2.1.1 アプリケーションのadf-config.xmlファイルの更新

デフォルトでは、サンドボックスの作成は、(adf-config.xmlファイルの<mds-config>セクションで定義された)デフォルトのカスタマイズ・ストアにマップされたすべてのネームスペースに対して有効になっています。ただし、選択した数のネームスペースに対してのみサンドボックスを有効にできます。これを行うには、<pe:sandbox-namespaces>要素をadf-config.xmlファイルに追加してから、サンドボックスの作成をサポートするネームスペースを定義する必要があります。




	
注意:

adf-config.xmlで作成できるコンポーザ固有構成の詳細は、第B.2.2項「adf-config.xml」を参照してください。







adf-config.xmlでサンドボックスの作成を構成するには:

	
adf-config.xmlファイルを開きます。これは、「アプリケーション・リソース」パネルの「ディスクリプタ」の下のADF META-INFフォルダにあります。


	
例21-1に示すように、<metadata-namespaces>要素の下で、<namespace>要素が、サンドボックスの作成を有効にするすべてのメタデータに対して定義されていることを確認します。


例21-1 adf-config.xmlファイルのネームスペースの定義


<!-- Your jspx customizations alone go here -->  
   <namespace path="/pages" metadata-store-usage="WebCenterFileMetadataStore">
     <namespace-restriction type="CUSTOMIZATIONS"/>
   </namespace>
<!-- Your pagedef customizations alone go here -->
   <namespace path="/pageDefs" metadata-store-usage="WebCenterFileMetadataStore">
     <namespace-restriction type="CUSTOMIZATIONS"/>
     </namespace>




	
例21-2に示すように、<pe:sandbox-namespaces>要素を<pe:page-editor-config>セクション内に追加し、サンドボックスの作成を有効にするすべてのネームスペースの個別の<pe:namespace>タグを追加します。


例21-2 サンドボックスの作成のためのネームスペースの構成


<pe:sandbox-namespaces>
  <pe:namespace path="/pages"/>
  <pe:namespace path="/pageDefs"/>
</pe:sandbox-namespaces>




	
adf-config.xmlファイルを保存します。









21.2.1.2 アプリケーションのweb.xmlファイルの更新

ページの編集モードからサンドボックスが構成されたことを確認するには、アプリケーションのweb.xmlファイルでフィルタを作成し、適切なフィルタ・マッピングを設定する必要があります。すべてのリクエストがこのフィルタを通るようにルーティングされ、サンドボックスがすべての編集モードのカスタマイズに対して作成されます。ファイル・システムのメタデータ・ストアを使用している場合、フィルタされたリクエストに対して実行される処理はありません。




	
注意:

web.xmlで作成できるコンポーザ固有構成の詳細は、第B.2.4項「web.xmlの更新」を参照してください。







この項では、コンポーザ固有のフィルタおよびその関連フィルタ・マッピングをアプリケーションのweb.xmlファイルに定義する例を提供します。ここでは、フィルタ(WebCenterComposerFilter)を追加する方法を説明します。

コンポーザ固有のフィルタおよびフィルタ・マッピングを定義するには:

	
application_root/Portal/public_html/WEB-INF/web.xmlファイルを開きます。


	
WebCenterComposerFilterを追加してからadfBindingsフィルタを追加します。


<filter>
  <filter-name>composerFilter</filter-name>
   <filter-class>oracle.adf.view.page.editor.webapp.WebCenterComposerFilter</filter-class>
</filter>


	
例21-3に示すように、AdfBindingFilterのフィルタ・マッピングの前に対応する<filter-mapping>要素を追加します。


例21-3 コンポーザ固有のフィルタのためのフィルタ・マッピング


<filter-mapping>
  <filter-name>composerFilter</filter-name>
  <servlet-name>Faces Servlet</servlet-name>
  <dispatcher>FORWARD</dispatcher>
  <dispatcher>REQUEST</dispatcher>
</filter-mapping>    




<url-pattern>タグを使用してWebCenterComposerFilterを通過する必要があるページを指定し、ページが編集モードになったときにサンドボックスの作成を有効化できるようにします。




	
注意:

フィルタの定義順序が重要です。リクエストがこれらのフィルタで順番に渡されるので、適切な順序で定義されていないと、アプリケーションは設計されたように実行されません。web.xmlファイルではWebCenterComposerFilterを最初に実装してから、その後でAdfBindingFilterを実装する必要があります。








	
web.xmlファイルを保存します。









21.2.1.3 アプリケーションのデータベース・ストアの選択

サンドボックスの作成を有効にするには、アプリケーションを構成しデータベース・ストアを使用する必要があります。したがって、アプリケーションをWebLogic管理対象サーバーにデプロイするときに、データベース・リポジトリを選択し、そのアプリケーションのパーティション名を指定します。

JDeveloperからWebLogic管理対象サーバーへのアプリケーションのデプロイの詳細は、第7.3.4.1項「ローカル・データ・ソースを使用した管理対象サーバーへのデプロイ」を参照してください。






21.2.1.4 実行時のフル・ページ・リフレッシュの有効化

アプリケーションでサンドボックスの作成を有効にするとき、ページ編集モードに入るときとそのモードを終了するときにフル・ページ・リフレッシュが実行されるようにする必要があります。その実行手順の詳細は第21.3.7項「サーブレットをリダイレクトしてMDSカスタマイズ・レイヤー間の切替えを有効にする方法」を参照してください。








21.2.2 実行時の処理

ユーザーがページ編集モードに切り替えるとき、コンポーザのツールバーに「保存」ボタンが表示されるということは、サンドボックスの作成がアプリケーションで有効であることを示します。ページまたはページの共有コンポーネントに対して行われた変更は、ユーザーが「保存」をクリックするまで保存されません。保存されると、すべてのアプリケーション・ユーザーがこのカスタマイズを使用できます。「保存」ボタンがレンダリングされない場合、サンドボックスを使用できず、各変更はすぐにコミットされます。

「コンポーネント・プロパティ」ダイアログでコンポーネント・プロパティを編集するとき、「適用」をクリックすると次のようになります。

	
サンドボックスを使用できない場合、ページがリフレッシュされてコンポーネント・プロパティに対して行われた変更が表示され、変更はバック・エンドに保存されます。


	
サンドボックスを使用できる場合、ページがリフレッシュされてコンポーネント・プロパティに対して行われた変更が表示されます。変更を保存するには、ユーザーは「保存」をクリックする必要があります。




ページで「保存」または「閉じる」をクリックすると、次のイベントが実行されます。

	
「保存」をクリックすると、サンドボックスがコミットされ、新しいサンドボックスが作成されます。ページは編集モードのままです。


	
「閉じる」をクリックすると、次の2つのイベントのいずれかが発生します。

	
最後の保存操作以降の変更がない場合、サンドボックスが破棄され、コンポーザが閉じ、ユーザーは表示モードに戻ります。


	
保存されていない変更がある場合、図21-1に示すように、「クローズの確認」ダイアログにページ名と保存されていないタスク・フロー名がリストされます。


図21-1 コンポーザの「クローズの確認」ダイアログ

[image: 図21-1の説明が続きます]





ユーザーは、次のオプションから選択できます。

	
「保存」をクリックして、サンドボックスをコミットし、コンポーザを閉じます。


	
「保存しない」をクリックして、サンドボックスを破棄し、コンポーザを閉じます。


	
「取消」をクリックし、ダイアログを閉じ、変更を保存せずにコンポーザに戻ります。







	
注意:

ユーザーがページを編集中にページ外にナビゲートし、そのページに戻った場合、保存されていない変更は失われます。














並行編集時の処理

同じカスタマイズ・レイヤーを使用して2人以上のユーザーが同じページまたはタスク・フローを編集している場合、図21-2に示すように、ページに別のユーザーがページまたはタスク・フローを編集しているというメッセージがそれぞれのユーザーに表示されます。


図21-2 ページ並行処理メッセージ

[image: 図21-2の説明が続きます]





複数のユーザーが同じカスタマイズ・レイヤーで同時にタスク・フローにズームインし、それを編集している場合、図21-3に示すように、並行処理メッセージが表示されます。


図21-3 タスク・フローの並行処理メッセージ

[image: 図21-3の説明が続きます]








	
注意:

ユーザーがタスク・フローにズームインし、いくつかのカスタマイズを行い、タスク・フローからズームアウトした場合、そのユーザーがカスタマイズを保存するまで、タスク・フローの並行処理メッセージが他のユーザーに対して継続して表示されます。







最後に保存された変更は前の変更を上書きします。たとえば、ユーザーAとBがページまたはタスク・フローを同時に編集している場合、並行性の問題は次のように処理されます。

	
Aが最初にページまたはタスク・フローを保存すると、Aの変更がMDSにコミットされます。その後、Bがページまたはタスク・フローを保存すると、Aの変更はBの変更で上書きされます。


	
Bが表示モードでコンポーネントをパーソナライズ(たとえば移動)しようとしている間にAがその同じコンポーネントを削除すると、WebCenterのエラー・ページがBに表示されます。Bは、元のページにナビゲートして戻る必要があります。削除されたコンポーネントは表示されず、Bは他のコンポーネントで作業を継続できます。









21.2.3 アプリケーションのサンドボックスを無効にする方法

変更がすぐにバック・エンドにコミットされるようにするために、サンドボックスを無効にできます。

サンドボックスを無効にするには:

	
adf-config.xmlファイルを開きます。これは、「アプリケーション・リソース」パネルの「ディスクリプタ」の下のADF META-INFフォルダにあります。


	
<pe:page-editor-config>要素の下に<pe:disable-sandbox>属性を追加し、これをtrueに設定します。


	
adf-config.xmlを保存します。









21.2.4 失効したサンドボックスを破棄する方法

ユーザーが実行時にページを編集するとき、ブラウザが予期せずに閉じた場合またはユーザーがページ外にナビゲートした場合、そのセッションで使用されていたサンドボックスは使用可能なままです。同じページにアクセスしている他のユーザーには、同じページを別のユーザーが編集しているという並行処理メッセージが表示されたままになります。このような失効したサンドボックスを破棄して、データベース・ストアの領域を解放し、パフォーマンスを向上できます。

失効したサンドボックスが次の場合に破棄されるようにできます。

	
セッションがタイムアウトした場合。

アプリケーションのweb.xmlファイルの<session-timeout>要素は、サンドボックスが破棄されるまでの期間を定義できます。これが確実に起こるようにするためには、アプリケーションのweb.xmlファイルでWebCenterComposerSessionListenerを構成する必要があります。このリスナーは、セッションがタイムアウトになるとコールされます。これは、同じユーザーがページ編集モードに入るときに新しいサンドボックスを作成します。


	
ユーザーがページの編集モードに同じユーザー名で再ログインした場合。

この場合、同じユーザーが編集モードに切り替えると、新しいサンドボックスが作成されます。




WebCenterComposerSessionListenerを構成するには:

	
application_root/Portal/public_html/WEB-INF/web.xmlファイルを開きます。


	
次の例に示すように、新しいリスナー(WebCenterComposerSessionListener)を定義します。


<listener>
  <description>Composer Http Session Listener</description>
  <display-name>Composer Http Session Listener</display-name>
  <listener-class>
    oracle.adf.view.page.editor.webapp.WebCenterComposerSessionListener
  </listener-class>
</listener>


	
web.xmlファイルを保存します。




web.xmlで作成できるコンポーザ固有構成の詳細は、第B.2.4項「web.xmlの更新」を参照してください。








21.3 カスタマイズ・レイヤーの表示モードおよび編集モードへの追加: 例

カスタマイズをクライアント定義の条件に基づいてメタデータ・オブジェクトに適用できます。たとえば、エンド・ユーザーの権限、アプリケーションのデプロイ場所(ローカライゼーションとも呼ばれる)または特定の産業分野に基づいて使用するアプリケーションおよびメタデータ・オブジェクトをカスタマイズできます。このような各カテゴリ(権限、ローカライゼーションおよび分野)は、カスタマイズ・レイヤーを指し、それぞれがCustomizationClassを使用して描写されます。CustomizationClassはインタフェースMDSで、ベース定義でオーバーレイされるカスタマイズ・レイヤーを特定するために使用されます。例については、第21.3.3項「カスタムUserCCヒント・レイヤーの作成方法」を参照してください。

CustomizationClassを実装する場合、これをMDSで登録する必要もあります。MDSには、CustomizationClassタイプのリストを単一のMetadataObjectと関連付ける機能が用意されています。これは、ファイングレイン関連付けと呼ばれます。MDSには、CustomizationClassタイプのリストを一連のMetadataObjectsと関連付ける機能も用意されています。これは粗密な関連付けと呼ばれます。

カスタマイズ可能アプリケーションは、複数のカスタマイズ・レイヤーを持つことができます。カスタマイズを適用するレイヤーを選択できます。カスタマイズ先として選択したレイヤーは、ヒント・レイヤーと呼ばれます。コンポーザ・コンポーネントをJSFページにドロップすると、ADFは、アプリケーションにデフォルトのSiteCC (site)ヒント・レイヤーを構成します。その結果、adf-config.xmlファイルが更新され、SiteCCカスタマイズ・クラスを組み込みます。このヒント・レイヤーは、ページに対して行われたすべてのカスタマイズを格納します。

この項では、例を使用して、カスタマイズ・ヒント・レイヤーを表示実行時モードおよび編集実行時モードに追加すると、ユーザーのカスタマイズ機能がすべてのユーザーにどのように提供され、アプリケーションのカスタマイズ機能が選択したユーザーにどのように提供されるかを説明します。アプリケーションのカスタマイズを編集モードで有効にするために、siteヒント・レイヤーが追加されます。ユーザーのカスタマイズを表示モードで有効にするために、userヒント・レイヤーが追加されます。デフォルトでは、userヒント・レイヤーはsiteヒント・レイヤーの上に適用されます。userヒント・レイヤーは、表示モードで行われたすべてのユーザーのカスタマイズ内容を、カスタマイズを行ったユーザー用に作成された特定の場所に格納します。このような変更はそのユーザーにしか表示されません。siteヒント・レイヤーは、編集モードで行われたすべてのアプリケーションのカスタマイズを格納し、すべてのユーザーに対して表示されます。

実行時にヒント・レイヤーを有効にするために、コンポーザはWebCenterComposerFilterフィルタを提供し、MDS SessionOptionsオブジェクトを作成するための抽象ファクトリを定義する方法を提供します。このオブジェクトでは、実行時に適用可能なカスタマイズ・レイヤーが提供され、ユーザーはロールに基づいてユーザーのカスタマイズ(表示モード)およびアプリケーションのカスタマイズ(編集モード)を実行できます。新しいMDSセッションを作成するとき、このオブジェクトのMDSSession.createSessionメソッドを使用して、セッションのオプションを指定します。

この項では、カスタマイズ・レイヤーを作成、実装および登録し、WebCenterComposerFilterを構成し、MDSカスタマイズ・レイヤー間で切り替える例を提供します。次のサブセクションが含まれます:

	
第21.3.1項「JSFページへのコンポーザの追加方法」


	
第21.3.2項「カスタムSiteCCヒント・レイヤーの作成方法」


	
第21.3.3項「カスタムUserCCヒント・レイヤーの作成方法」


	
第21.3.4項「ComposerSessionOptionsFactoryクラスの実装方法」


	
第21.3.5項「コンポーザでの実装の登録方法」


	
第21.3.6項「WebCenterComposerFilterの構成方法」


	
第21.3.7項「サーブレットをリダイレクトしてMDSカスタマイズ・レイヤー間の切替えを有効にする方法」


	
第21.3.8項「実行時の処理」






21.3.1 JSFページへのコンポーザの追加方法

この項では、JSFページにPage Customizableコンポーネントを追加する方法を説明します。この演習の目的は、adminユーザーがサイト・レベルでカスタマイズを実行できるように、実行時に編集モードのコンポーザを提供することです。この項では、実行時に表示モードから編集モードへの切替えを可能にするために、Change Mode Linkを追加します。

JSFページにコンポーザを追加するには:

	
JSPXページを開き、「コンポーネント・パレット」から「コンポーザ」を選択します。


	
Change Mode Linkを選択し、これをページにドロップします。


	
Page Customizableを選択し、これをページにドロップします。

「ソース」ビューは次のようになります。


<af:form id="f1">
  <pe:changeModeLink id="cml1"/>
  <pe:pageCustomizable id="pageCustomizable1">
    <cust:panelCustomizable id="panelCustomizable1" layout="scroll"/>
      <f:facet name="editor">
        <pe:pageEditor id="pep1"/>
      </f:facet>
  </pe:pageCustomizable>
</af:form>


これらのコンポーネントをページにドロップすると、デフォルトのSiteCCヒント・レイヤーがADFによって拡張されます。その結果、adf-config.xmlファイルがこのカスタマイズ・クラスで更新されます。


<cust-config>
  <match>
    <customization-class name="oracle.adf.share.config.SiteCC" />
  </match>
</cust-config>





	
注意:

アプリケーションでUserCCをデフォルトのヒント・レイヤーとして使用する場合、adf-config.xmlファイルのcust-configセクションで、単純にoracle.adf.share.config.SiteCCをoracle.adf.share.config.UserCCに置き換えます。ただし、UserCCをデフォルトのヒント・レイヤーとして使用するには、アプリケーションを保護してある必要があります。アプリケーションでユーザーおよびロールをプロビジョニングしないと、UserCCヒント・レイヤーを実装できません。















21.3.2 カスタムSiteCCヒント・レイヤーの作成方法

この項では、編集モードで実行されたすべてのアプリケーション・レベルのカスタマイズ内容が格納される、カスタムSiteCCヒント・レイヤー(site)を作成する方法を説明します。このサンプル・アプリケーションでは、アプリケーション・レベルのカスタマイズ内容は、/mds/mdssys/cust/site/webcenter/pagename.jspx.xmlディレクトリに格納されます。

siteヒント・レイヤーを作成するには:

	
「ファイル」メニューから、「新規」を選択します。


	
「新規ギャラリ」ダイアログで、「一般」を開き、「Java」、「Javaクラス」の順に選択して、「OK」をクリックします。

「Javaクラスの作成」ダイアログが開きます。


	
「名前」フィールドにSiteCCと入力します。


	
「拡張対象」フィールドにCustomizationClassと入力します。

こうすることによってoracle.mds.cust.CustomizationClassがインポートされます。

「抽象メソッドの実装」チェック・ボックスが選択されていることを確認します。


	
「OK」をクリックします。

SiteCC.javaファイルは「ソース」ビューにレンダリングされます。


	
「ソース」ビューで、public class SiteCC extends CustomizationClassの後に[Enter]を押し、次の文字列を追加します。


{
  private static final String DEFAULT_LAYER_NAME = "site";
  private String mLayerName = DEFAULT_LAYER_NAME;
  private String mLayerValue = "webcenter";


次のライブラリがインポートされます。


import oracle.mds.core.MetadataObject;
import oracle.mds.core.RestrictedSession;
import oracle.mds.cust.CacheHint;


	
ここで太字で示したようにコードを更新します。


public class SiteCC extends CustomizationClass
{
  private static final String DEFAULT_LAYER_NAME = "site";
  private String mLayerName = DEFAULT_LAYER_NAME;
  private String mLayerValue = "webcenter"; 
  //Note: You can provide any site name.

  public CacheHint getCacheHint()
  {
    return CacheHint.ALL_USERS;
  }

  public String getName()
  {
    return mLayerName;
  }

  public String[] getValue(RestrictedSession mdsSession, MetadataObject mo)
  {
    return new String[] { mLayerValue };
  }
}


	
SiteCC.javaファイルを保存します。









21.3.3 カスタムUserCCヒント・レイヤーの作成方法

この項では、ユーザーscott用のカスタムuserヒント・レイヤーを作成する方法を示す例を説明します。このレイヤーはsiteレイヤーの上に適用されます。表示モードでユーザーが実行するユーザーのカスタマイズは、ログイン・ユーザー専用に作成されたフォルダのこのuserヒント・レイヤーに保存されます。この例では、表示モードで実行したユーザーのカスタマイズ内容は、/mds/mdssys/cust/user/scott/pagename.jspx.xmlディレクトリに格納されます。




	
注意:

説明上の目的のため、この例では、UserCCヒント・レイヤーが1人のユーザー(scott)のみのために作成される単純なシナリオを説明します。実際のアプリケーションでは、UserCCレイヤーを構成して、このページをリクエストしたユーザーの名前を返すことができます。







userヒント・レイヤーを作成するには:

	
「ファイル」メニューから「新規」を選択します。


	
「新規ギャラリ」ダイアログで、「一般」を開き、「Java」、「Javaクラス」の順に選択して、「OK」をクリックします。

「Javaクラスの作成」ダイアログが開きます。


	
「名前」フィールドにUserCCと入力します。


	
「拡張対象」フィールドにCustomizationClassと入力します。

こうすることによってoracle.mds.cust.CustomizationClassがインポートされます。

「抽象メソッドの実装」チェック・ボックスが選択されていることを確認します。


	
「OK」をクリックします。

「ソース」ビューにUserCC.javaファイルが表示されます。


	
「ソース」ビューで、public class UserCC extends CustomizationClassの後に[Enter]を押し、次の文字列を追加します。


{
  private static final String DEFAULT_LAYER_NAME = "user";
  private String mLayerName = DEFAULT_LAYER_NAME;
  private String mLayerValue = "scott"; //The name of the logged-in user
in this example. The logged-in user name can be acquired dynamically.


次のライブラリがインポートされます。


import oracle.mds.core.MetadataObject;
import oracle.mds.core.RestrictedSession;
import oracle.mds.cust.CacheHint;


	
ここで太字で示したようにコードを更新します。


public class UserCC extends CustomizationClass
{
  private static final String DEFAULT_LAYER_NAME = "user";
  private String mLayerName = DEFAULT_LAYER_NAME;
  private String mLayerValue = "scott";

  public CacheHint getCacheHint()
  {
    return CacheHint.USER;
  }

  public String getName()
  {
    return mLayerName;
  }

  public String[] getValue(RestrictedSession mdsSession, MetadataObject mo)
  {
    return new String[]{mLayerValue};
  }
}


	
UserCC.javaファイルを保存します。









21.3.4 ComposerSessionOptionsFactoryクラスの実装方法

この項では、ADFが提供するComposerSessionOptionsFactoryクラスが実装され、MDS SessionOptionsを各HTTPリクエストに提供します。

ComposerSessionOptionsFactoryクラスを実装するには:

	
「ファイル」メニューから「新規」を選択します。


	
「新規ギャラリ」ダイアログで、「一般」を開き、「Java」、「Javaクラス」の順に選択して、「OK」をクリックします。

「Javaクラスの作成」ダイアログが開きます。


	
「名前」フィールドにAppsSessionOptionsFactoryImplと入力します。


	
「OK」をクリックします。

AppsSessionOptionsFactoryImpl.javaファイルが「ソース」ビューにレンダリングされます。


	
次のライブラリをインポートします。


import oracle.adf.view.page.editor.mds.ComposerSessionOptionsFactory;
import oracle.adf.view.page.editor.mode.ModeContext;
import oracle.mds.config.CustClassListMapping;
import oracle.mds.config.CustConfig;
import oracle.mds.core.SessionOptions;
import oracle.mds.cust.CustClassList;
import oracle.mds.cust.CustomizationClass;


	
次のコードを追加してComposerSessionOptionsFactoryクラスを実装し、SessionOptionsを渡します。


public class AppsSessionOptionsFactoryImpl
  implements ComposerSessionOptionsFactory
{

  public SessionOptions createSessionOptions(SessionOptions defaultSessionOptions, String mode)
  {
    CustomizationClass[] custLayer;
    CustConfig custConfig = null;

    if (ModeContext.EDIT_MODE.equals(mode))
    {
      //Mode is Edit, change to SiteCC
      custLayer = EDIT_LAYER;
    }
    else
    {
      //Mode is View, change to UserCC + SiteCC
      custLayer = VIEW_LAYER;
    }

    try
    {
      CustClassList custClassList = new CustClassList(custLayer);
      CustClassListMapping custClassListMapping =
        new CustClassListMapping("/", null, null, custClassList);
      custConfig = new CustConfig(new CustClassListMapping[]
        { custClassListMapping });
    }
    catch (Exception e)
    {
      e.printStackTrace();

    }
if(defaultSessionOptions.getServletContextAsObject() != null){ 
    return new SessionOptions(defaultSessionOptions.getIsolationLevel(),
                              defaultSessionOptions.getLocale(), custConfig,
                              defaultSessionOptions.getVersionContext(),
                              defaultSessionOptions.getVersionCreatorName(),
                              defaultSessionOptions.getCustomizationPolicy(),
                              defaultSessionOptions.getServletContextAsObject());
  }
    else
    {
      return new SessionOptions(defaultSessionOptions.getIsolationLevel(),
                              defaultSessionOptions.getLocale(), custConfig,
                              defaultSessionOptions.getVersionContext(),
                              defaultSessionOptions.getVersionCreatorName(),
                              defaultSessionOptions.getCustomizationPolicy());
    }
  }

  //Edit mode SiteCC
  private static final CustomizationClass[] EDIT_LAYER =
    new CustomizationClass[]
    { new SiteCC() };

  //View mode SiteCC + USerCC
  private static final CustomizationClass[] VIEW_LAYER =
    new CustomizationClass[]
    { new SiteCC(), new UserCC() };

}


	
AppsSessionOptionsFactoryImpl.javaファイルを保存します。









21.3.5 コンポーザでの実装の登録方法

siteカスタマイズ・レイヤーおよびuserカスタマイズ・レイヤーを機能させるには、コンポーザにComposerSessionOptionsFactoryクラスを登録する必要があります。たとえば、具体的なクラスがview.AppsSessionOptionsFactoryImplの場合、次のスニペットをアプリケーション・ディレクトリの/.adf/META-INFフォルダにあるadf-config.xmlファイルに追加する必要があります。


<pe:page-editor-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/pageeditor/config">
  <pe:session-options-factory>view.AppsSessionOptionsFactoryImpl</pe:session-options-factory>
</pe:page-editor-config>






21.3.6 WebCenterComposerFilterの構成方法

アプリケーション・ディレクトリのPortal/public_html/WEB-INFフォルダにあるweb.xmlファイルのWebCenterComposerFilterフィルタを構成する必要があります。このフィルタは、すべてのHTTPリクエストについてコンポーザの具体的なSessionOptionsFactoryをADFに登録します。フィルタがADFからコールを受信すると、リクエストをアプリケーションに転送し、新しくカスタマイズされたレイヤーでSessionOptionsを取得します。SessionOptionsでSandboxまたはVersionContextを設定していない場合、コンポーザはその独自のサンドボックスを設定し、それをADFに返します。サンドボックスの詳細は、第21.2.1項「コンポーザのサンドボックスの作成を有効にする方法」を参照してください。

composerFilterとそのフィルタ・マッピングは、ADFBindingFilterより前に構成する必要があります。たとえば、次のweb.xmlファイルを参照してください。


....

  <!-- WebCenterComposerFilter goes here -->
  <filter>
    <filter-name>composerFilter</filter-name>
  <filter-class>oracle.adf.view.page.editor.webapp.WebCenterComposerFilter</filter-class>
  </filter>
  <filter>
    <filter-name>adfBindings</filter-name>
    <filter-class>oracle.adf.model.servlet.ADFBindingFilter</filter-class>
  </filter>
.....
  <!-- WebCenterComposerFilter mapping goes here -->
  <filter-mapping>
    <filter-name>composerFilter</filter-name>
    <servlet-name>Faces Servlet</servlet-name>
    <dispatcher>FORWARD</dispatcher>
    <dispatcher>REQUEST</dispatcher>
  </filter-mapping>
  <filter-mapping>
    <filter-name>adfBindings</filter-name>
    <servlet-name>Faces Servlet</servlet-name>
    <dispatcher>FORWARD</dispatcher>
    <dispatcher>REQUEST</dispatcher>
  </filter-mapping>
....





	
注意:

フィルタの定義順序が重要です。リクエストがこれらのフィルタで順番に渡されるので、適切な順序で定義されていないと、アプリケーションは設計されたように実行されません。web.xmlファイルではWebCenterComposerFilterを最初に実装してから、その後でAdfBindingFilterを実装する必要があります。







web.xmlで作成できるコンポーザ固有構成の詳細は、第B.2.4項「web.xmlの更新」を参照してください。






21.3.7 サーブレットをリダイレクトしてMDSカスタマイズ・レイヤー間の切替えを有効にする方法

サーブレットをリダイレクトする、つまり実行時にフル・ページをリフレッシュするには、次のものを作成する必要があります。

	
AppNavigationUtils.redirectToSamePage()メソッドをコールするAppNavigationUtilsクラス


	
AppNavigationUtilsクラスを使用するAppCloseHandler CloseListener


	
編集モードを表示するAppModeBean




この項では、これらのオブジェクトの作成方法を説明します。次のサブセクションが含まれます:

	
第21.3.7.1項「AppNavigationUtilsクラスの作成方法(ここから開始)」


	
第21.3.7.2項「AppCloseHandlerの作成方法」


	
第21.3.7.3項「AppCloseHandlerの登録方法」


	
第21.3.7.4項「AppModeBeanの作成方法」






21.3.7.1 AppNavigationUtilsクラスの作成方法(ここから開始)

AppNavigationUtilsクラスを作成するには:

	
「ファイル」メニューから「新規」を選択します。


	
「新規ギャラリ」ダイアログで、「一般」を開き、「Java」、「Javaクラス」の順に選択して、「OK」をクリックします。

「Javaクラスの作成」ダイアログが開きます。


	
「名前」フィールドに、AppNavigationUtilsと入力し、「OK」をクリックします。

AppNavigationUtils.javaファイルは「ソース」ビューにレンダリングされます。


	
次のライブラリをインポートします。


import javax.faces.context.FacesContext;
import javax.servlet.http.HttpServletRequest;


	
次のコードを追加します。


public class AppNavigationUtils
{

  public static void redirectToSamePage()
  {
    HttpServletRequest request =
(HttpServletRequest)FacesContext.getCurrentInstance().getExternalContext().getRequest();
    String url = request.getRequestURL().toString();
    String _adfCtrlState = request.getParameter("_adf.ctrl-state");
    url = url + "?_adf.ctrl-state="+ _adfCtrlState;
    System.out.println(url);
    try
    {
      FacesContext.getCurrentInstance().getExternalContext().redirect(url);
      FacesContext.getCurrentInstance().responseComplete();
    }
    catch(Exception e)
    {
      e.printStackTrace();
    }
  }
}


	
AppNavigationUtils.javaファイルを保存します。









21.3.7.2 AppCloseHandlerの作成方法

AppCloseHandlerを作成するには:

	
「ファイル」メニューから「新規」を選択します。


	
「新規ギャラリ」ダイアログで、「一般」を開き、「Java」、「Javaクラス」の順に選択して、「OK」をクリックします。

「Javaクラスの作成」ダイアログが開きます。


	
「名前」フィールドに、AppCloseHandlerと入力し、「OK」をクリックします。

「ソース」ビューにAppCloseHandler.javaファイルが表示されます。


	
次のライブラリをインポートします。


import oracle.adf.view.page.editor.event.CloseEvent;
import oracle.adf.view.page.editor.event.CloseListener;


	
次のコードを追加します。


public class AppCloseHandler
  implements CloseListener
{

  public void processClose(CloseEvent closeEvent)
  {
    AppNavigationUtils.redirectToSamePage(); 
  }
}


	
AppCloseHandler.javaファイルを保存します。









21.3.7.3 AppCloseHandlerの登録方法

AppCloseHandlerを作成した後、これをコンポーザ拡張ファイルpe_ext.xmlに登録する必要があります。

このイベント・ハンドラを登録するには:

	
pe_ext.xmlファイルで、次のエントリを追加します。


<event-handlers>
  <event-handler event="close">view.AppCloseHandler</event-handler>   
</event-handlers>


	
ファイルを保存します。




イベント・ハンドラの詳細は、第19.6項「コンポーザUIイベントのイベント・ハンドラの構成」を参照してください。






21.3.7.4 AppModeBeanの作成方法

AppModeBeanを作成するには:

	
「ファイル」メニューから「新規」を選択します。


	
「新規ギャラリ」ダイアログで、「一般」を開き、「Java」、「Javaクラス」の順に選択して、「OK」をクリックします。

「Javaクラスの作成」ダイアログが開きます。


	
「名前」フィールドに、AppModeBeanと入力し、「OK」をクリックします。

「ソース」ビューにAppModeBean.javaファイルが表示されます。


	
次のライブラリをインポートします。


import javax.faces.event.ActionEvent;import oracle.adf.view.page.editor.mode.ModeContext;


	
次のコードを追加します。


public class AppModeBean
{

  public void edit(ActionEvent actionEvent)
  {
    ModeContext.getCurrent().setEditMode();
    AppNavigationUtils.redirectToSamePage();
  }
}


	
ファイルを保存します。











21.3.8 実行時の処理

siteカスタマイズ・レイヤーの機能を確認するには、まずブラウザでJSFページを実行します。次に、ページにadminとしてログインし、「編集」リンクをクリックして編集モードに切り替えます。実行時、ページをカスタマイズします。たとえば、Webページ、移動可能ボックスまたはイメージをページにドロップします。ページは図21-4のようになります。


図21-4 カスタマイズされたページ

[image: 図21-4の説明が続きます]





アプリケーション・ディレクトリの/mds/mdssys/cust/site/webcenterに移動し、pagename.jspx.xmlファイルを開きます。これは、ページに対して実行したアプリケーション・レベルのカスタマイズが格納される場所です。

userカスタマイズ・レイヤーを使用するには、ページにscottとしてログインし、表示モードでページをパーソナライズします。次にアプリケーション・ディレクトリの/mds/mdssys/cust/user/scottに移動し、pagename.jspx.xmlファイルを開きます。これは、ページに対して実行したユーザーレベルのカスタマイズが格納される場所です。








21.4 コンポーザを使用したMDS関連の問題のトラブルシューティング

この項では、コンポーザの使用中に発生する可能性のあるMDS関連の問題のトラブルシューティングに役立つ情報を提供します。

ロギングの構成の詳細は、「コンポーザのADFロギングの構成」を参照してください。


問題

アプリケーションはMDSサンドボックスを使用するように構成されています。アプリケーションを実行すると、サンドボックスは動作せず、また例外も生成しません。


解決方法

次の点を確認してください。

	
データベース・リポジトリが使用されています。サンドボックスは、データベース・ベースのリポジトリでのみ動作し、ファイルベースのリポジトリでは動作しません。


	
web.xmlのフィルタの順序が正確です。サンドボックスが正しく動作するためには、<filter>エントリが正しい順序である必要があります。




詳細は、第21.2項「コンポーザのサンドボックスの使用」を参照してください。












72 コンダクタAPIリファレンス


この章では、コンダクタ用のパブリックAPIについて説明します。コンダクタは、データ統合コンポーネントとWebCenter Portalのアクティビティを、調整するコンポーネントです。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第72.1項「Java APIの使用」


	
第72.2項「コンダクタREST APIの使用」


	
第72.3項「ELを使用したデータ統合クライアント・サービスのコール」






72.1 Java APIの使用

表72-1に示すサービス・インタフェースは、リモート・コンダクタAPIについて説明するものです。


表72-1 リモート・コンダクタAPI

	インタフェース/サービス	説明
	
oracle.wcps.conductor.services.IScenariosService

	
格納されているシナリオの全般的な管理、取得および実行


	
oracle.wcps.conductor.services.INamespaceService

	
コンダクタによって認識されている、格納されているネームスペースの全般的な管理


	
oracle.wcps.conductor.services.IProviderService

	
コンダクタ・サーバーによって認識されているプロバイダ・メタデータの取得












72.2 コンダクタREST APIの使用

この項では、コンダクタのREST APIを使用して、次のような基本的なデータ統合タスクをプログラムから実行する方法の例を示します。

	
データ・プロバイダに関する情報の取得


	
ファンクション・プロバイダに関する情報の取得


	
ネームスペースの作成、取得または削除


	
シナリオの作成、取得、実行または削除




コンダクタREST APIは、アプリケーション・コード内から使用するか、WebCenter Portal FrameworkアプリケーションやWebCenter Portal内からデータ統合ELを使用してコールできます。

この項では、次の内容について説明します。

	
第72.2.1項「データ・プロバイダ管理REST APIの使用」


	
第72.2.2項「ファンクション・プロバイダ管理APIの使用」


	
第72.2.3項「ネームスペース管理APIの使用」


	
第72.2.4項「シナリオ管理APIの使用」






72.2.1 データ・プロバイダ管理REST APIの使用

この項では、コンダクタのデータ・プロバイダ管理APIの使用例を示します。内容は次のとおりです。

	
第72.2.1.1項「データ・プロバイダのコレクションの取得(GET)」


	
第72.2.1.2項「単一のデータ・プロバイダのメタデータの取得(GET)」


	
第72.2.1.3項「データ・プロバイダの接続に関する情報の取得(GET)」


	
第72.2.1.4項「データ・プロバイダと接続で実行可能なリソースに関する情報の取得(GET)」


	
第72.2.1.5項「データ・プロバイダと接続で実行可能なリソースのメソッド情報の取得(GET)」


	
第72.2.1.6項「データ・プロバイダの全情報と詳細予測の取得(GET)」






72.2.1.1 データ・プロバイダのコレクションの取得(GET)


XML


Sample Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection=summary
accept-language: en
content-type: application/xml
accept: application/xml
 
Sample Response:
Status Code:200
Content-Length: 4469
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=YxYmM25GLpCy7BSND7vF6BnsQCn20RQsCrS92n1SLXmxpccVkfpX!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Content-Type: application/xml
Date: Wed, 13 Oct 2010 22:58:46 GMT
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<dataProviders resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders">
  <links>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection=summary&amp;startIndex=0&amp;itemsPerPage=10"
      rel="self"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection={projection}"/>
  </links>
  <items>
    <dataProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/CMISProvider"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/CMISProvider?projection={projection}"/>
      </links>
      <name>CMISProvider</name>
      <localizedName>Universal Content Provider (CMIS)</localizedName>
      <localizedDescription>Provides access to content over CMIS connections.</localizedDescription>
    </dataProvider>
    <dataProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/SampleProvider"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/SampleProvider?projection={projection}"/>
      </links>
      <name>SampleProvider</name>
      <localizedName>Sample Data Provider</localizedName>
      <localizedDescription>Example of a data provider</localizedDescription>
    </dataProvider>
    <dataProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/ActivityGraphProvider"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/ActivityGraphProvider?projection={projection}"/>
      </links>
      <name>ActivityGraphProvider</name>
      <localizedName>Activity Graph</localizedName>
      <localizedDescription>Activity Graph Adapter</localizedDescription>
    </dataProvider>
    <dataProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider?projection={projection}"/>
      </links>
      <name>oracle.PropertiesServiceProvider</name>
      <localizedName>Property Service Data Provider</localizedName>
      <localizedDescription>Data provider implementation to integrate the properties service for use in scenarios. </localizedDescription>
    </dataProvider>
  </items>
</dataProviders>



JSON


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection=summary
accept-language: en
content-type: application/json
accept: application/json
 
Response:
Status Code:200
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=ylp2M27pSyLJPv2X4cn9RYy7NRyftzz2vs7VCyJ1NQKJl4XQnjXd!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json
Date: Wed, 13 Oct 2010 23:07:10 GMT
 
{
  "dataProviders" : [ {
    "name" : "CMISProvider",
    "localizedName" : "Universal Content Provider (CMIS)",
    "localizedDescription" : "Provides access to content over CMIS connections.",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/CMISProvider?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/CMISProvider",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "name" : "SampleProvider",
    "localizedName" : "Sample Data Provider",
    "localizedDescription" : "Example of a data provider",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/SampleProvider?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/SampleProvider",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "name" : "ActivityGraphProvider",
    "localizedName" : "Activity Graph",
    "localizedDescription" : "Activity Graph Adapter",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/ActivityGraphProvider?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/ActivityGraphProvider",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "name" : "oracle.PropertiesServiceProvider",
    "localizedName" : "Property Service Data Provider",
    "localizedDescription" : "Data provider implementation to integrate the properties service for use in scenarios. ",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider",
      "rel" : "self"
    } ]
  } ],
  "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders",
  "links" : [ {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection=summary&startIndex=0&itemsPerPage=10",
    "rel" : "self"
  } ]
}






72.2.1.2 単一のデータ・プロバイダのメタデータの取得(GET)


XML


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider?projection=summary
accept-language: en
content-type: application/xml
accept: application/xml
 
Response:
Status Code:200
Content-Length: 5792
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=L3b2M25L67PvznfyQNqHcyPh2J11rP51MMYlL1h80GvWsPxlHPvY!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Content-Type: application/xml
Date: Wed, 13 Oct 2010 22:58:48 GMT
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<dataProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider">
  <links>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders"
      rel="urn:oracle:webcenter:parent"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection={projection}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider?projection=summary"
      rel="self"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider?projection={projection}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnections"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnections" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections?projection={projection}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections/{connection-name}?projection={projection}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResources"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResources" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections/{connection-name}/resources?projection={projection}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections/{connection-name}/resources/{resource-name}?projection={projection}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections/{connection-name}/resources/{resource-name}/methods?projection={projection}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections/{connection-name}/resources/{resource-name}/methods/{method-name}?projection={projection}"/>
  </links>
  <name>oracle.PropertiesServiceProvider</name>
  <localizedName>Property Service Data Provider</localizedName>
  <localizedDescription>Data provider implementation to integrate the properties service for use in scenarios. </localizedDescription>
  <providerConnections resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnections">
    <links>
      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider"
        rel="urn:oracle:webcenter:parent"
        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider?projection={projection}"/>
      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections"
        rel="self"
        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnections" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections?projection={projection}"/>
    </links>
    <items>
      <providerConnection resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection">
        <links>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections"
            rel="urn:oracle:webcenter:parent"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnections" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections?projection={projection}"/>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/metadata"
            rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionMetadata"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionMetadata" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/metadata?projection={projection}"/>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection"
            rel="self"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection?projection={projection}"/>
        </links>
        <name>LocalServerConnection</name>
      </providerConnection>
    </items>
  </providerConnections>
</dataProvider>



JSON


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider?projection=details
accept-language: en
content-type: application/json
accept: application/json
 
Response:
Status Code:200
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=R1P2M27Qd09Wh86s5rGdDFfBcbKtftPKvpdMsN2gcpLRN7XPyDnQ!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json
Date: Wed, 13 Oct 2010 23:07:12 GMT
 
{
  "name" : "oracle.PropertiesServiceProvider",
  "localizedName" : "Property Service Data Provider",
  "localizedDescription" : "Data provider implementation to integrate the properties service for use in scenarios. ",
  "providerConnections" : [ {
    "name" : "LocalServerConnection",
    "connectionResources" : [ {
      "name" : "GetPropertiesResource",
      "resourceMethods" : {
        "resourceMethods" : [ {
          "name" : "GetProperty",
          "uniqueName" : "GetProperty(namespace,definition,set,property)",
          "returnType" : "java.io.Serializable",
          "parameters" : [ {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "namespace",
            "localizedDescription" : "The namespace in which the property set definition and property set exists."
          }, {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "definition",
            "localizedDescription" : "The property set definition name."
          }, {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "set",
            "localizedDescription" : "The property set name."
          }, {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "property",
            "localizedDescription" : "The property name."
          } ],
          "localizedDescription" : "Retrieves a property set for the current (or specified) namespace, property set definition name, and property set name, and property name.  If no namespace, property set definition, property set and property exists\tnull will be returned.",
          "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
          "links" : [ {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
            "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
          }, {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetProperty(namespace,definition,set,property)?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetProperty(namespace,definition,set,property)",
            "rel" : "self"
          } ]
        }, {
          "name" : "GetProperty",
          "uniqueName" : "GetProperty(definition,set,property)",
          "returnType" : "java.io.Serializable",
          "parameters" : [ {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "definition",
            "localizedDescription" : "The property set definition name."
          }, {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "set",
            "localizedDescription" : "The property set name."
          }, {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "property",
            "localizedDescription" : "The property name."
          } ],
          "localizedDescription" : "Retrieves a property set for the current (or specified) namespace, property set definition name, and property set name, and property name.  If no namespace, property set definition, property set and property exists\tnull will be returned.",
          "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
          "links" : [ {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
            "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
          }, {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetProperty(definition,set,property)?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetProperty(definition,set,property)",
            "rel" : "self"
          } ]
        }, {
          "name" : "execute",
          "uniqueName" : "execute()",
          "returnType" : "java.lang.Object",
          "parameters" : [ ],
          "localizedDescription" : "This is the default method executed if no method is specified, which currently returns nothing.",
          "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
          "links" : [ {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
            "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
          }, {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/execute()?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/execute()",
            "rel" : "self"
          } ]
        }, {
          "name" : "GetPropertySet",
          "uniqueName" : "GetPropertySet(definition,set)",
          "returnType" : "java.util.Map",
          "parameters" : [ {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "definition",
            "localizedDescription" : "The property set definition name."
          }, {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "set",
            "localizedDescription" : "The property set name."
          } ],
          "localizedDescription" : "Retrieves a property set for the current (or specified) namespace, property set definition name, and property set name. If no namespace, property set definition, or property set exists, null will be returned.",
          "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
          "links" : [ {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
            "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
          }, {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(definition,set)?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(definition,set)",
            "rel" : "self"
          } ]
        }, {
          "name" : "GetPropertySet",
          "uniqueName" : "GetPropertySet(namespace,definition,set)",
          "returnType" : "java.util.Map",
          "parameters" : [ {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "namespace",
            "localizedDescription" : "The namespace in which the property set definition and property set exists."
          }, {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "definition",
            "localizedDescription" : "The property set definition name."
          }, {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "set",
            "localizedDescription" : "The property set name."
          } ],
          "localizedDescription" : "Retrieves a property set for the current (or specified) namespace, property set definition name, and property set name. If no namespace, property set definition, or property set exists, null will be returned.",
          "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
          "links" : [ {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
            "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
          }, {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(namespace,definition,set)?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(namespace,definition,set)",
            "rel" : "self"
          } ]
        }, {
          "name" : "GetPropertySets",
          "uniqueName" : "GetPropertySets(definition)",
          "returnType" : "java.util.Map",
          "parameters" : [ {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "definition",
            "localizedDescription" : "The property set definition name."
          } ],
          "localizedDescription" : "Retrieves a Map of property sets for the current (or specified) namespace and property set definition name that is keyed by property set name. The size and start index of this list will be within the boundaries of the specified start index and page size specified in the request.",
          "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
          "links" : [ {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
            "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
          }, {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySets(definition)?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySets(definition)",
            "rel" : "self"
          } ]
        }, {
          "name" : "GetPropertySets",
          "uniqueName" : "GetPropertySets(namespace,definition)",
          "returnType" : "java.util.Map",
          "parameters" : [ {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "namespace",
            "localizedDescription" : "The namespace in which the property set definition and property set exists."
          }, {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "definition",
            "localizedDescription" : "The property set definition name."
          } ],
          "localizedDescription" : "Retrieves a Map of property sets for the current (or specified) namespace and property set definition name that is keyed by property set name. The size and start index of this list will be within the boundaries of the specified start index and page size specified in the request.",
          "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
          "links" : [ {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
            "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
          }, {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySets(namespace,definition)?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySets(namespace,definition)",
            "rel" : "self"
          } ]
        } ],
        "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
        "links" : [ {
          "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource",
          "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource?projection={projection}",
          "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
          "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource",
          "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
        }, {
          "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
          "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
          "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
          "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
          "rel" : "self"
        } ]
      },
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource",
      "links" : [ {
        "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResources",
        "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources?projection={projection}",
        "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
        "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources",
        "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
      }, {
        "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource",
        "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource?projection={projection}",
        "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
        "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource",
        "rel" : "self"
      } ]
    } ],
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnections",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionMetadata",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/metadata?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/metadata",
      "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionMetadata"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection",
      "rel" : "self"
    } ]
  } ],
  "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider",
  "links" : [ {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders",
    "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider?projection=details",
    "rel" : "self"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnections",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnections"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections/{connection-name}?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResources",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections/{connection-name}/resources?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResources"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections/{connection-name}/resources/{resource-name}?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections/{connection-name}/resources/{resource-name}/methods?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections/{connection-name}/resources/{resource-name}/methods/{method-name}?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod"
  } ]
}






72.2.1.3 データ・プロバイダの接続に関する情報の取得(GET)


XML


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection?projection=summary
accept-language: en
content-type: application/xml
accept: application/xml
 
Response:
Status Code:200
Content-Length: 3896
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=QGswM25H1GLC61Qvbt08HLfJhfJdN50TSV8lRzWhpvbJG0vFJtSN!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Content-Type: application/xml
Date: Wed, 13 Oct 2010 22:58:47 GMT
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<connection resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection">
  <links>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections"
      rel="urn:oracle:webcenter:parent"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnections" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections?projection={projection}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/metadata"
      rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionMetadata"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionMetadata" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/metadata?projection={projection}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection?projection=summary"
      rel="self"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection?projection={projection}"/>
  </links>
  <name>LocalServerConnection</name>
  <connectionResources resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResources">
    <links>
      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection"
        rel="urn:oracle:webcenter:parent"
        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection?projection={projection}"/>
      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources"
        rel="self"
        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResources" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources?projection={projection}"/>
    </links>
    <items>
      <connectionResource resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource">
        <links>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources"
            rel="urn:oracle:webcenter:parent"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResources" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources?projection={projection}"/>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource"
            rel="self"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource?projection={projection}"/>
        </links>
        <name>GetPropertiesResource</name>
      </connectionResource>
    </items>
  </connectionResources>
</connection>



JSON


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection?projection=summary
accept-language: en
content-type: application/json
accept: application/json
 
Response:
Status Code:200
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=tLqRM27fHTGT9nxHfW1TyHJv3522rhw84Z5RRcymb1dy3pLMFgp6!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json
Date: Wed, 13 Oct 2010 23:07:11 GMT
 
{
  "name" : "LocalServerConnection",
  "connectionResources" : [ {
    "name" : "GetPropertiesResource",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResources",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource",
      "rel" : "self"
    } ]
  } ],
  "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection",
  "links" : [ {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnections",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections",
    "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionMetadata",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/metadata?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/metadata",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionMetadata"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection?projection=summary",
    "rel" : "self"
  } ]
}






72.2.1.4 データ・プロバイダと接続で実行可能なリソースに関する情報の取得(GET)


XML


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource?projection=summary
accept-language: en
content-type: application/xml
accept: application/xml
 
Response:
Status Code:200
Content-Length: 11964
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=6NMkM25Ljb1yWPTMTSyMYksJjhtVKR90BhTv5MvGVjDHCVGyHGQG!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Content-Type: application/xml
Date: Wed, 13 Oct 2010 22:58:48 GMT
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<connectionResource resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource">
  <links>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources"
      rel="urn:oracle:webcenter:parent"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResources" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources?projection={projection}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource?projection=summary"
      rel="self"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource?projection={projection}"/>
  </links>
  <name>GetPropertiesResource</name>
  <resourceMethods resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods">
    <links>
      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource"
        rel="urn:oracle:webcenter:parent"
        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource?projection={projection}"/>
      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods"
        rel="self"
        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}"/>
    </links>
    <items>
      <resourceMethod resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod">
        <links>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods"
            rel="urn:oracle:webcenter:parent"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}"/>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetProperty(namespace,definition,set,property)"
            rel="self"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetProperty(namespace,definition,set,property)?projection={projection}"/>
        </links>
        <name>GetProperty</name>
        <uniqueName>GetProperty(namespace,definition,set,property)</uniqueName>
        <parameters/>
      </resourceMethod>
      <resourceMethod resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod">
        <links>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods"
            rel="urn:oracle:webcenter:parent"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}"/>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetProperty(definition,set,property)"
            rel="self"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetProperty(definition,set,property)?projection={projection}"/>
        </links>
        <name>GetProperty</name>
        <uniqueName>GetProperty(definition,set,property)</uniqueName>
        <parameters/>
      </resourceMethod>
      <resourceMethod resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod">
        <links>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods"
            rel="urn:oracle:webcenter:parent"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}"/>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/execute()"
            rel="self"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/execute()?projection={projection}"/>
        </links>
        <name>execute</name>
        <uniqueName>execute()</uniqueName>
        <parameters/>
      </resourceMethod>
      <resourceMethod resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod">
        <links>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods"
            rel="urn:oracle:webcenter:parent"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}"/>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(definition,set)"
            rel="self"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(definition,set)?projection={projection}"/>
        </links>
        <name>GetPropertySet</name>
        <uniqueName>GetPropertySet(definition,set)</uniqueName>
        <parameters/>
      </resourceMethod>
      <resourceMethod resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod">
        <links>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods"
            rel="urn:oracle:webcenter:parent"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}"/>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(namespace,definition,set)"
            rel="self"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(namespace,definition,set)?projection={projection}"/>
        </links>
        <name>GetPropertySet</name>
        <uniqueName>GetPropertySet(namespace,definition,set)</uniqueName>
        <parameters/>
      </resourceMethod>
      <resourceMethod resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod">
        <links>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods"
            rel="urn:oracle:webcenter:parent"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}"/>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySets(definition)"
            rel="self"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySets(definition)?projection={projection}"/>
        </links>
        <name>GetPropertySets</name>
        <uniqueName>GetPropertySets(definition)</uniqueName>
        <parameters/>
      </resourceMethod>
      <resourceMethod resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod">
        <links>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods"
            rel="urn:oracle:webcenter:parent"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}"/>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySets(namespace,definition)"
            rel="self"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySets(namespace,definition)?projection={projection}"/>
        </links>
        <name>GetPropertySets</name>
        <uniqueName>GetPropertySets(namespace,definition)</uniqueName>
        <parameters/>
      </resourceMethod>
    </items>
  </resourceMethods>
</connectionResource>



JSON


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource?projection=summary
accept-language: en
content-type: application/json
accept: application/json
 
Response:
Status Code:200
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=lP2dM27QwpNKslGK8xd818TLMmBhpdBzcLnZyncLXWLv6BrNjkq8!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json
Date: Wed, 13 Oct 2010 23:07:12 GMT
 
{
  "name" : "GetPropertiesResource",
  "resourceMethods" : {
    "resourceMethods" : [ {
      "name" : "GetProperty",
      "uniqueName" : "GetProperty(namespace,definition,set,property)",
      "parameters" : [ ],
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
      "links" : [ {
        "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
        "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
        "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
        "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
        "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
      }, {
        "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
        "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetProperty(namespace,definition,set,property)?projection={projection}",
        "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
        "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetProperty(namespace,definition,set,property)",
        "rel" : "self"
      } ]
    }, {
      "name" : "GetProperty",
      "uniqueName" : "GetProperty(definition,set,property)",
      "parameters" : [ ],
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
      "links" : [ {
        "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
        "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
        "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
        "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
        "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
      }, {
        "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
        "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetProperty(definition,set,property)?projection={projection}",
        "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
        "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetProperty(definition,set,property)",
        "rel" : "self"
      } ]
    }, {
      "name" : "execute",
      "uniqueName" : "execute()",
      "parameters" : [ ],
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
      "links" : [ {
        "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
        "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
        "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
        "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
        "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
      }, {
        "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
        "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/execute()?projection={projection}",
        "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
        "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/execute()",
        "rel" : "self"
      } ]
    }, {
      "name" : "GetPropertySet",
      "uniqueName" : "GetPropertySet(definition,set)",
      "parameters" : [ ],
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
      "links" : [ {
        "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
        "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
        "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
        "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
        "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
      }, {
        "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
        "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(definition,set)?projection={projection}",
        "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
        "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(definition,set)",
        "rel" : "self"
      } ]
    }, {
      "name" : "GetPropertySet",
      "uniqueName" : "GetPropertySet(namespace,definition,set)",
      "parameters" : [ ],
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
      "links" : [ {
        "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
        "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
        "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
        "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
        "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
      }, {
        "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
        "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(namespace,definition,set)?projection={projection}",
        "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
        "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(namespace,definition,set)",
        "rel" : "self"
      } ]
    }, {
      "name" : "GetPropertySets",
      "uniqueName" : "GetPropertySets(definition)",
      "parameters" : [ ],
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
      "links" : [ {
        "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
        "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
        "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
        "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
        "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
      }, {
        "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
        "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySets(definition)?projection={projection}",
        "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
        "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySets(definition)",
        "rel" : "self"
      } ]
    }, {
      "name" : "GetPropertySets",
      "uniqueName" : "GetPropertySets(namespace,definition)",
      "parameters" : [ ],
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
      "links" : [ {
        "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
        "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
        "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
        "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
        "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
      }, {
        "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
        "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySets(namespace,definition)?projection={projection}",
        "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
        "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySets(namespace,definition)",
        "rel" : "self"
      } ]
    } ],
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
      "rel" : "self"
    } ]
  },
  "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource",
  "links" : [ {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResources",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources",
    "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource?projection=summary",
    "rel" : "self"
  } ]
}






72.2.1.5 データ・プロバイダと接続で実行可能なリソースのメソッド情報の取得(GET)


XML


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(namespace,definition,set)?projection=details
accept-language: en
content-type: application/xml
accept: application/xml
 
Response:
Status Code:200
Content-Length: 2243
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=rnBkM27d8dHMpZT4WdT0CLGythB2hRhQ2yjTmg6rh7BDfB1JTQjL!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Content-Type: application/xml
Date: Wed, 13 Oct 2010 23:07:09 GMT
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<resourceMethod resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod">
  <links>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods"
      rel="urn:oracle:webcenter:parent"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(namespace,definition,set)?projection=details"
      rel="self"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(namespace,definition,set)?projection={projection}"/>
  </links>
  <name>GetPropertySet</name>
  <uniqueName>GetPropertySet(namespace,definition,set)</uniqueName>
  <localizedDescription>Retrieves a property set for the current (or specified) namespace, property set definition name, and property set name. If no namespace, property set definition, or property set exists, null will be returned.</localizedDescription>
  <parameters>
    <parameter>
      <localizedDescription>The namespace in which the property set definition and property set exists.</localizedDescription>
      <name>namespace</name>
      <type>java.lang.String</type>
    </parameter>
    <parameter>
      <localizedDescription>The property set definition name.</localizedDescription>
      <name>definition</name>
      <type>java.lang.String</type>
    </parameter>
    <parameter>
      <localizedDescription>The property set name.</localizedDescription>
      <name>set</name>
      <type>java.lang.String</type>
    </parameter>
  </parameters>
  <returnType>java.util.Map</returnType>
</resourceMethod>



JSON


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(namespace,definition,set)?projection=details
accept-language: en
content-type: application/json
accept: application/json
 
Response:
Status Code:200
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=MD62M27BQLv9jxFR8K1SSXXyL70DwLGd7gpHvMh21xGM9gfppLR2!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json
Date: Wed, 13 Oct 2010 23:07:13 GMT
 
{
  "name" : "GetPropertySet",
  "uniqueName" : "GetPropertySet(namespace,definition,set)",
  "returnType" : "java.util.Map",
  "parameters" : [ {
    "type" : "java.lang.String",
    "name" : "namespace",
    "localizedDescription" : "The namespace in which the property set definition and property set exists."
  }, {
    "type" : "java.lang.String",
    "name" : "definition",
    "localizedDescription" : "The property set definition name."
  }, {
    "type" : "java.lang.String",
    "name" : "set",
    "localizedDescription" : "The property set name."
  } ],
  "localizedDescription" : "Retrieves a property set for the current (or specified) namespace, property set definition name, and property set name. If no namespace, property set definition, or property set exists, null will be returned.",
  "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
  "links" : [ {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
    "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(namespace,definition,set)?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(namespace,definition,set)?projection=details",
    "rel" : "self"
  } ]
}






72.2.1.6 データ・プロバイダの全情報と詳細予測の取得(GET)


XML


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider?projection=details
accept-language: en
content-type: application/xml
accept: application/xml
 
Response:
Status Code:200
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=T5nQM27dHT1yGdzP7yMy25l0QGKDt95kXymntN83tfhT72n1gkcQ!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/xml
Date: Wed, 13 Oct 2010 23:07:09 GMT
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<dataProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider">
  <links>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders"
      rel="urn:oracle:webcenter:parent"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection={projection}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider?projection=details"
      rel="self"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider?projection={projection}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnections"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnections" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections?projection={projection}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections/{connection-name}?projection={projection}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResources"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResources" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections/{connection-name}/resources?projection={projection}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections/{connection-name}/resources/{resource-name}?projection={projection}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections/{connection-name}/resources/{resource-name}/methods?projection={projection}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections/{connection-name}/resources/{resource-name}/methods/{method-name}?projection={projection}"/>
  </links>
  <name>oracle.PropertiesServiceProvider</name>
  <localizedName>Property Service Data Provider</localizedName>
  <localizedDescription>Data provider implementation to integrate the properties service for use in scenarios. </localizedDescription>
  <providerConnections resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnections">
    <links>
      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider"
        rel="urn:oracle:webcenter:parent"
        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider?projection={projection}"/>
      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections"
        rel="self"
        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnections" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections?projection={projection}"/>
    </links>
    <items>
      <providerConnection resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection">
        <links>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections"
            rel="urn:oracle:webcenter:parent"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnections" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections?projection={projection}"/>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/metadata"
            rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionMetadata"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionMetadata" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/metadata?projection={projection}"/>
          <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
            href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection"
            rel="self"
            resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection?projection={projection}"/>
        </links>
        <name>LocalServerConnection</name>
        <connectionResources resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResources">
          <links>
            <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
              href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection"
              rel="urn:oracle:webcenter:parent"
              resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection?projection={projection}"/>
            <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
              href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources"
              rel="self"
              resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResources" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources?projection={projection}"/>
          </links>
          <items>
            <connectionResource resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource">
              <links>
                <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
                  href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources"
                  rel="urn:oracle:webcenter:parent"
                  resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResources" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources?projection={projection}"/>
                <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
                  href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource"
                  rel="self"
                  resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource?projection={projection}"/>
              </links>
              <name>GetPropertiesResource</name>
              <resourceMethods resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods">
                <links>
                  <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
                    href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource"
                    rel="urn:oracle:webcenter:parent"
                    resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource?projection={projection}"/>
                  <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
                    href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods"
                    rel="self"
                    resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}"/>
                </links>
                <items>
                  <resourceMethod resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod">
                    <links>
                      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
                        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods"
                        rel="urn:oracle:webcenter:parent"
                        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}"/>
                      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
                        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetProperty(namespace,definition,set,property)"
                        rel="self"
                        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetProperty(namespace,definition,set,property)?projection={projection}"/>
                    </links>
                    <name>GetProperty</name>
                    <uniqueName>GetProperty(namespace,definition,set,property)</uniqueName>
                    <localizedDescription>Retrieves a property set for the current (or specified) namespace, property set definition name, and property set name, and property name.  If no namespace, property set definition, property set and property exists     null will be returned.</localizedDescription>
                    <parameters>
                      <parameter>
                        <localizedDescription>The namespace in which the property set definition and property set exists.</localizedDescription>
                        <name>namespace</name>
                        <type>java.lang.String</type>
                      </parameter>
                      <parameter>
                        <localizedDescription>The property set definition name.</localizedDescription>
                        <name>definition</name>
                        <type>java.lang.String</type>
                      </parameter>
                      <parameter>
                        <localizedDescription>The property set name.</localizedDescription>
                        <name>set</name>
                        <type>java.lang.String</type>
                      </parameter>
                      <parameter>
                        <localizedDescription>The property name.</localizedDescription>
                        <name>property</name>
                        <type>java.lang.String</type>
                      </parameter>
                    </parameters>
                    <returnType>java.io.Serializable</returnType>
                  </resourceMethod>
                  <resourceMethod resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod">
                    <links>
                      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
                        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods"
                        rel="urn:oracle:webcenter:parent"
                        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}"/>
                      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
                        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetProperty(definition,set,property)"
                        rel="self"
                        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetProperty(definition,set,property)?projection={projection}"/>
                    </links>
                    <name>GetProperty</name>
                    <uniqueName>GetProperty(definition,set,property)</uniqueName>
                    <localizedDescription>Retrieves a property set for the current (or specified) namespace, property set definition name, and property set name, and property name.  If no namespace, property set definition, property set and property exists     null will be returned.</localizedDescription>
                    <parameters>
                      <parameter>
                        <localizedDescription>The property set definition name.</localizedDescription>
                        <name>definition</name>
                        <type>java.lang.String</type>
                      </parameter>
                      <parameter>
                        <localizedDescription>The property set name.</localizedDescription>
                        <name>set</name>
                        <type>java.lang.String</type>
                      </parameter>
                      <parameter>
                        <localizedDescription>The property name.</localizedDescription>
                        <name>property</name>
                        <type>java.lang.String</type>
                      </parameter>
                    </parameters>
                    <returnType>java.io.Serializable</returnType>
                  </resourceMethod>
                  <resourceMethod resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod">
                    <links>
                      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
                        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods"
                        rel="urn:oracle:webcenter:parent"
                        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}"/>
                      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
                        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/execute()"
                        rel="self"
                        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/execute()?projection={projection}"/>
                    </links>
                    <name>execute</name>
                    <uniqueName>execute()</uniqueName>
                    <localizedDescription>This is the default method executed if no method is specified, which currently returns nothing.</localizedDescription>
                    <parameters/>
                    <returnType>java.lang.Object</returnType>
                  </resourceMethod>
                  <resourceMethod resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod">
                    <links>
                      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
                        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods"
                        rel="urn:oracle:webcenter:parent"
                        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}"/>
                      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
                        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(definition,set)"
                        rel="self"
                        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(definition,set)?projection={projection}"/>
                    </links>
                    <name>GetPropertySet</name>
                    <uniqueName>GetPropertySet(definition,set)</uniqueName>
                    <localizedDescription>Retrieves a property set for the current (or specified) namespace, property set definition name, and property set name. If no namespace, property set definition, or property set exists, null will be returned.</localizedDescription>
                    <parameters>
                      <parameter>
                        <localizedDescription>The property set definition name.</localizedDescription>
                        <name>definition</name>
                        <type>java.lang.String</type>
                      </parameter>
                      <parameter>
                        <localizedDescription>The property set name.</localizedDescription>
                        <name>set</name>
                        <type>java.lang.String</type>
                      </parameter>
                    </parameters>
                    <returnType>java.util.Map</returnType>
                  </resourceMethod>
                  <resourceMethod resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod">
                    <links>
                      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
                        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods"
                        rel="urn:oracle:webcenter:parent"
                        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}"/>
                      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
                        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(namespace,definition,set)"
                        rel="self"
                        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(namespace,definition,set)?projection={projection}"/>
                    </links>
                    <name>GetPropertySet</name>
                    <uniqueName>GetPropertySet(namespace,definition,set)</uniqueName>
                    <localizedDescription>Retrieves a property set for the current (or specified) namespace, property set definition name, and property set name. If no namespace, property set definition, or property set exists, null will be returned.</localizedDescription>
                    <parameters>
                      <parameter>
                        <localizedDescription>The namespace in which the property set definition and property set exists.</localizedDescription>
                        <name>namespace</name>
                        <type>java.lang.String</type>
                      </parameter>
                      <parameter>
                        <localizedDescription>The property set definition name.</localizedDescription>
                        <name>definition</name>
                        <type>java.lang.String</type>
                      </parameter>
                      <parameter>
                        <localizedDescription>The property set name.</localizedDescription>
                        <name>set</name>
                        <type>java.lang.String</type>
                      </parameter>
                    </parameters>
                    <returnType>java.util.Map</returnType>
                  </resourceMethod>
                  <resourceMethod resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod">
                    <links>
                      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
                        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods"
                        rel="urn:oracle:webcenter:parent"
                        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}"/>
                      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
                        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySets(definition)"
                        rel="self"
                        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySets(definition)?projection={projection}"/>
                    </links>
                    <name>GetPropertySets</name>
                    <uniqueName>GetPropertySets(definition)</uniqueName>
                    <localizedDescription>Retrieves a Map of property sets for the current (or specified) namespace and property set definition name that is keyed by property set name. The size and start index of this list will be within the boundaries of the specified start index and page size specified in the request.</localizedDescription>
                    <parameters>
                      <parameter>
                        <localizedDescription>The property set definition name.</localizedDescription>
                        <name>definition</name>
                        <type>java.lang.String</type>
                      </parameter>
                    </parameters>
                    <returnType>java.util.Map</returnType>
                  </resourceMethod>
                  <resourceMethod resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod">
                    <links>
                      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
                        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods"
                        rel="urn:oracle:webcenter:parent"
                        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}"/>
                      <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
                        href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySets(namespace,definition)"
                        rel="self"
                        resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySets(namespace,definition)?projection={projection}"/>
                    </links>
                    <name>GetPropertySets</name>
                    <uniqueName>GetPropertySets(namespace,definition)</uniqueName>
                    <localizedDescription>Retrieves a Map of property sets for the current (or specified) namespace and property set definition name that is keyed by property set name. The size and start index of this list will be within the boundaries of the specified start index and page size specified in the request.</localizedDescription>
                    <parameters>
                      <parameter>
                        <localizedDescription>The namespace in which the property set definition and property set exists.</localizedDescription>
                        <name>namespace</name>
                        <type>java.lang.String</type>
                      </parameter>
                      <parameter>
                        <localizedDescription>The property set definition name.</localizedDescription>
                        <name>definition</name>
                        <type>java.lang.String</type>
                      </parameter>
                    </parameters>
                    <returnType>java.util.Map</returnType>
                  </resourceMethod>
                </items>
              </resourceMethods>
            </connectionResource>
          </items>
        </connectionResources>
      </providerConnection>
    </items>
  </providerConnections>
</dataProvider>



JSON


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider?projection=details
accept-language: en
content-type: application/json
accept: application/json
 
Response:
Status Code:200
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=GvbXM27BZxQhPJQqnv9Qmsn1j2G1Lvzhc67hpLp4gnjhjsypnTTm!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json
Date: Wed, 13 Oct 2010 23:07:13 GMT
 
{
  "name" : "oracle.PropertiesServiceProvider",
  "localizedName" : "Property Service Data Provider",
  "localizedDescription" : "Data provider implementation to integrate the properties service for use in scenarios. ",
  "providerConnections" : [ {
    "name" : "LocalServerConnection",
    "connectionResources" : [ {
      "name" : "GetPropertiesResource",
      "resourceMethods" : {
        "resourceMethods" : [ {
          "name" : "GetProperty",
          "uniqueName" : "GetProperty(namespace,definition,set,property)",
          "returnType" : "java.io.Serializable",
          "parameters" : [ {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "namespace",
            "localizedDescription" : "The namespace in which the property set definition and property set exists."
          }, {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "definition",
            "localizedDescription" : "The property set definition name."
          }, {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "set",
            "localizedDescription" : "The property set name."
          }, {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "property",
            "localizedDescription" : "The property name."
          } ],
          "localizedDescription" : "Retrieves a property set for the current (or specified) namespace, property set definition name, and property set name, and property name.  If no namespace, property set definition, property set and property exists\tnull will be returned.",
          "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
          "links" : [ {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
            "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
          }, {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetProperty(namespace,definition,set,property)?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetProperty(namespace,definition,set,property)",
            "rel" : "self"
          } ]
        }, {
          "name" : "GetProperty",
          "uniqueName" : "GetProperty(definition,set,property)",
          "returnType" : "java.io.Serializable",
          "parameters" : [ {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "definition",
            "localizedDescription" : "The property set definition name."
          }, {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "set",
            "localizedDescription" : "The property set name."
          }, {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "property",
            "localizedDescription" : "The property name."
          } ],
          "localizedDescription" : "Retrieves a property set for the current (or specified) namespace, property set definition name, and property set name, and property name.  If no namespace, property set definition, property set and property exists\tnull will be returned.",
          "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
          "links" : [ {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
            "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
          }, {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetProperty(definition,set,property)?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetProperty(definition,set,property)",
            "rel" : "self"
          } ]
        }, {
          "name" : "execute",
          "uniqueName" : "execute()",
          "returnType" : "java.lang.Object",
          "parameters" : [ ],
          "localizedDescription" : "This is the default method executed if no method is specified, which currently returns nothing.",
          "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
          "links" : [ {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
            "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
          }, {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/execute()?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/execute()",
            "rel" : "self"
          } ]
        }, {
          "name" : "GetPropertySet",
          "uniqueName" : "GetPropertySet(definition,set)",
          "returnType" : "java.util.Map",
          "parameters" : [ {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "definition",
            "localizedDescription" : "The property set definition name."
          }, {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "set",
            "localizedDescription" : "The property set name."
          } ],
          "localizedDescription" : "Retrieves a property set for the current (or specified) namespace, property set definition name, and property set name. If no namespace, property set definition, or property set exists, null will be returned.",
          "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
          "links" : [ {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
            "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
          }, {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(definition,set)?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(definition,set)",
            "rel" : "self"
          } ]
        }, {
          "name" : "GetPropertySet",
          "uniqueName" : "GetPropertySet(namespace,definition,set)",
          "returnType" : "java.util.Map",
          "parameters" : [ {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "namespace",
            "localizedDescription" : "The namespace in which the property set definition and property set exists."
          }, {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "definition",
            "localizedDescription" : "The property set definition name."
          }, {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "set",
            "localizedDescription" : "The property set name."
          } ],
          "localizedDescription" : "Retrieves a property set for the current (or specified) namespace, property set definition name, and property set name. If no namespace, property set definition, or property set exists, null will be returned.",
          "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
          "links" : [ {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
            "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
          }, {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(namespace,definition,set)?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySet(namespace,definition,set)",
            "rel" : "self"
          } ]
        }, {
          "name" : "GetPropertySets",
          "uniqueName" : "GetPropertySets(definition)",
          "returnType" : "java.util.Map",
          "parameters" : [ {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "definition",
            "localizedDescription" : "The property set definition name."
          } ],
          "localizedDescription" : "Retrieves a Map of property sets for the current (or specified) namespace and property set definition name that is keyed by property set name. The size and start index of this list will be within the boundaries of the specified start index and page size specified in the request.",
          "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
          "links" : [ {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
            "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
          }, {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySets(definition)?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySets(definition)",
            "rel" : "self"
          } ]
        }, {
          "name" : "GetPropertySets",
          "uniqueName" : "GetPropertySets(namespace,definition)",
          "returnType" : "java.util.Map",
          "parameters" : [ {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "namespace",
            "localizedDescription" : "The namespace in which the property set definition and property set exists."
          }, {
            "type" : "java.lang.String",
            "name" : "definition",
            "localizedDescription" : "The property set definition name."
          } ],
          "localizedDescription" : "Retrieves a Map of property sets for the current (or specified) namespace and property set definition name that is keyed by property set name. The size and start index of this list will be within the boundaries of the specified start index and page size specified in the request.",
          "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
          "links" : [ {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
            "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
          }, {
            "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
            "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySets(namespace,definition)?projection={projection}",
            "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
            "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods/GetPropertySets(namespace,definition)",
            "rel" : "self"
          } ]
        } ],
        "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
        "links" : [ {
          "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource",
          "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource?projection={projection}",
          "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
          "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource",
          "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
        }, {
          "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
          "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods?projection={projection}",
          "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
          "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource/methods",
          "rel" : "self"
        } ]
      },
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource",
      "links" : [ {
        "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResources",
        "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources?projection={projection}",
        "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
        "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources",
        "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
      }, {
        "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource",
        "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource?projection={projection}",
        "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
        "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/resources/GetPropertiesResource",
        "rel" : "self"
      } ]
    } ],
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnections",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionMetadata",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/metadata?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection/metadata",
      "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionMetadata"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider/connections/LocalServerConnection",
      "rel" : "self"
    } ]
  } ],
  "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider",
  "links" : [ {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders",
    "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProvider",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders/oracle.PropertiesServiceProvider?projection=details",
    "rel" : "self"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnections",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnections"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections/{connection-name}?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:providerConnection"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResources",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections/{connection-name}/resources?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResources"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections/{connection-name}/resources/{resource-name}?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:connectionResource"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections/{connection-name}/resources/{resource-name}/methods?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethods"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/{namespace}/dataProviders/{provider-name}/connections/{connection-name}/resources/{resource-name}/methods/{method-name}?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:resourceMethod"
  } ]
}








72.2.2 ファンクション・プロバイダ管理APIの使用

この項では、コンダクタのファンクション・プロバイダAPIの使用例を示します。内容は次のとおりです。

	
第72.2.2.1項「ファンクション・プロバイダのコレクションの取得(GET)」


	
第72.2.2.2項「単一のファンクション・プロバイダのメタデータの取得(GET)」






72.2.2.1 ファンクション・プロバイダのコレクションの取得(GET)


XML


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection=summary
accept-language: en
content-type: application/xml
accept: application/xml
 
Response:
Status Code:200
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=1NxqM2GHfPhT6VydXnQctrgCJ7FmxMLD3pPrRCgPrCLGRJGk9Rk5!2098846330; path=/wcps; HttpOnly
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/xml
Date: Wed, 13 Oct 2010 23:51:35 GMT
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<functionProviders resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders">
  <links>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection=summary"
      rel="self"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
  </links>
  <items>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/agfunction:filterRecsByScore"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/agfunction:filterRecsByScore?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>agfunction</category>
      <example>${agfunction:filterRecsByScore(recommendations,cutoffScore)}</example>
      <localizedDescription>Filter out Recommendations whose score is &gt;= the input score</localizedDescription>
      <name>filterRecsByScore</name>
      <parameters/>
      <returnType>oracle.wcps.activity.agrest.spy.jaxb.Recommendations</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/agfunction:getCMISLinksFromCommonItems"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/agfunction:getCMISLinksFromCommonItems?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>agfunction</category>
      <example>${agfunction:getCMISLinksFromCommonItems(results)}</example>
      <localizedDescription>Return a List of URLs representing the common items as CMIS objects</localizedDescription>
      <name>getCMISLinksFromCommonItems</name>
      <parameters/>
      <returnType>java.util.List</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/agfunction:getCMISLinksFromRecommendations"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/agfunction:getCMISLinksFromRecommendations?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>agfunction</category>
      <example>${agfunction:getCMISLinksFromRecommendations(recommendations)}</example>
      <localizedDescription>Return a List of URLs representing the CMIS objects</localizedDescription>
      <name>getCMISLinksFromRecommendations</name>
      <parameters/>
      <returnType>java.util.List</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/agfunction:getContentIDs"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/agfunction:getContentIDs?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>agfunction</category>
      <example>${agfunction:getContentIDs(agResults)}</example>
      <localizedDescription>Extract content IDs from input objects.  Includes content of all types (WC.document, WC.wiki)</localizedDescription>
      <name>getContentIDs</name>
      <parameters/>
      <returnType>java.util.List</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/agfunction:getContentIDsFiltered"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/agfunction:getContentIDsFiltered?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>agfunction</category>
      <example>${agfunction:getContentIDsFiltered(agResults,excludeClassURN)}</example>
      <localizedDescription>Extract content IDs from input objects</localizedDescription>
      <name>getContentIDsFiltered</name>
      <parameters/>
      <returnType>java.util.List</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:atomAsCMISObjects"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:atomAsCMISObjects?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>cmisfunction</category>
      <example>${cmisfunction:atomAsCMISObjects(atomFeed)}</example>
      <localizedDescription>ATOM feed as List&lt;CMISObject&gt;</localizedDescription>
      <name>atomAsCMISObjects</name>
      <parameters/>
      <returnType>java.util.List</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:atomAsEntries"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:atomAsEntries?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>cmisfunction</category>
      <example>${cmisfunction:atomAsEntries(atomFeed)}</example>
      <localizedDescription>ATOM feed as  List&lt;org.apache.abdera.model.Entry&gt;</localizedDescription>
      <name>atomAsEntries</name>
      <parameters/>
      <returnType>java.util.List</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:atomAsFeed"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:atomAsFeed?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>cmisfunction</category>
      <example>${cmisfunction:atomAsFeed(atomFeed)}</example>
      <localizedDescription>ATOM feed as  org.apache.abdera.model.Feed</localizedDescription>
      <name>atomAsFeed</name>
      <parameters/>
      <returnType>org.apache.abdera.model.Feed</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:atomAsStreamUrls"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:atomAsStreamUrls?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>cmisfunction</category>
      <example>${cmisfunction:atomAsStreamUrls(atomFeed)}</example>
      <localizedDescription>ATOM feed as List&lt;String&gt; of URLs</localizedDescription>
      <name>atomAsStreamUrls</name>
      <parameters/>
      <returnType>java.util.List</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:getCMISQueryForDocIDs"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:getCMISQueryForDocIDs?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>cmisfunction</category>
      <example>${cmisfunction:getCMISQueryForDocIDs(repository,ids)}</example>
      <localizedDescription>Construct a CMIS query in the form of 'IN' query syntax that will retrieve the documents for the array of input doc IDs.</localizedDescription>
      <name>getCMISQueryForDocIDs</name>
      <parameters/>
      <returnType>java.lang.String</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:getCMISQueryForDocIDsFromFullID"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:getCMISQueryForDocIDsFromFullID?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>cmisfunction</category>
      <example>${cmisfunction:getCMISQueryForDocIDsFromFullID(ids)}</example>
      <localizedDescription>Construct a CMIS query in the form of 'IN' query syntax that will retrieve the documents for the array of input doc IDs.</localizedDescription>
      <name>getCMISQueryForDocIDsFromFullID</name>
      <parameters/>
      <returnType>java.lang.String</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/collections:append"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/collections:append?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>collections</category>
      <example>${collections:append(collection,item)}</example>
      <localizedDescription>Appends </localizedDescription>
      <name>append</name>
      <parameters/>
      <returnType>java.util.Collection</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/collections:new"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/collections:new?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>collections</category>
      <example>${collections:new()}</example>
      <localizedDescription>Creates and returns a new collection.</localizedDescription>
      <name>new</name>
      <parameters/>
      <returnType>java.util.Collection</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/collections:sort"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/collections:sort?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>collections</category>
      <example>${collections:sort(list)}</example>
      <localizedDescription>Sorts the provided collection.</localizedDescription>
      <name>sort</name>
      <parameters/>
      <returnType>void</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/connectionsQA:getSampleConfig"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/connectionsQA:getSampleConfig?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>connectionsQA</category>
      <example>${connectionsQA:getSampleConfig(scenarioContext,connectionName)}</example>
      <localizedDescription>Retrieves a sample configuration by name.</localizedDescription>
      <name>getSampleConfig</name>
      <parameters/>
      <returnType>oracle.wcps.test.providers.sample.SampleConnectionConfigImpl</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/connectionsQA:getSampleConfigs"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/connectionsQA:getSampleConfigs?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>connectionsQA</category>
      <example>${connectionsQA:getSampleConfigs(scenarioContext)}</example>
      <localizedDescription>Retrieves all sample connection configurations for the current namespace.</localizedDescription>
      <name>getSampleConfigs</name>
      <parameters/>
      <returnType>java.util.List</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/connectionsQA:removeSampleConfig"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/connectionsQA:removeSampleConfig?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>connectionsQA</category>
      <example>${connectionsQA:removeSampleConfig(scenarioContext,connectionName)}</example>
      <localizedDescription>Removes a sample configuration with the specified name in the current namespace.</localizedDescription>
      <name>removeSampleConfig</name>
      <parameters/>
      <returnType>void</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/connectionsQA:saveSampleConfig"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/connectionsQA:saveSampleConfig?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>connectionsQA</category>
      <example>${connectionsQA:saveSampleConfig(scenarioContext,connectionName,samplePropertyValue)}</example>
      <localizedDescription>Creates or saves a sample configuration.</localizedDescription>
      <name>saveSampleConfig</name>
      <parameters/>
      <returnType>oracle.wcps.test.providers.sample.SampleConnectionConfigImpl</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/magiceightball:response"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/magiceightball:response?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>magiceightball</category>
      <example>${magiceightball:response(scenarioContext,responses)}</example>
      <localizedDescription>Provides clairvoyant responses to all your questions</localizedDescription>
      <name>response</name>
      <parameters/>
      <returnType>java.lang.String</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/security:getUserRoles"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/security:getUserRoles?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>security</category>
      <example>${security:getUserRoles()}</example>
      <localizedDescription>Returns an array of roles/groups that is part of the current subject.</localizedDescription>
      <name>getUserRoles</name>
      <parameters/>
      <returnType>java.util.List</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/security:isUserInRole"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/security:isUserInRole?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>security</category>
      <example>${security:isUserInRole(role)}</example>
      <localizedDescription>Determines if the current user is a member in the specified role or group name (role).</localizedDescription>
      <name>isUserInRole</name>
      <parameters/>
      <returnType>boolean</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/test:complexType"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/test:complexType?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>test</category>
      <example>${test:complexType(arg0,arg1)}</example>
      <localizedDescription>Demonstrates how to return a complex type.</localizedDescription>
      <name>complexType</name>
      <parameters/>
      <returnType>oracle.wcps.test.providers.functions.ComplexType</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/test:complexTypeList"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/test:complexTypeList?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>test</category>
      <example>${test:complexTypeList(arg0)}</example>
      <localizedDescription>Demonstrates how to return a list of complex types.</localizedDescription>
      <name>complexTypeList</name>
      <parameters/>
      <returnType>java.util.List</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/test:complexTypeMap"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/test:complexTypeMap?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>test</category>
      <example>${test:complexTypeMap(arg0)}</example>
      <localizedDescription>Demonstrates how to return a map of complex types.</localizedDescription>
      <name>complexTypeMap</name>
      <parameters/>
      <returnType>java.util.Map</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/test:concat"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/test:concat?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>test</category>
      <example>${test:concat(arg0,arg1)}</example>
      <localizedDescription>Demonstrates how to return a complex type.</localizedDescription>
      <name>concat</name>
      <parameters/>
      <returnType>java.lang.String</returnType>
    </functionProvider>
    <functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/test:sleep"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/test:sleep?projection={projection}"/>
      </links>
      <category>test</category>
      <example>${test:sleep(arg0)}</example>
      <localizedDescription>Pauses the current thread for the specified number of milliseconds.</localizedDescription>
      <name>sleep</name>
      <parameters/>
      <returnType>void</returnType>
    </functionProvider>
  </items>
</functionProviders>



JSON


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection=summary
accept-language: en
content-type: application/json
accept: application/json
 
Response:
Status Code:200
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=Q9VFM2GLn2ny2CxbKvxKXYbYTMT4zvJ3QMgP2DzxH0GSkfct76cC!2098846330; path=/wcps; HttpOnly
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json
Date: Wed, 13 Oct 2010 23:51:36 GMT
 
{
  "functionProviders" : [ {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "filterRecsByScore",
    "returnType" : "oracle.wcps.activity.agrest.spy.jaxb.Recommendations",
    "category" : "agfunction",
    "example" : "${agfunction:filterRecsByScore(recommendations,cutoffScore)}",
    "localizedDescription" : "Filter out Recommendations whose score is >= the input score",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/agfunction:filterRecsByScore?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/agfunction:filterRecsByScore",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "getCMISLinksFromCommonItems",
    "returnType" : "java.util.List",
    "category" : "agfunction",
    "example" : "${agfunction:getCMISLinksFromCommonItems(results)}",
    "localizedDescription" : "Return a List of URLs representing the common items as CMIS objects",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/agfunction:getCMISLinksFromCommonItems?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/agfunction:getCMISLinksFromCommonItems",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "getCMISLinksFromRecommendations",
    "returnType" : "java.util.List",
    "category" : "agfunction",
    "example" : "${agfunction:getCMISLinksFromRecommendations(recommendations)}",
    "localizedDescription" : "Return a List of URLs representing the CMIS objects",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/agfunction:getCMISLinksFromRecommendations?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/agfunction:getCMISLinksFromRecommendations",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "getContentIDs",
    "returnType" : "java.util.List",
    "category" : "agfunction",
    "example" : "${agfunction:getContentIDs(agResults)}",
    "localizedDescription" : "Extract content IDs from input objects.  Includes content of all types (WC.document, WC.wiki)",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/agfunction:getContentIDs?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/agfunction:getContentIDs",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "getContentIDsFiltered",
    "returnType" : "java.util.List",
    "category" : "agfunction",
    "example" : "${agfunction:getContentIDsFiltered(agResults,excludeClassURN)}",
    "localizedDescription" : "Extract content IDs from input objects",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/agfunction:getContentIDsFiltered?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/agfunction:getContentIDsFiltered",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "atomAsCMISObjects",
    "returnType" : "java.util.List",
    "category" : "cmisfunction",
    "example" : "${cmisfunction:atomAsCMISObjects(atomFeed)}",
    "localizedDescription" : "ATOM feed as List<CMISObject>",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:atomAsCMISObjects?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:atomAsCMISObjects",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "atomAsEntries",
    "returnType" : "java.util.List",
    "category" : "cmisfunction",
    "example" : "${cmisfunction:atomAsEntries(atomFeed)}",
    "localizedDescription" : "ATOM feed as  List<org.apache.abdera.model.Entry>",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:atomAsEntries?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:atomAsEntries",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "atomAsFeed",
    "returnType" : "org.apache.abdera.model.Feed",
    "category" : "cmisfunction",
    "example" : "${cmisfunction:atomAsFeed(atomFeed)}",
    "localizedDescription" : "ATOM feed as  org.apache.abdera.model.Feed",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:atomAsFeed?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:atomAsFeed",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "atomAsStreamUrls",
    "returnType" : "java.util.List",
    "category" : "cmisfunction",
    "example" : "${cmisfunction:atomAsStreamUrls(atomFeed)}",
    "localizedDescription" : "ATOM feed as List<String> of URLs",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:atomAsStreamUrls?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:atomAsStreamUrls",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "getCMISQueryForDocIDs",
    "returnType" : "java.lang.String",
    "category" : "cmisfunction",
    "example" : "${cmisfunction:getCMISQueryForDocIDs(repository,ids)}",
    "localizedDescription" : "Construct a CMIS query in the form of 'IN' query syntax that will retrieve the documents for the array of input doc IDs.",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:getCMISQueryForDocIDs?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:getCMISQueryForDocIDs",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "getCMISQueryForDocIDsFromFullID",
    "returnType" : "java.lang.String",
    "category" : "cmisfunction",
    "example" : "${cmisfunction:getCMISQueryForDocIDsFromFullID(ids)}",
    "localizedDescription" : "Construct a CMIS query in the form of 'IN' query syntax that will retrieve the documents for the array of input doc IDs.",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:getCMISQueryForDocIDsFromFullID?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/cmisfunction:getCMISQueryForDocIDsFromFullID",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "append",
    "returnType" : "java.util.Collection",
    "category" : "collections",
    "example" : "${collections:append(collection,item)}",
    "localizedDescription" : "Appends ",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/collections:append?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/collections:append",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "new",
    "returnType" : "java.util.Collection",
    "category" : "collections",
    "example" : "${collections:new()}",
    "localizedDescription" : "Creates and returns a new collection.",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/collections:new?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/collections:new",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "sort",
    "returnType" : "void",
    "category" : "collections",
    "example" : "${collections:sort(list)}",
    "localizedDescription" : "Sorts the provided collection.",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/collections:sort?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/collections:sort",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "getSampleConfig",
    "returnType" : "oracle.wcps.test.providers.sample.SampleConnectionConfigImpl",
    "category" : "connectionsQA",
    "example" : "${connectionsQA:getSampleConfig(scenarioContext,connectionName)}",
    "localizedDescription" : "Retrieves a sample configuration by name.",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/connectionsQA:getSampleConfig?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/connectionsQA:getSampleConfig",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "getSampleConfigs",
    "returnType" : "java.util.List",
    "category" : "connectionsQA",
    "example" : "${connectionsQA:getSampleConfigs(scenarioContext)}",
    "localizedDescription" : "Retrieves all sample connection configurations for the current namespace.",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/connectionsQA:getSampleConfigs?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/connectionsQA:getSampleConfigs",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "removeSampleConfig",
    "returnType" : "void",
    "category" : "connectionsQA",
    "example" : "${connectionsQA:removeSampleConfig(scenarioContext,connectionName)}",
    "localizedDescription" : "Removes a sample configuration with the specified name in the current namespace.",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/connectionsQA:removeSampleConfig?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/connectionsQA:removeSampleConfig",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "saveSampleConfig",
    "returnType" : "oracle.wcps.test.providers.sample.SampleConnectionConfigImpl",
    "category" : "connectionsQA",
    "example" : "${connectionsQA:saveSampleConfig(scenarioContext,connectionName,samplePropertyValue)}",
    "localizedDescription" : "Creates or saves a sample configuration.",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/connectionsQA:saveSampleConfig?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/connectionsQA:saveSampleConfig",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "response",
    "returnType" : "java.lang.String",
    "category" : "magiceightball",
    "example" : "${magiceightball:response(scenarioContext,responses)}",
    "localizedDescription" : "Provides clairvoyant responses to all your questions",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/magiceightball:response?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/magiceightball:response",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "getUserRoles",
    "returnType" : "java.util.List",
    "category" : "security",
    "example" : "${security:getUserRoles()}",
    "localizedDescription" : "Returns an array of roles/groups that is part of the current subject.",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/security:getUserRoles?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/security:getUserRoles",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "isUserInRole",
    "returnType" : "boolean",
    "category" : "security",
    "example" : "${security:isUserInRole(role)}",
    "localizedDescription" : "Determines if the current user is a member in the specified role or group name (role).",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/security:isUserInRole?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/security:isUserInRole",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "complexType",
    "returnType" : "oracle.wcps.test.providers.functions.ComplexType",
    "category" : "test",
    "example" : "${test:complexType(arg0,arg1)}",
    "localizedDescription" : "Demonstrates how to return a complex type.",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/test:complexType?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/test:complexType",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "complexTypeList",
    "returnType" : "java.util.List",
    "category" : "test",
    "example" : "${test:complexTypeList(arg0)}",
    "localizedDescription" : "Demonstrates how to return a list of complex types.",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/test:complexTypeList?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/test:complexTypeList",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "complexTypeMap",
    "returnType" : "java.util.Map",
    "category" : "test",
    "example" : "${test:complexTypeMap(arg0)}",
    "localizedDescription" : "Demonstrates how to return a map of complex types.",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/test:complexTypeMap?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/test:complexTypeMap",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "concat",
    "returnType" : "java.lang.String",
    "category" : "test",
    "example" : "${test:concat(arg0,arg1)}",
    "localizedDescription" : "Demonstrates how to return a complex type.",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/test:concat?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/test:concat",
      "rel" : "self"
    } ]
  }, {
    "parameters" : [ ],
    "name" : "sleep",
    "returnType" : "void",
    "category" : "test",
    "example" : "${test:sleep(arg0)}",
    "localizedDescription" : "Pauses the current thread for the specified number of milliseconds.",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/test:sleep?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/test:sleep",
      "rel" : "self"
    } ]
  } ],
  "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
  "links" : [ {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection=summary",
    "rel" : "self"
  } ]
}






72.2.2.2 単一のファンクション・プロバイダのメタデータの取得(GET)


XML


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/collections:append?projection=details
accept-language: en
content-type: application/xml
accept: application/xml
 
Response:
Status Code:200
Content-Length: 1433
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=xf4NM2GL2yrTY3QPCZ591Ht8h7MVTSW9GGzR6Tm12WtFLvD0vnng!2098846330; path=/wcps; HttpOnly
Content-Type: application/xml
Date: Wed, 13 Oct 2010 23:51:36 GMT
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<functionProvider resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider">
  <links>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
      rel="urn:oracle:webcenter:parent"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/collections:append?projection=details"
      rel="self"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/collections:append?projection={projection}"/>
  </links>
  <category>collections</category>
  <example>${collections:append(collection,item)}</example>
  <localizedDescription>Appends </localizedDescription>
  <name>append</name>
  <parameters>
    <parameter>
      <localizedDescription>The collection to append to.</localizedDescription>
      <name>collection</name>
      <type>java.util.Collection</type>
    </parameter>
    <parameter>
      <localizedDescription>The item or object to append.</localizedDescription>
      <name>item</name>
      <type>java.lang.Object</type>
    </parameter>
  </parameters>
  <returnType>java.util.Collection</returnType>
</functionProvider>



JSON


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/collections:append?projection=details
accept-language: en
content-type: application/json
accept: application/json
 
Response:
Status Code:200
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=BCz3M2GJWQnS3jQV1DvMsJynJXGnlJ6MrmrST4qxm8L7NxbgJh9T!2098846330; path=/wcps; HttpOnly
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json
Date: Wed, 13 Oct 2010 23:51:37 GMT
 
{
  "parameters" : [ {
    "type" : "java.util.Collection",
    "name" : "collection",
    "localizedDescription" : "The collection to append to."
  }, {
    "type" : "java.lang.Object",
    "name" : "item",
    "localizedDescription" : "The item or object to append."
  } ],
  "name" : "append",
  "returnType" : "java.util.Collection",
  "category" : "collections",
  "example" : "${collections:append(collection,item)}",
  "localizedDescription" : "Appends ",
  "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
  "links" : [ {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
    "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProvider",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/collections:append?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders/collections:append?projection=details",
    "rel" : "self"
  } ]
}








72.2.3 ネームスペース管理APIの使用

この項では、コンダクタのネームスペース管理APIの使用例を示します。内容は次のとおりです。

	
第72.2.3.1項「ネームスペースのコレクションの取得(GET)」


	
第72.2.3.2項「単一のネームスペースの取得(GET)」


	
第72.2.3.3項「ネームスペースの作成(POST)」


	
第72.2.3.4項「ネームスペースの削除(DELETE)」






72.2.3.1 ネームスペースのコレクションの取得(GET)


XML


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces?startIndex=0&itemsPerPage=10
accept-language: en
content-type: application/xml
accept: application/xml
 
Response:
Status Code:200
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=JVqNM0HGTxxrXJJsy2cLCPjRTqJzDQ6pFytMMNy3JQTph671rTC2!-1838429496; path=/wcps; HttpOnly
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/xml
Date: Tue, 12 Oct 2010 20:40:06 GMT
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<namespaces resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:namespaces">
  <links>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/resourceIndex"
      rel="urn:oracle:webcenter:parent" resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:resourceIndex"/>
    <link
      capabilities="urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:create"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces?startIndex=0&amp;itemsPerPage=10"
      rel="self" resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:namespaces" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces?startIndex={startIndex}&amp;itemsPerPage={itemsPerPage}"/>
  </links>
  <items>
    <namespace resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:namespace">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent" resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:namespaces"/>
        <link
          capabilities="urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:delete"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/JDEV"
          rel="self" resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:namespace"/>
        <link
          capabilities="urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:create"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/JDEV/scenarios"
          rel="urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadatas"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadatas" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/JDEV/scenarios?tag={tag}&amp;projection={projection}&amp;startIndex={startIndex}&amp;itemsPerPage={itemsPerPage}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/JDEV/dataProviders"
          rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/JDEV/dataProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/JDEV/functionProviders"
          rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/JDEV/functionProviders?projection={projection}"/>
      </links>
      <name>JDEV</name>
    </namespace>
    <namespace resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:namespace">
      <links>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces"
          rel="urn:oracle:webcenter:parent" resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:namespaces"/>
        <link
          capabilities="urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:delete"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle"
          rel="self" resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:namespace"/>
        <link
          capabilities="urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:create"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios"
          rel="urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadatas"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadatas" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios?tag={tag}&amp;projection={projection}&amp;startIndex={startIndex}&amp;itemsPerPage={itemsPerPage}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders"
          rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection={projection}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
          rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
      </links>
      <name>Oracle</name>
    </namespace>
  </items>
</namespaces>



JSON


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces?startIndex=0&itemsPerPage=10
accept-language: en
content-type: application/json
accept: application/json
 
Response:
Status Code:200
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=3yvMM0HLChkXHS7R2VGn4F6lFKHwTGP2NwjC2Lf7J2jpvLTW9GvV!-1838429496; path=/wcps; HttpOnly
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json
Date: Tue, 12 Oct 2010 20:40:11 GMT
 
{
  "namespaces" : [ {
    "name" : "JDEV",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:namespace",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:namespaces",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:namespace",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:delete",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/JDEV",
      "rel" : "self"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadatas",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/JDEV/scenarios?tag={tag}&projection={projection}&startIndex={startIndex}&itemsPerPage={itemsPerPage}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:create",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/JDEV/scenarios",
      "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadatas"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/JDEV/dataProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/JDEV/dataProviders",
      "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/JDEV/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/JDEV/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders"
    } ]
  }, {
    "name" : "Oracle",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:namespace",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:namespaces",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces",
      "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:namespace",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:delete",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle",
      "rel" : "self"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadatas",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios?tag={tag}&projection={projection}&startIndex={startIndex}&itemsPerPage={itemsPerPage}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:create",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios",
      "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadatas"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders",
      "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
      "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders"
    } ]
  }],
  "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:namespaces",
  "links" : [ {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:resourceIndex",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/resourceIndex",
    "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:namespaces",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces?startIndex={startIndex}&itemsPerPage={itemsPerPage}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:create",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces?startIndex=0&itemsPerPage=10",
    "rel" : "self"
  } ]
}






72.2.3.2 単一のネームスペースの取得(GET)


XML


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle
accept-language: en
content-type: application/json
accept: application/json
 
Response:
Status Code:200
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=qzMqM0HMPYBlKQGMJvnQMS4rxXS4Jn1QnBjW850G1vnSjt4lHbLy!-1838429496; path=/wcps; HttpOnly
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json
Date: Tue, 12 Oct 2010 20:40:12 GMT
 
{
  "name" : "Oracle",
  "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:namespace",
  "links" : [ {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:namespaces",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces",
    "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:namespace",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:delete",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle",
    "rel" : "self"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadatas",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios?tag={tag}&projection={projection}&startIndex={startIndex}&itemsPerPage={itemsPerPage}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:create",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadatas"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders"
  } ]
}



JSON


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle
accept-language: en
content-type: application/json
accept: application/json
 
Response:
Status Code:200
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=qzMqM0HMPYBlKQGMJvnQMS4rxXS4Jn1QnBjW850G1vnSjt4lHbLy!-1838429496; path=/wcps; HttpOnly
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json
Date: Tue, 12 Oct 2010 20:40:12 GMT
 
{
  "name" : "Oracle",
  "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:namespace",
  "links" : [ {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:namespaces",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces",
    "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:namespace",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:delete",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle",
    "rel" : "self"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadatas",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios?tag={tag}&projection={projection}&startIndex={startIndex}&itemsPerPage={itemsPerPage}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:create",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadatas"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders"
  } ]
}






72.2.3.3 ネームスペースの作成(POST)


XML


Request:
POST http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces?startIndex=0&itemsPerPage=10
accept-language: en
content-type: application/xml
accept: application/xml
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<namespace resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:namespace">
  <name>Oracle</name>
</namespace>
 
Response:
Status Code:201
Content-Length: 1753
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=RW6QM0HF5x2KLvNSZJVncTpSXbl1rKY3tTfXyH94yY6Qv6ddGJkY!-1838429496; path=/wcps; HttpOnly
Content-Type: application/xml
Location: http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle
Date: Tue, 12 Oct 2010 20:40:05 GMT
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<namespace resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:namespace">
  <links>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces"
      rel="urn:oracle:webcenter:parent" resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:namespaces"/>
    <link
      capabilities="urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:delete"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle"
      rel="self" resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:namespace"/>
    <link
      capabilities="urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:create"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios"
      rel="urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadatas"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadatas" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios?tag={tag}&amp;projection={projection}&amp;startIndex={startIndex}&amp;itemsPerPage={itemsPerPage}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders"
      rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection={projection}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders"
      rel="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}"/>
  </links>
  <name>Oracle</name>
</namespace>



JSON


Request:
POST http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces?startIndex=0&itemsPerPage=10
accept-language: en
content-type: application/json
accept: application/json
 
{
  "name" : "Oracle",
  "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:namespace"
}
 
Response:
Status Code:201
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=xh18M0HKT86f4y1bWqZnBmzHXvNnvh0p7y9RLTmQfbRQC3fh79gx!-1838429496; path=/wcps; HttpOnly
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json
Location: http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle
Date: Tue, 12 Oct 2010 20:40:10 GMT
 
{
  "name" : "Oracle",
  "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:namespace",
  "links" : [ {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:namespaces",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces",
    "rel" : "urn:oracle:webcenter:parent"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:namespace",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:delete",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle",
    "rel" : "self"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadatas",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios?tag={tag}&projection={projection}&startIndex={startIndex}&itemsPerPage={itemsPerPage}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:create",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadatas"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/dataProviders",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:dataProviders"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders?projection={projection}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/functionProviders",
    "rel" : "urn:oracle:wcps:conductor:provider:functionProviders"
  } ]
}






72.2.3.4 ネームスペースの削除(DELETE)


XML/JSON


Request:
DELETE http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle
accept-language: en
content-type: application/xml
accept: application/xml
 
Response:
Status Code:204
Content-Length: 0
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Connection: close
Set-Cookie: JSESSIONID=SMctM0HJxYxSvkMszjrfpl5zJ3Q0v25NhB7QPRTnJFLmd1tK1hYC!-1838429496; path=/wcps; HttpOnly
Date: Tue, 12 Oct 2010 20:40:09 GMT








72.2.4 シナリオ管理APIの使用

この項では、コンダクタのシナリオ管理APIの使用例を示します。内容は次のとおりです。

	
第72.2.4.1項「シナリオのコレクションの取得(GET)」


	
第72.2.4.2項「単一のシナリオの取得(GET)」


	
第72.2.4.3項「シナリオの作成(POST)」


	
第72.2.4.4項「シナリオの更新(PUT)」


	
第72.2.4.5項「シナリオの削除(DELETE)」


	
第72.2.4.6項「シナリオの実行(POST)」






72.2.4.1 シナリオのコレクションの取得(GET)


XML


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios?projection=summary&startIndex=0&itemsPerPage=10
accept-language: en
content-type: application/xml
accept: application/xml
 
Response:
Status Code:200
Content-Length: 1915
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=LJq1M1TGZp7fClyTJ2wggGczv2r8N0X1jsPYlg8kpGFWwGMvrQsM!21637120; path=/wcps; HttpOnly
Content-Type: application/xml
Date: Wed, 13 Oct 2010 15:43:02 GMT
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<scenarioMetadatas
  resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadatas"
  xmlns:ns2="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/common/1.0.0" xmlns:ns3="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/scenarios/1.0.0">
  <links>
    <link
      capabilities="urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:create"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios?projection=summary&amp;startIndex=0&amp;itemsPerPage=10"
      rel="self"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadatas" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios?tag={tag}&amp;projection={projection}&amp;startIndex={startIndex}&amp;itemsPerPage={itemsPerPage}"/>
  </links>
  <items>
    <scenarioMetadata resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadata">
      <links>
        <link
          capabilities="urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:update urn:oracle:restframework:delete urn:oracle:restframework:execute"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World"
          rel="self"
          resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadata" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello World?projection={projection}&amp;startIndex={startIndex}&amp;itemsPerPage={itemsPerPage}"/>
        <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
          href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World/definition"
          rel="alternate" resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:scenario"/>
      </links>
      <status>PUBLISHED</status>
      <createdAuthor>weblogic</createdAuthor>
      <createdDateTime>2010-10-13T09:43:01.617-06:00</createdDateTime>
      <updatedAuthor>weblogic</updatedAuthor>
      <updatedDateTime>2010-10-13T09:43:01.617-06:00</updatedDateTime>
      <scenario>
        <comments/>
        <name>Hello World</name>
        <tags/>
        <input-parameters/>
      </scenario>
    </scenarioMetadata>
  </items>
</scenarioMetadatas>



JSON


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios?projection=summary&startIndex=0&itemsPerPage=10
accept-language: en
content-type: application/json
accept: application/json
 
Response:
Status Code:200
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=0VBvM2ZMwfWC6bPnZ8QDWv7q4h7WhmTMPvb0Lyc9n8t0lnyTtGLy!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json
Date: Wed, 13 Oct 2010 20:39:40 GMT
 
{
  "scenarioMetadatas" : [ {
    "scenario" : {
      "tags" : [ ],
      "inputParameters" : [ ],
      "name" : "Hello World",
      "comments" : "This scenario returns a Hello World string."
    },
    "status" : "PUBLISHED",
    "createdAuthor" : "weblogic",
    "createdDateTime" : "2010-10-13T14:39:40.103-0600",
    "updatedAuthor" : "weblogic",
    "updatedDateTime" : "2010-10-13T14:39:40.103-0600",
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadata",
    "links" : [ {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadata",
      "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello World?projection={projection}&startIndex={startIndex}&itemsPerPage={itemsPerPage}",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:update urn:oracle:restframework:delete urn:oracle:restframework:execute",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World",
      "rel" : "self"
    }, {
      "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenario",
      "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
      "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World/definition",
      "rel" : "alternate"
    } ]
  } ],
  "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadatas",
  "links" : [ {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadatas",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios?tag={tag}&projection={projection}&startIndex={startIndex}&itemsPerPage={itemsPerPage}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:create",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios?projection=summary&startIndex=0&itemsPerPage=10",
    "rel" : "self"
  } ]
}






72.2.4.2 単一のシナリオの取得(GET)


XML


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World?projection=details&startIndex=0&itemsPerPage=10
accept-language: en
content-type: application/xml
accept: application/xml
 
Response:
Status Code:200
Content-Length: 1725
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=mS7LM2hYbWDd8xvmKYGSGVLXJ2qYDTXNGLy3lqknyp8fYStlBQNT!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Content-Type: application/xml
Date: Wed, 13 Oct 2010 20:45:44 GMT
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<scenarioMetadata
  resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadata"
  xmlns:ns2="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/common/1.0.0" xmlns:ns3="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/scenarios/1.0.0">
  <links>
    <link
      capabilities="urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:update urn:oracle:restframework:delete urn:oracle:restframework:execute"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World?projection=details&amp;startIndex=0&amp;itemsPerPage=10"
      rel="self"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadata" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello World?projection={projection}&amp;startIndex={startIndex}&amp;itemsPerPage={itemsPerPage}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World/definition"
      rel="alternate" resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:scenario"/>
  </links>
  <status>PUBLISHED</status>
  <createdAuthor>weblogic</createdAuthor>
  <createdDateTime>2010-10-13T14:45:42.525-06:00</createdDateTime>
  <updatedAuthor>weblogic</updatedAuthor>
  <updatedDateTime>2010-10-13T14:45:42.525-06:00</updatedDateTime>
  <scenario>
    <comments>This scenario returns a Hello World string.</comments>
    <body>
      <return>
        <comments>This is what is returned by the scenario.  A static string with the input parameter embedded.</comments>
        <expression>Hello World with input '${input}'!</expression>
      </return>
    </body>
    <name>Hello World</name>
    <tags>
      <tag>hello</tag>
      <tag>world</tag>
    </tags>
    <input-parameters>
      <parameter required="true">input</parameter>
    </input-parameters>
  </scenario>
</scenarioMetadata>



JSON


Request:
GET http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World?projection=details&startIndex=0&itemsPerPage=10
accept-language: en
content-type: application/json
accept: application/json
 
Response:
Status Code:200
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=LJnKM2hppVQL9ph88JWCymz8M1TQqcQjSbD03zJQ9z6yyT314Zy4!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json
Date: Wed, 13 Oct 2010 20:45:50 GMT
 
{
  "scenario" : {
    "tags" : [ "hello", "world" ],
    "inputParameters" : [ {
      "value" : "input",
      "required" : true
    } ],
    "name" : "Hello World",
    "body" : {
      "statements" : [ {
        "concreteType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenario:schema:return",
        "expression" : "Hello World with input '${input}'!",
        "comments" : "This is what is returned by the scenario.  A static string with the input parameter embedded."
      } ]
    },
    "comments" : "This scenario returns a Hello World string."
  },
  "status" : "PUBLISHED",
  "createdAuthor" : "weblogic",
  "createdDateTime" : "2010-10-13T14:45:48.681-0600",
  "updatedAuthor" : "weblogic",
  "updatedDateTime" : "2010-10-13T14:45:48.681-0600",
  "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadata",
  "links" : [ {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadata",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello World?projection={projection}&startIndex={startIndex}&itemsPerPage={itemsPerPage}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:update urn:oracle:restframework:delete urn:oracle:restframework:execute",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World?projection=details&startIndex=0&itemsPerPage=10",
    "rel" : "self"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenario",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World/definition",
    "rel" : "alternate"
  } ]
}






72.2.4.3 シナリオの作成(POST)


XML


Request:
POST http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios?projection=details&startIndex=0&itemsPerPage=10
accept-language: en
content-type: application/xml
accept: application/xml
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<scenarioMetadata
  resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadata"
  xmlns:ns2="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/common/1.0.0" xmlns:ns3="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/scenarios/1.0.0">
  <scenario>
    <comments>This scenario returns a Hello World string.</comments>
    <body>
      <return>
        <comments>This is what is returned by the scenario.  A static string with the input parameter embedded.</comments>
        <expression>Hello World with input '${input}'!</expression>
      </return>
    </body>
    <name>Hello World</name>
    <tags>
      <tag>hello</tag>
      <tag>world</tag>
    </tags>
    <input-parameters>
      <parameter required="true">input</parameter>
    </input-parameters>
  </scenario>
</scenarioMetadata>
 
Response:
Status Code:201
Content-Length: 1669
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=L41NM2hW6p8FtvJmjRxKkZNF2LJnnY4JhGJCT1xDG4prwf1T1g3D!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Content-Type: application/xml
Location: http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World
Date: Wed, 13 Oct 2010 20:45:42 GMT
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<scenarioMetadata
  resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadata"
  xmlns:ns2="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/common/1.0.0" xmlns:ns3="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/scenarios/1.0.0">
  <links>
    <link
      capabilities="urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:update urn:oracle:restframework:delete urn:oracle:restframework:execute"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World"
      rel="self"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadata" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello World?projection={projection}&amp;startIndex={startIndex}&amp;itemsPerPage={itemsPerPage}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World/definition"
      rel="alternate" resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:scenario"/>
  </links>
  <status>PUBLISHED</status>
  <createdAuthor>weblogic</createdAuthor>
  <createdDateTime>2010-10-13T14:45:42.525-06:00</createdDateTime>
  <updatedAuthor>weblogic</updatedAuthor>
  <updatedDateTime>2010-10-13T14:45:42.525-06:00</updatedDateTime>
  <scenario>
    <comments>This scenario returns a Hello World string.</comments>
    <body>
      <return>
        <comments>This is what is returned by the scenario.  A static string with the input parameter embedded.</comments>
        <expression>Hello World with input '${input}'!</expression>
      </return>
    </body>
    <name>Hello World</name>
    <tags>
      <tag>hello</tag>
      <tag>world</tag>
    </tags>
    <input-parameters>
      <parameter required="true">input</parameter>
    </input-parameters>
  </scenario>
</scenarioMetadata>



JSON


Request:
POST http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios?projection=details&startIndex=0&itemsPerPage=10
accept-language: en
content-type: application/json
accept: application/json
 
{
  "scenario" : {
    "tags" : [ "hello", "world" ],
    "inputParameters" : [ {
      "value" : "input",
      "required" : true
    } ],
    "name" : "Hello World",
    "body" : {
      "statements" : [ {
        "concreteType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenario:schema:return",
        "expression" : "Hello World with input '${input}'!",
        "comments" : "This is what is returned by the scenario.  A static string with the input parameter embedded."
      } ]
    },
    "comments" : "This scenario returns a Hello World string."
  },
  "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadata"
}
 
Response:
Status Code:201
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=XrT7M2hcNRzpmCKF7SxPNs9phBvfPlsnffy98nRLDL8G52wHwd1y!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json
Location: http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World
Date: Wed, 13 Oct 2010 20:45:48 GMT
 
{
  "scenario" : {
    "tags" : [ "hello", "world" ],
    "inputParameters" : [ {
      "value" : "input",
      "required" : true
    } ],
    "name" : "Hello World",
    "body" : {
      "statements" : [ {
        "concreteType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenario:schema:return",
        "expression" : "Hello World with input '${input}'!",
        "comments" : "This is what is returned by the scenario.  A static string with the input parameter embedded."
      } ]
    },
    "comments" : "This scenario returns a Hello World string."
  },
  "status" : "PUBLISHED",
  "createdAuthor" : "weblogic",
  "createdDateTime" : "2010-10-13T14:45:48.681-0600",
  "updatedAuthor" : "weblogic",
  "updatedDateTime" : "2010-10-13T14:45:48.681-0600",
  "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadata",
  "links" : [ {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadata",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello World?projection={projection}&startIndex={startIndex}&itemsPerPage={itemsPerPage}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:update urn:oracle:restframework:delete urn:oracle:restframework:execute",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World",
    "rel" : "self"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenario",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World/definition",
    "rel" : "alternate"
  } ]
}






72.2.4.4 シナリオの更新(PUT)


XML


Request:
PUT http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World?projection=details&startIndex=0&itemsPerPage=10
accept-language: en
content-type: application/xml
accept: application/xml
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<scenarioMetadata
  resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadata"
  xmlns:ns2="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/common/1.0.0" xmlns:ns3="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/scenarios/1.0.0">
  <scenario>
    <comments>This scenario returns a Hello World string.</comments>
    <body>
      <assign-variable>
        <variable>initVariable</variable>
        <expression>Hello World with input '${input}'!</expression>
      </assign-variable>
      <return>
        <comments>This is what is returned by the scenario.  A static string with the input parameter embedded.</comments>
        <expression>${initVariable}</expression>
      </return>
    </body>
    <name>Hello World</name>
    <tags>
      <tag>hello</tag>
      <tag>world</tag>
    </tags>
    <input-parameters>
      <parameter required="true">input</parameter>
    </input-parameters>
  </scenario>
</scenarioMetadata>
 
Response:
Status Code:200
Content-Length: 1777
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=CnGYM2hYBBJ2hNPGLkcDG1WWvhP41gBDvBsCwmKpdHvtCJtQL67L!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Content-Type: application/xml
Date: Wed, 13 Oct 2010 20:45:44 GMT
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<scenarioMetadata
  resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadata"
  xmlns:ns2="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/common/1.0.0" xmlns:ns3="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/scenarios/1.0.0">
  <links>
    <link
      capabilities="urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:update urn:oracle:restframework:delete urn:oracle:restframework:execute"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World"
      rel="self"
      resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadata" template="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello World?projection={projection}&amp;startIndex={startIndex}&amp;itemsPerPage={itemsPerPage}"/>
    <link capabilities="urn:oracle:restframework:read"
      href="http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World/definition"
      rel="alternate" resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:scenario"/>
  </links>
  <status>PUBLISHED</status>
  <createdAuthor>weblogic</createdAuthor>
  <createdDateTime>2010-10-13T14:45:42.525-06:00</createdDateTime>
  <updatedAuthor>weblogic</updatedAuthor>
  <updatedDateTime>2010-10-13T14:45:44.471-06:00</updatedDateTime>
  <scenario>
    <comments>This scenario returns a Hello World string.</comments>
    <body>
      <assign-variable>
        <variable>initVariable</variable>
        <expression>Hello World with input '${input}'!</expression>
      </assign-variable>
      <return>
        <comments>This is what is returned by the scenario.  A static string with the input parameter embedded.</comments>
        <expression>${initVariable}</expression>
      </return>
    </body>
    <name>Hello World</name>
    <tags>
      <tag>hello</tag>
      <tag>world</tag>
    </tags>
    <input-parameters>
      <parameter required="true">input</parameter>
    </input-parameters>
  </scenario>
</scenarioMetadata>



JSON


Request:
PUT http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World?projection=details&startIndex=0&itemsPerPage=10
accept-language: en
content-type: application/json
accept: application/json
 
{
  "scenario" : {
    "tags" : [ "hello", "world" ],
    "inputParameters" : [ {
      "value" : "input",
      "required" : true
    } ],
    "name" : "Hello World",
    "body" : {
      "statements" : [ {
        "concreteType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenario:schema:variable-assignment",
        "expression" : "Hello World with input '${input}'!",
        "variable" : "initVariable"
      }, {
        "concreteType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenario:schema:return",
        "expression" : "${initVariable}",
        "comments" : "This is what is returned by the scenario.  A static string with the input parameter embedded."
      } ]
    },
    "comments" : "This scenario returns a Hello World string."
  },
  "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadata"
}
 
Response:
Status Code:200
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=sJBGM2hpTwwM7l3Q7HNnQ8lDpjkqQvkJy4h1Wr11KJFx1gd2XDSY!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json
Date: Wed, 13 Oct 2010 20:45:50 GMT
 
{
  "scenario" : {
    "tags" : [ "hello", "world" ],
    "inputParameters" : [ {
      "value" : "input",
      "required" : true
    } ],
    "name" : "Hello World",
    "body" : {
      "statements" : [ {
        "concreteType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenario:schema:variable-assignment",
        "expression" : "Hello World with input '${input}'!",
        "variable" : "initVariable"
      }, {
        "concreteType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenario:schema:return",
        "expression" : "${initVariable}",
        "comments" : "This is what is returned by the scenario.  A static string with the input parameter embedded."
      } ]
    },
    "comments" : "This scenario returns a Hello World string."
  },
  "status" : "PUBLISHED",
  "createdAuthor" : "weblogic",
  "createdDateTime" : "2010-10-13T14:45:48.681-0600",
  "updatedAuthor" : "weblogic",
  "updatedDateTime" : "2010-10-13T14:45:50.533-0600",
  "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadata",
  "links" : [ {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenarioMetadata",
    "template" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello World?projection={projection}&startIndex={startIndex}&itemsPerPage={itemsPerPage}",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read urn:oracle:restframework:update urn:oracle:restframework:delete urn:oracle:restframework:execute",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World",
    "rel" : "self"
  }, {
    "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:scenario",
    "capabilities" : "urn:oracle:restframework:read",
    "href" : "http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World/definition",
    "rel" : "alternate"
  } ]
}






72.2.4.5 シナリオの削除(DELETE)


XML/JSON


Request:
DELETE http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World?projection=details&startIndex=0&itemsPerPage=10
accept-language: en
content-type: application/xml
accept: application/xml
 
Response:
Status Code:204
Content-Length: 0
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Connection: close
Set-Cookie: JSESSIONID=nyKyM2WdGDL6v6Qsgpn335Vgzs5b7vnS417p9dcTgGrlv3736mmm!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Date: Wed, 13 Oct 2010 20:28:45 GMT






72.2.4.6 シナリオの実行(POST)


XML


Request:
POST http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World?projection=details&startIndex=0&itemsPerPage=10
accept-language: en
content-type: application/xml
accept: application/xml
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<parameters>
  <parameter>
    <name>input</name>
    <value>input parameter value</value>
  </parameter>
</parameters>
 
Response:
Status Code:200
Content-Length: 348
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=FlFzM2WchrvP59qBJdbSQldb7TvPQPyRj1HsvJJPCQhKrj7z6zs8!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Content-Type: application/xml
Date: Wed, 13 Oct 2010 20:28:44 GMT
 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<conductorExecutionResults resourceType="urn:oracle:wcps:conductor:genericType">
  <results xmlns:xs="http://www.w3.org/2001/XMLSchema"
    xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" xsi:type="xs:string">Hello World with input 'input parameter value'!</results>
</conductorExecutionResults>



JSON


Request:
POST http://localhost:7001/wcps/api/conductor/namespaces/Oracle/scenarios/Hello%20World?projection=details&startIndex=0&itemsPerPage=10
accept-language: en
content-type: application/json
accept: application/json
 
{
  "parameters" : [ {
    "name" : "input",
    "value" : "input parameter value"
  } ]
}
 
Response:
Status Code:200
X-Powered-By: Servlet/2.5 JSP/2.1
Set-Cookie: JSESSIONID=fhJpM2hf45WSGZl3dwwBnMhCkxPbQwQTF9GLZ15QFc42ZQyVKLcj!822326988; path=/wcps; HttpOnly
Transfer-Encoding: chunked
Content-Type: application/json
Date: Wed, 13 Oct 2010 20:45:51 GMT
 
{
  "results" : "Hello World with input 'input parameter value'!",
  "resourceType" : "urn:oracle:wcps:conductor:genericType"
}










72.3 ELを使用したデータ統合クライアント・サービスのコール

式言語(EL)式を使用すると、WebページやJava Server Faces環境などのリモート・クライアントからデータ統合サービスをコールできます。たとえば、ELを使用して、データ統合シナリオをWebCenter Portal内のページに適用できます。データ統合ELの詳細は、第G.11項「パーソナライズに関連するEL」を参照してください。

この項には次のサブセクションが含まれます:

	
第72.3.1項「JSFページからのデータ統合クライアント・サービスのコール」


	
第72.3.2項「JSPページからのデータ統合クライアント・サービスのコール」


	
第72.3.3項「データ統合コンテキスト・オブジェクトのメソッド・リファレンス」


	
第72.3.4項「シングル・サインオンの有効化」






72.3.1 JSFページからのデータ統合クライアント・サービスのコール

P13NContextは、Java Server Facesのコンテキストによって自動的に宣言およびインスタンス化される、セッション内にスコープ指定されたマネージドBeanであり、次のELとともに使用されます。


#{p13nContext}



コンダクタのコンテキストへのアクセス

リモート・コンダクタ・サービスには、次の方法でアクセスできます。


#{p13nContext.conductor["<UrlOrConnectionName>"]}


UrlOrConnectionNameは、コンダクタのリソース索引のURL (http://localhost:7001/wcps/api/conductor/resourceIndexなど)またはconnections.xml (JDeveloperまたはWebCenter環境内でのみ使用可能です)内に指定された接続名です。

接続名defaultを指定した場合、Conductorで始まる最初の接続名が取得されます。例:


#{p13nContext.conductor['default'].namespaces['myNamespace'].scenario['myScenario'].results} 



プロパティ・サービスのコンテキストへのアクセス

リモート・プロパティ・サービスには、次の方法でアクセスできます。


#{p13nContext.properties["<UrlOrConnectionName>"]}


UrlOrConnectionNameは、プロパティ・サービスのリソース索引のURL (http://localhost:7001/wcps/api/property/resourceIndexなど)またはconnections.xml (JDeveloperまたはWebCenter環境内でのみ使用可能です)内に指定された接続名です。

接続名defaultを指定した場合、Propertiesで始まる最初の接続名が取得されます。例:


#{p13nContext.properties['default'].namespaces['myNamespace'].setDefinitions['MyPropertySetDefinition'].sets['MyPropertySet'].results['MyPropertyName']} 



リクエストのスコープに合わせたクライアント・サービスの構成

データ統合サービス・クライアントでは、セッションのスコープではなくリクエストのスコープを使用することが必要になる場合があります。これを行うには、次の例のように、アプリケーションのfaces-config内でカスタム・マネージドBeanを構成します。


<managed-bean>
    <managed-bean-name>myP13nContext</managed-bean-name>
    <managed-bean-class>oracle.wcps.client.PersonalizationContext
 </managed-bean-class>
    <managed-bean-scope>request</managed-bean-scope>
</managed-bean>






72.3.2 JSPページからのデータ統合クライアント・サービスのコール

データ統合クライアントは

JSPページとともに使用でき、その方法はJava Server Facesページ内で使用する場合と類似しています(第72.3.1項「JSFページからのデータ統合クライアント・サービスのコール」を参照)。ただし、次の例のように、<jsp:useBean>を使用してBeanを登録する必要があります。


<jsp:useBean id="p13nContext" class="oracle.wcps.client.PersonalizationContext" scope="session"/>
<c:out value="${p13nContext.conductor['http://weblogic:webl0gic@localhost:7001/wcps/api/conductor'].namespaces['default'].scenario['my_scenario_name'].withInput['question=Does JSP work?'].results}"/>


Beanの状態をクリアする場合、次のようなスクリプトレット・コードを<jsp:useBean>文の後に配置してこれを呼び出すことができます。


<jsp:scriptlet>((oracle.wcps.client.PersonalizationContext)session.getAttribute("p13nContext")).reset();</jsp:scriptlet>






72.3.3 データ統合コンテキスト・オブジェクトのメソッド・リファレンス

表72-2に、データ統合コンテキスト・オブジェクトのメソッドを示します。


表72-2 データ統合コンテキスト・オブジェクトのメソッド・リファレンス

	メソッド名	説明	例
	
reset

	
起動元のコンテキスト・オブジェクトの状態をクリアします。

	

#{p13nContext.reset}
 #{p13nContext.conductor['ConductorConnection'].reset}
#{p13nContext.conductor['ConductorConnection'].namespaces['MyNamespace'].reset}
#{p13nContext.properties['PropertiesConnection'].namespaces['MyNamespace'].setDefinitions['MyPropertySetDefinition'].set['MyPropertySet'].reset} 


	
update

	
フォームにバインドされている場合、設定されているプロパティを新しい値で更新します。このメソッドは、PropertySetContextにのみ適用されます。

注意: このメソッドは、フォーム・ベースのアクションの一部としてのみコールできます。

	

#{p13nContext.properties['PropertiesConnection'].namespaces['MyNamespace'].setDefinitions['MyPropertySetDefinition'].set['MyPropertySet'].update} 


	
results

	
コンテキスト・オブジェクトの結果を取得します。

PropertySetContextに対しては、プロパティ・セットを、名前とプロパティ・セット定義により(存在する場合)取得します。

ScenarioExecutionContextとParameterizedScenarioExecutionContextに対しては、シナリオの結果を取得します。

	

#{p13nContext.properties['PropertiesConnection'].namespaces['MyNamespace'].setDefinitions['MyPropertySetDefinition'].set['MyPropertySet'].results}
#{p13nContext.conductor['ConductorConnection'].namespaces['MyNamespace'].scenario['MyScenario'].results}
#{p13nContext.conductor['ConductorConnection'].namespaces['MyNamespace'].scenario['MyScenario'].withInput['input1=val1;input2=value2;input3=value3'].results} 


	
withInput

	
入力パラメータで指定された名前のシナリオを実行します。入力パラメータは、次の形式に従っている必要があります。

<paramOne>=<valueOne>;<paramTwo>=<valueTwo>;<paramThree>=<valueThree>

各パラメータ名および値は、セミコロンで区切ります。このメソッドは、ScenarioExecutionContextにのみ適用されます。

	

#{p13nContext.conductor['ConductorConnection'].namespaces['MyNamespace'].scenario['MyScenario'].withInput['input1=val1;input2=value2;input3=value3'].results} 


	
isError

	
現在のコンテキスト・オブジェクトでエラーが発生したかどうかを判断します。PropertySetContextおよびScenarioExecutionContextにのみ適用されます。

	

#{p13nContext.conductor['ConductorConnection'].namespaces[myManagedBean.namespace].scenario[myManagedBean.scenario].isError}
#{p13nContext.properties['PropertiesConnection'].namespaces['MyNamespace'].setDefinitions['MyPropertySetDefinition'].set['MyPropertySet'].isError}  


	
errorMessage

	
現在のコンテキスト・オブジェクトでエラーが発生した場合は、エラー・メッセージを返します。PropertySetContextおよびScenarioExecutionContextにのみ適用されます。

	

#{p13nContext.conductor['ConductorConnection'].namespaces[myManagedBean.namespace].scenario[myManagedBean.scenario].errorMessage}
#{p13nContext.properties['PropertiesConnection'].namespaces['MyNamespace'].setDefinitions['MyPropertySetDefinition'].set['MyPropertySet'].errorMessage}  












72.3.4 シングル・サインオンの有効化

シングル・サインオンを有効化するには、JSF環境とJSP環境の両方からHttpServletRequestにアクセスできる必要があります。javax.servlet.Filter (PersonalizationFilter)の実装によって、ThreadLocalにHttpServletRequestが配置されるため、次の例のように、クライアント内でのアクセスが実現します。


<filter>
     <description>Personalization Filter for staging client-side objects.</description>
     <filter-name>PersonalizationFilter</filter-name>
     <filter-class>oracle.wcps.client.PersonalizationFilter</filter-class>
</filter>
    
<filter-mapping>
     <filter-name>PersonalizationFilter</filter-name>
     <url-pattern>/*</url-pattern>
     <dispatcher>REQUEST</dispatcher>
</filter-mapping>


このフィルタは、wcps-services-client-web-lib内で自動的に構成されます。














22 コンポーザ・コンポーネントのデフォルトのセキュリティ動作の変更


この章では、コンポーザ・コンポーネントのデフォルトのセキュリティ動作をオーバーライドする方法について説明します。

この章の内容は次のとおりです。

	
第22.1項「カスタマイズ・ポリシーの定義によるコンポーネント・レベルの制限の適用」


	
第22.2項「セキュリティ・ロールの使用によるコンポーネント・インスタンス・レベルのカスタマイズ制限の適用: 例」


	
第22.3項「customizationAllowed属性を使用したタグ・レベルのセキュリティの適用」


	
第22.4項「属性レベルのセキュリティの適用」


	
第22.5項「Panel CustomizableおよびShow Detailコンポーネント・アクションでのアクション・レベルの制限の適用」


	
第22.6項「タスク・フローのセキュリティの実装」


	
第22.7項「コンポーザのデフォルト・セキュリティ・ポリシーのオーバーライド」


	
第22.8項「コンポーザのコンポーネント・セキュリティでの問題のトラブルシューティング」






22.1 カスタマイズ・ポリシーの定義によるコンポーネント・レベルの制限の適用

デフォルトで、MDSはページ・コンポーネントのアプリケーション・カスタマイズを制限します。つまり、ユーザーは実行時にコンポーネントまたはその属性をカスタマイズできません。アプリケーション・カスタマイズを有効にするには、コンポーネントおよびその属性のデフォルト制限を解除する必要があります。Page Customizableコンポーネントをページに追加し、それにコンテンツを移入する場合、Page Customizableおよびそのすべての子コンポーネントのデフォルトのカスタマイズ制限が解除されます。ただし、Page Customizableコンポーネントがテンプレートの一部である場合などのインスタンスによっては、コンポーネントおよびその属性のアプリケーション・カスタマイズを明示的に許可する必要がある場合があります。この項では、コンポーネントおよびその属性にMDSのタイプ・レベルの制限またはインスタンス・レベルの制限を適用する方法について説明します。

この項には次のサブセクションが含まれます:

	
第22.1.1項「タイプ・レベルのカスタマイズ・ポリシーの定義方法」


	
第22.1.2項「インスタンス・レベルのカスタマイズ・ポリシーの定義方法」







	
注意:

ページ・テンプレートを使用したカスタマイズ可能ページの作成の詳細は、第18.1.7項「カスタマイズ可能ページを作成するページ・テンプレートの作成方法」を参照してください。









22.1.1 タイプ・レベルのカスタマイズ・ポリシーの定義方法

コンポーネントにタイプ・レベルの制限を適用する場合は、そのコンポーネントのすべてのインスタンスが制限されます。これは、ユーザーの特定の集合のみに特定のコンポーネントまたはその属性の編集を許可し、他のすべてのユーザーにそれの編集を制限する場合に便利です。たとえば、ページ作成者またはアプリケーション管理者のみに実行時のページ・レイアウトの変更を許可する場合は、タイプ・レベルの制限をLayout Customizableコンポーネントに対して定義し、adminロールを有するユーザーのみにこのコンポーネントの編集を可能にできます。

スタンドアロンXMLファイルのコンポーネントおよびその属性に対してタイプ・レベルの制限を有効化し、このファイルをadf-config.xmlファイルのmds-configセクションまたはmds-config.xmlファイルに登録できます。スタンドアロンXMLファイルには、カスタマイズ制限を指定する必要があるタイプに一致する注釈が含まれています。

mds-config.xmlファイルをアプリケーションのMETA-INFディレクトリに作成し、スタンドアロン・ファイルをmds-config.xmlファイルに登録できます。

選択したコンポーネントまたは属性のアプリケーション・カスタマイズをタイプ・レベルで可能にするには:

	
standalone.xmlなど、XMLドキュメントを作成して次のコードを追加し、太字のテキストを適切な値に置き換えます。


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?> 
<grammarMetadata xmlns="http://xmlns.oracle.com/bali/xml/metadata"
                 xmlns:mds="http://xmlns.oracle.com/mds"
                 namespace="tag_namespace">
  <elementMetadata elementName="component_name">
    <mds:customizationAllowed>true</mds:customizationAllowed>
      <attributeMetadata attributeName="attribute_name">
        <mds:customizationAllowedBy>security_roles</mds:customizationAllowedBy>
      </attributeMetadata>
  </elementMetadata>
</grammarMetadata>


<customizationAllowedBy>タグを使用できるのは一度のみです。宣言の一部に、許可されるポリシーの空白区切りのリストとして、複数の値を指定できます。特定のユーザーまたはロールに対してアプリケーション・カスタマイズを有効または無効にするには、そのユーザーまたはロールをMDSセッションのカスタマイズ・ポリシーに含める必要があります。詳細は、第22.2.3項「カスタマイズ・ポリシーを含めるためのSessionOptionsオブジェクトのカスタマイズ方法」を参照してください。

<customizationAllowed>タグは、値にブールを使用します。このタグの値がtrueの場合は、継承されたその他のカスタマイズ・ポリシーで許可されていれば、指定されたコンポーネントを誰でもカスタマイズできることを意味します。

同じオブジェクトが<customizationAllowed>false</customizationAllowed>でタグ付けされている場合には、<customizationAllowedBy>タグは機能しません。また、カスタマイズは、オブジェクト・ツリーの最上位レベルで許可される必要があります。そうしない場合は、デフォルトの動作で、カスタマイズを下位レベルで許可しないことが指定されます。


	
次のいずれかの方法で、このXMLファイルを登録します。

XMLファイルをadf-config.xmlファイルに登録するには、次の形式を使用してtype-config要素をmds-configセクション内に追加します。


<mds-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/mds/config">
  <type-config>
    <standalone-definitions>
      <classpath>File_Path/standalone.xml</classpath>
    </standalone-definitions>
  </type-config>
</mds-config>


mds-config.xmlファイルをアプリケーションのMETA-INFフォルダに作成し、次の形式でtype-config要素をファイルのmds-component-configセクション内に追加します。


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" ?>
<mds-component-config version="11.1.1.000" xmlns="http://xmlns.oracle.com/mds/config">
  <type-config>
    <standalone-definitions>
      <classpath>File_Path/standalone.xml</classpath>
    </standalone-definitions>
  </type-config>
</mds-component-config>


	
スタンドアロン・ファイルおよび関連付けられたXSDを共有ライブラリJARファイルで使用可能にします。そうしないと、MDSでそれらがロードされません。

実行時に、MDSでは、META-INFディレクトリ内のすべてのmds-configインスタンスが検索され、スタンドアロン・ファイルで指定されたすべてのカスタマイズ制限がロードされます。









22.1.2 インスタンス・レベルのカスタマイズ・ポリシーの定義方法

インスタンス・レベルの制限は、コンポーネントの特定インスタンスのカスタマイズを許可または制限する場合に便利です。インスタンス・レベルのカスタマイズ・ポリシーのコードは、タイプ・レベルのポリシー定義で使用されるコードと似ています。ただし、インスタンス・レベルのポリシーは、タイプ・レベルのポリシーをオーバーライドします。つまり、インスタンス・レベルの制限では、タイプからの制限に関係なく、trueが保持されます。たとえば、ログイン・ページ、およびユーザー・プリファレンス・ページなどの他のページで、いくつかのUI要素があるフォームを使用している場合は、ユーザーに、ログイン・ページ上以外のフォームのすべてのインスタンスをカスタマイズすることを許可できます。このためには、タイプ・レベルでフォームのカスタマイズを許可して、ログイン・ページ内のインスタンスにのみカスタマイズを制限できます。

コンポーネントまたはその属性のカスタマイズをインスタンス・レベルで可能にできます。コンポーネント・レベルでカスタマイズ制限を適用するには、JDeveloperで、コンポーネントのcustomizationAllowedおよびcustomizationAllowedBy属性を設定できます(第22.1.1項「タイプ・レベルのカスタマイズ・ポリシーの定義方法」を参照)。コンポーネントの属性に制限を適用するには、この項で説明した手順を実行します。

コンポーネント属性のためのインスタンス・レベルのポリシーはRDFファイルで定義します。RDFファイルはMDSによって取得され、ポリシーが実装されます。

インスタンス・レベルのカスタマイズ・ポリシーを定義するには:

	
JSPXファイルと同じ名前で、拡張子RDFを使用して、RDFファイル(main.jspx.rdfなど)を作成します。

このファイルはapplication_home/project/public_html/mdssys/mdxフォルダに作成します。このフォルダ構造にRDFファイルを作成すると、MDSによりファイルが取得され、ここで定義したポリシーが実装されます。


	
コンポーネントの属性に制限を適用するには、次の形式でタグを含めます。


tag_id(xmlns(tag_prefix=tag_namespace))/@tag_prefix:attribute_name


次の例は、Go Image Linkコンポーネント、およびCommand Buttonコンポーネントのtext属性に制限を適用する方法を示しています。


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<rdf:RDF xmlns:rdf="http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#"
xmlns:dc="http://purl.org/dc/elements/1.1/">
<rdf:Description rdf:about="/"/>
<!-- Opens the customization on a tag with ID 'gil1'.  -->
<rdf:Description rdf:about="gil1">
  <customizationAllowed xmlns="http://xmlns.oracle.com/mds">false</customizationAllowed>
</rdf:Description>
 
<!-- Restricts customizations on a commandButton component's 'text' attribute. -->
<rdf:Description rdf:about="cb1/@text">
  <customizationAllowed xmlns="http://xmlns.oracle.com/mds">false</customizationAllowed>
</rdf:Description>




実行時に、これらのポリシーが読み取られ、それに応じてアーチファクトのカスタマイズも可能になります。








22.2 セキュリティ・ロールの使用によるコンポーネント・インスタンス・レベルのカスタマイズ制限の適用: 例

この項では、様々なユーザー・ロールおよび責任に基づいて、特定のコンポーネント機能へのアクセスを制限するためにどのようにコンポーネント・レベルの制限を使用できるかを説明します。特に、インスタンス・レベルのカスタマイズ制限をPanel Customizableコンポーネントに適用して、adminロールを有するユーザーのみにカスタマイズ・アクセスを提供する方法を説明します。つまり、adminロールを有するユーザーが実行時にシステムにログインする場合、ユーザーはインスタンス・レベルのカスタマイズが適用されたPanel Customizableをカスタマイズできます。

コンポーザのプロパティ・インスペクタでは、Panel Customizableのプロパティは、admin権限がないユーザーには表示されません。制限されたコンポーネントでは、「編集」アイコンまたはメニュー・アイテムは無効です。これらのユーザーは、適用された制限のため、どのMovable BoxもPanel Customizableにドロップできません。また、このPanel Customizable内のShow Detail Frameを再配置できません。

ユーザー・ロールに基づいて機能を制限することは、カスタマイズ制限を適用するための1つの方法です。コンポーネント機能へのアクセスを有効化または制限するために、ロール・ベースの結果を提供するExpression Language式(EL)を使用することもできます。




	
注意:

MDSのカスタマイズ制限は、SplitterおよびshowDetailItemなどのADF Facesコンポーネントではなく、Panel Customizable、Show Detail FrameおよびLayout Customizableコンポーネントによってのみネイティブで受け入れられます。







この項には次のサブセクションが含まれます:

	
第22.2.1項「ADFセキュリティの構成方法」


	
第22.2.2項「jazn-data.xmlファイルでのロールおよび付与権限の定義方法」


	
第22.2.3項「カスタマイズ・ポリシーを含めるためのSessionOptionsオブジェクトのカスタマイズ方法」


	
第22.2.4項「コンポーザでの実装の登録方法」


	
第22.2.5項「WebCenterComposerFilterの構成方法」


	
第22.2.6項「インスタンス・レベルのカスタマイズ制限の適用方法」


	
第22.2.7項「実行時の処理」






22.2.1 ADFセキュリティの構成方法

インスタンス・レベルのカスタマイズ制限を適用する前に、ADFセキュリティを使用してアプリケーションを保護する必要があります。詳細は、第74.3項「ADFセキュリティの構成」を参照してください。






22.2.2 jazn-data.xmlファイルでのロールおよび付与権限の定義方法

前の項では、実行時に、adminロールを有するユーザーのみがPanel Customizableのすべての機能にアクセスして、その属性をカスタマイズできるよう、Panel Customizableコンポーネントにカスタマイズ制限が適用されます。

この項では、adminおよびcustomerという2つのロールが作成され、両方のユーザーにページ権限が付与されます。adminロールを有するユーザーは、Panel Customizable (panelCustomizable1)コンポーネントをカスタマイズできます。ただし、前の項で適用したカスタマイズ制限のため、customerロールを有するユーザーはpanelCustomizable1をカスタマイズする権限がなく、これらのユーザーはpanelCustomizable1のすべての機能は使用できません。

jazn-data.xmlファイルでロールを作成するには:

	
「アプリケーション・リソース」パネルで、jazn-data.xmlファイルを右クリックして「開く」を選択します。


	
「アプリケーション・ロール」タブをクリックします。


	
「アプリケーション・ロール」ページで、図22-1に示すように、「ロール」セクションの「追加」アイコンをクリックして、「新しいロールの追加」を選択します。


図22-1 jazn-data.xmlファイルのアプリケーション・ロール

[image: 図22-1の説明が続きます]





	
「名前」フィールドで、ロール名adminを指定します。


	
オプションで、「表示名」フィールドおよび「説明」フィールドで、新しいロールのための表示名および説明を指定します。


	
手順3から6を繰り返し、別のロールcustomerを追加します。


	
「ユーザー」タブをクリックします。


	
「ユーザー」ページで、「新規ユーザー」アイコンをクリックし、資格証明を指定して新規ユーザーを作成します。これらのユーザーにロールを割り当てます。このためには、図22-2に示すように、「割当済ロール」セクションの「ロールの割当て」アイコンをクリックし、「アプリケーション・ロールの割当て」を選択します。


図22-2 jazn-data.xmlファイル内の「ユーザー」セクション

[image: 図22-2の説明が続きます]





	
ページの左側にある「リソース権限」タブをクリックします。


	
「リソース・タイプ」から、「Webページ」を選択します。


	
ページ定義のリストから、権限を付与するページを選択します。


	
「付与先」列で、図22-3に示すように、「権限受領者の追加」アイコンをクリックして、リストから「アプリケーション・ロールの追加」を選択します。


図22-3 jazn-data.xmlファイルのリソース

[image: 図22-3の説明が続きます]





	
「ロールの選択」ダイアログで(図22-4)、adminロールおよびcustomerロールを選択し、「OK」をクリックします。


図22-4 「ロールの選択」ダイアログ

[image: 図22-4の説明が続きます]



	
それぞれのロールを選択し、図22-5に示すように、すべての権限(カスタマイズ、付与、パーソナライズおよび表示)を付与します。


図22-5 jazn-data.xmlファイル内の権限リスト

[image: 図22-5の説明が続きます]







ユーザーとロールの作成の詳細は、『Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』の「Fusion WebアプリケーションでのADFセキュリティの有効化」の章を参照してください。






22.2.3 カスタマイズ・ポリシーを含めるためのSessionOptionsオブジェクトのカスタマイズ方法

adminロールを有するユーザーのみがPanel Customizableのすべての機能にアクセスできるという、Panel Customizableコンポーネントの予期された実行時動作(それをカスタマイズする機能を含む)を可能にするには、このリクエストのためのMDSセッションにおいてそのカスタマイズ・ポリシーにそのユーザー・ロールを含める必要があります。これを実現するには、次のカスタマイズ・ポリシーをSessionOptionsオブジェクトに含めます。


SecurityContext stx = ADFContext.getCurrent().getSecurityContext();
  cPol = new CustomizationPolicy(stx.getUserRoles());


次に、このカスタマイズ・ポリシーを持つMDSセッションが作成されます。

ComposerSessionOptionsFactoryクラスを実装するには:

	
「ファイル」メニューから「新規」を選択します。


	
「新規ギャラリ」ダイアログで、「一般」を開き、「Java」、「Javaクラス」の順に選択して、「OK」をクリックします。


	
「Javaクラスの作成」ダイアログの「名前」フィールドに、AppsSessionOptionsFactoryImplと入力します。


	
「OK」をクリックします。

AppsSessionOptionsFactoryImpl.javaファイルが「ソース」ビューにレンダリングされます。


	
次のライブラリをインポートします。


import oracle.adf.share.ADFContext;
import oracle.adf.share.security.SecurityContext;
import oracle.adf.view.page.editor.mds.ComposerSessionOptionsFactory;
import oracle.adf.view.page.editor.mode.ModeContext;
import oracle.mds.config.CustClassListMapping;
import oracle.mds.config.CustConfig;
import oracle.mds.core.SessionOptions;
import oracle.mds.cust.CustClassList;
import oracle.mds.cust.CustomizationClass;
import oracle.mds.cust.CustomizationPolicy;


	
次のコードを追加してComposerSessionOptionsFactoryクラスを実装し、SessionOptionsを渡します。


public class AppsSessionOptionsFactoryImpl 
implements ComposerSessionOptionsFactory
{
  public AppsSessionOptionsFactoryImpl()
  {
  }
  public SessionOptions createSessionOptions(SessionOptions sessionOptions,
                                             String mode)
  {    CustomizationClass[] custLayer;
    CustConfig custConfig = null;  
    CustomizationPolicy cPol = null;
        if (ModeContext.EDIT_MODE.equals(mode))
    {
      //Mode is Edit, change to SiteCC
      custLayer = EDIT_LAYER;
    }
    else
    {
      //Mode is View, change to UserCC + SiteCC
      custLayer = VIEW_LAYER;
    }
    try
    {
      CustClassList custClassList = new CustClassList(custLayer);
      CustClassListMapping custClassListMapping =
        new CustClassListMapping("/", null, null, custClassList);
      custConfig = new CustConfig(new CustClassListMapping[]
            { custClassListMapping });
      SecurityContext stx = ADFContext.getCurrent().getSecurityContext();
      cPol = new CustomizationPolicy(stx.getUserRoles());
    }
    catch (Exception e)
    {
      e.printStackTrace();
    }
    if(sessionOptions.getServletContextAsObject() != null)
    {
      return new SessionOptions(sessionOptions.getIsolationLevel(),
                              sessionOptions.getLocale(), custConfig,
                              sessionOptions.getVersionContext(),
                              sessionOptions.getVersionCreatorName(),
                              cPol == null ?
sessionOptions.getCustomizationPolicy() : cPol,
                              sessionOptions.getServletContextAsObject());
    }
    else
    {
      return new SessionOptions(sessionOptions.getIsolationLevel(),
                              sessionOptions.getLocale(), custConfig,
                              sessionOptions.getVersionContext(),
                              sessionOptions.getVersionCreatorName(),
                              cPol == null ?
sessionOptions.getCustomizationPolicy() : cPol);
    }
  }
  //Edit mode SiteCC
  private static final CustomizationClass[] EDIT_LAYER =
    new CustomizationClass[]
    { new SiteCC() };
  //View mode SiteCC + USerCC
  private static final CustomizationClass[] VIEW_LAYER =
    new CustomizationClass[]
    { new SiteCC(), new UserCC() };
}









22.2.4 コンポーザでの実装の登録方法

第21.3.5項「コンポーザでの実装の登録方法」で説明した手順を実行して、ComposerSessionOptionsFactoryクラスの実装を登録します。ここで、ユーザー・ロールはMDSセッションのカスタマイズ・ポリシーに含まれました。






22.2.5 WebCenterComposerFilterの構成方法

WebCenterComposerFilterを構成するには、第21.3.6項「WebCenterComposerFilterの構成方法」で説明した手順を実行します。






22.2.6 インスタンス・レベルのカスタマイズ制限の適用方法

この項では、Panel Customizableコンポーネント上の特定ロールに対してアプリケーション・カスタマイズを有効にします。実行時に、adminなど、指定したロールのみが、その属性のカスタマイズを含むPanel Customizableのすべての機能にアクセスできます。他のロールを有するユーザーも、限られたコンポーネント機能のみを使用できます。

インスタンス・レベルのカスタマイズ制限を適用するには:

	
JSPXページで、コンポーザ・タグ・ライブラリからChange Mode Linkコンポーネントを追加します。


	
Page CustomizableコンポーネントをChange Mode Linkコンポーネントの下に追加します。


	
Page Customizable内のコンポーネントPanel Customizableにインスタンス・レベルのカスタマイズ制限を適用します。

この制限は、ディレクトリpublic_html/mdssys/mdx/<pagename>.jspx.rdfに格納されます。

「ソース」ビューは次のようになります。


<pe:changeModeLink id="cml1"/>
<pe:pageCustomizable id="pageCustomizable1">
  <cust:panelCustomizable id="panelCustomizable1" layout="scroll"/>
    <f:facet name="editor">
      <pe:pageEditorPanel id="pep1"/>
    </f:facet>
</pe:pageCustomizable>


「設計」ビューは、図22-6のようになります。


図22-6 「設計」ビュー: 「許可されているカスタマイズ」

[image: 図22-6の説明が続きます]





	
Panel Customizable内にShow Detail Frameコンポーネントを追加し、別のPanel CustomizableコンポーネントをShow Detail Frameコンポーネントの子として含めます。







	
注意:

この手順は、複数のコンポーネントを示すことによって実行時の動作をより説明しやすいよう、説明のためのみにあります。コンポーザ・コンポーネントを追加する方法の詳細は、第15.2項「WebCenter Portal Frameworkアプリケーションでのページの作成」を参照してください。












22.2.7 実行時の処理

実行時の処理は、ログオンしているユーザーによって異なります。違いを確認するには、あるユーザーとしてログインしてから別のユーザーとしてログインしてください。例:

アプリケーション・ナビゲータでJSPXページを右クリックし、「実行」を選択します。

adminロールを有するユーザーとしてページにログインし、編集モードに切り替えます。Panel Customizableコンポーネントの内と外に、「コンテンツの追加」ボタンおよび「編集」アイコンが表示されます。図22-7で示すように、adminロールを有するユーザーとして、外側にあるPanel Customizableのプロパティにアクセスできます。つまり、adminロールを有するユーザーは、このコンポーネントを編集できます。


図22-7 admin用の編集モード

[image: 図22-7の説明が続きます]





customerロールを有するユーザーとしてページにログインし、編集モードに切り替えます。Panel Customizable外では、「コンテンツの追加」ボタンおよび「編集」アイコンは使用できません。つまり、このコンポーネントは、customerロールを有するユーザーには編集できません。「構造」ビューでは、「コンテンツの追加」アイコンと「編集」アイコンはコンポーネントに対してグレー表示されます。








22.3 customizationAllowed属性を使用したタグ・レベルのセキュリティの適用

デフォルトでは、Page Customizableコンポーネントは、その下にあるすべてのコンポーネントのアプリケーション・カスタマイズを有効にします。これを、いくつかのコンポーネントに対してカスタマイズを制限するように変更できます。Page Customizableコンポーネントは、ネストされたページまたはフラグメント上にあるコンポーネントに対してカスタマイズを有効にしません。このようなコンポーネントに対して手動でカスタマイズを有効にする必要があります。このような要件に対処するために、MDSは、customizationAllowed属性およびcustomizationAllowedBy属性を提供しています。これらの属性は、ページ上の特定コンポーネントに対するカスタマイズの有効化または制限に使用できます。

customizationAllowed属性は、コンポーネントを実行時にカスタマイズできるかどうかを制御します。この属性をfalseに設定する場合は、コンポーネントを実行時にカスタマイズできません。つまり、「コンポーネント・プロパティ」ダイアログでは、プロパティはグレー表示され、編集は許可されません。

customizationAllowedBy属性は、カスタマイズを可能にするロールを指定します。

この項では、コンポーネントに対してカスタマイズを有効化および制限する例を提供します。次のサブセクションが含まれます:

	
第22.3.1項「イメージ・コンポーネントに対するアプリケーション・カスタマイズの有効化方法」


	
第22.3.2項「イメージ・コンポーネントに対するカスタマイズの制限方法」




詳細は、『Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』の拡張メタデータ・プロパティに関する項を参照してください。



22.3.1 イメージ・コンポーネントに対するアプリケーション・カスタマイズの有効化方法

イメージ・コンポーネントに対してアプリケーション・カスタマイズを有効化するには:

	
第18.2項「コンポーザ・コンポーネントを使用した編集可能ページの設計: 例」で作成したMyPage.jspxページで、ADF Faces Imageコンポーネント、たとえば、panelCustomizable1というPanel Customizable内のbrandingImage.gifを追加します。

アプリケーション・カスタマイズは、Imageコンポーネントに対して自動的に有効になります(Page Customizableコンポーネント内にネストされているため)。


	
MyPage.jspxを実行します。


	
ページの編集モードに切り替えます。


	
「構造」を選択して、ページの「構造」ビューに切り替えます。


	
「構造」ビュー・パネル内のコンポーネント階層でイメージを選択し、プロパティの表示アイコンをクリックします。

「コンポーネント・プロパティ」ダイアログにイメージ・プロパティが表示されます。このダイアログで、使用可能なプロパティを編集できます。プロパティを編集して、「OK」をクリックします。プロパティの編集可能値は、アプリケーション・カスタマイズがコンポーネントに対して有効になっていることを表します。









22.3.2 イメージ・コンポーネントに対するカスタマイズの制限方法

イメージ・コンポーネントに対してcustomizationAllowed属性をfalseに設定することで、ページ上のイメージのカスタマイズを制限できます。

イメージ・コンポーネントのカスタマイズを制限するには:

	
Oracle JDeveloperで、前の項で追加したImageコンポーネントを選択し、プロパティ・インスペクタで、customizationAllowedの値をfalseに設定します。


	
MyPage.jspxを実行します。


	
ページの編集モードに切り替えます。


	
「構造」を選択して、ページの「構造」ビューに切り替えます。


	
「構造」ビュー・パネル内のコンポーネント階層でイメージを選択し、プロパティの表示アイコンをクリックします。

「コンポーネント・プロパティ」ダイアログで、プロパティがグレー表示され、編集はできなくなります。











22.4 属性レベルのセキュリティの適用

特定のコンポーネント属性を実行時にカスタマイズできるかどうかを選択できます。また、属性に行われた変更がMDSなどの永続ストアまで持続する必要があるかどうかを指定できます。次の方法で、属性レベルのセキュリティを適用できます。

	
プロパティ・フィルタを定義することによる


	
コンポーネント・レベルで変更を持続させることによる




プロパティ・フィルタの適用の詳細は、第19.8.1項「プロパティ・フィルタの定義方法」を参照してください。

この項では、コンポーネント・レベルで変更を持続させる方法を説明します。次のサブセクションが含まれます:

	
第22.4.1項「コンポーネント・レベルでの変更の永続性の定義方法」


	
第22.4.2項「実行時の処理」






22.4.1 コンポーネント・レベルでの変更の永続性の定義方法

アプリケーションが、変更を持続させるためにFilteredPersistenceChangeManagerを使用して構成されている場合は、adf-config.xmlファイル内のpersist-changes属性を使用して、特定の属性への変更を持続させる必要があるかどうかを指定できます。




	
注意:

変更の永続性の詳細は、第20.11項「永続性変更マネージャの構成」を参照してください。
adf-config.xmlで作成できるコンポーザ固有構成の詳細は、第B.2.2項「adf-config.xml」を参照してください。









例22-1は、いくつかの属性のために定義されたpersist-changes属性を持つサンプルadf-config.xmlファイルを示しています。


例22-1 adf-config.xmlファイル内でのpersist-changes属性の使用


<adf-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/config">
  <adf-faces-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/faces/config">
    <persistent-change-manager>
      <persistent-change-manager-class>
       oracle.adf.view.rich.change.MDSDocumentChangeManager
      </persistent-change-manager-class>
    </persistent-change-manager>
    <taglib-config>
      <taglib uri="http://xmlns.oracle.com/adf/pageeditor">
        <tag name="imageLink">
          <attribute name="destination">
            <persist-changes>true</persist-changes>
          </attribute>
        </tag>
        <tag name="customAction">
          <attribute name="text">
            <persist-changes>true</persist-changes>
          </attribute>
          <attribute name="icon">
            <persist-changes>true</persist-changes>
          </attribute>
        </tag>
      </taglib>
    </taglib-config>
  </adf-faces-config>
</adf-config>








22.4.2 実行時の処理

persist-changes属性を含み、値をtrueに設定する場合、コンポーネント属性に対して行われた変更は、そのコンポーネントのいずれのインスタンスでも維持されます。




	
注意:

persist-changes属性は、表示モードで行われた暗黙的カスタマイズにのみ適用されます。














22.5 Panel CustomizableおよびShow Detailコンポーネント・アクションでのアクション・レベルの制限の適用

Panel CustomizableコンポーネントおよびShow Detail Frameコンポーネントに対してアクションを実行するユーザーの能力は、ページ・セキュリティから継承します。継承は、adf-config.xmlファイル内のアプリケーション規模のスイッチenableSecurityの値に基づきます。アプリケーションを作成するときに「WebCenter Portal Frameworkアプリケーション」テンプレートを選択する場合、adf-config.xmlファイルは、「アプリケーション・リソース」パネルの「ディスクリプタ」の下のADF META-INFフォルダに存在します。

この項では、Panel CustomizableおよびShow Detail Frameコンポーネント・アクションに対してアクション・レベルの制限を適用する方法を説明します。次のサブセクションが含まれます:

	
第22.5.1項「adf-config.xmlへのenableSecurityセクションの追加方法」


	
第22.5.2項「アクション・カテゴリ・レベルでのセキュリティの定義」


	
第22.5.3項「アクション・レベルでのセキュリティの定義」






22.5.1 adf-config.xmlへのenableSecurityセクションの追加方法

enableSecurity要素は、デフォルトではadf-config.xml内で使用できません。Panel CustomizableコンポーネントおよびShow Detail Frameコンポーネントのためのページ・レベルのセキュリティ継承をオーバーライドまたは拡張するには、例22-2のようにcustomizableComponentsSecurityセクションをadf-config.xmlファイルに追加し、そのセクション内のenableSecurity要素をtrueに設定します。


例22-2 adf-config.xmlのカスタマイズ可能コンポーネント・セキュリティ・セクション内のenableSecurity要素


<cust:customizableComponentsSecurity
xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/faces/customizable/config">
  <cust:enableSecurity value="true"/>
    <cust:actionsCategory>
       ..........................................
</cust:customizableComponentsSecurity>




アクションに対する制限は、次のレベルで実装できます。

	
ページ・レベル: Oracle WebCenter Portalのカスタマイズ可能コンポーネントがページ・レベルの権限を継承するように、これらのコンポーネントのセキュリティを定義できます。これがデフォルトの動作です。

デフォルトでは、カスタマイズ可能コンポーネントは、編集、パーソナライズまたはカスタマイズなど定義されているページ・レベル権限から、許容されるアクションを継承します。つまり、ページに対する編集、パーソナライズまたはカスタマイズの権限を有するユーザーは、そのページに対する表示モードのユーザー・カスタマイズを実行できます。enableSecurity要素によって、セキュリティ継承動作をオーバーライドできます。次の値のいずれかを取ることができます。

	
true: trueに設定した場合(指定されていない場合はデフォルト)、ユーザーがコンポーネントを変更できるかどうかは、まずページ権限に基づいて決定され、次に、そのタイプの権限に対して指定されている現在のアクション・セットに応じて調整されます。たとえば、ユーザーがカスタマイズ権限を持っている場合、カスタマイズ・カテゴリを構成するアクション(移動、カスタマイズなど)はユーザーに使用できますが、adf-config.xmlファイルで定義されるアクションによってオーバーライドされます。


	
false: falseに設定した場合、すべてのアクションがユーザーに選択可能になります。adf-config.xmlで構成されたアクションとユーザーのページ権限は無視されます。





	
アクション・カテゴリ・レベル: Panel CustomizableコンポーネントおよびShow Detail Frameコンポーネントのすべてのアクションに対してセキュリティを定義できます。

adf-config.xmlファイル内にactionsCategory要素を追加すると、複数のアクションに対するセキュリティを同時に定義できます。有効化したactionCategory属性に基づいて、コンポーネントに適切な権限が設定されます。


	
アクション・レベル: Panel CustomizableコンポーネントおよびShow Detail Frameコンポーネントの個々のアクションに対してセキュリティを定義できます。

adf-config.xmlファイル内でactions要素を使用すると、各アクションを有効化または無効化できます。有効化したactions属性に基づいて、コンポーネントに適切な権限が設定されます。







	
注意:

	
adf-config.xmlファイルでenableSecurityをtrueに設定し、アクションまたはアクション・カテゴリに対する制限を定義する場合は、これらの制限を有効にするために、表示権限に加えて、ページに対してパーソナライズ権限またはカスタマイズ権限を付与する必要があります。

enableSecurity要素を使用しないかfalseに設定する場合、ページ・レベルの権限は受け入れられます。このような場合、ページではデフォルトですべてのカスタマイズ可能コンポーネント・アクションがレンダリングされるため、ページに対する表示権限があるだけで十分です。


	
権限は、親からのみ継承できます。階層内の他の位置にあるコンポーネントからの継承は、サポートされていません。


	
アクション・カテゴリ・レベルまたはアクション・レベルで定義された制限は、アプリケーション全体にわたるPanel CustomizableコンポーネントまたはShow Detail Frameコンポーネントのすべてのインスタンスに適用できます。コンポーネントの単一インスタンスに対して制限を適用できません。












adf-config.xmlファイルでenableSecurityをtrueに設定する場合、アプリケーション・レベルでコンポーネント・アクションのセキュリティを定義できます。trueの値は、adf-config.xml内に指定されているactionsCategoryおよびactionsの値以外に権限チェックが行われることを示します。






22.5.2 アクション・カテゴリ・レベルでのセキュリティの定義

adf-config.xmlファイルのカスタマイズ可能コンポーネント・アクション・セキュリティ・セクションにactionsCategory要素を追加して、複数のPanel CustomizableおよびShow Detail Frameコンポーネント・アクションに対するセキュリティを定義できます。有効化したactionsCategory属性に基づいて、コンポーネントに適切な権限が設定されます。

adf-config.xmlファイルのactionsおよびactionsCategory要素には、特定のデフォルト・マッピングがあります。表22-1に、様々なactionsCategory属性と、デフォルトでサポートされるアクションを示します。

adf-config.xmlで作成できるコンポーザ固有構成の詳細は、第B.2.2項「adf-config.xml」を参照してください。


表22-1 アクション・カテゴリおよびアクション・マッピング

	actionsCategory	サポートされるアクション
	
personalizeActionsCategory

	
showMoveAction

showRemoveAction

showMinimizeAction

showResizer

allowAction


	
customizeActionsCategory

	
showEditAction

showAddContentAction

showSplitAction








personalizeActionsCategory設定およびcustomizeActionsCategory設定の組合せに基づくコンポーネントの動作は、次のとおりです。

	
personalizeActionsCategoryおよびcustomizeActionsCategoryの両方がfalseに設定される場合、ユーザーは、Show Detail Frameコンポーネントを移動、展開、折りたたみ、削除、サイズ変更または編集できず、Panel Customizableコンポーネントを編集または削除することや、それらにコンテンツを追加することもできません。


	
personalizeActionsCategoryがtrueに設定され、customizeActionsCategoryがfalseに設定される場合、ユーザーは、Show Detail Frameコンポーネントを移動、展開、折りたたみ、削除またはサイズ変更できますが、それらを編集できません。また、Panel Customizableコンポーネントを削除して、それらの内部にコンポーネントを再配置できますが、それらを編集することやページにコンポーネントを追加できません。




	
注意:

他のアクション設定と同様に、allowAction設定は、ページへのコンテンツの追加およびページ上のコンテンツの移動または再配置の機能を制御します。詳細は、第22.5.3項「アクション・レベルでのセキュリティの定義」を参照してください。








	
personalizeActionsCategoryおよびcustomizeActionsCategoryの両方がtrueに設定される場合、ユーザーは、Show Detail Frameコンポーネントを移動、展開、折りたたみ、削除、サイズ変更および編集でき、Panel Customizableコンポーネントを編集および削除することや、それらにコンテンツを追加することもできます。ユーザーは、「コンテンツの追加」ボタンを使用してリソース・カタログからコンテンツを追加したり、ボックスの追加アイコンを使用してBoxコンポーネントを追加したり、ドラッグ・アンド・ドロップすることで他のPanel Customizableコンポーネントからコンポーネントを移動できます。







	
注意:

権限が付与からカスタマイズ、パーソナライズ、表示の順にカスケードするため、personalizeActionsCategoryをfalseに設定し、customizeActionsCategoryをtrueに設定することはお薦めできません。つまりカスタマイズを有効にする場合は、ユーザーにすでにページに対するパーソナライズ権限がある必要があります。







例22-3に、adf-config.xmlファイルのカスタマイズ可能コンポーネント・アクション・セキュリティ・セクションに追加できるactionsCategoryエントリを示します。


例22-3 カスタマイズ可能コンポーネント・セキュリティ・セクション内のactionsCategory要素


<cust:customizableComponentsSecurity 
xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/faces/customizable/config">
  <cust:enableSecurity value="true"/>

  <cust:actionsCategory>
    <cust:actionCategory name="personalizeActionsCategory" value="true"/>
    <cust:actionCategory name="customizeActionsCategory" value="false"/>
  </cust:actionsCategory>

  <cust:actions>
  ..........................................
  </cust:actions>

</cust:customizableComponentsSecurity>




例22-4に示すように、これらの要素の値にはELも使用できます。


例22-4 actionCategoryエントリ内のカスタマイズ可能コンポーネントで使用されるEL


<cust:actionsCategory>
  <cust:actionCategory name="personalizeActionsCategory" value="#{appBusinessRules.InsideCorpNetwork}"/>
</cust:actionsCategory>




参照用として、マネージドBeanのappBusinessRulesは、第74.15項「ポートレットおよびカスタマイズ可能コンポーネントの継承されたセキュリティのオーバーライド」の例74-7で示すように定義されます。






22.5.3 アクション・レベルでのセキュリティの定義

adf-config.xmlファイルのカスタマイズ可能コンポーネント・アクション・セキュリティ・セクション内でactions要素を使用して、個々のShow Detail Frameアクションを表示または非表示できます。有効化したactions属性に基づいて、Show Detail Frameコンポーネントに適切な権限が設定されます。

adf-config.xmlで作成できるコンポーザ固有構成の詳細は、第B.2.2項「adf-config.xml」を参照してください。

他のアクション設定と同様に、allowAction設定は、ページへのコンテンツの追加およびページ・コンテンツの移動または再配置の機能を制御します。

コンポーザでは、ユーザーは次の方法でコンテンツを追加および再配置できます。

	
「ボックスの追加」アイコンを使用してBoxコンポーネントを追加します。


	
「コンテンツの追加」ボタンを使用して、リソース・カタログからBoxコンポーネントにコンテンツを追加します。


	
Show Detail Frameコンポーネントの「アクション」メニューで「上へ移動」および「下へ移動」アクションを使用することで、Panel Customizableコンポーネント内でShow Detail Frameコンポーネントを移動します。


	
Panel Customizableコンポーネントと交わるようにShow Detail Frameコンポーネントをドラッグ・アンド・ドロップします。




表22-2に、allowAction設定およびshowAddContentAction設定に応じてコンテンツを追加できるかどうかを示します。


表22-2 ページへのコンテンツの追加のためのアクション設定

	allowAction設定	showAddContentAction設定	「コンテンツの追加」ボタンが表示されているかどうか
	
true

	
true

	
はい


	
true

	
false

	
いいえ


	
false

	
true

	
いいえ


	
false

	
false

	
いいえ








表22-3では、allowAction設定およびshowSplitAction設定に応じて「ボックスの追加」アイコンを使用してコンテンツを追加する機能を説明します。


表22-3 ページでのコンテンツの再配置のためのアクション設定

	allowAction設定	showSplitAction設定	「ボックスの追加」アイコンが表示されているかどうか
	
true

	
true

	
はい


	
true

	
false

	
いいえ


	
false

	
true

	
いいえ


	
false

	
false

	
いいえ








表22-4では、allowActionおよびshowMoveAction設定によってページにコンテンツを移動する機能を説明します。


表22-4 ページでのコンテンツの移動のためのアクション設定

	allowAction設定	showMoveAction設定	ページ上でコンテンツを移動したかどうか
	
true

	
true

	
はい


	
true

	
false

	
いいえ


	
false

	
true

	
いいえ


	
false

	
false

	
いいえ











	
注意:

	
アクション・カテゴリ・レベルおよびアクション・レベルの両方でセキュリティを定義し、一部のアクションの値が矛盾する場合は、falseの値がtrueより優先されます。たとえば、personalizeActionsCategoryをtrueに設定し、allowActionをfalseに設定する場合、ユーザーは、実行時にアプリケーションのページにコンテンツを追加できません。同様に、personalizeActionsCategoryをfalseに設定するがallowActionをtrueに設定する場合も、ユーザーは、実行時にアプリケーションのページにコンテンツを追加できません。


	
アクション設定を使用した制限は、ページの「コンテンツの追加」ビューまたは「デザイン」ビューでのみ適用できます。つまり、Show Detail FrameコンポーネントでshowEditAction、showRemoveActionなどのアクションをfalseに設定する場合、ユーザーはページの「コンテンツの追加」ビューまたは「デザイン」ビューでこのようなコンポーネントを編集または削除できません。ただし、ユーザーは「構造」ビューでこのようなコンポーネントを選択して、それらを編集または削除できます。












例22-5に、adf-config.xmlファイルのカスタマイズ可能コンポーネント・アクション・セクションに追加できるactionsエントリを示しています。要素値にはELを使用できます。


例22-5 カスタマイズ可能コンポーネント・セキュリティ・セクション内のaction要素


<cust:customizableComponentsSecurity 
xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/faces/customizable/config">
  <cust:enableSecurity value="true"/>

  <cust:actionsCategory>
    ..........................................
  </cust:actionsCategory>

  <cust:actions>
    <cust:action name="showMinimizeAction" value="true"/> 
    <cust:action name="showMoveAction" value="false"/> 
  </cust:actions>

</cust:customizableComponentsSecurity>










22.6 タスク・フローのセキュリティの実装

タスク・フロー編集権限は、タスク・フローを編集する体験に非常に大きな影響を与えるため、タスク・フローに対する編集権限はデフォルトでは無効になっています。実際に、デフォルトでは、タスク・フローに対して権限は与えられていません。適切な権限を有するユーザーのみがタスク・フローを編集できることを確実にするには、コンポーザ・コンテキストで次の2つのタスクを実行することで、タスク・フローのセキュリティを実装できます。

	
タスク・フローに明示的に編集、カスタマイズまたは付与権限を与えます。


	
コンポーザにタスク・フローの権限のチェックを可能にし、適切な権限を有するユーザーのみにタスク・フローの編集またはカスタマイズを許可します。




この項では、タスク・フローに対して制限を適用して権限チェックを可能にする方法を説明します。次のサブセクションが含まれます:

	
第22.6.1項「タスク・フローに対する権限の付与」


	
第22.6.2項「タスク・フローの権限チェックの有効化」






22.6.1 タスク・フローに対する権限の付与

jazn-data.xmlファイル概要エディタの「リソース権限」ページで権限付与を作成することで、タスク・フローのアクセス・ポリシーを定義できます。作成した権限は、ファイルのポリシー・ストア・セクションのメタデータとして表示されます。これらの権限またはパーミッションは、コンポーザでのタスク・フローのズーム・インおよび編集の機能を制御します。

jazn-data.xmlファイルでのタスク・フローに対する権限を付与または取り消すには:

	
「アプリケーション」メニューから、「保護」→「リソース権限」の順に選択します。


	
jazn-data.xmlファイル内で、「リソース・タイプ」から「タスク・フロー」を選択します。


	
「リソース」リストから、タスク・フローを選択して、「付与先」列の「権限受領者の追加」アイコンをクリックし、必要なロール・カテゴリ(「アプリケーション・ロールの追加」など)を選択します。


	
権限を付与するロールを選択するか、「追加」アイコンをクリックして新規ロールを作成します。


	
「OK」をクリックします。


	
「アクション」列で1つ以上の権限を選択します(図22-8)。


図22-8 jazn-data.xmlファイル内のタスク・フロー・セキュリティ・リージョン

[image: 図22-8の説明が続きます]





	
jazn-data.xmlファイルを保存します。







	
注意:

customize権限とview権限を付与する場合は、ファイルのソース・ビューに権限付与が次のように表示されます。

<permissions>
  <permission>
    <class>oracle.adf.controller.security.TaskFlowPermission</class>
    <name>/WEB-INF/task-flow-definition.xml#task-flow-definition</name>
    <actions>customize,view</actions>
  </permission>
</permissions>


TaskFlowPermissionクラスは、タスク・フローの操作にマップされるタスク・フロー固有アクションを定義します。









タスク・フロー権限に基づくコンポーザの動作の詳細は、第16.8.1項「ページおよびタスク・フローのセキュリティ」を参照してください。

タスク・フローに対する権限付与の定義の詳細は、『Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』のADFバインド・タスク・フローのセキュリティ・ポリシーを定義する方法に関する項を参照してください。






22.6.2 タスク・フローの権限チェックの有効化

ユーザーがタスク・フローの編集を試みるとき、デフォルトでは、コンポーザはタスク・フローの権限をチェックしません。タスク・フローのセキュリティを強化するには、タスク・フローの権限をチェックして編集に必要な権限を有するユーザーのみを許可するように、コンポーザを構成する必要があります。それを行うには、次の例で示すように、アプリケーションのadf-config.xmlファイル内の<pe:task-flow-security>要素のcheck-permissionプロパティを設定します。


<pe:page-editor-config>
  <pe:security-config>
    <pe:task-flow-security check-permission="true" />
  </pe:security-config>
</pe:page-editor-config> 


adf-config.xmlの設定の詳細は、第B.2.2項「adf-config.xml」を参照してください。




	
注意:

前のリリースでは、次のJVMパラメータを使用してサーバーを実行することで、タスク・フローに対して権限チェックを有効にできました。
-Doracle.composer.enableTaskflowPermissionCheck=true

ただし、現在この方法は非推奨です。後方互換性のために、コンポーザはまずenableTaskflowPermissionCheckフラグをチェックしてからadf-config.xmlファイル内の設定をチェックします。
















22.7 コンポーザのデフォルト・セキュリティ・ポリシーのオーバーライド

コンポーザでは、カスタマイズを有効にするために次のセキュリティ・チェックが実行されます。

	
ページ上のリージョンが編集権限またはカスタマイズ権限を付与されています。


	
タスク・フローが編集権限またはカスタマイズ権限を付与されてます。




	
注意:

これは、デフォルトでは有効になっていない、オプションのセキュリティ設定です。








	
コンポーネントはイテレータではネストされていません。


	
MDSカスタマイズ制限がコンポーネントおよび属性に適用されています。




ユーザーは、前述の条件を満たしている場合のみ、ページおよびタスク・フローをカスタマイズできます。デフォルトでは、コンポーザは、ページ・レベルのセキュリティ・チェックを実行するためにpagePolicyを使用します。

場合によっては、様々なセキュリティ・チェックを実行する必要がある(おそらく、コンポーザによってすでに提供されているものにアプリケーション・レベルのいくつかのチェックを追加する)可能性があります。それを行うには、コンポーザのデフォルトのセキュリティ・ポリシーをカスタム・ポリシーでオーバーライドします。この項では、その実行方法を説明します。この章には次の項目があります。

	
第22.7.1項「カスタム・セキュリティ・ポリシーの作成方法」


	
第22.7.2項「コンポーザでのカスタム・ポリシーの登録方法」


	
第22.7.3項「実行時の処理」






22.7.1 カスタム・セキュリティ・ポリシーの作成方法

コンポーザの基本セキュリティ・クラスを拡張することで、カスタム・ポリシーを作成できます。ページまたはタスク・フローをチェックするかどうかに応じて、次の基本セキュリティ・クラスを拡張できます。

	
ページ・ポリシー: oracle.adf.view.page.editor.security.BasePageSecurityPolicy


	
タスク・フロー・ポリシー: oracle.adf.view.page.editor.security.TaskflowPermissionPolicy




もう一歩前進するために、カスタム・チェックが適用できない場合や適切な結果を実現しない場合にコンポーザのデフォルト・チェックが実行されるように、ポリシーを構成できます。このためには、DefaultPageSecurityPolicyクラスを拡張して、例22-6で示すようにsuper.isCustomizable()メソッドをコールする必要があります。


例22-6 DefaultPageSecurityPolicyを拡張するカスタム・ポリシー


public class CustomPageSecurityPolicy extends DefaultPageSecurityPolicy
{
  . . .

  public boolean isCustomizable()
  {
    // Security checks that this custom page policy must perform should go here
    . . . 
    // If we cannot determine the security policy, chain it to Composer's default implementation
    return super.isCustomizable();
  }
}








22.7.2 コンポーザでのカスタム・ポリシーの登録方法

コンポーザのセキュリティ・ポリシーをオーバーライドするようカスタム・ポリシーを構成するには、<pe:security-config>セクションをアプリケーションのadf-config.xmlファイルに含めて、カスタム・セキュリティ・ポリシーを登録する必要があります。

カスタム・セキュリティ・ポリシーを登録するには:

	
「アプリケーション・リソース」パネルの「ディスクリプタ」の下のADF META-INFフォルダから、アプリケーションのadf-config.xmlファイルを開きます。


	
<pe:page-editor-config>セクションが存在しない場合は追加し、その中に次のコードを追加します。


<pe:security-config>
  <pe:security-policies>
    <pe:security-policy name="optional_unique_name" override="composer_security_policy_name">
      <pe:policy-class>fully_qualified_custom_policy_class_name</pe:policy-class>
    </pe:security-policy>
  </pe:security-policies>
</pe:security-config>


ここで

overrideは、オーバーライドされるデフォルト・ポリシーを指定します。オプションは、pagePolicyおよびtaskflowPolicyです。

タスク・フロー・ポリシーの詳細は、第22.6項「タスク・フローのセキュリティの実装」を参照してください。




	
注意:

ここに記載していない即時利用可能なポリシーは、引き続きデフォルトでチェックされます。







<pe:policy-class>は、カスタム・ポリシー・クラスの名前を指定します。


	
adf-config.xmlファイルを保存します。









22.7.3 実行時の処理

コンポーザは、カスタム・ポリシーで定義されているセキュリティ・チェックを実行し、それに応じてコンポーネントに対してカスタマイズを有効にします。








22.8 コンポーザのコンポーネント・セキュリティでの問題のトラブルシューティング

この項では、コンポーザ・コンポーネントの使用中に発生する可能性のあるセキュリティ関連問題のトラブルシューティングに役立つ情報を提供します。

ロギングの構成の詳細は、「コンポーザのADFロギングの構成」を参照してください。


問題

Show Detail FrameおよびPanel Customizableで「編集」アイコンが表示されないか、Panel Customizableで「コンテンツの追加」ボタンが表示されません。また、Panel Customizableコンポーネントの外部にShow Detail Frameを移動できないか、別のPanel Customizableコンポーネントにドロップできません。


解決方法

MDSを使用することでPanel Customizableが制限されていることと、adf-config.xmlでエントリを使用することでコンポーネント・アクションが保護されていないことを確認します。


問題

jazn-data.xmlファイルでタスク・フローに権限を付与できません。


解決方法

第22.6項「タスク・フローのセキュリティの実装」で記述しているように、Java起動パラメータでサーバーを実行していることを確認します。












1 開発者のためのOracle WebCenter Portalの概要


このガイドは、JDeveloperを使用する開発者がPortal Frameworkアプリケーション、ポートレットおよびカスタム・ポータル・コンポーネントを作成するための主要なリソースです。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第1.1項「このガイドの目的」


	
第1.2項「WebCenter Portal開発者としての役割」






1.1 このガイドの目的

この開発者ガイドでは、Oracle JDeveloperを使用した、Portal Frameworkアプリケーション、ポートレットおよびカスタム・ポータル・コンポーネントの開発について説明します。このガイドで説明するタスクの多くは、Java、CSS、Application Development Framework (ADF)、式言語(EL)および関連操作を必要とするアクティビティを伴います。

このガイドで説明する主なアクティビティには、次のものがあります。


環境の設定

環境およびチーム環境の設定に関する、第I部「はじめに」内の各章を参照してください。


WebCenter Portal Frameworkでのポータルの構築

WebCenter Portal Frameworkアプリケーションは、ナビゲーション、ページ、ページ・テンプレート、コンテンツなどのポータル機能を含む標準的なADF Webアプリケーションです。第I部「WebCenter Portal Frameworkアプリケーションの構築」の各章では、Frameworkアプリケーションを作成し、スキン、テンプレート、ナビゲーション・コンポーネントなどのアセットを開発する方法について説明します。

このガイドのいくつかのパートには、ポータルのページ、コンテンツ、ルック・アンド・フィール、コラボレーション機能などでの作業について扱う章が含まれています。

	
第I部「アプリケーションのカスタマイズとカスタマイズ・オプションの拡張」では、ポータル・ページの作成、カスタマイズおよび編集と、ポータルで使用されるタスク・フローのカスタマイズについて説明します。


	
第I部「コンテンツの統合と公開」では、コンテンツ・リポジトリに接続してコンテンツ・プレゼンタなどのコンテンツ表示コンポーネントで作業することにより、コンテンツをポータルに統合する方法について説明します。このパートには、Wikiやブログのポータルへの統合に関する章も含まれています。


	
第I部「コンテンツの統合と公開」では、コンテンツ・リポジトリに接続してコンテンツ・プレゼンタなどのコンテンツ表示コンポーネントで作業することにより、コンテンツをポータルに統合する方法について説明します。このパートには、Wikiやブログのポータルへの統合に関する章も含まれています。


	
第I部「コミュニケーションとコラボレーションの有効化」では、ディスカッション、メール、プレゼンスなどの機能のポータルへの統合について説明します。


	
第I部「ピープル・コネクションの使用」では、ピープル・コネクション機能をポータルに統合する方法について説明します。ピープル・コネクションは、プロジェクト・チーム内および企業全体にわたるコネクションおよびコミュニケーションの向上に使用するソーシャル・ネットワーキング・ツールを提供します。これは、アクティビティ・ストリーム、コネクション、フィードバック、メッセージ・ボード、プロファイルおよびパブリッシャを含む機能セットを通して行われます。


	
第I部「ユーザーによるコンテンツ検索の支援」では、リンク、タグ、検索およびアクティビティの追跡をポータルに追加する方法について説明します。


	
第I部「ユーザーによる追跡の支援」では、分析、リスト、通知や関連機能などの機能のポータルへの追加について説明します。





カスタム・コンポーネントの開発とWebCenter Portalの拡張

WebCenter Portal Frameworkアプリケーションを、Seibel、Oracle E-Business Suite、PeopleSoftなど他のアプリケーションと統合することが可能です。JDeveloperを使用してタスク・フローやマネージドBeanなどのカスタム・コンポーネントを作成し、それらをポータル・サーバーにデプロイしてポータル・ビルダーで使用できます。これらについては、第I部「WebCenter PortalおよびPortal Frameworkアプリケーションの拡張」の各章で説明しています。


ポートレットとページレットの作業

ポートレットは、複数のソースからのデータを意味のある関連した方法で提示する手段を提供します。ポートレットでは、他のWebサイトからの抜粋の表示、主要情報のサマリーの生成、検索の実行および多様なデータ・ソースの情報を収集したコレクションへのアクセスなどを実行できます。様々なポートレットを単一のページに配置できるため、ユーザーはコンテンツが実際には複数のソースからのものであっても単一のソースとして利用できます。詳細は、第I部「ポートレットとページレットの作業」の各章を参照してください。

ページレットは、ページレット・プロデューサからアクセスされるWebページのサブコンポーネントで、プロキシされた任意のアプリケーションに挿入できます。マークアップを返すページレット・プロデューサ・リソース上のアプリケーションは、ページレットとして登録でき、その後、ポータルやFrameworkアプリケーション、あるいはその他のWebアプリケーションに表示することが可能です。詳細は、第I部「ポートレットとページレットの作業」の各章を参照してください。


パーソナライズされたコンテンツの配信

パーソナライズでは、Portal Frameworkアプリケーションに対するユーザーとアプリケーションの両方のコンテキストに基づいたターゲット・コンテンツ、および式言語(EL)式を使用したWebCenter Portalページを提供します。第I部「パーソナライズされたコンテンツの配信」を参照してください。


ポータルの保護

セキュリティの章では、Frameworkアプリケーションで提供されるセキュリティのメカニズムおよび機能について、およびOracle ADFセキュリティを使用して認証および認可を処理する方法について説明します。第I部「WebCenter Portalアプリケーションの完成」を参照してください。このパートには、多言語ポータルの作成のためのガイドラインも含まれています。






1.2 WebCenter Portal開発者としての役割

場合によっては、デフォルトで存在しないカスタム・コンポーネントや、ブラウザベースのポータル・ビルダーでは容易に作成できないカスタム・コンポーネントがポータルで必要となります。たとえば、設計要件で、ブランディングされ、精密に編成されたページ・テンプレート、ページ・スタイルおよびスキンが必要とされる場合があります。この場合、目的のルック・アンド・フィールを実現するにはADF FacesおよびCSSを使用する必要があり、そのような開発にはJDeveloperが適しています。別のユース・ケースでは、ポータル要素とデータとのやり取り(イベント処理でのADFタスク・フローまたはポートレットの使用など)が可能となるカスタム・コンポーネントが必要となります。そのようなユース・ケースは数多く存在します。

WebCenter Portal開発者として、次のものを作成および構成するよう要求される場合があります。

	
タスク・フロー、データ・コントロール、バッキングBeanなどのカスタム・ポータル拡張機能


	
ページ・テンプレートやページ・スタイルなどのポータル・インフラストラクチャ・コンポーネント


	
カスタム・データ・プロバイダ、ファンクション・プロバイダ、プロパティ・セット・ロケータなどのパーソナライズ・コンポーネント


	
JSR 286ポートレット(別名Javaポートレット)


	
WebCenter Portal Frameworkアプリケーション


	
WebCenterポートレット・プロデューサ・アプリケーション




イントラネットやエクストラネットなど、大規模なポータル開発プロジェクトでは、マルチロール・チームの活動が必要となります。チームには、ユーザー・インタフェースの専門家、アプリケーション・スペシャリスト、QAエンジニア、Java開発者、およびポータルの全体的な開発やメンテナンスに携わるその他のメンバーが含まれます。第3項「チームでの効率的な作業」も参照してください。












F Oracle Portalコンポーネントの再利用


この付録では、Oracle WebCenter Portal Frameworkで作成したアプリケーションで、既存のOracle Portalアプリケーションのコンポーネントを再利用する方法について説明します。

内容は次のとおりです。

	
第F.1項「Oracle Portalコンポーネントの概要」


	
第F.2項「ポートレットの再利用」


	
第F.3項「アイテムの再利用」






F.1 Oracle Portalコンポーネントの概要

Oracle Portalの最も基本的な2つの構築要素は次のとおりです。

	
ポートレットはポータル・ページの基本的な構築要素です。ポートレットは、次の3つのプロデューサ(Oracle Portalではプロバイダと呼ばれます)・タイプを使用してデプロイできます。

	
Web(またはOracle PDK-Java)プロデューサは、XML、SOAP、HTTPまたはJ2EEなどのオープン標準を使用して、デプロイメント、定義およびアプリケーションとの通信を実行します。Oracle PDK-Javaは、Webプロデューサを構築するタスクを単純化するフレームワークを提供します。


	
WSRPプロデューサは、標準ベースのポートレットのコンテナとして機能します。


	
データベース・プロデューサには、1つ以上のデータベース・ポートレットが存在します。データベース・ポートレットの例として、Oracle PDK-PL/SQLによって構築されたポートレット、ポートレット・ビルダー・ポートレット(チャート、フォーム、レポートなど)およびOracle Portalページ・ポートレットがあります。




WebCenter Portal FrameworkでWebポートレットおよびWSRPポートレットを使用できるようにするには、それらのプロデューサをアプリケーションに登録します。詳細は、第F.2.1項「JSR 286とOracle PDK-Javaポートレットを再利用する方法」を参照してください。

フェデレーテッド・ポータル・アダプタを使用して、Portal Frameworkアプリケーションからデータベース・ポートレットを使用できるようにすることもできます。詳細は、第F.2.8項「フェデレーテッド・ポータル・アダプタを使用してデータベース・ポートレットを再利用する方法」を参照してください。


	
アイテムは、ページ内のアイテム・リージョンにあるコンテンツの個々の要素(テキスト、ハイパーリンク、イメージなど)です。適切な権限レベルを持つユーザーが、アイテムをページに追加できます。アイテムのコンテンツとメタデータは、メタデータ・リポジトリのOracle Portalスキーマ内に格納されます。アイテムは、アイテム・リージョンに定義されたレイアウト、スタイルおよび属性表示に従って、ページ上にレンダリングされます。

アイテムはコンテンツ・リポジトリに格納されているため、Java Content Repository (JCR)データ・コントロールを使用して取得できます。Oracle Portalコンテンツ・リポジトリ用のデフォルト・アダプタは、WebCenter Portal Frameworkに標準で付属しています。詳細は、第F.3項「アイテムの再利用」を参照してください。




Oracle PortalとWebCenter Portalには技術的な違いがあるので、プラットフォーム間で直接アップグレードすることはできません。ただし、ポータルの主要コンポーネントをWebCenter Portal内で公開することはできます。






F.2 ポートレットの再利用

ポータルで使用しているポートレットを、Portal Frameworkアプリケーションから使用できるようにできます。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第F.2.1項「JSR 286とOracle PDK-Javaポートレットを再利用する方法」


	
第F.2.2項「イベントに関する必要な知識」


	
第F.2.3項「モバイル・ポートレットに関する必要な知識」


	
第F.2.4項「ポートレット・クロムに関する必要な知識」


	
第F.2.5項「パーソナライズとカスタマイズに関する必要な知識」


	
第F.2.6項「Oracle Portalシステム・リソースに関する必要な知識」


	
第F.2.7項「パートナ・アプリケーションと外部アプリケーションに関する必要な知識」


	
第F.2.8項「フェデレーテッド・ポータル・アダプタを使用してデータベース・ポートレットを再利用する方法」


	
第F.2.9項「トラブルシューティングとフェデレーテッド・ポータル・アダプタに関する必要な知識」


	
第F.2.10項「フェデレーテッド・ポータル・アダプタの制限に関する必要な知識」


	
第F.2.11項「Oracle Application Serverの旧リリースのOracle PDK-Javaプロデューサを再利用する方法」






F.2.1 JSR 286とOracle PDK-Javaポートレットを再利用する方法

JSR 286とOracle PDK-JavaポートレットをPortal Frameworkアプリケーションで再利用するには、そのプロデューサを他のプロデューサと同じ方法で登録するだけですみます。


JSR 286とOracle PDK-Javaポートレットを再利用するには:

	
Oracle JDeveloperでWSRPプロデューサの登録ウィザードまたはOracle PDK-Javaプロデューサ登録ウィザードにアクセスします。


	
ウィザードの各ステップで、URLエンドポイントなど、プロデューサに関する情報を指定します。


	
ポートレットを追加するページを開きます。


	
登録済プロデューサのポートレットをそのページの適切な位置にドラッグします。




Portal Frameworkアプリケーションでのポートレットの消費の詳細は、第63章「ポートレットの消費」を参照してください。






F.2.2 イベントに関する必要な知識

WebCenter Portal Frameworkでは、Oracle PDK-Javaイベントはサポートされていません。イベントを使用するOracle PDK-JavaポートレットをWebCenter Portal Framework環境にデプロイしている場合、イベントは無視されます。






F.2.3 モバイル・ポートレットに関する必要な知識

WebCenter Portal Frameworkでは、モバイル・ポートレットはサポートされていません。Oracle PDK-Javaモバイル・ポートレットがあっても、WebCenter Portal Framework環境ではそれらは機能しません。






F.2.4 ポートレット・クロムに関する必要な知識

WebCenter Portal Frameworkでは、ポートレットでクロムは提供されません。クロムは、ポートレットを使用するアプリケーションが提供します。この動作はWSRP規則に準拠していますが、Oracle PDK-Javaでポートレット用のクロムが提供されたOracle Portalからの変更点です。したがって、Oracle PDK-Javaポートレットのヘッダーは、WebCenter Portal Framework環境ではフィルタリングによって除去されます。

このフィルタリング・プロセスの一部として、WebCenter Portal FrameworkではPDK-Javaポートレットのタイトル領域を解析して、そのタイトルを保持し、必要なポートレット・モード・リンクを追加します。フィルタリングのアルゴリズムは、次のとおりです。

	
ポートレットに複数の表がある場合、タイトル領域は最初の表とみなされます。ポートレットに表が1つしかない場合は、タイトル領域はその表の最初の行とみなされます。


	
タイトル領域の最初のテキストはタイトルとみなされます。ポートレットに表がないか、タイトルが認識できない場合、タイトルはadfp:portletコンポーネントから取得されます。


	
フラグメント_mode= parameterを含むリンクは、ポートレット・モード・リンクとみなされます。これらのリンクは、WebCenter Portal Frameworkによってポートレット・メニューに移動されます。




ポートレット・クロムのヘッダー・セクションの解釈を回避し、元のOracle PDK-Javaヘッダーを再利用する場合は、adfp:portletタグのdisplayHeader属性をfalseに、ページ定義XMLの関連ポートレット・バインディングでretainPortletHeaderをtrueに設定します。ページ定義ポートレット・バインディングでretainPortletHeader=trueに設定すると、ポートレット・レスポンスでポートレット・ヘッダーが保持されます。adf:portletタグでdisplayHeader=falseに設定すると、アプリケーションのポートレット・クロム用のヘッダーが抑止され、通常はヘッダーに表示されるアイコンやリンクが非表示になります。






F.2.5 パーソナライズとカスタマイズに関する必要な知識

ポートレットの作成者やユーザーがOracle Portal内のポートレットに適用したポートレットのカスタマイズとパーソナライズは、Portal Frameworkアプリケーションには引き継がれません。Portal Frameworkアプリケーションでは、Oracle Portalポートレットは新規のインスタンスとして処理されます。したがって、以前のパーソナライズおよびカスタマイズは使用できません。






F.2.6 Oracle Portalシステム・リソースに関する必要な知識

Oracle Portalのターゲット・コンシューマを念頭に置いて構築されたポートレットは、ランタイム環境について無効な想定をする傾向があります。たとえば、ポートレットでは、Oracle Portalリソース(イメージやJavaScript関数など)の存在を想定します。WebCenter Portal Frameworkでは、これらのリソースは使用できません。そのため、ポートレットで必要なリソースをプロデューサにバンドルして、ポートレットが確実にWebCenter Portal Framework環境で正しく実行されるようにする必要があります。

Oracle Portalでの使用のために設計されたポートレットについてのもう1つの一般的な問題は、Oracle Portal URL書式とOracle Portalパラメータの存在を想定するポートレットです。Oracle ADFアプリケーションのページURLは、Oracle Portalのものとは異なります。したがって、ポートレット開発者は、ページURLについて推測できないので、適切なポートレットAPIを使用することによって、WebCenter Portal Framework環境で実行できるようにOracle PDK-Javaポートレットを準備する必要があります。






F.2.7 パートナ・アプリケーションと外部アプリケーションに関する必要な知識

パートナ・アプリケーションはサポートされていません。外部アプリケーションはサポートされています。自動ログインは、プロデューサを登録するとアプリケーションに自動的に構成される外部アプリケーションの自動ログイン・サーブレットを通して、サポートされています。






F.2.8 フェデレーテッド・ポータル・アダプタを使用してデータベース・ポートレットを再利用する方法

フェデレーテッド・ポータル・アダプタは、Oracle PortalインスタンスがWebポートレット・インタフェースを通じてデータベース・ポートレットを共有することを可能にする、Oracle Portalのコンポーネントです。フェデレーテッド・ポータル・アダプタは、Webプロデューサ宛のSOAPメッセージを受信してSOAPを解析した後、それらのメッセージをPL/SQLプロシージャ・コールとしてデータベース・プロデューサにディスパッチします。フェデレーテッド・ポータル・アダプタによって、データベース・プロデューサは事実上、Webプロデューサと同じように動作します。PL/SQLポートレット、ポートレット・ビルダー・ポートレットおよびページ・ポートレットなどのOracle Portalデータベース・ポートレットを、Portal Frameworkアプリケーションで使用できるようにできます。




	
注意:

Oracle Portalページは、Oracle Portalでポートレットとして公開することによって、フェデレーテッド・ポータル・アダプタを通じてWebCenter Portalで公開することもできます。







ポータルにフェデレーテッド・ポータル・アダプタを実装すると、Oracle PortalポートレットがOracle PDK-Java Webプロデューサ・プロトコルを介して公開され、それらをPDK-Javaプロデューサとして登録できます。プロデューサをPortal Frameworkアプリケーションに登録すると、ポートレットがコンポーネント・パレットに表示され、他のポートレットと同様に、それらをページにドラッグ・アンド・ドロップできます。フェデレーテッド・ポータル・アダプタがなければ、Portal Frameworkアプリケーションからこれらのプロデューサにはアクセスできません。

フェデレーテッド・ポータル・アダプタの詳細は、『Oracle Portal管理者ガイド』の「フェデレーテッド・ポータル・アダプタの使用」の章を参照してください。


フェデレーテッド・ポータル・アダプタ・プロデューサをWebCenter Portalに登録するには:

	
フェデレーテッド・ポータル・アダプタを使用できるように、Oracle Portal環境を設定します。詳細は、『Oracle Portal管理者ガイド』のフェデレーテッド・ポータル・アダプタを使用する環境の設定に関する項を参照してください。


	
フェデレーテッド・ポータル・アダプタを介してOracle Portalのインスタンスを登録するには、ポータルにOracle Internet Directoryの"PORTAL"という名前のユーザーが存在する必要があります。このユーザーを作成するには:

	
ポータル管理者ユーザーとしてOracle Portalインスタンスにログインします。


	
「ユーザー」ポートレットで「新規ユーザーの作成」をクリックします。

デフォルトでは、「ユーザー」ポートレットは、「Portalビルダー」ページの「管理」タブの「ポータル」サブタブにあります。


	
「姓」フィールドにPORTALと入力します。


	
「ユーザーID」フィールドにPORTALと入力します。


	
「パスワード」フィールドと「パスワードの確認」フィールドに適切なパスワードを入力します。


	
「電子メール・アドレス」フィールドに、適切な電子メール・アドレスを入力します。


	
「実行」をクリックし、「完了」をクリックします。


	
「ポータル・ユーザー・プロファイル」ポートレットで「名前」フィールドにPORTALと入力し、「編集」をクリックします。

デフォルトでは、「ポータル・ユーザー・プロファイル」ポートレットは、「Portalビルダー」ページの「管理」タブの「ポータル」サブタブにあります。


	
「デフォルト・グループ」フィールドにPORTLET_PUBLISHERSと入力します。


	
「OK」をクリックします。





	
Portal FrameworkアプリケーションでOracle Portalページを表示する場合、まずそれらのページをそれぞれポートレットとして公開する必要があります。Oracle Portalページを表示するには、ページ・プロパティを編集し、「オプション」タブで「ポートレットとして公開」を選択します。詳細は、『Oracle Portalユーザーズ・ガイド』の別のページへのページの配置に関する項を参照してください。


	
Portal Frameworkアプリケーションのユーザーが、フェデレーテッド・ポータル・アダプタを介して公開されているポートレットやページに対して適切な権限を持っていて、Oracle Portalインスタンスのユーザーにマップされることを確認します。ある個人のPortal Frameworkアプリケーション上のユーザー名は、その人のOracle Portal上のユーザー名にマップされる必要があります。たとえば、JSMITHは、Portal FrameworkアプリケーションとOracle Portalの両方で同じ人を表す必要があります。


	
Oracle JDeveloperで、フェデレーテッド・ポータル・アダプタURLおよびサービスIDを使用して、プロデューサをOracle PDK-Javaプロデューサとして登録します。


http://host:port/adapter/dad/schema


URLを確認するために、ブラウザに入力します。URLが正しい場合、次のメッセージが表示されます。


Congratulations - you got to the adapter test page


ログインしている場合は、プロデューサ、そのサービスID、およびそれぞれが提供するポートレットのリストが表示されます。Oracle Portal管理者としてログインしている場合は、ページ・ポートレットとOracle Portal HMAC登録の詳細も表示されます。

プロデューサを登録する際、ウィザードの「接続詳細の指定」ページでプロデューサ・セッションの確立チェック・ボックスを選択してください。これは、WebCenter Portalユーザー情報がOracle Portalに正しく伝播されるようにするためです。

詳細は、第63.2.2項「WebCenter Portal FrameworkアプリケーションへのOracle PDK-Javaポートレット・プロデューサの登録」を参照してください。


	
プロデューサのポートレットをページにドラッグ・アンド・ドロップできます。


	
Oracle PortalインスタンスとWebCenter Portalの間の通信を保護するために、Hash Message Authentication Code (HMAC)を使用して共有鍵を提供します。

	
SQL*Plusに移動して、ポータル・スキーマ所有者としてログインします。


	
次を実行します。


@wwc/proadssr.sql http://www.oracle.com/adapter/portal


Portal Frameworkアプリケーションの場合、アダプタURLは常に同じであることに注意してください。


http://www.oracle.com/adapter/portal


	
共有鍵コードを入力します。


	
Oracle JDeveloperの「Oracle PDK-Javaポートレット・プロデューサの作成/編集」ウィザードまたはダイアログで、「追加登録詳細の指定」ステップの「共有鍵」フィールドにこの共有鍵コードを入力します。







	
注意:

Oracle Portalインスタンスから共有鍵を削除するには:

@wwc/proadsdr.sql










	
ページ・ポートレットや様々なサンプル・データベース・ポートレットなど、Oracle Portalに組み込まれている一部のポートレットでは、ポータル中間層で出荷される一連のイメージがポータル・ページのWebサーバーのパス/imagesに存在することを想定しています。これらのイメージは、デフォルトではPortal Frameworkアプリケーションで使用できません。これらのイメージが正しく表示されるようにするには、次を実行します。

	
次のzipファイルをダウンロードします。

http://download.oracle.com/otndocs/tech/portal/files/portal-images.zip


	
zipファイルの内容を解凍し、URL /imagesの下にマウントします。





	
これで、ポートレットを含むページを実行できます。









F.2.9 トラブルシューティングとフェデレーテッド・ポータル・アダプタに関する必要な知識

次の情報は、WebCenter Portalのフェデレーテッド・ポータル・アダプタに関する問題を解決する際に役立つ可能性があります。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第F.2.9.1項「登録時」


	
第F.2.9.2項「実行時」






F.2.9.1 登録時


プロデューサを登録する際にエラーが発生しました。

Oracle Portalインスタンスで共有鍵が設定されていないか、Oracle JDeveloperの共有鍵と一致しないか、またはサービスIDが入力されていません。


プロデューサに接続できませんでした

ポータル登録URLが正しくないか、Oracle JDeveloperのサービスIDがOracle Portalインスタンスのプロバイダと一致しないか、Oracle Portalインスタンスに接続できない(ファイアウォール内部にある、使用可能ではないなど)か、またはOracle JDeveloperのユーザーがOracle Portalのユーザーと一致しないかのいずれかです。メッセージの詳細には、原因に関する詳細情報が示されます。

	
404 見つかりません: Oracle Portalインスタンスが接続できないか、タイムアウトになりました。タイムアウトの時間を増やしてください。


	
406 受け入れられません: 指定したサービスIDのプロバイダがこのOracle Portalインスタンスに見つからないか、HMAC認証が失敗したか正しく構成されていません。


	
503 サービスは利用できません: PORTALユーザーはOracle Internet Directoryで見つかりません。Oracle Portal管理者は、PORTALユーザーをOracle Internet Directoryに追加していない可能性があります。









F.2.9.2 実行時


プロデューサに接続できませんでした

ポータル登録URLが正しくないか、Oracle JDeveloperのサービスIDがOracle Portalインスタンスのプロバイダと一致しないか、Oracle Portalに接続できない(ファイアウォール内部にあるか、または使用可能ではない場合など)か、またはOracle JDeveloperのユーザーがOracle Portalのユーザーと一致しないかのいずれかです。メッセージの詳細には、原因に関する詳細情報が示されます。

	
404 見つかりません: Oracle Portalインスタンスが接続できないか、タイムアウトになりました。タイムアウトの時間を増やしてください。


	
406 受け入れられません: 指定したサービスIDのプロバイダがこのOracle Portalインスタンスに見つからないか、HMAC認証が失敗したか正しく構成されていません。


	
503 サービスは利用できません: PORTALユーザーはOracle Internet Directoryで見つかりません。Oracle Portal管理者は、PORTALユーザーをOracle Internet Directoryに追加していない可能性があります。





ポートレットが正しくレンダリングされません。

	
イメージが欠落しているか、リンクとして表示される場合は、第F.2.8項「フェデレーテッド・ポータル・アダプタを使用してデータベース・ポートレットを再利用する方法」で説明されているイメージのzipファイルをダウンロードする手順を参照してください。


	
ナビゲーションが正常に機能しない場合は、ページを編集してRenderPortletInIframeをtrueに設定することを試行します。一部のポートレットはそれ自体のインライン・フレーム(IFRAME)内のほうが正常に機能します。


	
ポートレットから次のメッセージが表示された場合は、RenderPortletInIframeをtrueに設定してポートレットをIFRAME内に配置することを試行します。


The portlet attempted to issue a redirect in response to a render request.


	
ポートレットでポップアップや値リストなどが正常に機能しない場合は、XSS攻撃を避けるためにJavaScript例外が発生していることが原因である可能性があります。ポップアップは、Portal Frameworkアプリケーションと同一のサーバーURLを持つ必要があります。


	
ポートレットにカスタマイズ用またはパーソナライズ用の空白画面がレンダリングされる場合、ユーザーがポートレットを編集する権限を持っていない可能性があります。ポータル・ログ・ファイルを確認します。











F.2.10 フェデレーテッド・ポータル・アダプタの制限に関する必要な知識

WebCenter Portalでフェデレーテッド・ポータル・アダプタを使用する場合、次の制限が適用されます。

	
ディープ・リンクは機能しない可能性があります。ポートレットをIFRAME内に配置する(RenderPortletInIframeをtrueに設定する)と、機能する場合もあります。


	
ポートレットでレンダリングされるリンクは、絶対URLである必要があります。


	
ページ・ポートレットにタブ付きページを表示する場合、IFRAMEに配置する必要があります。


	
ページ・ポートレットに表示されたポートレットでは、「リフレッシュ」、「閉じる」および「削除」の各ポートレット・リンクは機能しません。


	
一部のオブジェクトは、フェデレーテッド・ポータル・アダプタによって返されず、したがってWebCenter Portalには表示されません。詳細なリストは、『Oracle WebCenter Portalの管理』のOracle Portal: 制限事項に関する項を参照してください。









F.2.11 Oracle Application Serverの旧リリースのOracle PDK-Javaプロデューサを再利用する方法

Oracle Application Serverリリース2 (10.1.2)以前で設計しデプロイしたプロデューサがある場合、次の2つの方法のいずれかでそれを再利用できます。

	
Oracle Application Serverリリース2 (10.1.2.0.2)の中間層で実行中のプロデューサから、ポートレットを使用できます。この場合、プロデューサのコードはリリース2 (10.1.2.0.2)上で実行されますが、プロデューサを使用するアプリケーションはリリース11上で実行されます。


	
プロデューサ・アプリケーションをEARファイルとしてOracle WebLogic Server上に再デプロイし、他のPortal Frameworkアプリケーション内でそのポートレットを使用できます。この場合、プロデューサのコードと使用側のアプリケーションは、どちらもリリース11上で実行されます。




いずれの場合も、プロデューサのポートレットを正しく動作させるにはいくつかの追加の手順が必要です。Oracle Portal用に構築されたポートレットでは、ページ・アセンブリ・サーブレット上に特定のボイラープレート・イメージが表示されることが予想され、それらのイメージがない場合、ポートレットは壊れます。これらのイメージは、デフォルトでは、Oracle Application Serverリリース2 (10.1.2.0.2)内の中間層サーブレットに含まれていましたが、WebCenter Portal Frameworkの場合、ポートレットがイメージを検出できることを手動で確認する必要があります。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第F.2.11.1項「Oracle Portalからのポートレットの使用」


	
第F.2.11.2項「Oracle PortalからのPDK-Javaプロデューサの再デプロイ」






F.2.11.1 Oracle Portalからのポートレットの使用

WebCenter Portalでは、Oracle Portalインスタンスのページ上で実行中のポートレットを使用するために、次のいずれかを実行します。

	
Oracle Technology NetworkからOracle Portalイメージzipファイルを取得し、ADFPサーブレット内で解凍します。


	
リソース・サーブレットを次のように正しく構成します。




	
例F-1に示すように、初期化パラメータをWebサーブレットに追加します。


例F-1 Webサーブレット初期化パラメータ


<servlet> 
 <servlet-name>SOAPServlet</servlet-name> 
 <display-name>SOAPServlet</display-name> 
 <description>Extended Portal SOAP Server</description> 
 <servlet-class>oracle.webdb.provider.v2.adapter.SOAPServlet</servlet-class> 
 ...
 <init-param> 
   <param-name>resourceServletMapping</param-name> 
   <param-value>/pdkresource</param-value> 
 </init-param> 
</servlet>




	
例F-2に示すように、リソース・サーブレットのサーブレット定義を追加します。


例F-2 リソース・サーブレットのサーブレット定義


<servlet> 
 <servlet-name>ResourceServlet</servlet-name> 
  <display-name>ResourceServlet</display-name> 
  <description>Image resource servlet</description>     
  <servlet-class>oracle.webdb.provider.v2.adapter.ResourceServlet</servlet-class> 
</servlet>




	
例F-3に示すように、リソース・サーブレットのサーブレット・マッピングを追加します。


例F-3 リソース・サーブレットのサーブレット・マッピング


<servlet-mapping> 
 <servlet-name>ResourceServlet</servlet-name> 
 <url-pattern>/pdkresource/*</url-pattern> 
</servlet-mapping> 




	
これで、このPDK-Javaプロデューサを他のPDK-Javaプロデューサと同じ方法で登録できます。PDK-Javaプロデューサの詳細は、第63.2.2項「WebCenter Portal FrameworkアプリケーションへのPDK-Javaポートレット・プロデューサの登録」を参照してください。









F.2.11.2 Oracle PortalからのPDK-Javaプロデューサの再デプロイ

Oracle Portal用に構築されたPDK-Javaプロデューサを取得し、Oracle WebLogic Serverに再デプロイすることを選択した場合、リソース・サーブレットを次のように有効にする必要があります。

	
例F-4に示すように、初期化パラメータをWebサーブレットに追加します。


例F-4 Webサーブレット初期化パラメータ


<servlet> 
 <servlet-name>SOAPServlet</servlet-name> 
 <display-name>SOAPServlet</display-name> 
 <description>Extended Portal SOAP Server</description> 
 <servlet-class>oracle.webdb.provider.v2.adapter.SOAPServlet</servlet-class> 
 ...
 <init-param> 
   <param-name>resourceServletMapping</param-name> 
   <param-value>/pdkresource</param-value> 
 </init-param> 
</servlet>




	
例F-5に示すように、リソース・サーブレットのサーブレット定義を追加します。


例F-5 リソース・サーブレットのサーブレット定義


<servlet> 
 <servlet-name>ResourceServlet</servlet-name> 
  <display-name>ResourceServlet</display-name> 
  <description>Image resource servlet</description>     
  <servlet-class>oracle.webdb.provider.v2.adapter.ResourceServlet</servlet-class> 
</servlet>




	
例F-6に示すように、リソース・サーブレットのサーブレット・マッピングを追加します。


例F-6 リソース・サーブレットのサーブレット・マッピング


<servlet-mapping> 
 <servlet-name>ResourceServlet</servlet-name> 
 <url-pattern>/pdkresource/*</url-pattern> 
</servlet-mapping> 




	
これで、このPDK-Javaプロデューサを他のPDK-Javaプロデューサと同じ方法で登録できます。PDK-Javaプロデューサの詳細は、第63.2.2項「WebCenter Portal FrameworkアプリケーションへのPDK-Javaポートレット・プロデューサの登録」を参照してください。













F.3 アイテムの再利用

Oracle Portalのアイテムに相当するものがWebCenter Portal Frameworkにはありません。そのため、アイテムの作成、維持および公開は、WebCenter Portal Frameworkではサポートされていません。WebCenter Portal Frameworkでアイテムの動作をレプリケートするために、JCRデータ・コントロールを使用してOracle Portalのコンテンツを組み込むことができます。Oracle Portalは、WebCenter Portal FrameworkがJDeveloperの「コンテンツ・リポジトリのデータ・コントロールの作成」ダイアログで標準でサポートしているコンテンツ・リポジトリです。Oracle Portalからのコンテンツの統合の詳細は、第25章「コンテンツ・リポジトリ接続の構成」を参照してください。











第VIII部


ユーザーによる追跡の支援

第VIII部の内容は次のとおりです。

	
第48章「イベントの統合」


	
第49章「リストの統合」


	
第50章「通知の統合」


	
第51章「最近のアクティビティの統合」


	
第52章「RSSの統合」











53 Oracle WebCenter Portal REST APIの使用


この章では、サーバー・データを取得、追加、変更および削除できるようにするWebCenter PortalのREST APIについて説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第53.1項「RESTの概要」


	
第53.2項「ユーザー名ベースのセキュリティ・トークンの暗号化の理解」


	
第53.3項「RESTを使用するメリット」


	
第53.4項「WebCenter PortalのREST APIの概要」


	
第53.5項「リンク・モデルの理解」


	
第53.6項「itemsハイパーメディアの理解」


	
第53.7項「HTTPを使用したハイパーメディアのナビゲーション」


	
第53.8項「WebCenter Portal REST APIのセキュリティに関する考慮事項」


	
第53.9項「CMIS REST APIのセキュリティに関する考慮事項」


	
第53.10項「共通タイプの理解」


	
第53.11項「キャッシュの管理」


	
第53.12項「プロキシ・サーバーの構成」


	
第53.13項「WebCenter PortalのREST APIの例」




[image: OTNの詳細]

この章には、WebCenter Portal REST APIの使用方法を示すいくつかのサンプルが含まれています。他のサンプルについては、次の場所にある、Oracle Technology Network (OTN)のOracle WebCenter Portalのデモとサンプルのページを参照してください:

http://www.oracle.com/technetwork/middleware/webcenter/ps3-samples-176806.html



53.1 RESTの概要

REpresentational State Transfer (REST)とは、分散型のリソースを均一なインタフェースで使用可能にするためのアーキテクチャ・スタイルであり、この均一なインタフェースには、Uniform Resource Identifier (URI)、明確に定義された操作、ハイパーメディア・リンクおよび制限された一連のメディア・タイプが含まれます。通常、これらの操作には読取り、書込み、編集および削除が含まれ、メディア・タイプにはJSONおよびXML/ATOMが含まれます。

RESTコマンドでは、リクエストとして標準HTTPメソッドを使用して、使用するリソースを指定します。すべてのリクエストは、操作のステータスを含むレスポンスを返します。リクエストによりオブジェクトが取得、作成または更新されると、レスポンスにはそのオブジェクトの標準表現が格納されます。

RESTは、クライアント・マシンからもその他のサーバーからも複数のクライアントをサポートし、どのクライアントまたは開発テクノロジ(Java、JavaScript、Ruby on Rails、PHP、.Netなど)からも使用できます。




	
ヒント:

RESTの概要を理解するには、WikipediaのRepresentational State Transferに関する記事(http://en.wikipedia.org/wiki/Representational_State_Transfer)を参照してください。







RESTは、通常、クライアント側でスクリプトされ、サーバー側アプリケーションからのデータをやり取りする機能が必要なリッチ・インターネット・アプリケーション(RIA)で使用されます。たとえば、WebCenter iPhone AppはWebCenter Portal REST APIを使用して、WebCenter Portalアプリケーションとやり取りします。ネイティブのiPhoneクライアントはObjective-Cで作成されており、REST APIにより、クライアントはアプリケーション・データを送信および取得できます。






53.2 ユーザー名ベースのセキュリティ・トークンの暗号化の理解

セキュリティを向上するために、すべてのURIには、hrefとtemplateのどちらの属性でも、認証ユーザー名に基づくセキュリティ・トークン・パラメータ(utoken)が含まれています。

セキュリティ生成アルゴリズムは、ユーザー名とともにランダムに生成されたsaltを使用します。saltにより、暗号化で使用したパラメータのセキュリティが侵害されても、既存のトークンを無効化し、新しいトークンを生成できます。最も重要なことは、ユーザー・トークンの生成アルゴリズムの一部としてユーザー名が使用されているため、セキュリティ侵害の発生時に、saltにより、すべてのユーザー名を変更しなくて済むことです。

saltは、マップo.webcenter.jf.csf.map内の資格証明ストア・フレームワーク(CSF)にキーuser.token.saltに対して格納されます。このキー(およびトークンの暗号化で使用した他のキー)の値は、Oracle Enterprise ManagerでCSFにアクセスすることによって変更できます。




	
注意:

暗号化キーの値を変更すると、ユーザー名ベースの既存のすべてのセキュリティ・トークンがただちに無効になります。アルゴリズムのパラメータがセキュリティ侵害された場合など、特別な事情がある場合のみ、これらの値を変更します。












53.3 RESTを使用するメリット

RESTおよびRESTfulスタイルのソフトウェア・アーキテクチャのメリットについて、多くの優れた記事が公開されています。このようなメリットの一部を、次に示します。

	
Hypermedia As The Engine Of Application State (HATEOAS)リンクを使用したREST APIへのアクセスは、APIの堅牢性の向上に役立ちます。クライアントはサーバーから返されるURIのみを使用するため、サーバーがURIの形式を変更しても、クライアントは引き続き正しく動作します。第53.5項「リンク・モデルの理解」も参照してください。


	
標準のHTTPプロトコルの使用により、ネットワーク・インフラストラクチャは必要に応じてRESTリクエストをキャッシュでき、クライアントとサーバーの両方の負荷が低減されます。第53.11項「キャッシュの管理」も参照してください。


	
ステートレスなRESTリクエストにより、各リクエストは任意の数の異なるサーバーによって処理され、スケーラビリティに役立ちます。


	
標準のHTTPプロトコルの使用により、多様なクライアントが、特殊なライブラリを必要とすることなく、REST APIを操作できます。









53.4 WebCenter PortalのREST APIの概要

モバイル・アクセスの有効化に加え、WebCenter Portal REST APIを使用すると、Ajax、JavaScript、JSONなどのWeb 2.0テクノロジを使用して、豊富でインタラクティブなブラウザベースのユーザー・インタフェースを作成したり、Oracle WebCenter Portal FrameworkおよびWebCenter Portalのデータにアクセスし変更したりできます。一般に、WebCenter RESTコマンドは、より自然で使いやすい、SOAPスタイルWebサービス・アプローチの代替を提供します。

表53-1では、WebCenter Portalのツールとサービス機能用に提供されているOracle WebCenter Portal REST APIについて説明しています。




	
注意:

Portal Frameworkアプリケーションでは、REST APIナビゲーションのみをサポートしています。その他すべてのREST APIは、WebCenter Portalアプリケーションのみによってサポートされています。








表53-1 REST APIでサポートされるWebCenterツールとサービス機能の一覧

	REST API	説明	章
	
ディスカッション

	
クライアントが、ディスカッション・フォーラム、トピックおよびメッセージを投稿、読取り、更新および削除できます。

	
第33.3.8項「ディスカッションREST APIの使用」



	
リスト

	
クライアントが、指定されたポータルに関連付けられたすべてのリストの参照、検索条件によるリスト列の検索、新規リストの作成、リスト行の追加、更新および削除、および同様のリスト関連タスクを実行できます

	
第49.4項「リストREST APIの使用」



	
ピープル・コネクション

	
クライアントが、プロファイル・データの表示、コネクション・リスト、フィードバックおよびメッセージの管理、ユーザー、リストおよびポータルでの新規アクティビティの作成とアクティビティの表示を実行できます。

	
第42章「ピープル・コネクションREST APIの使用」



	
WebCenter Portal

	
クライアントが、ポータル・メタデータの取得、およびポータル・リストとリスト・アイテムの表示、作成、更新および削除を実行できます。開発者はポータル・メンバーシップ情報も取得できます。

	
第56.2項「WebCenter Portal REST APIの使用」



	
コンテンツ管理

	
Content Management Interoperability Services (CMIS) RESTfulサーバー・バインディングを使用して、Content Management Virtual Content Repository (CM VCR)へのアクセスを提供します。

	
第31章「Content Management REST API」



	
アクティビティ・グラフ

	
基になるアクティビティ・グラフ・エンジンを使用して、接続、ポータルおよびアイテムに関する推奨事項を取得できます。

	
第46.3.2項「アクティビティ・グラフREST APIの使用」


	
イベント

	
指定されたポータルに関連付けられたカレンダ・イベントにアクセスできます。

	
第48.3項「イベントREST APIの使用」



	
フィードバック

	
クライアントが、ソーシャル・ネットワーク・アプリケーションでフィードバックを作成、読取りおよび削除できます。

	
第42章「フィードバックREST API」



	
検索

	
検索を投稿、確認、更新および削除します。検索のキーワードと範囲を指定できます。たとえば、iPhoneではすべてのポータル、ドキュメントおよびWikiページ内の「smith」を検索できます。

	
第45.3.4項「検索REST APIの使用」



	
タグ

	
クライアントが、タグおよびタグ付けしたアイテムをポスト、読取り、更新および削除できます。

	
第44.3.2項「タグREST APIの使用」



	
ナビゲーション

	
ナビゲーションREST APIを使用して、ナビゲーションを表示する独自のインタフェースを作成します。

注意: ナビゲーションREST APIは、この章に記載されているリソース索引を共有しません。

	
第10.11.2項「ナビゲーションREST APIの使用」



	
パーソナライズ

	
パーソナライズ・コンダクタにアクセスできます。

	
第72章「コンダクタAPIリファレンス」



	
ページレット

	
リモートWebサービスは、リソースとページレットに関する情報を取得できます。ページレットをプロキシ設定されていないページに注入して、「ページレット・プロデューサ」がOracle WebCenter Interaction、Oracle WebLogic Portal、またはその他のサードパーティ・ポータルのポートレット・プロバイダとして動作できるようにします。

	
第62.7.2.2項「RESTを使用したページレットへのアクセス」












	
注意:

次のURNに対するXSDファイルを示します。

urn:oracle:webcenter:activities:stream -> activitystream.xsd
urn:oracle:webcenter:messageBoard -> wall.xsd
urn:oracle:webcenter:people -> people.xsd
urn:oracle:webcenter:people:invitations -> people.xsd
urn:oracle:webcenter:people:person -> people.xsd
urn:oracle:webcenter:search:results -> search.xsd
urn:oracle:webcenter:spaces -> spaces.xsd


<WCP_ORACLE_HOME>/webcenter/schemas/ディレクトリにあります。














53.5 リンク・モデルの理解

ハイパーメディアは、2つの最も成功したWebベースの形式、HTMLとATOMのコアです。HTMLとATOMを使用して、消費者は、たとえば、ニュース記事へのリンクをクリックするなどして、リンクを介して他のハイパーメディア・ドキュメントへ移動できます。

ハイパーメディアは、RESTfulアプリケーションの状態を扱います(HATEOAS: Hypermedia As The Engine Of Application Stateと呼ばれています)。




	
注意:

アプリケーションの状態を定義するHATEOASの例え:
お気に入りのブラウザで確定申告しているものとします。ブラウザが機能停止したときには、W-2データの入力を終え、控除へ移動したところでした。失われた状態(控除の画面にいたがまだデータを入力する必要があったという事実)は、入力したw-2データではなく、アプリケーションの状態です(つまり、現在の状態から変更された状態)。

HATEOASによって、この状態(アプリケーションの状態)が完全にハイパーメディアに取得されます。アプリケーションの状態とはアプリケーション内での場所であり、アプリケーションに入力したデータではありません。この方法のメリットの1つは、クライアントとサーバーが自分の状態を意識する必要がないため、単純化されることです。リクエストを処理するために必要なすべての状態情報がリンクに含まれるため、ブラウザが再起動してリンクに戻ったときに、ユーザーは税金プロセスの同じ場所にいます。









RESTfulサービスへの一連の最上位レベルURIエントリ・ポイントがある場合、これらのエントリ・ポイントを超えたすべてのやり取りは、レスポンス形式で返されるハイパーメディア・リンクで行われます。このリンク中心の方法により、クライアントとサーバーURLとの結付きがあまり密接にならずにすみます。クライアントはサーバーから与えられたURLを使用しているため、サーバーURLが形式を変更しても、クライアント・コードが中断することはありません。

このリンク・モデルを理解することで、サービスから返されるデータを使用したREST APIのナビゲーション方法を理解できます。

この項では、WebCenterのRESTfulサービスが使用するハイパーメディア・リンク・モデルについて説明します。次のサブセクションが含まれます:

	
第53.5.1項「リソース索引の使用」


	
第53.5.2項「リンクの構造」






53.5.1 リソース索引の使用

WebCenterでは、リソース索引が、すべての認証アクセスの出発点です。リソース索引によって、一連の最上位レベルURIエントリ・ポイントへのアクセスが提供されます。これによって、使用可能なすべてのWebCenter RESTfulサービスへとつながります。リソース索引URIは、理解する必要がある唯一のURIです。




	
ヒント:

RESTクライアントは、カスタムRESTリクエストの生成に役立ちます。たとえば、Firefox RESTClientアドオンは次の場所で入手できます。
http://restclient.net/

他の類似のRESTクライアントも容易に取得できます。









WebCenterリソース索引URIは、次のとおりです。


http://host:port/rest/api/resourceIndex





	
注意:

リソース索引へのアクセスには、常に認証が必要です。ただし、次のURIを使用して、(必要に応じて)CMISリソース・エントリ・ポイントに匿名でアクセスできます。
http://host:port/rest/api/cmis/repository

第53.9項「CMIS REST APIのセキュリティに関する考慮事項」および第53.8項「WebCenter Portal REST APIのセキュリティに関する考慮事項」も参照してください。









WebCenter Portal REST APIを使用する場合は、まず最初に、GETリクエストをリソース索引に送信します。レスポンスは、使用可能なサービスとリクエストのメディア・タイプによってそれぞれ異なります。例53-1は、JavaScript(および場合によりクライアント側のDojoなどのスクリプト・ライブラリ)を使用してリソース索引用のJSONデータを取得するAjaxリクエストを作成した場合に、レスポンスがどのように見えるかを示しています。これは簡略化したサンプル・レスポンスであり、実際のレスポンスに実在するすべてのリンクが含まれているわけではありません。


例53-1 リソース索引のGETへのレスポンス


{
  "resourceType": "urn:oracle:webcenter:resourceindex",
  "links": [
    {
      "template": "opaque-template-uri",
      "resourceType": "urn:oracle:webcenter:messageBoard",
      "href": "opaque-uri",
      "capabilities": "urn:oracle:webcenter:read"
    },
    {
      "resourceType": "urn:oracle:webCenter:cmis",
      "href": "opaque-uri",
      "capabilities": "urn:oracle:webcenter:read"
    },
    {
      "template": "opaque-template-uri",
      "resourceType": "urn:oracle:webcenter:discussions:forums",
      "href": "opaque-uri",
      "capabilities": "urn:oracle:webcenter:read"
    },
    {
      "resourceType": "urn:oracle:webcenter:resourceindex",
      "rel": "self",
      "href": "http://host:port/rest/api/resourceIndex",
      "capabilities": "urn:oracle:webcenter:read"
    },
    {
      "template": "opaque-template-uri",
      "resourceType": "urn:oracle:webcenter:activities:stream",
      "href": "opaque-uri",
      "capabilities": "urn:oracle:webcenter:read"
    },
    {
      "template": "opaque-template-uri",
      "resourceType": "urn:oracle:webcenter:people:person",
      "capabilities": "urn:oracle:webcenter:read"
    },
    {
      "template": "opaque-template-uri",
      "resourceType": "urn:oracle:webcenter:feedback",
      "href": "opaque-uri",
      "capabilities": "urn:oracle:webcenter:read"
    },
    {
      "template": "opaque-template-uri",
      "resourceType": "urn:oracle:webcenter:spaces",
      "href": "opaque-uri",
      "capabilities": "urn:oracle:webcenter:read"
    },
    {
      "template": "opaque-template-uri",
      "resourceType": "urn:oracle:webcenter:people",
      "href": "opaque-uri",
      "capabilities": "urn:oracle:webcenter:read"
    }
  ]
}




リソース索引データで返されるリンクを調べることによって、使用するリソース・タイプのURIを見つけて、個々のサービスのURIエントリ・ポイントを取得できます。目的の操作を実行できるようになるまで、ハイパーメディア内を移動し続けることが可能です。例53-2は、リソース索引のJSONデータを指定して得られるURIを見つけるメソッドを示しています。


例53-2 リソース索引内の特定のサービスのURIの検出


/* Parse the resourceIndex to find the specified URL and
 * return it.
 *
 * @Param jsonData the JSON data retrieved from calling
 *        the /rest/api/resourceIndex URL.
 * @Param strResourceType the resource type of the URL
 *        you want to retrieve from the resourceIndex data.
 *        E.g., 'urn:oracle:webcenter:activities:stream'
 */
function getResourceURL(jsonData, strResourceType)
{
  // Using the HATEOAS model, we browse the returned links
  // looking for the one with the correct resource type.
  for (var i = 0; i < data.links.length; i++) {
    if (data.links[i].resourceType == strResourceType) {
      return data.links[i].href;
    }
  }
}








53.5.2 リンクの構造

ハイパーメディア・リンクのresourceType、relおよびcapabilities属性は、クライアントがURIを直接解析する必要なく、使用するURI (hrefまたはtemplate)を決定できるようにするメタデータを提供します。URIは不透明で、メタデータによって特定の環境でどのリンクが役立つかが決まります。

例53-3および例53-4は、それぞれXMLとしてハイパーメディア・リンクの構造とJSONドキュメント・フラグメント内のハイパーメディア・リンクの構造を示しています。


例53-3 XMLドキュメント・フラグメント内のリンク


<links>
  <link href="opaque-URI"
        template="opaque-template-URI (optional)"
        rel="rel-name"
        title="human-readable-title (optional)"
        type="media-type (optional)"
        resourceType="resource-type"
        capabilities="operation"/>
  ...repeat as needed...
</links>





例53-4 JSONドキュメント・フラグメント内のリンク


"links": [
  {
    "href":"opaque-URI",
    "template":"opaque-template-URI (optional)",
    "rel":"rel-name",
    "title":"human-readable-title (optional)",
    "type":"media-type (optional)",
    "resourceType":"resource-type",
    "capabilities":"operation"
  },
  ...repeat as needed...
]




複合語のフィールド名、要素名および属性名は、サービス作成者の直接管理下にない仕様に準拠する場合を除いて、キャメル・ケースで書式設定されます。頭字語は、大文字と小文字が必要に応じて調整されて、通常の単語として扱われます(たとえば、fooXmlまたはxmlFoo)。例53-5および例53-6を参照してください。


例53-5 XMLネーミング規則


<myElement>text</myElement>





例53-6 JSONのネーミング規則


{"myElement": "text"}




この項では、ハイパーメディア・リンクの様々な属性について説明します。この項の内容は、次のとおりです。

	
第53.5.2.1項「リソース・タイプ」


	
第53.5.2.2項「リレーションシップ」


	
第53.5.2.3項「機能」


	
第53.5.2.4項「メディア・タイプ」


	
第53.5.2.5項「テンプレート」






53.5.2.1 リソース・タイプ

resourceTypeリンク属性は、リンクが指すリソースのタイプを指定します。クライアントは、resourceTypeを使用して、GETとPOSTの予期されるレスポンス本文およびPOSTとPUTの受入可能なリクエスト本文を決定する必要があります。

詳細は、第53.7項「HTTPを使用したハイパーメディアのナビゲーション」を参照してください。






53.5.2.2 リレーションシップ

relリンク属性は、リンク・オブジェクトと現在のオブジェクト(リンクのリストが含まれるオブジェクト)の関係を指定します。この属性の値は、現在サポートされている次の値が空白で区切られたリストです。

	
self: リンク・オブジェクトは現在のオブジェクトです


	
related: リンク・オブジェクトは現在のオブジェクトに関係します


	
via: リンク・オブジェクトは現在のオブジェクトの情報ソースです


	
alternate: リンク・オブジェクトは現在のオブジェクトの代替です(通常、現在のオブジェクトを表示するHTMLページなど、別の形式の同じオブジェクト)


	
urn:oracle:webcenter:parent: リンク・オブジェクトは現在のオブジェクトの親です。つまり、リンク・オブジェクトが現在のオブジェクトを所有します




	
注意:

一部のWebCenter機能のREST APIによっては、relリンク属性が追加で含まれる場合があります。詳細は、特定の各機能のREST APIに関する説明を参照してください。















53.5.2.3 機能

capabilitiesリンク属性は、リンク・リソースでサポートされるメソッドを指定します。

クライアントがそのリソースにアクセスできる場合のみ、リンクが返されます。レスポンス形式で返されるリンクでクライアントが実行できる機能は、ユーザー認証の影響を受ける可能性があります。通常、現在の認証ユーザーが実行権限を持ち、リソースがサポートしている機能のみが返されます。

リンクがない場合、クライアントはリソースにアクセスできません。リンクに機能がない場合は、クライアントに返らないため、クライアントにはそのリンクで何かを(読取りさえ)実行する権限がありません。

ハイパーメディア・リンクの機能ベース表現は、クライアントが実行できると予想される操作の範囲を明確に示します。これによって、クライアントは、関連するUIを動的に構成して、最適な全体のユーザーの操作性を提供できます。

この属性の値は、次の値が空白で区切られたリストです。

	
urn:oracle:webcenter:create: HTTP動詞のPOSTにマップします


	
urn:oracle:webcenter:read: HTTP動詞のGETにマップします


	
urn:oracle:webcenter:update: HTTP動詞のPUTにマップします


	
urn:oracle:webcenter:delete: HTTP動詞のDELETEにマップします







	
注意:

最上位レベルのresourceIndexリンクは、ユーザーが別の機能で認証されている場合でも、read機能のみを返します。










	
注意:

OPTIONSを使用して許可されたHTTP動詞のリソースを問合せると、一般にリソースがサポート可能な動詞が返され、ユーザーのアクセス権は考慮されません。リンクの機能属性は、現在のユーザーが現在のリソースに対して実行できることを正確に示します。OPTIONSは、現在のユーザーに許可されているより多くのHTTP動詞を返すことがあります。












53.5.2.4 メディア・タイプ

typeリンク属性は、リンク・オブジェクトがサポートするメディア・タイプを指定します。

CMISを除くすべてのRESTサービスは、XML (application/xml)とJSON (application/json)の両メディア・タイプをサポートします。CMISが現在サポートしているのは、ATOMのみです。CMIS REST APIの詳細は、第31章「コンテンツ管理REST API」を参照してください。






53.5.2.5 テンプレート

templateリンク属性は、クライアントがhref URIではなくURIテンプレートを使用して、リンク・オブジェクトのパラメータ化した値を提供できることを指定します。リンクは、少なくともhrefまたはtemplate URIを含む必要がありますが、両方を含むこともできます。

一部のハイパーメディア・リンクではリクエスト問合せパラメータがサポートされており、これを使用して、クライアントは異なる方法でリンクを構成できます。クライアントがURI形式を理解し、手動でURIを作成する必要はなく、URIテンプレートが使用されます。これらのテンプレートにより、クライアント・コードでは、URIの動作を正確に理解しなくても、URIにデータを簡単に挿入できます。これによってハイパーメディアURIの不透明性が維持され、URI形式の変更からクライアントが保護されます。

例53-7は、様々なリクエスト問合せパラメータを含むURIテンプレートを示しています。


例53-7 URIテンプレート


http://host:port/.../lists?startIndex={startIndex}&itemsPerPage={itemsPerPage}&q={searchTerms}&projection={projection]




WebCenter Portal REST APIでは、多くの業界URIテンプレート・スキームに従う、単純なスロット置換構文を使用します。

たとえば、例53-7のテンプレートを使用して1ページ目に10リスト・アイテム(デフォルト)を表示するには、例53-8に示すように、クライアントはstartIndexパラメータに値1を、itemsPerPageパラメータに値10を入力します。


例53-8 パラメータ値を含むURIテンプレート


http://host:port.../lists?startIndex=1&itemsPerPage=10







	
注意:

テンプレートを使用可能にするには、事前に未使用のパラメータをすべて削除する必要があります。クライアントは未処理のテンプレートを、それを生成したサービスへ送信できない場合があります。送信すると、未定義の動作が生じ、一般にステータス・コード500が返されます。
クライアントは、サーバーに送信する前に、テンプレートを処理して有効なURI形式にする必要があります。クライアントは、スロット・トークンに置き換わる値を正しくURIエンコードして、スロットを適切な値に置換する必要があります。クライアントが、テンプレート内の1つ以上のスロットに対して適切な値を持たない場合は、スロット・トークンを空の文字列で置換する必要があります。









パラメータ値内の特殊文字または予約文字は、URLエンコードする必要があります。たとえば、Günterという名前のユーザーをリストで検索するには、例53-9に示すように、üをURLエンコードする必要があります。


例53-9 URIテンプレート内の特殊文字のエンコード


http://host:port.../lists?q=G%FCnter





共通のリクエスト問合せパラメータ

多くのリソースは、共通のリクエスト問合せパラメータ・セットをサポートしています。たとえば、エンティティのコレクションを取得する場合は、結果の数量または詳細を制限することによって、結果セットの内容を変更することが一般的です。RESTフレームワークでは、次のリクエスト・パラメータを使用して結果の範囲を指定し、セキュリティを提供します。

	
startIndex: 結果セットに含める、最初に一致する結果のインデックスを指定します(0-n ... 0から始まる)。これはページ区切りに使用されます。


	
itemsPerPage: レスポンスで返す結果の最大数を指定します(1-n)。これはページ区切りに使用されます。


	
q: 実装固有の検索を指定します。検索は次の形式で指定できます(角カッコ[]はオプション値を表します)。


[[field1:[operand]][:]value1[;field2:operand:value2]]


例:


&q=login:equals:monty
&q=title:contains:issues
&q=creator:equals:monty;description:contains:Urgent


各リソースが使用するqパラメータの形式は同じですが、検索の実装方法は、検索対象のリソースによってそれぞれ異なります。各リソースにおける検索の実装方法の詳細は、それぞれのサービスの章を参照してください。


	
projection: 変数の再帰深度、フィールドまたは属性のフィルタリングなど、モデル表示の実装固有のプロジェクション用に予約されています。有効な値はsummaryまたはdetailsです。

たとえば、リストのコレクションに対してsummaryのプロジェクションをリクエストすると、タイトル、説明およびハイパーメディアのリンクのみが返されます。detailsのプロジェクションをリクエストすると、サーバーは、各リストの列メタデータがすべて含まれるリストのコレクションを返します。この場合、処理時間が余分にかかったり、サーバー上でデータベース問合せが必要になることがあります。

次のリクエストの例では、深いオブジェクト・グラフが含まれるレスポンス・エンティティが返されます。


http://host:port/...lists&projection=details


	
data: このパラメータでは、カンマ区切りのデータ・セットおよびアイテムのリストを使用できます。このパラメータを使用して、クライアントは受け取るデータを指定できます。たとえば、モバイル・デバイス・アプリケーションは、このパラメータを使用して、返されるXMLデータの量を制限できます。projectionとdataの両方の問合せ文字列パラメータが存在する場合は、dataパラメータを使用して返すデータを決定します。データ・パラメータとして定数dataを指定すると、リソースに対してすべての標準情報が返されます。




特定のリソースでのこれらのパラメータのサポートの詳細は、該当のサービスの章を参照してください。










53.6 itemsハイパーメディアの理解

レスポンスの実際のコンテンツは、itemsのコレクションで構成されています。これは、前述のlinksセクションと同じレベルです。(各レスポンス内の最上位レベル・タグを含めて)各アイテムには、リソース固有のコンテンツと形式に加えて、1つの共通属性(resourceType)があります。resourceTypeの詳細は、特定のサービスに関する章を参照してください。

エンティティ/アイテムのコレクションを示す例は、例53-13を参照してください。例53-15は、単一のエンティティ/アイテムを示しています。






53.7 HTTPを使用したハイパーメディアのナビゲーション

HTMLまたはATOMフィードで参照およびやり取りする場合と同様の方法で、RESTサービス・ハイパーメディアを移動できます。やり取りは、HTTPメソッドを使用して、リンクで識別されるリソースで行われます。RESTサービスは、レスポンス・コードおよびレスポンス本文をクライアントに返し、クライアントはレスポンス内のハイパーメディアを使用してその後のやり取りを行います。

表53-2は、不透明なリソースURIの作成時に従う一般的なパターンを示しています。resourceTypeは、HTTPメソッドがリソースのコレクションで動作するのか個々のリソースで動作するのかによって異なります。


表53-2 HTTPメソッド

	HTTPメソッド	リソースのコレクションの場合のレスポンス	個々のリソースの場合のレスポンス
	
GET

	
リソース・コレクションのコンテナを返します(200 HTTPレスポンス・コード)

	
リソースを返します(200 HTTPレスポンス・コード)


	
PUT

	
リソースのコレクションを更新できません(405 HTTPレスポンス・コード)

	
リソースを更新して返します(200 HTTPレスポンス・コード)


	
POST

	
コレクション内に新規リソースを作成して返します

注意: 201または204 HTTPレスポンス・コードを返します。返されるコードは、新規作成されたオブジェクトが、直接アドレス可能であるかどうかによって異なります。たとえば、アクティビティは個別にアドレスを指定できないため、204のコンテンツなしというレスポンス・コードが返されます。

	
個々のリソース内にリソースを作成できません(405 HTTPレスポンス・コード)


	
DELETE

	
リソースのコレクションを削除できません(405 HTTPレスポンス・コード)

	
リソースを削除します(204 HTTPレスポンス・コード)








コレクション・リソースでは、通常、コレクションの読取り(GET)およびそのコレクションの従属要素の作成(POST)がサポートされます。個々のリソースでは、通常、リソースの読取り(GET)、更新(PUT)および削除(DELETE)がサポートされます。


HTTPレスポンス・ステータス・コード

表53-3は、返される可能性があるレスポンス・ステータス・コードを示しています。


表53-3 HTTPレスポンス・ステータス・コード

	HTTPレスポンス・ステータス・コード	説明
	
200

	
OK。GETまたはPUTが正常終了しました。リソース表現がレスポンス本文として伴います。


	
201

	
作成済。POSTが正常終了しました。新しく作成されたリソースのロケーション・ヘッダーを伴います。


	
204

	
コンテンツなしまたはコンテンツを返さないリクエスト。たとえば、リンクできないオブジェクトを作成する場合です。DELETEが正常終了しました。


	
400

	
不正なリクエスト。URIが不正な形式だったか、処理できませんでした。たとえば、IDが正しく形式化されていなかったか、IDがPOSTのURIに提供されていませんでした。


	
401

	
未許可。クライアントは、資格証明を送信して再試行できます。問題の診断に役立つフォルト・レスポンス本文を伴う場合があります。


	
403

	
禁止。クライアントには、リソースの作成や削除など、特定のアクションを実行できる権限がありません。同じユーザーとしての再認証は役立ちません。問題の診断に役立つフォルト・レスポンス本文を伴う場合があります。


	
404

	
見つかりません。IDで特定のリソースを参照しましたが、リソースはありません。


	
405

	
メソッドは許可されていません。リクエストされたリソースで有効なメソッドのリストが含まれます。


	
406

	
受入れ不可。クライアントが送信した受入れヘッダー・メディア・タイプは要求された操作でサポートされていません。問題の診断に役立つフォルト・レスポンス本文を伴う場合があります。


	
409

	
競合。おそらくリソースIDが使用中であるか、またはエンティティが更新時に別のプロセスによって変更されました。問題の診断に役立つフォルト・レスポンス本文を伴う場合があります。


	
422

	
不正なエンティティ本体。本体内のデータが構文的に正しい場合でも、有効でなかったり、処理できませんでした。たとえば、行を更新する際にデータが無効な場合です。


	
500

	
内部サーバーのエラー。サーバーに予期せぬ状態が発生し、リクエストを処理できませんでした。


	
501

	
実装されていません。サーバーでは、リクエストを実行するために必要な機能がサポートされていません。これは、サーバーがリクエスト・メソッドを認識せず、リソースに対してこれをサポートできない場合のレスポンスです。












53.8 WebCenter Portal REST APIのセキュリティに関する考慮事項

すべてのWebCenter REST URIは、(保護されているWebページと同様に)保護されているリソースを参照し、アクセスするには認証が必要です。




	
注意:

認証アクセス・ルールの1つの例外は、CMISリソースへのアクセスです。CMISリソースは、次のCMIS URIエントリ・ポイントを介して匿名でアクセスできます。
http://host/port/rest/api/cmis/repository

第53.9項「CMIS REST APIのセキュリティに関する考慮事項」も参照してください。









Basic認証を使用したリクエストによりこの認証に合格するか、またはクライアントとWebCenter RESTサービスがシングル・サインオンを使用するように構成できます。シングル・サインオンの詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』の「SSLの構成」を参照してください。

Basic認証では、ユーザーのパスワードはプレーン・テキストで送信されます。このタイプの認証を使用する場合は、SSLを使用した接続の保護を考慮する必要があります。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』の「SSLの構成」の章を参照してください。

セキュリティを向上するために、すべてのURIには、hrefとtemplateのどちらの属性でも、セキュリティ・トークン・パラメータが含まれています。セキュリティ・トークンはユーザー・スコープです。つまり、認証ユーザーに基づいており、有効範囲は認証ユーザーで、そのユーザーのセッションでブックマークに指定したり、キャッシュしたりできます。このようなセキュリティ・トークンは、クロスサイト・リクエスト・フォージェリ(CSRF)攻撃の回避に役立ちます。

例:


<link
  template="opaque-template-uri/@me?startIndex={startIndex}&itemsPerPage={itemsPerPage}
     &token=generated-token" resourceType="urn:oracle:webcenter:messageBoard"
     href="opaque-uri/@me?token=generated-token" capabilities="urn:oracle:webcenter:read"
/>





	
注意:

セキュリティ・トークンは、認証やアイデンティティ伝搬では使用されません。







WebCenter Portal REST APIは、認証ユーザーのアイデンティティに基づいて動作します。たとえば、ポータルのREST APIは、ポータルに関する情報のみを返し、ユーザーがアクセスできるポータルのみを変更できます。






53.9 CMIS REST APIのセキュリティに関する考慮事項

CMIS REST APIが使用する認証スキームは、他のWebCenter Portal REST APIが使用するものとは異なります。他のWebCenter Portal REST APIでは、認証されていないアクセスは許可されず、アクセスを許可する前にユーザーに認証を要求しますが、CMIS REST APIでは、認証されていないアクセスでも許可されます。

ドキュメントが認証情報を要求して、その情報を受信しなかった場合(認証されていないユーザーがアクセスしていたため)、404エラーが返されます。これは必ずしもドキュメントが見つからないことを意味するのではなく、(認証されていない)ユーザーがそのドキュメントにアクセスするための適切な権限を持たないことを意味します。リクエストが成功するためには、現在のユーザーを識別するBasic認証ヘッダーが含まれている必要があります。

CMISはContent Management Interoperability Serviceの略であり、エンタープライズ・コンテンツ管理システムの標準のRESTインタフェースです。詳細は、第31章「コンテンツ管理REST API」を参照してください。






53.10 共通タイプの理解

この項では、複数のWebCenter Portal REST APIで共有される共通タイプについて説明します。

	
第53.10.1項「共通タイプ」


	
第53.10.2項「ポータブル連絡先タイプ」






53.10.1 共通タイプ

共通タイプは、WebCenter Portal REST APIで使用されるオブジェクトを、一貫性のある方法で参照します。

この項には次のサブセクションが含まれます:

	
第53.10.1.1項「personReference」


	
第53.10.1.2項「groupSpaceReference」






53.10.1.1 personReference

これは、システム内のユーザーを表す汎用データ・タイプです。様々なAPIで使用されて、たとえば、メッセージ・ボードやフィードバック・メッセージの作成者またはユーザーの上司や直属の部下を識別します。これは、次の要素で構成されています。

	
guid: ユーザーのGUID


	
id: ユーザーのログインID


	
displayName: ユーザーの表示名




personReferenceには、ユーザーのプロファイル・アイコンへのリンクも含まれています。値(small、mediumまたはlarge)を指定することによって、アイコンのサイズを制御できます。

personReferenceタイプが含まれる場所によっては、生成するレスポンスの関連するREST APIへのリンクを返すこともできます。たとえば、personReferenceタイプが、メッセージ・ボード・レスポンス内の作成者として含まれている場合は、メッセージ・ボード・サービスへのリンクを含みます。






53.10.1.2 groupSpaceReference

これは、ポータルを表す汎用データ・タイプです。様々なAPIで使用されて、たとえばアクティビティ・ストリーム内では、特定のアクティビティが発生したポータルを識別します。次の要素で構成されています。

	
guid: ポータルのGUID


	
name: ポータルの名前


	
displayName: ポータルの表示名




groupSpaceReferenceには、htmlリンク、restリンクおよびアイコン・リンクも含まれています。








53.10.2 ポータブル連絡先タイプ

ポータブル連絡先タイプによって、Web上でアドレス帳および友人リストにアクセスする標準の手段が提供されます。ポータブル連絡先タイプは、ピープル・コネクション・サービスのプロファイル・コンポーネントが使用します。




	
注意:

これらのタイプは、WebCenterのポータル連絡先タイプに基づいています。追加データを含む可能性があります。







この項には次のサブセクションが含まれます:

	
第53.10.2.1項「nameポータブル連絡先タイプ」


	
第53.10.2.2項「addressポータブル連絡先タイプ」


	
第53.10.2.3項「organizationポータブル連絡先タイプ」


	
第53.10.2.4項「valueポータブル連絡先タイプ」






53.10.2.1 nameポータブル連絡先タイプ

これは、ユーザーの名前に関する情報を提供するポータブル連絡先タイプです。これは、次の要素で構成されています。

	
formatted: ユーザーの書式設定されたフル・ネーム、たとえばMichael David Jones Ph.D.


	
familyName: ユーザーの姓、たとえばJones


	
givenName: ユーザーの名、たとえばMichael


	
honorificSuffix: ユーザーの敬称、たとえばEsq.やPh.D.


	
initials: ユーザーの先頭の頭文字、たとえばM.D.


	
maidenName: ユーザーの旧姓




ユーザー・リポジトリ構成およびデータによっては、要素の一部が表示されないことがあります。






53.10.2.2 addressポータブル連絡先タイプ

これは、ユーザーの住所に関する情報を提供するポータブル連絡先タイプです。これは、次の要素で構成されています。

	
formatted: 書式設定された完全な住所


	
type: 住所のタイプ(例: 自宅、会社)


	
streetAddress: 番地


	
poBox: 私書箱番号


	
locality: 市町村


	
region: 都道府県


	
postalCode: 郵便番号


	
country: 国




ユーザー・リポジトリ構成およびデータによっては、要素の一部が表示されないことがあります。






53.10.2.3 organizationポータブル連絡先タイプ

これは、ユーザーの組織的な所属に関する情報を提供するポータブル連絡先タイプです。次の要素で構成されています。

	
name: 組織の名前


	
employeeNumber: ユーザーの従業員番号


	
employeeType: ユーザーの従業員タイプ。


	
department: ユーザーが所属する組織内の部門


	
defaultGroup: ユーザーが所属するデフォルト・グループ


	
title: 組織内でのユーザーの役職


	
description: 組織内でのユーザーの役割の説明


	
expertise: 組織内でのユーザーの専門


	
startDate: ユーザーが組織に加わった日付




ユーザー・リポジトリ構成およびデータによっては、要素の一部が表示されないことがあります。






53.10.2.4 valueポータブル連絡先タイプ

これは、多様な連絡先情報のデータが格納される汎用オブジェクトです。これは、次の要素で構成されています。

	
primary: これが、この人に関するこのタイプの情報の主要部分であるかどうかを識別するブール値。主要要素は存在しない場合があり、同じタイプのデータに対して複数の値がある場合のみ関係します。


	
value: このタイプの値


	
type: 情報のタイプ。有効なタイプは次のとおりです。

	
standard: 有効な値はwork、home、other


	
phoneNumber: 有効な値はwork、home、fax、pager、mobile


	
photos: 有効な値はthumbnail
















53.11 キャッシュの管理

クライアント側の開発者は、リクエストとレスポンスでHTTPキャッシュ・ヘッダーを処理する方法を理解している必要があります。最終変更日を持つ個々のリソースは、エンティティ・タグも返します。エンティティ・タグを使用すると、特定のエンティティを効率的に取得できます。キャッシュにおけるエンティティ・タグの使用の詳細は、Hypertext Transfer Protocol仕様を参照してください。

http://www.w3.org/Protocols/






53.12 プロキシ・サーバーの構成

この項では、Apacheサーバー上に単純な応答再書込みを行うリバースHTTPプロキシを設定する方法を説明します。プロキシ・サーバーは、通常、ブラウザ・クライアントからのXMLHttpRequest (XHR)コールに関連する、クロスドメイン・リクエストの問題を回避するために使用されます。これらのコールは、通常、多機能な対話型のクライアント側インタフェースを作成する、Ajax開発技術に関係します。REST APIは、通常、このようなクライアント側開発のシナリオで使用されます。




	
注意:

この項では、Apacheにプロキシ・サーバーを設定する単純な例を説明します。詳細は、http://httpd.apache.org/docsで入手できるApache Serverドキュメントを参照してください。プロキシ・サーバーに、Oracle HTTP Server (OHS)も使用できます。詳細は、『Oracle HTTP Server管理者ガイド』を参照してください。







Apacheでプロキシ・サーバーを設定する基本的な手順は次のとおりです。

	
Apacheサーバーへのアクセスを取得します。Apache 2.2.7以降のバージョンをお薦めします。


	
そのサーバーに、mod_substituteモジュールおよびmod_proxyモジュールがインストールされていることを確認します。Apacheのバージョン2.2.7以降にはmod_substituteがデフォルトで組み込まれていることに注意してください。mod_sedまたはmod_line_editも使用できますが、これらの構成はOracleではサポートされていません。


	
httpd.confまたは仮想ホスト構成ファイルを開き、次の行を追加し、適切な箇所を使用しているサーバー名またはサーバー情報で置き換えます。


ProxyRequests           Off
LoadModule              substitute_module       modules/mod_substitute.so
SetOutputFilter         SUBSTITUTE
 
ProxyPass               /rest/api/              http://myhost:8888/rest/api/
ProxyPassReverse        /rest/api/              http://myhost:8888/rest/api/
Substitute              s|myhost|yourhost|n
 
ProxyPass               /pathname/rest/api/        http://myhost:8888/rest/api/
ProxyPassReverse        /pathname/rest/api/        http://myhost:8888/rest/api/
Substitute              s|myhost:8888/rest/api|yourhost/pathname/rest/api|n





	
注意:

このシナリオ例では、2つのサーバーがプロキシ設定されます。次の2つのコールは、実際にはこれら2つの異なるサーバーと通信していますが、クライアントからは同じサーバー・ホストと通信しているように見えます。
http://myhost/rest/api/resourceIndex

http://myhost/pathname/rest/api/resourceIndex










	
Apacheサーバーを再起動します。たとえば、Linuxでは次の操作を実行します。


sudo /etc/init.d/httpd restart




一部のLinuxの構成では、この方式によるApacheとのプロキシ設定には、httpdからのアウトバウンド接続を許可するためにSELinuxが必要であることに注意してください。SELinuxのGUI内またはコマンド・ラインを介してhttpd_can_network_connect flagを有効化すると設定できます。




	
開発者のヒント:

httpd.confでUserDir権限を設定して、ユーザーが各自のpublic_htmlディレクトリにこれらのファイルをドロップできるようにします。たとえば、http://host/~yourname/sample.htmlをヒットしてサンプル・アプリケーションにアクセスし、サンプル・アプリケーションでhttp://host/rest/api/resourceIndexをXHRコールします。












53.13 WebCenter PortalのREST APIの例

この項では、WebCenter Portal REST APIの使用方法のサンプルを示します。次のサブセクションが含まれます:

	
第53.13.1項「メッセージ・ボード・ハイパーメディアのナビゲーション」


	
第53.13.2項「アクティビティ・ストリーム・データの表示」


	
第53.13.3項「ユーザー・ステータスの更新」






53.13.1 メッセージ・ボード・ハイパーメディアのナビゲーション

この項では、RESTサービス・ハイパーメディアのナビゲーション方法のサンプルを示します。サンプルは、メッセージ・ボード上のメッセージの読取り、別のユーザーのメッセージ・ボードへのメッセージの投稿、不要なメッセージの削除およびメッセージ・ボードのメッセージをフィルタ処理する方法を示しています。

この項には次のサブセクションが含まれます:

	
第53.13.1.1項「リソース索引へのアクセス」


	
第53.13.1.2項「メッセージの読取り」


	
第53.13.1.3項「新しいメッセージの作成」


	
第53.13.1.4項「メッセージの更新」


	
第53.13.1.5項「メッセージの削除」


	
第53.13.1.6項「メッセージのフィルタ処理」






53.13.1.1 リソース索引へのアクセス

最初は必ずリソース索引にアクセスします(例53-10)。


例53-10 リソース索引へのアクセス


GET /resourceIndex




このリクエストは、メッセージ・ボードのエントリ・ポイントを含めて、RESTfulサービスへの最上位レベルURIエントリ・ポイントのリストを返します(例53-11)。


例53-11 リソース索引へのアクセスに対するレスポンス


200 OK
Accept: application/json;charset=UTF-8

{
  "resourceType": "urn:oracle:webcenter:resourceindex",
  "links": [
    {
      "resourceType": "urn:oracle:webcenter:resourceindex",
      "capabilities": "urn:oracle:webcenter:read",
      "rel": "self",
      "href": "http://host:port/rest/api/resourceIndex"
    },
    {
      "resourceType": "urn:oracle:webcenter:messageBoard",
      "capabilities": "urn:oracle:webcenter:read",
      "href": "opaque-messageBoard-URI"
    },
  ...repeating for other services...
}




このリストを調べて、メッセージ・ボードへのアクセスに必要なURIを見つけることができます。resourceTypeがurn:oracle:webcenter:messageBoardであるリンクを探します。このリンクのhrefが、メッセージ・ボードへのアクセスに必要なものです。

他のリソースのrel、typeおよびtemplateも、正しいリンクを見つける上で役立ちます。






53.13.1.2 メッセージの読取り

メッセージ・ボードの正しいURIがわかると、そのURIにGETリクエストを送信してメッセージを読み取ることができます(例53-12)。

メッセージ・ボード上のメッセージを読み取るには、ログインする必要があります。


例53-12 メッセージ・ボードのメッセージの取得(GET)


GET /opaque-messageBoard-URI
 




レスポンスは、メッセージ・ボード上のすべてのメッセージに関する情報を提供します(例53-13)。


例53-13 メッセージ・ボードのメッセージの取得に対するレスポンス


200 OK
Accept: application/json;charset=UTF-8
 
{
  "resourceType": "urn:oracle:webcenter:messageBoard",
  "links": [
    {
      "resourceType": "urn:oracle:webcenter:messageBoard",
      "capabilities": "urn:oracle:webcenter:read urn:oracle:webcenter:create",
      "rel": "self",
      "href": "opaque-messageBoard-URI"
    }
  ]
  "items": [
    {
      "resourceType": "urn:oracle:webcenter:messageBoard:message",
      "links": [
        {
          "resourceType": "urn:oracle:webcenter:messageBoard:message",
          "capabilities": "urn:oracle:webcenter:read urn:oracle:webcenter:delete",
          "rel": "self",
          "href": "opaque-message-URI"
        }
      ]
      "id": "89add57c-7a35-4d35-b24f-ea9259612eb8",
      "body": "What's up?  It's been a while.  Some of us are going to Conner O'Neal's after work.  Want to go?",
      "created": "2009-09-10T11:18:46.696-0700",
      "author": {
        "id": "carl",
        "displayName": "carl",
        "guid": "649A27F09D5C11DEBFAA799CBD41D9B8",
        "links": [
          {
            "resourceType": "urn:oracle:webcenter:people:person",
            "capabilities": "urn:oracle:webcenter:read",
            "rel": "via",
            "href": "opaque-person-URI"
          },
          {
            "resourceType": "urn:oracle:webcenter:messageBoard",
            "capabilities": "urn:oracle:webcenter:read urn:oracle:webcenter:create",
            "href": "opaque-messageBoard-URI-for-Carl"
          },
          {
            "type": "text/html",
            "resourceType": "urn:oracle:webcenter:spaces:profile",
            "capabilities": "urn:oracle:webcenter:read",
            "rel": "alternate",
            "href": "opaque-profile-URI"
          }
        ]
      },
    }
  ],
  "startIndex": 0,
  "itemsPerPage": 1,
}




レスポンスから、メッセージ・ボードに対してreadおよびcreateの機能を持つことがわかります。したがって、コンテンツの読取りおよび新しいメッセージの投稿が行えます。

さらに、レスポンスにはアイテムのコレクションも含まれます(この例では、コレクションは1つのアイテムのみで構成されています)。これらのアイテムは、resourceTypeがurn:oracle:webcenter:messageBoard:messageである、メッセージ・ボード上のメッセージです。メッセージのcapabilities属性は、この特定のメッセージについて、メッセージ・ボードからの読取りおよび削除が行えることを示しています。

各メッセージについて、レスポンスは次の情報を提供します。

	
id: メッセージの識別子


	
body: メッセージのテキスト


	
author: メッセージの作成者。author要素も、別の複数の要素で構成されます。

	
id: メッセージの作成者の識別子またはユーザー名


	
displayName: 表示用に書式設定された作成者の名前


	
guid: 作成者のグローバル一意識別子







author要素の中には、3つのリンクのコレクションもあります。これらのリンクのresourceTypeは、次のとおりです。

	
urn:oracle:webcenter:people:person: メッセージの作成者に関する情報を表示できます


	
urn:oracle:webcenter:messageBoard: 作成者のメッセージ・ボードでメッセージの読取りまたは作成を行えます


	
urn:oracle:webcenter:spaces:profile: 作成者のプロファイルのtext/htmlドキュメントを読み取れます









53.13.1.3 新しいメッセージの作成

自分のメッセージ・ボード上のメッセージを読み、Carlのメッセージ・ボードに返信するとします。このためには、Carlのメッセージ・ボードのURIにPOSTリクエストを送信する必要があります。

正しいURIを見つけるには、resourceTypeがurn:oracle:webcenter:messageBoardである、authorリンクのhrefを使用します。

POSTリクエストにより、投稿先のリソースの従属リソースが作成されます。この例ではmessageBoardに投稿しているため、その従属リソースであるmessageを投稿する必要があります(例53-14)。


例53-14 別のユーザーのメッセージ・ボードへのメッセージの作成(POST)


POST opaque-messageBoard-URI-for-Carl
Accept: application/json;charset=UTF-8
Content-Type: application/json;charset=UTF-8
 
{
    "body": "sure; see you guys at 6."
}




レスポンスは、Carlのメッセージ・ボードにメッセージが作成されたことを示しています(例53-15)。


例53-15 別のユーザーのメッセージ・ボードへのメッセージの作成に対するレスポンス


201 Created
Content-Type: application/json;charset=UTF-8
 
{ 
  "id": "36b8464f-afda-44b5-90ad-8ecedcb040a3", 
  "body": "sure; see you guys at 6.", 
  "created": "2009-09-10T12:21:09.785-0700", 
  "resourceType": "urn:oracle:webcenter:messageBoard:message", 
  "links": [ 
    { 
      "resourceType": "urn:oracle:webcenter:messageBoard:message", 
      "capabilities": "urn:oracle:webcenter:read urn:oracle:webcenter:update urn:oracle:webcenter:delete", 
      "rel": "self", 
      "href": "opaque-message-URI" 
    },
  "author": { 
    "id": "mike", 
    "displayName": "mike", 
    "guid": "649657609D5C11DEBFAA799CBD41D9B8", 
    "links": [ 
      { 
        "resourceType": "urn:oracle:webcenter:people:person", 
        "capabilities": "urn:oracle:webcenter:read", 
        "rel": "self", 
        "href": "opaque-person-URI" 
      }, 
      { 
        "resourceType": "urn:oracle:webcenter:messageBoard", 
        "capabilities": "urn:oracle:webcenter:read urn:oracle:webcenter:create", 
        "href": "opaque-messageBoard-URI" 
      }, 
      { 
        "type": "text/html", 
        "resourceType": "urn:oracle:webcenter:spaces:profile", 
        "capabilities": "urn:oracle:webcenter:read", 
        "rel": "alternate", 
        "href": "opaque:profile:URI" 
      } 
    ] 
  }
  ] 
}








53.13.1.4 メッセージの更新

PUTリクエストはPOSTリクエストによく似ていますが、親リソースではなく、編集されているリソースで実行される点が異なります。

Carlのメッセージ・ボードにメッセージを作成した場合、先のPOSTリクエストに対するレスポンスから、メッセージに関してread、updateおよびdeleteの機能を持つことがわかります。また、hrefでメッセージのURIもわかります。たとえば、急な仕事が入り、もう少し残ることが必要になったとします。メッセージのURIを使用して、PUTリクエストを送信してメッセージを更新することで、遅れることをCarlに伝えることができます(例53-16)。


例53-16 メッセージの更新(PUT)


PUT opaque:message:URI
Accept: application/json;charset=UTF-8
Content-Type: application/json;charset=UTF-8
 
{
    "body": "working late; see you guys at 7."
}




レスポンスはPOSTのレスポンスとほぼ同じですが、bodyに更新されたメッセージがある点が異なります(例53-17)。


例53-17 メッセージの更新


200 OK
Content-Type: application/json;charset=UTF-8
 
{ 
  "id": "36b8464f-afda-44b5-90ad-8ecedcb040a3", 
  "body": "working late; see you guys at 7.", 

...deleted for brevity...

}








53.13.1.5 メッセージの削除

リソースのdelete機能を持っている場合、リソースに対してDELETEリクエストを実行すると、そのリソースは削除されます。Carlのメッセージ・ボード上のメッセージへのリンクは、deleteをサポートしています。

Carlのメッセージ・ボードに残したメッセージを削除することにします(例53-18)。


例53-18 メッセージの削除(DELETE)


DELETE opaque:message:URI




レスポンスは、ステータス・コード204のみです(例53-19)。


例53-19 メッセージの削除に対するレスポンス


204 NO CONTENT







	
注意:

DELETEはべき等です。つまり、複数回送信しても同じ結果が得られます。そのため、同じオブジェクトを2回削除しようとすると、以前に削除していても引き続き同じ204レスポンスを受信します。












53.13.1.6 メッセージのフィルタ処理

メッセージは、可視性条件に基づき、(GET、POSTおよびPUTのHTTP動詞を使用して)フィルタ処理できます。メッセージ・ボードに投稿されたメッセージは次の可視性カテゴリに分けられます。

	
パブリック


	
プライベート


	
非表示


	
パブリックかつ非表示


	
プライベートかつ非表示





パブリック・メッセージとプライベート・メッセージの場合

メッセージ・ボードの所有者は、任意のメッセージをプライベートとしてマークできます。メッセージがプライベートとしてマークされると、そのメッセージは、メッセージの所有者以外には表示されません。デフォルトで、すべてのメッセージはパブリックです。

メッセージをプライベート・メッセージとして送信することもできます。たとえば、MikeがCarlのメッセージ・ボードを表示している場合、ユーザーであるMikeにはパブリック・メッセージのみ(プライベートとして送受信されたパブリック・メッセージも含む)が表示されます。


非表示メッセージと表示メッセージの場合

メッセージ・ボードの所有者は、任意のメッセージを非表示としてマークできます。メッセージが非表示としてマークされると、そのメッセージはメッセージ・ボードの所有者には表示されませんが、メッセージ・ボードを表示する他のユーザーには表示されたままになります。

次に、取得方法の例を示します。


例53-20 フィルタ処理されたメッセージの取得(GET)

	
me


   all
     rest/api/messageBoards/person/@me 
   private
     rest/api/messageBoards/person/@me/private
   public
     rest/api/messageBoards/person/@me/public
   hidden and public
     rest/api/messageBoards/person/@me/hidden 
   private and hidden
     rest/api/messageBoards/person/@me/private_hidden


	
person


   rest/api/messageBoards/person/<GUID> 


メッセージを取得するログイン・ユーザーのGUIDが必要であることに注意してください。


	
space-guid


   rest/api/messageBoards/space/<GUID>


space-guidでは可視性に基づくフィルタ処理が使用できないことに注意してください。








例53-21 新しいメッセージに対するフィルタ処理の使用(POST)

	
me


   all
     rest/api/messageBoards/person/@me 
   private
     {"body" : "<BODY_CONTENT>","visibilityType" : "private"}
   public
     {"body" : "<BODY_CONTENT>","visibilityType" : "public"}
   hidden and public
    {"body" : "<BODY_CONTENT>","visibilityType" : "hidden"}
   private and hidden
     {"body" : "<BODY_CONTENT>","visibilityType" : "private_hidden"}


	
person


   rest/api/messageBoards/person/<GUID> 


「me」以外のGUIDの場合:


   public 
     {"body" : "<BODY_CONTENT>","visibilityType" : "public"}
   private
     {"body" : "<BODY_CONTENT>","visibilityType" : "private"}


	
space-guid


   rest/api/messageBoards/space/<GUID>


space-guidでは可視性に基づくフィルタ処理が使用できないことに注意してください。








例53-22 変更されたメッセージに対するフィルタ処理の使用(PUT)

	
me


   all
     rest/api/messageBoards/person/@me/messages/<msg guid>
   private
     {"body" : "<BODY_CONTENT>","visibilityType" : "private"}
   public
     {"body" : "<BODY_CONTENT>","visibilityType" : "public"}
   hidden and public
    {"body" : "<BODY_CONTENT>","visibilityType" : "hidden"}
   private and hidden
     {"body" : "<BODY_CONTENT>","visibilityType" : "private_hidden"}


	
person


   rest/api/messageBoards/person/<GUID>/messages/<msg guid>


「me」以外のGUIDの場合:


   public 
     {"body" : "<BODY_CONTENT>","visibilityType" : "public"}
   private
     {"body" : "<BODY_CONTENT>","visibilityType" : "private"}


	
space-guid


   rest/api/messageBoards/space/<GUID>/messages/<msg guid>


space-guidでは可視性に基づくフィルタ処理が使用できないことに注意してください。













53.13.2 アクティビティ・ストリーム・データの表示

アクティビティ・ストリーム・データを正しく表示するには、次の操作を行う必要があります。

	
アクティビティ・ストリームURIエントリ・ポイントの取得


	
アクティビティ・ストリーム・データの取得


	
アクティビティ・ストリーム・データを表示するための処理
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次に、例53-23について説明します。

	
getResourceURLメソッドは、メイン・リソース索引(/rest/api/resourceIndex)のJSONデータを取得し、そのデータ内でアクティビティ・ストリーム・リソースのURIを見つけることによって、アクティビティ・ストリーム・サービスのURIエントリ・ポイントを取得する方法を示しています。


	
formatMessageメソッドは、アクティビティ・ストリーム・データを処理して表示可能な形式にします。これには、個々のメッセージの検索と、メッセージ内のテンプレート・パラメータをそのパラメータに対応するオブジェクトまたはユーザーの名前に置換する処理が含まれます。パラメータには、オブジェクトまたはユーザーを表示するためのリンクも含まれます。そのオブジェクトまたはユーザー用のRESTサービスへのリンクがある場合は、それが含まれることもあります。







	
注意:

リソース索引およびアクティビティ・ストリームJSONデータを取得するには、Javascript(および場合によってはDojoなどのクライアント側スクリプト・ライブラリ)を使用してAjaxリクエストを作成し、結果のデータを適切なメソッドに渡します。








例53-23 アクティビティ・ストリーム・データの表示


/* Parse the resourceIndex to find the specified URL and
 * return it.
 *
 * @Param jsonData the JSON data retrieved from calling
 *        the /rest/api/resourceIndex URL.
 * @Param strResourceType the resource type of the URL
 *        you want to retrieve from the resourceIndex data.
 *        E.g., 'urn:oracle:webcenter:activities:stream'
 */
function getResourceURL(jsonData, strResourceType)
{
  // Using the HATEOAS model, we browse the returned links
  // looking for the one with the correct resource type.

  for (var i = 0; i < data.links.length; i++) {
    if (data.links[i].resourceType == strResourceType) {
      return data.links[i].href;
    }
  }
}


/* Parse the resourceIndex to find the activity stream URL and
 * then load it.
 *
 * @Param jsonData the JSON data retrieved from calling
 *        the /rest/api/resourceIndex URL.
 */
function getActivitiesURL(jsonData)
{
  // Parse the JSON data to get the activities URI entry point.

  var strHref = getResourceURL(jsonData,
    'urn:oracle:webcenter:activities:stream');

  // INSERT CODE HERE: Implement getting the JSON data from the
  // strHref URL with the Accept header set to "application/json",
  // and use the formatMessage(index, jsonData) function to get
  // the displayable activity message for each activity.

}


/* Replace activity message parameters.
 *
 * @Param index the index of the activity to process
 * @Param jsonData the JSON data retrieved from calling
 *        the /rest/api/resourceIndex URL.
 */
function formatMessage(index, jsonData)
{
  var activity = jsonData.items[index];
  var strMessage = activity.message;

  // Look for activity parameters and replace them in the message.

  if (activity.templateParams && activity.templateParams.items) {
    for (var i = 0; i < activity.templateParams.items.length; i++) {
      var param = activity.templateParams.items[i];

      // Each parameter also has a set of links which at least
      // includes an HTML link and possibly a REST API link.

      strMessage = strMessage.replace(param.key, param.displayName);
    }
  }
  if (activity.detail) {
    strMessage = strMessage + "<br><font size='1'>" +
      activity.detail + "</font>";
  }
  return strMessage;
}








53.13.3 ユーザー・ステータスの更新

次の例は、REST APIを使用してユーザーのWebCenter Portalプロファイル・ステータスを更新する方法を示しています。




	
注意:

サンプルは、Webサーバー(Apache、Oracle HTTP Serverなど)またはアプリケーション・サーバーでホストする必要があります。クロスサイト・スクリプティング・エラーを防ぐには、プロキシURLを使用してRESTサービスにアクセスする必要があります。ApacheまたはOHSでは、confコマンドは次のようになります(必要に応じてmyspaceshostおよびportを変更します)。

ProxyPass /webcenter/ http://myspaceshost:port/webcenter/
ProxyPassReverse /webcenter/ http://myspaceshost:port/webcenter/
ProxyPass /rest/ http://myspaceshost:port/rest/
ProxyPassReverse /rest/ http://myspaceshost:port/rest/
ProxyPreserveHost on
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ユーザー・ステータスの更新では、ステータス・オブジェクトのURLを取得するための、一連の非同期AJAXコールが行われます。


urn:oracle:webcenter:resourceindex
   urn:oracle:webcenter:people
      urn:oracle:webcenter:people:person:status


ユーザー・ステータスを更新するHTMLページ(例53-24)には、ユーザーが新しいステータス・メッセージ(statusMessage)を入力できる入力フィールドがあります。「Update Status」ボタンをクリックすると(または[Enter]キーを押すと)updateStatusメソッドがコールされて、リソース索引への初期コールが行われます。


例53-24 HTML本体


<body>
<div>New status message:&nbsp;<input id="statusMessage" type="text"
   onkeyup="{if (event.keyCode==13) updateStatus();}" maxlength="250"
   size="60" /></div>
<div>
<button id="button1" onclick="updateStatus();">Update Status</button>
</div>
<div id="statusResults"></div>
</body>




図53-1は、HTMLページを示しています。


図53-1 新しいステータス・メッセージのHTMLページ
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例53-25のコードは、リソース索引(/rest/api/resourceIndexに設定されているresourceIndexURL変数)を取得します。リソース索引は、AJAXリクエスト・オブジェクト(resourceIndexRequest)として返されます。


例53-25 リソース索引の取得


function updateStatus() {
   // Set the UI to busy state. This is cleared in the success and error callbacks
   setUIBusy("Updating status...");
   //get the Resource Index
   resourceIndexRequest.get(
      resourceIndexURL,
      resourceIndexCallback,
      clearUIBusy);
}




例53-26に示すgetResourceURLメソッドは、RESTコールによって返されるデータ内のリンクを調べて、要求されたリソース・タイプを識別する指定の文字列(URN)を見つけます。


例53-26 リンクのトラバース


function getResourceURL(data, strResourceType) {
   for (var i = 0; i < data.links.length; i++) {
      if (data.links[i].resourceType == strResourceType) {
         return data.links[i].href;
      }
   }
   return null;
}




例53-27では、getResourceURLを使用してリソース索引を解析して、ユーザー・プロファイルURLを見つけます。データは、AJAXリクエスト・オブジェクト(profileRequest)として返されます。


例53-27 ユーザー・プロファイルの取得


function resourceIndexCallback(data) {
   //get my user profile
   profileRequest.get(
      getResourceURL(data, 'urn:oracle:webcenter:people'),
      profileCallback,
      clearUIBusy);
}




例53-28は、HTMLページでユーザーが指定した新しいステータス・メッセージを受け取り(statusMessage)、request.putを使用して、(getResourceURLを再びコールして取得した)ステータス・オブジェクトを更新します。


例53-28 ステータス・オブジェクトの取得


function profileCallback(data) {
   profile = data;
   // get the URL for the status object
   var url = getResourceURL(data, 'urn:oracle:webcenter:people:person:status');
   // get the new status and escape double quotes
   var newStatus = document.getElementById
      ('statusMessage').value.replace(/\"/g. "\\\"");
   //send a JSON string representing the new status object
   var statusMessage = '{"note": "' + newStatus + '"}';
   statusRequest.put(
      getResourceURL(data, 'urn:oracle:webcenter:people:person:status'),
         statusMessage, renderStatusPutResults, clearUIBusy);
}




例53-29のrenderStatusPutResultsメソッドは、新しいステータス・オブジェクトをレンダリングします。


例53-29 新しいステータス・オブジェクトのレンダリング


function renderStatusPutResults(data) {
   var name = profile.displayName;
   // get the URL for my profile HTML page in WebCenter Portal
   var profileURL = getResourceURL(profile,
      'urn:oracle:webcenter:spaces:profile');
   var html = 'Status for <a href="' + profileURL + '" target="_blank">'
      + name + '</a> is: ' + data.note;
   // clear the UI busy state and print the new status message
   clearUIBusy(html);
}




例53-30は、UIを無効化および再有効化するコードを示しています。


例53-30 UIの無効化


function setUIBusy(message) {
   document.getElementById('statusResults').innerHTML = message;
   document.getElementById('button1').disabled = true;
   document.getElementById('statusMessage').disabled = true;
}

function clearUIBusy(message) {
   document.getElementById('statusResults').innerHTML = message;
   document.getElementById('button1').disabled = false;
   document.getElementById('statusMessage').disabled = false;
}




例53-31は、AJAXコールに役立つライブラリを示しています。その大部分はWebCenter固有のものではなく、JSONを返すサービスに対する任意のXHRリクエストで使用できます。

ライブラリには再利用可能なXHRオブジェクトが含まれています。このオブジェクトは、HTTP GET、POST、PUTおよびDELETEをサポートします。すべての関数は非同期であり、URLと2つのコールバック関数(成功した場合と失敗した場合)を使用します。成功コールは、戻りデータが含まれるJavaScriptオブジェクトを使用して行われます。失敗コールは、エラー文字列を使用して行われます。POSTおよびPUTも、JSON文字列のデータ引数を使用します。


例53-31 AJAXライブラリ


function AjaxRequest() {
   // constructor to create an object oriented AJAX request
   var xhr = null;

   // get XHR object. Should work for IE 6+, Safari, and Mozilla based browsers
   if (window.XMLHttpRequest) {
      xhr = new window.XMLHTTPRequest;
   } else {
      try {
         xhr = new ActiveXObject('MSXML2.XMLHTTP.3.0');
      } catch (ex) {
         xhr = null;
      }
   }
   if (xhr == null) {
      alert("Your browser does not support AJAX");
   }

   this.get = function(url, callback, errorCallback) {
      xhr.open('GET', url, true);
      // the REST APIs return XML by default. Please return JSON
      xhr.setRequestHeader('Accept', 'application/json; charset=utf-8');
      sendRequest(null, callback, errorCallback);
   };

   this.post = function(url, data, callback, errorCallback) {
      xhr.open('POST', url, true);
      // set headers to send and receive JSON
      xhr.setRequestHeader('Accept', 'application/json; charset=utf-8');
      xhr.setRequestHeader('Content-Type', 'application/json; charset=utf-8');
      sendRequest(data, callback, errorCallback);
   };

   this.put = function(url, data, callback, errorCallback) {
      xhr.open('PUT', url, true);
      // set headesr to send and receive JSON
      xhr.setRequestHeader('Accept', 'application/json; charset=utf-8');
      xhr.setRequestHeader('Content-Type', 'application/json; charset=utf-8');
      sendRequest(data, callback, errorCallback);
   };

   this.deleteResource = function(url, callback, errorCallback) {
      xhr.open('DELETE', url, true);
      sendRequest(null, callback, errorCallback);
   };

   // set the callbacks and send the request with data, if any
   function sendRequest(data, callback, errorCallback) {
      xhr.onreadystatechange = function () {
         processResponse(xhr, callback, errorCallback);
      };
      xhr.send(data);
   }

   function processResponse(xhr, callback, errorCallback) {
      var data = null;
      // can get called here many times. 4 means really done
      if (xhr.readyState == 4) {
         // let's call any HTTP codes in the 200s success
         if (xhr.status >= 200 && xhr.status <300) {
            // convert response text into a JSON object. This is insecure.
            // data should not be blindly evaluated from the server return.
            // consider using json2.js http://www.JSON.org/js.html
            data = eval('(' + xhr.responseText + ')');
            callback(data);
         } else {
            // we got an error. Format an error string
            data = 'Error: ' + xhr.status + ' ' + xhr.statusText + '<br />'
               + xhr.responseText;
            errorCallback(data);
         }
      }
   }
}
















39 ピープル・コネクション・タスク・フロー・バインディング・パラメータ


この章では、設計時にタスク・フロー・パラメータ値を改訂する方法を説明し、ピープル・コネクション・タスク・フローと関連付けられているバインディング・パラメータの表を記載します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第39.1項「ピープル・コネクション・タスク・フロー・バインディング・パラメータについて」


	
第39.2項「ピープル・コネクション・タスク・フロー・バインディング・パラメータを改訂する方法」


	
第39.3項「ピープル・コネクション・タスク・フロー・バインディング・パラメータ」


	
第39.4項「アクティビティ・ストリームの詳細な問合せオプションについて」






39.1 ピープル・コネクション・タスク・フロー・バインディング・パラメータについて

各ピープル・コネクション・タスク・フローには、タスク・フローの正常機能に役立つ情報を取得する必須タスク・フローおよびオプション・タスク・フローのバインディング・パラメータのセットがあります。たとえば、すべてのピープル・コネクション・タスク・フローは、現在のランタイム・ユーザーのIDを取得するためのバインディング・パラメータを提供します。この値(通常は#{securityContext.userName})により、このタスク・フローで、現在のユーザーに関連するピープル・コネクション・データを返すことが可能になります。

タスク・フロー・バインディング・パラメータを使用すると、タスク・フローの正常なレンダリングに必要な値を提供できるのみでなく、タスク・フロー・インスタンスの外観および動作をカスタマイズできます。たとえば、パラメータ値を使用して、ヘッダーとフッターをレンダリングするかどうか、表示する情報の行数や列数、返されたデータにフィルタを適用するかどうかなどを決定できます。

タスク・フロー・バインディング・パラメータの値は、タスク・フローをアプリケーション・ページにドラッグ・アンド・ドロップするときに指定できます。この操作を行うと、「タスク・フロー・バインディング・パラメータ」ダイアログが開きます(詳細は、第38.2項「ピープル・コネクション・タスク・フローをページに追加する方法」を参照してください)。ページにタスク・フローを配置した後、タスク・フロー・バインディング・パラメータの値を調整することもできます。






39.2 ピープル・コネクション・タスク・フロー・バインディング・パラメータを改訂する方法

ページにタスク・フローを追加した後、そのバインディング・パラメータ値を改訂することで、インスタンスをカスタマイズできます。この項では、「タスク・フロー・バインディングの編集」ダイアログにアクセスし、バインディング・パラメータ値を変更する方法について説明します。

「タスク・フロー・バインディングの編集」ダイアログにアクセスするには:

	
アプリケーション・ページを開き、そのページの下部にある「バインディング」タブをクリックすることで、ビューをバインディングに設定します。


	
「実行可能ファイル」の下で、タスク・フロー・バインディング・パラメータを改訂するタスク・フローをダブルクリックし(図39-1)、「タスク・フロー・バインディングの編集」ダイアログを開きます(図39-2)。




	
ヒント:

「実行可能ファイル」の下のタスク・フロー名は、デザイン・ビューにおける名前とは異なります。たとえば、メッセージ・ボード・タスク・フローはwallと表示され、フィードバック・タスク・フローはkudosと表示されます。








図39-1 アプリケーション・ページのバインディング・ビュー

[image: 図39-1の説明が続きます]






図39-2 「タスク・フロー・バインディングの編集」ダイアログ

[image: 図39-2の説明が続きます]





	
バインディング・パラメータ値を改訂します(詳細は、第39.3項「ピープル・コネクション・タスク・フロー・バインディング・パラメータ」を参照してください)。


	
「OK」をクリックし、変更を保存してダイアログを終了します。


	
ページを保存して実行し、結果を表示します。









39.3 ピープル・コネクション・タスク・フロー・バインディング・パラメータ

表39-1では、ピープル・コネクション・サービスに適用可能なタスク・フロー・バインディング・パラメータをリストし説明しています。


表39-1 ピープル・コネクション・サービス・タスク・フロー・バインディング・パラメータ

	パラメータ	説明
	
__followEnforced

	
アクティビティ・ストリームを問い合せるときに追跡ロジックを強制する手段

	
オブジェクトのアクティビティが詳細な問合せ句で問い合せされている場合でも、ストリーム・アクティビティにアクセスするためにユーザーがビジネス・オブジェクトを追跡する必要があるようにするには#{true}を入力します。デフォルトはtrueです。


	
この要件を省略する場合は、#{false}を入力します。Fusionビジネス・オブジェクトに対してストリームされているアクティビティは、ユーザーがそのオブジェクトを追跡するかどうかに関係なく、詳細な問合せによって必要とされる場合は返されます。




このパラメータ(Fusionアプリケーション・ビジネス・オブジェクトの場合)は、advancedQueryパラメータとともに使用されます。

このパラメータは、アクティビティ・ストリーム・タスク・フローに関連付けられています。


	
__objectExtHandlerEnabled

	
オブジェクト拡張ハンドラを使用してFusionアプリケーション・ビジネス・オブジェクトを処理する手段

	
オブジェクト拡張ハンドラを使用してビジネス・オブジェクトを処理するには、#{true}を入力します。


	
オブジェクト拡張ハンドラの使用を省略する場合は、#{false}を入力します。デフォルトはfalseです。




#{true}を入力すると、ビジネス・オブジェクトのアクティビティを問い合せる前に、アクティビティ・ストリームによってオブジェクト拡張ハンドラが使用されて、ビジネス・オブジェクトが処理されます。ハンドラによって、ビジネス・オブジェクトにアクセスする権限をユーザーが持っているかどうかが確認されます。ユーザーが権限を持っていない場合、そのオブジェクトはリストから削除され、このオブジェクトからアクティビティは取得されません。

このパラメータは、次のタスク・フローに関連付けられています。

	
アクティビティ・ストリーム


	
アクティビティ・ストリーム - クイック・ビュー





	
__objects

	
アクティビティを表示するオブジェクトのカンマ区切りリスト

object-id;object-type;service-idの形式でオブジェクトを入力します。通常、追跡されるオブジェクトに対してのみ使用されます。

このパラメータは、アクティビティ・ストリーム・タスク・フローに関連付けられています。


	
__objectSecured

	
Fusionアプリケーション・ビジネス・オブジェクトに対してセキュリティ・チェックを強制する手段

	
セキュリティ・チェックを強制する場合は、#{true}を入力します。


	
セキュリティ・チェックを省略する場合は、#{false}を入力します。デフォルトはfalseです。




セキュリティ・チェックは、Fusionアプリケーションによって実装されるリソース認可プロバイダによって実行されます。ユーザーがビジネス・オブジェクトに対する権限を持っていない場合、そのビジネス・オブジェクトに関連するアクティビティはフィルタで除外されます。

このパラメータは、アクティビティ・ストリーム・タスク・フローに関連付けられています。

このパラメータは、次のタスク・フローに関連付けられています。

	
アクティビティ・ストリーム


	
アクティビティ・ストリーム - クイック・ビュー





	
advancedQuery

	
ストリームされたアイテムをフィルタ処理するためのカスタム問合せを指定するためのフィールド

詳細は、第39.4項「アクティビティ・ストリームの詳細な問合せオプションについて」を参照してください。

このパラメータは、アクティビティ・ストリーム・タスク・フローに関連付けられています。


	
connectionListName

	
コネクション・リストの名前

このパラメータは、コネクション - カード・タスク・フローに関連付けられています。


	
currentView

	
デフォルトで表示するビュー

有効な値には、次のものがあります。

	
connections - (デフォルト値)コネクションのリスト


	
receivedInvitations - 受信したコネクションの招待のリスト


	
sentInvitations - 送信したコネクションの招待のリスト


	
people - コネクションの招待を送る人々を見つけるための検索フィールド




ユーザーがタスク・フロー・インスタンスにアクセスするときは、ここで指定されたビューが最初に表示されます。people以外のすべての選択肢で、アプリケーションのデフォルト・ビュー(connections)にナビゲートするためのコントロールが提供されます。peopleを選択すると、他のユーザーにコネクションの招待を送信するための検索および選択のコントロールが提供されます。

このパラメータは、コネクション・タスク・フローに関連付けられています。


	
displayCount

	
タスク・フローに表示するアイテム数

たとえば、タスク・フローに最大5つのアイテムを表示できることを指定するには5と入力します。クイック・ビューで、指定された数より多くのアイテムがある場合は、タスク・フローの下部に「詳細」リンクが表示されます。ユーザーが「詳細」をクリックすると、タスク・フローのメイン・ビューが開き、そこですべてのアイテムにアクセスできます。メイン・ビューには、「前へ」および「次へ」リンクが表示されます。ユーザーはこれらをクリックして、エントリのページをめくります。

このパラメータは、次のタスク・フローのコンポーネント・プロパティに表示されます。

	
フィードバック


	
フィードバック - クイック・ビュー


	
メッセージ・ボード


	
メッセージ・ボード - クイック・ビュー





	
displayMessageSize

	
各フィードバック・メッセージに表示される文字数

指定した値を超えるメッセージは切り捨てられ、省略記号(…)が末尾に追加されます。

このパラメータは、タスク・フロー・フィードバック - クイック・ビューに関連付けられています。


	
display_maxConnections

	
タスク・フローに表示する最大コネクション数

たとえば、タスク・フローに最大5つのコネクションを表示できることを指定するには5と入力します。指定された数より多くのコネクションがある場合は、タスク・フローの下部に「詳細」リンクが表示されます。ユーザーが「詳細」をクリックすると、タスク・フローのメイン・ビューが開き、そこにすべてのコネクションが表示されます。

このパラメータに対して入力した値は、display_numberOfRowsおよびdisplay_numberOfColumnsの値が指定されていない場合にのみ有効になります。これらのパラメータの両方の値が指定されている場合、指定された数の行および列より多くのコネクションがある場合は、「前へ」および「次へ」のリンクが表示されます。

このパラメータは、次のタスク・フローに関連付けられています。

	
コネクション - カード


	
コネクション - クイック・ビュー





	
display_numberOfColumns

	
タスク・フローに表示する列数

たとえば、6つのコネクションを表示するコネクション - カード・タスク・フローでは、2の値は、それらのコネクションが3つの行を持つ2つの列で表示されます(「display_numberOfRows」および「display_maxConnections」も参照してください)。

このパラメータは、次のタスク・フローに関連付けられています。

	
コネクション - カード


	
コネクション - クイック・ビュー





	
display_numberOfRows

	
タスク・フローに表示する行数

たとえば、6つのコネクションを表示するコネクション - カード・タスク・フローで、display_numberOfColumnsに2の値が指定されている場合、このパラメータに2の値を指定すると、2つの行を持つ2つの列にコネクションが表示されることを意味します。つまり、4つのコネクションが表示されます。指定された数の列および行より多くのコネクションがある場合は、タスク・フローの下部に「詳細」リンクが表示されます。ユーザーが「詳細」をクリックすると、タスク・フローのメイン・ビューが開き、そこにすべてのコネクションが表示されます。

「display_maxConnections」も参照してください。

このパラメータは、次のタスク・フローに関連付けられています。

	
コネクション - カード


	
コネクション - クイック・ビュー





	
display_profileFormat

	
タスク・フローのデフォルト・レイアウト・スタイル

次のうち1つを入力してください。

	
vcard - コネクションの写真およびステータス・メッセージを表示します。


	
iconic - コネクションの写真およびユーザー名を表示します。


	
list - リストにコネクションを表示します。リストの各行には、プロファイル写真、ユーザー名(プロファイルの概要ビューにリンクされている)、メール・アドレス、役職、ステータス・メッセージおよびアクション・アイコンとリンクが表示されます。


	
tiled - コネクションの個人プロファイル写真をレンダリングし、その写真に加えてユーザー名および役職を表示します。




すべてのレイアウトにおいて、名前はユーザーのプロファイルのサマリー・ビューにリンクしています。

このパラメータは、コネクション - カード・タスク・フローに関連付けられています。


	
display_removalAllowed

	
タスク・フロー上の「削除」アクションを表示または非表示にする手段

「削除」アクションを表示するには、trueを入力します。「削除」アクションを非表示にするには、falseを入力します。入力が無効である場合は、デフォルト値(true)が適用されます。

このパラメータは、コネクション - カード・タスク・フローに関連付けられています。


	
display_sortedBy

	
コネクションのソート順序

日時の降順でコネクションをソートするには、LAST_ACTIVITY_TIMEを入力します。名前のアルファベット順にコネクションをソートするには、このフィールドを空白のままにします。

このパラメータは、コネクション - カード・タスク・フローに関連付けられています。


	
editMode

	
プロファイル・タスク・フロー・インスタンスに対して編集モードを有効化する手段

編集モードを有効化する場合は、#{true}を入力します。それを無効化する場合は、#{false}を入力します。

このパラメータは、プロファイル・タスク・フローに関連付けられています。


	
enableContextInf0

	
現在のコンテキストにおけるオブジェクトに関する詳細情報を表示または省略する手段(ポップアップまたは他のコンテキストに基づく手段)

	
#{true}を入力すると、アクティビティ・ストリームでaf:contextInfoコンポーネント(小さな赤いドット)が表示できるようになります。ユーザーはこのドットをクリックしてオブジェクトの詳細情報を表示できます。


	
#{false}を入力すると、オブジェクトの詳細情報は省略されます。




このパラメータがtrueで、サービス定義にcontextInfoTaskflowIdが定義されている場合、サービスのアクティビティによりaf:contextInfoが表示されます。それ以外の場合、コンテキスト情報は表示されません。

このパラメータは、アクティビティ・ストリーム・タスク・フローに関連付けられています。


	
filterPattern

	
タスク・フロー・コンテンツに対するフィルタ

たとえば、patと入力すると、patという名前のコネクション(patrickやsripathyなど)のみが表示されます。

このパラメータは、コネクション - カード・タスク・フローに関連付けられています。


	
fromDate

	
フィードバック・メッセージを表示する日付範囲の開始日

YYYY-MM-DDの形式で日付を入力します。

toDateも参照してください。

このパラメータは、次のタスク・フローに関連付けられています。

	
フィードバック


	
フィードバック - クイック・ビュー


	
メッセージ・ボード





	
hideActions

	
編集、プライベート、非表示、削除などフィードバックまたはメッセージ・ボードのエントリと通常、関連付けられているアクションを非表示にする手段

	
フィードバックまたはメッセージ・ボードのエントリと関連付けられているアクションを非表示にするには、#{true}を入力します。


	
そのようなアクションを表示する場合は、#{false}を入力します。値が入力されていない場合は、falseがデフォルトです。




このパラメータは、次のタスク・フローのコンポーネント・プロパティに表示されます。

	
フィードバック – クイック・ビュー


	
メッセージ・ボード – クイック・ビュー





	
hideAttach

	
「添付: ファイル|リンク」オプションを表示するのか非表示にするのかを指定します

	
「添付: ファイル|リンク」オプションを非表示にするには、#{true}にします。


	
「添付: ファイル|リンク」オプションを表示するには、#{false}にします。




このパラメータは、パブリッシャ・タスク・フローに関連付けられています。


	
hideComments

	
ストリーム・アクティビティ上のコメント機能を表示または非表示にする手段

trueを入力すると、コメント機能が非表示になります。falseを入力するとこれが表示されます。

このパラメータは、アクティビティ・ストリーム・タスク・フローに関連付けられています


	
hideConfigure

	
タスク・フロー・インスタンスのパーソナライズ・オプションを非表示にする手段

このパラメータは、次のタスク・フローに関連付けられています。

	
アクティビティ・ストリーム


	
アクティビティ・ストリーム - クイック・ビュー





	
hideDocumentUploader

	
パブリッシャ・タスク・フローのドキュメント・アップローダを表示または非表示にする手段

パブリッシャ・タスク・フローのドキュメント・アップローダを非表示にするには、#{true}を入力します。それを表示するには、#{false}を入力します。

このパラメータは、パブリッシャ・タスク・フローに関連付けられています。


	
hideFooter

	
タスク・フロー・フッターを表示または非表示にする手段

タスク・フロー・フッターには、現在のビューに表示できる数より多くのアイテムがある場合、タスク・フローの下部に表示される「詳細」リンクが含まれています。フッターを非表示にすると、「詳細」リンクも非表示になります。フッターを非表示にしても、タスク・フローの下部に表示される「前へ」および「次へ」リンクに影響はありません。

フッターを非表示にするには、trueを入力します。フッターを表示するには、false (デフォルト)を入力します。

このパラメータは、次のタスク・フローに関連付けられています。

	
アクティビティ・ストリーム - クイック・ビュー


	
コネクション - カード


	
コネクション - クイック・ビュー


	
フィードバック - クイック・ビュー


	
メッセージ・ボード - クイック・ビュー





	
hideGiven

	
ユーザーに提供されたフィードバックを表示または非表示にする手段

提供されたフィードバックのレンダリングを許可するには、trueを入力します。それを禁止するには、falseを入力します。

このパラメータは、次のタスク・フローに関連付けられています。

	
フィードバック


	
フィードバック - クイック・ビュー





	
hideHeader

	
タスク・フロー・ヘッダーを表示または非表示にする手段

タスク・フロー・ヘッダーを非表示にするには、trueを入力します。タスク・フロー・ヘッダーを表示するには、false (デフォルト)を入力します。

このパラメータは、次のタスク・フローに関連付けられています。

	
アクティビティ・ストリーム - クイック・ビュー


	
コネクション - クイック・ビュー


	
フィードバック


	
フィードバック - クイック・ビュー


	
メッセージ・ボード


	
メッセージ・ボード - クイック・ビュー





	
hideInlinePreview

	
ストリーム・アクティビティに添付されるファイルのインライン・プレビューを許可または省略する手段

trueを入力すると、ファイルのプレビューは省略されます。falseを入力するとこれが表示されます。

このパラメータは、アクティビティ・ストリーム・タスク・フローに関連付けられています。


	
hideLike

	
ストリーム・アクティビティ上の「お気に入り登録」リンクを表示または非表示にする手段

trueを入力すると、「お気に入り登録」リンクが非表示になります。falseを入力するとこれが表示されます。

このパラメータは、アクティビティ・ストリーム・タスク・フローに関連付けられています


	
hideName

	
接続のユーザー名を表示または非表示にする手段

trueを入力すると、名前が非表示になります。falseを入力するとこれが表示されます。

このパラメータは、コネクション・カード・タスク・フローに関連付けられています。


	
hidePublisher

	
メッセージ入力フィールド、アップロード・ファイルおよびURLコントロール(パブリッシャ)を表示または非表示にする手段

	
指定したタスク・フロー・インスタンスのメッセージ入力フィールドの表示を無効化するには、#{true}を入力します。


	
指定したタスク・フロー・インスタンスのメッセージ入力フィールドの表示を許可するには、#{false}を入力します。




このパラメータは、次のタスク・フローに関連付けられています。

	
メッセージ・ボード


	
メッセージ・ボード - クイック・ビュー





	
hideScopePicker

	
「次と共有」オプションを表示するのか非表示にするのかを指定します

	
「次と共有」オプションを非表示にするには、#{true}にします。


	
「次と共有」オプションを表示するには、#{false}にします。




このパラメータは、パブリッシャ・タスク・フローに関連付けられています。


	
hideShare

	
ストリーム・アクティビティ上の「共有」リンクを表示または非表示にする手段

「共有」リンクを非表示にするには、trueを入力します。falseを入力するとこれが表示されます。

このパラメータは、アクティビティ・ストリーム・タスク・フローに関連付けられています


	
hideSpacesUI

	
「アクティビティ・ストリーム」およびアクティビティ・ストリーム - クイック・ビュー構成ダイアログに、ポータルUIを表示するかどうかを指定します。ポータルUIでは、すべてのポータル、自分がメンバーであるポータル、ポータルなし、またはタスク・フローが配置されているポータルのうち、どのアクティビティを表示するかを指定できます。

	
ポータルUIを表示するには、#{true}を入力します。これがデフォルトです。


	
ポータルUIを非表示にするには、#{false}を入力します。




このパラメータは、次のタスク・フローに関連付けられています。

	
アクティビティ・ストリーム


	
アクティビティ・ストリーム - クイック・ビュー





	
hintsTextKey

	
ヒント・テキストに対してリソース・バンドル・クラスおよびメッセージ・キーを指定します

ヒント・テキストがない場合の事前定義済キーとしてkey[,RBClass]. __EMPTY__の形式を使用します。これがデフォルト値です。

このパラメータは、パブリッシャ・タスク・フローに関連付けられています。


	
imageSize

	
プロファイル写真の表示サイズ

次の値のうち1つを入力してください。

	
ORIGINAL


	
LARGE


	
MEDIUM


	
SMALL




このパラメータは、プロファイル - スナップショット・タスク・フローに関連付けられています。


	
isUpdateStatus

	
タスク・フロー・インスタンスを現在のユーザーのプロファイル・ステータス・メッセージの更新専用にする手段

タスク・フロー・インスタンスをユーザーのステータス・メッセージの更新専用にするには、#{true}を入力します。現在のユーザーのプロファイル・ステータス・メッセージへのメッセージの公開を省略するには、#{false}を入力します。

このパラメータは、パブリッシャ・タスク・フローに関連付けられています。


	
keepOpenAfterPublish

	
ユーザーが「公開」ボタンをクリックした後に、テキスト・ボックスをアクティブなままにするかどうかを指定します

	
メッセージを公開した後にテキスト・ボックスを開いたままにするには、#{true}を入力します。


	
メッセージを公開した後にテキスト・ボックスを閉じるには、#{false}を入力します。




このパラメータは、パブリッシャ・タスク・フローに関連付けられています。


	
launchStyle

	
プロファイル起動スタイルを指定します。このパラメータは、選択に基づいて起動されたプロファイルが選択されている場合のみ有効です。

次のうち1つを入力してください。

	
snapshot—ユーザー名がクリックされたときにユーザーのプロファイル・スナップショットを表示します。


	
profile—ユーザー名がクリックされたときにユーザーの「プロファイル」ページを表示します。




このパラメータは、コネクション - カード・タスク・フローに関連付けられています。


	
messageType

	
表示するメッセージのタイプ。自分のメッセージボードを表示する場合のみ使用可能です。

表示するメッセージのタイプを指定します。

次のうち1つを入力してください。

	
all—パブリックとプライベートの両方のメッセージを表示します。これがデフォルトです。


	
private—プライベート・メッセージを表示します。


	
public—パブリック・メッセージを表示します。




このパラメータは、次のタスク・フローに関連付けられています。

	
メッセージ・ボード


	
メッセージ・ボード - クイック・ビュー





	
numberOfRows_list

	
コネクション・タスク・フロー・インスタンスがリスト・ビューに設定されている場合に表示する行数

このパラメータは、コネクション・タスク・フローに関連付けられています。


	
objectId

	
公開されるメッセージと関連付けられるオブジェクトのID

このパラメータは、パブリッシャ・タスク・フローに関連付けられています。


	
objectType

	
公開されるメッセージと関連付けられるオブジェクトのタイプ

このパラメータは、パブリッシャ・タスク・フローに関連付けられています。


	
orgBreadCrumbsShown

	
チェーン上の各メンバーにリンクしている管理チェーンをレンダリングする、ユーザー・プロファイル上の組織のブレッドクラムを表示または非表示にする手段

組織のブレッドクラムを表示するには、#{true}を入力します。それを省略する場合は、#{false}を入力します。

このパラメータは、プロファイル - スナップショット・タスク・フローに関連付けられています。


	
pageSize

	
指定のタスク・フロー・インスタンスにストリームするアイテム数

このパラメータは、次のタスク・フローに関連付けられています。

	
アクティビティ・ストリーム


	
アクティビティ・ストリーム - クイック・ビュー





	
pagination

	
マルチページ・ストリームで使用するページ区切りの形式

	
#{true}を入力すると、「前へ」および「次へ」リンクが表示されます。


	
#{false}を入力すると、「前へ」および「次へ」リンクが省略されます。かわりに「詳細」リンクがレンダリングされ、ユーザーはすべてのストリーム・アクティビティが表示されたより詳細なタスク・フローのビューにナビゲートできます。




このパラメータは、アクティビティ・ストリーム・タスク・フローに関連付けられています。


	
photoUploadAllowed

	
プロファイル画面からの写真のアップロードを可能にする手段

ユーザーがそのプロファイルに写真をアップロードできるようにするには、true (デフォルト)を入力します。ユーザーが写真をアップロードできないようにするには、falseを入力します。

このパラメータは、タスク・フロー・プロファイル - スナップショットに関連付けられています。


	
profileEditLinkShown

	
プロファイル - スナップショット・タスク・フロー上の「編集」リンクを表示または省略する手段

「編集」リンクを表示するには、#{true}を入力します。それを非表示にするには、#{false}を入力します。

このパラメータは、プロファイル - スナップショット・タスク・フローに関連付けられています。


	
profileLaunchedOnSelection

	
ユーザー名がクリックされたときにユーザー・プロファイルを起動する手段

ユーザー名がクリックされたときにユーザー・プロファイルを起動するには、trueを入力します。ユーザー・プロファイルを起動しないようにするには、falseを入力します

このパラメータは、タスク・フロー・コネクション - カードに関連付けられています


	
profileOnly

	
ユーザー・プロファイルからのみアクティビティをストリームする手段

	
ユーザー・プロファイルに関連付けられたアクティビティのみをストリームするには、trueを入力します。


	
ユーザー・プロファイルに関連付けられたアクティビティとともに、他のタイプのアクティビティもストリームするには、falseを入力します。




このパラメータは、アクティビティ・ストリーム・タスク・フローに関連付けられています。


	
profileUserId

	
アクティビティのストリーム元のユーザーのID

このパラメータは、アクティビティ・ストリーム - クイック・ビュー・タスク・フローに関連付けられています。


	
resourceId

	
現在のユーザーID

#{securityContext.userName}を入力すると、現在のユーザーが戻されます。

このパラメータは、次のタスク・フローに関連付けられています。

	
アクティビティ・ストリーム


	
コネクション


	
フィードバック


	
メッセージ・ボード


	
プロファイル


	
プロファイル・ギャラリ





	
scopeId

	
公開先の範囲のID

このプロパティ値は、公開されているオブジェクトへの移動に使用するリンクの生成に役立ちます。EL式を使用してそれを行う予定である場合以外は、値を指定する必要はありません。EL式の詳細は、付録G「式言語式」を参照してください。

このパラメータは、パブリッシャ・タスク・フローに関連付けられています。


	
sectionWiseEditEnabled

	
タスク・フロー上のセクションごとの編集機能を有効化または無効化する手段

	
セクションごとの編集を有効化する場合は、#{true}を入力します。編集可能な各プロファイル・セクションに、「編集」コントロールが表示されます。


	
セクションごとの編集を無効化する場合は、#{false}を入力します。




このパラメータは、プロファイル・タスク・フローに関連付けられています。


	
serviceCategories

	
アクティビティのストリーム元となるサービス名のカンマ区切りリストを入力するためのフィールド

このパラメータを使用して、ストリームされたアクティビティの表示を指定したサービスに関連付けられたアクティビティのみに制限できます。たとえば、次のように1つ以上のサービスIDを入力します。


oracle.webcenter.collab.announcement, oracle.webcenter.collab.forum


有効なサービスIDのリストは、表G-7「サービスとツールのID」を参照してください。すべてのサービスがアイテムをアクティビティ・ストリームへストリームするわけではないので、リストされたすべてのサービスIDを使用できるわけではない点に注意してください。たとえば、RSSサービスはアクティビティをストリームしません。

このパラメータは、アクティビティ・ストリーム・タスク・フローに関連付けられています。


	
serviceId

	
公開されるメッセージと関連付けられているオブジェクトが属しているサービスのサービスID

サービスIDのリストは、表G-7「サービスとツールのID」を参照してください。

このパラメータは、パブリッシャ・タスク・フローに関連付けられています。


	
showViewListOfAll

	
フッターに「すべてのコネクションを表示」リンクを含めるかどうかを指定します。このパラメータが有効な場合、タスク・フローにページ区切りはありません。

	
「すべてのコネクションを表示」リンクを表示するには、#{true}を入力します。


	
「すべてのコネクションを表示」リンクを非表示にするには、#{false}を入力します。




このパラメータは、コネクション - カード・タスク・フローに関連付けられています。


	
spaceName

	
メッセージを公開するポータル

アプリケーションがポータルをサポートしていない場合、このパラメータに値を指定しないでください。

このパラメータは、次のタスク・フローに関連付けられています。

	
メッセージ・ボード


	
メッセージ・ボード - クイック・ビュー


	
パブリッシャ





	
spaces

	
アクティビティをストリームする元のポータルの名前またはGUIDのカンマ区切りリスト

このパラメータを使用して、ストリーム・アクティビティの表示を、指定したポータルに関連付けられたアクティビティのみに制限します。

アプリケーションがポータルをサポートしていない場合、このパラメータに値を指定しないでください。

このパラメータは、アクティビティ・ストリーム・タスク・フローに関連付けられています。


	
statusUpdateAllowed

	
プロファイル・ステータス・メッセージを更新するためのコントロールをタスク・フロー上で使用可能にするかどうかを表すブール値

trueまたはfalseのいずれかを入力します。

このパラメータは、プロファイル - スナップショット・タスク・フローのコンポーネント・プロパティに表示されます。


	
toDate

	
フィードバック・メッセージを表示する日付範囲の終了日

YYYY-MM-DDの形式で日付を入力します。

fromDateも参照してください。

このパラメータは、次のタスク・フローに関連付けられています。

	
フィードバック


	
フィードバック - クイック・ビュー


	
メッセージ・ボード





	
uploadDocumentOnly

	
パブリッシャ・タスク・フローを、そのドキュメントのアップロード機能に限定する手段

パブリッシャ・タスク・フローを、ドキュメント・アップローダのみにするように限定するには、#{true}を入力します。すべてのパブリッシャ機能を公開するには、#{false}を入力します。

このパラメータは、パブリッシャ・タスク・フローに関連付けられています。


	
userId

	
現在のユーザーID

#{securityContext.userName}を入力すると、現在のユーザーが戻されます。

このパラメータは、次のタスク・フローに関連付けられています。

	
コネクション - カード


	
コネクション - クイック・ビュー


	
フィードバック - クイック・ビュー


	
メッセージ・ボード - クイック・ビュー


	
プロファイル - スナップショット





	
userName

	
メッセージの公開先のユーザーの名前

この値は、デフォルトで指定されています。デフォルト値#{o_w_w_i_v_b_resourceViewerBean.username}を変更しないことをお薦めします。

このパラメータは、パブリッシャ・タスク・フローに関連付けられています。


	
viaUser

	
現在のユーザーが共有しているオブジェクトを提供した人のユーザー名

たとえば、Johnが、元はJaneと共有していたドキュメントをすべての人と共有しているとします。その場合、JaneがviaUserです。

このパラメータは、パブリッシャ・タスク・フローに関連付けられています。












39.4 アクティビティ・ストリームの詳細な問合せオプションについて

Advanced Queryを使用して、アクティビティ・ストリーム・タスク・フローでストリームされるアクティビティに対するフィルタを作成します。ユーザー名、サービスIDおよびドキュメントの表示名などのオブジェクトの詳細のフィルタを作成します。パラメータ値にはSQL構文を使用できます。また、SQL内にEL式を配置できます。

照会に接頭辞として付加された別名によって表された特定のデータベース・オブジェクトに対する問合せを作成できます。表39-2では、問合せの作成対象として可能なデータベース・オブジェクトのタイプをリストして説明し、さらにそれらの別名接頭辞を示しています。




	
関連項目:

多くの場合、EL式を使用して、表39-2にリストしたサポートされているフィールドおよび列に必要な値を取得できます。詳細は、付録G「式言語式」を参照してください。








表39-2 SQL WHERE句の作成に対してサポートされているデータベース・オブジェクト

	データベース・オブジェクト	別名接頭辞	サポートされるフィールド/列
	
アクティビティ

	
AE

	
	
SCOPE_ID - 範囲のGUID (ELを使用してこの値を返すことができます。たとえば、#{serviceCtx.scope.GUID}です)。


	
SERVICE_ID - 追跡するサービスのサービスID。サービスIDのリストは、表G-7を参照してください。


	
ACTIVITY_TIME - アクティビティが発生した時刻。

SQLまたはターゲット・データベースでサポートされている日付時刻形式を使用します。to_date()などのOracleデータベースSQL構文も使用できます。


	
ACTIVITY_TYPE - 追跡するアクティビティのタイプ

有効なアクティビティ・タイプ名のリストは、表39-3を参照してください。





	
アクティビティ(アクター)

	
AD

	
ACTOR_NAME - アクティビティを実行している人のユーザー名。


	
アクティビティ(オブジェクト)

	
OD

	
	
SERVICE_ID - 追跡されるオブジェクトの生成元のサービスのサービスID。サービスIDのリストは、表G-7を参照してください。


	
OBJECT_ID - オブジェクトのGUID。


	
DISPLAY_NAME - オブジェクトの表示名。


	
OBJECT_TYPE - オブジェクト・タイプ。

詳細な問合せで使用するオブジェクト・タイプ名には、次のものがあります。

	
event


	
announcement


	
forum


	
topic


	
bookmark


	
list


	
page


	
blog


	
document


	
wiki















表39-3 詳細な問合せのアクティビティ・タイプ名

	サービス	アクティビティ・タイプ名
	
イベント

	
	
createEvent


	
updateEvent





	
お知らせ

	
	
createAnnouncement


	
updateAnnouncement





	
ディスカッション

	
	
createForum


	
createTopic


	
replyTopic





	
タグ

	
	
updateBookmark





	
リスト

	
	
createList


	
editList





	
ページ

	
	
createPage


	
editPage





	
ドキュメント

	
	
create-blog


	
update-blog


	
create-document


	
create-wiki


	
update-document


	
update-wiki





	
ピープル・コネクション(プロファイル)

	
	
updateStatus


	
updateProfile


	
updatePhoto





	
ピープル・コネクション(メッセージ・ボード)

	
	
postScope


	
postself


	
post


	
sharescope


	
shareself


	
share


	
shareobjectscope


	
shareobjectself


	
shareobject


	
updatescope


	
updateself


	
update





	
ピープル・コネクション(コネクション)

	
	
connect


	
inviteForConnection





	
ピープル・コネクション(フィードバック)

	
	
post











SQL標準に従った詳細な問合せパラメータとして渡されるSQL文字列。つまり、AND、OR、INなどのSQL構文がサポートされています。ただし、INSERT、UPDATE、DELETE、SELECT、JOIN構文はサポートされていません。詳細な問合せの構文には、SQL問合せのWHERE句の部分のみを含める必要があります。SELECTはサポートされていないため、WHERE句には問合せも副問合せもネストできません。

Advanced QueryパラメータはEL式もサポートしており、それをWHERE句に埋め込むか、WHERE句全体を生成するために使用できます。

問合せ内のリテラルはすべて先頭にバック・スラッシュ(\)を付けてエスケープする必要があります。そうでないと、このような文字により構文エラーが生成されます(例は表39-4を参照してください)。

詳細な問合せのWHERE句は、常に、現在のユーザー、ポータル・メンバーシップ、コネクション・リストおよびお気に入りに基づいてアクティビティ・ストリームによって生成された内部問合せと論理積(AND)処理されます。これは、ユーザーがアクセス権を持っていないアクティビティを表示できないようにするためです。

表39-4に、詳細な問合せの例を示します。


表39-4 アクティビティ・ストリームで使用する詳細な問合せの例

	ユース・ケース	問合せ構文
	
ドキュメント作成アクティビティのみをストリームします。

	
AE.SERVICE_ID = \'oracle.webcenter.doclib\'


	
オブジェクトまたは現在のポータルからのアクティビティのみをストリームします。

	
OD.OBJECT_ID = \'objectA\' OR AE.SCOPE_ID = \'#{serviceCtx.scope.GUID}\'


	
現在のユーザーによって作成されたWikiに関するアクティビティのみをストリームします。

	
OD.OBJECT_TYPE = \'Wiki\' AND AD.ACTOR_NAME = \'#{securityContext.userName}\'


	
ドキュメントおよびディスカッションのアクティビティをストリームしますが、現在のユーザーの作成アクティビティまたはすべてのアクティビティのみをストリームします。

	
(AE.SERVICE_ID IN (\'oracle.webcenter.doclib\', \'oracle.webcenter.collab.forum\') AND AE.ACTIVITY_TYPE IN (\'createDocument\', \'createTopic\')) OR AD.ACTOR_NAME = \'#{securityContext.userName}\'
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第X部


ポートレットとページレットの作業

第X部の内容は次のとおりです。

	
第57章「ポートレットの概要」


	
第58章「Oracle JSF Portlet Bridgeを使用したJSFアプリケーションからのポートレットの作成」


	
第59章「 JSR 286を使用した標準ベースのJavaポートレットの構築」


	
第60章「Oracle PDK-Javaを使用したJavaポートレットの構築」


	
第61章「ポートレット・プロデューサのデプロイ」


	
第62章「ページレット・プロデューサを使用したページレットの作成」


	
第63章「ポートレットの消費」


	
第64章「OmniPortletを使用したポートレットの作成」


	
第65章「Webクリッピングを使用したコンテンツ・ベースのポートレットの作成」











55 JDeveloperを使用したWebCenter Portalのコンポーネントの開発


この章では、開発者がJDeveloperを利用して、WebCenter Portalにデプロイして使用できるコンポーネントを開発する方法について説明します。コンポーネントには、ADFタスク・フロー、データ・コントロール、マネージドBean、およびスキン、ページ・スタイル、タスク・フロー・スタイル、ページ・テンプレート、コンテンツ・プレゼンタ表示テンプレート、ナビゲーション、リソース・カタログなどその他のアセットが含まれます。

WebCenter Portalには標準で、情報、ビジネス・アプリケーションおよびビジネス・プロセスにアクセスし、やり取りするための、より効果的で効率的な方法をユーザーに提供する、ポータル、イントラネット、エクストラネットおよびセルフサービス・アプリケーションを迅速かつ容易に作成するための上級者および開発者用のツールが用意されています。WebCenter Portalは、ブラウザベースのツールおよびJDeveloperを使用してカスタマイズできます。

この章には次の項が含まれます。

	
第55.1項「WebCenter Portalのアセットの開発」


	
第55.2項「WebCenter Portalのタスク・フロー、データ・コントロールおよびマネージドBeanの開発」






55.1 WebCenter Portalのアセットの開発

この項には次のサブセクションが含まれます:

	
第55.1.1項「WebCenterSpacesResourcesプロジェクトの概要」


	
第55.1.2項「アセット開発のためのJDeveloper環境の設定」


	
第55.1.3項「WebCenter Portalへの直接ダウンロードと直接アップロードの有効化」


	
第55.1.4項「WebCenterSpacesResourcesプロジェクトを開いて参照」


	
第55.1.5項「JDeveloperでのWebCenter Portalアセットの編集」


	
第55.1.6項「WebCenter Portalへのアセットの直接アップロード」


	
第55.1.7項「WebCenter Portalアセットのアーカイブへのエクスポート」


	
第55.1.8項「アセットのラウンドトリップ開発のトラブルシューティング」






55.1.1 WebCenterSpacesResourcesプロジェクトの概要

WebCenter Portalのラウンドトリップ開発機能は、アプリケーション全体を再デプロイせずにWebCenter Portalアセットを作成し変更する、簡単で便利な手段を提供します。ラウンドトリップ開発とは、WebCenter Portalからアセットをダウンロードし、それをJDeveloperにアップロードしてメンテナンスや拡張を行う機能および手法です。変更したアセットはWebCenter Portalにアップロードしてすぐに使用したり、テストしたりできます(図55-1を参照)。


図55-1 WebCenterSpacesResourcesプロジェクトを使用したアセットのラウンドトリップ開発

[image: 図55-1の説明が続きます]





WebCenter Portalには標準で、スキン、ページ・テンプレートなど、すぐに使用または変更できるいくつかのデフォルトのアセットが用意されています。アセット要件がポータル・ビルダーのブラウザベース編集機能を超える場合は、WebCenterSpacesResourcesというJDeveloperプロジェクト(OTNからダウンロード可能)を使用して、アセットを開発できます。このプロジェクトには、次のWebCenter Portalアセットの作成、変更およびアップロードに必要なすべてが用意されています。

	
ページ・テンプレート


	
ナビゲーション


	
ページ・スタイル


	
スキン


	
コンテンツ・プレゼンタ表示テンプレート


	
リソース・カタログ


	
タスク・フロー・スタイル







	
注意:

この章では、WebCenterSpacesResourcesプロジェクトを使用してアセットのカスタマイズを管理する方法について説明します。アセットの作成/開発の詳細は、第55.1.5.4項「WebCenter Portalのアセットを作成する方法」を参照してください。







アセットのカスタマイズをデプロイする準備が整ったら、WebCenter Portalが実行されているホストの名前とポートをJDeveloperに指定することによって、JDeveloperから直接、ライブWebCenter Portalアプリケーションにアセットをアップロードできます。

または、WebCenter Portalにログインして、関連するアセット管理ページを使用してアセットをアップロードすることもできます。この方法を使用する場合は、図55-2に示すように、アセットをエクスポート・アーカイブ(.earファイル)に保存する必要があります。


図55-2 WebCenterSpacesResourcesプロジェクトを使用したアセットの開発

[image: 図55-2の説明が続きます]









55.1.2 アセット開発のためのJDeveloper環境の設定

始める前に、次の手順を実行してください。

	
Oracle JDeveloper 11g (11.1.1.9.0)をダウンロードおよびインストールします。

詳細は、第2.2.1項「Oracle JDeveloperのインストール」を参照してください。


	
WebCenter PortalのJDeveloper (11.1.1.9.0)用拡張機能をインストールします。

詳細は、第2.2.2項「JDeveloper用のWebCenter Portal拡張機能のインストール」を参照してください。


	
WebCenter Portalアセット開発のZIPファイル(DesignWebCenterSpaces_11.1.1.9.0.zip)をOracle Technology Networkからダウンロードします。

http://download.oracle.com/otndocs/tech/webcenter/files/DesignWebCenterSpaces_11.1.1.9.0.zip


	
ローカルでコンテンツを解凍します(表55-1)。


表55-1 DesignWebCenterSpaces_11.1.1.9.0.zip - 解凍先フォルダ

	解凍先フォルダ	説明
	
\DesignWebCenterSpaces

	
DesignWebCenterSpaces.jwsを含みます。

このワークスペースは、WebCenterSpacesResourcesプロジェクト、WebCenter Portalのアセットを編集し再デプロイする設計環境を提供します。

注意: 以前のリリースでは、このワークスペースはWebCenter Portalの共有ライブラリ・リストの構成にも使用されていました。このリリースでは、共有ライブラリ開発用に「WebCenter Portalサーバー拡張機能」ワークスペースを使用する必要があります。詳細は、第55.2項「WebCenter Portalのタスク・フロー、データ・コントロールおよびマネージドBeanの開発」を参照してください。


	
\copy_to_common

	
WebCenter Portal WLSTコマンドが含まれるcommonディレクトリを含みます。

WebCenter PortalのWLSTコマンドは、DesignWebCenterSpaces.jwsからポータル・サーバーへ、カスタマイズされたアセットを直接アップロードする際に必要です。


	
\copy_to_jdev_ext

	
oracle.webcenter.portal.jarを含みます。

Oracle JDeveloper WebCenter Portal拡張機能にとって必要な更新です。








	
WebCenter PortalのWebLogic Scripting Tool (WLST)コマンドを、JDeveloperがインストールされているOracleホーム・ディレクトリにコピーします。

	
<DesignWebCenterSpaces_Unzip_Location>\copy_to_commonに移動します。


	
commonディレクトリのコピーを作成します。

commonディレクトリは、<DesignWebCenterSpaces_Unzip_Location>\copy_to_commonにあります。


	
<JDeveloper_install_directory>\oracle_commonに移動します。




	
ヒント:

JDeveloper_install_directoryは、JDeveloperのインストール先でもあるベース・ディレクトリです。つまり、config.properties内でjdeveloper.install.home.directoryとして構成するのと同じディレクトリです(表55-2も参照してください)。








	
commonディレクトリの内容をここにコピーします。




	
ヒント:

Linuxでは、コマンドcp -r <DesignWebCenterSpaces_Unzip_location>/copy_to_common/common/を使用します。











	
新バージョンのoracle.webcenter.portal.jarをOracle JDeveloper拡張機能ディレクトリにコピーします。

	
<DesignWebCenterSpaces_Unzip_Location>\copy_to_jdev_extに移動します。


	
oracle.webcenter.portal.jarのコピーを作成します。

oracle.webcenter.portal.jarファイルは<DesignWebCenterSpaces_Unzip_Location>\copy_to_jdev_extにあります。


	
<JDeveloper_install_directory>\jdeveloper\jdev\extensions\に移動します。




	
ヒント:

JDeveloper_install_directoryは、JDeveloperのインストール先でもあるベース・ディレクトリです。つまり、config.properties内でjdeveloper.install.home.directoryとして構成するのと同じディレクトリです(表55-2も参照してください)。








	
oracle.webcenter.portal.jarファイルをここにコピーします。





	
JDeveloperが開いている場合は、これを再起動します。









55.1.3 WebCenter Portalへの直接ダウンロードと直接アップロードの有効化

ライブのWebCenter Portalアプリケーションまたはテスト環境で実行されているWebCenter Portalアプリケーション用のスキンやページ・テンプレートなどを作成または変更した場合、JDeveloperからWebCenter Portalへ、更新を直接アップロードできます。JDeveloper WebCenterSpacesResourcesプロジェクトからの直接更新を有効にするには、次の操作を行う必要があります。

	
WebCenter Portalアプリケーションが実行されているホストの名前とポートをconfig.propertiesに指定します。


	
WebCenter Portalにアセットをアップロードできる適切なロールおよび権限を持つことを確認します。次のものが必要です。

	
WebLogic Serverロール - monitorおよび


	
WebCenter Portalアセット権限 - たとえば、新しいスキンをアップロードするには、Create, Edit, Delete Skins権限を持っている必要があります。







	
注意:

初期設定では、デフォルトのFusion Middleware管理者(weblogic)のみが、必要なすべての権限を持ちます。










WebCenter Portalのホスト名とポートを構成すると、プロジェクト内で「ポータル・リソースのアップロード」オプションが使用できるようになります。JDeveloperセッションでこのオプションを初めて使用する場合は、WebCenter Portalのログイン名とパスワードを入力する必要があります。セキュリティ上の理由で、資格証明はこれ以降のセッションで保存されませんが、現在のJDeveloperセッションのメモリー内には保存されます。

config.propertiesで接続プロパティを設定し、権限を付与するには:

	
次の場所にあるconfig.propertiesを開きます。

<解凍先ディレクトリ>\DesignWebCenterSpaces\config.properties


	
表55-2に示されている、JDeveloperおよびWebCenter Portalインストールに関する詳細を入力します。

config.propertiesファイルには、各プロパティに関する記述と例があります。提供されているデフォルト値は単なるサンプルで、インストール固有の値で置き換える必要があります。


表55-2 直接アップロードを有効にするconfig.properties設定

	構成プロパティ	説明
	
jdeveloper.install.home.directory

	
JDeveloperのインストール先のベース・ディレクトリ。\jdeveloperに加えて、指定するディレクトリには\wlserver_10.3、\modulesなどが含まれている必要があります。


	
wlst.executable

	
WebLogic Scripting Tool (WLST)実行可能ファイルの名前。

wlst.cmd (Windows)またはwlst.sh (Linux)です。


	
wls.port

	
WebLogic Server管理コンソールが実行されているポート番号


	
wls.host

	
WebCenter Portalアプリケーションが実行され、カスタム共有ライブラリがデプロイされるホスト・マシン


	
wc.host

	
WebCenter Portalアプリケーションが実行されているホスト・マシンの名前。


	
wc.port

	
WebCenter Portalアプリケーションが実行されているポート番号。


	
wc.protocol

	
WebCenter Portal URLプロトコルがhttpか、またはhttpsかを指定します。


	
wls.webcenter.app.target

	
WebCenter Portalアプリケーション(webcenter.ear)がデプロイされた管理対象サーバー。たとえば、WC_Spacesです。

クラスタ環境では、WC_Spaces1,WC_Spaces2のように、サーバーのカンマ区切りリストを入力します。


	
webcenter.app.name

	
WebCenter Portalアプリケーションの名前。常にwebcenterです。








	
更新内容をconfig.propertiesに保存します。


	
表55-3に示すとおり権限を確認し、必要に応じて要求します。


表55-3 JDeveloperでアセットをアップロードおよび管理する権限

	アセット・タイプ	必須のロールまたは権限	権限付与元	説明
	
共有アセット

	
	
monitor




	
WebLogic Server

	
	
このロールでは、JDeveloperからWebCenter PortalへアセットをアップロードするWLSTスクリプトを実行できます。

『Oracle Platform Security Servicesによるアプリケーションの保護』のユーザーおよびロールの管理に関する項も参照してください。





	
	
Create, Edit, Delete AssetType




	
WebCenter Portal

	
	
この権限により、WebCenter Portalの様々な共有アセットを作成および管理できます。





	
	
Manage Configuration




	
WebCenter Portal

	
	
このアプリケーションレベルの権限では、ポータル・ビルダー管理へのアクセス権が付与されます。

注意: WebCenter PortalのAdministratorロールには、Create, Edit, Delete AssetsとManage Configurationの両方の権限が含まれます。『Oracle WebCenter Portalの管理』のアプリケーション・ロールおよび権限の管理に関する項も参照してください。





	
	
	
	

	
ポータル・アセット

	
	
monitor




	
WebLogic Server

	
	
このロールにより、JDeveloperからWebCenter PortalにリソースをアップロードするWLSTスクリプトの実行が可能になります。





	
	
Create, Edit, Delete Assets

(標準の権限モデル)

または

Create, Edit, Delete AssetType

(拡張権限モデル)




	
WebCenter Portal

	
	
これらの権限により、特定のポータルのアセットを作成および管理できます。

ポータルに応じて標準または拡張のいずれかの権限が適用されます。





	
	
Manage Configuration




	
WebCenter Portal

	
	
このポータルレベルの権限では、特定のポータルの「アセット」ページへのアクセス権が付与されます。

注意: WebCenter PortalのModeratorロールには、Create, Edit, Delete Assets/AssetTypeとManage Configurationの両方の権限が含まれます。『Oracle WebCenter Portalの管理』のアプリケーション・ロールおよび権限の管理に関する項も参照してください。











	
接続をテストするには、サンプル・アセットをアップロードして、WebCenter Portalでそのアセットを使用できることを確認します。

詳細は、第55.1.4項「WebCenterSpacesResourcesプロジェクトを開いて参照」および第55.1.6項「WebCenter Portalへのアセットの直接アップロード」を参照してください。

また、第55.1.8項「アセットのラウンドトリップ開発のトラブルシューティング」も参照してください。









55.1.4 WebCenterSpacesResourcesプロジェクトを開いて参照

	
DesignWebCenterSpaces.jwsワークスペースをダウンロードして解凍します。

第55.1.2項「アセット開発のためのJDeveloper環境の設定」を参照してください。


	
JDeveloperで、DesignWebCenterSpaces\DesignWebCenterSpaces.jwsを開きます(図55-3)。

このワークスペースには、WebCenterSpacesResourcesという名前の、アセット開発専用のプロジェクトがあります。




	
注意:

WebCenterSpacesExtensionLibraryプロジェクトは無視できます。このプロジェクトはアセット開発には使用されません。








図55-3 DesignWebCenterSpacesワークスペース内のプロジェクト

[image: 図55-3の説明が続きます]





	
WebCenterSpacesResourcesプロジェクトを開きます。

WebCenterSpacesResourcesプロジェクトには、複数のファイルとフォルダが含まれています(図55-4)。


図55-4 JDeveloperでのWebCenterSpacesResourcesプロジェクトの参照

[image: 図55-4の説明が続きます]





表55-4では、WebCenterSpacesResourcesプロジェクト内のファイルとフォルダについて説明しています。


表55-4 WebCenterSpacesResourcesプロジェクト内のファイルとフォルダ

	構成プロパティ	説明
	
アプリケーション・ソース

	
サポート・ファイルおよびフォルダ。


	
\Web Content

	
WebCenter Portalのアセットが含まれます。


	
\oracle\webcenter\siteresources

	
アセットが含まれているディレクトリ。このフォルダですべてのWebCenter Portalのアセットを開発および管理できます。


	
\scopedMD

	
次の共有アセットとポータル・アセットが含まれます。

	
共有アセットはs8bba98ff_4cbb_40b8_beee_296c916a23edという名前のデフォルト・スコープ・ディレクトリに格納されます。

サンプル共有アセットの一部はこのディレクトリで使用可能です。


	
ポータル・アセットはポータルの内部IDと同じ名前のポータル固有のディレクトリに格納されます。

ポータル・アセットのサンプルは提供されていません。




詳細は、「共有アセットとポータル・アセット」を参照してください。


	
\<デフォルト・スコープID>

	
サンプルの共有アセットが含まれます。


	
\contenttemplates

	
サンプルのコンテンツ・プレゼンタ表示テンプレート(content-default-list-item-view.jsff) - サンプル・コンテンツ・リスト・アイテム・ビューが含まれます。


	
\navigation

	
サンプルのナビゲーション(Navigation.xml) - SampleNavigationが含まれます。


	
\pageStyle

	
空白のページ・スタイル(TemplateHome.jspx) - サンプル・ホーム・ページ・スタイルが含まれます。


	
\resourceCatalog

	
サンプルのカタログ(ResourceCatalog.xml) - サンプル・ホーム・ポータル・カタログが含まれます


	
\siteTemplate

	
サンプルのページ・テンプレート(Template.jspx) - サンプル・サイド・ナビゲーションが含まれます

注意: このディレクトリは、(ディレクトリ名はsiteTemplateですが)ページ・テンプレートを開発するためのディレクトリです。


	
\skin

	
サンプルのスキン(Skin.css) - サンプル・ポータルFXスキンが含まれます。


	
\taskFlowStyle

	
サンプルのタスク・フロー・スタイル用のファイル(pform.jsffおよびpform-definition.xml) - サンプル・パラメータ・フォームが含まれます。


	
\shared

	
アイコンやイメージなど、アセットが使用するイメージおよびコンテンツ用のMDSのレガシー・ディレクトリです。

これらすべてのアーティファクトをコンテンツ・サーバーに再配置し、コンテンツ・サーバーでアセット・アーティファクト専用のフォルダ構造を使用して、必要に応じてコンテンツを簡単に識別したり移動したりできるようにすることをお薦めします。

MDSに格納されたアーティファクトを移動させない場合は、管理者は、MDS WLSTコマンドexportMetadata/importMetadataを使用して、MDSとの間でコンテンツを移行できます。


	
\Page Flows

	
サポート・ファイルおよびフォルダ。











共有アセットとポータル・アセット

WebCenter Portalの場合:

	
共有アセットは、すべてのポータルで使用できます

すべての共有アセットは、WebCenterSpacesResourcesプロジェクト・ディレクトリoracle/webcenter/siteresources/scopedMD/s8bba98ff_4cbb_40b8_beee_296c916a23edで開発する必要があります。

共有アセットをWebCenter Portalアプリケーションにアップロードするには、Application-Manage ConfigurationおよびCreate, Edit, Delete <AssetType>のWebCenter Portal権限が必要です。


	
ポータル・アセットは、特定のポータルでのみ使用できます

ポータルにアップロードできるように、適切なネームスペースの下で特定のポータルのリソースを開発する必要があります。

oracle/webcenter/siteresources/scopedMD/<スペースの内部ID>

同様に、既存のポータルからダウンロードされJDeveloperにインポートされたアセットのみを同じポータルにアップロードして戻すことができます。このようなアセットは異なるポータルにアップロードできません。

アセットを特定のポータルにアップロードするには、Portal-Manage Configuration権限と次のいずれかが必要です。

Create, Edit, Delete Assets (標準権限モデル)

Create, Edit, Delete <AssetType> (拡張権限モデル)




アセットをJDeveloperから直接アップロードする場合は、WebLogic Serverのmonitorロールも必要です。第55.1.3項「WebCenter Portalへの直接ダウンロードと直接アップロードの有効化」を参照してください。






55.1.5 JDeveloperでのWebCenter Portalアセットの編集

WebCenter Portalアセットをゼロから開発する必要はありません。多くの開発者は、WebCenter Portalアプリケーションから既存のアセットをダウンロードしてJDeveloperで編集します。

アセットをJDeveloperに取り込むには、2種類の方法があります。WebCenter PortalからJDeveloperにアセットを直接ダウンロードするか、またはアーカイブ(.earファイル)へアセットをエクスポートし、アセット・アーカイブをJDeveloperにインポートするか、どちらでも可能です。

詳細は、次の項を参照してください。

	
第55.1.5.1項「WebCenter PortalからJDeveloperへのアセットの直接ダウンロード」


	
第55.1.5.2項「WebCenter Portalからアーカイブへのアセットのダウンロード」


	
第55.1.5.3項「JDeveloperへのWebCenter Portalアセットのインポート」


	
第55.1.5.4項「WebCenter Portalのアセットを作成する方法」






55.1.5.1 WebCenter PortalからJDeveloperへのアセットの直接ダウンロード

アセットは、WebCenter PortalのWebCenterSpacesResourcesプロジェクト内からJDeveloperへ直接ダウンロードできます。

	
WebCenter Portal接続の詳細をconfig.propertiesにまだ構成していない場合はその構成を行い、適切なアセット管理権限を要求します。

第55.1.3項「WebCenter Portalへの直接ダウンロードと直接アップロードの有効化」も参照してください。


	
図55-5に示すように、「ナビゲータ」でWebCenterSpacesResourcesプロジェクトを右クリックし、「サーバーからのポータル・リソースのダウンロード」を選択します。


図55-5 「サーバーからのポータル・リソースのダウンロード」メニュー

[image: 図55-5の説明が続きます]





	
図55-6に示すように、「ポータル・リソースのダウンロード」ダイアログで、共有アセット(「アプリケーションレベル・リソース」)またはポータル・アセット(「ポータルレベル・リソース」)のダウンロードを選択します。

これらの選択の詳細は、「共有アセットとポータル・アセット」を参照してください。


図55-6 「ポータル・リソースのダウンロード」ダイアログ

[image: 図55-6の説明が続きます]





	
使用可能なアセット名のリストをフィルタリングするには、図55-7に示すように、ダウンロードするアセットのタイプを「リソース・タイプ」メニューから選択します。


図55-7 ダウンロードするアセットのタイプの選択

[image: 図55-7の説明が続きます]





	
最後に、ダウンロードするアセットの名前を「リソース名」メニューから選択します。


	
「OK」をクリックします。









55.1.5.2 WebCenter Portalからアーカイブへのアセットのダウンロード

詳細な手順は、『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』のアセットのダウンロードに関する項を参照してください。






55.1.5.3 JDeveloperへのWebCenter Portalアセットのインポート

WebCenter Portalアセット・アーカイブ(.earファイル)のアセットをWebCenterSpacesResourcesプロジェクトにインポートすると、該当のプロジェクト・ディレクトリにアセットがアップロードされます。

	
共有アセットのインポート先は次のとおりです。

WebCenterSpacesResources\oracle\webcenter\siteresources\scopedMD\

application_ID\resource_type\resource_ID

たとえば、アセットIDがgsr5a8c2fcc_bc7f_4cba_9254_36df58d66e60である共有スキンは、アプリケーション・ディレクトリs8bba98ff_4cbb_40b8_beee_296c916a23edの下に作成されます。

WebCenterSpacesResources\oracle\webcenter\siteresources\scopedMD\

s8bba98ff_4cbb_40b8_beee_296c916a23ed\skin\gsr5a8c2fcc_bc7f_4cba_9254_36df58d66e60


	
ポータル・アセットのインポート先は次のとおりです。

WebCenterSpacesResources\oracle\webcenter\siteresources\scopedMD\
Space_ID\resource_type\resource_ID

たとえば、アセットIDがgsre9cbef77_28b2_4f46_a69a_25beac543382であるポータル・スキンは、ポータル・ディレクトリsc48d77f4_ca06_4fa9_8d51_0e23bed74eacの下に作成されます。

WebCenterSpacesResources\oracle\webcenter\siteresources\scopedMD\

sc48d77f4_ca06_4fa9_8d51_0e23bed74eac\skin\gsre9cbef77_28b2_4f46_a69a_25beac543382




JDeveloperで適切なアセット・フォルダを検索できるように、アセットと親ポータル(ポータル・アセットのみ)の内部IDを把握している必要があります。WebCenter Portalでは、内部IDはアセットの「バージョン情報」ダイアログ(図55-8)に公開されます。詳細は、『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』のアセットに関する情報の表示に関する項を参照してください。


図55-8 WebCenter PortalでのアセットIDの確認

[image: 図55-8の説明が続きます]





内部IDは、表示名のように覚えやすいものではありません。インポートされたアセットを識別するには、「リソースの更新」オプションを使用してその表示名を確認できます。リソース・ディレクトリに移動し、リソース・ファイル(たとえば、mynavigation.xml、myskin.css、mypagetemplate.jpsx、mycatalog.xml)にドリルダウンし、右マウス・メニューから「リソースの更新」をクリックします(図55-9)。


図55-9 JDeveloperでのアセット表示名の確認

[image: 図55-9の説明が続きます]





アーカイブからWebCenter Portalアセットをインポートするには:

	
「アプリケーション・ナビゲータ」で、WebCenterSpacesResourcesプロジェクトを右クリックし、「ポータル・リソースのインポート」を選択します。


	
「ポータル・リソースのインポート」ダイアログで、インポートするアセットを含むアーカイブ・ファイル(.earファイル)の名前を入力するか参照します。

アーカイブがまだ存在しない場合は、WebCenter Portalにログインしてアセットを.earファイルにダウンロードします。詳細は、『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』のアセットのダウンロードに関する項を参照してください。


	
「OK」をクリックします。


	
次のように、アセットに移動します。

	
共有アセットは、次の場所の下にあります。

WebCenterSpacesResources\oracle\webcenter\siteresources\scopedMD\

s8bba98ff_4cbb_40b8_beee_296c916a23ed


	
ポータル・アセットは、次の場所の下にあります。

WebCenterSpacesResources\oracle\webcenter\siteresources\scopedMD\<portal_GUID>







	
注意:

元々、WebCenter Portalで作成されていないアセット、またはWebCenterSpacesResourcesプロジェクトを使用して開発されていないアセットをインポートする場合は、次の場所にインポートされます。
WebCenterSpacesResources\oracle\webcenter\portalapp

このインスタンスで将来の開発も統合するには、WebCenterSpacesResources\oracle\webcenter\siteresources\scopedMDの下の適切な共有アセットまたはポータル・アセットのディレクトリに、アセットを手動で移動させることをお薦めします。

















55.1.5.4 WebCenter Portalのアセットを作成する方法

アセットの作成の詳細は、該当の章を参照してください。

	
ページ・テンプレート: ページ・テンプレートの開発


	
ページ・スタイル: ページ・スタイルの開発


	
スキン: スキンの開発


	
ナビゲーション: ナビゲーション・モデルの開発


	
コンテンツ・プレゼンタ表示テンプレート: コンテンツ・プレゼンタ表示テンプレートの作成


	
リソース・カタログ: リソース・カタログの開発


	
タスク・フロー・スタイル: タスク・フロー・スタイルの開発











55.1.6 WebCenter Portalへのアセットの直接アップロード

WebCenter Portalが稼働している場合、JDeveloper環境からWebCenter Portalへ、新しいアセットまたは更新されたアセットを直接デプロイできます。

この方法でアセットをアップロードするには、WebCenter Portal内の適切なアセット管理権限を持っている必要があります。適切な権限がない場合は、アセットをアップロードできません。第55.1.3項「WebCenter Portalへの直接ダウンロードと直接アップロードの有効化」も参照してください。

	
WebCenter Portal接続の詳細をconfig.propertiesにまだ構成していない場合はその構成を行い、適切なアセット管理権限を要求します。

第55.1.3項「WebCenter Portalへの直接ダウンロードと直接アップロードの有効化」も参照してください。


	
JDeveloperでWebCenterSpacesResourcesプロジェクトを開き、アップロードするアセットに移動します。

たとえば、サンプルの共有ナビゲーションSampleNavigationをアップロードするには、次の場所に移動します(図55-10)。

WebCenterSpacesResources\Web Content\oracle\ webcenter\siteresources\scopedMD\s8bba98ff_4cbb_40b8_beee_296c916a23ed\navigation\gsrcc8dab1c_6161_4bb8_8764_127b4ecee01b


図55-10 WebCenter Portalリソース・フォルダへの移動

[image: 図55-10の説明が続きます]





	
アセットが完全であることを確認します。


	
イメージやアイコンなど、アセットが参照するすべてのアーティファクトが使用可能であり、ターゲット・コンテンツ・サーバー上でアクセス可能であることを確認します。


	
WebCenter Portalにアップロードするアセットに関連付けられているファイルを右クリックし、「サーバーへのポータル・リソースのアップロード」を選択します。

大部分のアセット・タイプでは、1つのファイルが関連付けられています。タスク・フロー・スタイルは例外で、2つのファイル(definition.xmlおよび.jsff)を持ちます。タスク・フロー・スタイルをアップロードするには、definition.xmlファイルを右クリックする必要があります。


	
要求される場合は、WebCenter Portalユーザー名およびパスワードを入力し、「OK」をクリックします。

アップロード・プロセスが完了したことを伝えるメッセージが表示され、アップロード・ログ・ファイルupload_<asset_type_id>.logの名前と場所も表示されます。


図55-11 アセットのアップロード完了メッセージ

[image: 図55-11の説明が続きます]





	
アップロード・ログ・ファイルを確認します。

次のメッセージは、アップロードが成功したことを示します。

Imported <temp_log_directory>\<asset_type_id>.ear

このメッセージが表示されない場合は、第55.1.8項「アセットのラウンドトリップ開発のトラブルシューティング」を参照してください。


	
WebCenter Portalにログインし、期待どおりにアセットを使用できることを確認します。

	
WebCenter Portalにログインします。


	
該当する「アセット」ページに移動します。

共有アセットを確認するには、次のURLに移動します。

http://host:port/webcenter/portal/builder/assets


ポータル・アセットを確認するには、次のURLに移動します。

http://host:port/webcenter/portal/portalName/admin/assets


	
左側のパネルから該当のアセット・タイプを選択し、アップロードしたアセットが使用可能で、期待どおりに動作することを確認します。

依存イメージなどは、コンテンツ・サーバーで使用可能であり、アクセス可能である必要があります。イメージまたはファイルがない場合は、該当のディレクトリにコピーしたことを確認します。












55.1.7 WebCenter Portalアセットのアーカイブへのエクスポート

なんらかの理由でJDeveloperからWebCenter Portalにアセットを直接アップロードしない、またはできない場合は、アーカイブ(.earファイル)へアセットをエクスポートし、アセットを別の機会にインポートします。

アーカイブへWebCenter Portalアセットをエクスポートするには:

	
「アプリケーション・ナビゲータ」で、アセット・ディレクトリに移動し、アセット・ファイル(たとえば、myskin.css、mypagetemplate.jpsx、mycatalog.xml)にドリルダウンします。


	
右マウス・メニューから「ポータル・リソースのエクスポート」をクリックします。


	
「ポータル・リソースのエクスポート」ダイアログで、エクスポート・アーカイブ・ファイルのパスとファイル名を入力または参照します。たとえば、C:\myskin.earです。


	
「OK」をクリックします。




アセットをアーカイブからWebCenter Portalにアップロードする手順は、『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』のアセットのアップロードに関する項を参照してください。




	
注意:

イメージやアイコンなど、アセットが参照するアーティファクトは、アセット・アーカイブには含まれていません。まだの場合は、これらすべてのアーティファクトが、ターゲット・コンテンツ・サーバーで使用可能でありアクセス可能であることを確認してください。












55.1.8 アセットのラウンドトリップ開発のトラブルシューティング

トラブルシューティングに関するこの項には、次のサブセクションが含まれます:

	
アセット・アップロード・ログ・ファイルの確認


	
アセットをWebCenter Portalにアップロードできない: アクセスが拒否された


	
アセットをWebCenter Portalにアップロードできない: java.lang.Exception





アセット・アップロード・ログ・ファイルの確認

アセットをWebCenter Portalにアップロードすると、進行状況の詳細がログ・ファイルに記録されます。ログ・ファイルの名前には、アップロードしているアセットのタイプと一意のIDが、upload_asset_type_id.logの形式で含まれます。たとえば、upload_siteTemplate_17283.logとなります。

ログ・ファイルの場所は、ローカルのtempディレクトリの設定によってそれぞれ異なります。ログ・ファイルの正確な場所は、次のような情報メッセージに表示されます。


図55-12 アセット・アップロード・ログ・ファイルの場所

[image: 図55-12の説明が続きます]





次のログ・エントリは、アップロード・プロセスが成功したことを示します。

Imported <temp_log_directory>\<asset_type_id>.ear

権限が不足している場合は、次に説明する、「アクセスが拒否されました」エラーまたは「java.lang.Exception」エラーが表示されます。


アセットをWebCenter Portalにアップロードできない: アクセスが拒否された

monitorロールがない場合は、アセット・アップロード・ログ・ファイルに次のエラーが表示されます。


Operation: getScopeName(java.lang.String)  Detail: Access denied. Required roles: Admin, Operator, Monitor, executing subject: principals=[yourusername]



monitorロールはWeblogic Serverロールです。このロールでは、JDeveloperからWebCenter PortalへアセットをアップロードするWLSTスクリプトを実行できます。WebLogic Server管理コンソールを使用してこのロールを付与するようシステム管理者に依頼します。『Oracle Platform Security Servicesによるアプリケーションの保護』のユーザーおよびロールの管理に関する項も参照してください。


アセットをWebCenter Portalにアップロードできない: java.lang.Exception

WebCenter Portalの任意のアセット、またはアップロードを試みている特定のタイプのアセットを管理する権限がない場合は、アセット・アップロード・ログ・ファイルに次のエラーが表示されます。


javax.management.MBeanException at weblogic.rjvm.ResponseImpl.unmarshalReturn(ResponseImpl.java:234) 
Root Cause: Caused by: java.lang.Exception at
oracle.webcenter.portalframework.genericsiteresources.model.lifecycle.SiteResourcesHelper.updateResource(SiteResourcesHelper.java)



ポータル・ビルダー管理を使用して適切な権限を付与するようWebCenter Portal管理者に依頼します。または、アップロードしようとしているアセットが特定のポータル用の場合は、ポータル・モデレータに連絡して必要な権限を要求してください。表55-3「JDeveloperでアセットをアップロードおよび管理する権限」も参照してください。








55.2 WebCenter Portalのタスク・フロー、データ・コントロールおよびマネージドBeanの開発

この項では、ADFタスク・フロー、データ・コントロールおよびマネージドBeanを、WebCenter Portalで使用するために、独自のカスタム共有ライブラリ(WAR files)でパッケージ化し、デプロイする方法について説明します。

WebCenter Portalでは、「WebCenter Portalサーバー拡張機能」というJDeveloperテンプレートが用意されています。このテンプレートにより、WebCenter Portalで使用する1つ以上のカスタム共有ライブラリを指定できます。




	
注意:

「WebCenter Portalサーバー拡張機能」テンプレートを使用して、WebCenter Portal (11.1.1.8.0)の共有ライブラリを構成することをお薦めします。
後方互換性のため、SampleWebCenterSpacesExtension.jwsおよびDesignWebCenterSpaces.jwsを使用してカスタム共有ライブラリを開発しデプロイすると、前述のとおり、引き続きこの方法が機能します。1つの方法しか使用できないため、「WebCenter Portalサーバー拡張機能」テンプレートとDesignWebCenterSpaces.jwsの使用はできません。









同じ「WebCenter Portalサーバー拡張機能」テンプレートを初期テンプレートとして使用して、WebCenter Portal用のタスク・フロー、データ・コントロールおよびマネージドBeanなどのADFライブラリ・コンポーネントを構築し、デプロイすることもできます。

この項には次のサブセクションが含まれます:

	
第55.2.1項「WebCenter Portalサーバー拡張機能テンプレートの理解」


	
第55.2.2項「WebCenter Portalの共有ライブラリ開発の理解」


	
第55.2.3項「WebCenter Portalサーバー拡張機能ワークスペースの作成」


	
第55.2.4項「WebCenter Portalへの追加の共有ライブラリの登録」


	
第55.2.5項「WebCenter Portal共有ライブラリ(extend.spaces.webapp.war)への拡張機能のデプロイ」


	
第55.2.6項「PortalExtensionプロジェクトを使用したWebCenter PortalのADFライブラリ・コンポーネントの開発」


	
第55.2.7項「WebCenter Portal共有ライブラリのデプロイメントのトラブルシューティング」






55.2.1 WebCenter Portalサーバー拡張機能テンプレートの理解

「WebCenter Portalサーバー拡張機能」テンプレートを使用して、次の2つのプロジェクトを持つワークスペースを作成します。

	
PortalSharedLibrary: デプロイ時に、次のような共有ライブラリextend.spaces.webapp.warを作成するプロジェクト。

	
WebCenter Portal用の1つ以上のカスタム共有ライブラリを参照します。


	
PortalExtensionプロジェクトから作成されたADFライブラリJARをラップします(使用された場合のみ)。







	
注意:

このプロジェクトにコードを追加しないでください。このプロジェクトは、他の共有ライブラリを参照し、またはADFライブラリJARを含む、ディスクリプタ・ファイルのみを含みます。








	
PortalExtension: タスク・フロー、データ・コントロールおよびマネージドBeanなどのカスタムADFコンポーネントを作成する初期プロジェクト。このプロジェクトをADFライブラリにデプロイできます。ADFライブラリは、extend.spaces.webapp.war共有ライブラリに追加されます。

PortalExtensionプロジェクトで作成したコンポーネントは通常、Java、ADFおよびその他関連するソフトウェア開発技術を必要とします。




この項では、次の操作について説明します。

	
第55.2.1.1項「WebCenter Portalサーバー拡張機能ワークスペースを編成する方法」


	
第55.2.1.3項「PortalExtensionプロジェクト」


	
第55.2.1.2項「PortalSharedLibraryプロジェクト」






55.2.1.1 WebCenter Portalサーバー拡張機能ワークスペースを編成する方法

「WebCenter Portalサーバー拡張機能」ワークスペースには2つのデフォルト・プロジェクトPortalExtensionおよびPortalSharedLibraryが含まれ、それぞれ固有のライブラリとデフォルト・ファイルを含んでいます(図55-13)。


図55-13 「アプリケーション・ナビゲータ」内の「WebCenter Portalサーバー拡張機能」ワークスペース

[image: 図55-13の説明が続きます]









55.2.1.2 PortalSharedLibraryプロジェクト

PortalSharedLibraryプロジェクトは、図55-14で示すように、WebCenter Portalで使用する1つ以上のカスタム共有ライブラリの登録を可能にし、(PortalExtensionプロジェクトで開発された)タスク・フロー、データ・コントロールおよびマネージドBeanをWebCenter Portalを実行する管理対象サーバーにデプロイするための便利なメカニズムも提供します。

PortalSharedLibraryプロジェクトには、extend.spaces.webappというWARデプロイメント・プロファイルも含まれます。extend.spaces.webapp.warにデプロイする際、(weblogic.xmlに)登録するすべてのカスタム共有ライブラリおよびPortalExtensionプロジェクトを使用して作成する任意のADFライブラリは、extend.spaces.webapp.warに依存するものとして自動的に組み込まれます。

第55.2.4項「WebCenter Portalへの追加の共有ライブラリの登録」および第55.2.5項「WebCenter Portal共有ライブラリ(extend.spaces.webapp.war)への拡張機能のデプロイ」を参照してください。




	
注意:

PortalSharedLibraryプロジェクトにコードを追加しないでください。このプロジェクトは、他の共有ライブラリを参照し、またはADFライブラリJARを含む、ディスクリプタ・ファイルのみを含みます。







共有ライブラリに関する一般的な情報は、第55.2.2.2項「共有ライブラリ・デプロイメントの一般ドキュメント」を参照してください。


図55-14 PortalSharedLibraryプロジェクト

[image: 図55-14の説明が続きます]







55.2.1.2.1 extend.spaces.webapp.warのバージョニング

PortalSharedLibraryプロジェクトには、MANIFEST.MFファイルが含まれます。extend.spaces.webapp.warを更新しデプロイするたびに、このMANIFEST.MFファイルを編集して共有ライブラリの実装バージョンを増分します。繰り返すたびに、例55-1に示すように、MANIFEST.MFファイルのImplementation-Version数を増分する必要があります。デフォルトの実装バージョンは11.1.2です。


例55-1 extend.spaces.webappのマニフェスト・ファイル


Manifest-Version: 1.0
Archiver-Version: Plexus Archiver
Created-By: Apache Maven
Built-By: builder
Build-Jdk: 1.6.0_20
Extension-Name: extend.spaces.webapp
Implementation-Label: 11.1.1.9.0
Implementation-Title: extend.spaces.webapp
Implementation-Vendor: Oracle
Implementation-Version: 11.1.2
Specification-Title: extend.spaces.webapp
Specification-Vendor: Oracle
Specification-Version: 11.1.1




実装バージョンを変更する方法の詳細な手順は、第55.2.5項「WebCenter Portal共有ライブラリ(extend.spaces.webapp.war)への拡張機能のデプロイ」を参照してください。








55.2.1.3 PortalExtensionプロジェクト

PortalExtensionプロジェクトは、タスク・フロー、データ・コントロールおよびマネージドBeanなどのカスタム・コンポーネントを作成できる標準ADFプロジェクトです。

PortalExtensionプロジェクトは、ADFライブラリにデプロイされます。このライブラリは、PortalSharedLibraryプロジェクトから生成されたextend.spaces.webapp.war共有ライブラリ・ファイルに依存するものとして自動的に追加されます。第55.2.6項「PortalExtensionプロジェクトを使用したWebCenter PortalのADFライブラリ・コンポーネントの開発」を参照してください。

ADFライブラリの詳細は、第55.2.2.1項「ADFライブラリ開発の一般ドキュメント」を参照してください。


図55-15 PortalExtensionプロジェクト

[image: 図55-15の説明が続きます]











55.2.2 WebCenter Portalの共有ライブラリ開発の理解

WebCenter Portalには、標準の共有ライブラリextend.spaces.webapp.warが含まれます。このWARファイルには、カスタムADFライブラリ・コンポーネントが格納されている他の共有ライブラリを参照するデプロイメント・ディスクリプタ(weblogic.xml)を含めることができます。

WebCenter Portalで使用する複数のソースから様々な共有ライブラリにデプロイされるカスタム・コードまたはタスク・フローがある場合は、図55-16に示すように、それらをextend.spaces.webappにリストできます。


図55-16 extend.spaces.webapp.warでの複数のカスタム共有ライブラリの参照

[image: 図55-16の説明が続きます]





この開発モデルは、開発者、顧客、パートナなど、複数のコントリビュータからの追加の共有ライブラリをWebCenter Portalで簡単に利用できる手段を提供するものです。

WebCenter Portalの拡張機能を含む新しい共有ライブラリをデプロイする場合は必ず、WebCenter Portalに共有ライブラリの名前を登録し、extend.spaces.webapp.warを再デプロイする必要があります。詳細は、第55.2.4項「WebCenter Portalへの追加の共有ライブラリの登録」を参照してください。

このガイドでは、ADFタスク・フロー、データ・コントロールおよびマネージドBeanを開発し、カスタム共有ライブラリにパッケージ化する方法については説明しません。したがって、手法と手順は、WebCenter Portalデプロイメントに固有のものではありません。共有ライブラリを初めて開発する場合は、次にリストするドキュメントを参照することをお薦めします。

	
第55.2.2.1項「ADFライブラリ開発の一般ドキュメント」


	
第55.2.2.2項「共有ライブラリ・デプロイメントの一般ドキュメント」




このガイドでは、「WebCenter Portalサーバー拡張機能」テンプレートを使用してWebCenter Portalで使用する共有ライブラリを参照する方法について説明します。表55-5では、ADFライブラリおよび共有ライブラリの開発プロセスの概要について説明しており、WebCenter Portalに固有な情報を強調表示し、適用可能な他のドキュメントを示しています。


表55-5 WebCenter PortalのADFライブラリおよび共有ライブラリの開発とデプロイ

	Subject	WebCenter Portalドキュメント	一般ドキュメント
	
ADFライブラリ・コンポーネントの作成

	
WebCenter Portalは、タスク・フロー、データ・コントロールおよびマネージドBeanなど、ADFライブラリJARにデプロイされるいくつかのコンポーネント・タイプをサポートします。

WebCenter Portalのタスク・フロー、データ・コントロールまたはマネージドBeanを標準ADFライブラリ・コンポーネントと同じ方法で作成します。

または、WebCenter Portalが提供する初期プロジェクトを使用します。第55.2.6項「PortalExtensionプロジェクトを使用したWebCenter PortalのADFライブラリ・コンポーネントの開発」を参照してください。

	
『Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』の再利用可能なコンポーネントの概要に関する項では、ADFライブラリJARにデプロイできる、タスク・フローなどの様々なタイプの再利用可能なADFコンポーネントについて説明しています。

サブセクション拡張機能ライブラリに関する項はWebCenter Portalに適用されないことに注意してください。

『Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』の再使用可能なコンポーネントの作成に関する項も参照してください。


	
- 命名規則

	
WebCenter Portalで使用する各ADFライブラリJARファイルのファイル名は一意である必要があります。内容が完全に異なっていても、同じ名前を持つ2つのADFライブラリJARファイルの追加はできません。

	
『Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』の命名規則に関する項も参照してください。


	
- 接続の管理

	
ADFライブラリJARが接続を利用する場合は、同じ接続名と詳細情報を使用してWebCenter Portalに接続を手動で登録する必要があります(ADFライブラリJAR内の接続はWebCenter Portalの接続を公開しないことも含めて)。

WebCenter Portalの接続を作成するには、Fusion Middleware ControlまたはWLSTコマンドを使用する必要があります。

WebCenter Portal固有の接続を追加するには、『Oracle WebCenter Portalの管理』のツールとサービスの管理に関する項を参照してください。

データベース接続を追加するには、『管理者ガイド』のJDBCデータ・ソースの作成と管理に関する項を参照してください。

Webサービス接続を追加するには、システムMBeanブラウザを使用してADFConnections MBeanを構成してください。『Oracle WebCenter Portalの管理』のシステムMBeanブラウザに関する項と『Oracle Application Development Framework管理者ガイド』のWebサービス接続に関する項を参照してください。

	
『Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』の接続のネーミングの考慮事項に関する項も参照してください。


	
- ディスクリプタの組込み

	
web.xmlおよびapplication.xmlなど、カスタム共有ライブラリのディスクリプタは、WebCenter Portalアプリケーションでデプロイされた対応するディスクリプタとマージします。WebCenter Portalインストールの破損を避けるには、カスタム共有ライブラリにディスクリプタ・ファイルを組み込まないことをお薦めします。

	

	
- バージョニング

	
ADFライブラリJARを追加またはカスタム共有ライブラリを参照するために、WebCenter Portal共有ライブラリWARファイル(extend.spaces.wepapp.war)を再デプロイするたびに、共有ライブラリ実装バージョン番号を増分する必要があります。

詳細は、第55.2.1.2.1項「extend.spaces.webapp.warのバージョニング」および第55.2.5項「WebCenter Portal共有ライブラリ(extend.spaces.webapp.war)への拡張機能のデプロイ」を参照してください。

	

	
ADFライブラリJARへのコンポーネントのパッケージ化

	
タスク・フロー、データ・コントロールまたはマネージドBeanを標準ADFライブラリJARにパッケージ化します。

または、PortalExtension初期プロジェクトを使用します。詳細は、第55.2.6項「PortalExtensionプロジェクトを使用したWebCenter PortalのADFライブラリ・コンポーネントの開発」を参照してください。

	
『Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』の再使用可能なADFコンポーネントのADFライブラリへのパッケージ化に関する項で、タスク・フローなど再使用可能なコンポーネントをADFライブラリJARファイルにパッケージ化する方法について説明しています。

サブセクションJDeveloper JARファイルを配置してアクセスする方法に関する項はWebCenter Portalに適用されないことに注意してください。


	
ADFライブラリ・コンポーネントの共有ライブラリへの追加

	
WebCenter PortalでADFライブラリ・コンポーネントを使用するには、次の操作が必要です。

	
ADFライブラリ・コンポーネントを共有ライブラリWARファイルへデプロイします。

『Oracle WebLogic Serverアプリケーションの開発』の共有Java EEライブラリとオプション・パッケージの作成に関する項を参照してください。


	
WebCenter Portalがデプロイされている管理対象サーバーに共有ライブラリをデプロイします。


	
WebCenter Portal共有ライブラリ(extend.spaces.webapp.war)へ共有ライブラリを登録します。


	
WebCenter Portal共有ライブラリ(extend.spaces.webapp.war)の新しいバージョンをデプロイします。


	
Fusion Middleware ControlまたはWLSTを使用して、カスタムADFライブラリ・コンポーネントに必要な任意の接続を作成します。


	
WebCenter Portalのデプロイ先の管理対象サーバーを再起動します。




注意: ADFライブラリ・コンポーネントをWebCenter Portal共有ライブラリWAR (extend.spaces.webapp.war)に直接追加できます。詳細は、第55.2.5項「WebCenter Portal共有ライブラリ(extend.spaces.webapp.war)への拡張機能のデプロイ」を参照してください。

	
『Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』のプロジェクトへのADFライブラリ・コンポーネントの追加に関する項で、タスク・フローなどADFライブラリ・コンポーネントをプロジェクトにデプロイする方法について説明しています。

この項の情報は、WebCenter Portalに適用されません。


	
ADFライブラリ・コンポーネントの使用

	
WebCenter Portalのリソース・カタログのADFライブラリ・アダプタは、extend.spaces.webapp.warを介してデプロイおよび参照される任意のタスク・フロー、データ・コントロールおよびマネージドBeanを自動的に認識し、それらをWebCenter Portalのリソース・レジストリに追加します。リソース・レジストリのカスタム・コンポーネントは、リソース・カタログを介して、ページ・ポータルにドロップできるコンポーネントとしてWebCenter Portalユーザーに公開されます。

	
WebCenter Portalにログインします。


	
カスタム・コンポーネントをリソース・カタログに追加します。

『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』のリソース・カタログへのリソースの追加に関する項を参照してください。


	
リソース・カタログにアクセスできるページを開きます。


	
ページにカスタム・コンポーネントを追加します。

『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』のページへのコンポーネントの追加に関する項を参照してください。




	
『Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』のADFライブラリ・コンポーネントの使用に関する必知事項に関する項で、様々な種類のADFライブラリ・コンポーネントがJDeveloperでどのように表示されるかについて説明しています。WebCenter Portalの場合、タスク・フロー、データ・コントロールおよびマネージドBeanに関する情報のみ適用されます。


	
共有ライブラリWARの作成

	
「WebCenter Portalサーバー拡張機能」テンプレートは、WebCenter Portal共有ライブラリWAR extend.spaces.webapp.warのデプロイメント・プロファイルを提供します。

詳細は、第55.2.3項「WebCenter Portalサーバー拡張機能ワークスペースの作成」を参照してください。

	
『Oracle WebLogic Serverアプリケーションの開発』の共有Java EEライブラリの作成に関する項で、共有ライブラリWARファイルを作成する方法について説明しています。


	
共有ライブラリWARのデプロイ

	
「WebCenter Portalサーバー拡張機能」テンプレートは、WebCenter Portal共有ライブラリWAR extend.spaces.webapp.warの再デプロイを可能にします。

詳細は、第55.2.5項「WebCenter Portal共有ライブラリ(extend.spaces.webapp.war)への拡張機能のデプロイ」を参照してください。

	
『Oracle WebLogic Serverアプリケーションの開発』の共有Java EEライブラリと依存アプリケーションのデプロイに関する項で、共有ライブラリWARファイルをデプロイする方法について説明しています。


	
以前の共有ライブラリ・バージョンの回復

	
WebLogic Server管理コンソールを使用して、以前の共有ライブラリWARバージョンを回復させるか、不要なバージョンを削除します。

詳細は、第55.2.5.3項「以前のWebCenter Portal共有ライブラリ・バージョンへの回復」を参照してください。

	
『Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』のADFライブラリJARのプロジェクトからの削除に関する項で、JDeveloperでADFライブラリ・コンポーネントを削除する方法について説明しています。

この項の情報は、WebCenter Portalに適用されません。










55.2.2.1 ADFライブラリ開発の一般ドキュメント

	
ADFタスク・フロー、データ・コントロールおよびマネージドBeanの作成の詳細は、『Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』を参照してください。


	
『Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』のアプリケーション・コンポーネントの再使用に関する項も参照してください。









55.2.2.2 共有ライブラリ・デプロイメントの一般ドキュメント

	
共有ライブラリのバージョニングの詳細は、『Oracle WebLogic Serverアプリケーションの開発』の共有Java EEライブラリと依存アプリケーションのデプロイに関する項を参照してください。


	
『Oracle WebLogic Serverアプリケーションの開発』の共有Java EEライブラリとオプション・パッケージの作成に関する項も参照してください。











55.2.3 WebCenter Portalサーバー拡張機能ワークスペースの作成

この項では、「WebCenter Portalサーバー拡張機能」ワークスペースをJDeveloperで作成する方法について説明します。このワークスペースを使用して次のことができます。

	
使用する1つ以上のカスタム共有ライブラリをWebCenter Portalに登録します。


	
タスク・フロー、データ・コントロールまたはマネージドBeanなどWebCenter PortalのカスタムADFコンポーネントを作成し、デプロイします。




「WebCenter Portalサーバー拡張機能」ワークスペースを作成するには:

	
Oracle JDeveloper 11g (11.1.1.9.0)をダウンロードおよびインストールします。

詳細は、第2.2.1項「Oracle JDeveloperのインストール」を参照してください。


	
WebCenter PortalのJDeveloper (11.1.1.9.0)用拡張機能をインストールします。

詳細は、第2.2.2項「JDeveloper用のWebCenter Portal拡張機能のインストール」を参照してください。


	
JDeveloperを開き、「ファイル」→「新規」を選択します。


	
「新規ギャラリ」ダイアログで「一般」ノードを開き、「アプリケーション」を選択します。


	
「項目」リストで、「WebCenter Portalサーバー拡張機能」を選択し、「OK」をクリックします。

図55-17を参照してください。


図55-17 「新規ギャラリ」ダイアログ

[image: 図55-17の説明が続きます]








	
注意:

この時点では、WebCenter Portalサーバー拡張機能ウィザードの最初のページが表示されています。このウィザードには、次の各手順で説明する4つのページがあります。








	
図55-18に示すように、「WebCenter Portalサーバー拡張機能の作成」ダイアログで、「アプリケーション名」フィールドにワークスペースの名前を入力します。


図55-18 WebCenter Portal拡張機能の作成ウィザード(ステップ1/4)

[image: 図55-18の説明が続きます]





	
「ディレクトリ」フィールドにワークスペースを格納するベース・ディレクトリへのパスを入力するか、デフォルト・パスを受入れます。

例:


/scratch/jdeveloper/mywork/MyPortalExtension


オプションで、「参照」ボタンをクリックして、目的のディレクトリに移動します。


	
オプションで、「アプリケーション・パッケージの接頭辞」を入力します。

この接頭辞は、ワークスペース内で作成されるJavaクラス、インタフェースおよびパッケージに使用されます。たとえば、共通の接頭辞パターンは、com.oracleのようにcom.companyDomainNameです。




	
ヒント:

この時点で「終了」をクリックすると、デフォルトのポータル・プロジェクト名とディレクトリを使用したプロジェクトを作成できます。次の手順では、ウィザードの残りのページについて説明を続けます。








	
「次へ」をクリックします。


	
図55-19に示すように、ウィザードのプロジェクト1名前の部分に「プロジェクト名」を入力するか、またはデフォルト名のPortalExtensionのままにします。

このプロジェクトには、WebCenter PortalのカスタムADFコンポーネント(タスク・フロー、データ・コントロールおよびマネージドBean)を構築し、テストするために必要なプロジェクト・テクノロジ・コンポーネントがすべて用意されています。


図55-19 WebCenter Portalサーバー拡張機能の作成ウィザード(ステップ2/4)

[image: 図55-19の説明が続きます]





	
プロジェクトのデフォルト・ディレクトリを変更する場合は、ディレクトリを入力するか、「参照」ボタンを使用してディレクトリを選択します。


	
必要に応じて、「プロジェクト・テクノロジ」を追加します。

プロジェクト・テクノロジはテクノロジ・スコープとも呼ばれ、プロジェクト内の特定の機能を提供するために設計されたライブラリとファイルのコレクションです。




	
注意:

テクノロジ・スコープは、特定のプロジェクトで使用される様々なテクノロジの識別に使用できる、プロジェクト上の属性です。これらの属性は、作業時にユーザーを支援するためにJDeveloper内でのみ使用されます。テクノロジ・スコープでは、新規ギャラリおよびメニューとパレットに表示される選択がフィルタ処理されるため、作業時に最も適切な項目のみ表示されます。テクノロジ・スコープは、プロジェクト自体のデータには影響しません。詳細は、JDeveloperオンライン・ヘルプを参照してください。








	
必要に応じて、「生成済コンポーネント」タブおよび「関連ライブラリ」タブを選択して、プロジェクトに追加される別の構成ファイルおよびライブラリを確認します。


	
「次へ」をクリックします。


	
図55-21に示すように、必要に応じて、Javaソース・ファイルのデフォルトのパッケージ名とディレクトリを編集し、プロジェクトのクラス・ファイルを出力します。


図55-20 WebCenter Portalサーバー拡張機能の作成ウィザード(ステップ3/4)

[image: 図55-20の説明が続きます]





	
図55-21に示すように、ウィザードのプロジェクト2名前の部分にプロジェクト名を入力するか、またはデフォルト名のPortalSharedLibraryのままにします。

このプロジェクトを使用して、WebCenter Portalで使用する1つ以上の共有ライブラリを登録し、PortalExtensionプロジェクトを使用して構築したカスタムADFコンポーネントをデプロイできます。第55.2.5項「WebCenter Portal共有ライブラリ(extend.spaces.webapp.war)への拡張機能のデプロイ」を参照してください。


図55-21 WebCenter Portalサーバー拡張機能の作成ウィザード(ステップ4/4)

[image: 図55-21の説明が続きます]





	
プロジェクトのデフォルト・ディレクトリを変更する場合は、ディレクトリを入力するか、「参照」ボタンを使用してディレクトリを選択します。


	
必要に応じて、テクノロジ・スコープとも呼ばれる「プロジェクト・テクノロジ」を追加します。




	
注意:

テクノロジ・スコープは、特定のプロジェクトで使用される様々なテクノロジの識別に使用できる、プロジェクト上の属性です。これらの属性は、作業時にユーザーを支援するためにJDeveloper内でのみ使用されます。テクノロジ・スコープでは、新規ギャラリおよびメニューとパレットに表示される選択がフィルタ処理されるため、作業時に最も適切な項目のみ表示されます。テクノロジ・スコープは、プロジェクト自体のデータには影響しません。詳細は、JDeveloperオンライン・ヘルプを参照してください。








	
必要に応じて、「生成済コンポーネント」タブおよび「関連ライブラリ」タブを選択して、プロジェクトに追加される別の構成ファイルおよびライブラリを確認します。


	
「終了」をクリックします。









55.2.4 WebCenter Portalへの追加の共有ライブラリの登録

WebCenter Portalで使用するカスタム・タスク・フロー、データ・コントロールまたはマネージドBeanを含む共有ライブラリが1つ以上ある場合は、WebCenter Portalの共有ライブラリextend.spaces.webapp.warに関連付けられたweblogic.xmlファイルに登録する必要があります。

	
PortalSharedLibraryプロジェクトを選択します(図55-22)。

WebCenter Portal拡張機能ワークスペースをまだ作成していない場合は、第55.2.3項「WebCenter Portalサーバー拡張機能ワークスペースの作成」を参照してください。


図55-22 PortalSharedLibraryプロジェクト

[image: 図55-22の説明が続きます]





	
デプロイメント・ディスクリプタweblogic.xmlがPortalSharedLibrary\Web Content\WEB-INFの下にない場合は、次の手順でデプロイメント・ディスクリプタを作成します。

	
「新規」→「デプロイメント・ディスクリプタ」→「WebLogicデプロイメント・ディスクリプタ」を選択します。


	
「OK」を選択します。


	
リストからweblogic.xmlを選択します(図55-23)。


図55-23 WebLogicデプロイメント・ディスクリプタweblogic.xmlの作成

[image: 図55-23の説明が続きます]





	
「終了」を選択します。





	
weblogic.xml (PortalSharedLibrary\Web Content\WEB-INFの下)を開きます。

最初は、追加の共有ライブラリはファイルにリストされていません。


	
「概要」ページで、「ライブラリ」を選択します。


	
WebCenter Portalで使用する各共有ライブラリの「ライブラリ名」を指定します。

図55-24に示すように、単一の共有ライブラリまたは複数の共有ライブラリを登録できます。

必要に応じて、「ヘルプ」アイコンをクリックして詳細を表示します。


図55-24 weblogic.xml - 複数の共有ライブラリ参照

[image: 図55-24の説明が続きます]





	
参照する各共有ライブラリがWebCenter Portal管理対象サーバー(デフォルト名WC_Spaces)にデプロイされていることを確認します。


	
共有ライブラリ参照に含まれるWebCenter Portal共有ライブラリWAR (extend.spaces.webapp.war)の新しいバージョンを再デプロイします。

MANIFEST.MFのバージョン番号を増分してください。詳細は、第55.2.5項「WebCenter Portal共有ライブラリ(extend.spaces.webapp.war)への拡張機能のデプロイ」を参照してください。









55.2.5 WebCenter Portal共有ライブラリ(extend.spaces.webapp.war)への拡張機能のデプロイ

この項では、WebCenter Portal共有ライブラリ(extend.spaces.webapp.war)に拡張機能をデプロイする方法について説明します。拡張機能は次の場所のいずれかにあります。

	
weblogic.xmlに登録されているタスク・フロー、データ・コントロールまたはマネージドBeanを含む既存の共有ライブラリ。

第55.2.4項「WebCenter Portalへの追加の共有ライブラリの登録」を参照してください。


	
PortalExtensionプロジェクトから作成され、WebCenter Portal共有ライブラリに組み込まれたADFライブラリJAR。

第55.2.6項「PortalExtensionプロジェクトを使用したWebCenter PortalのADFライブラリ・コンポーネントの開発」を参照してください。




この項の内容は、次のとおりです。

	
第55.2.5.1項「ポータル・サーバーへの拡張機能の直接デプロイ」


	
第55.2.5.2項「アーカイブへの拡張機能のデプロイ」


	
第55.2.5.3項「以前のWebCenter Portal共有ライブラリ・バージョンへの回復」






55.2.5.1 ポータル・サーバーへの拡張機能の直接デプロイ

JDeveloperからWebCenter Portalへ拡張機能をデプロイする前に、次の手順を実行します。

	
少なくともWebLogic Monitorロールがあることを確認します。

ロールの詳細は、『Oracle WebLogic Serverロールおよびポリシーによるリソースの保護』のユーザー、グループおよびセキュリティ・ロールに関する項を参照してください。


	
WebCenter Portalが稼働している管理対象サーバーへの接続が存在することを確認します。

接続の作成の詳細は、第7章「WebLogic管理対象サーバー接続の作成」を参照してください。


	
共有ライブラリのバックグラウンド情報は、『Oracle WebLogic Serverアプリケーションの開発』の共有Java EEライブラリとオプション・パッケージの作成に関する項を参照してください。




JDeveloperからWebCenter Portalへ拡張機能をデプロイするには:

	
デプロイする拡張機能を含むワークスペースをJDeveloperで開きます。

第55.2.4項「WebCenter Portalへの追加の共有ライブラリの登録」および第55.2.6項「PortalExtensionプロジェクトを使用したWebCenter PortalのADFライブラリ・コンポーネントの開発」も参照してください。


	
「アプリケーション・ナビゲータ」で、「PortalSharedLibrary」→「アプリケーション・ソース」→「META-INF」フォルダへ移動します。


	
テキスト・エディタでMANIFEST.MFファイルを開きます。


	
Implementation-Version番号を増分します。デフォルト・バージョンはImplementation-Version: 11.1.2です。




	
注意:

WebCenter Portal共有ライブラリ(extend.spaces.webapp.war)を更新および再デプロイするたびに、共有ライブラリImplementation-Version番号を増分する必要があります。それ以外の場合は、WebLogic Serverの「デプロイメント - ログ」タブからエラーが報告されます。詳細は、第55.2.1.2項「PortalSharedLibraryプロジェクト」を参照してください。








	
「アプリケーション・ナビゲータ」で、「PortalSharedLibrary」プロジェクトを右クリックし、「デプロイ」、「extend.spaces.webapp」の順に選択します(図55-25)。




	
注意:

extend.spaces.webappは、サーバーにデプロイしようとしている共有ライブラリに対する、デプロイメント・プロファイルの名前であることに注意してください。後続のデプロイメント・アクションにより作成された共有ライブラリは、extend.spaces.webapp.warと呼ばれます。








図55-25 共有ライブラリextend.spaces.webappの選択

[image: 図55-25の説明が続きます]





	
「デプロイ」ダイアログで、「アプリケーション・サーバーへのデプロイ」を選択して「次へ」をクリックします(図55-26)。


図55-26 ポータル拡張機能デプロイメント・アクション

[image: 図55-26の説明が続きます]





	
共有ライブラリをデプロイするWebLogic Serverを指す接続(たとえばWC_Spaces)を選択し、「次へ」を選択します。


	
図55-27に示すように、「extend.spaces.webappのデプロイ」ダイアログで、「ドメイン内の選択したインスタンスへのデプロイ」を選択します。


図55-27 デプロイメント・オプションの選択

[image: 図55-27の説明が続きます]





	
図55-28に示すように、サーバーのリストからWebCenter Portalがデプロイされている管理対象サーバーを選択します。




	
注意:

管理対象サーバーの名前は、システム管理者がサーバーをどのように設定したかによって異なります。デフォルトでは、名前はWC_Spacesですが、この名前はシステムによって異なる場合があります。








図55-28 管理対象サーバーの選択

[image: 図55-28の説明が続きます]





	
図55-29に示すように、「共有ライブラリとしてデプロイ」を選択します。




	
注意:

この手順は重要です。「共有ライブラリとしてデプロイ」を選択する必要があります。それ以外の場合は、デプロイメントは成功しません。








図55-29 「共有ライブラリとしてデプロイ」を選択

[image: 図55-29の説明が続きます]





	
「次へ」をクリックします。


	
「デプロイメント・サマリー」画面でデプロイメント・オプションを確認して「終了」をクリックし、ポータル拡張機能をサーバーへデプロイします。


	
「デプロイメント - ログ」タブを開き、デプロイメントの問題を調べます。デプロイメントが成功すると、次のログ・エントリが表示されます: 「Application Deployed Successfully」(第55章「「デプロイメント - ログ」タブ」を参照)。


図55-30 「デプロイメント - ログ」タブ

[image: 図55-30の説明が続きます]







	
新しいデプロイメントを確認するには、WebLogic Server管理コンソールにログインし、デプロイメントの概要ページへ移動して表示される実装バージョンを確認します。

	
WebLogicサーバーの管理コンソールにログインします。


	
「デプロイメント」をクリックし、extend.spaces.webappを見つけます。


	
extend.spaces.webapp共有ライブラリのエントリを書き留め、MANIFEST.MFファイルで以前に更新した実行バージョンのものであることを確認します。第55.2.1.2.1項「extend.spaces.webapp.warのバージョニング」も参照してください。







	
注意:

WebLogic Serverは、アプリケーションが起動された時点の最新の共有ライブラリ・バージョンのみを使用します。変更、ビルド、デプロイ、テストを何度も繰り返した場合、デフォルトでは、増分バージョンが保持されます。管理コンソールを使用して不要な共有ライブラリ・バージョンを削除できますが、最初のバージョン(extend.spaces.webapp(11.1.1,11.1.1))をバックアップとして保持して、必要に応じてデフォルト動作を回復できるようにすることをお薦めします。








	
(オプション)カスタムADFライブラリ・コンポーネントに必要な場合のある接続を次の手順で作成します。

	
データベース接続を追加するには、『管理者ガイド』のJDBCデータ・ソースの作成と管理に関する項を参照してください。


	
Webサービス接続を追加するには、Fusion Middleware ControlのシステムMBeanブラウザを使用してADFConnections MBeanを構成してください。『Oracle WebCenter Portalの管理』のシステムMBeanブラウザに関する項と『Oracle Application Development Framework管理者ガイド』のWebサービス接続に関する項を参照してください。


	
ポートレット・プロデューサまたはコンテンツ・リポジトリ接続など、WebCenter Portal固有の接続タイプを追加するには、『Oracle WebCenter Portalの管理』のツールとサービスの管理に関する項を参照してください。





	
WebCenter Portalが稼働している管理対象サーバーを再起動します。

この手順は、共有ライブラリのタスク・フロー、データ・コントロールおよびマネージドBeanをWebCenter Portalリソース・レジストリで表示するために必要です。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のWebCenter Portalアプリケーション・デプロイメントのための管理対象サーバーの起動と停止に関する項を参照してください。




	
注意:

管理対象サーバーの名前は、システム管理者がサーバーをどのように設定したかによって異なります。デフォルトでは、名前はWC_Spacesですが、この名前はシステムによって異なる場合があります。








	
WebCenter Portalにログインし、すべての新しくデプロイされたタスク・フロー、データ・コントロールまたはマネージドBeanがリソース・レジストリで使用可能であることを確認します。




デプロイに成功したコンポーネントがリソース・レジストリに追加されると、それらをポータル・ページへのドラッグ・アンド・ドロップで使用できるようにするリソース・カタログへ追加できます。『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』のリソース・レジストリに関する項も参照してください。






55.2.5.2 アーカイブへの拡張機能のデプロイ

ポータル・サーバーへの接続、またはポータル・サーバー上でextend.spaces.webapp共有ライブラリをデプロイする権限を持っていない場合は、extend.spaces.webapp共有ライブラリの拡張機能をアーカイブ(.warファイル)にデプロイして、その.warファイルをWebCenter Portalを実行している管理対象サーバーにデプロイをする管理者に渡します。

extend.spaces.webapp共有ライブラリの拡張機能をアーカイブにデプロイするには:

	
デプロイする拡張機能を含むワークスペースをJDeveloperで開きます。

第55.2.4項「WebCenter Portalへの追加の共有ライブラリの登録」および第55.2.6項「PortalExtensionプロジェクトを使用したWebCenter PortalのADFライブラリ・コンポーネントの開発」も参照してください。


	
「アプリケーション・ナビゲータ」で、「PortalSharedLibrary」→「アプリケーション・ソース」→「META-INF」フォルダへ移動します。


	
テキスト・エディタでMANIFEST.MFファイルを開きます。


	
必要に応じて、Implementation-Version番号を増分します。デフォルト・バージョンはImplementation-Version: 11.1.2です。




	
注意:

新規アーカイブ(.warファイル)を生成するたびにバージョン番号を増分する必要はありません。ただし、新規の拡張機能バージョンをサーバーへデプロイする場合、または「デプロイメント」 - 「ログ」タブでWebLogic Serverからエラーが報告される場合は毎回、共有ライブラリImplementation-Version番号を増分する必要があります。詳細は、第55.2.1.2項「PortalSharedLibraryプロジェクト」を参照してください。








	
「アプリケーション・ナビゲータ」で、「PortalSharedLibrary」プロジェクトを右クリックし、「デプロイ」、デプロイメント・プロファイル「extend.spaces.webapp」の順に選択します。




	
注意:

extend.spaces.webappは、ファイルにデプロイしようとしている共有ライブラリに対する、デプロイメント・プロファイルの名前であることに注意してください。後続のデプロイメント・アクションにより作成された共有ライブラリは、extend.spaces.webapp.warと呼ばれます。








	
「デプロイ」ダイアログで、「WARにデプロイ」を選択して「次へ」をクリックします(図55-31)。


図55-31 デプロイメント・アクション

[image: 図55-31の説明が続きます]





	
「サマリー」ページを確認し、「終了」をクリックします。

「デプロイメント - ログ」タブに.warファイルの場所が表示されます。ここで、この新規共有ライブラリ.warファイル・バージョンを、WebCenter Portalがデプロイされている任意のサーバー・インスタンスにデプロイできます。





詳細について

JDeveloperオンライン・ヘルプのアプリケーションのデプロイに関する項を参照してください。『Oracle WebLogic Serverアプリケーションの開発』の共有Java EEライブラリとオプション・パッケージの作成に関する項も参照してください。






55.2.5.3 以前のWebCenter Portal共有ライブラリ・バージョンへの回復

最新のWebCenter Portal共有ライブラリに問題がある場合、またはなんらかの理由で以前のバージョンに戻す必要がある場合は、WebLogic Server管理コンソールを使用して、現在のバージョンをアンデプロイ(削除)し、以前のバージョンに戻すことができます。

不要な共有ライブラリ・バージョンを削除することもできます。変更、ビルド、デプロイ、テストを何度も繰り返した場合、デフォルトでは、各増分バージョンが保持されます。WebCenter Portalでは共有ライブラリの最新バージョンのみを使用するため、必要に応じて旧バージョンをクリーンアップまたは削除できます。

最新バージョンをアンデプロイする前に、WebCenter Portalが実行されている管理対象サーバーを停止する必要があります。最新バージョンを削除したら、管理対象サーバーを再起動します。

注意: 元のextend.spaces.webapp共有ライブラリ(バージョン11.1.1)があれば必要に応じてデフォルト・バージョンに戻ることができるため、これは削除しないことをお薦めします。

	
WebCenter Portalがデプロイされている管理対象サーバーを停止します。

詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のWebCenter Portalアプリケーション・デプロイメントのための管理対象サーバーの起動と停止に関する項を参照してください。


	
WebLogic Server管理コンソールにログインします。


	
「デプロイメント」をクリックし、削除するextend.spaces.webappの最新バージョンを見つけて選択します。


	
「削除」をクリックして共有ライブラリの最新バージョンをアンデプロイします。

元のextend.spaces.webapp.war共有ライブラリに戻すには、extend.spaces.webapp.warバージョン11.1.1以外のすべてバージョンの共有ライブラリを削除します。


	
WebCenter Portalがデプロイされている管理対象サーバーを起動します。

詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のWebCenter Portalアプリケーション・デプロイメントのための管理対象サーバーの起動と停止に関する項を参照してください。











55.2.6 PortalExtensionプロジェクトを使用したWebCenter PortalのADFライブラリ・コンポーネントの開発

WebCenter PortalのADFライブラリの開発は、他のADFライブラリの開発とまったく同じです。ADFライブラリ開発に習熟していない場合は、第55.2.2.1項「ADFライブラリ開発の一般ドキュメント」のドキュメント・リンクを参照してください。

通常、開発チームは、WebCenter Portalなど、複数のアプリケーションで再使用できるように、明確に定義された共有ライブラリのセットに対してADFライブラリを構築し、デプロイします。

開始に役立つように、タスク・フロー、データ・コントロールおよびマネージドBeanを含むADFライブラリを構築し、それらをWebCenter Portalの独自の共有ライブラリextend.spaces.webapp.warにデプロイできるPortalExtensionプロジェクトが用意されています。

PortalExtensionプロジェクトを使用する場合は、次の手順に従います。

	
WebCenter Portalサーバー拡張機能ワークスペースを作成します。

詳細は、第55.2.3項「WebCenter Portalサーバー拡張機能ワークスペースの作成」を参照してください。


	
PortalExtensionプロジェクトを開き、ADFライブラリにカスタム・コードを追加します。

第55.2.1.3項「PortalExtensionプロジェクト」も参照してください。


	
WebCenter Portal共有ライブラリextend.spaces.webapp.warにADFライブラリをデプロイします。

第55.2.5項「WebCenter Portal共有ライブラリ(extend.spaces.webapp.war)への拡張機能のデプロイ」も参照してください。









55.2.7 WebCenter Portal共有ライブラリのデプロイメントのトラブルシューティング

	
デプロイメントが正常に行われたにもかかわらず、デプロイメント後に変更が反映されない。

WebCenter Portalは、常に最新バージョンの共有ライブラリを使用します。MANIFEST.MF内の実装バージョンが、WebLogic Server管理コンソールに表示される実装バージョンに一致することを確認します。

たとえば、PortalSharedLibrary/Application Sources/META-INF/MANIFEST.MFの値が、管理コンソールの「デプロイメント」→「extend.spaces.webapp」→「概要」に表示される値と同じであることを確認します。


	
「DeployerException: Task 9 failed」が表示されます。


weblogic.Deployer$DeployerException: weblogic.deploy.api.tools.deployer.DeployerException: Task 9 failed:
[Deployer:149117]deploy library com.mycompanyname.shared.lib [LibSpecVersion=11.1.1.2,LibImplVersion=11.1.1.2.5] on AdminServer,WC_Spaces.



このエラーは、新しいデプロイメントと既存のデプロイメントの実装バージョンが同一の場合に発生します。管理コンソールを使用して現在の実装バージョンを確認し、必要に応じてバージョンを変更して共有ライブラリを再デプロイします。


	
「java.lang.IllegalArgumentException」が表示される。

WebCenter Portalのデプロイ先の管理対象サーバーを再起動します。

















50 通知の統合


この章では、Portal Frameworkアプリケーションに通知を統合する方法について説明します。通知は、サービス・オブジェクトおよびアプリケーション・オブジェクトへのサブスクライブの手段を提供するものであり、これらのオブジェクトが変更されると、選択されているメッセージ・チャネルを通じて通知を受信します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第50.1項「通知の概要」


	
第50.2項「通知の基本構成」


	
第50.3項「通知の詳細情報」






50.1 通知の概要

この項では、通知の概要を説明します。次のサブセクションが含まれます:

	
第50.1.1項「通知の理解」


	
第50.1.2項「通知の要件」


	
第50.1.3項「実行時の通知の処理」






50.1.1 通知の理解

通知は、サブスクライブされているサービスおよびオブジェクトに関する通知を異なるメッセージ・チャネルを通じてトリガーする、自動的な手段を提供します。ユーザーがサブスクライブしているアプリケーション・サービスおよびオブジェクトが変更されると、メッセージがトリガーされます。たとえば、ユーザーがドキュメントにサブスクライブすると、別のユーザーがこのドキュメントを変更したときに通知を受信します。

メッセージ・チャネルには、使用できるメッセージ・サーバーやアプリケーション管理者による通知の構成方法に応じて、電話テキスト(SMS)、メールまたはワークリストが含まれます。たとえば、特定のドキュメントが変更されたときにメール・メッセージ、他のユーザーが特定のディスカッション・トピックに応答したときにテキスト・メッセージ、コネクションの招待を受けたときはワークリスト・アラートを受信できます。すべてのメッセージにはリンクが含まれており、ユーザーは該当の変更に移動できます。

参加しているサービスとオブジェクトには、ピープル・コネクション(コネクション、メッセージ・ボードおよびフィードバック)、ディスカッションおよびドキュメント(Wikiとブログを含む)があります。

表50-1に、通知をトリガーするアクティビティのタイプと、サブスクリプションが作成されるレベルを示します。


表50-1 通知をトリガーできるアクティビティ

	アクティビティ	レベル
	
ユーザーがコネクションの招待を送信する

	
アプリケーション


	
ユーザーがメッセージをメッセージ・ボードに投稿する

	
アプリケーション


	
ユーザーがメッセージ・ボードの投稿(メッセージ・ボード上に明示的に設定されているメッセージで、パブリッシャからアクティビティ・ストリームに追加されたものではない)をお気に入り登録する

	
アプリケーション


	
ユーザーがメッセージ・ボードの投稿(メッセージ・ボード上に明示的に設定されているメッセージで、パブリッシャからアクティビティ・ストリームに追加されたものではない)にコメントする

	
アプリケーション


	
ユーザーがフィードバックを投稿する

	
アプリケーション


	
ユーザーがディスカッション・トピックに応答する

	
オブジェクト


	
ユーザーがディスカッション・トピックにコメントする

	
オブジェクト


	
ユーザーがディスカッション・トピックを削除する

	
オブジェクト


	
ユーザーがドキュメントについてコメントする

	
オブジェクト


	
ユーザーがドキュメントをお気に入り登録する

	
オブジェクト


	
ユーザーがドキュメントを更新する

	
オブジェクト


	
ユーザーがドキュメントを削除する

	
オブジェクト


	
ユーザーがWikiドキュメントについてコメントする

	
オブジェクト


	
ユーザーがWikiドキュメントをお気に入り登録する

	
オブジェクト


	
ユーザーがWikiドキュメントを更新する

	
オブジェクト


	
ユーザーがWikiドキュメントを削除する

	
オブジェクト


	
ユーザーがブログ・エントリでコメントする

	
オブジェクト


	
ユーザーがブログ・エントリをお気に入り登録する

	
オブジェクト


	
ユーザーがブログ・エントリを更新する

	
オブジェクト


	
ユーザーがブログ・エントリを削除する

	
オブジェクト








通知は、User Messaging Service (UMS)やメール・サービスなど、WebCenterで使用可能なメッセージ配信プラットフォームを利用して、生成するメッセージを配信します。メール・サービスはデフォルトのメッセージ配信メカニズムを備えていますが、ワークリスト・サービスを通じて提供されるBPEL接続を使用すると、ユーザーにとってチャネルの選択肢が電話テキスト、メールおよびワークリストと広がります。

すべてのユーザーを対象とするアプリケーションレベルのサブスクリプションのデフォルトは、XML構成ファイル(notification-service-settings.xml)によって設定できます。このデフォルト・ファイルの独自バージョンを作成して使用すると、この目的でデフォルトで提供されている同じ名前のファイルが置き換えられます。






50.1.2 通知の要件

アプリケーションが通知サービスと連携できるためには、アプリケーションのadf-config.xmlファイル内で通知ネームスペースを指定する必要があります。詳細は、第50.2.1項「通知ネームスペースの追加」を参照してください。

サブスクリプション機能はこれをサポートするサービスに組み込まれており、追加の構成は必要はありません。

通知メッセージ機能は、構成されているメールまたはワークリスト接続の存在を利用して、通知メッセージの配信を可能にします。通知メッセージでは、ワークリスト・サービス用に構成されているBPELサーバーまたはメール・サービス用に構成されているメール・サーバーを使用するように、アプリケーションを明示的に構成する必要があります。詳細は、第50.2.2項「メール・サーバーへの通知接続の作成」および第50.2.3項「BPELサーバーへの通知接続の作成」を参照してください。

アプリケーションレベルのサブスクリプション・プリファレンスとして、すべてのユーザーを対象とするアプリケーション・デフォルトを設定するには、デフォルトのnotification-service-settings.xmlファイルの独自バージョンを作成する必要があります。詳細は、第50.2.4項「通知のアプリケーション・デフォルトの設定」を参照してください。

通知が正しく動作するためには、保護されたページにそのタスク・フローがあることが必要です。これは、サブスクライブしているアクションを追跡およびレポートするには、現在のユーザーが認証を通じて認識される必要があるためです。通知が含まれるページまたはアプリケーションが保護されていない場合、例外エラーが発生します。詳細は、第50.2.6項「通知のセキュリティの設定」を参照してください。






50.1.3 実行時の通知の処理

実行時に、ユーザーはUMSプリファレンスを通じて優先するメッセージ・チャネルを設定します。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの使用』のメッセージ・チャネルとフィルタの確立および管理に関する項を参照してください。




	
注意:

アプリケーションを設計する際、ユーザーがUMSプリファレンスにアクセスできるようにする必要があります。たとえば、リンクをUIに追加したり、リンクを含むワークリスト・タスク・フローをユーザーに示すことができます。







ユーザーは、通知タスク・フローのサブスクリプション・プリファレンスを通じてアプリケーションレベルのサブスクリプションを確立します。このタスク・フローで表示されるオプションは、タスク・フローがホーム・ポータル(図50-1)またはポータル(図50-2)のいずれに存在するかによって、若干異なります。


図50-1 サブスクリプション・プリファレンス・タスク・フロー - ホーム・ポータル

[image: 図50-1の説明が続きます]






図50-2 サブスクリプション・プリファレンス・タスク・フロー - ポータル

[image: 図50-2の説明が続きます]





オブジェクトレベルのサブスクリプションは、オブジェクトに直接サブスクライブすることによって設定します。

ユーザーは、サブスクリプション・プリファレンス・タスク・フローを通じてアプリケーションレベルのサブスクリプションを管理し、通知タスク・フローのサブスクリプション・ビューアを通じてオブジェクトレベルのサブスクリプションを管理します(図50-3)。


図50-3 サブスクリプション・ビューア・タスク・フロー

[image: 図50-3の説明が続きます]








	
関連項目:

通知タスク・フローの詳細は、第50.2.5.1項「通知タスク・フロー」を参照してください。














50.2 通知の基本構成

通知は、メールまたはワークリスト・サービス接続を利用して、ユーザー通知のメッセージ・チャネルを提供します。メール・サーバーを使用する予定の場合、メール・サービス用のメール・サーバーへの接続が必要ですが、通知用の追加の構成は必要ありません。ワークリスト・サービスが使用するのと同じBPEL接続を通知で使用する予定の場合は、この構成をadf-config.xmlファイルに追加する必要があります。

この項では、これらの接続と構成の概要およびアプリケーション・ページに通知タスク・フローを追加するプロセスについて説明します。次のサブセクションが含まれます:

	
第50.2.1項「通知ネームスペースの追加」


	
第50.2.2項「メール・サーバーへの通知接続の作成」


	
第50.2.3項「BPELサーバーへの通知接続の作成」


	
第50.2.4項「通知のアプリケーション・デフォルトの設定」


	
第50.2.5項「通知タスク・フローのアプリケーションへの追加」


	
第50.2.6項「通知のセキュリティの設定」






50.2.1 通知ネームスペースの追加

アプリケーションで通知ネームスペースを確立するには、次のコードをファイル先頭のadf-config要素に追加します(例50-1)。




	
ヒント:

adf-config.xmlファイルは、「アプリケーション・リソース」パネルで、「ディスクリプタ」の下のADF META-INFフォルダにあります。








例50-1 通知構成を認識するためのアプリケーションの構成


xmlns:notificationC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/notification/config"




例(太字) (図50-3):


例50-2 adf-config要素内の通知構成


<?xml version="1.0" encoding="US-ASCII" ?>
<adf-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/config"
   xmlns:adf="http://xmlns.oracle.com/adf/config/properties"
   xmlns:sec="http://xmlns.oracle.com/adf/security/config"
   xmlns:wpsC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/framework/service"
   xmlns:jndiC="http://xmlns.oracle.com/adf/jndi/config"
   xmlns:worklistC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/worklist/config"
   xmlns:notificationC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/notification/config"
   xmlns:mdsC="http://xmlns.oracle.com/adf/mds/config"
   xmlns:searchC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/search/config"
   xmlns:relC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/relationship/config"
   …








50.2.2 メール・サーバーへの通知接続の作成

ユーザーがメール・メッセージ・チャネルを選択できるようにするには、メール・サーバーへの接続を構成する必要があります(詳細は、第35.2.2項「メール用接続の設定」を参照)。接続が確立されたら、adf-config.xmlファイルに次のエントリを追加して、メール・サーバーと通知を関連付けます(例50-3)。


例50-3 adf-config.xml内でのメール・サーバーと通知の関連付け


<notificationC:adf-notification-config
      xmlns="http://xmlns.oracle.com/webcenter/notification/config">
   <ConnectionType>MAIL</ConnectionType>
   <ConnectionName>someMailConnection</ConnectionName>
</notificationC:adf-notification-config>




ここで、ConnectionNameは構成されたメール・サーバーの名前です。

例50-4はコード・サンプルで、前述のコード・サンプルが所定の位置にあります(太字)。


例50-4 adf-config.xml内の通知のメール接続


<?xml version="1.0" encoding="US-ASCII" ?>
<adf-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/config"
   xmlns:adf="http://xmlns.oracle.com/adf/config/properties"
   xmlns:sec="http://xmlns.oracle.com/adf/security/config"
   xmlns:wpsC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/framework/service"
   xmlns:jndiC="http://xmlns.oracle.com/adf/jndi/config"
   xmlns:worklistC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/worklist/config"
   xmlns:notificationC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/notification/config"
   xmlns:mdsC="http://xmlns.oracle.com/adf/mds/config"
   xmlns:searchC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/search/config"
   xmlns:relC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/relationship/config"
   xmlns:collabC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/collab/config"
   xmlns:listC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/list/config"
   xmlns:rcs="http://xmlns.oracle.com/adf/rcs/adf-config"
   xmlns:rcv="http://xmlns.oracle.com/adf/rcs/viewer/adf-config"xmlns:tagC=
      "http://xmlns.oracle.com/webcenter/tagging/config"
   xmlns:doclibC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/doclib/config">
<adf:adf-properties-child xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/config/properties">
   <adf-property name="adfAppUID" value="ps3stage2app-7762"/>
</adf:adf-properties-child>
<sec:adf-security-child xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/security/config">
   <CredentialStoreContext
      credentialStoreClass="oracle.adf.share.security.providers.jps.
      CSFCredentialStore"
      credentialStoreLocation="../../src/META-INF/jps-config.xml"/>
   <sec:JaasSecurityContext
      initialContextFactoryClass="oracle.adf.share.security.
      JAASInitialContextFactory"
      jaasProviderClass="oracle.adf.share.security.providers.jps.
      JpsSecurityContext" authorizationEnforce="true"
      authenticationRequire="true"/></sec:adf-security-child>
<wpsC:adf-service-config>
   <wpsC:data-source jndi-name="java:/comp/env/jdbc/WebCenterDSDS"/>
</wpsC:adf-service-config>
<notificationC:adf-notification-config
      xmlns="http://xmlns.oracle.com/webcenter/notification/config">
   <ConnectionType>MAIL</ConnectionType>
   <ConnectionName>someMailConnection</ConnectionName>
</notificationC:adf-notification-config>
<searchC:adf-search-config
      xmlns="http://xmlns.oracle.com/webcenter/search/config">
…








50.2.3 BPELサーバーへの通知接続の作成

ユーザーにメール、電話テキストまたはワークリストのメッセージ・チャネルを選択できるオプションを提供するには、BPELサーバーへの接続を構成する必要があります(詳細は、第41.3.1項「ワークリストの接続の設定」を参照)。通知は、ワークリスト・サービス用に指定されているBPELサーバーを利用して、生成する通知のメッセージ・チャネルを複数提供します。BPELサーバーへの接続が確立された後、BPELサーバーと通知を関連付けるため、次のエントリをadf-config.xmlファイルに追加します(例50-5)。


例50-5 メッセージングでBPELサーバーを使用するための通知の構成


<notificationC:adf-notification-config
      xmlns="http://xmlns.oracle.com/webcenter/notification/config">
   <ConnectionType>BPEL</ConnectionType>
   <ConnectionName>worklistConnection</ConnectionName>
   <SenderEmailAddress>example@company.com<SenderEmailAddress>
   <SenderSMSAddress>12345</SenderSMSAddress>
</notificationC:adf-notification-config>




ここで:

	
ConnectionNameは、ワークリスト・サービス用の接続を設定したときにBPELサーバーに対して指定した名前です。


	
SenderEMailAddressは、すべての通知メッセージの送信元メール・アドレスです。送信元メール・アドレスは、対応するドメインからメッセージを送信するように構成されている、少なくとも1つのドライバに一致する必要があります。


	
SenderSMSAddressは、すべての通知メッセージの送信元ドライバとしてユーザー・メッセージング・サーバー(UMS)が使用する、4-6桁の数字です。送信元SMSアドレスは、対応するドメインからメッセージを送信するように構成されている、少なくとも1つのドライバに一致する必要があります。




例50-6はコード・サンプルで、前述のコード・サンプルが所定の位置にあります(太字)。


例50-6 adf-config.xmlファイル内の通知エントリ


<?xml version="1.0" encoding="US-ASCII" ?>
<adf-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/config"
   xmlns:adf="http://xmlns.oracle.com/adf/config/properties"
   xmlns:sec="http://xmlns.oracle.com/adf/security/config"
   xmlns:wpsC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/framework/service"
   xmlns:jndiC="http://xmlns.oracle.com/adf/jndi/config"
   xmlns:worklistC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/worklist/config"
   xmlns:notificationC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/notification/config"
   xmlns:mdsC="http://xmlns.oracle.com/adf/mds/config"
   xmlns:searchC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/search/config"
   xmlns:relC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/relationship/config"
   xmlns:collabC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/collab/config"
   xmlns:listC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/list/config"
   xmlns:rcs="http://xmlns.oracle.com/adf/rcs/adf-config"
   xmlns:rcv="http://xmlns.oracle.com/adf/rcs/viewer/adf-config"xmlns:tagC=
      "http://xmlns.oracle.com/webcenter/tagging/config"
   xmlns:doclibC="http://xmlns.oracle.com/webcenter/doclib/config">
<adf:adf-properties-child xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/config/properties">
   <adf-property name="adfAppUID" value="ps3stage2app-7762"/>
</adf:adf-properties-child>
<sec:adf-security-child xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/security/config">
   <CredentialStoreContext
      credentialStoreClass="oracle.adf.share.security.providers.jps.
      CSFCredentialStore"
      credentialStoreLocation="../../src/META-INF/jps-config.xml"/>
   <sec:JaasSecurityContext
      initialContextFactoryClass="oracle.adf.share.security.
      JAASInitialContextFactory"
      jaasProviderClass="oracle.adf.share.security.providers.jps.
      JpsSecurityContext" authorizationEnforce="true"
      authenticationRequire="true"/></sec:adf-security-child>
<wpsC:adf-service-config>
   <wpsC:data-source jndi-name="java:/comp/env/jdbc/WebCenterDSDS"/>
</wpsC:adf-service-config>
<notificationC:adf-notification-config
      xmlns="http://xmlns.oracle.com/webcenter/notification/config">
   <ConnectionType>BPEL</ConnectionType>
   <ConnectionName>worklistConnection</ConnectionName>
   <SenderEmailAddress>example@company.com<SenderEmailAddress>
   <SenderSMSAddress>12345</SenderSMSAddress>
</notificationC:adf-notification-config>
<searchC:adf-search-config
      xmlns="http://xmlns.oracle.com/webcenter/search/config">
…








50.2.4 通知のアプリケーション・デフォルトの設定

この項では、通知のすべてのユーザーが対象となる、アプリケーションレベルのデフォルトを設定するために使用するXMLファイルについて説明します。次のサブセクションが含まれます:

	
第50.2.4.1項「サブスクリプション・デフォルトについて」


	
第50.2.4.2項「通知のサブスクリプション・デフォルトの設定」






50.2.4.1 サブスクリプション・デフォルトについて

管理者レベルのサブスクリプション・プリファレンスは、作成するカスタムXMLファイルに設定し、これを使用することで、この目的のためにnotification-repository.jarでデフォルトで提供されるファイルを置き換えます(notification-service-settings.xml)。カスタムXMLファイル内の設定は、サブスクリプション・プリファレンス・タスク・フローを通じてユーザーが使用できる、アプリケーションレベルのサブスクリプション設定に似ています。

各設定により、次の属性が提供されます。

	
id - サービスIDを指定します。

	
oracle.webcenter.peopleconnections.connections、ピープル・コネクション・サービスのコネクション機能


	
oracle.webcenter.peopleconnections.wall、ピープル・コネクション・サービスのメッセージ・ボード機能


	
oracle.webcenter.peopleconnections.kudos、ピープル・コネクション・サービスのフィードバック機能





	
subscription-enabled - プリファレンス・オプションのデフォルト値を指定します(trueまたはfalse)。




	
ヒント:

subscription-enabled属性は、サブスクリプション機能全体を有効または無効にするのではなく、プリファレンス・オプションの初期状態のみを設定します。たとえば、subscription-enabled="true"の場合、サブスクリプション・プリファレンス・タスク・フローで、関連するサブスクリプション・オプションがデフォルトで選択されます。subscription-enabled="false"の場合は、タスク・フローで、関連するサブスクリプション・オプションの選択はデフォルトで解除されます。








	
end-user-configurable - ユーザーが設定済のデフォルトを変更することを許可または禁止します(trueまたはfalse)。




これらの属性が連携して、サブスクリプション・プリファレンス・タスク・フローの初期状態が決まります。

表50-2は、カスタムの管理者レベルのサブスクリプション設定が、サブスクリプション・プリファレンス・タスク・フローの外観に及ぼす影響を示しています。


表50-2 管理者デフォルトがサブスクリプション・プリファレンスに及ぼす影響

	subscription-enabled脚注 1 	end-user-configurable	プリファレンスのオプション
	
True

	
True

	
通常のレンダリング、チェック・ボックスの選択


	
True

	
False

	
グレー表示、チェック・ボックスの選択


	
False

	
True

	
通常のレンダリング、チェック・ボックスの選択解除


	
False

	
False

	
非表示、チェック・ボックスの非表示








脚注 1 subscription-enabled属性は、サブスクリプション機能全体を有効または無効にするのではなく、サブスクリプションの初期状態のみを設定します。




	
ヒント:

大部分の通知において最も一般的なシナリオは、False、True、つまり通常のレンダリング、チェック・ボックスの選択解除です。







表50-3は、アプリケーションレベルの通知をトリガーできるアクションの種類と、関連するサービスIDを示しています。


表50-3 通知をトリガーできるアプリケーションレベルのアクティビティ

	アクティビティ	関連するサービスID
	
ユーザーがコネクションの招待を送信する

	
oracle.webcenter.peopleconnections.connections


	
ユーザーがメッセージをメッセージ・ボードに投稿する

	
oracle.webcenter.peopleconnections.wall


	
別のユーザーのメッセージ・ボードに行った投稿をユーザーがお気に入り登録する

	
oracle.webcenter.peopleconnections.wall


	
別のユーザーのメッセージ・ボードに行った投稿にユーザーがコメントする

	
oracle.webcenter.peopleconnections.wall


	
ユーザーがフィードバックを投稿する

	
oracle.webcenter.peopleconnections.kudos












50.2.4.2 通知のサブスクリプション・デフォルトの設定

アプリケーションレベルのサブスクリプション・プリファレンスのデフォルト値を設定するには:

	
パスに/oracle/webcenter/notificationが含まれるディレクトリに移動し、フォルダcustomを作成します。




	
ヒント:

パスに/oracle/webcenter/notification/customが含まれているかぎり、ディレクトリ構造は任意のディレクトリで開始または終了できます。








	
customフォルダまたは/oracle/webcenter/notification/custom/の下の任意のサブフォルダで、ファイルnotification-service-settings.xmlを作成します。


	
XMLファイルに、アプリケーションレベルのすべてのサブスクリプション・オプションの値を入力します。

例50-7は、アプリケーション全体のサブスクリプション・プリファレンス設定ファイルのサンプル・コンテンツと、必要な各オプションの例を示しています。


例50-7 サブスクリプション設定のサンプルXMLファイル


<notification-service_settings xmlns="http://xmlns.oracle.com/webcenter/notification">
 <subscription-settings>
  <service id="oracle.webcenter.peopleconnections.connections" subscription-enabled="true"
   end-user-configurable="false"/>
  <service id="oracle.webcenter.peopleconnections.wall" subscription-enabled="false"
   end-user-configurable="true"/>
  <service id="oracle.webcenter.peopleconnections.kudos" subscription-enabled="false"
   end-user-configurable="true"/>
 </subscription-settings>
</notification-service_settings>







	
注意:

オプションが指定されない場合は、デフォルト値false/falseがサービスに割り当てられます。








	
WLSTコマンドimportMetadataを実行し、ディレクトリのコンテンツをメタデータ・ストアにインポートします。




	
関連項目:

importMetadataコマンド(および他のWLSTコマンド)の詳細は、『WebLogic Scripting Toolコマンド・リファレンス』のimportMetadataに関する項を参照してください。







例:


wls: /wc_domain/serverConfig> importMetadata(application='webcenter',
 server='serverName', fromLocation='directoryPath', docs='/**')


ここで:

	
applicationは、アプリケーションを識別する名前です


	
serverNameは、アプリケーションが実行されているサーバーの名前です


	
directoryPathは、oracle/webcenter/notification/custom/<any_sub_dir_after_this>/notification-service-settings.xmlが置かれているディレクトリ・パスです。

たとえば、notification-service-settings.xmlのディレクトリ・パスが/scratch/mydir/oracle/webcenter/notification/customの場合は、directoryPathとして/scratch/mydirを入力します。


	
docsは、インポートされるコンテンツを識別します。この例の場合は、directoryPathで指定される場所の下にあるパスとファイルです。







表50-4は、サービスID oracle.webcenter.peopleconnections.connectionsにおける、設定の様々な組合せの影響を示しています。


表50-4 接続におけるサブスクリプション構成の影響

	subscription-enabled	end-user-configurable	影響
	
true

	
true

	
	
別のユーザーがサブスクライブ・ユーザーにコネクションの招待を送信すると、そのサブスクライブ・ユーザーは通知メッセージを受信します。


	
ユーザーはこのデフォルトを変更できます。





	
true

	
false

	
	
別のユーザーがサブスクライブ・ユーザーにコネクションの招待を送信すると、そのサブスクライブ・ユーザーは通知メッセージを受信します。


	
ユーザーはこのデフォルトを変更できません。脚注 1 





	
false

	
true

	
	
別のユーザーがサブスクライブ・ユーザーにコネクションの招待を送信する際、そのサブスクライブ・ユーザーは通知メッセージを受信しません。


	
ユーザーはこのデフォルトを変更できます。





	
false

	
false

	
	
別のユーザーがサブスクライブ・ユーザーにコネクションの招待を送信する際、そのサブスクライブ・ユーザーは通知メッセージを受信しません。


	
このデフォルト値を変更するためのオプションは非表示にされます。











脚注 1 これは初期設定のデフォルトです

表50-5は、サービスID oracle.webcenter.peopleconnections.wallにおける、設定の様々な組合せの影響を示しています。


表50-5 メッセージ・ボードにおけるサブスクリプション構成の影響

	subscription-enabled	end-user-configurable	影響
	
true

	
true

	
	
別のユーザーがメッセージをメッセージ・ボードで投稿する際、メッセージ・ボードの投稿をお気に入り登録する際、またはメッセージ・ボードの投稿に対してコメントする際、そのサブスクライブ・ユーザーは通知メッセージを受信します。


	
ユーザーはこのデフォルトを変更できます。





	
true

	
false

	
	
別のユーザーがメッセージをメッセージ・ボードで投稿する際、メッセージ・ボードの投稿をお気に入り登録する際、またはメッセージ・ボードの投稿に対してコメントする際、そのサブスクライブ・ユーザーは通知メッセージを受信します。


	
ユーザーはこのデフォルトを変更できません。





	
false

	
true

	
	
別のユーザーがメッセージをメッセージ・ボードで投稿する際、メッセージ・ボードの投稿をお気に入り登録する際、またはメッセージ・ボードの投稿に対してコメントする際、そのサブスクライブ・ユーザーは通知メッセージを受信しません。


	
ユーザーはこのデフォルトを変更できます。





	
false

	
false

	
	
別のユーザーがメッセージをメッセージ・ボードで投稿する際、メッセージ・ボードの投稿をお気に入り登録する際、またはメッセージ・ボードの投稿に対してコメントする際、そのサブスクライブ・ユーザーは通知メッセージを受信しません。


	
このデフォルト値を変更するためのオプションは非表示にされます。











表50-6は、サービスID oracle.webcenter.peopleconnections.kudosにおける、設定の様々な組合せの影響を示しています。


表50-6 フィードバックにおけるサブスクリプション構成の影響

	subscription-enabled	end-user-configurable	影響
	
true

	
true

	
	
別のユーザーがサブスクライブ・ユーザーのフィードバックを投稿すると、そのサブスクライブ・ユーザーは通知メッセージを受信します。


	
ユーザーはこのデフォルトを変更できます。





	
true

	
false

	
	
別のユーザーがサブスクライブ・ユーザーのフィードバックを投稿すると、そのサブスクライブ・ユーザーは通知メッセージを受信します。


	
ユーザーはこのデフォルトを変更できません。





	
false

	
true

	
	
別のユーザーがサブスクライブ・ユーザーのフィードバックを投稿する際、そのサブスクライブ・ユーザーは通知メッセージを受信しません。


	
ユーザーはこのデフォルトを変更できます。





	
false

	
false

	
	
別のユーザーがサブスクライブ・ユーザーのフィードバックを投稿する際、そのサブスクライブ・ユーザーは通知メッセージを受信しません。


	
このデフォルト値を変更するためのオプションは非表示にされます。

















50.2.5 アプリケーションへの通知タスク・フローの追加

この項では、通知タスク・フローの概要を説明し、これをアプリケーション・ページに追加する方法について説明します。次のサブセクションが含まれます:

	
第50.2.5.1項「通知タスク・フロー」


	
第50.2.5.2項「通知タスク・フローをページに追加する方法」






50.2.5.1 通知タスク・フロー

通知サービスは、ユーザー・サブスクリプションを管理する2つのタスク・フローを公開しています。

	
サブスクリプション・プリファレンスには、アプリケーションレベルのサブスクリプションの適用、表示およびサブスクライブ解除を行うためのコントロールがあります。このタスク・フローで表示されるオプションは、タスク・フローがホーム・ポータル(図50-1)またはポータル(図50-2)のいずれに存在するかによって、若干異なります


図50-4 サブスクリプション・プリファレンス・タスク・フロー - ホーム・ポータル

[image: 図50-4の説明が続きます]






図50-5 サブスクリプション・プリファレンス・タスク・フロー - ポータル

[image: 図50-5の説明が続きます]





	
サブスクリプション・ビューアは、オブジェクトレベルのサブスクリプションの表示とサブスクライブ解除を制御します(図50-6)。


図50-6 サブスクリプション・ビューア・タスク・フロー

[image: 図50-6の説明が続きます]












50.2.5.2 通知タスク・フローをページに追加する方法

通知タスク・フローをページに追加するには:

	
第4.2.1項「ツールとサービスを利用するようにアプリケーションを準備する方法」の手順に従い、セキュリティを実装しカスタマイズ可能なページをアプリケーションで作成します。


	
タスク・フローを追加するページを開きます。


	
リソース・パレットの「カタログ」ペインで、「WebCenter Portal - サービス・カタログ」を開き、「タスク・フロー」フォルダを開きます。


	
ページ・リージョンにタスク・フローをドラッグし、ポップアップ・リストから「リージョン」を選択します。


	
「ADFライブラリ追加の確認」ダイアログで、「ライブラリの追加」をクリックして、コンポーネントに必要なすべてのライブラリを追加します。


	
サブスクリプション・プリファレンスの場合のみ、必要に応じて、「タスク・フロー・バインディングの編集」ダイアログで、入力パラメータ・マップへのパスおよびタスク・フローの入力パラメータの値を指定し、「OK」をクリックします。




	
関連項目:

サブスクリプション・プリファレンス・タスク・フローの入力パラメータの詳細は、第50.2.5.3項「サブスクリプション・プリファレンス・タスク・フローの入力パラメータ」を参照してください。







タスク・フローがページで表示されます。たとえば、「ソース」ビューに、例50-8に示されているコンテンツが表示されます。


例50-8 サブスクリプション・プリファレンス・タスク・フローのソース・ビュー・コンテンツ


<af:region value="#{bindings.SubscriptionPreferences1.regionModel}" id="r1"/>




	
「フォーム要素追加の確認」ダイアログで、「いいえ」をクリックして、タスク・フローのフォーム要素が折り返さないようにします。


	
プロジェクトを保存し、ページをブラウザで実行します。

ブラウザにタスク・フローが表示されます。このタスク・フローで表示されるオプションは、ホーム・ポータル(図50-7)またはポータル(図50-7)のいずれにタスク・フローを追加したかによって、若干異なります。


図50-7 サブスクリプション・プリファレンス・タスク・フロー - ホーム・ポータル

[image: 図50-7の説明が続きます]






図50-8 サブスクリプション・プリファレンス・タスク・フロー - ポータル

[image: 図50-8の説明が続きます]












50.2.5.3 サブスクリプション・プリファレンス・タスク・フローの入力パラメータ

サブスクリプション・プリファレンス・タスク・フローの入力パラメータを使用すると、指定のタスク・フロー・インスタンスの動作を制御できます。表50-7は、このタスク・フローに関連する入力パラメータとその説明を示しています。


図50-7 サブスクリプション・プリファレンス・タスク・フローの入力パラメータ

	入力パラメータ	説明
	
hideActions

	
タスク・フローへの「保存」ボタンおよび「リフレッシュ」アイコンの表示または非表示を切り替えます

	
${true}: これらのコントロールを表示しない


	
${false}: 表示する(デフォルト)





	
scopeName

	
サブスクリプション・プリファレンスが設定されるスコープの名前。














50.2.6 通知のセキュリティの設定

通知では、ユーザーの通知設定を保持し、サブスクライブされているサービスおよびオブジェクトでのユーザーのアクティビティを追跡するために、ユーザーのアイデンティティを理解している必要があります。そのためには、少なくともユーザーを認証するようにアプリケーションを構成して、パーソナライズとユーザー・プリファレンスを目的とする個別のアイデンティティを持たせる必要があります。

Portal Frameworkアプリケーションで基本的なセキュリティ・ソリューションを実装する方法の詳細は、第74.3項「ADFセキュリティの構成」を参照してください。Portal Frameworkアプリケーションに完全なセキュリティ・ソリューションを実装する方法の詳細は、第74章「WebCenter Portal Frameworkアプリケーションの保護」を参照してください。

ADFセキュリティをアプリケーション用に構成すると、jazn-data.xmlファイルを開いて、サンプル・ユーザーの権限を各タスク・フロー用に変更できます。ADFセキュリティ・ポリシー・エディタを開くには、「アプリケーション・リソース」パネルでファイルを見つけて、その名前をダブルクリックします。このビューで権限を構成することもできます。




	
注意:

通知のユーザー権限を正しく付与するには、デプロイメント後にユーザー権限を構成する必要があります。














50.3 通知の詳細情報

この項では、通知で使用できるAPIについて説明します。次のサブセクションが含まれます:

	
第50.3.1項「通知Java APIの使用」


	
第50.3.2項「通知データ・コントロールの使用」






50.3.1 通知Java APIの使用

この項では、通知Java APIの概要を説明します。次のサブセクションが含まれます:

	
第50.3.1.1項「通知Java APIを使用するために必要な構成設定」


	
第50.3.1.2項「通知Java APIの概要」


	
第50.3.1.3項「通知Java APIを使用するようにアプリケーションを設定する方法」







	
関連項目:

通知Java APIの詳細は、Oracle WebCenter Portal Java APIリファレンスを参照してください。









50.3.1.1 通知Java APIを使用するために必要な構成設定

通知Java APIを使用するには、adf-config.xmlファイルに次のエントリがある必要があります。


<namespace path="/oracle/webcenter/page/scopedMD"
   metadata-store-usage="WebCenterFileMetadataStore"/>
<namespace path="/pageDefs" metadata-store-usage="WebCenterFileMetadataStore"/>


adf-config.xmlにこれらのエントリがない場合は、任意のテキスト・エディタを使用してこれらを追加できます。






50.3.1.2 通知Java APIの概要

通知Java APIは、クラスoracle.webcenter.notificationにあります。クラス内では、SubscriptionManagerが、次のJava APIを使用してユーザー・サブスクリプションの作成および管理のインタフェースを提供します。

	
FilterOption - フィルタ基準を提供します。ユーザーのサブスクリプションを問い合せる際は、このクラスのインスタンスを使用します。


	
NotificationServiceFactory - 通知インタフェースに対応するインスタンスを作成および取得するファクトリ。通知APIへのエントリ・ポイントです。


	
SortOption - サブスクリプションをフェッチするソート属性を定義します。ユーザーのサブスクリプションを問い合せるには、SubscriptionManagerメソッドでこのクラスのインスタンスを使用します。


	
Subscription - ユーザーのサブスクリプションに関する情報を含みます。ユーザーのサブスクリプションは、SubscriptionManagerで公開されるメソッドを通じて作成されます。このクラスのインスタンスは、SubscriptionManagerで公開されるメソッドで返されます。


	
SubscriptionPreference - アプリケーションまたはスコープレベルのサブスクリプションをプリファレンスとして表し、対応するサービスのサブスクリプションの設定および削除を可能にします。







	
関連項目:

通知Java APIの詳細は、Oracle WebCenter Portal Java APIリファレンスを参照してください。












50.3.1.3 通知Java APIを使用するようにアプリケーションを設定する方法

通知Java APIを使用するには、JDeveloperアプリケーションにWebCenter Portal拡張機能が存在している必要があります。JDeveloperで、「ヘルプ」→「バージョン情報」メニューに進み、「拡張機能」タブをクリックします。図50-9に示されている「WebCenter Portal - 通知サービス」を探します。WebCenter Portal拡張機能の追加の詳細は、第2章「開発環境の設定」を参照してください。


図50-9 JDeveloper拡張機能

[image: 図50-9の説明が続きます]





WebCenter Portal拡張機能に通知が含まれていることを確認した後、通知ライブラリがない場合は、これをプロジェクトに追加する必要があります。

プロジェクトに通知ライブラリを追加するには:

	
プロジェクトを右クリックし、「プロジェクト・プロパティ」を選択し、「ライブラリとクラスパス」を選択します。


	
「ライブラリの追加」をクリックし、「WebCenter通知サービス」ライブラリおよび「WebCenter通知サービス・ビュー」ライブラリを選択します(図50-10)。


	
「OK」をクリックします。


図50-10 「プロジェクト・プロパティ」内の「ライブラリとクラスパス」

[image: 図50-10の説明が続きます]





	
「OK」をクリックします。











50.3.2 通知データ・コントロールの使用

通知にはデータ・コントロールがあり、これを使用すると、サブスクリプション管理機能を独自に視覚化できます。この項では、通知サブスクリプション・データ・コントロールの概要を説明し、サポートされているメソッド、属性およびクラスについて説明します。




	
関連項目:

Portal Frameworkアプリケーションにおけるデータ・コントロールの使用の詳細は、第4.1.3項「WebCenter Portalのデータ・コントロールの使用」を参照してください。







この項には次のサブセクションが含まれます:

	
第50.3.2.1項「プロジェクトへのデータ・コントロールの追加」


	
第50.3.2.2項「通知サブスクリプション・データ・コントロールの理解」


	
第50.3.2.3項「通知サブスクリプション・データ・コントロールのメソッドと属性」


	
第50.3.2.4項「通知サブスクリプション・データ・コントロールのクラス」






50.3.2.1 プロジェクトへのデータ・コントロールの追加

プロジェクトにデータ・コントロールを追加するには、「リソース・パレット」で右クリックし、ポップアップ・メニューから「プロジェクトに追加」を選択します。追加されると、アプリケーション・ナビゲータの「データ・コントロール」パネルで展開して、データ・コントロールのメソッドと属性を参照できます。

アプリケーション・ページにデータ・コントロールを追加するには、「データ・コントロール」パネルからページにデータ・コントロールをドラッグします。




	
関連項目:

Portal Frameworkアプリケーションにおけるデータ・コントロールの使用の詳細は、第4.1.3項「WebCenter Portalのデータ・コントロールの使用」を参照してください。












50.3.2.2 通知サブスクリプション・データ・コントロールの理解

通知サブスクリプション・データ・コントロールを使用すると、要件に不十分な場合にサブスクリプション・プリファレンスおよびサブスクリプション・ビューア・タスク・フローに相当するカスタムUIを作成できます。

データ・コントロールは、アプリケーションレベルのサブスクリプション・プリファレンスを追加する手段として使用できます。たとえば、アプリケーション内で独自のプリファレンス・メカニズムが開発されている場合、サブスクリプション・プリファレンス・タスク・フローを直接使用するのではなく、データ・コントロールを使用することで、既存のメカニズムにサブスクリプション・プリファレンスを追加できます。現在のユーザーのオブジェクトレベルのサブスクリプションがすべてリストされる、カスタムのサブスクリプション・ビューアUIも作成できます。






50.3.2.3 通知サブスクリプション・データ・コントロールのメソッドと属性

この項では、通知サブスクリプション・データ・コントロールで公開されるメソッドについて説明します。次のサブセクションが含まれます:

	
第50.3.2.3.1項「メソッド: getUserSubscriptionPreferences」


	
第50.3.2.3.2項「メソッド: getScopeSubscriptionPreferences」


	
第50.3.2.3.3項「メソッド: saveUserSubscriptionPreferences」


	
第50.3.2.3.4項「メソッド: saveScopeSubscriptionPreferences」


	
第50.3.2.3.5項「メソッド: getSubscriptions」


	
第50.3.2.3.6項「メソッド: unsubscribe」






50.3.2.3.1 メソッド: getUserSubscriptionPreferences

このメソッドは、現在のユーザーのアプリケーションレベルのサブスクリプション・プリファレンスを返します。


入力パラメータ

なし


戻り値

SubscriptionPreferenceオブジェクトのコレクションを返します。SubscriptionPreferenceオブジェクトは、各サービスのユーザーのプリファレンスを表します。






50.3.2.3.2 メソッド: getScopeSubscriptionPreferences

このメソッドは、現在のユーザーのスコープレベルのサブスクリプション・プリファレンスを返します。

このメソッドは、主に、WebCenter Portalで役立ちます。Portal Frameworkアプリケーションの場合は、スコープは常にデフォルト・スコープ、つまり、アプリケーションであることが期待されます。デフォルト・スコープの場合、このメソッドはアプリケーションレベルのプリファレンスを返します。


入力パラメータ

入力パラメータscopeGuidには、Stringタイプの値を指定します。ユーザーのスコープレベルのプリファレンスが返されるスコープのGUIDを値により指定します。WebCenter Portalの場合、ここで参照されるスコープはポータルと同等です。


戻り値

SubscriptionPreferenceオブジェクトのコレクションを返します。各オブジェクトは、指定されたスコープ内での、各サービスに対する現在のユーザーのサブスクリプション・プリファレンスを表します。






50.3.2.3.3 メソッド: saveUserSubscriptionPreferences

アプリケーションでこのメソッドを使用すると、ユーザーのアプリケーションレベルのプリファレンスへの変更をコミットし、保存できます。たとえば、ユーザーが使用可能なすべてのサービスにサブスクライブしている場合、このメソッドをUI上の適切なコンポーネント(「適用」ボタンなど)にバインドすることによって、これらの変更をコミットできます。


入力パラメータ

なし


戻り値

なし






50.3.2.3.4 メソッド: saveScopeSubscriptionPreferences

アプリケーションでこのメソッドを使用すると、ユーザーのスコープレベルのプリファレンスへの変更をコミットし、保存できます。たとえば、ユーザーが指定のスコープ内で使用可能なすべてのサービスにサブスクライブしている場合、このメソッドをUI上の適切なコンポーネント(「適用」ボタンなど)にバインドすることによって、これらの変更をコミットできます。


入力パラメータ

入力パラメータscopeGUIDには、Stringタイプの値を指定します。値は、変更後のプリファレンスが保存されるスコープのGUIDを指定します。


戻り値

なし






50.3.2.3.5 メソッド: getSubscriptions

現在のユーザーのオブジェクトレベルのサブスクリプションのリストを返す、主要なメソッドです。このメソッドを使用して、ユーザーのオブジェクトレベルのサブスクリプションがすべて表示される、カスタムのサブスクリプション・ビューアUIを作成できます。


入力パラメータ

表50-8は、このメソッドでサポートされる入力パラメータとその説明を示しています。


表50-8 メソッドgetSubscriptionsでサポートされる入力パラメータ

	入力パラメータ	説明
	
FilterOption

	
ユーザーのサブスクリプションの問合せ用のフィルタ基準が含まれるオブジェクト。FilterOptionでは、ポータル名(WebCenter Portalのみ)およびオブジェクト名に基づくフィルタ処理がサポートされます。


	
SortOption

	
サブスクリプションの問合せ用のソートまたは順序付けの条件が含まれるオブジェクト。オブジェクト名、スコープ名(WebCenter Portalのみ)またはサブスクリプションの作成日でのソートがサポートされます。


	
offset

	
この入力パラメータは整数を値として取ります。サブスクリプションの問合せ用のオフセット。これは、通常、ページ区切りが含まれる結果セットをフェッチするときに使用されます。


	
fetchSize

	
この入力パラメータは整数を値として取ります。1回のコールで返される最大行数。









戻り値

フィルタ基準およびソート・オプションで指定された順序の他の入力パラメータに一致する、Subscriptionオブジェクトのコレクションを返します。






50.3.2.3.6 メソッド: unsubscribe

特定のサブスクリプションのサブスクライブ解除または削除で使用されます。このメソッドは、通常、オブジェクトレベルのサブスクリプションが公開されるサブスクリプション・ビューアUIに、サブスクライブ解除のアクションを追加するときに使用されます。

アプリケーションレベルとポータルレベルまたはいずれかのレベルでの特定のサービスからのサブスクライブ解除は、SubscriptionPreference内に適切なフラグを設定し、それを前述の適切なsave*()メソッドで保存することによって実現できます。Unsubscribeメソッドは、サブスクリプション・ビューア機能で役立ちます。


入力パラメータ

表50-9は、このメソッドでサポートされる入力パラメータとその説明を示しています。


表50-9 メソッドUnsubscribeでサポートされる入力パラメータ

	入力パラメータ	説明
	
scopeGuid

	
Stringタイプの値を指定します。ユーザーのスコープレベルのプリファレンスが返されるスコープのGUIDを値により指定します。WebCenter Portalの場合、ここで参照されるスコープはポータルと同等です。


	
serviceId

	
サブスクライブ解除されるサービスのID

有効なサービスIDには、次のものが含まれます。

	
oracle.webcenter.collab.forum


	
oracle.webcenter.doclib





	
objectId

	
サブスクライブ解除されるオブジェクトのGUID。









戻り値

なし








50.3.2.4 通知サブスクリプション・データ・コントロールのクラス

通知サブスクリプション・データ・コントロールは、戻り値として2つのクラスを公開しています。

	
SubscriptionPreference


	
Subscription






50.3.2.4.1 SubscriptionPreference

クラスSubscriptionPreferenceは、アプリケーションまたはスコープレベルのサブスクリプションをプリファレンスとして表し、対応するサービス(データ・コントロール上でsaveコールが続く)のサブスクリプションの設定および削除を可能にします。

表50-10は、SubscriptionPreferenceクラスに関連するプロパティとその説明を示しています。


表50-10 SubscriptionPreferenceクラスに関連するプロパティ

	プロパティ	説明
	
hintsText

	
通知を生成するサービス内ですべての適用可能アクティビティ(説明)を連結したものが含まれる文字列

UIに表示してユーザーのサブスクライブ先を示す場合に役立ちます。


	
serviceIcon

	
サービスのアイコン


	
serviceId

	
対応するサービスのID


	
serviceName

	
サービスの表示名


	
subscriptionEnabled

	
サブスクリプションが有効かどうかを指定するフラグ

この属性には、UI上での選択/選択解除の操作をサポートするセッターもあります。


	
userOverrideAllowed

	
ユーザーがデフォルト値をオーバーライドできるかどうかを指定するフラグ












50.3.2.4.2 Subscription

クラスSubscriptionは純粋に読取り専用であり、ポータルレベル(WebCenter Portalのみ)およびオブジェクトレベルのサブスクリプションを表します。

表50-11は、Subscriptionクラスに関連するプロパティとその説明を示しています。


表50-11 Subscriptionクラスに関連するプロパティ

	プロパティ	説明
	
creationDate

	
このサブスクリプションが作成された日時


	
objectId

	
オブジェクトレベルのサブスクリプションを表す場合はオブジェクトのID、それ以外の場合はnull。


	
objectName

	
オブジェクトレベルのサブスクリプションを表す場合はオブジェクトの名前、それ以外の場合はnull。


	
objectType

	
このサブスクリプションがオブジェクトレベルのサブスクリプションを表す場合はオブジェクト・タイプ(対応するサービスで定義される)、それ以外の場合はnull。


	
scopeGuid

	
スコープまたはポータルのGUID


	
scopeName

	
スコープまたはポータルの表示名


	
serviceId

	
このサブスクリプション・オブジェクトに対応するサービスのID


	
serviceName

	
サービスの名前


	
userId

	
このサブスクリプションを作成したユーザーのID
























59 JSR 286を使用した標準ベースのJavaポートレットの作成


この章では、Javaポートレット仕様JSR 286を使用して、標準ベースのJavaポートレットを作成する方法について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第59.1項「標準ベースのJavaポートレットの概要」


	
第59.2項「JSR 286 Javaポートレットの作成」


	
第59.3項「JSR 286 Javaポートレットの開発」


	
第59.4項「JSR 286ポートレットのテスト」


	
第59.5項「WebLogic管理対象サーバーへのJSR 286ポートレットのデプロイ」


	
第59.6項「WebLogic PortalポートレットのWebCenter Portalへの移行」


	
第59.7項「JSR 286 Javaポートレットのトラブルシューティング」






59.1 標準ベースのJavaポートレットの概要

WebCenter Portalでは、JSR 286標準を使用した標準ベースのJavaポートレットの作成をサポートしています。

JSR 286は、ポートレットとポータル間の相互運用を可能にし、集約、パーソナライズ、表示形式およびセキュリティの各領域に対処する一連のAPIを定義する仕様です。JSR 286では、次の機能を提供するコンテナ・サービスを定義しています。

	
ポートレット機能をコーディングするためのポートレットAPI


	
ポートレット・コンテナ内でユーザー相互作用を作成するためのURLリライティング・メカニズム


	
ポートレットのセキュリティとパーソナライズ


	
ポートレット・イベントおよびパブリック・レンダラ・パラメータを使用したポートレット間通信




詳細は、次の場所にあるJSR 286の仕様を参照してください。

http://jcp.org/en/jsr/detail?id=286

WSRPは、Webサービスの標準です。この標準によって、ポータルまたは他の中間Webアプリケーションを使用するユーザー対象のWebサービスで視覚的なプラグ・アンド・プレイが可能になります。WSRPは標準であるため、標準コンテナとあらゆるWSRPポータル間の相互運用が実現されます。WSRPでは、次の項目を定義しています。

	
WSRPサービスを起動するためのWeb Services Definition Language (WSDL)インタフェース


	
WSRPサービスで発生するマークアップのためのマークアップ・フラグメント・ルール


	
WSRPサービスとメタデータを公開、検索およびバインドするメソッド




WSRPは、ポートレット・クライアント(たとえば、WebCenter Portal Frameworkアプリケーション)と、リモート・サーバーで実行するポートレット・コンテナとの間の通信を可能にします。JSR 286には、ポートレット・プロデューサ・アプリケーションを実行するためのJavaポートレットAPIについての記述があります。これらの標準を組み合せることで、開発者は、内部または外部のソースからのアプリケーションをポートレットとしてWSRPポータルに統合できます。ページの作成は、JDeveloperの「リソース・パレット」またはアプリケーション・ナビゲータの「アプリケーション・リソース」ペインからのポートレットの選択と同じように簡単になります。

図59-1に、JSR 286ポートレットを使用するWSRP仕様のアーキテクチャを示します。


図59-1 WSRP仕様のアーキテクチャ

[image: 図59-1の説明が続きます]





JSR 286セキュリティの概念をWSRPで公開する方法は、第74.17項「WS-Securityを使用したWSRPプロデューサを介するアイデンティティ伝播の保護」を参照してください。






59.2 JSR 286 Javaポートレットの作成

WebCenter Portalには、JDeveloperで使用できるウィザードが用意されています。このウィザードを使用すると、JSR 286標準ベースのJavaポートレットの初期フレームワークを短時間で簡単に作成できます。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第59.2.1項「JSR 286 Javaポートレットの作成方法」


	
第59.2.2項「JDeveloperのウィザードを使用したJSR 286ポートレット作成時の処理」






59.2.1 JSR 286 Javaポートレットの作成方法

JSR 286 Javaポートレットの作成ウィザードでは、実装するポートレット・モードと、各モードに使用する実装メソッド(JSP、HTTPサーブレット、JavaクラスまたはHTML)を選択できます。さらに、ウィザードによって、選択したモードごとに簡単な実装を作成します。

JDeveloperのウィザードを使用して、JSR 286 Javaポートレットを作成するには:

	
JDeveloperで、ポートレットの作成先であるポートレット・プロデューサ・アプリケーションを開くか、新規ポートレット・プロデューサ・アプリケーションを作成します。

ポートレット・プロデューサ・アプリケーションの作成方法の詳細は、第57.4.1項「ポートレット・プロデューサ・アプリケーション」を参照してください。




	
注意:

WebCenter Portal - ポートレット・プロデューサ・アプリケーション・テンプレートを使用せずに、ポートレット・プロデューサ・アプリケーションを作成する場合は、テクノロジ・スコープを構築する適切なポートレットをアプリケーションに手動で追加する必要があります。
WebCenter Portal - Frameworkアプリケーション・テンプレートを使用して構築されたアプリケーションは、ポートレット作成用にスコープ設定されていません。










	
ポートレットを作成するプロジェクト(たとえば、「ポートレット」)を右クリックして、「新規」を選択します。


	
「新規ギャラリ」(図59-2)で「Web層」を開き、「ポートレット」、「規格に基づいたJavaポートレット(JSR 286)」の順に選択して、「OK」をクリックします。


図59-2 「規格に基づいたJavaポートレット(JSR 286)」が選択された「新規ギャラリ」

[image: 図59-2の説明が続きます]








	
ヒント:

プロジェクトにJSR 286ポートレットが含まれている場合は、次の方法でも新しいポートレットを作成できます。
	
portlet.xmlを右クリックして、「ポートレットの追加」を選択します。


	
portlet.xmlを開き、「設計」タブをクリックして、「ポートレット」タブの「追加」アイコンをクリックします。













	
JSR 286 Javaポートレットの作成ウィザードの「一般ポートレット情報」ページで、「名前」フィールドに入力されているデフォルト名を変更して、ポートレットの用途を適切に表すようにします。


	
「クラス」フィールドに、ポートレットのクラスの名前を入力します。表示されているデフォルト名を受け入れることも、独自の名前を指定することもできます。新しい名前を入力する場合は、有効なJava名を使用する必要があります。


	
「パッケージ」ドロップダウン・リストから、クラスを作成するパッケージを選択するか、パッケージの名前を入力します。

必要に応じて、「参照」ボタンをクリックして、プロジェクト内のパッケージを検索します。特定のパッケージを選択しないと、ウィザードではプロジェクトのデフォルト・パッケージが使用されます。


	
「デフォルト言語」ドロップダウン・リストから、ポートレットでサポートするデフォルト言語を選択します。ウィザードでは、デフォルトで英語が使用されます。


	
ポートレットで「編集」モードをサポートするには、「ユーザーがポートレット・コンテンツを編集できるようにします」を選択します。ウィザードでは、このオプションがデフォルトで選択されています。

編集モードを使用すると、ユーザーは実行時にポートレットをパーソナライズできるようになります。詳細は、第57.4.2.2項「編集モード」を参照してください。

このオプションを選択すると、ポートレットの編集モードについて実装の詳細を後からウイザードで指定できるようになります。


	
「次へ」をクリックします。


	
「追加ポートレット情報」ページの「ポートレット・タイトル」フィールドに、ポートレットの説明的なタイトルを入力します。

ポートレット・タイトルは、「リソース・パレット」または「アプリケーション・リソース」パネルに表示されるため、ポートレットが便利かどうかどうかをユーザーが決定するのに役立つタイトルにしてください。ポートレットのタイトルは、ポートレットがページに表示されるとポートレットのヘッダーにも表示されます。




	
ヒント:

「表示名」、「短いタイトル」、「説明」、および「キーワード」の各属性は、WebCenter Portalには実装されていません。これらのフィールドに、値を入力する必要はありません。ただし、そのポートレットが別のアプリケーションで利用される可能性がある場合を除きます。
たとえば、Oracle Portalでは、ポートレット・リポジトリでポートレットの表示名を使用します。










	
ウィザードのこの時点で、「終了」をクリックし、残りのすべての設定にデフォルト値を使用することで、ポートレットをすぐに作成できます。

ポートレットにその他の詳細を指定するには、「次へ」をクリックし、残りの手順を実行します。


	
「コンテンツ・タイプとポートレット・モード」ページの「コンテンツ・タイプとポートレット・モード」リストで、「表示」を選択します。


	
「実装メソッド」セクションで、ポートレットに実装する表示モードを選択します(表示モードの詳細は、第57.4.2.1項「表示モード」を参照)。

	
JSPの生成: そのポートレット・モードに応じたスケルトンJSPファイルを生成する場合に選択します。対応するフィールドにJSPの名前を入力するか、デフォルトを受け入れます。

ウィザードを完了すると、生成されたJSPがアプリケーション・ナビゲータに表示されます。このJSPは、今後の開発の際にアプリケーション・ナビゲータから選択できます。これは、すべてのポートレット表示モードでのデフォルトの選択です。


	
ADF-Faces JSPXの生成: ADF-Facesコンポーネントの追加が可能なページを生成する場合に選択します。対応するフィールドにJSPXの名前を入力するか、デフォルトを受け入れます。

このオプションを選択すると、ポートレットの実装クラスは、oracle.portlet.bridge.adf.application.ADFBridgePortletのサブクラスとして作成されます。javax.portlet.GenericPortletのサブクラスとしては作成されません。つまり、このウィザードで、Oracle JSF Portlet Bridgeを使用するポートレット・プロデューサ・アプリケーションを生成することになります。Oracle JSF Portlet Bridgeの詳細は、第58章「Oracle JSF Portlet Bridgeを使用したJSFアプリケーションからのポートレットの作成」を参照してください。


	
パスへのマップ: ポートレット・モードを、ポートレット・プロデューサ・アプリケーションのWebリソース(ページなど)にマップする場合に選択します。このリソースは、このウィザードでは生成されません。対応するフィールドに名前とパスを入力します。このリソースは、ウィザードの完了後に必要に応じて作成できます。

これを選択すると、ターゲットのリソースまたはファイルを自身で書き込む必要があります。ターゲットとしては、たとえば、JSP、サーブレットあるいはHTMLファイルを指定できます。これを選択すると、生成されるポートレットJavaクラスには、特定のモードに対するリクエストを指定したターゲットにルーティングするコードが入力されます。


	
カスタム・コード: カスタム・コード・オブジェクトでポートレット・モードを実装する場合に選択します。このオブジェクトは、後で作成する必要があります。これを選択すること、生成されるポートレットJavaクラスに、コンテンツをレンダリングするためのスケルトン・メソッド(private void doMODE_NAMECONTENT_TYPE)を生成します。役に立つコンテンツをレンダリングするには、このコードを更新する必要があります。







	
ヒント:

このポートレット・モードで別のコンテンツ・タイプ(text/xmlなど)もサポートする場合は、手順16を参照してください。








	
ウィザードの最初のページで「ユーザーがポートレット・コンテンツを編集できるようにします」を選択した場合は、「編集」を選択して、手順13で説明したように、編集モードに応じた実装メソッドを選択します(編集モードの詳細は、第57.4.2.2項「編集モード」を参照)。


	
ポートレットに別のポートレット・モードを実装するには:

	
「コンテンツ・タイプとポートレット・モード」リストの該当するコンテンツ・タイプ(たとえば、text/html)で、既存のモード(たとえば、「表示」)を選択します。


	
「追加」をクリックします。


	
「ポートレット・モード」ダイアログで、「選択済」リストに必要なモードを1つ以上移動して、「OK」をクリックします。

「ポートレット・モード」ダイアログには、JSR 286でサポートされる標準のモードと、WebCenter Portalでサポートされる拡張モードが一覧表示されます。

詳細は、第57.4.2項「ポートレット・モード」を参照してください。


	
ポータル・モードをそれぞれ選択して、コンテンツのレンダリングに使用する実装メソッドを指定します。手順13を参照してください。





図59-3 JSR 286 Javaポートレットへのポートレット・モードの追加

[image: 図59-3の説明が続きます]





	
コンテンツ・タイプによって、ポートレットでサポートされるコンテンツのタイプが識別されます。ポートレットでは、複数のコンテンツ・タイプをサポートできます。JSR 286 Javaポートレットの作成ウィザードを使用して作成されたポートレットでは、text/htmlコンテンツ・タイプがデフォルトでサポートされます。

異なるコンテンツ・タイプを追加するには:

	
「コンテンツ・タイプとポートレット・モード」リストで、既存のコンテンツ・タイプ(たとえば、text/html)を選択します。


	
「追加」をクリックします。


	
「コンテンツ・タイプ」ダイアログで、「選択済」リストに必要なコンテンツ・タイプを移動して、「OK」をクリックします。

	
text/html: テキストのHTMLエンコードをサポートします。これはデフォルト選択です。


	
text/xml: テキストのXMLエンコードをサポートします。


	
text/plain: エンコードされていないプレーン・テキストをサポートします。


	
text/vnd.oracle.mobilexml: テキストのOracle Mobile XMLエンコードをサポートします。ただし、WebCenter PortalではOracle Mobile XMLはサポートされません。


	
application/xhtml+xml: テキストのXHTMLエンコードをサポートします。


	
application/xml: XHTMLを含むXMLコンテンツをサポートします。








図59-4 JSR 286 Javaポートレットへのコンテンツ・タイプの追加

[image: 図59-4の説明が続きます]





	
「次へ」をクリックします。

ウィザードの前のほうの「一般ポートレット情報」ページで、「ユーザーがポートレット・コンテンツを編集できるようにします」を選択した場合は、ポートレット・プリファレンスを作成できます。これにより、ポートレットのユーザーは、実行時にポートレットの値を指定できるようになります。手順18に進みます。

このオプションを選択していない場合は、手順24に進みます。


	
「カスタマイズ・プリファレンス」ページで、「追加」をクリックして、新しいポートレット・プリファレンスをポートレットに追加します。

このウィザードは、デフォルトで、ユーザーがポートレット・タイトルをカスタマイズできるようにするポートレット・プリファレンスを組み込みます。


	
「新規プリファレンスの追加」ダイアログの「名前」フィールドに、新しいプリファレンスの名前を入力します。

この名前はポートレット内で一意である必要があり、空白を含めることはできません。


	
「デフォルト値」フィールドに、新しいプリファレンスの1つ以上のデフォルト値を入力します。複数の値はカンマで区切ります。


	
様々な言語でプリファレンスを使用できるようにする場合は、「プリファレンスの翻訳」チェック・ボックスを選択します。

たとえば、ポートレットが多言語ポータルで利用される可能性がある場合は、適切な言語でプリファレンスを表示する必要があります。

このオプションを有効にすると、プリファレンスのエントリは、そのポートレット用にJDeveloperが生成するリソース・バンドル・クラスに追加されます。




	
ヒント:

このリソース・バンドルを編集して、プリファレンスの名前とデフォルト値の翻訳を指定します。ほとんどの場合、名前の翻訳は必要になりますが、デフォルト値の翻訳が必要になることはありません(その値が整数の場合など)。








	
「OK」をクリックします。


	
さらに別のプリファレンスを追加する場合は、前の手順を繰り返します。完了したら、「次へ」をクリックします。


	
「セキュリティ・ロール」ページで、既存のセキュリティ・ロールをポートレットに追加するには、セキュリティ・ロールを選択して、「選択済」リストに移動します。

セキュリティ・ロールを使用すると、ポートレットに階層レベルのアクセスを設定できます。たとえば、「表示」ユーザーはポートレットを表示できますが編集はできません。「カスタマイズ」ユーザーは、ポートレットをカスタマイズできます。「管理」ユーザーは、ポートレット関連の使用可能なすべての機能を実行できます。

「使用可能」リストには、ポートレットを作成するアプリケーションに定義されたセキュリティ・ロールが表示されます。セキュリティ・ロールを「選択済」リストに移動することで、アプリケーションのポートレット・デプロイメント・ファイル(portlet.xml)にセキュリティ・ロールの参照を作成します。この参照は、アプリケーションのWebデプロイメント・ファイル(web.xml)のセキュリティ・ロールを参照します。

アプリケーションの新しいセキュリティ・ロールは、web.xmlを編集することで作成できます。詳細は、JDeveloperオンライン・ヘルプを参照してください。


	
「次へ」をクリックします。


	
「キャッシュ・オプション」ページで、「キャッシュ・ポートレット」を選択して、ポータルの有効期限ベースのキャッシュを有効にします。

有効期限ベースのキャッシュの詳細は、第57.4.5項「ポートレット・パフォーマンス」および第59.3.10.1項「JSR 286ポートレットの有効期限ベースのキャッシュの実装」を参照してください。

このオプションを選択することにより、ポートレット・キャッシュがポートレット・コンテナによって管理されることを指定します。ポートレット自体で、指定のレスポンスのコンテンツをキャッシュすることもできます。このページで指定する設定は、レスポンスに対するキャッシュ条件がポートレットで指定されていない場合にのみ適用されます。

このポートレットにデフォルト・キャッシュが必要ない場合は、「デフォルトでキャッシュしない」を選択します。この場合、ウィザードではキャッシュ有効期限が0秒に設定されます。前述したとおり、このキャッシュ設定が有効となるのは、レスポンスに対するキャッシュ条件がポートレットで指定されていない場合のみです。

ここでキャッシュしない設定を選択していても、ポートレットのデフォルト・キャッシュは後から実装できます。デフォルト・キャッシュを実装する場合は、このウィザードで生成したportlet.xmlファイルで、キャッシュ有効期限の値を0より大きい数値に変更します。

検証ベースのキャッシュを実装する方法の詳細は、第59.3.10.2項「JSR 286ポートレットでの検証ベースのキャッシュの実装」を参照してください。


	
ポートレットをキャッシュすることにした場合、「デフォルト失効条件」セクションで、次のオプションを選択します。

	
「キャッシュ・コンテンツ有効期限 [] 秒」: キャッシュされているポートレット・コンテンツを一定時間の経過後に有効期限切れにします。対応するフィールドに、制限時間を指定します。


	
「キャッシュ・コンテンツ無期限」: キャッシュされたポートレット・コンテンツに有効期限を設定しません。ポートレットに変更する見込みのない静的コンテンツが含まれている場合、このオプションを選択できます。





	
「次へ」をクリックします。


	
「初期化パラメータ」ページでは、ポートレットの初期化パラメータを追加できます。

WARファイルの内容を決定するアプリケーション開発者は、アプリケーションの各種コンポーネント(サーブレットやポートレットなど)のすべての動作を構成するためのJNDI変数のかわりに、互換性のある方法で初期化パラメータを使用できます。これらの初期化パラメータは、portlet.xmlファイルに追加されます。

たとえば、ポートレットに対してなんらかのデバッグ・モードをオンにしたり、環境に応じて異なるメニュー・オプションを表示することが必要になる場合があります。

	
「新規」をクリックして、新しい初期化パラメータをポートレットに追加します。


	
新しく追加された行で、各フィールドをダブルクリックして、そのパラメータの「名前」、デフォルトの「値」、および「説明」を指定します。


	
ここに示した手順を繰り返して、さらに初期化パラメータを追加します。


	
完了したら、「終了」をクリックしてポートレットを作成します。












59.2.2 JDeveloperのウィザードを使用したJSR 286ポートレット作成時の処理

JSR 286 Javaポートレットの作成ウィザードを使用すると、次に示すポートレットのデフォルトの実装がJDeveloperで生成されます。具体的には、次のファイルが作成されます。

	
Javaクラス

	
portletName.javaは、ポートレット・コンテナから呼び出されます。このクラスには、ポートレット標準に必要なすべてのメソッドが含まれています。


	
portletNameBundle.javaには、ポートレットのすべての翻訳文字列が含まれています。


	
portletNameBacking.javaには、ポートレット・モードを実装するJSPXページのJSFバッキングBeanが含まれています。このクラスは、ポートレット・モードをADF-Faces JSPXページとして実装した場合に作成されます。





	
portlet.xmlは、アプリケーション用のポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルです。


	
web.xml: アプリケーションのWebデプロイメント・ディスクリプタ・ファイルです。


	
ポートレットに選択した各ポートレット・モード用のファイル:

	
ポートレット・モードに「JSPの生成」を選択した場合は、そのモードに応じたJSPページ(たとえば、view.jsp.)が作成されます。


	
「ADF-Faces JSPXの生成」を選択した場合は、そのモードに応じたJSPXページ(たとえば、view.jspx)が作成されます。このページには、Facesコンポーネントを追加できます。


	
「パスへのマップ」を選択した場合は、追加のファイルは作成されません。ポートレット・モードに応じたコードは、既存のリソース内にあります。ポートレットのJavaクラスにコードが追加され、指定したターゲットにリクエストがルーティングされるようになります。


	
「カスタム・コード」選択した場合は、追加のファイルは作成されません。ただし、ポートレット・モードに応じたコードは、ポートレットのJavaクラス内にあります。





	
faces-config.xmlは、カスタム・バリデータやマネージドBeanといったアプリケーションのリソースを登録したり、アプリケーションのページ・フローを示す構成ファイルです。このファイルは、ポートレット・モードをADF-Faces JSPXページとして実装した場合に作成されます。


	
trinidad-config.xmlは、アプリケーション・スキン・ファミリに関する情報を含む構成ファイルです。このファイルは、ポートレット・モードをADF-Faces JSPXページとして実装した場合に作成されます。




これらすべてのファイルは、アプリケーション・ナビゲータで確認できます。図59-5を参照してください。


図59-5 JSR 286 Javaポートレット用に生成されたファイル

[image: 図59-5の説明が続きます]











59.3 JSR 286 Javaポートレットの開発

JSR 286 Javaポートレットの作成ウィザードを使用してポートレットの初期実装を作成したときには、その次の段階でポートレット・コンテンツと動作を制御するコードを作成します。JSR 286ポートレットはJava標準に準拠しているため、このポートレットの拡張に関する十分な情報が、サード・パーティの書籍やWebページなどの各種情報源から入手できます。

http://jcp.org/en/jsr/detail?id=286

この項の内容は、次のとおりです。

	
第59.3.1項「ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルの編集方法」


	
第59.3.2項「JSR 286ポートレットへのカスタム・ポートレット・モードの追加方法」


	
第59.3.3項「JSR 286ポートレットでのユーザー情報へのアクセス方法」


	
第59.3.4項「JSR 286ポートレット用のランタイム環境のカスタマイズ方法」


	
第59.3.5項「JSR 286ポートレットでのパブリック・レンダラ・パラメータの使用方法」


	
第59.3.6項「JSR 286ポートレットでのポートレット・イベントの使用方法」


	
第59.3.7項「JSR 286ポートレットへのポートレット・プリファレンスの追加方法」


	
第59.3.8項「JSR 286ポートレットでのポートレット・フィルタの使用方法」


	
第59.3.9項「異なるページ間でのポートレット間通信の実装方法」


	
第59.3.10項「キャッシュを使用してJSR 286ポートレットのパフォーマンスを向上する方法」


	
第59.3.11項「リソース・プロキシに対して書きなおされたURLの実装方法」


	
第59.3.12項「ステートレス・リソース・プロキシの実装方法」


	
第59.3.13項「JSR 286ポートレット用のセキュリティの実装方法」


	
第59.3.14項「JSR 286ポートレット用の永続ストアの管理方法」


	
第59.3.15項「設計時にポートレット・プロデューサをエクスポートおよびインポートする方法」






59.3.1 ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルの編集方法

アプリケーション用のポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルportlet.xmlでは、アプリケーション内でのポートレット・リソースを指定します。例59-1に、ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルの例を示します。


例59-1 ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルの例


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" standalone="yes"?>
<portlet-app version="2.0"
       xsi:schemaLocation="http://java.sun.com/xml/ns/portlet/portlet-app_2_0.xsd
                           http://java.sun.com/xml/ns/portlet/portlet-app_2_0.xsd"
       xmlns="http://java.sun.com/xml/ns/portlet/portlet-app_2_0.xsd"
       xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance">
  <portlet id="1328624289503">
    <portlet-name>myPortlet</portlet-name>
    <display-name xml:lang="en-US">Portlet1</display-name>
    <display-name xml:lang="en">English Display Name</display-name>
    <portlet-class>portlet.Portlet1</portlet-class>
    <expiration-cache>300</expiration-cache>
    <supports>
      <mime-type>text/html</mime-type>
      <portlet-mode>edit</portlet-mode>
    </supports>
    <supported-locale>en-US</supported-locale>
    <resource-bundle>portlet.resource.Portlet1Bundle</resource-bundle>
    <portlet-info>
      <title>This Is My Portlet</title>
      <short-title>My Portlet</short-title>
      <keywords/>
    </portlet-info>
    <portlet-preferences>
      <preference>
        <name>portletTitle</name>
      </preference>
    </portlet-preferences>
  </portlet>
  <custom-portlet-mode>
    <portlet-mode>about</portlet-mode>
  </custom-portlet-mode>
  <custom-portlet-mode>
    <portlet-mode>config</portlet-mode>
  </custom-portlet-mode>
  <custom-portlet-mode>
    <portlet-mode>edit_defaults</portlet-mode>
  </custom-portlet-mode>
  <custom-portlet-mode>
    <portlet-mode>preview</portlet-mode>
  </custom-portlet-mode>
  <custom-portlet-mode>
    <portlet-mode>print</portlet-mode>
  </custom-portlet-mode>
</portlet-app>




ウィザードを使用してJSR 286ポートレットの作成を完了したら、portlet.xmlファイルを編集することでポートレット・リソースを編集します。

JDeveloperでportlet.xmlファイルを開くと、ソース・コードを編集できます。また、概要エディタをポータル・リソースの編集に使用すると、このファイルを「ソース」ビューで手動で変更する必要がなくなります。

ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルを編集するには:

	
アプリケーション・ナビゲータで、ポートレット・プロデューサ・アプリケーションを開きます。


	
ポートレット・プロジェクト(「ポートレット」など)を開きます。


	
「Webコンテンツ」ノード、「WEB-INF」ノードの順に開きます。


	
「portlet.xml」を右クリックして、「開く」を選択します。


	
「設計」タブをクリックして、portlet.xmlの概要エディタを開きます。




	
ヒント:

ソース・コードを直接編集する場合は、「ソース」タブをクリックします。








	
portlet.xmlの概要エディタには、次のタブがあります。

	
アプリケーション - ポートレット・プロデューサ・アプリケーションの一般情報を指定する場合に使用します。これらのプロパティは、このアプリケーション内のすべてのポートレットに適用されます。


	
ポートレット - このアプリケーション内の個別のポートレットに情報を指定する場合に使用します。たとえば、ポートレットごとにサポートされる、ポートレット・イベントとパブリック・レンダラ・パラメータを指定できます。


	
イベント - このアプリケーション内のすべてのポートレットで使用するポートレット・イベントの作成と管理に使用します。詳細は、第59.3.6項「JSR 286ポートレットでのポートレット・イベントの使用方法」を参照してください。


	
パラメータ - このアプリケーション内のすべてのポートレットで使用するパブリック・レンダラ・パラメータの作成と管理に使用します。詳細は、第59.3.5項「JSR 286ポートレットでのパブリック・レンダラ・パラメータの使用方法」を参照してください。


	
フィルタ - このアプリケーション内のポートレットにフィルタ情報を指定する場合に使用します。詳細は、第59.3.8項「JSR 286ポートレットでのポートレット・フィルタの使用方法」を参照してください。


	
フィルタ・マッピング - 個別のポートレットにポートレット・フィルタを割り当てる場合に使用します。詳細は、第59.3.8項「JSR 286ポートレットでのポートレット・フィルタの使用方法」を参照してください。












59.3.2 JSR 286ポートレットへのカスタム・ポートレット・モードの追加方法

JSR 286 Javaポートレットの作成ウィザードでポートレット・モードを追加するには、「コンテンツ・タイプとポートレット・モード」ページのリストにポートレット・モードを追加します。ウィザードの使用方法の詳細は、第59.2項「JSR 286 Javaポートレットの作成」を参照してください。このウィザードを使用すると、JSR 286でサポートされている標準モードと、WebCenter Portalでサポートされている拡張モードを実装できます。

JSR 286でサポートされている標準モードは、次のとおりです。

	
表示


	
編集


	
ヘルプ




WebCenter Portalは、JSR 286ポートレットで次の追加カスタム・モードをサポートしています。

	
バージョン情報


	
構成


	
デフォルトの編集


	
プレビュー


	
印刷




ポートレットの初期作成後に、独自のカスタム・ポートレット・モードを定義することもできます。

ポートレット・モードの基本的な実装方法は、すべてのモードに共通しています。

カスタム・ポートレット・モードを追加するには:

	
portlet.xmlファイルの概要エディタを開きます。

詳細は、第59.3.1項「ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルの編集方法」を参照してください。


	
「アプリケーション」タブをクリックします(必要な場合)。


	
「カスタム・モード」セクションを開きます(必要な場合)。

このセクションには、アプリケーション内のポートレットに使用できるすべてのカスタム・モードが一覧表示されます。WebCenter Portalの拡張ポートレット・モードも含まれています。


	
「カスタム・モードの追加」アイコンをクリックして、ポートレット・モードの新しい行を作成します。


	
「ポートレット・モード」フィールドに、ポートレット・モードの名前を入力します。

名前はアプリケーション内で一意である必要があります。


	
「説明」フィールドに、このモードの用途を示す簡単な説明を入力します。


	
このポートレットを利用するアプリケーションでポートレット・モードを認識する必要がない場合は、「ポータル管理」チェック・ボックスを選択解除します。つまり、このモードがポートレットで内部的に使用される場合には、このチェック・ボックスを選択解除します。


	
portlet.xmlファイルを保存します。


	
カスタム・ポートレット・モードをアプリケーションに追加した後で、そのモードのコードをポートレット実装ファイルで作成する必要があります。









59.3.3 JSR 286ポートレットでのユーザー情報へのアクセス方法

ポートレット・プロデューサ・アプリケーションにユーザー属性を作成することで、一般的なユーザー情報(user.login.idやuser.name.familyなど)にアクセスできるようになります。これらのユーザー属性は、実行時に、現在のユーザーの実際の属性にマップされます。ポートレットでは、この情報を使用して、現在のユーザーについての情報を取得します。

ユーザー情報にアクセスするには:

	
portlet.xmlファイルの概要エディタを開きます。

詳細は、第59.3.1項「ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルの編集方法」を参照してください。


	
「アプリケーション」タブをクリックします(必要な場合)。


	
「ユーザー属性」セクションを開きます(必要な場合)。


	
「ユーザー属性の追加」アイコンをクリックして、属性の新しい行を作成します。


	
「名前」フィールドに、ユーザー属性の名前を入力します(例: user.login.id)。

属性名の一覧は、Javaポートレット仕様の付録「User Information Attribute Names」を参照してください。




	
ヒント:

WebCenter Portalでサポートされているユーザー情報属性の一覧は、Oracle Platform Security Servicesでのアプリケーションの保護のユーザー属性をLDAPディレクトリにマップする方法に関する項を参照してください。








	
「説明」フィールドに、ユーザー属性の説明を入力します。


	
portlet.xmlファイルを保存します。

定義したユーザー属性は、実行時に、ポートレット・コンテナで適切な値にマップされます。たとえば、現在のユーザーがJohn Doeだとすると、user.name.familyユーザー属性にDoeがマップされます。ポートレットでは、ユーザー属性を格納するMapオブジェクトを、PortletRequestインタフェースから取得します。









59.3.4 JSR 286ポートレット用のランタイム環境のカスタマイズ方法

ポートレットの実行時には、ポートレット・コンテナがランタイム環境を提供します。さらに、ポートレット・プロデューサ・アプリケーションとポートレットとの間のインタフェースも提供します。

コンテナ・ランタイム・オプションを使用すると、ポートレット・コンテナの動作をカスタマイズできます。このオプションで、ランタイム環境をカスタマイズします。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第59.3.4.1項「サポートされるコンテナ・ランタイム・オプション」


	
第59.3.4.2項「アプリケーション内のすべてのポートレットに対するコンテナ・ランタイム・オプションの設定」


	
第59.3.4.3項「個々のポートレットに対するコンテナ・ランタイム・オプションの設定」






59.3.4.1 サポートされるコンテナ・ランタイム・オプション

表59-1に、WebCenter Portalのポートレット・コンテナでサポートされるコンテナ・ランタイム・オプションの一覧を示します。

JSR 286のコンテナ・ランタイム・オプションの詳細は、次の場所にあるJSR 286の仕様を参照してください。

http://jcp.org/en/jsr/detail?id=286


表59-1 サポートされるコンテナ・ランタイム・オプション

	コンテナ・ランタイム・オプション	サポート元	JSR 286標準
	
javax.portlet.actionScopedRequestAttributes


	
アプリケーション

ポートレット

	
はい


	
javax.portlet.escapeXml


	
アプリケーション

ポートレット

	
はい


	
java.portlet.renderHeaders

	
サポートされません

	
はい


	
javax.portlet.servletDefaultSessionScope


	
アプリケーション

ポートレット

	
はい


	
com.oracle.portlet.allowEventPayloadsWithoutJAXBBinding


	
アプリケーション

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.allowWsrpExport


	
アプリケーション

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.compatibilityMode


	
アプリケーション

ポートレット

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.defaultProxiedResourceRequiresWsrpRewrite


	
アプリケーション

ポートレット

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.defaultServedResourceRequiesWsrpRewrite


	
アプリケーション

ポートレット

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.disallowResourceServing


	
アプリケーション

ポートレット

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.escapeXmlEncodeUrls


	
アプリケーション

ポートレット

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.eventPayloadsXmlType


	
アプリケーション

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.excludedActionScopeRequestAttributes


	
アプリケーション

ポートレット

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.externalScopeRequestAttributes


	
アプリケーション

ポートレット

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.importCssToIFrame


	
アプリケーション

ポートレット

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.minimumWsrpVersion


	
アプリケーション

ポートレット

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.offerPortletOverWsrp


	
アプリケーション

ポートレット

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.portalInfoProvider


	
アプリケーション

ポートレット

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.redirectAfterAction


	
アプリケーション

ポートレット

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.renderHeaders

	
アプリケーション

ポートレット

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.requireIFrame


	
アプリケーション

ポートレット

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.streamingOptimized


	
アプリケーション

ポートレット

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.suppressWsrpOptimisticRender


	
アプリケーション

ポートレット

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.trapWsrpRenderExceptions


	
アプリケーション

ポートレット

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.trimEncodeUrls


	
アプリケーション

ポートレット

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.useWsrpUserContextForUserAuthentication


	
アプリケーション

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.wsrpHeaderMode


	
アプリケーション

ポートレット

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.wsrpLegacyPortletHandle


	
ポートレット

	
いいえ


	
com.oracle.portlet.wsrpPortletHandle


	
ポートレット

	
いいえ


	
oracle.portlet.bridge.adf.raiseUndeclaredContextualEvents


	
ポートレット

	
いいえ









javax.portlet.actionScopedRequestAttributes

アクション・スコープ指定型リクエスト属性を保存して、新しいアクションが発生するまで、その属性を使用できるようにするかどうかを指定します。

WebCenter Portal固有のexcludedActionScopeRequestAttributesコンテナ・ランタイム・オプションを使用すると、スコープで保存するリクエスト属性を制限できます。

有効な値は、次のとおりです。

	
true - リクエスト属性をprocessActionから、その次のprocessActionまで保存します。numberOfCachedScopesの2番目の値と、ポートレット・コンテナによりキャッシュされるスコープの数を示す3番目の値を指定できます。


	
false - リクエスト属性を保存しません。





javax.portlet.escapeXml

JSR 286タグ・ライブラリのタグactionUrl、renderUrl、およびresourceUrlから返されたURLをXMLエンコードするかどうかを指定します。

このオプションは、encodeXml属性を使用することで、タグごとにオーバーライドできます。

有効な値は、次のとおりです。

	
true - (デフォルト) actionUrlタグ、renderUrlタグ、およびresourceUrlタグで返されたURLがXMLエンコードされます(パラメータの区切りには、アンパサンドのエンティティが使用されます)。


	
false - actionUrlタグ、renderUrlタグ、およびresourceUrlタグから返されたURLは、XMLエンコードされません(また、アンパサンド文字は、そのまま使用されます)。







	
注意:

このオプションは、PortletURL.toString()またはResourceURL.toString()の戻り値には一切影響しません。どちらの場合も、JSR 286では、出力にアンパサンド文字のみを使用します。生成するURLがタグ・ライブラリを使用しないときに、アンパサンド・エンティティを使用する場合や、使用するXMLエンコーディングを指定する場合は、BaseURL.write()メソッドを参照してください。








javax.portlet.servletDefaultSessionScope

Javaポートレットに含まれている、またはJavaポートレットから転送されるサーブレットまたはJSPに提供するセッション・オブジェクトのスコープを指定します。

有効な値は、次のとおりです。

	
APPLICATION_SCOPE - (デフォルト)ポートレット・セッションをアプリケーション・スコープにマップします。


	
PORTLET_SCOPE - ポートレット・セッションをポートレット・スコープにマップします。





com.oracle.portlet.allowEventPayloadsWithoutJAXBBinding

portlet.xmlで宣言されたイベント・ペイロードのタイプと、JSR 286ポートレットから送信されるイベント・ペイロードが、JSR 286の仕様(これらのタイプには、有効なJAXBバインディングが必要という要件)をバイパスできるようにします。

有効な値は、次のとおりです。

	
true - 有効なJAXBバインディングがないイベント・ペイロードが許可されます。


	
false - 有効なJAXBバインディングがないイベント・ペイロードは許可されず、JSR 286仕様に従います。





com.oracle.portlet.allowWsrpExport

Webアプリケーションに対してWSRPのexport-portlets操作をサポートするべきかどうかを指定します。

このオプションは主に後方互換性のために使用されます。export-portlets操作はwsrp-producer-config.xml設定を使用して制御することをお薦めします。

有効な値は、次のとおりです。

	
true - (デフォルト)ポートレットのエクスポートが許可されます。


	
false - ポートレットのエクスポートは許可されません。これにより、WEB-INF/wsrp-producer-config.xmlの設定がオーバーライドされます。





com.oracle.portlet.compatibilityMode

owc168に設定すると、WebCenter PortalのJSR 286コンテナをJSR 168互換モードで呼び出します。

さらに、disallowResourceServingランタイム・オプションが、自動的にtrueに設定されます(別の値が指定されていない場合)。


com.oracle.portlet.defaultProxiedResourceRequiresWsrpRewrite

ポートレットが提供しないリソースのURLエンコードするときに使用する、デフォルトのWSRP requiresRewriteフラグを指定します。PortletResponse.encodeURL()メソッドの呼出し時にoracle.portlet.server.resourceRequiresRewritingリクエスト属性でオーバーライドしないかぎり、この設定はPortletResponse.encodeURL()メソッドで戻されたすべてのURLに使用されます。

有効な値は、次のとおりです。

	
true - (デフォルト) requiresRewriteフラグにtrueが設定されます。これは、コンシューマがリソースを書き換える必要があることを示します。


	
false - requiresRewriteフラグがfalseに設定されます。これは、コンシューマがリソースを必ずしも書き換える必要がないことを示します。





com.oracle.portlet.defaultServedResourceRequiesWsrpRewrite

ポートレットが提供するリソースのリソースURLを生成するときに使用する、デフォルトのWSRP requiresRewriteフラグを指定します。

この設定はポートレットで作成されたすべてのリソースURLに使用されます。ただし、リソースURLのメソッドwrite()またはtoString()の呼出し時にresourceRequiresRewritingリクエスト属性の有無でオーバーライドされます。この設定は、提供されたリソースのレスポンスにWSRP requiresRewritingフラグを指定するためにも使用されます。ただし、ポートレットのserveResource()メソッドの復帰時にresourceRequiresRewritingリクエスト属性の有無でオーバーライドされることがあります。

有効な値は、次のとおりです。

	
true - requiresRewrite URLフラグおよびrequiresRewritingレスポンス・フラグがtrueに設定されます。これは、コンシューマがリソースを書き換える必要があることを示します。


	
false - requiresRewrite URLフラグおよびrequiresRewritingレスポンス・フラグがfalseに設定されます。これは、コンシューマがリソースを必ずしも書き込む必要がないことを示します。ただし、コンシューマがURLを書き換える可能性はあります。




これを指定していない場合、requiresRewrite URLフラグに値が指定されなくなり、serveResource操作のrequiresRewritingレスポンス・フラグはレスポンスのMIMEタイプに基づいて設定されます。


com.oracle.portlet.disallowResourceServing

ポートレットによるリソースの提供を許可するかどうかを指定します。これは、JSR 168ポートレットを286コンテナで実行する場合に役立ちます。javax.portlet.GenericPortletを拡張しているJSR 168ポートレットは、自動的にJSR 286の機能を継承するため、リソースIDに関連する名前の付いたWebアプリケーション内のファイルにリソース・リクエストを自動的に転送します。このことが、潜在的なセキュリティ問題になります。同様のセキュリティ上の理由から、リソースを提供しないJSR 286ポートレットは、リソースの提供を禁止することで最も安全になります。

有効な値は、次のとおりです。

	
true - ポートレットにリソースの提供を許可しません。


	
false - ポートレットにリソースの提供を許可します。





com.oracle.portlet.escapeXmlEncodeUrls

JSR 286コンテナのPortletResponse.encodeURL()メソッドで生成されるURLを、XMLエンコードするかどうかを指定します。

有効な値は、次のとおりです。

	
true - PortletResponse.encodeURL()メソッドで生成されるURLは、XMLエンコードされます。


	
false - (デフォルト) PortletResponse.encodeURL()メソッドで生成されるURLは、XMLエンコードされません。





com.oracle.portlet.eventPayloadsXmlType

イベントがWSRPを通じて送信されたされたときに、JAXBバインディング可能なJavaオブジェクトのイベント・ペイロードに対して、オプションのXMLスキーマ・タイプを指定します。これは、複数値のランタイム・オプションです。各値は、Javaクラス名とQNameのペアで構成し、コロン(:)で区切ります。QNameには、QNameの標準Java文字列表現({namespace}localpart)を使用する必要があります。指定した各値に対して、XMLスキーマ・タイプとしてQNameが使用され、オブジェクトがXMLにマーシャリングされた後で、指定したJavaオブジェクト・タイプのWSRPイベント・ペイロードに注釈を付けます。これは、複数のプロデューサにあるポートレット間で通信するイベントを使用するときに役立ちます。


com.oracle.portlet.excludedActionScopeRequestAttributes

これは、各値が正規表現の複数値プロパティです。com.oracle.portlet.externalScopeRequestAttributesコンテナ・ランタイム・オプションに定義された正規表現と一致する値を含むリクエスト・パラメータに加えて、正規表現と一致するリクエスト属性は、javax.portlet.actionScopedRequestAttributesコンテナ・ランタイム・オプションが使用されている場合、アクション・スコープ指定リクエスト属性としては保存されません。


com.oracle.portlet.externalScopeRequestAttributes

これは、各値が正規表現の複数値プロパティです。正規表現のいずれかと一致するリクエスト属性は、ポートレット・スコープの外側にあるとみなされ、その基になるポータル・リクエストで共有されます。

javax.portlet.actionScopedRequestAttributesオプションを使用すると、externalScopeRequestAttributesで宣言された正規表現と一致するリクエスト属性は、アクション・スコープのリクエスト属性に保存されなくなります。


com.oracle.portlet.importCssToIFrame

ポータル・コンシューマに対して、IFRAMEポートレットにCSSファイルをインポートする必要があるかどうかを指定します。

有効な値は、次のとおりです。

	
false: (デフォルト)何も実行されません。


	
true: コンシューマからのCSSファイルがIFRAMEポートレットに適用されます。





com.oracle.portlet.minimumWsrpVersion

ポートレットの動作に必要なWSRPの最小バージョンを指定します。指定した値よりも小さいWSRPバージョンが使用されている場合、WSRP GetServiceDescription、GetPortletDescription、GetMarkupなどのWSRPレスポンスにポートレットが含まれなくなります。

有効な値は、次のとおりです。

	
1


	
2





com.oracle.portlet.offerPortletOverWsrp

WSRPプロデューサのサービスの説明にポートレットを提示するかどうかを指定します。

JSR 168/286ポートレットを参照する.portletファイルのofferRemote設定は、このコンテナ・ランタイム・オプションをオーバライドします。

有効な値は、次のとおりです。

	
true - (デフォルト)ポートレットは、WSRPプロデューサのサービスの説明に提示されます。


	
false - ポートレットは、サービスの説明に含まれません。




すべての指定を省略すると、WEB-INF/producer-config.xmlで指定されたデフォルト値が使用されます。


com.oracle.portlet.portalInfoProvider

com.bea.portlet.container.IPortalInfoインタフェースのオプション実装のクラス名を指定します。この実装では、JSR 286コンテナのrequest.getPortalContext().getPortalInfo()から返される値を定義します。デフォルトの実装は、プロデューサ/ローカル・サーバーの名前とバージョンを返しますが、カスタムの実装はWSRPシナリオでコンシューマ・サーバー情報とプロデューサ・サーバー情報の両方を渡すことがあります


com.oracle.portlet.redirectAfterAction

JSR 286コンテナは、processActionが実行された後で(また、イベントが処理された後で)、ブラウザにポータルのレンダラURLへのリダイレクトを送信して、結果のページをリロードしても別のprocessActionにならないようにします。

有効な値は、次のとおりです。

	
true - ポートレット・アクションの終了ごとに、リダイレクトが発行されます。


	
false - ポートレット・アクションの後に、リダイレクトが自動的には発行されません。





com.oracle.portlet.requireIFrame

IFRAME内でポートレットをレンダリングする必要があるかどうかを指定します。

有効な値は、次のとおりです。

	
true - ポートレットをIFRAME内でレンダリングします。


	
false - ポートレットをIFRAME内でレンダリングすることを強制しません。





com.oracle.portlet.streamingOptimized

ポートレットがストリーミング・モードでの実行に最適化されていることを示します。これにより、パフォーマンスが向上することがあります。

有効な値は、次のとおりです。

	
true - ストリーミング・モードでの実行に向けてポートレットが最適化されています。


	
false - ストリーミング・モードでの実行に向けてポートレットは最適化されていません。





com.oracle.portlet.suppressWsrpOptimisticRender

ポートレットがWSRPで実行されている場合、アクションとイベント(または、そのどちらか)のライフサイクル終了後に、ポートレットのオプティミスティック・レンダリングを抑制します。

有効な値は、次のとおりです。

	
true - オプティミスティック・レンダリングが常に抑制されます。


	
false - オプティミスティック・レンダリングが実行される場合があります。





com.oracle.portlet.trapWsrpRenderExceptions

レンダリング時にJSR 286コンテナがWSRP SOAP障害として例外を送信する必要があるのか、そのかわりにポートレット・マークアップの例外メッセージをレンダリングする必要があるのかを指定します。

有効な値は、次のとおりです。

	
true - (デフォルト)例外はSOAP障害として送信されません。そのかわりにレンダリングされた例外スタック・トレースとして送信されます。


	
false - レンダリング時にポートレットが生成した例外は、SOAP障害として扱われます。





com.oracle.portlet.trimEncodeUrls

JSR 286コンテナでPortletResponse.encodeURL()メソッドに渡すURLから空白をトリミングする必要があるかどうかを指定します。

有効な値は、次のとおりです。

	
true - (デフォルト) PortletResponse.encodeURL()に渡されるURLから先頭と末尾の空白がトリミングされます。


	
false - PortletResponse.encodeURL()に渡されるURLから空白はトリミングされません。





com.oracle.portlet.useWsrpUserContextForUserAuthentication

PortletRequestのメソッドgetRemoteUser()、getUserPrincipal()およびisUserInRole()がWSRPユーザー・コンテキスト情報と標準J2EEセキュリティのどちらに基づくかを指定します。

有効な値は、次のとおりです。

	
true - ポートレットがWSRPで実行される場合、ユーザー情報はWSRPユーザー・コンテキストに基づきます。これはセキュリティ上の問題になることがあるため、このオプションの使用には十分な注意が必要です。


	
false - (または、ポートレットがWSRPで実行されていない場合)ユーザー情報は、J2EE認証済ユーザーに基づきます。





com.oracle.portlet.wsrpHeaderMode

ポートレットがWSRPリモート・ポートレットとしてレンダリングされている場合にのみ使用します。ヘッダーまたはCookieの目的の最終宛先についてのWSRPコンシューマへのヒントとして、CookieとヘッダーがWSRP SOAPレスポンスのどこに含まれているかを示します。

ポートレットがローカルに(WSRPを経由しないで)実行されている場合、ポートレットで設定するヘッダーとCookieは、常にクライアントに向けられていると仮定されます。このコンテナ・ランタイム・オプションを設定することで、PortletRequest属性のcom.oracle.portlet.wsrpHeaderModeにデフォルト値を設定することになります。この値は、実行時にヘッダーごとにポートレットによりオーバーライドされる可能性があります。

有効な値は、次のとおりです。

	
client - ポートレットで設定されたヘッダーとCookieは、クライアント(たとえば、ブラウザ)に向けてリダイレクトされます。


	
consumer - ポートレットで設定されるヘッダーとCookieは、コンシューマに向けてリダイレクトされ、クライアントには渡されません。


	
both - ポートレットで設定されるヘッダーとCookieは、クライアントとコンシューマに向けてリダイレクトされます。




設定されていない場合、ポートレット・コンテナは、WEB-INF/wsrp-producer-config.xmlファイルで指定されている、プロデューサのデフォルト値を仮定します。


com.oracle.portlet.wsrpLegacyPortletHandle

レガシーWSRPポートレット・ハンドルの仕様をポートレットで使用できるようにします。このハンドルは、Webアプリケーション内で一意にする必要があります。これは、従来のポートレットの位置ベースのWSRPポートレット・ハンドルを使用するWebCenter Portalコンシューマとの後方互換性を維持するために役立ちます。

指定されていると、レガシー・ポートレット・ハンドルがポートレットのレガシー・ハンドル拡張としてWSRP serviceDescriptionで公開され、コンシューマはレガシー・ポートレット・ハンドルを使用してポートレットにアクセスできるようになります。ただし、そのポートレットが、レガシー・ポートレット・ハンドルでWSRP serviceDescriptionに公開されることはありません。


com.oracle.portlet.wsrpPortletHandle

WSRPポートレット・ハンドルの仕様をポートレットで使用できるようにします。このハンドルは、Webアプリケーション内で一意にする必要があります。


oracle.portlet.bridge.adf.raiseUndeclaredContextualEvents

Oracle JSF Portlet Bridgeで、portlet.xmlファイル内で対応するポートレット・イベントが宣言されていないADFmイベントを発生できるようにします。

有効な値は、次のとおりです。

	
true - 発生したADFmイベントは、ポートレット・イベントとして転送されます。


	
false - ポートレット・イベントの宣言に対応するイベントのみが転送されます。









59.3.4.2 アプリケーション内のすべてのポートレットに対するコンテナ・ランタイム・オプションの設定

コンテナ・ランタイム・オプションをアプリケーション・レベルで設定すると、その設定はアプリケーション内のすべてのポートレットに作用します。

アプリケーションレベルのコンテナ・ランタイム・オプションを設定するには:

	
portlet.xmlファイルの概要エディタを開きます。

詳細は、第59.3.1項「ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルの編集方法」を参照してください。


	
「アプリケーション」タブをクリックします(必要な場合)。


	
「コンテナ・ランタイム・オプション」セクションを開きます(必要な場合)。


	
「コンテナ・ランタイム・オプションの追加」アイコンをクリックして、選択可能なオプションのリストを表示します。

このリストには、WebCenter Portalのポートレット・コンテナ(表59-1を参照)でサポートされているすべてのコンテナ・ランタイム・オプションが含まれています。

リストにない追加のコンテナ・ランタイム・オプションをサポートする別のポートレット・コンテナを使用する場合は、「<カスタマイズ>」を選択して、「名前」フィールドにオプションの名前を入力します。

ポートレット・コンテナでサポートされていないコンテナ・ランタイム・オプションを指定すると、そのオプションは無視されます。


	
「値」フィールドに、コンテナ・ランタイム・オプションの値を入力します。

コンテナ・ランタイム・オプションは、portlet.xmlコードに追加されます。次に例を示します。


<container-runtime-option>
   <name>com.oracle.portlet.requireIFrame</name>
   <value>true</value>
</containter-runtime-option>


	
portlet.xmlファイルを保存します。









59.3.4.3 個々のポートレットに対するコンテナ・ランタイム・オプションの設定

個別のポートレット・レベルでコンテナ・ランタイム・オプションを設定すると、アプリケーション全体の設定をオーバーライドできます。

ポートレットレベルのコンテナ・ランタイム・オプションを設定するには:

	
portlet.xmlファイルの概要エディタを開きます。

詳細は、第59.3.1項「ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルの編集方法」を参照してください。


	
「ポートレット」タブをクリックします(必要な場合)。


	
「詳細」タブをクリックします。


	
「コンテナ・ランタイム・オプションの追加」アイコンをクリックして、選択可能なオプションのリストを表示します。

このリストには、WebCenter Portalのポートレット・コンテナ(表59-1を参照)でサポートされているすべてのコンテナ・ランタイム・オプションが含まれています。

リストにない追加のコンテナ・ランタイム・オプションをサポートする別のポートレット・コンテナを使用する場合は、「<カスタマイズ>」を選択して、「名前」フィールドにオプションの名前を入力します。

ポートレット・コンテナでサポートされていないコンテナ・ランタイム・オプションを指定すると、そのオプションは無視されます。


	
「値」フィールドに、コンテナ・ランタイム・オプションの値を入力します。

コンテナ・ランタイム・オプションは、portlet.xmlコードに追加されます。次に例を示します。


<container-runtime-option>
   <name>com.oracle.portlet.requireIFrame</name>
   <value>false</value>
</containter-runtime-option>


	
portlet.xmlファイルを保存します。











59.3.5 JSR 286ポートレットでのパブリック・レンダラ・パラメータの使用方法

パブリック・レンダラ・パラメータを使用すると、複数のポートレットでパラメータ値を共有できるようになり、ポートレット間通信が可能になります。

たとえば、地図ポートレットと天気概況ポートレットが、どちらもZipcodeパブリック・レンダラ・パラメータを使用するように構成されていると、地図ポートレットに郵便番号を入力することで、天気概況ポートレットの同じパラメータの値も更新されます。

ポートレットでサポートされるパブリック・レンダラ・パラメータは、ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイル(portlet.xml)のアプリケーション・セクションで宣言する必要があります。このように、アプリケーション・レベルで定義したパブリック・レンダラ・パラメータは、アプリケーション内のすべてのポートレットで使用できるようになります。

その後で、アプリケーション内の個別のポートレットでは、それらのパブリック・レンダラ・パラメータから使用する必要のあるものを指定できます。

パブリック・レンダラ・パラメータを後述するように宣言して定義すると、自動的にポートレット間通信が始まります。そのためのコーディングは必要ありません。詳細は、第63.5.3項「ポートレット間通信に関する必知事項」を参照してください。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第59.3.5.1項「アプリケーション・レベルでのパブリック・レンダラ・パラメータの宣言」


	
第59.3.5.2項「ポートレットごとのパブリック・レンダラ・パラメータの定義」


	
第59.3.5.3項「例: パブリック・レンダラ・パラメータ」




パブリック・レンダラ・パラメータの詳細と実装方法は、次の場所にあるJSR 286の仕様を参照してください。

http://jcp.org/en/jsr/detail?id=286



59.3.5.1 アプリケーション・レベルでのパブリック・レンダラ・パラメータの宣言

パブリック・レンダラ・パラメータをポートレットで使用できるようにするには、最初に、ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイル(portlet.xml)のアプリケーション・セクションで、このパラメータを宣言する必要があります。

アプリケーション・レベルでパブリック・レンダラ・パラメータを定義するには:

	
portlet.xmlファイルの概要エディタを開きます。

詳細は、第59.3.1項「ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルの編集方法」を参照してください。


	
「パラメータ」タブをクリックします。


	
「追加」アイコンをクリックして、新しいパブリック・レンダラ・パラメータを作成します。


	
ドロップダウン・リストから、パラメータに完全修飾名(QName)を指定するか、名前のローカル・パートのみを指定するかを選択します。

	
修飾名 - パラメータのネームスペースとローカル名を指定することで、QNameは、パブリック・レンダラ・パラメータをアプリケーション間で一意に特定します。ポートレット・コード内では、識別子でパブリック・レンダラ・パラメータにアクセスします。この識別子により、アプリケーション内でパラメータを一意に識別します。ただし、一般に、ページには複数のポートレットが収容されていて、それらが異なるアプリケーションから取得されている可能性があります。QNamesを使用することで、あるポートレットのパブリック・レンダラ・パラメータが、ページ上の別のポートレットに意図せず干渉することがなくなります。これらのポートレットの取得先は問題になりません。


	
未修飾名 - パラメータのネームスペースが、アプリケーションのデフォルト・ネームスペースと同じ場合は、パラメータの定義時に未修飾名を指定することで、ネームスペースを省略できます。アプリケーションのデフォルト・ネームスペースが定義されていない場合、未修飾名のパラメータにはXMLのデフォルト・ネームスペースが使用されます。




	
ヒント:

アプリケーションのデフォルト・ネームスペースが定義されているかどうかを確認するには、「アプリケーション」タブをクリックして、「デフォルト・ネームスペース」フィールドに値が入力されているかどうかを調べます。











	
パラメータの名前を入力します。

	
「修飾名」を選択した場合 - 「ネームスペース」フィールドにパラメータのネームスペースを入力し、「名前」フィールドにパラメータ名のローカル・パートを入力します。


	
「未修飾名」を選択した場合 - 「名前」フィールドに、パラメータ名のローカル・パートを入力します。このパラメータには、パラメータのネームスペースとしてアプリケーションのデフォルト・ネームスペースが使用されます(アプリケーションにデフォルト・ネームスペースが定義されていない場合は、XMLのデフォルト・ネームスペースが使用されます)。





	
「識別子」フィールドに、パブリック・レンダラ・パラメータをアプリケーション内で識別するための名前を入力します。

この識別子は、アプリケーション内で一意にする必要があります。また、この識別子は、ポートレットとポートレットのコード内でパラメータにアクセスする際に、パラメータを識別するために使用されます。識別子を使用することで、ポートレット開発者は、パラメータの完全修飾名を認識する必要がなくなります。完全修飾名よりも単純なアプリケーション固有の識別子を知っていればよいことになります。


	
「説明」フィールドに、パブリック・レンダラ・パラメータの説明を入力します。説明には、このパラメータをポートレットに使用する開発者が、その使用方法を判断できる情報を指定する必要があります。


	
(オプション)「別名」パネルでは、別名のリストを指定できます。これらの別名により、異なるQNameが付いていても別のパブリック・レンダラ・パラメータの値を受け取れるようになります。

	
「作成」アイコンをクリックして、パラメータの新しい別名を作成します。


	
「ネームスペース」フィールドに、この別名に使用するパラメータのネームスペースを入力します。


	
「名前」フィールドに、この別名に使用するパラメータのローカル・パートを入力します。







	
ヒント:

パブリック・レンダラ・パラメータの別名を作成するときには、相互互換の別名を設定するようにしてください。つまり、ポートレットAのパラメータがポートレットBのパラメータに対応する別名を持つ場合は、可能であれば、ポートレットBのパラメータにもポートレットAのパラメータに対応する別名を作成するようにします。








	
パブリック・レンダラ・パラメータは、次に示すように、portlet.xmlファイルのアプリケーション定義セクションに追加されます。


<portlet-app ...>
  <portlet>...</portlet>
  <portlet>...</portlet>
  ...
  <public-render-parameter>
     <description>Parameter for zip code</description>
     <identifier>Zip</identifier>
     <qname xmlns:x="http://example.com/params">x:Zip</qname>
     <alias xmlns:x="http://example.com/params">x:ZipCode</alias>
  </public-render-parameter>
  ...
</portlet-app>


	
portlet.xmlファイルを保存します。









59.3.5.2 ポートレットごとのパブリック・レンダラ・パラメータの定義

あるポートレットでパブリック・レンダラ・パラメータをサポートする必要がある場合は、そのポートレットにパラメータを追加します。

ポートレットにパブリック・レンダラ・パラメータを追加するには:

	
portlet.xmlファイルの概要エディタを開きます。

詳細は、第59.3.1項「ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルの編集方法」を参照してください。


	
ポートレット・プロデューサ・アプリケーション内でパブリック・レンダラ・パラメータを定義していない場合は、この定義を先に実行しておく必要があります。

詳細は、第59.3.5.1項「アプリケーション・レベルでのパブリック・レンダラ・パラメータの宣言」を参照してください。


	
「ポートレット」タブをクリックして、パブリック・レンダラ・パラメータを使用するポートレットを選択します。


	
「パラメータ」タブをクリックします。

「イベントの公開中」パネルの「使用可能」リストに、アプリケーションに定義されているすべてのポートレット・イベントが示されます。


	
「パラメータ」タブをクリックします。

「パブリック・レンダラ・パラメータ」パネルの「使用可能」リストには、アプリケーションに定義されているすべてのパブリック・レンダラ・パラメータが示されます。


	
ポートレットで使用するパブリック・レンダラ・パラメータを選択し、「追加」アイコンをクリックして、そのパラメータを「選択済」リストに移動します。

これにより、次に示すように、パブリック・レンダラ・パラメータがportlet.xmlのポートレット定義に追加されます。


<portlet-app ...>
  <portlet id="1234567890">
    ...
    <supported-public-render-parameter>Zip</supported-public-render-parameter>
    ...
  </portlet>
  ...
  <public-render-parameter>
    <identifier>Zip</identifier>
    <name>Zip</name>
  </public-render-parameter>
  ...
</portlet-app>


	
portlet.xmlファイルを保存します。


	
この時点で、このパブリック・レンダラ・パラメータはポートレットのコード内で使用できるようになります。









59.3.5.3 例: パブリック・レンダラ・パラメータ

次の例では、パブリック・レンダラ・パラメータを使用して、異なる名前のパラメータを使用している2つのポートレットの動作をリンクする方法を示しています。この例では、パブリック・レンダラ・パラメータの更新を可能にする汎用パラメータ・フォーム・ポートレットを取り上げて、どのようにして株価をレンダリングする株価ポートレットにそれをリンクして、パブリック・レンダラ・パラメータから株式記号を取得できるかを示します。パラメータ・フォーム・ポートレットのパラメータの一般名(parameter1)は、株価ポートレットのパラメータ名(stocksymbol)と一致しないため、株価ポートレットの開発者は、この2つのパラメータ間をリンクする別名を使用することになります。

例59-2は、パラメータ・フォーム・ポートレットを含むポートレット・プロデューサ・アプリケーションのportlet.xmlファイルの抜粋部分を示しています。ポートレット・プロデューサ・アプリケーションでは、パラメータ・フォーム・ポートレットでサポートするパブリック・レンダラ・パラメータ(parameter1)を定義します。


例59-2 パラメータ・フォーム・ポートレットのパラメータ定義


<portlet-app ...>
  <portlet id="1234567890">
    ...
    <supported-public-render-parameter>
      parameter1
    </supported-public-render-parameter>
    ...
  </portlet>
  ...
  <public-render-parameter>
    <description xml:lang="en">First parameter set by portlet</description>
    <identifier>parameter1</identifier>
    <qname xmlns:op="http://xmlns.oracle.com/portlet/oracle-portlet-app">
      op:parameter1
    </qname>
  </public-render-parameter>
  ...
</portlet-app>




パラメータ・フォーム・ポートレットのコードでは、このポートレットに値が入力されたときに、parameter1ポートレットの値を設定します(例59-3)。


例59-3 パラメータ・フォーム・ポートレットのパラメータ処理


public void processAction(ActionRequest request,
                          ActionResponse actionResponse)
            throws PortletException, IOException
{
  //
  //  Read the new parameter value posted in the portlet form
  //
  String param1 = actionResponse.getParameter("form_param1");

  //
  // Set the new parameter values. These will be intepreted by the
  // container as public render parameters as the names match the names
  // of the declared parameters.
  //
  actionResponse.setRenderParameter("parameter1", param1);
}




例59-4は、株価ポートレットを含むポートレット・プロデューサ・アプリケーションのportlet.xmlファイルの抜粋部分を示しています。このポートレット・プロデューサ・アプリケーションでは、株価ポートレットでサポートされているパブリック・レンダラ・パラメータ(stocksymbol)も定義しています。パラメータ・フォーム・ポートレットのパラメータとリンクするように、stocksymbolパラメータに、parameter1という別名を追加します。


例59-4 株価ポートレットのパラメータ定義


<portlet-app ...>
  <portlet>
    ...
    <supported-public-render-parameter>
      stocksymbol
    </supported-public-render-parameter>
    ...
  </portlet>
  ...
  <public-render-parameter>
    <description xml:lang="en">The stock symbol</description>
    <identifier>stocksymbol</identifier>
    <qname xmlns:s="http://www.oracle.com/stocks">s:stocksymbol</qname>
    <!-- Alias matches the Parameter Form portlet's first parameter name -->
    <alias xmlns:op="http://xmlns.oracle.com/portlet/oracle-portlet-app">
      op:parameter1
    </alias>
  </public-render-parameter>
  ...
</portlet-app>




株価ポートレットのコードでは、パラメータ・フォーム・ポートレットでポストされたパブリック・レンダラ・パラメータの値を読み取ります(例59-5)。


例59-5 株価ポートレットのパラメータ処理


public void doView(RenderRequest request, RenderResponse response)
            throws PortletException, IOException
{
  response.setContentType("text/html; charset=UTF-8");
  PrintWriter out = response.getWriter();
 
  // Retrieve any values for the public render parameter.
  // The parameter is looked up in the request using its identifier in portlet.xml
  // (not it's name or alias).
  String symbol = request.getParameter("stocksymbol");
  ...
}




これらの2つのポートレットが同じページにドロップされると、相互に自動的にリンクされます。パラメータ・フォーム・ポートレットの最初のパラメータ・フィールドに値を入力すると、その新しい値で株価ポートレットが更新されるようになります。








59.3.6 JSR 286ポートレットでのポートレット・イベントの使用方法

ポートレット・イベントとは、ポートレットの外部で行われたアクション(たとえば、そのポートレットを含むページで実行されたアクションや同じページ上の別のポートレットで実行されたアクション)に反応できるようにすることで、ポートレットのポートレット間通信を可能にするJSR 286の機能です。ポートレット・イベントは、ポートレットがそれ自体のイベントをトリガーすることでイベントに応答し、それがそのページ上の他のポートレットに影響を与えるようにカスケードできます。

ポートレットでサポートするポートレット・イベントは、ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイル(portlet.xml)のアプリケーション・セクションで宣言する必要があります。このように、アプリケーション・レベルで定義したポートレット・イベントは、アプリケーション内のすべてのポートレットで使用できるようになります。

その後で、アプリケーション内の個別のポートレットで、それらのポートレット・イベントから使用する必要のあるものを指定できます。ポートレットでは、受信を目的とする処理イベントというイベントと、ポートレットがトリガーする公開イベントというイベントを宣言できます。

ポートレット・イベントを後述するように宣言して定義すると、自動的にポートレット間通信が始まります。そのためのコーディングは必要ありません。詳細は、第63.5.3項「ポートレット間通信に関する必知事項」を参照してください。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第59.3.6.1項「アプリケーション・レベルでのポートレット・イベントの宣言」


	
第59.3.6.2項「ポートレットごとの処理イベントの定義」


	
第59.3.6.3項「ポートレットごとの公開イベントの定義」


	
第59.3.6.4項「例: ポートレット・イベント」




ポートレット・イベントの詳細と実装方法は、次の場所にあるJSR 286の仕様を参照してください。

http://jcp.org/en/jsr/detail?id=286



59.3.6.1 アプリケーション・レベルでのポートレット・イベントの宣言

ポートレット・イベントをポートレットで使用できるようにするには、最初に、ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイル(portlet.xml)のアプリケーション・セクションで、ポートレット・イベントを宣言する必要があります。

アプリケーション・レベルでポートレット・イベントを定義するには:

	
portlet.xmlファイルの概要エディタを開きます。

詳細は、第59.3.1項「ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルの編集方法」を参照してください。


	
「イベント」タブをクリックします。


	
「追加」アイコンをクリックして、新しいポートレット・イベントを作成します。


	
ドロップダウン・リストから、ポートレット・イベントに完全修飾名(QName)を指定するか、名前のローカル・パートのみを指定するかを選択します。

	
修飾名 - イベントのネームスペースとローカル名を指定することで、QNameは、ポートレット・イベントをアプリケーション間で一意に特定します。一般に、ページには複数のポートレットが収容されていて、それらが異なるアプリケーションに属していることがあります。QNamesを使用することで、あるポートレットのポートレット・イベントが、ページ上の別のポートレットに意図せず干渉することがなくなります。これらのポートレットの取得先は問題になりません。


	
未修飾名 - ポートレット・イベントのネームスペースが、アプリケーションのデフォルト・ネームスペースと同じ場合は、このイベントの定義時に未修飾名を指定することで、ネームスペースを省略できます。アプリケーションのデフォルト・ネームスペースが定義されていない場合、未修飾名のポートレット・イベントにはXMLのデフォルト・ネームスペースが使用されます。




	
ヒント:

アプリケーションのデフォルト・ネームスペースが定義されているかどうかを確認するには、「アプリケーション」タブをクリックして、「デフォルト・ネームスペース」フィールドに値が入力されているかどうかを調べます。











	
ポートレット・イベントの名前を入力します。

	
「修飾名」を選択した場合 - 「ネームスペース」フィールドにポータル・イベントのネームスペースを入力し、「名前」フィールドにイベント名のローカル・パートを入力します。


	
「未修飾名」を選択した場合 - 「名前」フィールドに、ポータル・イベント名のローカル・パートを入力します。このイベントには、イベントのネームスペースとしてアプリケーションのデフォルト・ネームスペースが使用されます(アプリケーションにデフォルト・ネームスペースが定義されていない場合は、XMLのデフォルト・ネームスペースが使用されます)。





	
「ペイロード・タイプ」フィールドに、ポートレット・イベントでサポートするペイロードのデータ・タイプを入力します。または、そのデータ・タイプを参照します。


	
「説明」フィールドに、ポートレット・イベントの説明を入力します。


	
(オプション)「別名」パネルでは、別名のリストを指定できます。これらの別名により、ポートレットで定義されたものと異なるQNameが付いていてもポートレット・イベントを認識できるようになります。

	
「作成」アイコンをクリックして、ポートレット・イベントの新しい別名を作成します。


	
「ネームスペース」フィールドに、この別名に使用するポートレット・イベントのネームスペースを入力します。


	
「名前」フィールドに、この別名に使用するポートレット・イベントのローカル・パートを入力します。





	
ポートレット・イベントは、次に示すように、portlet.xmlファイルのアプリケーション定義セクションに追加されます。


<portlet-app ...>
  <portlet>...</portlet>
  <portlet>...</portlet>
  ...
  <event-definition id="latLong">
    <qname xmlns:x="http://xmlns.oracle.com/portlet/EventSample">
      x:latLong
    </qname>
    <value-type>portlet.LatLong</value-type>
  </event-definition>
  ...
</portlet-app>


	
portlet.xmlファイルを保存します。









59.3.6.2 ポートレットごとの処理イベントの定義

あるポートレットで特定のポートレット・イベントをリスニングする必要がある場合、そのイベントは処理イベントとして定義します。

ポートレットに処理イベントを追加するには:

	
portlet.xmlファイルの概要エディタを開きます。

詳細は、第59.3.1項「ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルの編集方法」を参照してください。


	
ポートレット・プロデューサ・アプリケーション内でポートレット・イベントを定義していない場合は、この定義を先に実行しておく必要があります。

詳細は、第59.3.6.1項「アプリケーション・レベルでのポートレット・イベントの宣言」を参照してください。


	
「ポートレット」タブをクリックして、ポートレット・イベントを使用するポートレットを選択します。


	
「イベント」タブをクリックします。

「イベントの処理中」パネルの「使用可能」リストには、アプリケーションに定義されているすべてのポートレット・イベントが示されます。


	
ポートレットで使用するポートレット・イベントを選択し、「追加」アイコンをクリックして、そのイベントを「選択済」リストに移動します。

これにより、次に示すように、ポータル・イベントが処理イベントとしてportlet.xmlのポートレット定義に追加されます。


<portlet-app ...>
  <portlet id="map">
    ...
    <supported-processing-event id="latLong">
      <qname xmlns:x="http://xmlns.oracle.com/portlet/EventSample">
        x:latLong
      </qname>
    </supported-processing-event>
    ...
  </portlet>
  ...
  <event-definition id="latLong">
    <qname xmlns:x="http://xmlns.oracle.com/portlet/EventSample">
      x:latLong
    </qname>
    <value-type>portlet.LatLong</value-type>
  </event-definition>
  ...
 </portlet-app>


	
portlet.xmlファイルを保存します。

この時点で、このポートレット・イベントは、ポートレットのコード内で使用できるようになります。









59.3.6.3 ポートレットごとの公開イベントの定義

あるポートレットで特定のポートレット・イベントをトリガーする必要がある場合、そのイベントは公開イベントとして定義します。

ポートレットに公開イベントを追加するには:

	
portlet.xmlファイルの概要エディタを開きます。

詳細は、第59.3.1項「ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルの編集方法」を参照してください。


	
ポートレット・プロデューサ・アプリケーション内でポートレット・イベントを定義していない場合は、この定義を先に実行しておく必要があります。

詳細は、第59.3.6.3項「ポートレットごとの公開イベントの定義」を参照してください。


	
「ポートレット」タブをクリックして、ポートレット・イベントを使用するポートレットを選択します。


	
「イベント」タブをクリックします。

「イベントの公開中」パネルの「使用可能」リストに、アプリケーションに定義されているすべてのポートレット・イベントが示されます。


	
ポートレットで使用するポートレット・イベントを選択し、「追加」アイコンをクリックして、そのイベントを「選択済」リストに移動します。

これにより、次に示すように、ポータル・イベントが公開イベントとしてportlet.xmlのポートレット定義に追加されます。


<portlet-app ...>
  <portlet id="locations">
    ...
    <supported-publishing-event>
      <qname xmlns:x="http://xmlns.oracle.com/portlet/EventSample">
        x:latLong
      <qname>
    </supported-publishing-event>
    ...
  </portlet>
  ...
  <event-definition id="latLong">
    <qname xmlns:x="http://xmlns.oracle.com/portlet/EventSample">
      x:latLong
    </qname>
    <value-type>portlet.LatLong</value-type>
  </event-definition>
  ...
 </portlet-app>


	
portlet.xmlファイルを保存します。

この時点で、このポートレット・イベントは、ポートレットのコード内で使用できるようになります。









59.3.6.4 例: ポートレット・イベント

次の例では、あるポートレットのアクションが同じページ上の別のポートレットに作用するために使用するポートレット・イベントの使用方法について説明しています。この例では、ある企業の様々なオフィスの地理的な場所を一覧表示する、部署の所在地ポートレットというポートレットを使用します。この例では、そのポートレットを別のポートレット(地図ポートレット)とリンクする方法を示します。地図ポートレットは、部署の所在地ポートレットで選択した場所のGoogleマップを表示します。

例59-6は、これら2つのポートレットを含むポートレット・プロデューサ・アプリケーションのportlet.xmlファイルの抜粋部分を示しています。ポートレット・プロデューサ・アプリケーションでは、これら2つのポートレットでサポートするポートレット・イベント(latLong)を定義します。イベントのペイロードは、1つの場所の緯度と経度をカプセル化するオブジェクトです。


例59-6 ポートレット・イベント定義


<event-definition id="latLong">
  <qname xmlns:x="http://xmlns.oracle.com/portlet/EventSample">x:latLong</qname>
  <value-type>portlet.LatLong</value-type>
</event-definition>




例59-7に、latLongイベントを公開イベントとして使用する部署の所在地ポートレットを示します。これは、特定の状況下でイベントを発生します。


例59-7 所在地ポートレットの公開イベント定義


<portlet id="locations">
  ...
  <supported-publishing-event>
    <qname xmlns:x="http://xmlns.oracle.com/portlet/EventSample">x:latLong<qname>
    </supported-publishing-event>
    ...
</portlet>




部署の所在地ポートレットでは、このポートレット内で場所が選択されたときに、processActionメソッドでlatLongイベントを発生します(例59-8)。さらに、そのイベントのペイロードに、選択された場所の緯度と経度を設定します。


例59-8 部署の所在地ポートレットのイベント処理


public void processAction(ActionRequest request, ActionResponse response)
    throws PortletException
  {
    String locationId = request.getParameter("locationId");
    Location location = getLocation(Integer.parseInt(locationId));

    if (location != null)
    {
      // QName matches the event declared as a supported-publishing-event in
      // portlet.xml for this portlet.

      // LatLong event used by the Map portlet.
      response.setEvent(new QName("http://xmlns.oracle.com/portlet/EventSample", "latLong"),
                        new LatLong(location.getLatitude(), location.getLongitude()));

    }
 }




例59-9に、もう一方のポートレット(地図ポートレット)を示します。このポートレットもlatLongイベントを使用しますが、こちらは処理イベントとして使用します。そのため、イベントをリスニングして、ページ上の別の場所でイベントが発生したときには特定のアクションを実行することになります。


図59-9 地図ポートレットの処理イベント定義


<portlet id="map">
  ...
  <supported-processing-event id="latLong">
    <qname xmlns:x="http://xmlns.oracle.com/portlet/EventSample">x:latLong</qname>
  </supported-processing-event>
  ...
</portlet>




地図ポートレットのprocessEventメソッドは、latLongイベントを受信し、このイベントのペイロードを使用してLAT_LONG_PARAMETERレンダリング・パラメータを設定します。このパラメータは、レンダリング時にGoogleマップに表示する場所を決定するために、ポートレットで使用されます(例59-10)。


例59-10 地図ポートレットのイベント処理


@Override
  public void processEvent(EventRequest request,
                           EventResponse response)
    throws PortletException, IOException
  {
    response.setRenderParameters(request);
 
    Event event = request.getEvent();
    if (event.getName().equals("latLong"))
    {
      response.setRenderParameter(LAT_LONG_PARAMETER, event.getValue().toString());
    }
  }







	
ヒント:

ここでは、部署の所在地ポートレットと地図ポートレットで使用されるイベントには同じ名前(latLong)が付けられています。地図ポートレットが別の名前(たとえば、geolocation)を使用してイベントをリスニングしている場合でも、次に示すように、portlet.xmlファイルでgeolocationイベントに別名を定義することで、これら2つのポートレットは自動的にリンクされるようになります。

<event-definition id="geolocation">  <qname xmlns:x="http://xmlns.oracle.com/portlet/Map">
    x:geolocation
  </qname>  <alias xmlns:x="http://xmlns.oracle.com/portlet/EventSample">
    x:latLong
  </alias>
  <value-type>portlet.LatLong</value-type>
</event-definition>


ただし、自動的なリンクが機能するには、この2つのイベントのペイロード・タイプを同じにする必要があることに注意してください。












	
注意:

ポートレット間でイベント・ペイロードを受け渡しするには、そのイベント・ペイロードからXMLペイロードに形式変換できる必要があります。これを可能にするには、次のいずれかの条件を満たしている必要があります。
	
ペイロードには、JAXBバインディングが必要です。たとえば、次に示すように、ポートレット・クラスにXmlRootElementアノテーションを追加します。


package portlet;

import java.io.Serializable;
import javax.xml.bind.annotation.XmlRootElement;

@XmlRootElement(namespace="http://xmlns.oracle.com/portlet/EventSample")
public class LatLong implements Serializable
{
  private final double _latitude;
  private final double _longitude;
...


	
allowEventPayloadsWithoutJAXBBindingsコンテナ・ランタイム・オプションは、portlet.xmlでtrueに設定する必要があります。

詳細は、第59.3.4項「JSR 286ポートレットのランタイム環境をカスタマイズする方法」を参照してください。



















59.3.7 JSR 286ポートレットへのポートレット・プリファレンスの追加方法

ポートレット・プリファレンスを使用すると、エンド・ユーザーは、実行時にポートレットをパーソナライズまたはカスタマイズできるようになります。パーソナライズはこれらを実行するユーザーのみに表示され、他のユーザーには表示されません。カスタマイズは、ポートレットをパーソナライズしていないすべてのユーザーに表示されます。

デフォルトでは、JDeveloperのウィザードを使用してJSR 286ポートレットを作成すると、実行時にユーザーがポートレットのタイトルを変更できるポートレット・プリファレンスが作成されます。実行時にエンド・ユーザーがこれとは別の変更をポートレットに加えられるようにすために、追加のポートレット・プリファレンスを作成できます。追加のポートレット・リファレンスは、ポートレットの作成時に作成することも、ポートレットの作成後にportlet.xmlファイルを編集して作成することもできます。

次の手順では、ポートレットの作成後に、portlet.xmlファイルにポートレット・プリファレンスを追加する方法を説明します。ポートレットの作成時にポートレット・プリファレンスを追加する方法の詳細は、第59.2.1項「JSR 286 Javaポートレットの作成方法」を参照してください。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第59.3.7.1項「JSR 286ポートレットへのポートレット・プリファレンスの追加」


	
第59.3.7.2項「例: ポートレットの単純なパーソナライズ」






59.3.7.1 JSR 286ポートレットへのポートレット・プリファレンスの追加

ポートレットの動作またはコンテンツを、実行時にユーザーが変更できるようにするには、ユーザーが変更できるようにするポートレットの属性に応じたポートレット・プリファレンスを作成する必要があります。

ポートレット・プリファレンスをポートレットに追加するには:

	
portlet.xmlファイルの概要エディタを開きます。

詳細は、第59.3.1項「ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルの編集方法」を参照してください。


	
「ポートレット」タブをクリックして、ポートレット・プリファレンスを追加するポートレットを選択します。


	
「詳細」タブをクリックします。

「プリファレンス」パネルには、そのポートレットに存在する既存のポートレット・プリファレンス(たとえば、portletTitleプリファレンス)がリストされます。


	
「追加」アイコンをクリックして、新しいポートレット・プリファレンスを作成します。


	
「名前」フィールドに、プリファレンスの名前を入力します。

この名前は、ポートレット内で一意である必要があります。


	
「値」フィールドに、プリファレンスの1つ以上のデフォルト値を入力します。

複数入力するときはカンマで区切ります。


	
「読取り専用」を選択すると、そのプリファレンス値はユーザーが変更できなくなります。

ポートレット・プリファレンスは、次に示すように、portlet.xmlファイルのアプリケーション定義セクションに追加されます。


<portlet-app ...>
  <portlet>...</portlet>
  <portlet>...</portlet>
  ...
  <portlet-preference>
    <name>portletTitle</name>
  </portlet-preference>
  <portlet-preference>
    <name>myPreference</name>
    <value>7</value>
  </portlet-preference>
  ...
</portlet-app>


	
portlet.xmlファイルを保存します。

この時点で、このプリファレンスは、getPreferenceメソッドを使用することで、ポートレットのコード内で使用できるようになります。




	
ヒント:

プリファレンスを翻訳可能にするには、リソース・バンドル・クラスに適切なキーと値のペアを追加する必要があります。















59.3.7.2 例: ポートレットの単純なパーソナライズ

次の例では、ポートレットでの単純なパーソナライズを有効にする方法の手順を示します。

単純なパーソナライズをポートレットに追加するには:

	
JDeveloperで、ポートレット・プロデューサ・アプリケーションを作成します。このとき、デフォルト値をそのまま使用します。


	
JSR 286ポートレットを作成します。このとき、デフォルト値をそのまま使用します。


	
アプリケーション・ナビゲータで、「ポートレット」プロジェクトを開きます。


	
portlet.xmlを右クリックして、「開く」を選択します。


	
「ポートレット」タブをクリックして、portlet1を選択します。


	
「詳細」タブをクリックします。


	
「追加」アイコンをクリックして、新しいポートレット・プリファレンスを作成します。


	
「名前」フィールドに、portletContentと入力します。


	
アプリケーション・ナビゲータで、view.jspを右クリックして、「開く」を選択します。


	
ビジュアル・エディタで、「ソース」タブをクリックして、例59-11の太字で示したコードを追加して、portletContentポートレット・プリファレンスが表示されるようにします。


例59-11 view.jspのサンプル・コード


<%@ page contentType="text/html"
    import="javax.portlet.*,java.util.*,Portlets.Portlet1,
    Portlets.resource.Portlet1Bundle"%>
<%@ taglib uri="http://java.sun.com/portlet" prefix="portlet"%>

<portlet:defineObjects/>
<%
String[] str = {"Portlet Content"};
PortletPreferences prefs = renderRequest.getPreferences();
str = prefs.getValues("portletContent",str);
for (int i=0; i<str.length; i++)
{
%><%=(i<str.length-1)?str[i]+", ":str[i]%><%}%> 




	
アプリケーション・ナビゲータで、edit.jspを右クリックして、「開く」を選択します。

このJSPは、フォーム・フィールド、フォーム入力フィールドおよび2つのフォーム・ボタン・フィールドで構成されています。


	
ビジュアル・エディタで、「ソース」タブをクリックして、例59-12の太字で示したコードを追加して、ユーザーがportletContentカスタマイズ・プリファレンスの値を入力するフォーム・フィールドを実装します。


例59-12 edit.jspのサンプル・コード


<%@ page contentType = "text/html; charset=windows-1252"
         pageEncoding = "windows-1252"
         import = "javax.portlet.*, java.util.*,
Portletenhance.Portletenhance,
Portletenhance.resource.PortletenhanceBundle"%>
@ <%@ taglib uri = "http://java.sun.com/portlet" prefix="portlet"%>
<portlet:defineObjects/>
<%
    PortletPreferences prefs = renderRequest.getPreferences();
    ResourceBundle res =
        portletConfig.getResourceBundle(renderRequest.getLocale());
%>
<form action="<portlet:actionURL/>" method="POST">
  <table border="0">
    <tr>
      <td width="20%">
        <p class="portlet-form-field" align="right">
          <%=  res.getString(PortletenhanceBundle.PORTLETCONTENT) %>
        </p>
      </td>
      <td width="80%">
        <input class="portlet-form-input-field"
               type="TEXT"
               name="<%= Portletenhance.PORTLETCONTENT_KEY %>"
               value="<%= Portletenhance.buildValue(prefs,
Portletenhance.PORTLETCONTENT_KEY) %>"
               size="20">
      </td>
    </tr>    <tr>
      <td width="20%">
        <p class="portlet-form-field" align="right">
          <%=  res.getString(PortletenhanceBundle.PORTLETTITLE) %>
        </p>
      </td>
      <td width="80%">
        <input class="portlet-form-input-field"
               type="TEXT"
               name="<%= Portletenhance.PORTLETTITLE_KEY %>"
               value="<%= prefs.getValue(Portletenhance.PORTLETTITLE_KEY,
res.getString("javax.portlet.title")) %>"
               size="20">
      </td>
    </tr>
    <%
    String[] str = {"Portlet Content"};
    str = prefs.getValues("portletContent",str);
%>
<tr><td width="20%">
<p class="portlet-form-field" align="right">
Content
</p>
</td><td width="80%">
<textarea rows="10" cols="60" class="portlet-form-input-field"
  name="portletContent"><%
for (int i=0; i<str.length; i++)
{%><%= (i<str.length-1) ? str[i]+", " : str[i] %><%}%>
</textarea>
</td></tr>
    <tr>
      <td colspan="2" align="center">
        <input class="portlet-form-button" type="submit"
                                            
name="<%=Portletenhance.OK_ACTION%>"
                                            
value="<%=res.getString(PortletenhanceBundle.OK_LABEL)%>">
        <input class="portlet-form-button" type="submit"
                                            
name="<%=Portletenhance.APPLY_ACTION%>"
                                            
value="<%=res.getString(PortletenhanceBundle.APPLY_LABEL)%>">
      </td>
    </tr>
  </table>
</form>




	
アプリケーション・ナビゲータで、Portlet1.javaを右クリックして、「開く」を選択します。


	
ビジュアル・エディタで、「ソース」タブをクリックして、次に示す2行のコード(太字で示しています)をprocessActionメソッドに追加します。


// Save the preferences.
PortletPreferences prefs = request.getPreferences();
String param = request.getParameter(PORTLETTITLE_KEY);
prefs.setValues(PORTLETTITLE_KEY, buildValueArray(param));
String contentParam = request.getParameter("portletContent");
if (contentParam != null)
{
  prefs.setValues("portletContent", buildValueArray(contentParam));
}
prefs.store();


このポートレットをページで使用できるようにすると、ユーザーがパーソナライズできるようなります。編集モードのポートレットには、「Portlet Content」フィールドが表示されます。ユーザーは、このフィールドにテキストを入力できます。入力されたテキストは、ポートレットのコンテンツとして表示されます。











59.3.8 JSR 286ポートレットでのポートレット・フィルタの使用方法

ポートレット・フィルタは、実行時にポートレットのコンテンツを変更できるようにするJSR 286の機能です。ポートレット・フィルタは、ポートレット・リクエストおよびポートレット・レスポンスのコンテンツを変換できる、再利用可能なJavaコンポーネントです。一般に、フィルタはポートレットのように応答を作成したり、リクエストに反応したりすることはありません。そのかわりに、リクエストおよびレスポンスを変更または変換します。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第59.3.8.1項「アプリケーションへのポートレット・フィルタの追加」


	
第59.3.8.2項「ポートレットへのポートレット・フィルタの適用」




ポートレット・フィルタの詳細と実装方法は、次の場所にあるJSR 286の仕様を参照してください。

http://jcp.org/en/jsr/detail?id=286



59.3.8.1 アプリケーションへのポートレット・フィルタの追加

ポートレットでポートレット・フィルタを使用できるようにするには、最初に、そのフィルタをアプリケーション内で定義しておく必要があります。

ポートレット・フィルタをアプリケーションに追加するには:

	
portlet.xmlファイルの概要エディタを開きます。

詳細は、第59.3.1項「ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルの編集方法」を参照してください。


	
「Filters」タブをクリックします。


	
「追加」アイコンをクリックして、新しいポートレット・フィルタを作成します。


	
「ポートレット・フィルタの作成」ダイアログでは、新しいポートレット・フィルタを作成することも、以前に作成したポートレット・フィルタを選択することもできます。

	
新しいポートレット・フィルタを作成するには:

	
「新規ポートレット・フィルタ」を選択します。


	
「名前」フィールドに、ポートレット・フィルタの名前を入力します。

この名前はアプリケーション内で一意にする必要があります。また、文字、数字およびアンダースコアのみを使用する必要があります。


	
「パッケージ」フィールドに、新しいフィルタ・クラスを格納するパッケージを入力します。または、そのパッケージを参照します。


	
1つ以上の「ライフサイクル・フェーズ」チェック・ボックスを選択して、このフィルタ・クラスが実装するjavax.portlet.filterインタフェースを指定します。

アクション - このフィルタ・クラスはActionFilterインタフェースを実装します

イベント - このフィルタ・クラスは、EventFilterインタフェースを実装します。

レンダリング - このフィルタ・クラスは、RenderFilterインタフェースを実装します。

リソース - このフィルタ・クラスは、ResourceFilterインタフェースを実装します。




	
ヒント:

「ポートレット・フィルタの作成」ダイアログを使用して新しいフィルタ・クラスを作成するときには、そのフィルタ・クラスに実装するフィルタ・インタフェースを指定できます。フィルタ・クラス作成した後では、概要エディタ使用してフィルタ・インタフェースを追加または削除できなくなります。そのかわりに、フィルタ・クラスのソースを直接編集して、インタフェースと、そのインタフェースに定義されたdoFilterメソッドを手動で追加または削除することが必要になります。











	
既存のポートレット・フィルタを選択するには:

	
「既存のクラスから選択」を選択します。


	
フィルタ・クラスを入力または参照します。








	
「OK」をクリックします。


	
「表示名」フィールドに、ポートレット・フィルタのわかりやすい名前を入力します。


	
「説明」フィールドに、ポートレット・フィルタの説明を入力します。


	
「初期化パラメータ」パネルでは、フィルタ・クラスのinit()メソッドに値を渡すための初期化パラメータを指定できます。

	
「追加」アイコンをクリックして、ポートレット・フィルタの初期化パラメータを指定します。


	
「名前」フィールドに、初期化パラメータの名前を入力します。


	
「値」フィールドに、初期化パラメータに渡す値を入力します。


	
「説明」フィールドに、初期化パラメータの説明を入力します。




ポートレット・フィルタは、次に示すように、portlet.xmlファイルのアプリケーション定義セクションに追加されます。


<portlet-app ...>
  <portlet>...</portlet>
  <portlet>...</portlet>
  ...
  <filter>
    <display-name>Test Filter</display-name>
    <filter-name>filter_1</filter-name>
    <filter-class>javaportlets.MyFilter</filter-class>
    <lifecycle>ACTION_PHASE</lifecycle>
    <lifecycle>RENDER_PHASE</lifecycle>
  </filter>
  ...
</portlet-app>


	
portlet.xmlファイルを保存します。









59.3.8.2 ポートレットへのポートレット・フィルタの適用

アプリケーションでポートレット・フィルタを定義しておくと、そのフィルタをアプリケーション内の1つ以上のポートレットに適用できるようになります。また、ポートレット・フィルタがポートレットに適用される順序を指定することもできます。

ポートレットにポートレット・フィルタを適用するには:

	
portlet.xmlファイルの概要エディタを開きます。

詳細は、第59.3.1項「ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルの編集方法」を参照してください。


	
「フィルタ・マッピング」タブをクリックします。


	
「追加」アイコンをクリックして、フィルタ・マッピング表に新しい行を追加します。


	
「フィルタ名」ドロップダウン・リストから、ポートレットに適用するポートレット・フィルタを選択します。

このドロップダウン・リストには、portlet.xmlファイルで定義したすべてのポートレット・フィルタが移入されています。


	
「ポートレット名」ドロップダウン・リストから、ポートレット・フィルタを適用するポートレットを選択します。

このドロップダウン・リストには、portlet.xmlファイルで定義したすべてのポートレットが移入されています。

別の方法として、ワイルドカードを使用することで、複数のポートレットにポートレット・フィルタを適用できます。たとえば、*を入力すると、アプリケーション内のすべてのポートレットにポートレット・フィルタを適用できます。

フィルタ・マッピングは、次に示すように、portlet.xmlファイルのアプリケーション定義セクションに追加されます。


<portlet-app ...>
  <portlet>...</portlet>
  <portlet>...</portlet>
  ...
  <filter>
    <display-name>My Filter</display-name>
    <filter-name>myFilter</filter-name>
    <filter-class>javaportlets.MyFilter</filter-class>
    <lifecycle>ACTION_PHASE</lifecycle>
    <lifecycle>RENDER_PHASE</lifecycle>
  </filter>
  <filter-mapping>
    <filter-name>myFilter</filter-name>
    <portlet-name>myPortlet</portlet-name>
  </filter-mapping>
  ...
</portlet-app>


	
「一番上」、「上へ」、「下へ」、および「一番下」の各アイコンを使用して、portlet.xmlファイル内のポートレット・フィルタを並べ替えます。ポートレット・フィルタの順序により、ポートレットにフィルタが適用される順序が決定されます。




	
注意:

ポートレット・フィルタは、複数のポートレットにマッピングされている可能性があります。複数のポートレットが1つの(共有)フィルタにマップされているときに、フィルタの順序を不用意に変更すると、不必要な副作用が発生することがあります。たとえば、あるポートレットに適用されているフィルタの順序を変更すると、並べ替えた順序が、そのフィルタを共有する他のすべてのポートレットに適用されるようになります。








	
portlet.xmlファイルを保存します。











59.3.9 異なるページ間でのポートレット間通信の実装方法

通常、ポートレット間通信は同じページに表示されているポートレット間で行われます。ただし、次の例で示すように別のページのポートレットとの間で通信することも可能です。

異なるページ間でのポートレット間通信の実装方法

	
カスタム・データ・コントロールを作成し、メソッドを公開してポートレット間通信を起動するイベントを取得します。


public void handleEvent(Object payload) {    
    if(!(payload instanceof HashMap)){
            throw new IllegalArgumentException("Payload not a HashMap<String,String>.");
    }
        String p1 = "",p2 = "",p3 = "";
        HashMap map = (HashMap) payload;
        String[] pa1 = (String[])map.get("parameter1");
        String[] pa2 = (String[])map.get("parameter2");
        String[] pa3 = (String[])map.get("parameter3");
        if(pa1 != null)
            p1 = pa1[0];
        if(pa2 != null)
            p2 = pa2[0];
        if(pa3 != null)
            p3 = pa3[0];
        //Only forward when all 3 parameters have values
        if(!p1.equals("") && !p2.equals("") && !p3.equals("")){
            HashMap<String,String> paramMap = new HashMap<String,String>();
            paramMap.put("parameter1", p1);
            paramMap.put("parameter2", p2);
            paramMap.put("parameter3", p3);
            Map<String, Object> pageFlowScope = ADFContext.getCurrent().getPageFlowScope();
            pageFlowScope.put("paramMap", paramMap);
            //now the navigation
            FacesContext fctx = FacesContext.getCurrentInstance();
            Application application = fctx.getApplication();
            NavigationHandler navHandler = application.getNavigationHandler();
            navHandler.handleNavigation(fctx, null, "target");   
        }  
    }


	
このメソッドをページ・バインディングに追加して、そこからイベントを作成します。


<methodAction id="handleEvent" InstanceName="EventDataControl.dataProvider"
                  DataControl="EventDataControl" RequiresUpdateModel="true"
                  Action="invokeMethod" MethodName="handleEvent"
                  IsViewObjectMethod="false">
      <NamedData NDName="payload" NDType="java.lang.Object"/>
      <events xmlns="http://xmlns.oracle.com/adfm/contextualEvent">
        <event name="handleEvent"/>
      </events>
   </methodAction>


	
イベントをポートレット・イベントに関連付けます。これにより、ポートレットによってトリガーされたイベントのペイロードがカスタム・メソッドに確実に渡されます。


<eventMap xmlns="http://xmlns.oracle.com/adfm/contextualEvent">
    <event name="ParameterFormPortlet1_1_Event">
      <producer region="*">
        <consumer region="" handler="handleEvent" handleCondition="">
          <parameters>
            <parameter name="payload" value="#{payLoad}"/>
          </parameters>
        </consumer>
      </producer>
    </event>
  </eventMap>


	
2番目のポートレットを含むページのpageFlowScopeにペイロードを渡すためにHashMapを作成します。


HashMap<String,String> paramMap = new HashMap<String,String>();
 paramMap.put("parameter1", p1);
 paramMap.put("parameter2", p2);
 paramMap.put("parameter3", p3);            
 Map<String, Object> pageFlowScope = ADFContext.getCurrent().getPageFlowScope();
 pageFlowScope.put("paramMap", paramMap);


	
faces-config.xmlファイルにナビゲーション・ルールを定義し、ターゲット・ページにナビゲートします。


FacesContext fctx = FacesContext.getCurrentInstance();
 Application application = fctx.getApplication();
 NavigationHandler navHandler = application.getNavigationHandler();
 navHandler.handleNavigation(fctx, null, "target");


	
parameterMap属性を使用して、pageFlowScopeのパラメータをターゲット・ポートレット渡します。


<portlet id="ParameterDisplayPortlet1_1"
             portletInstance="/oracle/adf/portlet/PortletExample/ap/Ei2default_354ce3c1_013d_1000_8002_c0a83801a490"
            class="oracle.adf.model.portlet.binding.PortletBinding"
             retainPortletHeader="false"
             listenForAutoDeliveredPortletEvents="true"
             listenForAutoDeliveredParameterChanges="true"
             xmlns="http://xmlns.oracle.com/portlet/bindings"
             parameterMap="#{pageFlowScope.paramMap}">
      <events>
        <event eventType="ParametersChange"
               name="ParameterDisplayPortlet1_1_Event"/>
      </events>
    </portlet>







	
ヒント:

単一の汎用eventHandlerを作成して、ページ・テンプレートに追加することもできます。ページ・テンプレートのメソッド・バインディングを追加することで、これはすべてのページで使用できるようになります。パブリッシャにワイルドカードを使用することで、特定の名前ですべてのイベントをリッスンできるようにします。







詳細およびサンプル・アプリケーションのダウンロードは、次のブログ・エントリを参照してください。

http://www.ateam-oracle.com/inter-portlet-communication-between-pages/






59.3.10 キャッシュを使用してJSR 286ポートレットのパフォーマンスを向上する方法

ポートレットの基本機能の設定が完了した後は、ポートレットのパフォーマンスに注目する必要があります。

キャッシュは、高度な動的コンテンツを含むWebサイトのパフォーマンスの向上に使用される一般的な手法です。JSR 286ポートレットでは、有効期限ベースおよび有効化ベースのキャッシュがサポートされています。

キャッシュの詳細は、第57.4.5項「ポートレット・パフォーマンス」を参照してください。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第59.3.10.1項「JSR 286ポートレットの有効期限ベースのキャッシュの実装」


	
第59.3.10.2項「JSR 286ポートレットの検証ベースのキャッシュの実装」






59.3.10.1 JSR 286ポートレットの有効期限ベースのキャッシュの実装

JSR 286ポートレットの作成ウィザードを使用して、最初にポートレットを作成するときには、有効期限ベースのキャッシュの実装を選択できます。ただし、ポートレットの初期デプロイメント時には、ポートレットのキャッシュをオフにして、デプロイメント・サイクルの後半でポートレット・コンテンツが安定してきたときに、このキャッシュを実装することが望まれることがあります。さらに、有効期間の編集や、キャッシュ・スコープの変更が必要になることもあります。

有効期限ベースのキャッシュを実装するには:

	
portlet.xmlファイルの概要エディタを開きます。

詳細は、第59.3.1項「ポートレット・デプロイメント・ディスクリプタ・ファイルの編集方法」を参照してください。


	
「ポートレット」タブをクリックして、有効期限ベースのキャッシュを実装するポートレットを選択します。


	
「詳細」タブをクリックします。


	
「キャッシュ管理」パネルで、「キャッシュ・ポートレット」を選択します。




	
注意:

ポートレットのキャッシュを無効にするには、「キャッシュ・ポートレット」を選択解除します。これにより、キャッシュの有効期間が0に設定されます。これは、キャッシュされたコンテンツが常に有効期限切れになることを意味します。








	
「キャッシュ・スコープ」を選択します。

	
「パブリック」を選択すると、キャッシュされたコンテンツがユーザー全体で共有されます


	
「プライベート」を選択すると、キャッシュされたコンテンツはユーザー全体では共有されなくなります。





	
キャッシュの有効期間を指定します。

	
「キャッシュ・コンテンツ失効なし」を選択すると、キャッシュの有効期間が-1に設定されます。これは、キャッシュされたコンテンツが有効期限切れになることはなく、コンテンツが常にキャッシュから取得されることを意味します。このオプションは、ポートレット・コンテンツが変更される可能性のほとんどない静的コンテンツであると確信できるときに使用してください。このオプションを設定すると、次に示すコードがportlet.xmlファイルに追加されます。


<portlet>
  ...
  <expiration-cache>-1</expiration-cache>
  ...
</portlet>


	
「キャッシュ・コンテンツ有効期限」を選択すると、指定した秒数の経過後にキャッシュされたポートレット・コンテンツが有効期限切れになります。その横にあるフィールドに、有効期間(n)を秒単位で入力します。このオプションを設定すると、次に示すコードがportlet.xmlファイルに追加されます。


<portlet>
  ...
  <expiration-cache>n</expiration-cache>
  ...
</portlet>





	
portlet.xmlファイルを保存します。









59.3.10.2 JSR 286ポートレットの検証ベースのキャッシュの実装

検証ベースのキャッシュの実装は、初期ポートレットの作成後に、手動でコーディングする必要があります。

例59-13に、コンシューマが検証ベースのキャッシュを使用してマークアップをキャッシュするdoView()メソッドをGenericPortletに実装する一般的な方法を示します。この例では、有効期限ベースのキャッシュをプログラム的に(CacheControl.setExpirationTime()メソッドを使用して)定義する方法と、検証ベースのキャッシュとの併用でプロデューサの負荷をさらに削減する方法についても示しています。これは、serveResource()の場合にも同様に機能します。


例59-13 検証ベースのキャッシュを実装するJSR 286ポートレット


protected void doView (RenderRequest request, RenderResponse response)
  throws PortletException, IOException 
{
  CacheControl cacheControl = response.getCacheControl();
  String eTag = request.getETag();
  if (isMarkupStillValid(eTag)) 
  { 
    // Wait 30 seconds before checking ETag again
    cacheControl.setExpirationTime(30);  
 
    // Tell consumer to use its cached content
    cacheControl.setUseCachedContent(true);
    return;
  }
    
  // ETag not valid so set a new one ...

  // Define a new ETag
  cacheControl.setETag(generateETag(...));

  // Wait 60 seconds before checking ETag again
  cacheControl.setExpirationTime(60);
 
  // ... and generate fresh portlet markup
  createMarkup(request, response);
}
 
private boolean isMarkupStillValid(String eTag)
{
  if (eTag == null)
  {
    return false; // No ETag was supplied
  }
 
  // Perform portlet specific checks for the consumer's cached 
  // copy of the markup still being valid based on the given ETag
  ...
}
 
private String generateETag(...)
{
  // Portlet specific code to generate an ETag, for example, a hash 
  // of the data on which the portlet's markup is based
  ...
  
  return eTag;
}




JSR 286ポートレットの検証ベースのキャッシュの詳細は、次の場所にあるJSR 286の仕様を参照してください。

http://jcp.org/en/jsr/detail?id=286








59.3.11 リソース・プロキシに対して書きなおされたURLの実装

リソース・プロキシは、WSRPでリソースを取得する標準的な方法です。ポートレット内でのURLの問題を回避するには、指定したリソース内のURLをすべて書きなおすためのフラグを設定できます。たとえば、URLを含むHTMLのフラグメントがある場合、WSRPリソース・プロキシを考慮に入れてURLをリライトするために、このフラグを設定できます。

URLのリライトが必要なことを示すには、PortletRequest属性のoracle.portlet.server.resourceRequiresRewritingをtrueに設定します。たとえば、例59-14に示すようなコードを含めると、エンコードするURLにリソース・プロキシが使用されるようになります。このコードはメソッド内にカプセル化して、このコードがURLごとに繰り返されないようにします。


例59-14 WSRP用のリソース・プロキシ


request.setAttribute("oracle.portlet.server.resourceRequiresRewriting", 
     Boolean.TRUE); 
String url = response.encodeURL(pathToResourceForRewriting); 
request.removeAttribute("oracle.portlet.server.resourceRequiresRewriting");




oracle.portlet.server.resourceRequiresRewritingを具体的に設定していないと、falseにデフォルト設定され、URLはリライトされなくなります。この属性をtrueに設定することで、この機能を明示的にアクティブにする必要があります。

defaultProxiedResourceRequiresWsrpRewriteコンテナ・ランタイム・オプションを使用すると、デフォルトのWSRP requiresRewriteフラグを使用するように指定できます。このコンテナ・ランタイム・オプションで指定したオプション(デフォルトの設定はtrue)は、リクエスト属性でオーバーライドされていない場合に使用されます。詳細は、「com.oracle.portlet.defaultProxiedResourceRequiresWsrpRewrite」を参照してください。






59.3.12 ステートレス・リソース・プロキシの実装方法

リライトの必要がないプロトコル・リソースがある場合は、ステートレス・リソース・プロキシを使用できます。ステートレス・リソース・プロキシでは、ブラウザに返されるURLに、ポートレットIDなどのコンテキスト情報が必要なくなります。これにより、該当するリソースに対するキャッシュ・ヒット率が向上します。ステートレス・リソース・プロキシは、静的なJavaScriptファイルや静的なイメージなどの機能に有用なことがわかります。

ステートレス・プロキシが必要なことを示すには、PortletRequest属性のoracle.portlet.server.useStatelessProxyingをtrueに設定します。たとえば、例59-15に示すようなコードを含めると、エンコードするURLにステートレス・プロキシが使用されるようになります。このコードはメソッド内にカプセル化して、このコードがURLごとに繰り返されないようにします。


例59-15 ステートレス・リソース・プロキシ


request.setAttribute("oracle.portlet.server.useStatelessProxying", Boolean.TRUE);
String url = response.encodeURL(pathToResource);
request.removeAttribute("oracle.portlet.server.useStatelessProxying");




oracle.portlet.server.useStatelessProxyingを具体的に設定していないと、falseにデフォルト設定されます。この属性をtrueに設定することで、この機能を明示的にアクティブにする必要があります。






59.3.13 JSR 286ポートレット用のセキュリティの実装方法

WSRPプロデューサ側とクライアント側でセキュリティを構成することで、WSRPプロデューサにデプロイされたJSR 286ポートレットを保護できます。WSRPプロデューサを使用したJSR 286ポートレットのセキュリティ保護方法の詳細は、第74.17項「WS-Securityを使用したWSRPプロデューサを介するアイデンティティ伝播の保護」を参照してください。






59.3.14 JSR 286ポートレット用の永続ストアの管理方法

ポートレット永続ストアは、コンシューマ登録ハンドルおよびポートレット・プリファレンス・データを永続的に保持するために使用されます。ポートレット・プロデューサは、3種類の永続ストアのうちの1つを使用できます。

	
Consumer - プロデューサのメタデータをコンシューマ・アプリケーションに関連付けます。このオプションをお薦めします。


	
Database - リレーショナル・データベースを使用してデータを永続化します。これは、主に後方互換性を維持することを目的としていますが、大量のカスタマイズが見込まれる場合には有効です。


	
File - ファイル・システムを使用してデータを永続化します。これは後方互換性の目的で提供されています。本番環境ではファイル・ベースの永続ストアは使用しないでください。この永続ストアでは、多層化環境や高可用性環境がサポートされません。ただし、ファイル・ベースの永続ストアを使用しながら、統合WLSを使用してアプリケーションをテストすることが必要になる場合があります。




詳細は、第57.4.4項「ポートレットのパーソナライズとカスタマイズ」を参照してください。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第59.3.14.1項「WSRPプロデューサ用の永続ストアのセットアップ」


	
第59.3.14.2項「WSRPプロデューサの永続ストアの移行」


	
第59.3.14.3項「データベース永続化ストアに対するJavaオブジェクト・キャッシュのアクセスの有効化」






59.3.14.1 WSRPプロデューサ用の永続ストアのセットアップ

WSRPポートレット・プロデューサでは、JNDI変数(persistentStore)を使用して、どのタイプの永続ストアを使用するかを判断します。アプリケーション内で最初のポートレットを作成するときには、この変数はデフォルトでConsumerに設定されています。この変数の値は、ポートレット・プロデューサ・アプリケーションのweb.xmlファイルで変更できます。




	
注意:

すでに別のポートレットが含まれているアプリケーションにポートレットを作成すると、既存の永続ストアの設定が維持されます。







ファイル永続ストアを使用する場合は、その永続ストアに使用するルート・ディレクトリへのパスを指定するために、JNDI変数のfileStoreRootも使用します。

表59-2に、WSRPプロデューサの永続ストアを指定するために使用するJNDI変数の一覧と説明を示します。


表59-2 WSRPプロデューサ・データベース・プリファレンス・ストア関連のJNDI変数

	変数名	変数値	説明
	
oracle/portal/wsrp/server/persistentStore

	
Database

File

Consumer

	
ポートレット・プロデューサ・アプリケーションのコンシューマ登録ハンドルとポートレット・プリファレンスを永続化するために使用する、データ・ストア(ファイル、データベース、またはコンシューマ)を指定します。


	
oracle/portal/wsrp/server/fileStoreRoot

	
portletdata

	
ファイル・プリファレンス・ストアで使用されるルート・ディレクトリのパスを定義します。

絶対パスは、ファイル・システム・ルートを基準として解釈されます。相対パスは、WC_ORACLE_HOME/portalディレクトリを基準として解釈されます。

同じWebLogic Server内で実行されているすべてのプロデューサは、この変数に同じパスを使用する必要があります。このようにしていないと、一部のポートレットでPortlet unavailableエラーが発生します。








WSRPポートレット・プロデューサの永続ストアをセットアップするには:

	
JDeveloperで、永続ストアをセットアップするポートレット・プロデューサ・アプリケーションを開きます。


	
ポートレット・プロジェクト(「ポートレット」など)を開きます。


	
「Webコンテンツ」ノード、「WEB-INF」ノードの順に開きます。


	
web.xmlを右クリックして、「開く」を開きます。


	
「ソース」タブをクリックします。


	
データベース永続ストアを指定する場合は、次のコードを追加します。


<env-entry>
  <env-entry-name>oracle/portal/wsrp/server/persistentStore</env-entry-name>
  <env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
  <env-entry-value>Database</env-entry-value>
</env-entry>


ファイルベース永続ストアを指定する場合は、次のコードを追加します。


<env-entry>
  <env-entry-name>oracle/portal/wsrp/server/persistentStore</env-entry-name>
  <env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
  <env-entry-value>File</env-entry-value>
</env-entry>
<env-entry>
  <env-entry-name>oracle/portal/wsrp/server/fileStoreRoot</env-entry-name>
  <env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
  <env-entry-value>myPrefStore</env-entry-value>
</env-entry>


コンシューマ永続ストアを指定する場合は、次のコードを追加します。


<env-entry>
  <env-entry-name>oracle/portal/wsrp/server/persistentStore</env-entry-name>
  <env-entry-type>java.lang.String</env-entry-type>
  <env-entry-value>Consumer</env-entry-value>
</env-entry>


	
web.xmlファイルを保存します。


	
WebLogic Serverを再起動します。









59.3.14.2 WSRPプロデューサの永続ストアの移行

たとえば、テスト環境から本番環境に移動するときに、ポートレット・プロデューサで使用する永続ストアのタイプを変更する必要がある場合は、既存のデータを元の永続ストアから新しい永続ストアに移行できます。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第59.3.14.2.1項「データベースまたはファイルベースの永続ストアの移行」


	
第59.3.14.2.2項「コンシューマ永続ストアの移行」


	
第59.3.14.2.3項「WSRPポートレット・プロデューサの移動」






59.3.14.2.1 データベースまたはファイルベースの永続ストアの移行

WSRPポートレット・プロデューサの永続ストア移行ユーティリティ(PersistenceMigrationTool)を使用すると、データベース永続ストアとファイルベース永続ストアとの間で既存のデータを移行できます(たとえば、テストで使用していたファイルベース永続ストアから、本番環境のデータベース永続ストアへの移行)。また、このユーティリティを使用して、アップグレード中のユーザーは、既存のロケール固有のポートレット・プリファレンス・データが最新のJSPリリースと互換性のある名前形式を使用していることを確認できます。さらに、このユーティリティは、移行元と移行先のストアが同じタイプになる移行にも使用できるため、データベース間でのデータの移行も可能です。




	
注意:

PersistenceMigrationToolユーティリティを実行するときには、クラスパスで次のライブラリを参照する必要があります。
	
wcs-producer-spi.jar


	
portlet-utils.jar


	
portlet-producer-container-common.jar


	
portlet-producer-container-persistence.jar


	
oracle-portlet-api.jar


	
wsrp-container.jar


	
oracle-portlet-tags.jar


	
ojdbc6.jar




クラスパスで参照されるojdbc6.jarライブラリは、データベースで使用されるライブラリと同じにする必要があります。









データベースまたはファイルベースの永続ストアを移行するには:

	
次に示すように、適切なライブラリがクラスパスで参照されていることを確認します。


./java  -classpath
ORACLE_COMMON_HOME/webcenter/modules/com.bea.wsrp_10.3.2.0/system/wcs-producer-spi.jar:
ORACLE_COMMON_HOME/webcenter/modules/oracle.portlet.server_11.1.1/portlet-utils.jar:
ORACLE_COMMON_HOME/webcenter/modules/oracle.webcenter.framework_11.1.1/portlet-producer-container-common.jar:
ORACLE_COMMON_HOME/webcenter/modules/oracle.webcenter.framework_11.1.1/portlet-producer-container-persistence.jar:
WC_ORACLE_HOME/webcenter/modules/oracle.portlet.server_11.1.1/oracle-portlet-api.jar:
WC_ORACLE_HOME/webcenter/modules/oracle.portlet.server_11.1.1/wsrp-container.jar:
WC_ORACLE_HOME/webcenter/modules/oracle.portlet.server_11.1.1/oracle-portlet-tags.jar:
DB_ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar


	
次の構文を使用して、PersistenceMigrationToolを実行します。


java oracle.portlet.server.containerimpl.PersistenceMigrationTool
-sourceType [file | db]
-destType [file | db]
{-sourcePath [dir | 
 -sourceUsername username -sourcePassword password -sourceDatabase db
 -sourceDriver srcDriver]}
{-destPath [dir | destUsername username -destPassword password -destDatabase db
 -destDriver dstDriver]}
[-debug]


ここで:

	
sourceTypeは、移行元ストアがファイル(file)またはデータベース(db)のどちらにあるかを指定します。ソース・ストアと宛先ストアを同じタイプにすることができます。したがって、1つのデータベースからもう1つのデータベース、あるいは1つのファイル・システムからもう1つのファイル・システムへの移行が可能です。


	
destTypeは、移行先ストアがファイル(file)またはデータベース(db)のどちらにあるかを指定します。ソース・ストアと宛先ストアを同じタイプにすることができます。したがって、1つのデータベースからもう1つのデータベース、あるいは1つのファイル・システムからもう1つのファイル・システムへの移行が可能です。


	
sourcePathは、ファイルベース永続ストアの場所です。この引数は、sourceTypeがfileの場合に必要です。


	
sourceUsernameは、永続ストア・データベースのデータベース・ユーザー名です。この引数は、sourceTypeがdbの場合に必要です。


	
sourcePasswordは、永続ストア・データベースのデータベース・パスワードです。この引数は、sourceTypeがdbの場合に必要です。


	
sourceDatabaseは、永続ストア・データベースの名前です。この引数は、sourceTypeがdbの場合に必要です。


	
sourceDriverは、使用するデータベース・ドライバの名前です。たとえば、SQL Serverデータベースの場合、データベース・ドライバはcom.microsoft.sqlserver.jdbc.SQLServerDriverになります。この引数の値を省略すると、移行ツールは、sourceDatabase引数から使用する適切なドライバの判断を試みます。


	
destPathは、ファイルベース永続ストアの場所です。この引数は、destTypeがfileの場合に必要です。


	
destUsernameは、永続ストア・データベースのデータベース・ユーザー名です。この引数は、destTypeがdbの場合に必要です。


	
destPasswordは、永続ストア・データベースのデータベース・パスワードです。この引数は、destTypeがdbの場合に必要です。


	
destDatabaseは、永続ストア・データベースの名前です。この引数は、destTypeがdbの場合に必要です。


	
destDriverは、使用するデータベース・ドライバの名前です。たとえば、SQL Serverデータベースの場合、データベース・ドライバはcom.microsoft.sqlserver.jdbc.SQLServerDriverになります。この引数の値を省略すると、移行ツールは、destDatabase引数から使用する適切なドライバの判断を試みます。


	
debugは、標準出力による完全ロギングをオンにします。これによりユーザーは、ツール実行時に発生する問題を診断できます。







例59-16に、PersistenceMigrationToolユーティリティの実行例を示します。この例では、ファイル・ストアのプリファレンスがデータベース・ストアにコピーされます。


例59-16 PersistenceMigrationToolユーティリティの実行


./java  -classpath
ORACLE_COMMON_HOME/webcenter/modules/com.bea.wsrp_10.3.2.0/system/wcs-producer-spi.jar:
ORACLE_COMMON_HOME/webcenter/modules/oracle.portlet.server_11.1.1/portlet-utils.jar:
ORACLE_COMMON_HOME/webcenter/modules/oracle.webcenter.framework_11.1.1/portlet-producer-container-common.jar:
ORACLE_COMMON_HOME/webcenter/modules/oracle.webcenter.framework_11.1.1/portlet-producer-container-persistence.jar:
WC_ORACLE_HOME/webcenter/modules/oracle.portlet.server_11.1.1/oracle-portlet-api.jar:
WC_ORACLE_HOME/webcenter/modules/oracle.portlet.server_11.1.1/wsrp-container.jar:
WC_ORACLE_HOME/webcenter/modules/oracle.portlet.server_11.1.1/oracle-portlet-tags.jar:
DB_ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc6.jar
oracle.portlet.server.containerimpl.PersistenceMigrationTool
-sourceType file \
-sourcePath /data/prefs
-destType db \
-destUsername scott \
-destPassword tiger \
-destDatabase abc.mycompany.com:1521:yourdatabase \




ここで:

	
ORACLE_COMMON_HOMEは、Oracle共通ホームです


	
WC_ORACLE_HOMEは、WebCenter Portal Oracleホームです


	
DB_ORACLE_HOMEは、データベースのOracleホームです(WebCenter Portal Oracleホームと同じマシン上にある場合)。データベースのOracleホームが別のマシンにある場合は、DB_ORACLE_HOME/jdbc/libディレクトリを、WebCenter Portal Oracleホームの一時ディレクトリにコピーします。クラスパスでは、この一時ディレクトリのojdbc6.jarライブラリを参照する必要があります。









59.3.14.2.2 コンシューマ永続ストアの移行

コンシューマ永続ストア間の移行には、永続ストア移行ユーティリティを使用できません。コンシューマ永続ストア間の移行には、データをコンシューマのあるプロデューサからエクスポートして別のプロデューサにインポートする必要があります。

コンシューマ永続ストアを移行するには:

	
プロデューサ・メタデータをコンシューマ・アプリケーションからEARファイルにエクスポートします。

これは、カスタマイズ・データなどを取得するために、リモート・プロデューサに接続します。これに使用できるツールは次のとおりです。

	
JDeveloper: 第59.3.15.1項「設計時のポートレット・プロデューサのエクスポート」を参照してください。


	
WLST: 『Oracle WebCenter Portalの管理』のデータを移行するためのPortal Frameworkアプリケーションのエクスポートとインポートに関する項を参照してください。





	
プロデューサの接続を別のプロデューサに再マップするか(すべての永続ストア・タイプの使用が可能)、現在のプロデューサのプリファレンス・ストア構成を変更します。

プロデューサ接続の再マップについては、第63.3.1項「ポートレット・プロデューサ登録設定の編集方法」を参照してください。


	
エクスポート済のEARファイルから再度コンシューマ・アプリケーションにインポートします。これにより、関連するメタデータがプロデューサに再度送信され、構成済の永続ストアに格納されます。









59.3.14.2.3 WSRPポートレット・プロデューサの移動

ポートレット・プロデューサを別のサーバーに移動したときには、そのプロデューサの永続ストアも移動する必要があります。

新しいプロデューサをインストールした後で、次に示すように永続ストアを移動します。

	
コンシューマ永続ストア - データはコンシューマに保存されるため、永続ストアを移動するための要件はありません。


	
データベース永続ストア: 次のいずれかを実行します。

	
WebLogic Serverのデータ・ソースが元のプロデューサと同じデータベースを参照するように、新しいプロデューサを構成します。


	
永続ストア移行ユーティリティを使用して、永続ストアを移行します(詳細は、第59.3.14.2項「WSRPプロデューサの永続ストアの移行」を参照)。





	
ファイル永続ストア: 次のいずれかを実行します。

	
元のプロデューサと同じファイル・システムの場所を参照するように、新しいプロデューサを構成します。


	
永続ストア移行ユーティリティを使用して、永続ストアを移行します(詳細は、第59.3.14.2項「WSRPプロデューサの永続ストアの移行」を参照)。







最後に、Enterprise Manager Fusion Middleware ControlまたはWLSTのコマンド(setWSRPProducerRegistrationまたはsetPDKJavaProducerRegistration)を使用して、プロデューサ登録のURLを更新します。








59.3.14.3 データベース永続化ストアに対するJavaオブジェクト・キャッシュのアクセスの有効化

永続ストアのパフォーマンスを向上させるために、永続ストアへのアクセスにJavaオブジェクト・キャッシュを使用できます。これにより、リクエストのたびに永続ストアにアクセスする必要がなくなります。永続ストアに対するJavaオブジェクト・キャッシュを有効にするには、JNDI変数のenableJavaObjectCacheを使用します。

永続ストアのアクセスにJavaオブジェクト・キャッシュを有効化するには:

	
JDeveloperで、永続ストアをセットアップするポートレット・プロデューサ・アプリケーションを開きます。


	
ポートレット・プロジェクト(「ポートレット」など)を開きます。


	
「Webコンテンツ」ノード、「WEB-INF」ノードの順に開きます。


	
web.xmlを右クリックして、「開く」を開きます。


	
「ソース」タブをクリックします。


	
次のコードを追加します。


<env-entry>
  <env-entry-name>
    oracle/portal/wsrp/server/enableJavaObjectCache
  </env-entry-name>
  <env-entry-type>java.lang.Boolean</env-entry-type>
  <env-entry-value>true</env-entry-value>
</env-entry>


	
web.xmlファイルを保存します。











59.3.15 設計時にポートレット・プロデューサをエクスポートおよびインポートする方法

設計時にポートレット・プロデューサをエクスポートおよびインポートできます。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第59.3.15.1項「設計時のポートレット・プロデューサのエクスポート」


	
第59.3.15.2項「設計時のポートレット・プロデューサのインポート」






59.3.15.1 設計時のポートレット・プロデューサのエクスポート

デプロイメント用にアプリケーションをパッケージ化するときには、プロデューサのデータをMARファイルに含めるために、そのアプリケーションが参照するポートレット・プロデューサに接続します。実行されていないプロデューサがあると、それらのプロデューサに接続できなくなり、そのデータは含まれなくなります。

そのかわりに、設計時にプロデューサ・データのエクスポート・アーカイブを作成すると、プロデューサが実行されていることを確認できるため、すべてのプロデューサ・データ(リモートのカスタマイズやクライアント側のメタデータを含む)を取得できるようになります。このエクスポート・アーカイブは、デプロイメント時にWebCenter Portal Frameworkで使用できるため、リモートのプロデューサに接続する必要がなくなります。

設計時にポートレット・プロデューサをエクスポートするには:

	
WC_ORACLE_HOME/jdeveloper/jdev/bin/jdev.confファイルを編集して、次のJVMフラグを設定します。


AddVMOption  -Doracle.webcenter.portlet.dt.disableRemoteExport=true


このフラグを設定することで、デプロイメント用にアプリケーションをパッケージ化するときに、次に示す手順で作成したエクスポート・アーカイブがMARファイルに確実に含まれるようになります。これにより、プロデューサ・データを取得するためにリモートのプロデューサに接続することはなくなります。


	
JDeveloperを再起動して、新しい設定を適用します。


	
エクスポートするプロデューサを利用しているアプリケーションを開きます。


	
メニューから、「アプリケーション」、「ポートレット・プロデューサのエクスポート」の順に選択します。

このメニュー・オプションは、現在のアプリケーションにプロデューサが含まれている場合にのみ表示されます。


	
「ポートレット・プロデューサのエクスポート」ダイアログの「エクスポート・アーカイブ・ファイル名(.ear)」フィールドに、エクスポート・セットに使用する絶対パスとファイル名を入力します。


	
「OK」をクリックします。

disableRemoteExportフラグをtrueに設定しているため、デプロイメント用にアプリケーションをパッケージ化するときに、WebCenter Portal Frameworkは、このダイアログで指定した場所にエクスポート・アーカイブが存在しているかどうかを確認します。エクスポート・アーカイブが存在している場合は、プロデューサ・データを取得するためにリモートのプロデューサに接続するかわりに、そのアーカイブのコンテンツをMARファイルに取り込みます。




	
注意:

disableRemoteExportフラグが設定されていているときに、エクスポート・アーカイブが存在しない場合は、リモートのプロデューサ・データを含まないデフォルトのエクスポート・アーカイブが作成され、MARファイルに取り込まれます。















59.3.15.2 設計時のポートレット・プロデューサのインポート

実行時に行ったカスタマイズを含むプロデューサ・データは、デプロイ済のアプリケーションから、設計時のアプリケーションにインポートできます。




	
注意:

エクスポート・アーカイブ(EARファイル)に含まれるプロデューサは、インポート先のアプリケーションに含まれるプロデューサと同じにする必要があります。







デプロイ済のアプリケーションからプロデューサ・メタデータのエクスポート・アーカイブを作成する方法については、『Oracle WebCenter Portalの管理』のPortal Frameworkアプリケーションのポートレット・クライアント・メタデータのエクスポートに関する項を参照してください。

設計時にポートレット・プロデューサをインポートするには:

	
WC_ORACLE_HOME/jdeveloper/jdev/bin/jdev.confファイルを編集して、次のJVMフラグを設定します。


AddVMOption  -Doracle.webcenter.portlet.dt.enableImport=true


	
JDeveloperを再起動して、新しい設定を適用します。これにより、「ポートレット・プロデューサのインポート」メニュー・オプションが確実に選択できるようになります。


	
プロデューサをインポートするアプリケーションを開きます。


	
メニューから、「アプリケーション」、「ポートレット・プロデューサのインポート」の順に選択します。


	
「ポートレット・プロデューサのインポート」ダイアログの「インポート・アーカイブ・ファイル名(.ear)」フィールドに、インポートするエクスポート・アーカイブの絶対パスとファイル名を入力します。


	
「OK」をクリックします。







	
注意:

プロデューサをインポートしたアプリケーションがその時点で統合WLSで実行されている場合、更新されたプロデューサを確認するには、アプリケーションを再実行する必要があります。単にページを更新すると、設計時と実行時で異なるMDSインスタンスが使用されるためにエラーが発生することがあります。
















59.4 JSR 286ポートレットのテスト

ポートレットを本番環境にデプロイする前に、まず、期待通りに動作することを確認するためにテストすることを強くお薦めします。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第59.4.1項「統合WebLogic ServerでのWSRPポートレット・プロデューサの実行方法」


	
第59.4.2項「統合WebLogic ServerでのWSRPポートレット・プロデューサの実行時の処理」


	
第59.4.3項「統合WebLogic ServerへのWSRPポートレット・プロデューサのデプロイ方法」


	
59.4.4項「ポートレットのパーソナライズのテスト」


	
第59.4.5項「WSRPテスト・ページの非表示または削除」






59.4.1 統合WebLogic ServerでのWSRPポートレット・プロデューサの実行方法

統合WebLogic Server (統合WLS)には、ポートレットを短時間で簡単にテストする方法が用意されています。このテスト方法では、JDeveloper内でアプリケーションを実行できるように事前に構成されているため、デプロイメント・プロファイルを作成する必要はありません。

統合WLSでJSR 286ポートレットをテストするには:

	
JDeveloperで、テストするポートレットが属するポートレット・プロデューサ・アプリケーションを開きます。


	
ポートレット・プロジェクト(「ポートレット」など)を開きます。


	
「Webコンテンツ」ノード、「WEB-INF」ノードの順に開きます。


	
portlet.xmlを右クリックして、「実行」を選択します。

portlet.xmlを実行すると、ポートレット・プロデューサ・アプリケーションのパッケージ化とデプロイメントが、そのアプリケーションの名前に関連する名前の統合WLSインスタンスで開始されます。


	
「IntegratedWebLogicServer - ログ」ウィンドウを確認し、デプロイの進行状況を監視します。ログには、アプリケーション・ページのURLが示されます。WSRPプロデューサのURLには、次の構文が使用されます。


http://host:port/applicationname-Portlets-context-root/info


ここで:

	
hostは、プロデューザがデプロイされているサーバーです。


	
portはHTTPリスナー・ポートです。通常これは7101です。サーバーが起動すると、ポートがコンソールに表示されます。


	
context-rootは、Webアプリケーションのコンテキスト・ルートです。




ブラウザのウィンドウに、図59-6のようなテスト・ページが表示されます。


図59-6 WSRPプロデューサ・テスト・ページ

[image: 図59-6の説明が続きます]





	
アプリケーションの実行中に、JDeveloperとブラウザを切り替え、アプリケーションを設計時に変更してその変更を保存し、ブラウザでテスト・ページをリフレッシュできます。


	
プロデューサが正常に実行している場合、プロデューサをアプリケーションに登録し、1つ以上のポートレットをページに追加して、それが正常に動作していることを確認する必要があります。プロデューサを登録することにより、そのプロデューサを探し、通信するために必要な情報をアプリケーションに提供します。プロデューサを登録すると、接続として表示され、プロデューサとそのポートレットは「アプリケーション・リソース」パネルの「接続」ノードまたは「リソース」パレットで使用できるようになります。

JSR 286ポートレットのプロデューサを登録する場合は、第63.2.1.1項「WSRPポートレット・プロデューサの登録方法」で説明する手順を実行してください。

ポートレットをページに追加するには、第63.5項「ページへのポートレットの追加」の手順に従います。


	
統合WLSインスタンスを停止するには、「Run Manager」タブで、DefaultServerを選択し、赤い「停止」アイコンをクリックします。インスタンスが停止すると、アプリケーションはアンデプロイされるため、使用できなくなります。




	
ヒント:

「IntegratedWebLogicServer - ログ」ウィンドウで、赤い「停止」アイコンをクリックするか、DefaultServerを選択しても、統合WLSインスタンスを停止できます。















59.4.2 統合WebLogic ServerでのWSRPポートレット・プロデューサの実行時の処理

WSRPポートレット・プロデューサを統合WLSで実行すると、次の処理が行われます。

	
ポートレットをWebサービスとして構成するために、WSDLとその他の構成ファイルがWEB-INFディレクトリに追加されます。


	
web.xmlファイルは、JSR 286ポートレット・プロデューサ・アプリケーションを正常に実行するために必要な、リスナー・クラスとサーバー・クラス、フィルタ、パラメータ、およびその他の構成で更新されます。

例: oracle.portlet.server.adapter.web.ServerContextListenerクラス、WSRP_v2_PortletManagement_Serviceフィルタ、WSRPBaseServiceフィルタなど。


	
JSR 286ポートレットに必要なライブラリ(oracle.portlet-producer.wsrpなど)が、weblogic.xmlファイルに追加されます。




これらの構成は、ポートレットの要件によって異なります。






59.4.3 統合WebLogic ServerへのWSRPポートレット・プロデューサのデプロイ方法

WSRPポートレット・プロデューサ・アプリケーションを統合WLSインスタンスで実行すると、そのインスタンスが停止したときに、アプリケーションはアンデプロイされるため使用できなくなります。より安定したテスト・シナリオの場合、デフォルト・サーバーの実行中に常に使用できるように、ポートレット・プロデューサ・アプリケーションを統合WLSにデプロイできます。

このメソッドを選択する場合、最初にデプロイメント・プロファイルを作成する必要があります(第61.4項「WARデプロイメント・プロファイルの作成」を参照してください)。アプリケーションを統合WLSにデプロイすると、「デプロイメント構成」ダイアログが表示され、デプロイメント設定の構成およびカスタマイズができます。JDeveloperで事前作成されたファイル・システムMDSリポジトリが、「リポジトリ名」フィールドに表示されます。

統合WLSでのアプリケーションのデプロイおよび実行の詳細は、第7.2項「統合WebLogic ServerへのPortal Frameworkアプリケーションのデプロイ」を参照してください。






59.4.4 ポートレットのパーソナライズのテスト

ポートレットにパーソナライズを実装していると、認証されたユーザーのポートレットにのみ「パーソナライズ」アイコンが表示されます。そのため、ポートレットのパーソナライズをテストするには、ポートレットを利用するアプリケーションに、なんらかの形のセキュリティを実装することが必要になります。テストのためには、最も基本的な認証を構成すれば済みます。詳細は、第74.12項「ポートレット・パーソナライズをテストするための基本認証の構成」を参照してください。






59.4.5 WSRPテスト・ページの非表示または削除

セキュリティ上の理由から、WSRPテスト・ページを非表示にして管理者のみが確認できるようにすることも、そのページを完全に削除することもできます。

この項には次のサブセクションが含まれます:

	
第59.4.5.1項「WSRPテスト・ページの非表示」


	
第59.4.5.2項「WSRPテスト・ページの削除」







	
注意:

WebブラウザでプロデューサへのSOAPリクエストを作成できる、Webserviceテスト・ページもあります。WSRPポートレット・プロデューサについては、このページがデフォルトで無効にされています。このページには、ポートレット・プロデューサのテストについての有用な情報は示されませんが、このページを有効にすることもできます。このページを有効にするには、デプロイ済プロデューサのWARファイルからoracle-webservices.xmlファイルを抽出して、WSRP v1とWSRP v2の両方のプロデューサのexpose-testpageフラグをtrueに設定してから、WARファイルとEARファイルを再パッケージ化してプロデューサを再デプロイします。









59.4.5.1 WSRPテスト・ページの非表示

WSRPテスト・ページをすべてのユーザーが確認する必要がない場合は、このページを管理者のみが確認できるようにして保護できます。

WSRPテストページを非表示にするには:

	
JDeveloperで、テスト・ページを非表示にするポートレット・プロデューサ・アプリケーションを開きます。


	
ポートレット・プロジェクト(「ポートレット」など)を開きます。


	
「Webコンテンツ」ノード、「WEB-INF」ノードの順に開きます。


	
web.xmlを右クリックして、「開く」を開きます。


	
「ソース」タブをクリックします。


	
次のコードを追加します。


<security-role>
  <description>AdministratorRole</description>
  <role-name>Admin</role-name>
</security-role>
<security-constraint>
  <display-name>TestPageInfo</display-name>
  <web-resource-collection>
    <web-resource-name>TestPageInfo</web-resource-name>
    <description>Protect the test page servlet.</description>
    <url-pattern>/info/*</url-pattern>
  </web-resource-collection>
  <auth-constraint>
    <description>Administrators</description>
    <role-name>Admin</role-name>
  </auth-constraint>
  <user-data-constraint>
    <transport-guarantee>NONE</transport-guarantee>
  </user-data-constraint>
</security-constraint>


	
web.xmlファイルを保存します。









59.4.5.2WSRPテスト・ページの削除

WSRPテスト・ページは完全に削除できます。

WSRPテスト・ページを削除するには、パッケージ化するときにweb.xmlファイルに挿入された要素を編集する必要があります。つまり、パッケージした結果のEARファイル内のweb.xmlファイルを編集することが必要になります。

WSRPテスト・ページを削除するには:

	
パッケージ化したときに作成されたEARファイルからweb.xmlファイルを抽出して、このファイルを任意のエディタで開きます。


	
次のコードのコメントを解除します。


<servlet-mapping>
   <servlet-name>WSRPTestPage</servlet-name>
   <url-pattern>/info</url-pattern>
</servlet-mapping>


	
web.xmlファイルを保存して、編集したファイルをEARファイルに追加します。













59.5 WebLogic管理対象サーバーへのJSR 286ポートレットのデプロイ

WebLogic管理対象サーバーにJSR 286ポートレットをデプロイする方法の詳細は、第61章「ポートレット・プロデューサのデプロイ」を参照してください。

JSR 286ポートレットを含むポートレット・プロデューサをWebLogic管理対象サーバーにデプロイすると、第59.4.2項「統合WebLogic ServerでのWSRPポートレット・プロデューサの実行時の処理」で説明した構成設定がEARファイルに追加されます。






59.6 WebLogic PortalポートレットのWebCenter Portalへの移行

この項では、WebLogic PortalのEclipse IDEで開発したWebLogic Portalポートレットを、WebCenter PortalのJDeveloper環境に移行する方法について説明します。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第59.6.1項「WebLogic PortalからWebCenter PortalへのJavaポートレットの移行」


	
第59.6.2項「WebCenter PortalアプリケーションへのWLPポートレットの移行に関する問題」


	
第59.6.3項「WebCenter Portalポートレット・プロデューサ・アプリケーションへのWLPポートレットの移行に関する一般的なヒント」







	
注意:

WLPのポートレットをWebCenter Portalプロジェクトに移行するために利用できる直接的なサポートやツールは存在しません。多くの場合、大幅なリファクタリングと再コーディングが必要になります。この項では、移行に関するいくつかの問題に注目して、必要に応じて推奨事項を示します。









59.6.1 WebLogic PortalからWebCenter PortalへのJavaポートレットの移行

一般に、WebLogic Portalで開発したJSR 286標準ポートレット(Javaポートレット)は、WebCenter Portal/JDeveloper環境に直接移動できます。ポートレットのすべてのアーティファクト(portlet.xml、.javaファイル、.jspファイルなど)を、単に、JDeveloperのポートレット・プロデューサ・アプリケーション・プロジェクトにコピーします。




	
注意:

ポートレットで使用しているWebLogic Portal固有のAPIは、WebCenter PortalのAPIに書き直す必要があります。WebLogic Portal固有のAPIは、WebCenter環境では動作しなくなります。










	
ヒント:

WebLogic Portalのエクスポート機能を使用すると、Javaポートレットをアーカイブ・ファイルにエクスポートできます。このアーカイブ・ファイルは、JDeveloperのプロジェクトにインポートできます。この方法は、ポートレットのすべてのアーティファクトを環境間で手動コピーするよりも簡単です。Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Portalポートレット開発ガイドの別のシステムで使用するためのJavaポートレットのエクスポートに関する項を参照してください。












59.6.2 WebCenter PortalアプリケーションへのWLPポートレットの移行に関する問題

WLP開発環境からWebCenter Portal開発環境へのポートレットの移行は、直接的にはサポートされていません。一般に、このプロセスには、移行したポートレットのコードと関連ファイルに対する、大幅な書き直しとリファクタリングを伴います。




	
注意:

WebLogic PortalのWSRPで実行可能であったポートレットは(どのタイプでも)、WebCenter Portalコンシューマに含まれるWebLogic Portalポートレット・プロデューサから直接利用できます。Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Portalフェデレーテッド・ポータル・ガイドのWSRPのOracle WebCenter PortalおよびOracle Portalとの相互運用に関する項を参照してください。







WebLogic Portalポートレットを、JDeveloperのWebCenter Portalプロジェクトに直接移動すると、次の特有の問題が発生することがあります。

	
URL生成: WebLogic PortalでサポートされるURLタイプの一部(DesktopURL、CustomEventURL、PageURL、WindowURL、StandalonePortletURLなど)は、WebCenter Portalでは動作しません。


	
イベント: WebCenter Portalコンシューマは、WebLogic Portalフレームワークが生成するすべてのイベントを生成するわけではありません。これに該当するサポートされないイベントには、Init、LookAndFeelReinit、Notification、Refresh、WindowActivation、WindowDeactivationなどがあります。


	
レンダリングの依存性: WLPのレンダリングの依存性は、WebCenterでは機能しません。


	
WLPフレームワークのAPI: WLPの多くのAPIは、WebCenter Portalではサポートされていません。









59.6.3 WebCenter Portalポートレット・プロデューサ・アプリケーションへのWLPポートレットの移行に関する一般的なヒント

この項では、WLPポートレットをWebCenter Portalのポートレット・プロデューサ環境に移動する際の一般的なガイダンスについて説明します。ポートレットの直接的な移行はサポートされていませんが、この項に示したヒントは、様々なタイプのWLPポートレットを手動で移行するプロセスに役立つことがあります。




	
注意:

この項では、一般的なガイダンスのみを説明しています。第59.6項「WebLogic PortalポートレットのWebCenter Portalへの移行」で説明したように、WLPポートレット・タイプのWebCenter Portalアプリケーションまたはポートレット・プロデューサ・アプリケーションへの直接移行は、直接的にはサポートされていません。ほとんどの場合、ポートレットをWLPからWebCenter Portalに移動するときには、既存のポートレットのコードの書き直しやリファクタリングが必要になります。
前述したように、ポートレットで使用されているWebLogic Portal固有のAPIは、WebCenter PortalのAPIを使用するように書き直す必要があります。WebLogic Portal固有のAPIは、WebCenter環境では動作しなくなります。









	
JSPポートレット: JSPポートレットをWebCenter Portalプロジェクトに直接移動することはサポートされていません。JSPポートレットをJSR286ポートレットにリファクタリングしてから移行することを検討してください。詳細は、第59.6.1項「WebLogic PortalからWebCenter PortalへのJavaポートレットの移行」を参照してください。


	
JSR 168/286ポートレット: ほとんどのJava (JSR 168 / 286)ポートレットは、WebCenter Portalポートレット・プロデューサに直接インポートして、JSR286ポートレットとして実行できます。JSR168仕様で保証されている特定のエラー条件を利用する一部のJSR168ポートレットは、JSR168互換モードでの実行が必要になることがあります。Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Portalポートレット開発ガイドのJSR-286/JSR-168ポートレットの互換性に関する項を参照してください。WLPに独自のイベント機能(.portletファイルで宣言されるイベントのサブスクリプション)を使用するJSR168ポートレットは、JSR286のイベントを使用するように書き直す必要があります。


	
Java Page Flowポートレット: JPFポートレットは、WebCenter Portalのポートレット・プロデューサではサポートされていないため、WebLogic Portal WSRPプロデューサから使用するか、JSR286ポートレットまたはJSFポートレットにリファクタリングする必要があります。


	
JSFポートレット: ポートレットがWLPのJSR329 JSFポートレット・ブリッジ向けに作成されている場合は、WebCenterプロデューサで変更することなく実行できます。WLPの"ネイティブ" JSFポートレット・ブリッジを使用するポートレットについては、そのポートレットをWebLogic Portalプロデューサから利用するか、JSR329ブリッジを使用するJSF 1.2ポートレットにアップグレードする必要があります。Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Portalポートレット開発ガイドのJSF-Javaポートレットの使用に関する章も参照してください。


	
Clipperポートレット: ClipperポートレットはWebCenter Portalではサポートされていませんが、WebCenter Portalのページレット・プロデューサのWebクリッピング機能により、同等の機能が提供されます。


	
Strutsポートレット: StrutsポートレットのWebCenter Portalプロジェクトへの直接移動は、サポートされていません。JSPポートレットをJSR286ポートレットにリファクタリングしてから移行することを検討してください。詳細は、第59.6.1項「WebLogic PortalからWebCenter PortalへのJavaポートレットの移行」を参照してください。


	
Content Presenterポートレット: WLP Content PresenterポートレットはWSRPでは動作しません。また、WebCenterとは連動しません。ただし、同等のポータル機能がWebCenter Portalのコンテンツ・プレゼンタで使用できます。『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』の「コンテンツ・プレゼンタを使用したコンテンツの公開」の章を参照してください。


	
リモート(WSRP)ポートレット: WLPで利用されるリモート(WSRP)ポートレットは、かわりにWebCenter Portalのコンシューマで利用されます。WLP固有のWSRP機能を利用するリモート・ポートレットには、変更が必要になることがあります。たとえば、カスタムのデータ・転送機能は、データを伝達するためのイベントまたは共有パラメータを使用して置き換える必要があります。Oracle Fusion Middleware Oracle WebLogic Portalフェデレーテッド・ポータル・ガイドの「WSRPのOracle WebCenter PortalおよびOracle Portalとの相互運用」と、「WLPとWebCenter Portal: Frameworkアプリケーション間のWSRPセキュリティの構成」の章を参照してください。











59.7 JSR 286 Javaポートレットのトラブルシューティング

この項では、JSR 286ポートレットの作成時およびテスト時に発生する可能性のある問題のトラブルシューティングに役立つ情報を提供します。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第59.7.1項「JSR 286ポートレットの作成に関する問題」


	
第59.7.2項「JSR 286ポートレットのテストに関する問題」






59.7.1 JSR 286ポートレットの作成に関する問題

この項の内容は、次のとおりです。

	
第59.7.1.1項「ポートレットの作成ウィザードにアクセスできない」


	
第59.7.1.2項「ポートレットに必要なポートレット機能が追加できない」






59.7.1.1 ポートレットの作成ウィザードにアクセスできない


問題

「新規ギャラリ」に、「規格に基づいたJavaポートレット(JSR 286)」オプションがありません。


原因

JSR 286ポートレットを作成しようとしているアプリケーションが、WebCenter PortalのPortal Frameworkアプリケーション・テンプレートを使用して作成されているため、そのアプリケーションはポートレットの作成用にスコープ設定されていません。


解決方法

	
ポートレット・プロデューサ・アプリケーションまたはポートレット作成用にスコープ設定されているアプリケーション(WebCenter PortalのPortal Frameworkアプリケーション・テンプレートを使用して構築されているアプリケーション以外のアプリケーション)でポートレットを作成します。


	
「新規ギャラリ」で、「すべてのテクノロジ」タブをクリックすると、アプリケーションのテクノロジ・スコープに関係なく、使用できるすべてのオプションがリストされます。









59.7.1.2 ポートレットに必要なポートレット機能が追加できない


問題

JSR 286 Javaポートレットの作成ウィザードで、特定の機能(たとえば、ポートレット・イベントやパブリック・レンダラ・パラメータなど)をポータルに追加するオプションがありません。


原因

JSR 286 Javaポートレットの作成ウィザードには、特定の機能をポートレットに追加するオプションはありません。


解決方法

JSR 286 Javaポートレットの作成ウィザードを使用してポートレットを作成した後で、概要エディタを使用してportlet.xmlファイルを編集することで、高度な機能を追加してください。詳細は、第59.3項「JSR 286 Javaポートレットの開発」を参照してください。








59.7.2 JSR 286ポートレットのテストに関する問題

ポートレット開発のテスト段階でポートレットを利用するときに発生する可能性のある問題の一覧は、第63.11項「ポートレットのトラブルシューティング」を参照してください。














64 OmniPortletを使用したポートレットの作成


この章では、Oracle JDeveloper環境でのOmniPortletの使用方法について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第64.1項「OmniPortletの概要」


	
第64.2項「アプリケーションへのOmniPortletの追加」


	
第64.3項「OmniPortletのカスタマイズ」


	
第64.4項「OmniPortlet構成のヒント」


	
第64.5項「OmniPortletの問題のトラブルシューティング」




OmniPortletウィザードの使用方法の詳細は、『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』の「OmniPortletの使用」の章を参照してください。



64.1 OmniPortletの概要

OmniPortletはデータ公開ポートレットであり、Oracle WebCenter Portalのサブコンポーネントとして提供されています。OmniPortletを使用すると、開発者がコードを記述することなく、多様なレイアウトを使用して様々なデータ・ソースからデータを容易に公開できます。OmniPortletは使いやすいウィザードを使用して、設計時にアプリケーションに追加し、実行時にカスタマイズします。OmniPortletのベースには、SQL、XML、Webサービス、スプレッドシート(カンマ区切り)、さらには既存のWebページのアプリケーション・データなど、多様なデータ・ソースを使用できます。このデータは、カスタマイズ可能なチャートや表などの様々なレイアウトで公開できます。図64-1に、OmniPortletを使用して作成されたポートレットの例を示します。


図64-1 OmniPortletの例

[image: 図64-1の説明が続きます]





OmniPortletを使用すると、WebCenter Portal Frameworkアプリケーション開発者およびコンポーネント開発者は、次のことができます。

	
複数ソース(CSV、XML、Webサービス、SQLなど)のデータの表示


	
表示するデータのソート


	
多様なレイアウト(箇条書きリスト、チャート、HTMLなど)を使用したデータの書式設定


	
ポートレット・パラメータの使用


	
ページ・ビューアへのパーソナライズ可能な設定の公開




パーソナライズされたデータを表示する場合は、データ・ソースから戻された結果をフィルタリングして、取得したデータを絞り込み、保護されたデータのアクセスに使用する資格証明情報をパラメータ化できます。OmniPortletには最初から、表、チャート、HTML、ニュース、箇条書きリストおよびフォームなど、最も一般的なポートレット用のレイアウトが用意されています。






64.2 アプリケーションへのOmniPortletの追加

第63章「ポートレットの消費」で説明しているように、OmniPortletは、Oracle JDeveloperで作成されたページに追加できます。OmniPortletは、Oracle JDeveloperとともにインストールされる統合WebLogic Server (統合WLS)内の、事前構成済PortalToolsポートレット・プロデューサに含まれています。

アプリケーションにOmniPortletを追加するには:

	
統合WLSを起動します。詳細は、第2.2.4項「統合WebLogic Serverの管理」を参照してください。


	
事前構成済PortalToolsポートレット・プロデューサがまだデプロイされていない場合は、デプロイします。詳細は、第2.4.1.1項「事前構成済ポートレット・プロデューサのデプロイ」を参照してください。


	
アプリケーションにOmniPortletプロデューサを登録します。詳細は、第63.2.2項「WebCenter Portal FrameworkアプリケーションへのOracle PDK-Javaポートレット・プロデューサの登録」を参照してください。


	
OmniPortletを対象のJSPXページにドラッグして、アプリケーションに追加します。詳細は、第63.5項「ページへのポートレットの追加」を参照してください。




	
注意:

Oracle JDeveloperでOmniPortletのインスタンスをページに追加する際、ポートレットの「プロパティ・インスペクタ」を開き、AllModesSharedScreenプロパティとRenderPortletInIFrameプロパティが次のように設定されていることを確認します。
	
AllModesSharedScreenは、「カスタマイズ」と「パーソナライズ」がフル・ページのサイズで表示されるようにFalseに設定されています。


	
RenderPortletInIFrameは、表示モードでOmniPortletが独自のインライン・フレーム(iframe)に表示されるようにTrueに設定されています。















Oracle JDeveloperでのOmniPortletの構成の詳細は、第64.4項「OmniPortlet構成のヒント」を参照してください。






64.3 OmniPortletのカスタマイズ

設計時にOmniPortletをアプリケーションに追加しておくと、アプリケーションをブラウザで実行することにより、コンテンツ、レイアウトおよびその他のオプションをカスタマイズできます。この項では、実行時のカスタマイズに関する大まかな概要を説明します。このポートレットの使用およびカスタマイズ方法の詳細は、『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』の「OmniPortletの使用」の章を参照してください。




	
注意:

OmniPortletの構成の詳細は、第64.4項「OmniPortlet構成のヒント」を参照してください。







OmniPortletウィザードには最初に、5つの手順が含まれています。OmniPortletを初めて定義するときは、データ・ソース・タイプ、データ・ソース・オプション、フィルタ・オプション、表示オプションおよびレイアウトを設定します。ウィザードのこれらの設定手順を終えた後にウィザードを再開する場合は、ポートレットの「カスタマイズ」リンクをクリックします。ウィザードを再開すると、「ソース」、「フィルタ」、「表示」および「レイアウト」の各タブで定義を変更できます。




	
注意:

IBM Linux on Powerプラットフォームで、OmniPortletの定義時に、アクション・ボタン(「次へ」、「終了」、「取消」)が点の状態に最小化されている場合は、スタック・サイズのシェル制限を無制限にし、WLS_portletインスタンスを再起動します。スタック・サイズのシェル制限を無制限に設定するには、コマンドprompt> ulimit -s unlimitedを実行します。







OmniPortletには次の各種データ・ソースを使用できます。

	
スプレッドシート


	
SQL


	
XML


	
Webサービス


	
Webページ




OmniPortletでこれらのデータ・ソースを使用する方法の詳細は、『Oracle WebCenter Portalの使用』を参照してください。






64.4 OmniPortlet構成のヒント

この項では、OmniPortletの構成について説明します。OmniPortletウィザードの詳細は、第64章「OmniPortletを使用したポートレットの作成」を参照してください。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第64.4.1項「ファイアウォール外のデータにアクセスするためのOmniPortletプロデューサの構成」


	
第64.4.2項「他のリレーショナル・データベースにアクセスするためのOmniPortletプロデューサの構成」


	
第64.4.3項「PortalツールおよびWebプロデューサの構成(オプション)」




	
注意:

この項では、OmniPortlet_WAR_DIRは、WebLogic ServerでomniPortlet.warがデプロイされているディレクトリを示します。その正確なパスは、インストールに応じて異なります。このパスを見極めるには、ファイル・システム内でomniPortlet/provider.xmlを検索します。たとえば、UNIXでは次のコマンドを実行します。

> find DOMAIN_DIR -name "provider.xml" | grep -i omniportlet


統合WebLogic Server (統合WLSまたはデフォルト・サーバー)では、OmniPortletのprovider.xmlのパスは次の場所にあります。


JDEV_SYSTEM_DIRECTORY/DefaultDomain/servers/DefaultServer/tmp/_WL_user/portalTools_11.1.1.2.0/RANDOMLY_GENERATED_DIRECTORY/war/WEB-INF/providers/omniPortlet/provider.xml


Windowsプラットフォームでは、JDeveloperのシステム・ディレクトリへのパスに空白が含まれている場合、Portal Frameworkアプリケーション内のページはレンダリングされません。したがって、JDEV_SYSTEM_DIRECTORYパスに空白が含まれていないことを確認してください。

Fusion Middleware 11gインストールでは、OmniPortletのprovider.xmlのパスは、次の場所にあります。


FMW_HOME/user_projects/domains/wc_domain/servers/WLS_Portlet/tmp/_WL_user/portalTools_version_number/RANDOMLY_GENERATED_DIRECTORY/war/WEB-INF/providers/omniPortlet/provider.xml














64.4.1 ファイアウォール外のデータにアクセスするためのOmniPortletプロデューサの構成

OmniPortletプロデューサがファイアウォールの内側にある場合、OmniPortletがファイアウォールの外側にあるデータ(CSV、XMLまたはWebサービスなど)のURLにアクセスできるように、プロキシ情報を構成する必要があります。そのために、WebLogic Serverを起動するときにコマンドラインでプロキシ情報を設定できます。また、OmniPortlet_WAR_DIR/WEB-INF/providers/omniPortlet/provider.xmlにあるOmniPortletのprovider.xmlファイルでプロキシ情報を設定することもできます。




	
注意:

Webサービス・データ・ソースの場合、provider.xmlファイルとコマンドライン・パラメータの両方でプロキシ情報を設定する必要があります。







	
WebLogic Serverを起動するときにコマンドラインでプロキシ情報を設定するには、HTTPプロキシ・ホストを使用している場合は表64-1、HTTPSプロキシ・ホストを使用している場合は表64-2に示すパラメータを設定します。


表64-1 HTTPプロキシ情報コマンドライン・パラメータ

	パラメータ	説明
	
http.proxyHost

	
プロキシ・サーバーのホスト名(OmniPortletプロデューサからそのデータ・ソースにURL接続するためにそれが必要な場合)。


	
http.proxyPort

	
HTTPプロキシ・ホストのポート番号。


	
http.nonProxyHosts

	
ローカル・マシンなど、プロキシ・サーバーを迂回して直接接続できる任意のドメインまたはホストの名前。

localhost|localhost.localdomain

ホストは、完全修飾ホスト名でもIPアドレスでもかまいません。


	
http.proxyUser

	
プロキシ・サーバーが認証を必要とする場合にプロキシ・サーバーにログインするためのユーザー。


	
http.proxyPassword

	
プロキシ・サーバーが認証を必要とする場合にプロキシ・サーバーにログインするためのパスワード。


	
http.proxyAuthType

	
プロキシ・サーバーの認証タイプ。指定可能な値: Basic | Digest。


	
http.proxyAuthRealm

	
プロキシ・サーバーのレルムの名前。レルムの名前がわからない場合は、プロキシ・サーバーの管理者に問い合せてください。









表64-2 HTTPSプロキシ情報コマンドライン・パラメータ

	パラメータ	説明
	
https.proxyHost

	
プロキシ・サーバーのホスト名(OmniPortletプロデューサからそのデータ・ソースにURL接続するためにそれが必要な場合)。


	
https.proxyPort

	
HTTPSプロキシ・ホストのポート番号。


	
https.nonProxyHosts

	
ローカル・マシンなど、プロキシ・サーバーを迂回して直接接続できる任意のドメインまたはホストの名前。

localhost|localhost.localdomain

ホストは、完全修飾ホスト名でもIPアドレスでもかまいません。


	
https.proxyUser

	
プロキシ・サーバーが認証を必要とする場合にプロキシ・サーバーにログインするためのユーザー。


	
https.proxyPassword

	
プロキシ・サーバーが認証を必要とする場合にプロキシ・サーバーにログインするためのパスワード。


	
https.proxyAuthType

	
プロキシ・サーバーの認証タイプ。指定可能な値: Basic | Digest。


	
https.proxyAuthRealm

	
プロキシ・サーバーのレルムの名前。レルムの名前がわからない場合は、プロキシ・サーバーの管理者に問い合せてください。








3つのパラメータとその値の例を次に示します。


-Dhttps.proxyHost=myProxyServer.mycompany.com
-Dhttps.proxyPort=80
-Dhttps.nonProxyHosts=localhost|localhost.localdomain|127.0.0.1|


	
provider.xmlファイルにプロキシ情報を構成するには、表64-3のパラメータのリストとその説明を参照してください。


表64-3 Provider.xmlのタグ

	パラメータ	説明
	
httpProxyHost

	
OmniPortletプロデューサからそのデータ・ソースへのURL接続を行うために必要な場合、プロキシ・サーバーのホスト名を入力します。


	
httpProxyPort

	
HTTPプロキシ・ホストのポート番号を入力します。


	
dontProxyFor

	
プロキシ・サーバーを介さずに直接接続できるドメインまたはホスト名を入力します。ドメイン名は、次の例のように、企業、組織、政府機関などの名前を含むURLの一部です。

*.company.com, *.us.company.com

ホストは、完全修飾ホスト名でもIPアドレスでもかまいません。


	
proxyUseAuth

	
指定可能な値: true | false

プロキシ・サーバーに認証が必要な場合は、trueを入力します。認証パラメータは、proxyType、proxyRealm、proxyUseGlobal、proxyUserNameおよびproxyPasswordのタグによって指定します。


	
proxyType

	
指定可能な値: Basic | Digest

プロキシ・サーバーのタイプを選択します。

BasicまたはDigest認証の詳細は、http://www.faqs.org/rfcs/rfc2617.htmlを参照してください。


	
proxyRealm

	
この表で後から説明するログイン情報に従い、ユーザーがアクセスするプロキシ・サーバーのレルムの名前を入力します。レルムの名前がわからない場合は、プロキシ・サーバーの管理者に問い合せてください。


	
proxyUseGlobal

	
指定可能な値: true | false

trueの場合、<proxyUser>と<proxyPassword>の値はすべてのユーザーに使用されます。ユーザーには「ソース」タブおよび「パーソナライズ」ページで「プロキシ認証」セクションが表示されません。falseの場合、ページ設計者は、ポートレットを定義する際、「ソース」タブの「プロキシ認証」セクションを使用してログインする必要があります。エンド・ユーザーは、「パーソナライズ」画面の「プロキシ認証」セクションを使用してログインする必要があります。<proxyUsername>および<proxyPassword>を指定すると、それらはパブリック・ユーザーにのみ使用されます。


	
proxyUserName

	
プロキシ・サーバーにログインするユーザー名を入力します。


	
ProxyPassword

	
指定したユーザー名のパスワードを入力します。プレーン・パスワード・テキストの前に!を付ける必要があります。プロデューサが起動すると、これはprovider.xmlファイルで暗号化されて保護されます。








ファイアウォール外のデータにアクセスするためにプロキシを使用する基本的な例は、次のとおりです。


<proxyInfo class="oracle.portal.provider.v2.ProxyInformation">
<httpProxyHost>www-proxy.example.com</httpProxyHost>
<httpProxyPort>80</httpProxyPort>
<proxyUseAuth>false</proxyUseAuth>
</proxyInfo>
 


次の例では、プロキシ・サーバーのすべてのユーザーに、ログインおよびBasic認証が必要です。


<proxyInfo class="mycompany.portal.provider.v2.ProxyInformation">
<httpProxyHost>myport.example.com</httpProxyHost>
<httpProxyPort>8080</httpProxyPort>
<proxyUseAuth>true</proxyUseAuth>
<proxyType>Basic</proxyType>
<proxyRealm>myport</proxyRealm>
<proxyUseGlobal>false</proxyUseGlobal>
</proxyInfo>









64.4.2 他のリレーショナル・データベースにアクセスするためのOmniPortletプロデューサの構成

OmniPortlet SQLデータ・ソースは、OracleデータベースにはOracle JDBCドライバを使用して、ODBCデータ・ソースにはSun MicrosystemのJDBC-ODBCドライバを使用してアクセスするように事前に構成されています。開発者は、DataDirect JDBCドライバを使用して他のリレーショナル・データベースにアクセスできます。




	
関連項目:

サポートされているデータベースのリストは、Oracle Technology Network (http://www.oracle.com/technetwork/index.html)で入手できるOracle Application ServerおよびDataDirect JDBCの動作保証マトリックスを参照してください。







この項の内容は、次のとおりです。

	
第64.4.2.1項「DataDirect JDBCドライバのインストール」


	
第64.4.2.2項「OmniPortletへのDataDirectドライバの登録」






64.4.2.1 DataDirect JDBCドライバのインストール

WebLogic Serverインストールには、次のDataDirect JDBCドライバが含まれています。

	
YMutil.jar


	
YMsybase.jar


	
YMsqlserver.jar


	
YMspy.jar


	
YMinformix.jar


	
YMdb2.jar


	
YMbase.jar




これらのDataDirectドライバを使用する予定がない場合は、かわりに目的のデータベースにアクセスするためのDataDirect JDBCドライバをダウンロードできます。これらのドライバは、1つのZIPにパッケージ化されており、次の場所からダウンロードできます。

http://www.oracle.com/technetwork/topics/datadirect-index-091847.html

DataDirect JDBCドライバをインストールするには:

	
ZIPファイルの中身を一時ディレクトリ(/temp/datadirectなど)に解凍します。


	
DataDirect JDBCドライバを一時ディレクトリからご使用のWebLogic ServerディレクトリであるWLS_DOMAIN_DIRECTORY/libにコピーします。









64.4.2.2 OmniPortletへのDataDirectドライバの登録

OmniPortletはWebプロデューサとして実装され、構成プロパティはすべてprovider.xmlファイルに格納されています。DataDirect JDBCドライバをOmniPortletで使用するには、これらのドライバをprovider.xmlファイルに登録する必要があります。

新しいDataDirect JDBCドライバを登録するには:

	
OmniPortlet_WAR_DIRECTORY/WEB-INF/providers/omniPortlet/provider.xmlファイルをバックアップして、そのファイルを開きます。


	
SQLデータ・ソース構成エントリに使用するドライバを追加します。

	
XMLタグdriverInfoを検索します。


	
最後のdriverInfoタグの後に新しいエントリを追加します。




WebLogic DataDirectドライバのdriverInfoの例を次に示します。

	
Microsoft SQL Server (デフォルト接続):


<driverInfo class="oracle.webdb.reformlet.data.jdbc.JDBCDriverInfo">
  <name>Microsoft SQL Server</name>
  <sourceDataBase>other</sourceDataBase>
  <subProtocol>weblogic:sqlserver</subProtocol>
  <connectString>mainProtocol:subProtocol://databaseName</connectString>
  <driverClassName>weblogic.jdbc.sqlserver.SQLServerDriver
  </driverClassName>
  <dataSourceClassName>weblogic.jdbcx.sqlserver.SQLServerDataSource
  </dataSourceClassName>
  <connHandlerClass>oracle.webdb.reformlet.data.jdbc.JDBCConnectionHandler
  </connHandlerClass>
  <connPoolSize>5</connPoolSize>
  <loginTimeOut>30</loginTimeOut>
</driverInfo>


	
Microsoft SQL Server (名前付き接続。たとえば、mycompany.com:port;databaseName=mydb):


<driverInfo class="oracle.webdb.reformlet.data.jdbc.JDBCDriverInfo"> 
  <name>Microsoft SQL Server</name> 
  <sourceDataBase>other</sourceDataBase> 
  <subProtocol>weblogic:sqlserver</subProtocol> 
  <connectString>mainProtocol:subProtocol://databaseName</connectString> 
  <driverClassName>weblogic.jdbc.sqlserver.SQLServerDriver
  </driverClassName> 
  <connHandlerClass>
  oracle.webdb.reformlet.data.jdbc.JDBCODBCConnectionHandler 
  </connHandlerClass> 
  <connPoolSize>5</connPoolSize> 
  <loginTimeOut>60</loginTimeOut> 
</driverInfo>


	
Sybase:


<driverInfo class="oracle.webdb.reformlet.data.jdbc.JDBCDriverInfo">
  <name>Sybase</name>
  <sourceDataBase>other</sourceDataBase>
  <subProtocol>weblogic:sybase</subProtocol>
  <connectString>mainProtocol:subProtocol://databaseName</connectString>
  <driverClassName>weblogic.jdbc.sybase.SybaseDriver
  </driverClassName>
  <connHandlerClass>
  oracle.webdb.reformlet.data.jdbc.JDBCODBCConnectionHandler
  </connHandlerClass>
  <connPoolSize>5</connPoolSize>
  <loginTimeOut>30</loginTimeOut>
</driverInfo>


	
DB2:


<driverInfo class="oracle.webdb.reformlet.data.jdbc.JDBCDriverInfo">
  <name>DB2</name>
  <sourceDataBase>other</sourceDataBase>
  <subProtocol>weblogic:db2</subProtocol>
  <connectString>mainProtocol:subProtocol://databaseName</connectString>
  <driverClassName>weblogic.jdbc.db2.DB2Driver
  </driverClassName>
  <connHandlerClass>
  oracle.webdb.reformlet.data.jdbc.JDBCODBCConnectionHandler
  </connHandlerClass>
  <connPoolSize>5</connPoolSize>
  <loginTimeOut>30</loginTimeOut>
</driverInfo>


	
Informix:


<driverInfo class="oracle.webdb.reformlet.data.jdbc.JDBCDriverInfo">
  <name>Informix</name>
  <sourceDataBase>other</sourceDataBase>
  <subProtocol>weblogic:informix</subProtocol>
  <connectString>mainProtocol:subProtocol://databaseName</connectString>
  <driverClassName>weblogic.jdbc.informix.InformixDriver
  </driverClassName>
  <connHandlerClass>
  oracle.webdb.reformlet.data.jdbc.JDBCODBCConnectionHandler
  </connHandlerClass>
  <connPoolSize>5</connPoolSize>
  <loginTimeOut>30</loginTimeOut>
</driverInfo>




表64-4では、driverInfoプロパティのパラメータについて説明しています。


表64-4 driverInfoプロパティのパラメータ

	パラメータ	説明
	
name

	
使用するデータベースの名前。この名前は、「OmniPortlet」ウィザードの「ソース」タブで使用されます。


	
sourceDataBase

	
内部値。値をotherに設定します。


	
subProtocol

	
OmniPortletによって使用される、接続文字列を作成するためのJDBCサブプロトコル名。たとえば、sqlserver、sybase、db2などです。

サブプロトコル名のリストについては、この項の最後にあるリンクから、DataDirect JDBCドライバのドキュメントを参照してください。


	
connectString

	
接続文字列の書式の説明。DataDirectドライバの場合、書式は次のとおりです。


mainProtocol:subProtocol://databaseName


	
driverClassName

	
ドライバ・クラスの名前。様々な値を取得するには、この項の最後にあるリンクを使用して、DataDirect JDBCドライバのドキュメントを参照してください。


	
dataSourceClassName

	
接続プーリングを実装するデータ・ソース・クラスの名前。このパラメータは、OmniPortletリリース9.0.4.1以上でのみ使用可能です。使用するドライバの正しいデータ・ソース・クラス名は、表64-5を参照してください。


	
connHandlerClass

	
ドライバおよび接続プーリングの管理にOmniPortletで使用されるクラス。値は次のいずれかです。

	
OmniPortletリリース9.0.4.1以上の場合:

oracle.webdb.reformlet.data.jdbc.JDBCConnectionHandler


	
OmniPortleリリース9.0.4.1より前の場合:

oracle.webdb.reformlet.data.jdbc.JDBCODBCConnectionHandler





	
connPoolSize

	
接続プールによって開かれる接続の最小数。


	
loginTimeOut

	
このデータ・ソースが、データベースへの接続を試みる間待機する最大時間(秒)。








表64-5では、特定のDataDirect JDBCドライバのdriverClassNameプロパティとdataSourceClassNameプロパティの値を示します。


表64-5 driverClassNameおよびdataSourceClassNameのパラメータと値

	サポートされるDataDirectドライバ	プロパティ
	
Microsoft SQL Server

	
パラメータ: driverClassName

値: weblogic.jdbc.sqlserver.SQLServerDriver


	
Sybase

	
パラメータ: driverClassName

値: weblogic.jdbc.sybase.SybaseDriver


	
DB2

	
パラメータ: driverClassName

値: weblogic.jdbc.db2.DB2Driver


	
Informix

	
パラメータ: driverClassName

値: weblogic.jdbc.informix.InformixDriver








	
provider.xmlファイルを保存します。


	
ポートレット・プロデューサがデプロイされていたOracle WebLogic管理対象サーバー・インスタンスを停止してから起動します。

これを行うには、FMW_HOME/user_projects/domains/wc_Domain/binに移動し、次のコマンドを発行します。


./startManagedWebLogic.sh WC_Portlet





	
注意:

複数ノード構成(クラスタリングまたはロードバランシング環境など)でOmniPortletを使用している場合、provider.xmlファイルを手動で各ノードにコピーする必要があります。













	
関連項目:

DataDirect JDBCドライバの使用方法の詳細は、第64章「OmniPortletを使用したポートレットの作成」を参照してください。














64.4.3 PortalツールおよびWebプロデューサの構成(オプション)

ローカルに構築されたOmniPortletプロデューサおよびカスタムで構築されたWebプロデューサが、中間層環境で適切に機能するようにするには、追加の構成が必要な場合があります。ファイル・システムでOmniPortletまたはその他のWebプロデューサがカスタマイズされている場合、PDK-Javaによって提供されている永続ストア移行およびアップグレード・ユーティリティを使用して、既存のカスタマイズをデータベースに移行し、前のリリースからカスタマイズをアップグレードできます。PDK-Javaの永続ストア移行ユーティリティの詳細は、第60.3.8.2項「PDK-Javaプロデューサの永続ストアの移行」を参照してください。


複数中間層環境でのPortalツール・プロデューサの構成

デフォルトでは、OmniPortletプロデューサはデータベース・プリファレンス・ストアを使用します。これは、追加の構成を必要とせずに複数の中間層環境で機能します。

データベース永続ストアの構成の詳細は、第60.3.8.1項「PDK-Javaプロデューサの永続ストアの設定」を参照してください。

	
カスタマイズを行ったOmniPortletインスタンスをファイル・システム内で作成済の場合は、永続ストア移行ユーティリティを使用して、これらのカスタマイズをデータベースに移行する必要があります。

この移行ユーティリティを実行するには:

	
次のコマンドを使用して、WebCenter Portal Oracleホーム・ディレクトリに移動します。


cd WC_ORACLE_HOME


	
次のコマンドを実行して、OmniPortletデータをファイルベースの永続ストア(FilePreferenceStore)からデータベース永続ストア(DBPreferenceStore)に移行します。


java -classpath lib/dms.jar:jdbc/lib/ojdbc14dms.jar:portal/jlib/pdkjava.jar:portal/jlib/
ptlshare.jar oracle.portal.provider.v2.preference.MigrationTool -mode 
filetodb -pref1UseHashing true -pref1RootDirectory portal/portletdata/tools/omniPortlet 
-pref2User User_Name -pref2Password User_Password -pref2URL 
jdbc:oracle:thin:@infra.host.com:1521:orcl




PDK-Javaの永続ストア移行ユーティリティの詳細は、第60.3.8.2項「PDK-Javaプロデューサの永続ストアの移行」を参照してください。


	
通常、ロード・バランシング・ルーター(LBR)を構成する前に、OmniPortletのHTTPプロキシ構成を実行します。LBRの構成後にこれを行う手順は、次のとおりです。

	
Portalツールの構成情報は、中間層サーバー上のprovider.xmlファイルに格納されています。1つの中間層(M1など)で構成を直接更新し、それをLBRがフロントエンド処理を行うすべての中間層に伝播する必要があります。最初に、M1以外の中間層をすべて停止する必要があります。


	
HTTPプロキシ設定をprovider.xmlファイルで変更できます。詳細は、第64.4.1項「ファイアウォール外のデータにアクセスするためのOmniPortletプロデューサの構成」を参照してください。


	
OmniPortlet_WAR_DIR/WEB-INF/providers/omniPortlet/provider.xmlをM1からM2へコピーすることにより、provider.xmlファイルへの変更を、中間層M2に伝播します。





	
中間層M2を再起動します。


	
Portal Frameworkアプリケーションでポートレット・プロデューサ登録を更新します。プロデューサ登録URLの最初の部分をhttp://m1.abc.com:7777/からhttp://lbr.abc.com/に変更します。


	
OmniPortletプロデューサが、LBRを介して正常に動作することを、次のURLにあるテスト・ページに移動して確認します。


http://lbr.abc.com/portalTools/omniPortlet/producers/omniPortlet


OmniPortletプロデューサのテスト・ページで、「ポートレット情報」セクションに「使用可能なポートレットはありません」というメッセージが表示された場合、ステップ1でOmniPortletを正しく構成していない可能性があります。OmniPortletが正しく構成されている場合、「OmniPortlet」と「シンプル・パラメータ・フォーム」のポートレットがテスト・ページで利用できます。




	
注意:

OmniPortletのWebページ・データ・ソースを使用するには、Oracle Web Cacheでセッション・バインディングも有効にする必要があります。

















64.5 OmniPortletの問題のトラブルシューティング

この項では、OmniPortletの使用中に発生する可能性のある問題のトラブルシューティングに役立つ情報を提供します。




	
注意:

OmniPortletプロデューサはPortal Frameworkアプリケーションと異なる層に存在し、そこで実行されるため、セッション情報にはアクセスできません。OmniPortletがアクセスできるように、XMLファイルをPUBLICとして公開する必要があります。








「定義」リンクを使用してOmniPortletを定義できない

実行時にOmniPortletを定義することはできません。


問題

OmniPortletは、trueのRenderPortletInIFrame値のみをサポートします。これはOmniPortletをIFRAME内でレンダリングする必要があることを意味します。したがって、OmniPortletプロパティRenderPortletInIFrameをtrueに設定する必要があります。「プロパティ・インスペクタ」で、RenderPortletInIFrameプロパティは、「表示オプション」の下にあります。

現時点では、RenderPortletInIFrameプロパティの値はfalseです。そのため、実行時に「定義」リンクをクリックしても、「タイプ」タブは表示されず、OmniPortletの定義を進めることができません。


解決方法

OmniPortletを定義するために、「処理」リストから「カスタマイズ」を選択するか、Oracle JDeveloperの「構造」ウィンドウでOmniPortletを選択して、RenderPortletInIFrameをtrueに設定します。












46 アクティビティ・グラフの統合


この章では、設計時にアクティビティ・グラフとPortal Frameworkアプリケーションを統合する方法について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第46.1項「アクティビティ・グラフの概要」


	
第46.2項「アクティビティ・グラフの基本構成」


	
第46.3項「アクティビティ・グラフの詳細情報」


	
第46.4項「アクティビティ・グラフの拡張」


	
第46.5項「アクティビティ・グラフのトラブルシューティング」




アクティビティ・グラフの管理方法および使用方法の詳細は、次のドキュメントを参照してください。

	
『Oracle WebCenter Portalの管理』の「アクティビティ・グラフの管理」


	
『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』の「アクティビティ・グラフの追加とポータルへの推奨事項」


	
『Oracle WebCenter Portalの使用』の「推奨事項とコンテンツの参照」






46.1 アクティビティ・グラフの概要

今日のユーザーは前例のない速度でコンテンツを提供しています。アクティビティ・グラフは、シームレスに統合された情報の取得を実現し、検索アプリケーションおよびソーシャル・アプリケーションに役立つ集約されたインテリジェント機能を活用します。

この項では、アクティビティ・グラフの概要、タスク・フローおよび基礎となるアーキテクチャについて説明します。内容は次のとおりです。

	
第46.1.1項「アクティビティ・グラフの理解」


	
第46.1.2項「アクティビティ・グラフの要件」


	
第46.1.3項「実行時の処理」






46.1.1 アクティビティ・グラフの理解

アクティビティ・グラフでは、既存のコネクションやアプリケーション内のオブジェクトへの共通のやり取りに基づいて、ユーザーが関心を寄せている可能性のある人を提案します。また、ランク計算に基づいて、ユーザーが興味を持つ可能性があるポータルやコンテンツも示されます。

アクティビティ・グラフでは、アクティビティ・グラフ・エンジンによって収集および分析されたデータに基づいて、これらの提案が提示されます。アクティビティ・グラフ・エンジンは、エンタープライズ・アプリケーションによって収集されるアクションの中央リポジトリを提供します。数学的なグラフに置き換えてみると、アプリケーション・ユーザーとそれらのユーザーがやり取りするエンタープライズ・コンテンツはノードを表し、ユーザー間およびユーザーとコンテンツとの間のアクションは有向エッジ(図46-1)を表します。


図46-1 アクティビティ・グラフ

[image: 図46-1の説明が続きます]





エンタープライズでは、人々と他の人々およびコンテンツとの対話を分析し、表示、編集、タグ付けなどの拡張可能なアクション・セットに基づいてコンテキストに沿った推奨を作成するための類似度スコアを生成しています。たとえば、オンライン・ベンダーの場合、このようなコンテキストに沿った推奨は、お薦めの追加購入の選択肢を提供するうえで役立ちます。ソーシャル・ネットワーク環境では、推奨によって、すでに接続している友人の友人に基づいて追加の接続を提案します。

アクティビティ・グラフ・エンジンは、コンテンツのアクティビティ・ランクも計算し、この情報をOracle Secure Enterprise Searchに渡し、検索結果により関連性の高いコンテンツを表示できるようにします。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のOracle Secure Enterprise Searchのアクティビティ・ランクの設定に関する項を参照してください。


ノード・クラス

アクティビティ・グループ・ノードは、各クラスにグループ化されます。WebCenter Portalのデフォルトのノード・クラスは、次のとおりです。

	
ユーザー(WC.user)


	
ポータル(WC.group-space)


	
ドキュメント(WC.document)


	
Wiki(WC.wiki-page)


	
ブログ(WC.blog)


	
ディスカッション・トピック(WC.topic)




アクティビティ・グラフ・エンジンを拡張して他のアプリケーションに統合するために、これらのアプリケーションのオブジェクトに対応するカスタム・ノード・クラスを作成できます。詳細は、第46.4.1項「カスタム・ノード・クラスの定義」を参照してください。


アクション

アクションは特定のタイプのイベントです。それには、ソースとターゲットがあります。たとえば、Montyがドキュメントを見ている場合は、Montyによるviewアクションがソースとなり、ドキュメントがターゲットとなります。ユーザーとアイテム間のその他のアクションには、create、likeおよびtagがあります。たとえば、2人のユーザーが互いにconnectされている場合は、アクションを2人のユーザー間で実行できます。

表46-1に、WebCenter Portal用に定義されたデフォルト・アクションを示します。


表46-1 WebCenter Portalのデフォルト・アクション

	アクションURN	説明
	
connect

	
別のユーザーとのコネクションを持ちます


	
create

	
ポータル、ドキュメント、Wiki、ブログ、トピックまたはメッセージを作成します


	
edit

	
ポータルを除くすべてのアイテムの場合:

	
ドキュメントの新しいバージョンをチェックインします


	
Wikiまたはブログを編集します


	
トピックに返信します


	
メッセージを編集します




ポータルの場合:

	
前述のすべてのアクションに加えて、次のアクションを実行します


	
ページを作成、編集または削除します


	
リストを作成、編集または削除します


	
イベントを作成、編集または削除します





	
comment

	
ドキュメント、Wikiまたはブログにコメントします


	
like

	
ドキュメント、Wiki、ブログまたはメッセージを気に入ります


	
tag

	
ドキュメント、Wikiまたはブログにタグ付けします


	
view

	
ポータル・ページ、ドキュメント、Wiki、ブログ・エントリまたはディスカッション・トピックを表示します


	
download

	
ドキュメント、Wikiまたはブログをダウンロードします


	
edit-count

	
ドキュメントの新しいバージョンのチェックイン、Wikiまたはブログの編集、トピックへの返信、メッセージの編集を行います


	
view-count

	
ドキュメント、Wiki、ブログまたはディスカッション・トピックを表示します








これらのWebCenter Portalアクションが1つでも発生すると(たとえば、Montyがドキュメントを表示すると)、そのアクションはWebCenter Portal分析のコンポーネントであるイベント・コレクタによって収集され、アクティビティ・データベース(図46-2)のイベント表に格納されます。


図46-2 WebCenter Portal分析によるデータ収集

[image: 図46-2の説明が続きます]





アクティビティ・データの収集プロセスが開始されると、分析アクティビティ・プロバイダによって分析イベント表からアクションが読み取られた後、登録済のマッピング・セットが使用されてアクティビティが生成されます(図46-3)。アクティビティとは、1回発生したアクションのことで、集計されたアクションの発生回数であるリレーションの判別に使用されます(リレーション表に格納される)。たとえば、Montyがこの特定のドキュメントを5回表示したという事実はリレーションです。リレーション表の中の情報は、推奨と検索ランクの決定に使用されます。


図46-3 アクティビティ・グラフ・エンジンによって収集されたデータ

[image: 図46-3の説明が続きます]





アクティビティ・グラフ・エンジンを他のアプリケーションに統合するために、これらのアプリケーションにおけるユーザーの実行アクションに対応するカスタム・アクションを作成できます。詳細は、第46.4.2項「カスタム・アクションの定義」を参照してください。


類似度計算

アクティビティ・グラフ問合せAPIは、アクティビティ・グラフ・タスク・フローによって使用されるJava APIで、レシピを使用して関連表で推奨を問い合せます(図46-4)。レシピとは、ランク計算または類似度計算の重み付けされたリストのことです。類似度計算では、特定の条件下で2つのオブジェクトがどの程度類似しているかを指定する類似度スコア(ゼロから1までの数値)が提供されます。それぞれの計算の重み付けによって、その計算が推奨の総合スコアに与える影響が変化します。推奨は、推奨スコアの合計によって順序付けされます。


図46-4 アクティビティ・グラフによる推奨の計算

[image: 図46-4の説明が続きます]





表46-2に、アクティビティ・グラフ・タスク・フローによって使用される計算を示します(タスク・フローについては、第46.2.3.1項「アクティビティ・グラフ・タスク・フロー」を参照してください)。


表46-2 アクティビティ・グラフの計算

	URN	適用対象	説明	タスク・フローでの使用
	
item-edit

	
ドキュメント

Wiki

ブログ

トピック

	
現在のアイテムを編集したユーザーが推奨アイテムも編集しています

	
類似アイテム


	
item-like

	
ドキュメント

Wiki

ブログ

トピック

	
現在のアイテムを気に入ったユーザーが推奨アイテムも気に入っています

	
類似アイテム


	
item-comment

	
ドキュメント

Wiki

ブログ

トピック

	
現在のアイテムについてコメントしたユーザーが推奨アイテムについてもコメントしています

	
類似アイテム


	
item-tag

	
ドキュメント

Wiki

ブログ

トピック

	
現在のアイテムにタグ付けしたユーザーが推奨アイテムにもタグ付けしています

	

	
item-all

	
ドキュメント

Wiki

ブログ

トピック

	
現在のアイテムとなんらかの方法で(表示など)やり取りしたユーザーが、推奨アイテムともなんらかの方法でやり取りしています

	
類似アイテム


	
gs-edit

	
ポータル

	
現在のポータルに参加したユーザーが推奨ポータルにも参加しています

	
類似ポータル


	
gs-all

	
ポータル

	
現在のポータルとなんらかの方法(ページやポータル内のコンテンツの表示など)でやり取りしたユーザーが、推奨ポータルともなんらかの方法でやり取りしています

	
類似ポータル


	
user-connect

	
ユーザー

	
現在のユーザーが推奨ユーザーと複数のコネクションを共有しています

	
推奨コネクション


	
user-edit

	
ユーザー

	
現在のユーザーが編集したアイテムの一部は、推奨ユーザーも編集しています

	
推奨コネクション


	
user-like

	
ユーザー

	
現在のユーザーが気に入ったアイテムの一部は、推奨ユーザーも気に入っています

	
推奨コネクション


	
user-comment

	
ユーザー

	
現在のユーザーがコメントしたアイテムの一部は、推奨ユーザーもコメントしています

	
推奨コネクション


	
user-tag

	
ユーザー

	
現在のユーザーがタグ付けしたアイテムの一部は、推奨ユーザーもタグ付けしています

	
推奨コネクション


	
user-all

	
ユーザー

	
推奨ユーザーがやり取りしたアイテムの一部と、表示を含めなんらかの方法でやり取りした現在のユーザー

	
推奨コネクション


	
like-rank

	
ドキュメント

Wiki

ブログ

	
ユーザーは現在の推奨アイテムを気に入っています

	
トップ・アイテム


	
activity-rank

	
ドキュメント

Wiki

ブログ

	
ユーザーはなんらかの方法で推奨アイテムとやり取りをしています

	
トップ・アイテム








これらの計算を編集して、重み付けを変更できます。追加の計算を作成し、アクティビティ・グラフ・エンジンを他のアプリケーションに統合できます。詳細は、第46.4.3項「カスタム類似度計算の定義」を参照してください。


問合せ結果ポスト・プロセッサ(QRPP)

特定のオブジェクトの最初の推奨リストが生成された後、結果をフィルタし、ユーザーにとってより適した有用なものにします。これは、問合せ結果ポスト・プロセッサ(QRPP)を使用して実現されます。QRPPは、現在の推奨結果のリストを使用し、出力として変更されたリストを返します。QRPPは、たとえば、現在のユーザーに閲覧が許可されていないオブジェクトの推奨を削除することで推奨をフィルタ除去したり、結果のメタデータを追加または変更したりすることがあります。

WebCenter Portalには、次の3つのQRPPが用意されています(表記されている順序で実行される)。

	
WebCenter PortalセキュリティQRPP - 現在のユーザーが表示権限を持っていないオブジェクトに対する推奨をフィルタ処理で除外します。このフィルタでは、認可の検索ツールで使用されるメカニズムと同じものが使用されます。


	
分析メタデータQRPP - 分析表の各推奨オブジェクトについて、追加のメタデータ(説明やアイコンURLなど)を取得します。


	
WebCenter Portal URL QRPP - リソース・アクション・ハンドラをコールすることにより、各推奨オブジェクトのURLを取得します。リソース・アクション・ハンドラは、検索ツールで使用されるのと同じWebCenter Portalコンポーネントです。第4.3項「サービスでリソースをレンダリングする方法のカスタマイズ」も参照してください。




この結果にさらにフィルタ処理を加えたり、アクティビティ・グラフ・エンジンを他のアプリケーションに統合したりするために、独自のQRPPを作成できます。詳細は、第46.4.6項「カスタムQRPPの登録」を参照してください。


アクティビティ・グラフ・タスク・フロー

ユーザーに対する推奨の提示は、アクティビティ・グラフ・タスク・フローを介して行われます。アクティビティ・グラフには、次のタスク・フローがあります。

	
推奨コネクション: ユーザーの現在のコネクションやアプリケーション内のオブジェクトへの共通のやり取りに基づいて、現在のユーザーがコネクションを望む可能性のあるユーザーをお薦めします。


	
類似ポータル: 現在のポータルと同様の方法でやり取りしたことのあるポータルを提案します。


	
類似アイテム: 現在のアイテムと同様の方法でやり取りしたことのあるアイテムを提案します。


	
トップ・アイテム: 表示を含めもっとも多くのアクティビティを実行した現在のユーザーにより投稿されたアイテム、または複数のユーザーからもっとも多くのお気に入りを示されたアイテムを提案します。Portal Frameworkアプリケーションでは、このタスク・フローは「トップ投稿」モードでのみ動作します。




詳細は、第46.2.3.1項「アクティビティ・グラフ・タスク・フロー」を参照してください。






46.1.2 アクティビティ・グラフの要件

アクティビティ・グラフを使用するには、アクティビティ・グラフ・エンジンがインストールおよび構成されている必要があります。詳細は、『Oracle WebCenter Portalインストレーション・ガイド』を参照してください。

また、アプリケーションでWebCenter Portalスキーマおよびアクティビティ・データベースへの接続を作成する必要があります。詳細は、第4.2.2項「データベース接続の設定」を参照してください。

分析イベント・コレクタに使用イベントを送信するように、アプリケーションが構成されている必要があります。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアプリケーション用の分析コレクタの登録に関する項を参照してください。

アクティビティ・グラフで推奨を行うには、まず、アクティビティ・グラフ・エンジンを最低1回は実行して、データ収集と類似度スコアの計算を行っておく必要があります。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアクティビティ・グラフ用のデータ準備に関する項を参照してください。

類似アイテム・タスク・フロー、トップ・アイテム・タスク・フローと推奨データ・コントロールで提案されるアイテムは、アプリケーションで使用可能なツールによって異なります。たとえば、ドキュメント・ツールが使用可能な場合は、ドキュメントのみがお薦めされます。アプリケーションでツールを使用可能にする方法については、そのツールに関する該当の章を参照してください。また、そのアイテムを所有するツールのリソース認可プロバイダでフィルタ処理が行われることによって、アイテムが推奨から除外されることもあります。






46.1.3 実行時の処理

実行時には、アクティビティ・グラフ・タスク・フローで次のようなコンテキストが提供されます。

	
推奨コネクション・タスク・フローの場合、コンテキストは現在のユーザーになります。


	
類似ポータル・タスク・フローの場合、コンテキストは現在のポータルになります。


	
類似アイテム・タスク・フローの場合、コンテキストは、タスク・フロー入力パラメータまたはADF UIイベントを通して渡されるWebCenter Portalリソースになります。


	
トップ・アイテム・タスク・フローの場合、コンテキストはプロファイル所有者になります。




その後、タスク・フローは、アクティビティ・グラフの問合せAPIを介して(タスク・フロー・パラメータで指定されているレシピを使用する)アクティビティ・グラフ・データベースの推奨の問合せを行います。問合せAPIによって返された推奨リストは、QRPPでフィルタ処理してからタスク・フローで表示することもできます。

実行時のツールの詳細は、『Oracle WebCenter Portalの使用』の「推奨とコンテンツの探究」を参照してください。








46.2 アクティビティ・グラフの基本構成

この項では、アクティビティ・グラフをアプリケーションに追加するための必要な手順について説明します。内容は次のとおりです。

	
第46.2.1項「アクティビティ・グラフの構成ロードマップ」


	
第46.2.2項「アクティビティ・グラフの接続設定」


	
第46.2.3項「設計時におけるアクティビティ・グラフの追加」






46.2.1 アクティビティ・グラフの構成ロードマップ

この項のフロー・チャート(図46-5)と表(表46-3)は、Frameworkアプリケーション内でアクティビティ・グラフを動作させるために必要な前提条件とタスクの概要を示しています。


図46-5 Portal Frameworkアプリケーションに対するアクティビティ・グラフの構成

[image: 図46-5の説明が続きます] 






表46-3 Portal Frameworkアプリケーションに対するアクティビティ・グラフの構成

	アクター	タスク	サブタスク
	
管理者

	
1. 分析およびアクティビティ・グラフ用のWebCenter Portalコンポーネントとバックエンド・コンポーネントをインストールします

	

	
開発者

	
2. アプリケーションにアクティビティ・グラフを統合します

	
2.a JDeveloperでWebCenter Portalスキーマへの接続を構成する

2.b JDeveloperでアクティビティ・データベースへの接続を構成する

2.c JDeveloperで分析コレクタへの接続を構成する

2.d JDeveloperでページにアクティビティ・グラフ・タスク・フローを追加します


	
管理者

	
3. (オプション)アクティビティ・グラフ・エンジンのスケジュールを設定します

	

	
開発者/

管理者

	
4. 次のいずれかのツールを使用してアプリケーションをデプロイします:

	
JDeveloper (開発者)


	
Fusion Middleware Control (管理者)


	
WLST (管理者)


	
WLS管理コンソール(管理者)




	

	
	
5. (オプション)次のいずれかのツールを使用して接続パラメータを追加/変更します:

	
JDeveloper、次にアプリケーションの再デプロイ(開発者)


	
Fusion Middleware Control (管理者)


	
WLST (管理者)




	

	
エンド・ユーザー/

管理者

	
6. アプリケーションでアクティビティ・グラフ・データを使用できることをテストします

	
6.a アプリケーションにログインし、コンテンツを追加するなどの操作を行います(エンド・ユーザー)

6.b アクティビティ・グラフ・エンジンを実行する(管理者)

6.c 推奨(たとえば、「プロファイル」ページの「推奨コネクション」)を表示します(エンド・ユーザー)












46.2.2 アクティビティ・グラフの接続設定

アクティビティ・グラフには、次の接続が必要です。

	
WebCenter Portalスキーマ - この接続の作成方法の詳細は、第4.2.2項「データベース接続の設定」を参照してください。


	
アクティビティ・スキーマ - この接続は、推奨の問合せおよびその結果のメタデータの取得に使用されます。これは、分析イベント・コレクタおよびアクティビティ・グラフ・エンジンが使用する接続と同じものです。既存の接続が存在する場合、その接続が使用されます。既存の接続が存在しない場合は、新しい接続を作成する必要があります。この接続の作成方法については、第4.2.2項「データベース接続の設定」を参照してください。


	
分析イベント・コレクタ - この接続は、分析イベント・コレクタに使用イベントを送信するために使用されます。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアプリケーション用の分析コレクタの登録に関する項を参照してください。




さらに、類似アイテム・タスク・フロー、トップ・アイテム・タスク・フローおよび推奨データ・コントロールで提案されるアイテムは、アプリケーションで使用可能なツールとサービスによって異なります。たとえば、ドキュメントは、ドキュメント・ツールが有効な場合のみお薦めされます。

	
ドキュメント、Wikiおよびブログを表示するにはコンテンツ・リポジトリへの接続が必要です。


	
ディスカッションを表示するには、ディスカッション・サーバーへの接続が必要です。







	
注意:

JDeveloperで設計時にバックエンド・サーバーへの接続を設定できますが、デプロイ後の環境でEnterprise Manager Fusion Middleware Controlを使用して、後から接続を追加、削除または変更できます。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』を参照してください。












46.2.3 設計時におけるアクティビティ・グラフの追加

この項では、アクティビティ・グラフ・タスク・フローおよびアプリケーションへのアクティビティ・グラフの追加手順について説明します。内容は次のとおりです。

	
第46.2.3.1項「アクティビティ・グラフ・タスク・フロー」


	
第46.2.3.2項「アクティビティ・グラフ・タスク・フローをページに追加する方法」


	
第46.2.3.3項「アクティビティ・グラフ・タスク・フロー・パラメータを変更する方法」


	
第46.2.3.4項「アクティビティ・グラフ・タスク・フローおよびタスク・フロー・パラメータ」






46.2.3.1 アクティビティ・グラフ・タスク・フロー

この項では、アクティビティ・グラフで使用可能なタスク・フローについて説明します。

表46-4に、アクティビティ・グラフによって提供されるタスク・フローを示します。


表46-4 アクティビティ・グラフ・タスク・フロー

	タスク・フロー	説明
	
推奨コネクション

	
このタスク・フローでは、現在のユーザーに類似しているとアクティビティ・グラフ・エンジンの計算によって判断されたユーザーを表示して、そのユーザーとのコネクションを持つことができます。

詳細は、第46.2.3.1.1項「推奨コネクション・タスク・フロー」を参照してください。


	
類似ポータル

	
このタスク・フローでは、現在のユーザーが興味を持つ可能性があるとアクティビティ・グラフ・エンジンの計算によって判断されたポータルを表示して、そのポータルとやり取りできます。

詳細は、第46.2.3.1.2項「類似ポータル・タスク・フロー」を参照してください。


	
類似アイテム

	
このタスク・フローでは、現在のユーザーが興味を持つ可能性があるとアクティビティ・グラフ・エンジンの計算によって判断されたWebCenter Portalアイテムを表示して、そのアイテムとやり取りできます。

詳細は、第46.2.3.1.2項「類似アイテム・タスク・フロー」を参照してください。


	
トップ・アイテム

	
このタスク・フローでは、現在のポータルでもっともアクティブであるとアクティビティ・グラフの計算によって判断されたWebCenter Portalアイテム(ドキュメント、Wikiまたはブログ)を表示して、そのアイテムとやり取りできます。

詳細は、第46.2.3.1.4項「トップ・アイテム・タスク・フロー」を参照してください。










46.2.3.1.1 推奨コネクション・タスク・フロー

推奨コネクション・タスク・フローでは、現在のユーザーに類似していると計算によって判断されたユーザーを表示して、そのユーザーとのコネクションを持つことができます。

推奨コネクション・タスク・フローは、各ユーザーの「プロファイル」ページで、デフォルトで提供されています。

表46-5に、類似度計算と推奨コネクション・タスク・フローのデフォルト・レシピで使用されている重み付けを示します。このレシピは、similarityURNListタスク・フロー・バインディング・パラメータを編集することで変更できます。詳細は、第46.2.3.3項「アクティビティ・グラフ・タスク・フロー・パラメータを変更する方法」を参照してください。


表46-5 推奨コネクションのデフォルト・レシピ

	類似度計算	重み
	
user-connect

	
100


	
user-edit

	
50


	
user-like

	
50


	
user-comment

	
10


	
user-tag

	
10


	
user-all

	
1








推奨の総合スコアが一番高いユーザーが、タスク・フローで最初に表示されます。各推奨ユーザーの最高スコアに関する類似度計算で、関連付けられた理由文字列が存在する場合は、その文字列がユーザー名の下に表示され、なぜそのユーザーを推奨するのかが詳述されます。

最上位の類似度ファンクションに理由文字列が定義されていない場合は、何も表示されません。類似度計算理由文字列は編集したり、文字列を追加したりできます。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』の類似度計算の理由文字列のカスタマイズに関する項を参照してください。






46.2.3.1.2 類似ポータル・タスク・フロー

類似ポータル・タスク・フローでは、現在のポータルのユーザーが興味を持つ可能性があると計算によって判断されたポータルを表示して、そのポータルとやり取りできます。推奨されるポータルは、現在のユーザーに固有のものではありませんが、タスク・フローにはそのユーザーが表示権限を持つポータルのみが示されます。

表46-6に、類似度計算と類似ポータル・タスク・フローのデフォルト・レシピで使用されている重み付けを示します。このレシピは、similarityURNListタスク・フロー・バインディング・パラメータを編集することで変更できます。詳細は、第46.2.3.3項「アクティビティ・グラフ・タスク・フロー・パラメータを変更する方法」を参照してください。


表46-6 類似ポータルのデフォルト・レシピ

	類似度計算	重み
	
gs-edit

	
10


	
gs-all

	
1








推奨の総合スコアが一番高いポータルが、タスク・フローで最初に表示されます。各推奨ポータルの最高スコアに関する類似度計算で、関連付けられた理由文字列が存在する場合は、その文字列がポータル名の下に説明とともに表示されます。

最上位の類似度計算に理由文字列が定義されていない場合は、何も表示されません。類似度計算理由文字列は編集したり、文字列を追加したりできます。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』の類似度計算の理由文字列のカスタマイズに関する項を参照してください。






46.2.3.1.3 類似アイテム・タスク・フロー

類似アイテム・タスク・フローでは、現在選択しているアイテムのユーザーが興味を持つ可能性があるとアクティビティ・グラフ・エンジンの計算によって判断されたWebCenter Portalアイテムを表示して、そのアイテムとやり取りできます。推奨されるアイテムは、現在のユーザーに固有のものではありませんが、タスク・フローにはそのユーザーが表示権限を持つアイテムのみが示されます。

ユーザーが興味を持つ可能性があるアイテムには、Wiki、ブログ・ポスト、ドキュメント、ディスカッション・トピックなどが含まれます。

類似アイテム・タスク・フローでは、ページ上の他のタスク・フローで選択したアイテムに基づいて推奨コンテキストが決定されます。この情報は、タスク・フロー入力パラメータ(通常は、EL式を使用)またはWebCenterResourceSelected ADF UIイベントを通じて提供されます。類似アイテム・タスク・フローのコンテキストを決定するタスク・フローは、次のとおりです。

	
次のドキュメント・ツール・タスク・フローです。

	
最近のドキュメント


	
ドキュメント・リスト・ビューア


	
ドキュメント・ナビゲータ


	
ドキュメント・エクスプローラ


	
フォルダ・ビューア


	
ドキュメント・マネージャ


	
ドキュメント・ブラウザ







類似アイテム・タスク・フローは、ドキュメント・エクスプローラのファイル用の「関連アイテム」ペインにあり、現在表示しているファイルに類似するアイテムが表示されます。このタスク・フローの実行時における使用方法の詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のポータルへのアクティビティ・グラフおよび推奨の追加に関する項を参照してください。

ディスカッション・トピックの推奨を参照するには、類似アイテム・タスク・フローのresourceIDパラメータを編集し、ディスカッション・トピックの「ResourceID」を入力します。

表46-7に、類似度計算と類似アイテム・タスク・フローのデフォルト・レシピで使用されている重み付けを示します。このレシピは、similarityURNListタスク・フロー・バインディング・パラメータを編集することで変更できます。詳細は、第46.2.3.3項「アクティビティ・グラフ・タスク・フロー・パラメータを変更する方法」を参照してください。


表46-7 類似アイテムのデフォルト・レシピ

	類似度計算	重み
	
item-edit

	
100


	
item-like

	
50


	
item-comment

	
20


	
item-tag

	
10


	
item-all

	
1








推奨の総合スコアが一番高いアイテムが、タスク・フローで最初に表示されます。各推奨アイテムの最高スコアに関する類似度計算で、関連付けられた理由文字列が存在する場合は、その文字列がアイテム名の下に表示され、なぜそのアイテムを推奨するのかが詳述されます。

最上位の類似度ファンクションに理由文字列が定義されていない場合は、何も表示されません。類似度計算理由文字列は編集したり、文字列を追加したりできます。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』の類似度計算の理由文字列のカスタマイズに関する項を参照してください。






46.2.3.1.4 トップ・アイテム・タスク・フロー

トップ・アイテム・タスク・フローでは、現在のポータルでアクティブであるとアクティビティ・グラフの計算によって判断されたアイテムを表示して、そのアイテムとやり取りできます。トップ・アイテムにはドキュメント、Wikiおよびブログが含まれます。アイテムは、現在のユーザーに固有のものではありませんが、タスク・フローにはそのユーザーが表示権限を持つアイテムのみが示されます。

Portal Frameworkアプリケーションでは、このタスク・フローは「トップ投稿」モードでのみ動作し、現在のユーザーによりトップ投稿になったとアクティビティ・グラフの計算によって判断されたWebCenter Portalアイテムを表示して、そのアイテムとやり取りできます。これは、各ユーザーの「プロファイル」ページでデフォルトで使用できます。

表46-8に、ランク計算とトップ・アイテム・タスク・フローのデフォルト・レシピで使用されている重み付けを示します。このレシピは、recipeタスク・フロー・バインディング・パラメータを編集することで変更できます。詳細は、第46.2.3.3項「アクティビティ・グラフ・タスク・フロー・パラメータを変更する方法」を参照してください。


表46-8 トップ・アイテムのデフォルト・レシピ

	トップ・アイテム計算	重み
	
activity-rank

	
50


	
like-rank

	
50














46.2.3.2 アクティビティ・グラフ・タスク・フローをページに追加する方法

この項では、推奨コネクション・タスク・フローをアプリケーション・ページに追加する方法について説明します。この手順は、すべてのアクティビティ・グラフ・タスク・フローで同じです。

推奨コネクション・タスク・フローをPortal Frameworkアプリケーションに追加するには:

	
第46.1.2項「アクティビティ・グラフの要件」の説明に従って、アプリケーションを準備します。


	
タスク・フローを追加するページを開きます。


	
リソース・パレットで、「カタログ」、「WebCenter Portal - サービス・カタログ」、「タスク・フロー」フォルダの順に開きます。


	
推奨コネクション・タスク・フロー(または、希望するアクティビティ・グラフ・タスク・フロー)を、JSF (.jspx)ページにドラッグ・アンド・ドロップします。


	
表示されるポップアップ・メニューから、「リージョン」を選択します。

アクティビティ・グラフのADFライブラリ(activitygraph-service-view.jar)をプロジェクトに追加するよう要求される場合があります。「ライブラリの追加」をクリックして確認します。この操作の完了には時間がかかる場合があります。


	
「タスク・フロー・バインディングの編集」ダイアログにパラメータの値を入力するか、デフォルトを受け入れます。

詳細は、第46.2.3.4項「アクティビティ・グラフ・タスク・フローおよびタスク・フロー・パラメータ」を参照してください。


	
「OK」をクリックします。

タスク・フローがページに追加され、プロジェクトのライブラリがタスク・フローを実行するように構成されます。


	
「設計」ビューでページを右クリックして、「認可の編集」を選択します。「付与先」→「認証済ユーザーの選択」に移動して、「アクション」で、認証済ユーザーにCustomize、Grant、PersonalizeおよびViewという権限を付与します。


	
ページを保存し、実行します。









46.2.3.3 アクティビティ・グラフ・タスク・フロー・パラメータを変更する方法

各アクティビティ・グラフ・タスク・フローには、一連の必須およびオプションのタスク・フロー・バインディング・パラメータがあります。これらは、タスク・フローが正常に機能するために役立つ情報を取得する手段を提供します。

タスク・フロー・バインディング・パラメータを使用すると、タスク・フローの正常なレンダリングに必要な値を提供できるのみでなく、タスク・フロー・インスタンスの外観および動作をカスタマイズできます。たとえば、パラメータ値を使用して、ヘッダーとフッターをレンダリングするかどうか、表示する情報の行数や列数、返されたデータにフィルタを適用するかどうかなどを決定できます。

タスク・フロー・バインディング・パラメータの値は、タスク・フローをアプリケーション・ページにドラッグ・アンド・ドロップするときに指定できます。この操作を行うと、「タスク・フロー・バインディング」ダイアログが開きます(詳細は、第46.2.3.2項「アクティビティ・グラフ・タスク・フローをページに追加する方法」を参照してください)。

ページにタスク・フローを配置した後、タスク・フロー・バインディング・パラメータの値を調整することもできます。

「タスク・フロー・バインディングの編集」ダイアログにアクセスするには:

	
ページの下部にある「バインディング」タブ(「ソース」タブの横)をクリックして、「バインディング」ビューに移動します。


	
「実行可能ファイル」の下に、追加したタスク・フローが表示されます。

図46-6に、「実行可能ファイル」セクションに推奨コネクション・タスク・フローが表示されている例を示します。


図46-6 ページ・データ・バインディング定義の推奨コネクション

[image: 図46-6の説明が続きます]





	
タスク・フローを選択し、「実行可能ファイル」という見出しの横にある、「選択した要素を編集します。」(鉛筆)アイコンをクリックします。


	
「タスク・フロー・バインディングの編集」ダイアログ(図46-7)で、必要に応じてバインディング・パラメータの値を変更します(詳細は、第46.2.3.4項「アクティビティ・グラフ・タスク・フローおよびタスク・フロー・パラメータ」を参照してください)。


図46-7 推奨コネクションの「タスク・フロー・バインディングの編集」ダイアログ

[image: 図46-7の説明が続きます]





	
終了したら、「OK」をクリックします。


	
ページを保存して実行し、結果を表示します。









46.2.3.4 アクティビティ・グラフ・タスク・フローおよびタスク・フロー・パラメータ

表46-9に、アクティビティ・グラフに適用できるタスク・フロー・バインディング・パラメータのリストと説明を示します。


表46-9 アクティビティ・グラフ・タスク・フロー・バインディング・パラメータ

	パラメータ	タスク・フロー	説明
	
classURN

	
類似アイテム

	
コンテキストのノード・クラス。デフォルトでは、情報は選択イベントから導出されます。


	
classURNRestrictions

	
類似アイテム

トップ・アイテム

	
推奨に含めるノード・クラスのカンマ区切りリスト。非nullの場合、指定したノード・クラスのオブジェクトのみが推奨に含まれます。

デフォルトでは空です。これは、オブジェクトのどのクラスが返されるかについて、制限がないことを意味します。


	
excludeObjectActions

	
推奨コネクション

類似ポータル

類似アイテム

	
登録済アクションのカンマ区切りリスト。ログインしているユーザーがとった一連のアクションの対象である人物、ポータルまたはアイテムがタスク・フローには表示されません。

たとえば、類似アイテム・タスク・フローのデフォルト値は、作成、編集、コメント、タグです。これは、ユーザー自身が作成、編集、コメントまたはタグ付けしたアイテムが推奨されないことを意味します。

デフォルト・アクションは、表46-1にリストされています。


	
objectName

	
類似ポータル

類似アイテム

	
推奨のコンテキストとして使用するポータルまたはアイテムの名前。

ポータルのデフォルト値は、タスク・フローが含まれているポータルのリソースIDの式言語トークンです。

アイテムの値は、選択イベントから導出されます。


	
recipe

	
推奨コネクション

類似ポータル

類似アイテム

トップ・アイテム

	
登録済類似度計算のカンマ区切りリスト=重みペア(またはトップ・アイテムの場合、ランク計算=重みペア)。このリストにより、表示される推奨とその順序が決定されます。

各タスク・フローのデフォルト・レシピは、第46.2.3.1項「アクティビティ・グラフ・タスク・フロー」に示されています。


	
resourceId

	
推奨コネクション

類似ポータル

類似アイテム

	
推奨のコンテキストとして使用する個人、ポータルまたはアイテムのID。

コネクションのデフォルト値は、現在ログインしているユーザーの式言語トークンです。

ポータルのデフォルト値は、タスク・フローが含まれているポータルのリソースIDの式言語トークンです。

アイテムの値は、選択イベントから導出されます。


	
resourceType

	
類似アイテム

	
オブジェクトのノード・クラスを識別するために、classURNのかわりにresourceIdおよびserviceIdとともに使用されます。

たとえば、ドキュメント・ツールではresourceTypeを使用して、オブジェクトがWiki、ブログまたはドキュメントであるかどうかを識別します。


	
serviceId

	
類似アイテム

	
オブジェクトのノード・クラスを識別するために、classURNのかわりにresourceId(およびオプションでresourceType)とともに使用されます。


	
suppressPopup

	
類似アイテム

トップ・アイテム

	
タスク・フローの各リンクがインライン・ポップアップ(false)のコンテンツを起動するか、それともブラウザ内のウィンドウ(true)のコンテンツを起動するかを決定します。

デフォルト値はfalseです。
















46.3 アクティビティ・グラフの詳細情報

この項では、アクティビティ・グラフで使用できる拡張機能について説明します。内容は次のとおりです。

	
第46.3.1項「推奨データ・コントロールの使用方法」


	
第46.3.2項「アクティビティ・グラフREST APIの使用」






46.3.1 推奨データ・コントロールの使用方法

アクティビティ・グラフには、ツール用の独自のユーザー・インタフェース(タスク・フロー)の作成を可能にするデータ・コントロールが用意されています。

推奨データ・コントロールでは、類似アイテムと類似ユーザーの提案をアクティビティ・グラフ・エンジンに問い合せる2つのメソッドと、ユーザーが興味を示さないアイテムを記録する1つのメソッドが公開されています。

	
getSimilarObjects: 指定したソースと類似度計算のSuggestionWrappersリストを、複雑な類似度計算レシピの選択肢、およびノード・クラスとアクションのフィルタリングとともに返します。


	
recordNotInterested: 指定したオブジェクトにユーザーが興味を示していないことを記録します。







	
注意:

便宜上、getSimilarObjectsメソッドは、APIの下位レベルで使用されているリスト引数やマップ引数のかわりに文字列引数を取ります。タスク・フロー入力パラメータは通常、このような引数で構成されるからです。







通常、データ・コントロールとメソッドのバインディングには、MethodAction、MethodIterator(メソッドの結果を反復するため)およびTree(生成されるデータ構造の各属性を取得するため)という3つの構成要素が必要になります。これらは、ページ定義ファイルで手動で作成したり、より簡単な方法としてJDeveloper付属のウィザードを使用して作成できます。

推奨データ・コントロールをプロジェクトに追加するには:

	
推奨データ・コントロールをプロジェクトに追加します(カタログ内でそれを選択し、右クリックして「プロジェクトに追加」を選択するか、またはプロジェクト内でそれをJSPページ(.jspx)にドラッグ・アンド・ドロップすることで)。


	
ADF表をJSPページにドラッグします。


	
要求されたら、「データソースにバインド」チェック・ボックスを選択します。


	
「推奨データ・コントロール」に移動し、必要なAPIメソッドからのSuggestionWrapper結果を選択します。これにより、メソッド・アクション・バインディングおよび結果コレクションのイテレータが自動的に作成されます。


	
公開するノードを選択します。これにより、提案値にアクセスするためのツリーが自動的に作成されます。


	
メソッド・アクションのパラメータを構成します。これらのパラメータは、通常、pageFlowScope変数としても定義できる式になります。

	
classURN: 推奨ソースのノード・クラスのURN。


	
objectURN: 推奨ソースのURN。


	
userCredentialClass - nullの場合、WebCenter Portalユーザー・タイプが使用されます。


	
recipe: 使用される計算とそれらに関連付けられた重みのカンマ区切りリスト。例:

	
類似アイテム・タスク・フローの場合:


item-edit=100,item-like=50,item-comment=20,item-tag=10,item-all=1


	
推奨コネクション・タスク・フローの場合:


user-connect=100,user-edit=50,user-like=50,user-comment=10,user-tag=10,user-all=1


	
類似ポータル・タスク・フローの場合:


gs-edit=10,gs-all=1


	
トップ・アイテム・タスク・フローの場合:


activity-rank=50,like-rank=50





	
classURNRestrictionList: 推奨に含めるノード・クラスのカンマ区切りリスト。非nullの場合、指定したノード・クラスのオブジェクトのみが推奨に含まれます。


	
excludeObjectActionList - 結果のフィルタに使用するアクションURNのカンマ区切りリスト。


	
maxResults: 返される推奨の最大数












46.3.2 アクティビティ・グラフREST APIの使用

WebCenter Portalには、アクティビティ・グラフをサポートするREST APIが用意されています。アクティビティ・グラフREST APIを使用すると、コネクション、ポータルおよびアイテムの推奨を提供するための独自のインタフェースを作成できます。

この項では、アクティビティ・グラフに関連付けられているREST APIについて説明します。内容は次のとおりです。

	
第46.3.2.1項「アクティビティ・グラフのエントリ・ポイント」


	
第46.3.2.2項「アクティビティ・グラフのリソース・タイプの分類」


	
第46.3.2.3項「セキュリティに関する考慮事項」


	
第46.3.2.4項「アクティビティ・グラフのリソース・タイプ」




REST APIの概要は、第53章「Oracle WebCenter Portal REST APIの使用」を参照してください。



46.3.2.1 アクティビティ・グラフのエントリ・ポイント

各RESTサービスは、そのサービスのエントリ・ポイントを提供するリソース索引内にリンク要素を持っています。アクティビティ・グラフには、推奨用とアイテム用の2つのエントリ・ポイントがあります。アクティビティ・グラフ・のエントリ・ポイントを検索するには、次のいずれかのresourceTypeを使用したリンク要素を検索します。


urn:oracle:webcenter:activitygraph:recommendations
urn:oracle:webcenter:activitygraph:items


対応するhrefまたはtemplate要素によって、URIエントリ・ポイントが提供されます。クライアントは、このエントリ・ポイントにHTTPリクエストを送信し、アクティビティ・グラフを使用します。

リソース索引の詳細は、第53.5.1項「リソース索引の使用」を参照してください。

リソース・タイプの詳細は、第53.5.2.1項「リソース・タイプ」を参照してください。






46.3.2.2 アクティビティ・グラフのリソース・タイプの分類

クライアントでは、使用するエントリ・ポイントが識別されると、リソース・タイプの分類が精査されて必要な操作が実行されます。個々のリソース・タイプの詳細は、第46.3.2.2項「アクティビティ・グラフのリソース・タイプの分類」の該当箇所を参照してください。

アクティビティ・グラフの分類は、次のとおりです。


urn:oracle:webcenter:activitygraph:recommendations
   urn:oracle:webcenter:activitygraph:recommendations:recommendation
urn:oracle:webcenter:activitygraph:items
   urn:oracle:webcenter:activitygraph:items:item






46.3.2.3 セキュリティに関する考慮事項

一般的なセキュリティに関する考慮事項については、第53.8項「WebCenter Portal REST APIのセキュリティに関する考慮事項」を参照してください。






46.3.2.4 アクティビティ・グラフのリソース・タイプ

この項では、各リソース・タイプについて知っておく必要があるすべての情報を提供します。内容は次のとおりです。

	
第46.3.2.4.1項「urn:oracle:webcenter:activitygraph:recommendations」


	
第46.3.2.4.2「urn:oracle:webcenter:activitygraph:recommendations:recommendation」


	
第46.3.2.4.3「urn:oracle:webcenter:activitygraph:items」


	
第46.3.2.4.4項「urn:oracle:webcenter:activitygraph:items:item」






46.3.2.4.1 urn:oracle:webcenter:activitygraph:recommendations

このリソースを使用して、指定したオブジェクトに対する類似度に基づいて推奨されたコネクション、ポータル、アイテムの取得(GET)に使用するURIを識別します。GET操作のレスポンスには、要求されているリストの各オブジェクトが含まれ、各オブジェクトには、そのオブジェクトの操作に使用した各リンクが含まれます。

アクティビティ・グラフに存在する各ノードは、ノード・クラスURNとオブジェクトURNの組合せによって識別されます。

たとえば、montyというユーザーを識別するには、次のように指定できます。

	
classURN=WC.user


	
objectURN=monty




デフォルトで提供されるノードは、すべてWebCenter Portalリソース(ユーザー、ドキュメント、ポータルなど)であるため、WebCenter PortalサービスとリソースIDを備えています。アクティビティ・グラフREST APIは、serviceIdとobjectURN(リソースIDを含む)を使用してこれらのデフォルト・ノードを識別するための別の方法を提供します。

たとえば、montyというユーザーを識別するには、次のように指定できます。

	
serviceId=oracle.webcenter.people


	
objectURN=monty




サービスのオブジェクトが、ドキュメント・ツールなどのリソース・タイプでさらに分類されている場合、そのリソース・タイプも指定する必要があります。

たとえば、特定のドキュメントを識別するには、次のように指定できます。

	
serviceId=oracle.webcenter.doclib


	
resourceType=document


	
objectURN=document1




作成された新しいノード・クラス(つまり、非ネイティブのWebCenter Portalオブジェクト)はすべて、ノード・クラスとオブジェクトURNを使用して識別する必要があります。


recommendationsへのナビゲーション・パス

この項では、クライアントがハイパーメディアを経由してこのリソースにアクセスする方法を示します:


resourceIndex
   recommendations



recommendationsでサポートされるメソッド

次のメソッドは、このリソースによりサポートされています:

	
GET

	
リクエスト - パラメータ: startIndex、itemsPerPage、utoken。

これらの共通パラメータの情報は、「共通のリクエスト問合せパラメータ」を参照してください。

次の追加パラメータを使用できます。

	
classURN - 推奨を要求するオブジェクトのタイプを識別するノード・クラスURN。たとえば、WC.user、WC.group-documentです。


	
objectURN - 推奨を要求するオブジェクトに一意の識別子を提供するオブジェクトURN。たとえば、monty、1000です。


	
recipe - 推奨オブジェクトを決定するために使用される類似度URNとオプションで関連付けられた重み(コロンで示される)のセミコロン区切りのリスト。たとえば、gs-edit:10;gs-all:1です。


	
classURNRestrictions - 推奨から除外される、ノード・クラスURNによって識別されるオブジェクト・タイプのカンマ区切りリスト


	
excludeObjectActions - 現在のユーザーがオブジェクトにアクションを実行した場合に推奨からオブジェクトを除外するために使用され、アクションURNによって識別されるアクションのカンマ区切りリスト。たとえば、クライアントが推奨ポータルを取得する場合は、(ユーザーがそれらのポータルを認識した以降に)クライアント・ユーザーが編集したポータルを除外するためにgs-editアクションを指定できます。


	
serviceId - 推奨を要求するオブジェクトのタイプを識別するWebCenter PortalサービスID(デフォルト・オブジェクトのclassURNのかわりにこれを使用できます)。


	
resourceType - 推奨をリクエストしているオブジェクトのWebCenter Portalリソース・タイプ。必要に応じて、serviceIdと組み合せて使用します。


	
userCredentialClassURN - ユーザー演習用REST APIのノード・クラスURN。デフォルト値はWC.userです。アクティビティ・グラフ・エンジンを別のアプリケーションに統合する場合、別のノード・クラスへの変更が必要な場合があります。





	
レスポンス - 本体: 0以上の推奨







詳細は、第53.5.2.5項「テンプレート」を参照してください。


recommendationsからリンクされるリソース・タイプ

表46-10に、クライアントがこのリソースからリンクできるリソース・タイプを示します。


表46-10 recommendationsに関連するリソース・タイプ

	rel	リソース・タイプ
	
self

	
urn:oracle:webcenter:activitygraph:recommendations












46.3.2.4.2 urn:oracle:webcenter:activitygraph:recommendations:recommendation

推奨レスポンスには、推奨オブジェクトと、そのオブジェクトへのアクセスに使用するURIが含まれています。


recommendationへのナビゲーション・パス

この項では、クライアントがハイパーメディアを経由してrecommendationリソースにアクセスする方法を示します。


resourceIndex
   recommendations
      recommendation



recommendationの読取り専用要素

表46-11に、recommendationsリソースの読取り専用要素を示します。


表46-11 recommendationの読取り専用要素

	要素	タイプ	説明
	
score

	
Float

	
リスト内の他の推奨と比較して計算された、この推奨の総合スコア。レシピを構成する個々の類似URNに関連付けられたコンポーネント・スコアの重み付けされた合計で、0から1の浮動小数点数からなります。


	
item

	
urn:oracle:webcenter:activitygraph:items:item

	
推奨されているユーザー、アイテムまたはポータル。


	
componentScores

	
componentScore要素のリスト

	
推奨用のレシピ内の各類似URNに関連付けられたコンポーネント・スコアのリスト。コンポーネント・スコアは、理由およびユーザーと推奨オブジェクトがやり取りする共通のアイテムを取得するために使用できるリンクを備えている場合があります。












46.3.2.4.3 urn:oracle:webcenter:activitygraph:items

このリソースを使用して、ソース・オブジェクトと推奨オブジェクトの両方に共通するオブジェクトの取得(GET)に使用するURIを識別します。これにより、特定のオブジェクトがなぜ推奨されたのか、その理由を調べることができます。GET操作のレスポンスには、このアイテム・コレクションの各アイテムが含まれ、各アイテムには、そのアイテムの操作に使用した各リンクが含まれます。


itemsへのナビゲーション・パス

この項では、クライアントがハイパーメディアを経由してこのリソースにアクセスする方法を示します:


resourceIndex
   items



itemsでサポートされるメソッド

次のメソッドは、このリソースによりサポートされています:

	
GET

	
リクエスト - パラメータ: startIndex、itemsPerPage、utoken。

これらの共通パラメータの情報は、「共通のリクエスト問合せパラメータ」を参照してください。

次の追加パラメータを使用できます。

	
similarityURN - オブジェクトが推奨オブジェクトと類似であるか判断するために使用される類似度計算のURN。たとえば、item-tag、gs-edit、user-connectです。


	
srcClassURN - 推奨を要求するために使用されたオブジェクトのタイプを識別するノード・クラスURN。たとえば、WC.user、WC.group-documentです。


	
srcObjectURN - 推奨を要求するために使用されたオブジェクトのURN。たとえば、monty、1000です。


	
trgClassURN - 推奨オブジェクトのタイプを識別するノード・クラスURN。


	
trgObjectURN - 推奨オブジェクトの一意の識別子を提供するオブジェクトURN。


	
userCredentialClassURN - ユーザー演習用REST APIのノード・クラスURN。デフォルト値はWC.userです。アクティビティ・グラフ・エンジンを別のアプリケーションに統合する場合、別のノード・クラスへの変更が必要な場合があります。





	
レスポンス - 本体: 1つ以上のアイテム







詳細は、第53.5.2.5項「テンプレート」を参照してください。


itemsからリンクされるリソース・タイプ

表46-12に、クライアントがこのリソースからリンクできるリソース・タイプを示します。


表46-12 itemsに関連するリソース・タイプ

	rel	リソース・タイプ
	
self

	
urn:oracle:webcenter:activitygraph:items












46.3.2.4.4 urn:oracle:webcenter:activitygraph:items:item

このリソース・タイプを使用して、推奨の更新(PUT)に使用するURIを識別します(推奨オブジェクトにユーザーが興味を持ったことを示すためです)。


itemへのナビゲーション・パス

この項では、クライアントがハイパーメディアを経由してitemリソースにアクセスする方法を示します。


resourceIndex
   recommendations
      recommendation
         item
resourceIndex
   items
      item



itemでサポートされるメソッド

このリソース・タイプによってサポートされるメソッドは次のとおりです。

	
PUT

	
リクエスト - 本体: item


	
レスポンス - 本体: item








itemの書込み可能要素

表46-13に、このリソース・タイプの書込み可能要素を示します。


表46-13 itemの書込み可能要素

	要素	タイプ	必須	制約	説明
	
status

	
String

	
はい

	
興味がある

興味がない

	
ユーザーがオブジェクトに対して興味があるかどうか









itemの読取り専用要素

表46-14に、このリソース・タイプの読取り専用要素を示します。これらの要素の中にはオブジェクトで使用できないものもあります。


表46-14 itemの読取り専用要素

	要素	タイプ	説明
	
classURN

	
String

	
オブジェクトのノード・クラス


	
objectURN

	
String

	
オブジェクトの識別子


	
name

	
String

	
オブジェクトの名前


	
description

	
String

	
オブジェクトの説明


	
modified

	
日付

	
オブジェクトの最終更新日


	
modifiedByUser

	
PersonReference

	
オブジェクトを最後に更新したユーザーに関するユーザー情報。GUID、ID、表示名およびプロファイル・アイコンへのリンクが含まれます


	
author

	
PersonReference

	
オブジェクトを作成したユーザーに関するユーザー情報。GUID、ID、表示名およびプロファイル・アイコンへのリンクが含まれます









itemからリンクされるリソース・タイプ

表46-15に、クライアントがこのリソースからリンクできるリソース・タイプを示します。


表46-15 itemに関連するリソース・タイプ

	rel	リソース・タイプ
	
self

	
urn:oracle:webcenter:activitygraph:items:item


	
via

	
基礎となるオブジェクトのresourceType


















46.4 アクティビティ・グラフの拡張

出荷時のアクティビティ・グラフには、WebCenter Portalのイベント・データをWebCenter Portal分析にマッピングするためのメタデータ定義が含まれています。このメタデータは、アクティビティ・グラフ・エンジン・アプリケーションの最初の起動時に自動的にロードされます。

XMLファイルを操作することでアクティビティ・グラフのメタデータを拡張して、WebCenter Portal分析によるアクションの収集方法を変更できます。これらのXMLファイルは、エクスポートしてテキスト・エディタで編集した後、インポートできます。

アクティビティ・グラフのメタデータ定義を更新するには、まずローカルXMLファイルにエクスポートする必要があります。

	
アクティビティ・グラフのメタデータ定義をエクスポートする方法の詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアクティビティ・グラフ・メタデータのエクスポートに関する項を参照してください。


	
分析マッピングのメタデータ定義をエクスポートする方法の詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のプロバイダ構成のエクスポートに関する項を参照してください。




メタデータ定義を適切なファイルにエクスポートしたら、任意のエディタでファイルを編集して独自の定義を追加できます。変更後は、メタデータ・ファイルを管理対象サーバーにインポートしなおす必要があります。アクティビティ・グラフのメタデータ定義ファイルをインポートする方法の詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアクティビティ・グラフ・メタデータのインポートに関する項を参照してください。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第46.4.1項「カスタム・ノード・クラスの定義」


	
第46.4.2項「カスタム・アクションの定義」


	
第46.4.3項「カスタム類似度計算の定義」


	
第46.4.4項「カスタム・ランク計算の定義」


	
第46.4.5項「カスタム・アクティビティ・プロバイダの登録」


	
第46.4.6項「カスタムQRPPの登録」






46.4.1 カスタム・ノード・クラスの定義

アクティビティ・グラフのメタデータでは、ユーザー、ポータル、ドキュメントなどのWebCenter Portalオブジェクトを表すノード・クラスが定義されます。WebCenter Portalでサポートされているデフォルトのノード・クラスのリストおよびノード・クラスの定義の詳細は、「ノード・クラス」を参照してください。

アクティビティ・グラフのメタデータ定義をXMLファイルにエクスポートし、そのファイルを編集してから、メタデータをWebCenter Portalにインポートしなおすことで、他のWebCenter Portalオブジェクト用または他のアプリケーションのオブジェクト用に独自のノード・クラスを定義できます。たとえば、CRMアプリケーションをアクティビティ・グラフに統合する場合は、サービス・リクエスト用のノード・クラスを定義できます。

カスタム・ノード・クラスを定義するには:

	
WLSTコマンドexportAGMetadataを使用して、アクティビティ・グラフのメタデータをローカルXMLファイルにエクスポートします。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアクティビティ・グラフのメタデータのエクスポートに関する項を参照してください。


	
XMLファイルを編集して新しいノード・クラスを定義します。各カスタム・ノード・クラスでは、次のものを指定する必要があります。

	
URN - nodeClass要素の属性。これは、ノード・クラスを一意に識別する文字列です


	
nodeType - ノード・クラスによって定義されているオブジェクトがアイテムかユーザーかを示すサブ要素。有効な値はItemまたはUserです。


	
numericURNs - このクラスのオブジェクトのURNが数値かどうかを示すサブ要素。これにより、アクティビティ・グラフを、数値IDを使用するアプリケーションとより効率的に統合できます。有効な値はtrueまたはfalseです。


	
properties - 名前、値ペアのリスト。ノード・クラスのプロパティは、実行時にクラスに関する追加メタデータを提供するために使用できます。たとえば、アクティビティ・グラフでモデル化されているすべてのデフォルトWebCenter Portalオブジェクトが、それぞれのサービスとリソース・タイプに基づいて推奨の表示をカスタマイズするためにアクティビティ・グラフ・タスク・フローによって使用されるserviceIDとresourceTypeのプロパティを定義します。


<properties>
  <property name="oracle.webcenter.resourceType" value="wiki" />
  <property name="oracle.webcenter.serviceID" value="oracle.webcenter.doclib" />
</properties>





例46-1 ノード・クラスの定義


<nodeClasses>
  <nodeClass URN="WC.wiki-page">
    <nodeType>Item<nodeType>
    <properties>
      <property name="oracle.webcenter.resourceType" value="wiki" />
      <property name="oracle.webcenter.serviceID" value="oracle.webcenter.doclib" />
    </properties>
  </nodeClass>
</nodeClasses>




	
WLSTコマンドimportAGMetadataを使用して、更新済のアクティビティ・グラフ・メタデータ・ファイルをPortal Frameworkアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーにインポートします。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアクティビティ・グラフのメタデータのインポートに関する項を参照してください。









46.4.2 カスタム・アクションの定義

アクティビティ・グラフには、Portal Frameworkアプリケーションで発生するアクション用のメタデータ定義が含まれています。詳細は、「アクション」を参照してください。

アクティビティ・グラフのメタデータ定義をXMLファイルにエクスポートし、そのファイルを編集してから、メタデータをWebCenter Portalにインポートしなおすことで、WebCenter Portal用または他のアプリケーション用に独自のアクションを定義できます。たとえば、CRMアプリケーションをアクティビティ・グラフに統合する場合は、サービス・リクエストのオープン用、技術サポートへのサービス・リクエストの割当て用およびサービス・リクエストのクローズ用に新しいアクションを定義できます。

カスタム・アクションを定義するには:

	
WLSTコマンドexportAGMetadataを使用して、アクティビティ・グラフのメタデータをローカルXMLファイルにエクスポートします。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアクティビティ・グラフのメタデータのエクスポートに関する項を参照してください。


	
XMLファイルを編集して新しいアクションを定義します。各カスタム・アクションでは、次のものを指定する必要があります。

	
URN - action要素の属性。これは、アクションを一意に識別する文字列です


	
actionType - サブ要素。有効な値は、次のとおりです:

	
Simple - カウントする際に役立つアクション。ソース、ターゲットおよび発生時刻以外のメタデータは存在しません。たとえば、WebCenter Portalには、ユーザーが同一アイテムをクリックするたびに、関連付けられたリレーション値が増加し、時間の経過とともに値が減衰する、事前登録済のview-count単純アクションが用意されています。


	
Boolean - ある事象の発生回数ではなく、発生の有無を確認する際に役立つアクション。Booleanアクションには、それ以外に1つのBooleanがメタデータとして存在します。たとえば、WebCenter Portalには、ユーザーが同一アイテムをクリックしても関連付けられたリレーション値が増加しない、Boolean型のviewアクションが用意されています。このアクションでは、単にユーザーが特定のアイテムをクリックしたかどうかが記録されます。


	
Non-negative Integer - 整数を負の数にできないメタデータとして1つの追加整数を持つアクション。評価(複数の星の割当て)は典型的な例です。


	
Integer - 1つの追加整数がメタデータとして存在するアクション。負の値の指定が許可されている評価で使用できます。





	
symmetric - アクションのソースとターゲットが相互に交換可能かどうかを示すサブ要素。対称アクションの例として、ピープル・コネクションで2人のユーザーがコネクションを持ったときに発生するconnectアクションがあげられます。有効な値はtrueまたはfalseです。


	
sourceType - アクションの実行オブジェクトのタイプを識別するサブ要素。有効な値はUserまたはItemです。


	
targetType - アクションの実行対象オブジェクトのタイプを識別するサブ要素。有効な値はUserまたはItemです。


	
relationType - サブ要素。有効な値はSumまたはLastAssignedです。edit-countアクションなどのSumアクションは、発生するたびに増加します。LastAssignedアクションでは、最近発生したアクションで渡された値が保持されます。createやeditなどの、カウントではない単純アクションはLastAssignedアクションです。LastAssigned Integerアクションの例は評価アクションです。


	
relationDecayPeriod - (オプション)アクションの値が失われる(減衰する)までの時間(日数)を示すサブ要素。リレーション値の計算では、アクションの発生後の一定の減衰期間が経過するたびに、各アクションの値が減衰因子で乗算されます。


	
relationDecayFactor - (オプション)減衰期間の後アクションの値がどのぐらい減少(または減衰)するかを決定する0と1の間の浮動小数値であるサブ要素。リレーション値の計算では、アクションの発生後の一定の減衰期間が経過するたびに、各アクションの値が減衰因子で乗算されます。





例46-2 アクションの定義


<actions>
  ...
  <action URN="connect">
    <actionType>Boolean</actionType>
    <symmetric>true</symmetric>
    <sourceType>User</sourceType>
    <targetType>User</targetType>
    <relationType>LastAssigned</relationType>
    <relationIsNonNegative>true</relationIsNonNegative>
  </action>
  ...
  <action URN="edit-count">
    <actionType>Simple</actionType>
    <symmetric>false</symmetric>
    <sourceType>User</sourceType>
    <targetType>Item</targetType>
    <relationType>Sum</relationType>
    <relationDecayPeriod>1</relationDecayPeriod>
    <relationDecayFactor>0.97</relationDecayFactor>
  </action>
  ...
</actions>




	
WLSTコマンドimportAGMetadataを使用して、更新済のアクティビティ・グラフ・メタデータ・ファイルをPortal Frameworkアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーにインポートします。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアクティビティ・グラフのメタデータのインポートに関する項を参照してください。









46.4.3 カスタム類似度計算の定義

アクティビティ・グラフには、WebCenter Portalで使用されている類似度計算のメタデータ定義が含まれます。詳細は、「類似度計算」を参照してください。

アクティビティ・グラフのメタデータ定義をXMLファイルにエクスポートし、そのファイルを編集してから、メタデータをWebCenter Portalにインポートしなおすことで、WebCenter Portal用または他のアプリケーション用に独自の類似度計算を定義できます。たとえば、CRMアプリケーションをアクティビティ・グラフに統合する場合は、item-assign類似度計算を定義して、同じユーザーに割り当てられている他のサービス・リクエストの推奨に役立てられます。

カスタム類似度計算を定義するには:

	
WLSTコマンドexportAGMetadataを使用して、アクティビティ・グラフのメタデータをローカルXMLファイルにエクスポートします。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアクティビティ・グラフのメタデータのエクスポートに関する項を参照してください


	
XMLファイルを編集して新しい類似度計算を定義します。各類似度計算では、次のものを指定する必要があります。

	
URN - 類似度計算要素の属性。これは、類似度計算を一意に識別する文字列です。


	
similarityFunction - アイテム間の類似度を計算するファンクションを識別するサブ要素。現時点では、Tanimotoという類似度ファンクションのみがサポートされています。このファンクションは、2つのアイテム間の類似度を、共通アクション数とアイテムに対する合計アクション数の比率として計算します。


	
domainClasses - 類似度スコアの計算対象であるノード・クラスを識別するサブ要素。類似度計算のリレーションの組合せで表されるアクションのターゲットです。


	
backgroundClasses - ノード・クラスを識別するサブ要素。類似度計算のリレーションの組合せで表されるアクションのソースです。


	
relationCombination - 1つ以上の登録済リレーションを組み合せることにより新しいリレーションを定義するサブ要素。リレーションの組合せには次の2つのタイプがあります。

	
Boolean OR (WebCenter Portalの即時利用可能なすべての類似度計算で使用される)。コンポーネント・リレーションのいずれかが正の値である場合、リレーションの組合せの結果値は1 (true)になり、そうでない場合は、0 (false)になります。


	
Weighted Sum (WebCenter Portalの即時利用可能なすべてのランク計算で使用される)。リレーションの組合せの結果値は、各コンポーネント・リレーションの重み付けされた値の合計です。




各コンポーネント・リレーションでは、次のものを指定します。

	
actionURN - コンポーネント・リレーションのアクションのURN


	
use inverse - コンポーネント・リレーションを使用してターゲット・オブジェクトの類似度を直接計算するにはfalse(デフォルト)に設定し、コンポーネント・リレーションを使用してターゲット・オブジェクトではなくソース・オブジェクトの類似度を計算するにはtrueに設定します。たとえば、viewリレーションのソース・オブジェクト(user)がターゲット・オブジェクト(document)を表示している場合、ドキュメントの類似度を計算するにはuse inverse=falseを設定します。ソース・オブジェクト(users)の類似度を計算するにはuse inverse=trueを設定します。


	
weight - (Weighted Sumリレーションの組合せの場合)浮動小数として表され、コンポーネント・リレーションに適用される重み








例46-3 類似度計算の定義


<similarityCalculations>
  <similarityCalculation URN="item-edit">
    <similarityFunction>Tanamoto</similarityFunction>
    <domainClasses>
      <URN>document:wcServiceID=oracle.webcenter.doclib</URN>
      <URN>wiki-page:wcServiceID=oracle.webcenter.wiki</URN>
      <URN>blog:wcServiceID=oracle.webcenter.wiki</URN>
      <URN>topic:wcServiceID=oracle.webcenter.collab.forum</URN>
    </domainClasses>
    <backgroundClasses>
      <URN>user:wcServiceID=oracle.webcenter.people</URN>
    </backgroundClasses>
    <relationCombination type="BOOLEAN_OR">
      <component inverse="false" actionURN="create" />
      <component inverse="false" actionURN="comment" />
      <component inverse="false" actionURN="edit" />
    </relationCombination>
  </similarityCalculation>
</similarityCalculations>




	
WLSTコマンドimportAGMetadataを使用して、更新済のアクティビティ・グラフ・メタデータ・ファイルをPortal Frameworkアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーにインポートします。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアクティビティ・グラフのメタデータのインポートに関する項を参照してください。









46.4.4 カスタム・ランク計算の定義

アクティビティ・グラフには、アクティビティ・グラフ・ランク・エンジンがアクティビティ・グラフ内のノードの重要度を計算するために使用するランク計算のメタデータ定義が含まれます。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のOracle Secure Enterprise Searchのアクティビティ・ランクの設定に関する項を参照してください。

アクティビティ・グラフのメタデータ定義をXMLファイルにエクスポートし、そのファイルを編集してから、メタデータをWebCenter Portalにインポートしなおすことで、WebCenter Portal用または他のアプリケーション用に独自のランク計算を定義できます。

カスタム・ランク計算を定義するには:

	
WLSTコマンドexportAGMetadataを使用して、アクティビティ・グラフのメタデータをローカルXMLファイルにエクスポートします。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアクティビティ・グラフのメタデータのエクスポートに関する項を参照してください


	
XMLファイルを編集して新しいランク計算を定義します。各ランク計算では、次のものを指定する必要があります。

	
URN - rankCalculation要素の属性。これは、ランク計算を一意に識別する文字列です。


	
domainClasses - ランク計算の適用対象であるノード・クラスのリストを識別するサブ要素。


	
relationCombination - 1つ以上の登録済リレーションを組み合せることにより新しいリレーションを定義するサブ要素。リレーションの組合せには次の2つのタイプがあります。

	
Boolean OR (WebCenter Portalの即時利用可能なすべての類似度計算で使用される)。コンポーネント・リレーションのいずれかが正の値である場合、リレーションの組合せの結果値は1 (true)になり、そうでない場合は、0 (false)になります。


	
Weighted Sum (WebCenter Portalの即時利用可能なすべてのランク計算で使用される)。リレーションの組合せの結果値は、各コンポーネント・リレーションの重み付けされた値の合計です。




各コンポーネント・リレーションでは、次のものを指定します。

	
actionURN - コンポーネント・リレーションのアクションのURN


	
use inverse - コンポーネント・リレーションを使用してターゲット・オブジェクトの類似度を直接計算するにはfalse(デフォルト)に設定し、コンポーネント・リレーションを使用してターゲット・オブジェクトではなくソース・オブジェクトの類似度を計算するにはtrueに設定します。たとえば、viewリレーションのソース・オブジェクト(user)がターゲット・オブジェクト(document)を表示している場合、ドキュメントの類似度を計算するにはuse inverse=falseを設定します。ソース・オブジェクト(users)の類似度を計算するにはuse inverse=trueを設定します。


	
weight - (Weighted Sumリレーションの組合せの場合)浮動小数として表され、コンポーネント・リレーションに適用される重み





	
resultAcceptorClass - IRankResultAcceptorインタフェースの実装クラスの完全修飾されたクラス名を識別するサブ要素。このクラスでは、ランク・エンジンから受け取った一連のオブジェクト・ランクが検索エンジンに格納された後、そこで検索問合せの表示ランクを変更するために使用されます。WebCenter Portalには、単一のランク・アクセプタが付属しており、Oracle Secure Enterprise Searchに表示ランクを永続化させます。





例46-4 ランク計算の定義


<rankCalculations>
  <rankCalculation URN="activity-rank">
    <domainClasses>
      <URN>WC.user</URN> 
      <URN>WC.document</URN> 
      <URN>WC.wiki-page</URN> 
      <URN>WC.blog</URN> 
    </domainClasses>
    <relationCombination type="WEIGHTED_SUM">
      <component actionURN="connect" weight="10.0" /> 
      <component actionURN="edit" weight="20.0" inverse="true" /> 
      <component actionURN="view-count" weight="1.0" /> 
      <component actionURN="create" weight="100.0" inverse="true" /> 
      <component actionURN="create" weight="100.0" /> 
      <component actionURN="edit-count" weight="20.0" /> 
      <component actionURN="download" weight="5.0" /> 
      <component actionURN="tag" weight="10.0" /> 
      <component actionURN="comment" weight="10.0" /> 
    </relationCombination>
    <resultAcceptorClass>
      oracle.webcenter.activitygraph.providers.rankAcceptors.ses.SesRankResultAcceptor
    </resultAcceptorClass> 
  </rankCalculation>
</rankCalculations>




	
WLSTコマンドimportAGMetadataを使用して、更新済のアクティビティ・グラフ・メタデータ・ファイルをPortal Frameworkアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーにインポートします。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアクティビティ・グラフのメタデータのインポートに関する項を参照してください。









46.4.5 カスタム・アクティビティ・プロバイダの登録

アクティビティ・プロバイダは、収集プロセス時にアクションの発生記録からアクティビティを生成する際にアクティビティ・グラフ・エンジンによって使用されます。たとえば、分析アクティビティ・プロバイダは、分析イベント表のアクションを読み取った後、登録済のマッピング・セットを使用してアクティビティを生成します。これらのアクティビティからリレーションが特定され、このリレーションを使用して推奨や検索ランクが決定されます。

他のアプリケーションをアクティビティ・グラフ・エンジンに統合する場合は、これらのアプリケーションからアクティビティを生成するために独自のアクティビティ・プロバイダを作成できます。

アクティビティ・グラフ・エンジンでカスタム・アクティビティ・プロバイダを使用可能にするには、アクティビティ・グラフのメタデータ定義にアクティビティ・プロバイダ割当てを追加して登録する必要があります。アクティビティ・プロバイダ割当てでは、action、srcClassおよびtrgClassの3つの方式が、アクティビティ・プロバイダを実装するJavaクラスにマッピングされます。




	
注意:

これらの3つの方式より多くの方式を同じプロバイダ・クラスにマッピングする場合、3つの方式ごとにプロバイダ割当てを行う必要があります。たとえば、出荷時のメタデータでは、3つの方式をAnalyticsActivityProviderという単一クラスにマッピングする、複数のプロバイダ割当てが宣言されています。







カスタム・アクティビティ・プロバイダを登録するには:

	
WLSTコマンドexportAGMetadataを使用して、アクティビティ・グラフのメタデータをローカルXMLファイルにエクスポートします。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアクティビティ・グラフのメタデータのエクスポートに関する項を参照してください


	
XMLファイルを編集して新しいアクティビティ・プロバイダ割当てを定義します。各アクティビティ・プロバイダ割当てでは、次のものを指定する必要があります。

	
action - providerAssignment要素の属性で、providerClassにマップされるアクションを指定します。登録済アクションのいずれかを指定します。


	
srcClass - providerAssignment要素の属性で、providerClassにマップされるソース・クラスを指定します。登録済ノード・クラスのいずれかを指定します。


	
trgClass - providerAssignment要素の属性で、providerClassにマップされるターゲット・クラスを指定します。登録済ノード・クラスのいずれかを指定します。


	
providerClass - 指定したアクション、ソース・クラス、および3つの方式のターゲット・クラスのアクティビティ・プロバイダを実装するJavaクラスの、完全修飾された名前を識別するサブ要素。





例46-5 アクティビティ・プロバイダ割当ての定義


<providerAssignments>
  <providerAssignment action="connect" srcClass="WC.user" trgClass="WC.user">
    <providerClass>
     oracle.webcenter.activitygraph.providers.activityProviders.analytics.AnalyticsActivityProvider
    </providerClass>
  </providerAssignment>
</providerAssignments>




	
WLSTコマンドimportAGMetadataを使用して、更新済のアクティビティ・グラフ・メタデータ・ファイルをPortal Frameworkアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーにインポートします。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアクティビティ・グラフのメタデータのインポートに関する項を参照してください。









46.4.6 カスタムQRPPの登録

WebCenter Portalには、推奨結果をフィルタ処理するための複数のQRPPが用意されています。詳細は、「問合せ結果ポスト・プロセッサ(QRPP)」を参照してください。

独自のQRPPを作成して推奨結果にさらにフィルタ処理を加えたり、アクティビティ・グラフ・エンジンを他のアプリケーションに統合する際に推奨メタデータを表示する機能を提供できます。アクティビティ・グラフ・エンジンでQRPPを使用可能にするには、アクティビティ・グラフのメタデータ定義にQRPP登録を追加して登録する必要があります。

カスタムQRPPを登録するには:

	
WLSTコマンドexportAGMetadataを使用して、アクティビティ・グラフのメタデータをローカルXMLファイルにエクスポートします。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアクティビティ・グラフのメタデータのエクスポートに関する項を参照してください


	
XMLファイルを編集して新しいQRPPを登録します。各QRPPでは、次のものを指定する必要があります。

	
URN - QRPP要素の属性。これは、QRPPを一意に識別する文字列です。


	
priority - QRPP要素の属性。これは、他の登録済QRPPに対応して、QRPPがどの順序で実行される必要があるかを示す整数です。


	
description - QRPPの実行内容の簡単な説明を提供するサブ要素。


	
providerClass - QRPPを実装するJavaクラスの完全修飾された名前を識別するサブ要素。





例46-6 QRPPの定義


<QRPPs>
  <QRPP priority="1" URN="WebCenter Portal Security QRPP">
    <description>
      Uses the WebCenter Portal Resource Authorizer to perform security filtering.
    </description>
    <providerClass>
      oracle.webcenter.activitygraph.providers.qrpps.security.WCSecurityQueryResultPostProcessor
    </providerClass> 
  </QRPP>
</QRPPs>




	
WLSTコマンドimportAGMetadataを使用して、更新済のアクティビティ・グラフ・メタデータ・ファイルをPortal Frameworkアプリケーションのデプロイ先の管理対象サーバーにインポートします。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアクティビティ・グラフのメタデータのインポートに関する項を参照してください。











46.5 アクティビティ・グラフのトラブルシューティング

この項では、アクティビティ・グラフの使用中に発生する可能性がある問題のトラブルシューティングに役立つ情報を提供します。

トラブルシューティングのソリューションでは、次が前提となります:

	
アクティビティ・グラフ・エンジンが正しくデプロイされている。


	
WC_Utilities管理対象サーバーが起動され、稼働中である。


	
プロパティopenusage enabledがtrueである。





46.5.1 アクティビティ・グラフ・タスク・フローのトラブルシューティング(すべてのタスク・フロー)


問題

有効なユーザー・アクティビティの実行後でも、タスク・フローに推奨が表示されません。


解決方法

イベントが分析イベント・コレクタによって取得されているかどうかを確認してください。これは、コレクタ・ログを確認することにより検証できます。このログにイベントの取得が記録されていない場合、分析イベント・コレクタに問題があります。

詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』の分析イベント・コレクションの検証に関する項を参照してください。


問題

分析イベント・コレクタのログにはイベントが取得されていることが記録されていますが、タスク・フローには推奨が表示されません。


解決方法

「アクティビティ・グラフのスケジュールとステータス」ページで、アクティビティ・グラフ・エンジンの前回の実行時刻を確認してください。最近のイベントを収集および分析するには、スケジュールの調整かアクティビティ・グラフ・エンジンの即時実行が必要になることがあります。


問題

アクティビティ・グラフ・エンジンが正常に実行されましたが、タスク・フローには推奨が表示されません。


解決方法

アクティビティ・データベース(ActivitiesDS)のリレーション表にデータが存在するかどうかを確認してください。アクティビティ・グラフ・エンジンが正しく動作している場合は、これらのリレーション表になんらかのデータが存在するはずです。表にデータが存在するのにタスク・フローに推奨がまだ表示されない場合は、タスク・フローが破損している可能性があります。





46.5.2 推奨コネクション・タスク・フローのトラブルシューティング


問題

有効なユーザー操作であるにもかかわらず、一部のユーザーが推奨コネクションとして表示されません。


解決方法

これは、WebCenter Portalとツール/サービスが同一のOIDに接続されていない場合に発生する可能性があります。この場合、各サービスの接続先OIDに存在しないユーザーには、推奨コネクションが提案されません。2つのOIDのどちらにも同じユーザーを作成するか、WebCenter Portalとサービスを同一のOIDに接続する必要があります。





46.5.3 類似ポータル・タスク・フローのトラブルシューティング


問題

正常なユーザー操作の後でも、類似ポータル・タスク・フローでポータルが提案されません。


解決方法

ポータルの参照タスク・フローでポータルを検索して、ログインしているユーザーに、ポータルにアクセスする権限が付与されているかどうかを確認してください。





46.5.4 類似アイテム・タスク・フローのトラブルシューティング

類似アイテム・タスク・フローに推奨アイテムが表示されるには、推奨アイテムを表示するアイテムがページ上の別のタスク・フロー(ドキュメント・マネージャ・タスク・フローなど)で選択されている必要があります。


問題

有効なユーザー操作の後でも、類似アイテム・タスク・フローでアイテムが提案されません。


解決方法

これは、現在のユーザーにアイテムに対する表示権限がないためです。これが正常な動作です。アイテムに対する十分な権限がない場合、ユーザーにはそのアイテムの推奨が表示されません。アイテムをユーザーに対して表示するには、そのユーザーに十分な権限を付与してください。


問題

特定のアイテム・タイプが表示されません(たとえば、タスク・フローにドキュメント、Wiki、ブログが表示されるが、ディスカッションは表示されません)。


解決方法

特定のツールまたはサービスのステータスを確認してください。ツールが使用できない場合、そのツールのアイテムは類似アイテム・タスク・フローに表示されません。


問題

アイテムの提案が一部のユーザーに対してのみ行われます。それ以外のユーザーには、類似アイテム・タスク・フローのアイテムが提案されません。


解決方法

これは、WebCenter Portalとツール/サービスが同一のOIDに接続されていない場合に発生する可能性があります。この場合、各サービスの接続先OIDに存在しないユーザーには、そのサービスの推奨アイテムが表示されません。2つのOIDのどちらにも同じユーザーを作成するか、WebCenter Portalとサービスを同一のOIDに接続する必要があります。














B コンポーザ・コンポーネントのプロパティおよびファイル


この付録では、コンポーザ固有のタグ、構成ファイル、およびスタイルのプロパティに関する参照情報について説明します。

内容は次のとおりです。

	
第B.1項「コンポーザ・コンポーネントのプロパティ」


	
第B.2項「コンポーザ固有のファイルと構成」


	
第B.3項「コンポーザのデフォルト・アドオンとプロパティ・パネル」


	
第B.4項「コンポーザ・コンポーネント・スタイル固有のプロパティ」


	
第B.5項「カスタマイズ可能コンポーネント(HTML)のプロパティ」




この章で提供される情報は、第18章「コンポーザを使用したページ実行時編集の有効化」および第19章「コンポーザを使用した実行時編集機能の拡張」で説明されたタスクの実行に利用できます。



B.1 コンポーザ・コンポーネントのプロパティ

この項は、すべてのコンポーザ・タグのクイック・リファレンスです。コンポーザ・コンポーネントをページに追加するとき、デフォルト値が特定の属性に割り当てられます。これらのデフォルト値を変更して、JDeveloperの残りの属性の値を定義することができます。

ページへのコンポーザ・コンポーネントの追加の詳細は、第18.1項「コンポーザ・コンポーネントを使用した編集可能ページの設計」を参照してください。




	
注意:

JDeveloperのプロパティ・インスペクタは、カスタマイズ属性のカテゴリの下に、拡張メタデータ属性をいくつか表示します。これらのプロパティは、追加のメタデータ情報の指定に使用できます。詳細は、『Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』の拡張メタデータ・プロパティに関する項を参照してください。







この項には次のサブセクションが含まれます:

	
第B.1.1項「Page Customizableコンポーネント」


	
第B.1.2項「Change Mode LinkおよびChange Mode Button」


	
第B.1.3項「Layout Customizableコンポーネント」


	
第B.1.4項「Panel Customizableコンポーネント」


	
第B.1.5項「Show Detail Frameコンポーネント」


	
第B.1.6項「Custom Action」


	
第B.1.7項「Show Property」






B.1.1 Page Customizableコンポーネント

Page Customizableコンポーネントを使用して、実行時にページ編集を有効化します。Page Customizableコンポーネントは、ページのカスタマイズ可能部分を示し、実行時は「編集」モードでコンポーザのツールバーを表示します。コンポーネントをPage Customizableコンポーネントで囲むと、実行時にアプリケーション・ページでコンポーザが有効化され、ユーザーはコンポーネントのカスタマイズと編集を実行できます。

大型のアプリケーションで、複数のページの実行時ページ編集を有効化する必要がある場合は、ページ・テンプレートの階層の最上部のいずれかの場所にPage Customizableコンポーネントを組み込むことができます。このようにすることで、このテンプレートを使用して作成されるすべてのページが実行時に編集可能になります。


ジオメトリ管理

表示モード: Panel Stretch LayoutコンポーネントやPanel Splitterコンポーネントなど、子をストレッチする親レイアウト・コンポーネントによってPage Customizableコンポーネントをストレッチできます。Page Customizableコンポーネントがストレッチされると、今度はその子コンポーネントをストレッチして、使用可能なスペースを埋めます。ただし、Page Customizableコンポーネントがストレッチされていない場合、そのサイズは子コンポーネントによって決定されます。

編集モード: Page Customizableコンポーネントは、子コンポーネントをストレッチして、使用可能なスペースを埋めます。


属性

表B-1は、Page Customizableコンポーネントの属性を示しています。


表B-1 Page Customizableコンポーネントの属性

	属性	タイプ	ELのサポート	説明
	
共通属性

	
	
	

	
id

	
String

	
いいえ

	
コンポーネントの識別子。識別子はHTMLで許容されている構文のサブセットに従う必要があります。

	
長さがゼロの文字列にすることはできません。


	
最初の文字はASCII文字(A-Z a-z)またはアンダースコア(_)である必要があります。


	
後続の文字は、ASCII文字または数字(A-Z a-z 0-9)、アンダースコア(_)、ダッシュ(-)である必要があります。





	
rendered

	
Boolean

	
はい

	
コンポーネントがレンダリングされるかどうかを指定します。falseに設定した場合、このコンポーネントに対する出力はありません(コンポーネントはレンダリングされず、クライアントで表示することができません)。

デフォルト値はtrueです。


	
外観属性

	
	
	

	
sourceViewPosition

	
String

	
はい

	
コンポーネントをツリー構造で表示する「構造」ビュー・ペインの位置。有効な値はbottom、end、startおよびtopです。デフォルト値はtopです。

詳細は、第16.6項「ページ編集モードの「構造」ビューでの編集機能」を参照してください。


	
sourceViewSize

	
String

	
はい

	
「構造」ビュー・ペインのピクセル単位の高さと幅。

sourceViewPositionがtopまたはbottomに設定されている場合は、これを使用して高さを指定し、sourceViewPositionが、startまたはendに設定されている場合は幅を指定します。

sourceViewPositionのデフォルトはtopであるため、ペインにはデフォルトの高さ200ピクセルが設定されています。

また、ユーザーは「構造」ビュー・ペインのエッジにあるサイズ変更ハンドラを使用しても、実行時にペインの高さと幅を変更できます。


	
editModeView

	
	
	
コンポーザでページを開く際の、デフォルト・ビューを指定します。有効なオプションは、designおよびsourceです。デフォルト値はdesignです。

sourceを選択した場合、コンポーザの「構造」ビューでページが開きます。designViews属性の値にdesignまたはallが指定されている場合、designを選択すると、コンポーザでは「デザイン」ビューでページが開きます。それ以外の場合、「コンテンツの追加」ビューでページが表示されます。


	
rendered

	
Boolean

	
はい

	
コンポーネントがレンダリングされるかどうかを指定します。falseに設定した場合、このコンポーネントに対する出力はありません(コンポーネントはレンダリングされず、クライアントで表示することができません)。

デフォルト値はtrueです。


	
toolbarLayout

	
String

	
はい

	
コンポーザ・ツールバーに表示される要素。この属性には要素の空白区切りリストを指定できます。

コンポーネントが認識する組込み文字列は、message、stretch、statusindicator、newline、menu、addonpanels、stretch、helpおよびbuttonです。

この属性の使用の詳細は、第19.10項「コンポーザのツールバーのカスタマイズ」を参照してください。


	
スタイル属性

	
	
	

	
styleClass

	
String

	
はい

	
このコンポーネントで使用するCSSスタイル・クラス。スタイル・クラスは、JSPXページやスキニングCSSファイルなどで定義できます。


	
inlineStyle

	
String

	
はい

	
このコンポーネントで使用するCSSスタイル。これは、基本的なスタイルの変更用です。inlineStyleは、コンポーネントのルートDOM要素に適用されるCSSスタイルのセットです。inlineStyleのCSSプロパティが目的のDOM要素に反映されない場合は、スキンを作成して、::labelや::icon-styleなどの特定のDOM要素を対象にしたスキニング・キーを使用する必要があります。


	
拡張属性

	
	
	

	
binding

	
oracle.adf.view.page.editor.component.PageCustomizable

	
ELのみをサポート

	
Bean上にコンポーネント・インスタンスを格納するEL参照。この参照は、Backing Beanからコンポーネントへのプログラムによるアクセスを提供するため、またはコンポーネントの作成をBacking Beanに移すために使用できます。


	
sourceViewNodeActions

	
String

	
はい

	
コンポーザの「構造」ビューでコンポーネント・ナビゲータ内のタスク・フローに対するカスタム・アクションを表示する場合にコールされるJPSXファイルの名前。

sourceViewNodeAction属性は、JSPXファイルの名前、またはJSPXファイル名として評価されるEL値を取ることができます。

この属性の使用の詳細は、第20.4項「コンポーネント・ナビゲータ内のタスク・フローに表示されるカスタム・アクションの有効化」を参照してください。


	
allowLabel

	
Boolean

	
はい

	
カスタマイズ・マネージャでラベル作成を有効化する必要があるかどうかを指定します。allowLabelがtrueに設定されていると、コンポーザ・ツールバーに「保存してラベル付け」ボタンが表示されます。詳細は、第16.5.15項「アプリケーションのカスタマイズの管理」を参照してください。

この属性は、アプリケーションでサンドボックスのサポートを構成した場合のみ関係します。


	
catalog

	
String

	
はい

	
アプリケーション・ページでデフォルトとして使用されるリソース・カタログ。カタログ定義ファイル名を指定します。

複数のリソース・カタログの使用の詳細は、第14章「リソース・カタログの開発」を参照してください。


	
allowEL

	
Boolean

	
いいえ

	
ELがアプリケーション・ページで実行できるかどうかを指定します。デフォルトはtrueです。

この設定は、adf-config.xmlの<pe:allow-el>設定をオーバーライドします。

詳細は、第19.4.2項「式言語の保護方法」を参照してください。


	
protectEL

	
Boolean

	
いいえ

	
フォーム要素のELが読取り専用かどうかを指定します。デフォルトはfalseです。

この設定は、adf-config.xmlの<pe:protect-el>設定をオーバーライドします。

詳細は、第19.4.2項「式言語の保護方法」を参照してください。


	
designViews

	
String

	
はい

	
コンポーザでユーザーが利用できるビューを指定します。「コンテンツの追加」ビューおよび「構造」ビューは、後方互換性のためにデフォルトで利用できます。

この属性には要素の空白区切りリストを指定できます。選択可能なオプションは、design、add-content、source、select、previewおよびallです。

値をallに設定すると、「コンテンツの追加」以外のすべてのビューがレンダリングされ、「デザイン」ビューがコンポーザでのデフォルトのビューになります。

designViews属性が設定されている場合、adf-config.xmlのdesignViewsの設定よりも優先されます。ただし、この属性がnullを返すELに設定されている場合は、designViewsのadf-config.xmlの設定が使用されます。

詳細は、第19.11項「「デザイン」ビューまたは「コンテンツの追加」ビューでの直接選択の有効化」を参照してください。


	
カスタマイズ属性

	
	
	

	
customizationAllowed

	
Boolean

	
	
このコンポーネントに対するカスタマイズが可能かどうかを指定します。使用可能な値はtrueおよびfalseです。デフォルト値はtrueです。


	
customizationAllowedBy

	
String

	
	
カスタマイズを行うことが可能なロールを指定します。









サポートされているファセット

Page Customizableコンポーネントは、editorファセットを提供し、このファセットには、Page Editor Panelコンポーネントが事前移入されています。確実にコンポーザを正しく機能させるには、editorファセットにPage Editor Panelコンポーネントが含まれている必要があります。






B.1.2 Change Mode LinkおよびChange Mode Button

Change Mode ButtonやChange Mode Linkは、実行時におけるページの編集モードへの切替えの有効化に使用します。

Change Mode LinkコンポーネントとChange Mode Buttonコンポーネントは、共通の属性セットを共有します。表B-2は、Change Mode LinkおよびChange Mode Buttonコンポーネントの属性を示しています。


表B-2 Change Mode LinkまたはChange Mode Buttonコンポーネントの属性

	属性	タイプ	ELをサポートしているかどうか	説明
	
共通属性

	
	
	

	
id

	
String

	
はい

	
コンポーネントの識別子。識別子はHTMLで許容されている構文のサブセットに従う必要があります。

	
長さがゼロの文字列にすることはできません。


	
最初の文字はASCII文字(A-Z a-z)またはアンダースコア(_)である必要があります。


	
後続の文字は、ASCII文字または数字(A-Z a-z 0-9)、アンダースコア(_)、ダッシュ(-)である必要があります。





	
rendered

	
Boolean

	
はい

	
コンポーネントがレンダリングされるかどうかを指定します。falseに設定した場合、このコンポーネントに対する出力はありません(コンポーネントはレンダリングされず、クライアントで表示することができません)。

デフォルト値はtrueです。

保護されたアプリケーションで、特定の基準に従って選択したユーザーのみに対して「編集」リンクまたはボタンを有効化するには、rendered属性でEL値を指定します。

注意: 保護されたアプリケーションでは、すべてのユーザーの権限を確認して、権限のあるユーザーのみに「編集」リンクまたはボタンを有効化することをお薦めします。認証されていないユーザーが偶然ページの編集モードに入った場合でも、コンポーネント・プロパティの変更が可能です。


	
動作属性

	
	
	

	
immediate

	
Boolean

	
はい

	
このコンポーネントによってイベントが生成された場合に、クライアント側またはサーバー側のデータ検証をスキップする必要があるかどうかを指定します。immediateがtrueの場合、アプリケーション起動フェーズまで待つのではなく、リクエスト処理ライフサイクルのリクエスト値適用フェーズの際にJavaServer Faces実装によって提供されるデフォルトのActionListenerをはじめ、コマンドのアクションおよびActionListenerが実行されます。検証はプロセス・バリデータで(リクエスト値適用後、アプリケーションの起動前)実行されるため、immediateをtrueに設定すると検証がスキップされます。


	
拡張属性

	
	
	

	
binding

	
oracle.adf.view.page.editor.component.ChangeModeLink

または

oracle.adf.view.page.editor.component.ChangeModeButton

	
ELのみをサポート

	
Beanにコンポーネント・インスタンスを格納するEL参照。この参照は、Backing Beanからコンポーネントへのプログラムによるアクセスを提供するため、またはコンポーネントの作成をBacking Beanに移すために使用できます。


	
カスタマイズ属性

	
	
	

	
customizationAllowed

	
Boolean

	
	
このコンポーネントに対するカスタマイズが可能かどうかを指定します。使用可能な値はtrueおよびfalseです。デフォルト値はtrueです。


	
customizationAllowedBy

	
String

	
	
カスタマイズを行うことが可能なロールを指定します。


	
その他の属性

	
	
	

	
customizationId

	
	
	
この属性は非推奨になりました。id属性を使用してください。








Change Mode LinkまたはChange Mode Buttonコンポーネントを使用しない場合は、独自のボタンまたはリンクのコンポーネントを追加し、ChangeModeLinkまたはChangeModeButton APIを使用してページ・モードの切替えを可能にできます。


アプリケーション・ページでの実行時編集の無効化

ページの実行時編集を無効にするには、ユーザーの編集権限を取り消すか、ページからChange Mode LinkコンポーネントまたはChange Mode Buttonコンポーネントを削除して、ユーザーがページ内の編集モードにナビゲートできないようにします。






B.1.3 Layout Customizableコンポーネント

Layout Customizableコンポーネントは、事前定義されたレイアウトを子コンポーネントに適用します。これは、エンド・ユーザーが事前定義されたいくつかの方法で子コンポーネントをレイアウトできるようにするためのコンテナ・コンポーネントです。Layout Customizableコンポーネントは、実行時のページ・レイアウトの変更の有効化のみに使用します。コンポーネントをレイアウトするコンテナ・コンポーネントのみが必要で、実行時のレイアウトの変更の有効化は不要な場合は、Panel Stretch LayoutおよびPanel Group LayoutなどのADF Facesレイアウト・コンポーネントの使用をお薦めします。Layout Customizableはページに対して1つだけ指定することをお薦めします。

Layout Customizableコンポーネントには、デフォルトで直接の子Panel CustomizableコンポーネントとPanel Customizableコンポーネントを備えた2つのファセットが含まれており、ユーザーは実行時にこれらの内部にコンテンツを追加できます。ただし、Layout Customizableコンポーネントとそのファセットの内部では任意のコンポーネントを追加できます。3つのPanel Customizableコンポーネントのコンテンツは、事前定義されたレイアウトを使用してそれぞれの方法で配置できます。詳細は、「事前定義されたレイアウト・タイプ」を参照してください。

表B-3は、Layout Customizableコンポーネントの属性を示しています。


表B-3 Layout Customizableコンポーネントの属性

	属性	タイプ	ELをサポートしているかどうか	説明
	
共通属性

	
	
	

	
id

	
String

	
いいえ

	
コンポーネントの識別子。識別子はHTMLで許容されている構文のサブセットに従う必要があります。

	
長さがゼロの文字列にすることはできません。


	
最初の文字はASCII文字(A-Z a-z)またはアンダースコア(_)である必要があります。


	
後続の文字は、ASCII文字または数字(A-Z a-z 0-9)、アンダースコア(_)、ダッシュ(-)である必要があります。





	
rendered

	
Boolean

	
はい

	
コンポーネントがレンダリングされるかどうかを指定します。falseに設定した場合、このコンポーネントに対する出力はありません(コンポーネントはレンダリングされず、クライアントで表示することができません)。

デフォルト値はtrueです。

コンポーネントのレンダリングは、「コンポーネントの表示」および「コンポーネントの非表示」オプションを使用して実行時に定義することもできます。


	
type

	
String

	
はい

	
ページに使用されるレイアウトを指定します。事前定義済の8つのレイアウトのリストから選択できます。詳細は、表B-5を参照してください。

デフォルト値はthreeColumnです。

Layout Customizableコンポーネントでカスタマイズ制限を定義できます。具体的に言うと、type属性に制限を課すると、レイアウト変更オプションが無効として表示され、ユーザーはこれらを使用してページ・レイアウトを変更できなくなります。詳細は、第22章「コンポーザ・コンポーネントのデフォルトのセキュリティ動作の変更」を参照してください。


	
外観属性

	
	
	

	
text

	
String

	
はい

	
「レイアウトの変更」メニューに表示するテキストを指定します。

text属性を指定して、Layout Customizableコンポーネントに説明ラベルを設定し、実行時にコンポーネントがページに明確に表示されるようにします。

例:

text="Change Layout"


	
accessKey

	
Char

	
はい

	
このボタンに素早くアクセスするために使用する文字。アクセシビリティ上の理由により、この機能はスクリーン・リーダー・モードではサポートされません。

出力の同一ページ上の複数の入力フィールドで同じアクセス・キーが表示される場合、ユーザー・エージェントのレンダリングは、同じキーでアクセスされる要素間で循環します。同じアクセス・キーが指定された2つのリンクの処理に関して、ユーザー・エージェントには一貫性がないため、循環動作はユーザー・エージェントの提供内容によって異なる点に注意してください。

この属性は、「ニーモニック」と呼ばれることもあります。

この属性で指定された文字は、このボタン・インスタンスのText属性に存在している必要があります。存在していない場合、ユーザーにaccessKeyの存在を示すものが何も表示されません。テキストとニーモニックの両方をまとめて指定するには、textAndAccessKeyの使用が最も簡単で便利です。

accessKeyは、ブラウザ固有およびプラットフォーム固有の修飾子キーによってトリガーされることに注意してください。ブラウザ固有の意味が存在することもあります。たとえば、Internet Explorer 7.0では、[Alt]キーを押しながら<accessKey>を押すとフォーカスが設定されます。一部のオペレーティング・システムのFirefox 2.0は、[Alt]キーと[Shift]キーを押しながら<accessKey>を押すとフォーカスが設定されます。その他のオペレーティング・システムのFirefox 2.0は、[Ctrl]キーを押しながら<accessKey>を押すとフォーカスが設定されます。accessKeyの処理については使用するブラウザのドキュメントを参照してください。


	
showIcon

	
Boolean

	
はい

	
デフォルトの「レイアウトの変更」アイコンを表示するかどうかを指定します。

デフォルト値はtrueです。


	
showLayoutChanger

	
Boolean

	
はい

	
デフォルトの「レイアウトの変更」アイコンまたはテキストを表示する必要があるかどうかを指定します。

デフォルト値はtrueです。

trueに設定した場合、レイアウト変更の実行時動作は次のようになります。

	
表示モードで表示されます。編集モードで表示されます。

編集モードでは、showLayoutChanger属性の値がfalseの場合も常に表示されます。


	
Layout CustomizableコンポーネントにセキュリティまたはMDS制限がある場合は、表示モードまたは編集モードにレイアウト変更は表示されません。





	
showTypes

	
String

	
はい

	
レイアウト変更に表示する必要がある事前定義レイアウトの名前を指定します。この属性を使用して、ユーザーに表示されるレイアウト・オプションが制御されます。レイアウト・タイプの空白区切りリストを指定できます。デフォルトでは、ユーザーが「レイアウトの変更」アイコンまたはリンクをクリックすると8つのレイアウトのすべてが表示されます。


	
shortDesc

	
String

	
はい

	
コンポーネントの短い説明。このテキストは、通常、ツールチップ・ヘルプ・テキストを表示するためにユーザー・エージェントによって使用されます。この場合、ツールチップの動作はユーザー・エージェントによって制御されます。たとえば、Firefox 2では長いツールチップは切り捨てられます。フォーム・コンポーネントの場合、shortDescはノート・ウィンドウに表示されます。


	
スタイル属性

	
	
	

	
styleClass

	
String

	
はい

	
このコンポーネントで使用するCSSスタイル・クラス。スタイル・クラスは、JSPXページやスキニングCSSファイルなどで定義できます。


	
inlineStyle

	
String

	
はい

	
このコンポーネントで使用するCSSスタイル。これは、基本的なスタイルの変更用です。inlineStyleは、コンポーネントのルートDOM要素に適用されるCSSスタイルのセットです。inlineStyleのCSSプロパティが目的のDOM要素に反映されない場合は、スキンを作成して、::labelや::icon-styleなどの特定のDOM要素を対象にしたスキニング・キーを使用する必要があります。


	
拡張属性

	
	
	

	
binding

	
oracle.adf.view.page.editor.component.LayoutCustomizable

	
ELのみをサポート

	
Beanにコンポーネント・インスタンスを格納するEL参照。この参照は、Backing Beanからコンポーネントへのプログラムによるアクセスを提供するため、またはコンポーネントの作成をBacking Beanに移すために使用できます。

例:


binding="#{yourManagedBean.Binding}"


	
カスタマイズ属性

	
	
	

	
customizationAllowed

	
Boolean

	
	
このコンポーネントに対するカスタマイズが可能かどうかを指定します。使用可能な値はtrueおよびfalseです。デフォルト値はtrueです。


	
customizationAllowedBy

	
String

	
	
カスタマイズを行うことが可能なロールを指定します。


	
その他の属性

	
	
	

	
customizationId

	
	
	
この属性は非推奨になりました。id属性を使用してください。









サポートされているファセット

表B-4は、Layout Customizableコンポーネントに用意されたファセットを示しています。


表B-4 Layout Customizableコンポーネントのファセット

	名前	説明
	
contentA

	
Panel Customizableコンポーネントが事前に移入されます。このPanel Customizableには、表B-5に示されるレイアウトの領域Aでレンダリングされるコンテンツが格納されます。


	
contentB

	
Panel Customizableコンポーネントが事前に移入されます。このPanel Customizableには、表B-5に示されるレイアウトの領域Bでレンダリングされるコンテンツが格納されます。


	
facetSeparator

	
各ファセット間で1回レンダリングされるコンテンツ。


	
separator

	
その他の子のそれぞれの間で1回レンダリングされるコンテンツ。









事前定義されたレイアウト・タイプ

ページにLayout Customizableコンポーネントを追加するとき、3つの子Panel Cutsomizableコンポーネントがデフォルトで追加されます。1つの直接の子と、2つのファセットの2つのPanel Customizableです。ただし、子Panel Customizableコンポーネントと選択した任意のコンテナ・コンポーネントを置き換えることができます。レイアウト・タイプを選択するとき、これらのPanel Customizableのコンポーネントは、選択されたレイアウト・タイプに従って配置されます。

表B-5は、設計時にページまたはページの領域に適用可能な8つのレイアウトを示しています。コンポーネントのレイアウト方法をわかりやすく説明するため、次のように想定します。

	
contentAファセットの子Panel CustomizableをAとします。


	
contentBファセットの子Panel CustomizableをBとします。


	
Layout Customizableの直接の子であるプライマリのPanel CustomizableをCとします。





表B-5 Layout CustomizableのType属性の値

	レイアウト・タイプ	コンテンツの配置を示すイメージ
	
oneColumn

	[image: oneColumn]
注意: oneColumnレイアウトの場合、AとBは子コンポーネントが含まれる場合のみレンダリングされます。


	
threeColumn

	[image: threeColumn]

	
threeColumnNarrow

	[image: threeColumnNarrow]

	
twoColumn

	[image: twoColumn]

	
twoColumnBottom

	[image: twoColumnBottom]

	
twoColumnNarrowLeft

	[image: twoColumnNarrowLeft]

	
twoColumnNarrowRight

	[image: twoColumnNarrowRight]

	
twoColumnTop

	[image: twoColumnTop]











B.1.4 Panel Customizableコンポーネント

Panel Customizableコンポーネントは、実行時にカスタマイズ可能なページ・コンテンツのコンテナとして使用します。実行時にリソース・カタログを使用して、Panel Customizableコンポーネント内にコンテンツを追加できます。Panel Customizable内に子Show Detail Frameコンポーネントを追加すると、Show Detail Frameコンポーネントによってページ上のコンポーネントを配置または削除する、実行時のカスタマイズ・オプションが提供されます。

このコンポーネントは、子コンポーネントで実行時カスタマイズを行う場合にのみ使用します。コンポーネントの配置にのみコンテナが必要である場合は、Panel Group LayoutなどのADF Facesコンテナを使用することをお薦めします。


ジオメトリ管理

Panel Customizableコンポーネントは、Panel Stretch LayoutコンポーネントやPanel Splitterコンポーネントなど、子をストレッチする親レイアウト・コンポーネントによってストレッチできます。Panel Customizableコンポーネントのlayout属性をstretchに設定すると、Panel Customizableのサイズまで子コンポーネントをストレッチできます。

表B-6は、Panel Customizableコンポーネントの属性を示しています。


表B-6 Panel Customizableコンポーネントの属性

	属性	タイプ	ELをサポートしているかどうか	説明
	
共通属性

	
	
	

	
id

	
String

	
いいえ

	
コンポーネントの識別子。識別子はHTMLで許容されている構文のサブセットに従う必要があります。

	
長さがゼロの文字列にすることはできません。


	
最初の文字はASCII文字(A-Z a-z)またはアンダースコア(_)である必要があります。


	
後続の文字は、ASCII文字または数字(A-Z a-z 0-9)、アンダースコア(_)、ダッシュ(-)である必要があります。





	
rendered

	
Boolean

	
はい

	
コンポーネントがレンダリングされるかどうかを指定します。falseに設定した場合、このコンポーネントに対する出力はありません(コンポーネントはレンダリングされず、クライアントで表示することができません)。

デフォルト値はtrueです。

コンポーネントのレンダリングは、「コンポーネントの表示」および「コンポーネントの非表示」オプションを使用して実行時に定義することもできます。


	
halign

	
String

	
はい

	
子コンポーネントの水平方向の位置合せを指定します。

子コンポーネントの水平方向の位置合せは、Panel Customizableコンポーネントに水平または垂直のレイアウトが存在する場合のみ設定できます。

使用可能な値はcenter、end、left、rightおよびstartです。デフォルト値はstartです。


	
valign

	
String

	
はい

	
子コンポーネントの垂直方向の位置合せを指定します。

子コンポーネントの垂直方向の位置合せは、Panel Customizableコンポーネントに水平のレイアウトが存在する場合のみ設定できます。

使用可能な値はbaseline、bottom、middleおよびtopです。デフォルト値はtopです。


	
shortDesc

	
String

	
はい

	
このコンポーネントの簡単な説明を指定します。このテキストは、ユーザー・エージェント間で共通的にツールチップ・ヘルプ・テキストの表示に使用され、このときにツールチップの動作はユーザー・エージェントによって制御されます。


	
レイアウト

	
String

	
はい

	
Panel Customizableの子に必須のレイアウト方法を指定します。

使用可能なオプションはhorizontal、vertical、scroll、stretchおよびautoです。デフォルト値はverticalです。

layout属性の値に従って、子コンポーネントは次のようにレイアウトされます。

	
verticalを選択した場合、子コンポーネントは縦並びに表示され、レイアウト内で上下に移動できます。


	
horizontalを選択した場合、子コンポーネントは横並びに表示され、レイアウト内で左右に移動できます。


	
scrollを選択した場合、子コンポーネントは縦並びに表示され、コンテンツのオーバーフロー時はスクロールバーが表示されます。


	
stretchを選択した場合、最初の子コンポーネントがストレッチされ、Panel Customizableコンポーネント内の使用可能なスペースが埋められます。後続の子コンポーネントは無視されます。ただし、これらがページから削除されることはありません。

layoutをstretchに設定した場合、選択したコンポーネントの隣にある新規Panel Customizableコンポーネントの追加のための「追加」アイコンは使用可能になりません。


	
autoを選択した場合、Panel Customizableがその親によってストレッチされている場合のみ、子コンポーネントがストレッチされます。ストレッチされていない場合は、コンテンツがスクロールします。





	
スタイル属性

	
	
	

	
styleClass

	
String

	
はい

	
このコンポーネントで使用するCSSスタイル・クラス。スタイル・クラスは、JSPXページやスキニングCSSファイルなどで定義できます。


	
inlineStyle

	
String

	
はい

	
このコンポーネントで使用するCSSスタイル。これは、基本的なスタイルの変更用です。inlineStyleは、コンポーネントのルートDOM要素に適用されるCSSスタイルのセットです。inlineStyle属性のCSSプロパティが作用させたいDOM要素に作用しない場合は、スキンを作成して、::labelや::icon-styleなどのように特定のDOM要素を対象にするスキニング・キーを使用する必要があります。


	
動作属性

	
	
	

	
allowAction

	
Boolean

	
はい

	
子コンポーネントの追加、Show Detail Frameコンポーネント内およびこれを起点とするドラッグとドロップ、および実行時の子コンポーネントの再配置をこのコンポーネントに許可するかどうかを決定します。また、一連の「ボックスを追加」アイコン(コンポーネントの隣へのBoxコンポーネントの追加をユーザーに許可する)をコンポーネント上でレンダリングする必要があるかどうかも決定します。

使用可能な値は、noneおよびallです。デフォルト値はallです。

注意: この属性は、アプリケーションのadf-config.xmlファイルでコンポーネントのセキュリティを定義する際にも設定できます。詳細は、第22.5項「Panel CustomizableおよびShow Detailコンポーネント・アクションでのアクション・レベルの制限の適用」を参照してください。


	
showEditAction

	
Boolean

	
はい

	
編集モードの「コンテンツの追加」ビューまたは「デザイン」ビューで、Panel Customizableヘッダー上の「編集」アイコンをレンダリングして、実行時にユーザーがコンポーネントのプロパティを編集できるようにします。使用可能な値はtrueおよびfalseです。デフォルト値はtrueです。

これは、コンポーザ対応ページにおいて(つまり、Panel CustomizableコンポーネントがPage Customizableコンポーネント内にネストされている場合)のみ関係します。


	
showSplitAction

	
Boolean

	
はい

	
編集モードのページの「コンテンツの追加」ビューまたは「デザイン」ビューのPanel Customizableヘッダー上で一連のボックスを追加アイコンをレンダリングして、ユーザーが選択したコンポーネントの上、下、左または右にBoxコンポーネントを追加できるようにします。使用可能な値はtrueおよびfalseです。デフォルト値はtrueです。

これは、コンポーザ対応ページにおいて(つまり、Panel CustomizableコンポーネントがPage Customizableコンポーネント内にネストされている場合)のみ関係します。ただし、ルートPanel Customizableコンポーネントでは「ボックスを追加」アイコンが表示されません。

この属性のデフォルト値はtrueですが、ストレッチされたコンポーネントでは「ボックスを追加」アイコンが表示されません。


	
showTabAction

	
Boolean

	
はい

	
編集モードのページの「コンテンツの追加」ビューまたは「デザイン」ビューのPanel Customizableヘッダー上で一連の「タブ・セットまたはタブの追加」アイコンをレンダリングして、ユーザーがページにタブを追加できるようにします。使用可能な値はtrueおよびfalseです。デフォルト値はfalseです。

これは、コンポーザ対応ページにおいて(つまり、Panel CustomizableコンポーネントがPage Customizableコンポーネント内にネストされている場合)のみ関係します。


	
拡張属性

	
	
	

	
binding

	
oracle.adf.view.page.editor.component.PanelCustomizable

	
ELのみをサポート

	
Beanにコンポーネント・インスタンスを格納するEL参照。この参照は、Backing Beanからコンポーネントへのプログラムによるアクセスを提供するため、またはコンポーネントの作成をBacking Beanに移すために使用できます。


	
カスタマイズ属性

	
	
	

	
customizationAllowed

	
Boolean

	
	
このコンポーネントに対するカスタマイズが可能かどうかを指定します。使用可能な値はtrueおよびfalseです。デフォルト値はtrueです。


	
customizationAllowedBy

	
String

	
	
カスタマイズを行うことが可能なロールを指定します。


	
その他の属性

	
	
	

	
customizationId

	
	
	
この属性は非推奨になりました。id属性を使用してください。









サポートされているファセット

Panel Customizableコンポーネントは、separatorファセットをサポートします。このファセットを使用すると各子コンポーネント間で1回、コンテンツをレンダリングできます。


Panel Customizableコンポーネント上の編集オプションの無効化

実行時にページの編集モードに切り替えた場合、「コンテンツの追加」ビューまたは「デザイン」ビューで、編集可能なPanel CustomizableコンポーネントおよびBoxコンポーネントのすべてに「編集」アイコンがあることがわかります。「コンテンツの追加」ビューまたは「デザイン」ビューで、特定のPanel CustomizableまたはBoxコンポーネントのプロパティ編集を無効にするには、設計時にコンポーネントのshowEditAction属性をfalseに設定する必要があります。これで、コンポーネントの「コンテンツの追加」ビューまたは「デザイン」ビューで「編集」アイコンが表示されなくなります。ただし、「構造」ビューでは、そうしたコンポーネントをユーザーが選択してプロパティを編集することが可能です。






B.1.5 Show Detail Frameコンポーネント

子コンポーネントの移動、最小化、リストア、削除などの実行時のカスタマイズを可能にするには、Panel Customizableコンポーネント内にShow Detail Frameコンポーネントを追加します。Show Detail Frameは、Panel Customizableコンポーネント内に追加された場合のみ移動できます。


ジオメトリ管理

Show Detail Frameコンポーネントは、Panel Customizableコンポーネントなど、子をストレッチする親レイアウト・コンポーネントによってストレッチできます。

Show Detail Frameコンポーネントは、子コンポーネントをストレッチして使用可能な高さと幅を埋めます。Show Detail Frameコンポーネント内に追加する子コンポーネントは1つのみにすることをお薦めします。ただし、複数の子コンポーネントが存在する場合は、最初の子コンポーネントがShow Detail Frameのコンテンツ領域の高さと幅にストレッチされ、後続の子コンポーネントは無視されます。

Show Detail Frameの右下隅にあるサイズ変更ハンドラを使用すると、コンポーネントの垂直方向のサイズを変更できます。変更すると、その親がShow Detail Frameをストレッチすることはできません。

表B-7は、Show Detail Frameコンポーネントの属性を示しています。


表B-7 Show Detail Frameコンポーネントの属性

	属性	タイプ	ELをサポートしているかどうか	説明
	
共通属性

	
	
	

	
id

	
String

	
いいえ

	
コンポーネントの識別子。識別子はHTMLで許容されている構文のサブセットに従う必要があります。

	
長さがゼロの文字列にすることはできません。


	
最初の文字はASCII文字(A-Z a-z)またはアンダースコア(_)である必要があります。


	
後続の文字は、ASCII文字または数字(A-Z a-z 0-9)、アンダースコア(_)、ダッシュ(-)である必要があります。





	
rendered

	
Boolean

	
はい

	
コンポーネントがレンダリングされるかどうかを指定します。falseに設定した場合、このコンポーネントに対する出力はありません(コンポーネントはレンダリングされず、クライアントで表示することができません)。

デフォルト値はtrueです。

コンポーネントのレンダリングは、「コンポーネントの表示」および「コンポーネントの非表示」オプションを使用して実行時に定義することもできます。


	
text

	
String

	
はい

	
Show Detail Frameコンポーネントのタイトル。

このテキストのスタイルは、headerStyle属性を使用して変更できます。


	
icon

	
String

	
はい

	
Show Detail Frameコンポーネントのヘッダーにアイコンを追加することにした場合は、これで使用するイメージのURIを指定します。

例:


icon="http://source-pc/images/accessability.gif"


注意: ドキュメント・ルートに格納されているイメージには、フルパスは必要ありません。例:


icon="detail.gif"


	
外観属性

	
	
	

	
text

	
String

	
はい

	
Show Detail Frameコンポーネントのタイトル。

このテキストのスタイルは、headerStyle属性を使用して変更できます。


	
shortDesc

	
String

	
はい

	
コンポーネントの短い説明。このテキストは、通常、ツールチップ・ヘルプ・テキストを表示するためにユーザー・エージェントによって使用されます。この場合、ツールチップの動作はユーザー・エージェントによって制御されます。たとえば、Firefox 2では長いツールチップは切り捨てられます。フォーム・コンポーネントの場合、shortDescはノート・ウィンドウに表示されます。


	
icon

	
String

	
はい

	
Show Detail Frameコンポーネントのヘッダーにアイコンを追加することにした場合は、これで使用するイメージのURIを指定します。

例:


icon="http://source-pc/images/accessability.gif"


注意: ドキュメント・ルートに格納されているイメージには、フルパスは必要ありません。例:


icon="detail.gif"


	
background

	
String

	
はい

	
スキンCSSとともに機能し、このShow Detail Frameインスタンスに対して別のルック・アンド・フィールを適用する手段を提供します。

使用可能な値はlight、medium、darkおよびcoreDefaultです。デフォルト値はmediumです。

coreDefault値はmediumと同様ですが、さらにコンテナの境界線を丸め、シャドウをレンダリングします。この場合の背景は、ADF Faces panelBoxコンポーネントと同様になります。


	
displayHeader

	
Boolean

	
はい

	
Show Detail Frameのヘッダーが表示されるかどうかを指定します。

デフォルト値はtrueです。

displayHeaderをfalseに設定する選択をして、コンポーネントの一部のアクションを公開した場合は、マウスをコンポーネント領域に移動するとツールバーが表示されます。ツールバーには、選択可能なオプションのメニューを表示するドロップダウン・アイコンが含まれます。このツールバーは、コンポーネントで使用可能なアクションが存在する場合に編集モードでのみ表示されます。


	
displayShadow

	
Boolean

	
はい

	
Show Detail Frameコンポーネントでシャドウをキャストするかどうかを指定します。

デフォルト値はfalseです。


	
expansionMode

	
String

	
はい

	
Show Detail Frameのデフォルトの状態。

使用可能な値は、minimizedおよびnormalです。デフォルトの表示モードはnormalです。


	
rendered

	
Boolean

	
はい

	
コンポーネントがレンダリングされるかどうかを指定します。falseに設定した場合、このコンポーネントに対する出力はありません(コンポーネントはレンダリングされず、クライアントで表示することができません)。

デフォルト値はtrueです。

コンポーネントのレンダリングは、「コンポーネントの表示」および「コンポーネントの非表示」オプションを使用して実行時に定義することもできます。


	
アクション属性

	
	
	

	
displayActions

	
String

	
はい

	
シードされた相互作用を表示する時点を指定します。

使用可能なオプションは、onHoverおよびalwaysです。デフォルトはalwaysです。


	
inheritGlobalActions

	
Boolean

	
はい

	
この属性は子カスタム・アクション・コンポーネントを追加した場合に有意で、custom actionのグローバルaction値でローカル値をオーバーライドする必要があるかどうかを指定します。

デフォルト値はfalseです。

グローバル・カスタム・アクションの詳細は、第20.3.2.2項「グローバル・レベルでのカスタム・アクションの定義」を参照してください。


	
showMoveAction

	
String

	
はい

	
コンポーネントに「移動」アクションが利用可能かどうかを指定します。

選択可能な値は次のとおりです。

	
menu - 「移動」アクションは「アクション」メニューに表示され、ヘッダーにドラッグ・アンド・ドロップするアクションが有効化されます。


	
none - ユーザーは、ヘッダーをクリックし、ドラッグ・アンド・ドロップで、コンポーネントを移動できます。


	
disabled - コンポーネントを移動できません。




デフォルト値はmenuです。

注意: 無効オプションは、ビュー・モードでのみ適用されます。


	
showRemoveAction

	
String

	
はい

	
Show Detail Frameヘッダーで「削除」アイコンをレンダリングします。このアイコンをクリックすると、ページからコンポーネントが削除されます。

使用可能な値はchromeおよびnoneです。デフォルト値はnoneです。

注意: ページ編集モードで他の制限が適用されていない場合は、この設定にかかわりなく「削除」アイコンが表示されます。


	
showResizer

	
String

	
はい

	
Show Detail Frameの右下隅にサイズ変更ハンドルを表示するかどうかを指定します。サイズ変更時は、Show Detail Frameの高さのみを変更できます。

使用可能な値は、neverおよびalwaysです。デフォルト値はalwaysです。


	
showMinimizeAction

	
String

	
はい

	
ヘッダーに最小化アクションを表示するかどうかを指定します。

使用可能な値はchromeおよびnoneです。デフォルトはchromeです。


	
showEditAction

	
Boolean

	
はい

	
編集モードの「コンテンツの追加」ビューまたは「デザイン」ビューで、Show Detail Frameヘッダー上の「編集」アイコンをレンダリングして、実行時にコンポーネントのプロパティを編集できるようにします。デフォルト値はtrueです。

これは、コンポーザ対応ページにおいて(つまり、Show Detail FrameコンポーネントがPage Customizableコンポーネント内にネストされている場合)のみ関係します。


	
スタイル属性

	
	
	

	
contentStyle

	
String

	
はい

	
Show Detail Frameコンテンツ領域に適用するCSSスタイル。CSSリリース2.0以上に準拠するスタイルを手動で入力します。

この属性のCSSスタイルは、一般的にShow Detail Frameの高さおよび背景色の定義に使用されます。たとえば、height:200px; background-color:green;のように指定します。

注意: Show Detail Frameコンポーネントが水平のレイアウトでPanel Customizableコンポーネント内にネストされている場合は、Show Detail Frameコンポーネントの幅を指定して、確実にページ表示モードでレンダリングされるようにする必要があります。


	
styleClass

	
String

	
はい

	
このコンポーネントで使用するCSSスタイル・クラス。スタイル・クラスは、JSPXページやスキニングCSSファイルなどで定義できます。


	
inlineStyle

	
String

	
はい

	
このコンポーネントで使用するCSSスタイル。これは、基本的なスタイルの変更用です。inlineStyleは、コンポーネントのルートDOM要素に適用されるCSSスタイルのセットです。inlineStyleのCSSプロパティが目的のDOM要素に反映されない場合は、スキンを作成して、::labelや::icon-styleなどの特定のDOM要素を対象にしたスキニング・キーを使用する必要があります。


	
headerStyle

	
String

	
はい

	
ヘッダーに表示されるShow Detail Frameタイトルに適用するCSSスタイル。CSSリリース2.0以上に準拠するスタイルを手動で入力します。

この属性のCSSスタイルは、一般的にタイトル・テキストのフォント、サイズおよび色の定義に使用されます。


	
動作属性

	
	
	

	
partialTriggers

	
String

	
はい

	
部分更新をトリガーするコンポーネントのID。このコンポーネントは、トリガー・コンポーネント上でリスニングします。トリガー・コンポーネントがなんらかの更新を発生させるイベントを受信した場合、このコンポーネントも更新されることをリクエストします。識別子はソース・コンポーネント(このコンポーネント)に対して相対的であり、NamingContainerで構成されている必要があります。コンポーネントがネーミング・コンテナ内にある場合、単一のコロンを使用するとページのルートから検索を開始でき、複数のコロンを使用するとNamingContainerを上方向に移動できます。たとえば、::を前に置くと、コンポーネントのネーミング・コンテナ(または、コンポーネントがネーミング・コンテナである場合にはそのコンポーネント自体)から出てそこから検索を開始します。:::を前に置くと、2つのネーミング・コンテナ(コンポーネントがネーミング・コンテナである場合にはそのコンポーネント自体も含まれる)から出てそこから検索を開始します。


	
disclosureListener

	
javax.el.MethodExpression

	
はい

	
開示リスナーへのメソッド参照。

ユーザーがShow Detail Frameコンポーネントを開いたとき、または閉じたときに開示イベントが起動されます。


	
stretchContent

	
String

	
はい

	
Show Detail Frameが子コンポーネントをストレッチするかどうかを指定します。

使用可能なオプションは、true、falseおよびautoです。デフォルト値はtrueです。

stretchContent属性を使用して、ストレッチがサポートされている子コンポーネントをストレッチできます。たとえば、Panel Form Layout、Panel CustomizableおよびShow Detail Itemなどのコンテナ・コンポーネントには、ストレッチ機能が提供されています。

trueを選択した場合、子コンポーネントがShow Detail Frameのコンテンツ領域の高さと幅までストレッチされます。

Show Detail Frameのデフォルトの高さは200pxです。Show Detail Frameの高さはContentStyle属性を使用して定義されます。

autoを選択した場合、Show Detail Frameをストレッチするコンポーネント内でこれがラップされている場合のみ、子コンポーネントがストレッチされます。これ以外の場合、stretchContentはfalseに設定されます。


	
拡張属性

	
	
	

	
binding

	
oracle.adf.view.page.editor.component.ShowDetailFrame

	
ELのみをサポート

	
Beanにコンポーネント・インスタンスを格納するEL参照。この参照は、Backing Beanからコンポーネントへのプログラムによるアクセスを提供するため、またはコンポーネントの作成をBacking Beanに移すために使用できます。


	
attributeChangeListener

	
javax.el.MethodExpression

	
はい

	
属性変更リスナーへのメソッド参照。属性変更イベントは、プログラムによるプロパティへの変更の場合は配信されません。アプリケーションの特定のリクエストなしでレンダラがプロパティを変更したときにのみ配信されます。属性変更イベントの例としては、クライアント側のサイズ変更をサポートする列の幅などがあります。


	
selectChild

	
String

	
はい

	
実行時選択とカスタマイズが子コンポーネントで有効化されるかどうかを指定します。これは、コンポーザ対応ページにおいて(つまり、Show Detail FrameコンポーネントがPage Customizableコンポーネント内にネストされている場合)のみ関係します。

デフォルト値はyesです。ただし、Show Detail Frameコンポーネントの子としてタスク・フローを追加した場合は、この属性のデフォルトがnoになります。

yesを選択すると、実行時に子コンポーネントを選択してカスタマイズできます。


	
カスタマイズ属性

	
	
	

	
customizationAllowed

	
Boolean

	
	
このコンポーネントに対するカスタマイズが可能かどうかを指定します。使用可能な値はtrueおよびfalseです。デフォルト値はtrueです。


	
customizationAllowedBy

	
String

	
	
カスタマイズを行うことが可能なロールを指定します。


	
その他の属性

	
	
	

	
childCreation

	
String

	
はい

	
Show Detail Frameコンポーネントの子(コンテンツ)がいつ作成されるかを指定します。有効な値は、次のとおりです:

	
immediate (デフォルト): Show Detail Frameコンポーネントがレンダリングされると、縮小されている場合でもすべての子がただちに作成されます。


	
lazy: Show Detail Frameコンポーネントが展開されそうな場合に、子が作成されます。この動作は、子の作成をShow Detail Frame親コンポーネントが展開されるまで延ばすことでパフォーマンスを最適化します。子は、後続で表示するためにキャッシュ・メモリーに残ります。


	
lazyUncached: Show Detail Frame親コンポーネントが展開されそうで、子が削除されて表示されていない場合に、子が作成されます。これは子が表示されていないときにはキャッシュ・メモリーに存在せず、親コンポーネントが展開されるたびに再作成する必要があることを意味します。





	
customizationId

	
	
	
この属性は非推奨になりました。id属性を使用してください。


	
helpTopicID

	
String

	
はい

	
コンポーネントからカスタム・ヘルプ・トピックへのリンクに使用されるヘルプ・トピックIDを指定します。

Show Detail Frameコンポーネント・インスタンスからヘルプ・トピックをリンクするには、アプリケーション・ディレクトリに直接保存されたHTMLファイル、またはJARファイルの構成部分であるヘルプ・トピックにリンクすることができます。









サポートされているファセット

表B-8は、Show Detail Frameコンポーネントで使用可能なファセットを示しています。


表B-8 Show Detail Frameのファセット

	名前	説明
	
titleBarAction

	
アクションをShow Detail Frameコンポーネントのタイトルと関連付ける必要がある場合に使用します。ファセットによって指定されたコンポーネントは、Show Detail Frameのtext属性のかわりにレンダリングされます。


	
additionalActions

	
Show Detail Frameヘッダーで使用可能な「アクション」メニューにいくつかのアクションが追加される場合に使用されます。追加アクションが確実にメニュー上の他のアクションと同様に表示されるようにするため、このファセット内にネストされたCommand Menu Itemコンポーネントとともに、Command Menu ItemコンポーネントまたはGroupコンポーネントを使用します。









Show Detail Frameプロパティとともに表示する子コンポーネント・プロパティ

実行時にページの編集モードに切り替えた場合、「コンテンツの追加」ビューまたは「デザイン」ビューで編集可能なすべてのShow Detail Frameコンポーネントに「編集」アイコンがあることがわかります。このアイコンをクリックすると、「コンポーネント・プロパティ」ダイアログが起動され、ユーザーはShow Detail Frameのプロパティを編集できます。「コンポーネント・プロパティ」ダイアログでShow Detail Frameのプロパティと子コンポーネントのプロパティを表示する必要がある場合は、カスタム属性sdf_selection_ruleを使用できます。

JDeveloperでは、Show Detail Frameコンポーネントを右クリックし、「cust:showDetailFrameの中に挿入」、「JSF Core」そして「属性」を選択します。「属性を挿入」ダイアログでは、名前としてsdf_selection_ruleを、値としてsdf_for_edit_mode_onlyを指定します。「ソース」モードでは、この属性は次の例のように表示されます。


<cust:showDetailFrame text="showDetailFrame 1" id="sdf1">
  <f:attribute name="sdf_selection_rule" value="sdf_for_edit_mode_only"/>
</cust:showDetailFrame>



Show Detail Frameコンポーネント上の編集オプションの無効化

実行時にページの編集モードに切り替えた場合、「コンテンツの追加」ビューまたは「デザイン」ビューで編集可能なすべてのShow Detail Frameコンポーネントに「編集」アイコンがあることがわかります。「コンテンツの追加」ビューまたは「デザイン」ビューで特定のShow Detail FrameまたはMovable Boxコンポーネントのプロパティ編集を無効にするには、設計時にコンポーネントのshowEditAction属性をfalseに設定することで実行できます。これで、実行時にページの編集モードに移動したときにコンポーネントに「編集」アイコンが表示されなくなります。ただし、「構造」ビューでは、そうしたコンポーネントをユーザーが選択してプロパティを編集することが可能です。






B.1.6 Custom Action

Custom Actionコンポーネントは、Show Detail Frameコンポーネント内にリージョンが含まれている場合に、タスク・フローでのナビゲーション・フローのトリガーに使用します。タスク・フローのADFcの結果に対応するカスタム・アクションを定義できます。実行時にこれらのカスタム・アクションは、アイコン、メニュー・オプション、またはその両方としてShow Detail Frameヘッダーに表示されます。Custom Actionは、常にShow Detail Frameの子コンポーネントとして定義する必要があり、Show Detail Frameの子コンポーネントとしてタスク・フローも含まれている場合のみ有益です。

Custom Actionコンポーネントは、タスク・フローに存在するADFcの結果と同じ数だけ追加できます。対応するADFcの結果なしでCustom Action属性を追加した場合、またはaction属性値が、タスク・フローによって現在表示されているビューで定義されたADFcの結果と一致しない場合、そのアクションは実行時に表示されません。




	
注意:

Show Detail Frameコンポーネントのカスタム・アクションは、グローバル・レベルで定義することもできます。詳細は、第20.3.2項「タスク・フローを囲んでいるShow Detail Frameでカスタム・アクションを有効にする方法」を参照してください。







表B-9は、Custom Actionコンポーネントの属性を示しています。


表B-9 Custom Actionコンポーネントの属性

	属性	タイプ	ELをサポートしているかどうか	説明
	
共通属性

	
	
	

	
id

	
String

	
いいえ

	
コンポーネントの識別子。識別子はHTMLで許容されている構文のサブセットに従う必要があります。

	
長さがゼロの文字列にすることはできません。


	
最初の文字はASCII文字(A-Z a-z)またはアンダースコア(_)である必要があります。


	
後続の文字は、ASCII文字または数字(A-Z a-z 0-9)、アンダースコア(_)、ダッシュ(-)である必要があります。





	
action

	
String

	
はい

	
タスク・フローに定義されているアクション結果を指定します。この属性の値は、タスク・フロー定義ファイルの関連するADFcの結果と一致している必要があります。


	
rendered

	
Boolean

	
はい

	
コンポーネントがレンダリングされるかどうかを指定します。falseに設定した場合、このコンポーネントに対する出力はありません(コンポーネントはレンダリングされず、クライアントで表示することができません)。

デフォルト値はtrueです。

コンポーネントのレンダリングは、「コンポーネントの表示」および「コンポーネントの非表示」オプションを使用して実行時に定義することもできます。


	
text

	
String

	
はい

	
メニュー項目リンクのテキストを表します。

メニュー項目リンクとしてレンダリングされるカスタム・アクションに適用可能です。


	
外観属性

	
	
	

	
icon

	
String

	
はい

	
ツールバー・リンクとしてレンダリングされるカスタム・アクションで、クロムにレンダリングされるアイコンを指定します。メニュー項目リンクとしてレンダリングされるCustom Actionの場合は、メニュー項目テキストに対して表示されるアイコンになります。この属性は次の各タイプのURIをサポートします。

	
absolute - イメージへの絶対パス。例: "http://oracleimg.com/admin/images/ocom/hp/oralogo_small.gif"


	
relative - ソース・ページに対して相対的な位置のパス。例 - "bullet.jpg"


	
context relative - Webアプリケーションのコンテキスト・ルートを基準にした相対パス。例 - "/images/error.png"


	
server relative - アプリケーション名別のWebサーバーを基準にした相対パス。例 - "//adf-richclient-demo-context-root/images/error.png"




アイコンではイメージに代替テキストを使用できないため、アクセス可能な製品を作成するには、アイコンの使用を装飾を目的とする場合にかぎる必要があります。


	
shortDesc

	
String

	
はい

	
コンポーネントの短い説明を提供します。このテキストは、通常、ツールチップ・ヘルプ・テキストを表示するためにユーザー・エージェントによって使用されます。この場合、ツールチップの動作はユーザー・エージェントによって制御されます。たとえば、Firefox 2では長いツールチップは切り捨てられます。フォーム・コンポーネントの場合、shortDescはノート・ウィンドウに表示されます。

これは、ツールバー・アイコンとしてレンダリングされるカスタム・アクションにのみ適用できます。


	
location

	
String

	
はい

	
Custom Actionをツールバー・アイコンまたはメニュー項目リンクとしてレンダリングするかどうかを指定します。

使用可能な値は、chrome、menu、またはbothです。デフォルト値はchromeです。


	
カスタマイズ属性

	
	
	

	
customizationAllowed

	
Boolean

	
	
このコンポーネントに対するカスタマイズが可能かどうかを指定します。使用可能な値はtrueおよびfalseです。デフォルト値はtrueです。


	
customizationAllowedBy

	
String

	
	
カスタマイズを行うことが可能なロールを指定します。


	
その他の属性

	
	
	

	
actionComponent

	
String

	
はい

	
アクション・イベントでキューに入れる必要があるコマンド・コンポーネントのIDを指定します。actionComponent属性が指定された場合、Show Detail Frameコンポーネントは、このコンポーネントのアクション・イベントをキューに入れます。

詳細は、第20.3.2.3項「別個のブラウザ・ウィンドウにタスク・フロー・ビューを表示するカスタム・アクションの構成」を参照してください。


	
customizationId

	
	
	
この属性は非推奨になりました。id属性を使用してください。












B.1.7 Show Property

Show Propertyコンポーネントは、実行時のカスタム・プロパティ・パネルでの属性またはパラメータの表示に使用します。実行時にユーザーに表示する属性またはパラメータのそれぞれにShow Propertyコンポーネントを1つ使用します。

Show Propertyコンポーネントの詳細は、第19.3.6項「カスタム・プロパティ・パネルでのプロパティおよびパラメータの表示方法」を参照してください。

表B-10は、Show Propertyコンポーネントの新しい属性を示しています。


表B-10 Show Propertyコンポーネントの属性

	属性	タイプ	ELをサポートしているかどうか	説明
	
共通属性:

	
	
	

	
id

	
String

	
いいえ

	
コンポーネントの識別子。識別子はHTMLで許容されている構文のサブセットに従う必要があります。

	
長さがゼロの文字列にすることはできません。


	
最初の文字はASCII文字(A-Z a-z)またはアンダースコア(_)である必要があります。


	
後続の文字は、ASCII文字または数字(A-Z a-z 0-9)、アンダースコア(_)、ダッシュ(-)である必要があります。





	
rendered

	
Boolean

	
はい

	
コンポーネントがレンダリングされるかどうかを指定します。falseに設定した場合、このコンポーネントに対する出力はありません(コンポーネントはレンダリングされず、クライアントで表示することができません)。

デフォルト値はtrueです。

コンポーネントのレンダリングは、「コンポーネントの表示」および「コンポーネントの非表示」オプションを使用して実行時に定義することもできます。


	
attributeType

	
String

	
はい

	
プロパティ・タイプを指定します。サポートされる値は、text、cbox、date、lovです。


	
value

	
String

	
はい

	
プロパティの現在値を指定します。valueのELバインディングが、getterありでsetterなしのBeanプロパティを指定し、またこれが編集可能コンポーネントである場合、そのコンポーネントは読取り専用モードでレンダリングされます。


	
label

	
String

	
はい

	
コンポーネントのラベルを指定します。ラベルをコントロールの上に表示する場合は、panelFormLayoutを使用します。


	
データ属性:

	
	
	

	
value

	
String

	
はい

	
プロパティの現在値を指定します。valueのELバインディングが、getterありでsetterなしのBeanプロパティを指定し、またこれが編集可能コンポーネントである場合、そのコンポーネントは読取り専用モードでレンダリングされます。


	
selectItem

	
	
	
attributeTypeがlovに設定されている場合に表示される値のリストを指定します。この属性は値のリストを動的に返すEL値を取得します。


	
外観属性:

	
	
	

	
columns

	
Int

	
はい

	
表示される文字数によって指定されるテキスト・コントロールのサイズを指定します。列数はブラウザのデフォルトのフォント・サイズを基準にして推定されます。


	
rows

	
Int

	
はい

	
表示される文字数によって指定されるテキスト・コントロールの高さを指定します。デフォルト値は1で、1行の入力フィールドが生成されます。行数はブラウザのデフォルトのフォント・サイズを基準にして推定されます。


	
label

	
String

	
はい

	
コンポーネントのラベルを指定します。ラベルをコントロールの上に表示する場合は、panelFormLayoutを使用します。


	
shortDesc

	
String

	
はい

	
コンポーネントの短い説明を提供します。このテキストは、通常、ツールチップ・ヘルプ・テキストを表示するためにユーザー・エージェントによって使用されます。この場合、ツールチップの動作はユーザー・エージェントによって制御されます。たとえば、Firefox 2では長いツールチップは切り捨てられます。フォーム・コンポーネントの場合、shortDescはノート・ウィンドウに表示されます。

これは、ツールバー・アイコンとしてレンダリングされるカスタム・アクションにのみ適用できます。


	
simple

	
Boolean

	
はい

	
コンポーネントがラベルのサポートを提供するかどうかを制御するブール値です。trueに設定すると、コンポーネントではラベルが表示されません(label、labelAndAccessKey、accessKey、showRequired、helpファセットが無視される場合があります)。また単純なレイアウト・プリミティブが使用されない場合もあります。使用例としては、表やfor-eachなど、ラベルが不要な場所で、繰返し可能な要素でコンポーネントが使用される場合などが考えられます。


	
unselectedLabel

	
String

	
はい

	
null値を表すオプション、つまり何も選択されていない場合のラベルを指定します。unselectedLabelが設定されておらず、コンポーネントに選択値がない場合は、空白文字列のオプションが選択ボックスの最初のオプションとしてラベルと値としてレンダリングされます(すでに定義された空白オプションがない場合)。オプションが正常に選択され、unselectedLabelが設定されていない場合、空白オプションはレンダリングされません。


	
動作属性:

	
	
	

	
required

	
Boolean

	
はい

	
非null、非空白値を入力する必要があるかどうかを指定します。falseにすると、値がnullまたは空白の場合にバリデータは実行されません。


	
autoSubmit

	
Boolean

	
はい

	
フォーム要素でTRUEに設定すると、該当するアクション(クリック、テキスト変更など)が実行されたときにコンポーネントから自動送信を行う属性を指定します。autoSubmitは部分送信であるため、このコンポーネントをポイントするpartialTriggersが指定された他のコンポーネントも送信および再レンダリングされます。


	
disabled

	
Boolean

	
はい

	
プロパティを無効として表示するかどうかを指定します。これは、MDS制限がプロパティに適用されている場合など、プロパティを無効として表示する必要があると指定されたモデルを持つイテレータ内にShow Propertyコンポーネントが存在する場合に便利です。


	
validator

	
String

	
はい

	
バリデータ・メソッドに対するメソッド参照を指定します。


	
valueChangeListener

	
javax.faces.el.MethodBinding

	
ELのみ

	
値変更リスナーに対するメソッド参照を指定します。


	
拡張属性:

	
	
	

	
binding

	
oracle.adf.view.rich.component.fragment.UIXDeclarativeComponent

	
ELのみをサポート

	
Bean内にコンポーネント・インスタンスを格納するEL参照を指定します。この参照は、Backing Beanからコンポーネントへのプログラムによるアクセスを提供するため、またはコンポーネントの作成をBacking Beanに移すために使用できます。


	
clientComponent

	
Boolean

	
はい

	
クライアント側コンポーネントが生成されるかどうかを指定します。このフラグを設定してもしなくてもコンポーネントは生成されますが、クライアントJavascriptがコンポーネント・オブジェクトを必要とする場合、コンポーネントの存在を保証するにはtrueに設定する必要があります。現在デフォルトで生成されるクライアント・コンポーネント・オブジェクトは、将来は存在しない可能性があります。このフラグを設定することがコンポーネントの存在を保証する唯一の方法であり、クライアントは暗黙的な動作に依存できません。ただし、このフラグの設定にはパフォーマンス・コストが伴うため、絶対に必要でないかぎり、クライアントではクライアント・コンポーネントを有効にすることを避ける必要があります。


	
componentId

	
	
	
コンポーザのプロパティ・パネルでShow Propertyタグを使用する場合、componentIdは、プロパティをレンダリングする必要があるコンポーネントのIDを指定します。


	
showELBuilder

	
Boolean

	
はい

	
プロパティのELビルダーを表示するかどうかを指定します。


	
showResourceEditor

	
Boolean

	
はい

	
プロパティのリソース・文字列エディタを表示するかどうかを指定します。ただし、このオプションはアプリケーションでリソース文字列編集を構成し、プロパティの型がStringの場合のみ有効化されます。詳細は、第20.12項「実行時リソース文字列編集の構成」を参照してください。


	
taskFlowId

	
String

	
はい

	
タスク・フロー・パラメータの表示にShow Propertyが使用される場合は、taskFlowIdでタスク・フローのIDが指定されます。


	
taskFlowParam

	
String

	
はい

	
タスク・フロー・パラメータの表示にShow Propertyが使用される場合は、taskFlowParamで入力フィールドを表示する必要があるタスク・フロー・パラメータが指定されます。


	
customizationId

	
	
	
この属性は非推奨になりました。id属性を使用してください。


	
カスタマイズ属性

	
	
	

	
customizationAllowed

	
Boolean

	
	
このコンポーネントに対するカスタマイズが可能かどうかを指定します。使用可能な値はtrueおよびfalseです。デフォルト値はtrueです。


	
customizationAllowedBy

	
String

	
	
カスタマイズを行うことが可能なロールを指定します。


	
その他の属性

	
	
	

	
text

	
String

	
はい

	
チェック・ボックスで使用されるテキストを指定します。typeがbooleanに設定されている場合にのみ、使用されます。









サポートされているファセット

Show Propertyコンポーネントは、customLinkファセットをサポートし、そのファセットはCommamd Menu Itemを含むために使用することができます。このファセットで指定されたCommand Menu Itemは、リソース文字列エディタおよびELビルダーと一緒にプロパティ・フィールドの隣のドロップダウンリストのカスタム・リンクとして表示されます。








B.2 コンポーザ固有のファイルと構成

この項では、コンポーザ機能を拡張するために変更することができる様々なファイルについて説明します。コンポーザ拡張ファイル(pe_ext.xml)のようないくつかのファイルは、コンポーザのみに関連していますが、他のファイルは、コンポーザ固有の構成のエントリを取ることができるADFの構成ファイルです。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第B.2.1項「pe_ext.xml」


	
第B.2.2項「adf-config.xml」


	
第B.2.3項「adf-settings.xml」


	
第B.2.4項「web.xmlの更新」






B.2.1 pe_ext.xml

pe_ext.xmlファイルを作成し、このファイルに要素を追加することで、新しいコンポーザ・アドオンおよびカスタム・プロパティ・パネルの登録、パネルの選択的なレンダリング、イベント・ハンドラの登録、プロパティ・フィルタの定義を実行できます。デフォルトでは、ページにOracleコンポーネントを追加する際にこのファイルを使用できません。このファイルをPortalプロジェクトのMETA-INFディレクトリに作成することができます(たとえば、APPLICATION_HOME\Portal\src\META-INFディレクトリ)。この項では、コンポーザ拡張ファイル・スキーマの各種要素について、また、スキーマ要素の使用が可能な状況を説明します。




	
注意:

自身のpe_ext.xmlファイルと共有ライブラリを使用するアプリケーションでは、実行の順序を定義するためにpe-extensionタグ内でsequence要素を使用します。デフォルトの設定を定めるためにsequence="first"を使用し、最後のファイルをロードし、以前ロードしたファイルによって定義された設定をオーバーライドするためにsequence="last"を使用します。







この項には次のサブセクションが含まれます:

	
第B.2.1.1項「addon-config」


	
第B.2.1.2項「property-panels」


	
第B.2.1.3項「lov-config」


	
第B.2.1.4項「event-handlers」


	
第B.2.1.5項「drop-handlers」


	
第B.2.1.6項「filter-config」


	
第B.2.1.7項「elbuilder-config」


	
第B.2.1.8項「selection-config」


	
第B.2.1.9項「pe_ext.xmlファイルのサンプル」






B.2.1.1 addon-config

addon-config要素を使用して、新しいコンポーザ・アドオンおよびカスタム・プロパティ・パネルのエントリを組み込みます。たとえば、アプリケーションに関する情報を表示するパネルを起動するAboutボタンを新たにページに追加するには、まず情報を含むタスク・フローを作成して、その後このタスク・フローをpe_ext.xmlファイルに登録します。addon-config要素内で宣言されるコンポーザ・アドオンは、adf-config.xmlファイルで構成されますが、addon-config要素で宣言されるカスタム・プロパティ・パネルは拡張ファイル自体のproperty-panels要素内で構成されます。

adf-config.xmlでのアドオンの構成の詳細は、B.2.2.2項「addon-panels」を参照してください。property-panels要素を使用したカスタム・プロパティ・パネルの構成の詳細は、第B.2.1.2項「property-panels」を参照してください。

addon-config要素は、pe-extensionタグ内に挿入します。XMLファイルに追加できるaddon-config要素は1つのみです。addon-config要素内にpanels要素を指定してアドオンを定義できます。


panels

panels要素は、コンポーザへの新しいアドオンやプロパティ・パネルの登録に使用します。panels要素はaddon-config要素内に追加します。1つの拡張ファイルで設定できるpanels要素は1 つのみで、カスタム・パネルのすべてをこの要素内で定義する必要があります。


panel

panel要素を使用して、ユーザーに表示する個別のアドオンおよびプロパティ・パネルを定義します。panels要素には、コンポーザに表示するアドオンまたはプロパティ・パネルを定義する個別のpanel要素を必要な数だけ挿入できます。表示するアドオンまたはプロパティ・パネルのすべてに1つずつpanel要素を作成する必要があります。

表B-11は、panel要素の属性を示しています。


表B-11 panel要素の属性

	属性	説明
	
name

	
adf-config.xmlで新しいアドオンを、またはproperty-panelsセクションでプロパティ・パネルを参照する際に使用される識別子。これは、アプリケーション内で一意である必要があります。


	
title

	
コンポーザでタスク・フローの起動に使用されるボタンに表示されるタイトル。このプロパティにELを使用すると、ローカライズされたタイトルを表示できます。

カスタム・プロパティ・パネルの場合は、このパネルの新しいタブに表示されるタイトルです。


	
icon

	
ボタンのタイトルの横に表示されるアイコン。これはオプションです。


	
taskflow-id

	
アドオンまたはプロパティ・パネルを定義するタスク・フローのID。


	
help-topic-id

	
アドオンまたはプロパティ・パネルからカスタム・ヘルプ・トピックにリンクするヘルプ・トピックID。これはオプションです。








panel要素をファイルから削除すると、そのアドオンまたはプロパティ・パネルはページに表示されません。

次の例は、addon-config、panelsおよびpanel要素の使用方法を示しています。


  <addon-config>
    <panels>
      <panel name="oracle.fod.custom.panel" title="About FOD"
             icon="adf/webcenter/images/about.gif"
             taskflow-id="/WEB-INF/about-fod.xml#about-fod"   
      /> 
    </panels>
  </addon-config>


アドオンの詳細は、第19.2項「コンポーザのアドオンの作成」を参照してください。

必要に応じて個別のアドオン・パネルにイベントハンドラを登録するには、次の例に示すようにpanel要素内にevent-handlers要素を追加できます。


<event-handlers>
  <event-handler event="close">
    oracle.fod.custom.TaskFlowEventHandler
  </event-handler>
</event-handlers>


XMLコードは、汎用イベント・ハンドラの場合と同じです。詳細は、第B.2.1.4項「event-handlers」を参照してください。






B.2.1.2 property-panels

property-panels要素を使用して、カスタム・プロパティ・パネルを登録します。addon-config要素内にproperty-panels要素を追加します。カスタム・プロパティ・パネルの詳細は、第19.3項「カスタム・プロパティ・パネルの作成」を参照してください。拡張ファイルには、property-panels要素を1つのみ持つことができます。


property-panel

property-panel要素は、コンポーザの特定のコンポーネントに表示されるカスタム・プロパティ・パネルの定義に使用します。property-panels要素には、「コンポーネント・プロパティ」ダイアログにタブとして表示するカスタム・プロパティ・パネルを定義する個別のproperty-panel要素を必要な数だけ挿入できます。カスタム・プロパティ・パネルを登録するコンポーネントまたはタスク・フローを指定するには、それぞれcomponent要素またはtaskflow-id要素をproperty-panel内に追加する必要があります。

表B-12は、property-panel要素の属性を示しています。


表B-12 property-panel要素の属性

	属性	説明
	
name

	
「コンポーネント・プロパティ」ダイアログに表示するカスタム・プロパティ・パネルの識別子。


	
rendered

	
このパネルを「コンポーネント・プロパティ」ダイアログでユーザーに表示するかどうかを示します。ここではEL値を取得できます。









コンポーネント

component要素を使用して、カスタム・プロパティ・パネルを登録するコンポーネントの完全修飾クラス名を指定します。1つのproperty-panel要素で指定できるcomponent要素は1つのみです。


taskflow-id

taskflow-id要素を使用して、カスタム・プロパティ・パネルを登録するタスク・フローの名前を指定します。1つのproperty-panel要素で指定できるtaskflow-id要素は1つのみです。


panel

panel要素は、コンポーネントの「コンポーネント・プロパティ」ダイアログまたは「ページ・プロパティ」ダイアログにタブとして表示されるカスタム・プロパティ・パネルの指定に使用します。1つのproperty-panel要素で、panel要素を必要な数だけ指定できます。表B-13は、panel要素の属性を示しています。


表B-13 panel要素の属性

	属性	説明
	
name

	
addon-configセクションでのパネルの宣言に使用する名前。


	
rendered

	
カスタム・プロパティ・パネルがレンダリングされるかどうかを指定します。


	
parameter

	
実装タスク・フローに渡されるパラメータ。

ELのみを取得し、Map<String, String>を返す必要があります。








panel要素がファイルから削除されると、「コンポーネント・プロパティ」ダイアログにプロパティ・パネルが表示されなくなります。

次の例は、Command Buttonコンポーネントにカスタム・プロパティ・パネルを登録する方法を示しています。


<property-panels>
  <property-panel name="cmdbtn">
    <component>oracle.rich.CommandButton</component>
    <panel name="prop.panel.cmdbtn"/>
  </property-panel>
</property-panels>


次の例は、タスク・フローにカスタム・プロパティ・パネルを登録する方法を示しています。


<property-panels>
  <property-panel name="dashboard">
    <taskflow-id>/WEB-INF/dashboard-taskflow#prop-panel</taskflow-id>
    <panel name="dashboard.prop-panel" />
  </property-panel>
</property-panels>






B.2.1.3 lov-config

lov-config要素は、タスク・フロー・パラメータのカスタム値リストまたはピッカーの登録に使用します。lov-config要素は、pe-extensionタグの直下に追加します。1つの拡張ファイルで指定できるlov-config要素は1つのみです。この要素内では、LOV使用を登録するタスク・フローのそれぞれにtask-flow-definition要素を追加できます。LOVを提供する各パラメータにinput-parameter-definitionを追加します。次の例に示すように、enumeration要素を使用して、パラメータのLOVオプションをリストします。


<lov-config>
  <task-flow-definition taskflow-id="/WEB-INF/employee-details.xml#employee-details">
    <input-parameter-definition>
      <name>Designation</name>
        <enumeration>
          <item>
            <name>Accounts Manager</name>
            <value>Accounts Manager</value>
            <description>Accounts Manager</description>
          </item>
          <item>
            <name>Accounts Assistant</name>
            <value>Accounts Assistant</value>
            <description>Accounts Assistant</description>
          </item>
          <item>
            <name>Payroll Executive</name>
            <value>Payroll Executive</value>
            <description>Payroll Executive</description>
          </item>
          <item>
            <name>Senior Manager</name>
            <value>Senior Manager</value>
            <description>Senior Manager</description>
          </item>
        </enumeration>
    </input-parameter-definition>
  </task-flow-definition></lov-config>


詳細は、第19.5項「タスク・フローのパラメータのカスタムLOVまたはピッカーの構成」を参照してください。






B.2.1.4 event-handlers

event-handlers要素は、コンポーザによって生成されたイベントのハンドラの登録に使用します。event-handlers要素は、pe-extensionタグの直下に追加します。pe-extensionで指定できるevent-handlers要素は1つのみです。

また、特定のコンポーザ・アドオン・パネルでは、addon-configセクションにあるpanel要素内にevent-handlers要素を追加して、イベントハンドラを登録することもできます。詳細は、第B.2.1.1項「addon-config」を参照してください。


event-handler

event-handler要素を使用して、コンポーザにイベント・ハンドラを登録します。event-handlersでは、event-handler要素を必要な数だけ作成して、保存、クローズ、削除、追加および選択イベントのハンドラを登録できます。たとえば、JavaクラスSaveHandlerでprocessSaveメソッドを実装してSaveイベントが呼び出されたときに特定のアクションを実行する場合は、次のようにpe_ext.xmlファイルにevent-handlerエントリを追加することでその実装をコンポーザに登録できます。


<event-handlers>
  <event-handler event="save">view.SaveHandler</event-handler>   
</event-handlers>


イベント・ハンドラの構成の詳細は、第19.6項「コンポーザUIイベントのイベント・ハンドラの構成」を参照してください。






B.2.1.5 drop-handlers

drop-handlers要素は、リソース・カタログからページへのコンポーネントの追加を処理するドロップ・ハンドラの登録に使用します。drop-handlers要素は、pe-extensionタグの直下に追加します。1つの拡張ファイルで指定できるdrop-handlers要素は1つのみです。


drop-handler

drop-handler要素を使用して、コンポーザにドロップ・ハンドラを登録します。drop-handlersでは、drop-handler要素を必要な数だけ作成して、アプリケーションで作成したドロップ・ハンドラを登録できます。たとえば、XMLコンポーネントのページへの追加を処理するドロップ・ハンドラTestDropHandlerを作成した場合、次のようにpe_ext.xmlファイルにdrop-handlerエントリを追加することで、その実装をコンポーザに登録できます。


<drop-handlers>
  <drop-handler>test.TestDropHandler</drop-handler>
</drop-handlers>


詳細は、第19.7項「リソース・カタログのドロップ・ハンドラの構成」を参照してください。






B.2.1.6 filter-config

filter-config要素は、実行時に編集可能なコンポーネントのプロパティ・フィルタの定義に使用します。「コンポーネント・プロパティ」ダイアログは、選択したコンポーネントに対して編集可能なプロパティを表示します。すべてのプロパティを編集に公開するわけではない場合は、特定のプロパティをフィルタ処理してそれらを「コンポーネント・プロパティ」ダイアログに表示されないようにすることができます。グローバル・レベルのフィルタを指定して、すべてのコンポーネントで共通の属性をフィルタ処理することも、タグ・レベルのフィルタを定義して、特定のコンポーネントのみでプロパティをフィルタ処理することもできます。

filter-config要素は、pe-extensionタグの直下に追加します。1つの拡張ファイルで指定できるfilter-config要素は1つのみです。

プロパティ・フィルタの詳細は、第19.8項「プロパティ・フィルタの定義」を参照してください。


global-attribute-filter

global-attribute-filter要素を使用して、すべてのコンポーネント間で特定のプロパティをフィルタ処理します。拡張ファイルで指定できるglobal-attribute-filter要素は1つのみです。この要素には、複数のライブラリからのコンポーネントのプロパティ・フィルタを定義するattribute要素を必要な数だけ含めることができます。


taglib-filter

taglib-filter要素を使用して、特定のライブラリ内のコンポーネントのプロパティ・フィルタを定義します。複数のtaglib-filter要素を組み込むと、複数のライブラリ内のコンポーネントのプロパティをフィルタ処理できます。この要素内ではライブラリに属するすべてのコンポーネントにtag要素を組み込むことができます。

表B-14は、taglib-filter要素で使用できる属性を示しています。


表B-14 tag要素の属性

	属性	説明
	
namespace

	
フィルタ対象のプロパティが存在するコンポーネントを含むタグ・ライブラリのネームスペース。









tag

tagは、フィルタ対象のプロパティが存在するコンポーネントの指定に使用されます。taglib-filter要素内には、複数のtag要素を組み込むことができます。この要素内では、フィルタ対象にするすべてのプロパティにattribute要素を組み込むことができます。

表B-15は、tag要素で使用できる属性を示しています。


表B-15 tag要素の属性

	属性	説明
	
name

	
など、フィルタ対象のプロパティが存在するコンポーネントの名前。commandButton、portletなど。









attribute

attribute要素は、すべてのコンポーネントまたは指定したコンポーネントのみでフィルタ処理するプロパティの指定に使用します。グローバル・レベル・フィルタを定義するには、global-attribute-filter内にattribute要素を組み込む必要があります。特定のコンポーネントのプロパティ・フィルタを定義するには、taglib-filter内にattribute要素を組み込む必要があります。

表B-16は、attribute要素で使用できる属性を示しています。


表B-16 attribute要素の属性

	属性	説明
	
name

	
フィルタ対象のプロパティの名前。


	
filtered

	
プロパティをフィルタ処理するかどうかを指定します。値はtrueまたはfalseのいずれかです。特定のビューでプロパティをフィルタするには、view属性を使用します。


	
label

	
UIのプロパティのラベル。ローカライズされた文字列を取得、またはビューに応じて異なるラベルを表示するには、ELを使用します。


	
view

	
(オプション)このプロパティを表示/非表示するビュー。designまたはsourceの値を取ります。








次の例では、グローバルおよびコンポーネント・レベルのプロパティ・フィルタを定義する方法を示しています。


<filter-config>
   <global-attribute-filter>
    <attribute name="readOnly" filtered="false" label="Read Only"/>
    <attribute name="required" filtered="false" label="Mandatory"/>
    <attribute name="shortDesc" filtered="false" label="#{composerBundle.PNL_TB_SHORTDESC}"/>
  </global-attribute-filter>
 
  <taglib-filter namespace="http://xmlns.oracle.com/adf/faces/rich">
    <tag name="goLink">
      <attribute name="accessKey" view="design"/>
      <attribute name="targetFrame" filtered="false" view="source"/>
      <attribute name="destination" filtered="false" label="#{pageEditorPanelBean.layoutView ?  'Where do you want to surf?' : 'Destination'}"/>
    </tag>
    <tag name="inputText">
      <attribute name="all" view="design"/>
      <attribute name="label" label="Field Name" filtered="false" />
      <attribute name="readOnly" filtered="false" />
      <attribute name="required" filtered="false" />
      <attribute name="rendered" filtered="false" />
      <attribute name="wrap" filtered="false" />
    </tag>
  </taglib-filter>
</filter-config>






B.2.1.7 elbuilder-config

elbuilder-config要素は、式ビルダーのカスタム値の構成に使用します。式ビルダーは、コンポーザの「コンポーネント・プロパティ」から起動され、ユーザーによるコンポーネント・プロパティのEL値の指定を可能にします。ユーザーは、事前定義された値セットからの選択、またはテキスト・ボックスへのEL値の入力を実行できます。式ビルダーをカスタマイズすると、より多くのオプションをユーザーに提示できます。詳細は、第19.4項「式ビルダーの拡張」を参照してください。

elbuilder-config要素は、pe-extensionタグの直下に追加します。1つの拡張ファイルで指定できるelbuilder-config要素は1つのみです。


selector

次の例に示すように、selector要素を使用して、カスタム・オプションを定義して組み込みます。


<elbuilder-config>
  <!-- define selector -->
  <selector id="CustomELParameter">
    view.CustomELParameter
  </selector>
    
  <!-- include selector -->
  <selectors>
    <selector id="CustomELParameter"/>
  </selectors>
</elbuilder-config>


selectors要素内には、複数のselector要素を組み込むことができます。






B.2.1.8 selection-config

selection-config要素を使用すると、特定のコンポーネントの直接選択を有効または無効にしたり、関連する操作を定義できます。コンポーネントを選択可能にするためには、このタグ内で操作を定義する必要があります。詳細は、第19.11項「「デザイン」ビューまたは「コンテンツの追加」ビューでの直接選択の有効化」を参照してください。

<selection-config>タグ内で、<global-filter>および<selection-taglib-filter>を使用しするネームスペースとタグによって選択をグローバルに構成することができます。


selection

selectionタグは、直接選択ビューを有効にするため使用されます。


operation

利用可能な操作は、各特定コンポーネントの下の<operation>タグ内で定義されています。次の要素は、操作の定義に使用されます。

	
name: 実行される操作を定義します。(標準操作またはカスタム操作を使用します。)


	
label (オプション): ポップアップ・ウィンドウ内のタブ・ラベルとして操作名をオーバーライドします。


	
filtered: ポップアップ・ウィンドウの操作を含むようにfalseに設定します。





<selection-config>
  <global-filter>
    <selection view="design" enabled="false"/>
  </global-filter>

  <selection-taglib-filter 
   namespace="http://xmlns.oracle.com/adf/faces/customizable">
    <tag name="showDetailFrame">
      <selection view="design" enabled="true"/>
      <operation name="oracle.adf.pageeditor.pane.sdfprop"
                 label="SDF Change Property"
                 filtered="false"/>
    </tag>
  </selection-taglib-filter>
</selection-config>






B.2.1.9 pe_ext.xmlファイルのサンプル

例B-1は、様々な要素を使用してコンポーザの機能を拡張するpe_ext.xmlファイルのサンプルを示しています。


例B-1 pe_ext.xmlのサンプル


<pe-extension xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/pageeditor/extension">

<addon-config>
<!-- Composer add-on panels configuration -->
  <panels>
    <panel name="oracle.fod.custom.panel" title="About FOD"
           icon="adf/webcenter/images/about.gif"
           taskflow-id="/WEB-INF/about-fod.xml#about-fod"/> 
  </panels>

<!-- Composer property panels configuration -->
  <property-panels>
    <property-panel name="cmdbtn">
      <component>oracle.rich.CommandButton</component>
      <panel name="prop.panel.cmdbtn" />
    </property-panel>
  </property-panels>
</addon-config>

<Save event handler configuration -->
  <event-handlers>
    <event-handler event="save">view.SaveHandler</event-handler>   
  </event-handlers>

<!-- Test drop handler configuration -->
  <drop-handlers>
    <drop-handler>test.TestDropHandler</drop-handler>
  </drop-handlers>

<!-- Property filter configuration. Properties defined here are not displayed in Composer. -->
  <filter-config>  
    <global-attribute-filter> 
      <attribute name="accessKey" />
      <attribute name="attributeChangeListener" />
      <attribute name="autoSubmit" />
      <attribute name="binding" />
    </global-attribute-filter>
    <taglib-filter namespace="http://xmlns.oracle.com/adf/faces/rich"> 
      <tag name="commandButton">
        <attribute name="text" />
        <attribute name="icon" />
      </tag> 
  </filter-config>
</pe-extension>










B.2.2 adf-config.xml

adf-config.xmlファイルでは、通常はデプロイ時に決定され、実行時に変更されることも多いアプリケーションレベルの設定が指定されています。このファイルは、アプリケーションの作成時に作成されて、「アプリケーション・リソース」パネルのDescriptorsの下のADF META-INFフォルダに配置されます。次の例では、Portal Frameworkアプリケーションの作成時に作成される最小限のadf-config.xmlファイルを示しています。


<?xml version="1.0" encoding="windows-1252" ?>
<adf-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/config"
            xmlns:adf="http://xmlns.oracle.com/adf/config/properties">
  <adf:adf-properties-child xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/config/properties">
    <adf-property name="adfAppUID" value="Application4-2138"/>
  </adf:adf-properties-child>
</adf-config>


Page Customizableコンポーネントをページに追加すると、特定の必須構成がadf-config.xmlファイルに追加されます。

新しいアドオンやカスタム・プロパティ・パネルの登録、選択的なアドオンのレンダリング、カスタマイズ・レイヤーの作成、コンポーザ・サンドボックスの有効/無効、カスタム・リソース・カタログの作成、「構造」ビューの無効化といったタスクを実行するときに、adf-config.xmlファイルを更新する必要があります。次の項では、コンポーザに固有な構成に使用される様々なadf-config.xml要素を説明します。

この項には次のサブセクションが含まれます:

	
第B.2.2.1項「page-editor-config」


	
第B.2.2.2項「addon-panels」


	
第B.2.2.3項「sandbox-namespaces」


	
第B.2.2.4項「session-options-factory」


	
第B.2.2.5項「enable-design-views」


	
第B.2.2.6項「allow-elとprotect-el」


	
第B.2.2.7項「rcv-config」


	
第B.2.2.8項「customizableComponentsSecurity」


	
第B.2.2.9項「mds-config」


	
第B.2.2.10項「resource-string-editor」


	
第B.2.2.11項「enable-source-view」


	
第B.2.2.12項「enable-zoom」


	
第B.2.2.13項「persistent-change-manager」


	
第B.2.2.14項「taglib-config」


	
第B.2.2.15項「security-config」


	
第B.2.2.16項「サンプルadf-config.xmlファイル」






B.2.2.1 page-editor-config

<pe:page-editor-config>要素を使用して、アドオン・パネルの登録、サンドボックスの構成、リソース文字列エディタの構成などのコンポーザ固有の構成を組み込みます。<pe:page-editor-config>要素は、次の例に示すようにadf-configタグ内に追加します。


<adf-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/config"
            xmlns:adf="http://xmlns.oracle.com/adf/config/properties"
            xmlns:mdsC="http://xmlns.oracle.com/adf/mds/config">
. . . 
  <pe:page-editor-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/pageeditor/config">
    . . . 
  </pe:page-editor-config>
</adf-config>






B.2.2.2 addon-panels

<pe:addon-panels>要素を使用して、カスタムのアドオンやプロパティ・パネルをコンポーザに登録します。<pe:addon-panels>要素は、<pe:page-editor-config>内に挿入します。ファイル内には<pe:addon-panels>要素を1つだけ指定できますが、<pe:addon-panels>内には、カスタム・パネルを登録するための<pe:addon-panel>要素をいくつでも指定できます。コンポーザのアドオンとプロパティ・パネルの詳細は、第19.2項「コンポーザのアドオンの作成」および第19.3項「カスタム・プロパティ・パネルの作成」を参照してください。


addon-panel

<pe:addon-panel>要素を使用して、アドオンをadf-config.xmlファイル内で登録します。<pe:addon-panel>要素は、<pe:addon-panels>要素内にのみ配置する必要があります。カスタム・パネルを登録するための任意の数の<pe:addon-panel>要素を指定できます。次の例では、これらの要素を使用して新しいアドオンを登録する方法を示しています。


<pe:page-editor-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/pageeditor/config">
  <pe:addon-panels>
    <!-- Page Properties add-on -->
    <pe:addon-panel name="oracle.adf.pageeditor.addonpanels.page-settings" />
    
    <!-- Page Reset add-on -->
    <pe:addon-panel name="oracle.adf.pageeditor.addonpanels.page-reset" />
  
    <pe:addon-panel name="oracle.fod.custom.panel" />
  
  </pe:addon-panels>
  . . . 
</pe:page-editor-config>


<pe:addon-panel>要素は、rendered属性もサポートしています。この属性では、EL値を指定でき、パネルをコンポーザで表示する必要があるかどうかを指定します。

カスタム・アドオンの登録時には、デフォルト・アドオンのエントリも含める必要があります。デフォルト・アドオンが登録されていない場合は、カスタム・アドオンのみがコンポーザで使用可能になります。

<pe:addon-panel>要素は、次のパラメータをサポートしています。

	
rendered: 該当アドオンを表示する必要があるかどうかを指定します。rendered属性には、true、falseまたはEL値を指定できます。この属性を使用して、特定の基準に基づいて条件付きでアドオンを表示します。


	
parameters: パラメータをアドオン・タスク・フローに宣言的に渡すために使用します。parameters属性には、次の例に示すようにEL値を指定できます。


<pe:addon-panels>
  <pe:addon-panel name="oracle.adf.pageeditor.addonpanels.customization-manager" parameters="#{AppUtilBean.customizationManagerParams}"/>
    . . .
</pe:addon-panels>


ここでAppUtilBeanは、パラメータをアドオン・タスク・フローに渡すためのロジックを提供します。









B.2.2.3 sandbox-namespaces

<pe:sandbox-namespaces>要素を使用して、実行時にサンドボックスの作成を有効にする対象となるすべてのメタデータのネームスペースを登録します。サンドボックス作成の有効化の詳細は、第21.2.1項「コンポーザのサンドボックスの作成を有効にする方法」を参照してください。

<pe:sandbox-namespaces>要素は、<pe:page-editor-config>要素内に挿入します。次の例では、sandbox-namespaces要素の使用方法を示しています。


<pe:page-editor-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/pageeditor/config">
  . . . 
  <pe:sandbox-namespaces>
    <pe:namespace path="/pages"/>
    <pe:namespace path="/pageDefs"/>
  </pe:sandbox-namespaces>
</pe:page-editor-config>






B.2.2.4 session-options-factory

アプリケーションでカスタマイズ・レイヤーを作成する際は、<pe:session-options-factory>要素を使用して、ComposerSessionOptionsFactoryの実装をコンポーザに登録します。このクラスには、指定された基準に基づいてカスタマイズ内容を様々なレイヤーに保存するためのロジックが含まれています。詳細は、第21.3項「カスタマイズ・レイヤーの表示モードおよび編集モードへの追加: 例」を参照してください。

次の例では、AppsSessionOptionsFactoryImplという名前のクラスを登録する方法を示しています。


<pe:page-editor-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/pageeditor/config">
  . . . 
  <pe:session-options-factory>view.AppsSessionOptionsFactoryImpl</pe:session-options-factory>
</pe:page-editor-config>






B.2.2.5 enable-design-views

コンポーザの直接選択を有効にするには、最初に「選択」ビューを有効にする必要があります。直接選択機能の詳細は、第19.11項「「デザイン」ビューまたは「コンテンツの追加」ビューでの直接選択の有効化」を参照してください。利用可能なビューを定義するためには、<pe:page-editor-config>タグ内の<pe:enable-design-views>タグを追加します。指定できる値は、design、add-content、select、source、previewおよびallです。値allを指定すると、design、select、sourceおよびpreviewのみが表示されます。これは、add-contentがdesignのサブセットであるためです。






B.2.2.6 allow-elとprotect-el

ELを無効にしたり、既存のELを上書きから保護するためにコンポーザを構成することができます。ELがアプリケーション・ページで実行できるかどうかを定義するために<pe:allow-el>を使用します。デフォルトはtrueです。フォーム要素のELを編集できるかどうかを定義するために<pe:protect-el>を使用します。デフォルトはfalseです。詳細は、第19.4.2項「式言語の保護方法」を参照してください。

次の例では、ELを無効にします。


<pe:page-editor-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/pageeditor/config">
  . . . 
  <pe:allow-el>false</pe:allow-el>
</pe:page-editor-config>






B.2.2.7 rcv-config

<rcv-config>要素を使用して、カスタム・リソース・カタログをコンポーザに登録したり、複数のリソース・カタログを使用する際にResourceCatalogSelectorの実装を登録したりします。

デフォルトのリソース・カタログのかわりにカスタム・リソース・カタログをユーザーに表示するには、まず必要なコンテンツが含まれたカタログ定義ファイルを作成してから、このカタログ定義をコンポーザの拡張ファイルとadf-config.xmlファイル内で登録する必要があります。そうすることで、ユーザーがページ上の「コンテンツの追加」ボタンをクリックすると、カスタム・リソース・カタログが表示されるようになります。詳細は、第14.2項「リソース・カタログの作成」を参照してください。

<rcv-config>要素は、adf-configタグ内に挿入します。次の例では、<rcv-config>要素を使用してusers-catalogという名前のカスタム・カタログを登録する方法を示しています。


<adf-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/config"
            xmlns:adf="http://xmlns.oracle.com/adf/config/properties"
            xmlns:mdsC="http://xmlns.oracle.com/adf/mds/config">
  . . . 
  <rcv-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/rcs/viewer/adf-config">
    <default-catalog catalog-name="users-catalog"/>
  </rcv-config>
</adf-config>


コンポーザを使用して複数のリソース・カタログを構成し、指定された条件に応じてユーザーごとに異なるカタログを表示することもできます。複数のリソース・カタログを構成する際は、<rcv-config>要素と<catalog-selector>要素を使用して、リソース・カタログを選択するためのロジックが含まれたResourceCatalogSelectorの実装を登録します。

次の例では、<rcv-config>要素を使用してCatalogSelectorという名前のResourceCatalogSelectorの実装を登録する方法を示しています。


<adf-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/config"
            xmlns:adf="http://xmlns.oracle.com/adf/config/properties"
            xmlns:mdsC="http://xmlns.oracle.com/adf/mds/config">
  . . . 
  <rcv-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/rcs/viewer/adf-config">
    <catalog-selector class-name="webcenter.CatalogSelector"/>
    <default-catalog catalog-name="default-catalog"/>
  </rcv-config>
</adf-config>






B.2.2.8 customizableComponentsSecurity

<customizableComponentsSecurity>要素を使用して、Show Detail Frameアクションの制限を適用します。<customizableComponentsSecurity>要素は、adf-configタグ内に挿入します。

<customizableComponentsSecurity>要素内には、<enableSecurity>、<actionsCategory>、<actions>および<custom-actions>という要素を指定できます。


enableSecurity

<enableSecurity>要素を使用して、Show Detail Frameアクションのセキュリティ継承動作をオーバーライドします。この要素には、trueまたはfalseという値を指定できます。trueに設定した場合は、ユーザーがコンポーネントを変更できるかどうかは、まずページ権限に基づいて決定され、次に、そのタイプの権限に対して指定されている現在のアクション・セットに応じて調整されます。falseに設定した場合は、ユーザーはすべてのアクションを選択可能になります。adf-config.xmlで構成されたアクションとユーザーのページ権限は無視されます。


actionsCategory

<actionsCategory>要素を使用して、一連のShow Detail Frameアクションの制限を同時に適用します。<actionsCategory>要素内には、サポートされているカテゴリの<actionCategory>要素を指定できます。アクション・カテゴリの詳細は、第22.5.2項「アクション・カテゴリ・レベルでのセキュリティの定義」を参照してください。

次の例では、actionsCategoryの使用方法を示しています。


<adf-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/config"
            xmlns:adf="http://xmlns.oracle.com/adf/config/properties"
            xmlns:mdsC="http://xmlns.oracle.com/adf/mds/config">
  . . . 
  <cust:customizableComponentsSecurity 
xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/faces/customizable/config">
    <cust:enableSecurity value="true"/>

    <cust:actionsCategory>
      <cust:actionCategory name="personalizeActionsCategory" value="false"/>
      <cust:actionCategory name="editActionsCategory" value="true"/>
    </cust:actionsCategory>

    <cust:actions>
      . . . 
    </cust:actions>

  </cust:customizableComponentsSecurity>
</adf-config>



アクション

<actions>要素を使用して、個別のアクションの制限を適用します。各actions要素内には、すべてのサポートされているアクションの<action>要素を指定できます。

次の例では、<actions>の使用方法を示しています。


<adf-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/config"
            xmlns:adf="http://xmlns.oracle.com/adf/config/properties"
            xmlns:mdsC="http://xmlns.oracle.com/adf/mds/config">
  . . . 
  <cust:customizableComponentsSecurity 
xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/faces/customizable/config">
    <cust:enableSecurity value="true"/>

    <cust:actionsCategory>
      . . . 
    </cust:actionsCategory>

    <cust:actions>
      <cust:action name="showMinimizeAction" value="true"/> 
      <cust:action name="showMoveAction" value="false"/> 
    </cust:actions>

  </cust:customizableComponentsSecurity>
<adf-config>


アクション・レベルの制限の適用の詳細は、第22.5項「Panel CustomizableおよびShow Detailコンポーネント・アクションでのアクション・レベルの制限の適用」を参照してください。


custom-actions

<custom-actions>要素を使用して、他のShow Detail Frameアクションとともに表示するカスタム・アクションを定義します。customizableComponentsSecurityセクション内には、1つの<custom-actions>要素のみを追加する必要があります。この要素内には、個別のカスタム・アクションを定義するための任意の数の<custom-action>要素を追加できます。




	
注意:

別の方法として、<customizableComponentsSecurity>セクション内ではなく<adf-config-child>要素内に<custom-actions>要素を追加することもできます。







カスタム・アクションの詳細は、第20.3.2項「タスク・フローを囲んでいるShow Detail Frameでカスタム・アクションを有効にする方法」を参照してください。






B.2.2.9 mds-config

コンポーネントに対するタイプ・レベルのアプリケーション・カスタマイズ制限を定義する際は、<mds-config>要素を使用して、特定のコンポーネントに適用される制限を記述している独立したXMLファイルを登録します。タイプ・レベルの制限の詳細は、第22.1.1項「タイプ・レベルのカスタマイズ・ポリシーの定義方法」を参照してください。

<mds-config>要素は、<adf-config>タグ内に挿入します。<mds-config>要素は、次のように追加できます。


<mds-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/mds/config">
  <type-config>
    <standalone-definitions>
      <file>Directory_Name/standalone.xml</file>
    </standalone-definitions>
  </type-config>
</mds-config>






B.2.2.10 resource-string-editor

<pe:resource-string-editor>要素を使用して、アプリケーション内でリソース文字列の編集を可能にします。<pe:resource-string-editor>要素は、次の例に示すように<pe:page-editor-config>セクション内に挿入します。


<pe:page-editor-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/pageeditor/config">
  . . . 
  <pe:resource-string-editor>
    <pe:enabled>true</pe:enabled>
  </pe:resource-string-editor>
</pe:page-editor-config>


詳細は、第20.12項「実行時リソース文字列編集の構成」を参照してください。






B.2.2.11 enable-source-view

<pe:enable-source-view>要素を使用して、コンポーザ内で「構造」ビューを有効または無効にします。<pe:enable-source-view>要素は、<pe:page-editor-config>セクション内に挿入します。「構造」ビューは、デフォルトではコンポーザ内で有効になっています。「ソース」ビューを無効にするには、次の例に示すように<pe:enable-source-view>をfalseに設定します。


<pe:page-editor-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/pageeditor/config">
  . . . 
  <pe:enable-source-view>false</pe:enable-source-view>
</pe:page-editor-config>


詳細は、第20.8項「アプリケーションの「構造」ビューの無効化」を参照してください。






B.2.2.12 enable-zoom

<pe:enable-zoom>要素を使用して、コンポーザ内でタスク・フローをズーム・インする機能を有効または無効にします。<pe:enable-zoom>要素は、<pe:page-editor-config>セクション内の<pe:source-view>タグ内に挿入します。タスク・フローのズームは、デフォルトではコンポーザ内で有効になっています。この機能を無効にするには、次の例に示すように<pe:enable-zoom>をfalseに設定します。


<pe:page-editor-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/pageeditor/config">
  . . . 
  <pe:source-view>
    <pe:enable-zoom>false</pe:enable-zoom>
  </pe:source-view>
</pe:page-editor-config>


詳細は、第20.9項「タスク・フローのズーム機能の無効化」参照してください。






B.2.2.13 persistent-change-manager

この要素を使用して、コンポーザで加えた変更を永続化するために使用する変更マネージャを構成します。<persistent-change-manager>要素は、<adf-faces-config>セクション内に挿入します。アプリケーションのカスタマイズ内容をMDSに永続化するには、次のように<persistent-change-manager>をMDSDocumentChangeManagerに設定する必要があります。


<adf-faces-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/faces/config">
  <persistent-change-manager>
    <persistent-change-manager-class>oracle.adf.view.rich.change.MDSDocumentChangeManager</persistent-change-manager-class>
  </persistent-change-manager>
. . . 
</adf-faces-config>


コンポーザ内の変更の永続性の詳細は、第20.11項「永続性変更マネージャの構成」を参照してください。

<persistent-change-manager要素の詳細は、『Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』を参照してください。






B.2.2.14 taglib-config

<taglib-config>要素を使用して、デフォルトで永続化される必要のあるコンポーネント・タグを指定します。この要素が有効になるのは、adf-config.xmlファイルで<persistent-change-manager>を使用して変更の永続性を定義している場合のみです。

コンポーザ・コンポーネントをページに追加すると、adf-config.xmlファイルには、永続化される必要のあるタグと属性のリストが含まれた<taglib-config>要素が移入されます。このデフォルトのリストにさらに要素や属性を追加できます。

この要素の詳細は、『Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』を参照してください。

<taglib-config>要素は、<adf-faces-config>セクション内に挿入します。<taglib-config>要素は、次の例のような内容になります。


<adf-faces-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/faces/config">
  . . . 
  <taglib-config>
    <taglib uri="http://xmlns.oracle.com/adf/faces/customizable">
      <tag name="showDetailFrame">
        <persist-operations>all</persist-operations>
        <attribute name="expansionMode">
          <persist-changes>true</persist-changes>
        </attribute>
        <attribute name="contentStyle">
          <persist-changes>true</persist-changes>
        </attribute>
      </tag>
      <tag name="panelCustomizable">
        <persist-operations>all</persist-operations>
      </tag>
    </taglib>
  </taglib-config>
</adf-faces-config>


詳細は、第20.11項「永続性変更マネージャの構成」を参照してください。






B.2.2.15 security-config

この要素を使用して、コンポーザ固有のセキュリティ構成を指定変更します(特に、アプリケーション・レベルのチェックによってデフォルトのセキュリティ・ポリシーを指定変更する場合)。<pe:security-config>要素は、<pe:page-editor-config>セクション内に挿入します。security-config要素内には、<pe:security-policies>、<pe:security-policy>、<pe:policy-class>および<pe:task-flow-security>という要素を指定できます。


security-policies

この要素を使用して、コンポーザ向けのすべてのセキュリティ・ポリシーとポリシー指定変更を含めます。<pe:security-policies>要素は、<pe:page-editor-config>セクションに1つのみ指定できます。


security-policy

この要素を使用して、既存のポリシーを指定変更します。指定変更するポリシーごとに、1つの<pe:security-policy>要素を追加します。

<pe:security-policy>要素はname属性とoverride属性をサポートしており、nameを使用して、カスタム・ポリシーの登録対象となる名前を指定して、overrideを使用して、指定変更するデフォルト・ポリシーの名前を指定します。


policy-class

この要素を使用して、カスタム・セキュリティ・ポリシーの名前を指定します。


task-flow-security

この要素をcheck-permission属性と組み合せて使用して、コンポーザがタスク・フローの権限の有無を確認できるようにします。これにより、適切な権限を持つユーザーのみがそのタスク・フローを実行時に編集またはカスタマイズすることを許可されます。

詳細は、第22.6項「タスク・フローのセキュリティの実装」を参照してください。






B.2.2.16 サンプルadf-config.xmlファイル

例B-2では、コンポーザ固有の構成が含まれたサンプルadf-config.xmlファイルを示しています。


例B-2 コンポーザ固有の構成が含まれたサンプルadf-config.xmlファイル


<?xml version="1.0" encoding="windows-1252" ?>
<adf-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/config"
            xmlns:adf="http://xmlns.oracle.com/adf/config/properties"
            xmlns:mdsC="http://xmlns.oracle.com/adf/mds/config">
  <adf:adf-properties-child xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/config/properties">
    <adf-property name="adfAppUID" value="configfilesapp-7198"/>
  </adf:adf-properties-child>

  <mdsC:adf-mds-config version="11.1.1.000">
    <mds-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/mds/config">
      <persistence-config>
        <metadata-namespaces>
          <namespace path="/oracle/adf/rc/metadata"
                     metadata-store-usage="WebCenterFileMetadataStore"/>
          <namespace path="/persdef/"
                     metadata-store-usage="WebCenterFileMetadataStore"/>

          <!-- Namespace definitions for Composer sandbox -->
          <!-- Your jspx customizations alone go here -->  
          <namespace path="/pages" metadata-store-usage="WebCenterFileMetadataStore">
            <namespace-restriction type="CUSTOMIZATIONS"/>
          </namespace>
          <!-- Your pagedef customizations alone go here -->
          <namespace path="/pageDefs" metadata-store-usage="WebCenterFileMetadataStore">
            <namespace-restriction type="CUSTOMIZATIONS"/>
          </namespace>
        </metadata-namespaces>
        <metadata-store-usages>
          <metadata-store-usage id="WebCenterFileMetadataStore"
                                default-cust-store="true">
            <metadata-store class-name="oracle.mds.dt.persistence.stores.file.SrcControlFileMetadataStore">
              <property name="metadata-path" value="../../mds"/>
            </metadata-store>
          </metadata-store-usage>
        </metadata-store-usages>
      </persistence-config>
      <cust-config>
        <match>
          <customization-class name="oracle.adf.share.config.SiteCC"/>
        </match>
      </cust-config>
      <cache-config>
        <max-size-kb>100000</max-size-kb>
      </cache-config>

      <!-- Registration of a standalone XML file used for type-level customization policies -->
      <type-config>
        <standalone-definitions>
          <file>Directory_Name/standalone.xml</file>
        </standalone-definitions>
      </type-config>
    </mds-config>
  </mdsC:adf-mds-config>

  <pe:page-editor-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/pageeditor/config">

    <!-- Composer add-on panel configuration -->
    <pe:addon-panels>
      <pe:addon-panel name="oracle.adf.pageeditor.addonpanels.page-settings" />
      <pe:addon-panel name="oracle.adf.pageeditor.addonpanels.page-reset" />
      <pe:addon-panel name="oracle.fod.custom.panel" />
    </pe:addon-panels>

    <!-- Composer sandbox configuration -->
    <pe:sandbox-namespaces>
      <pe:namespace path="/pages"/>
      <pe:namespace path="/pageDefs"/>
    </pe:sandbox-namespaces>

    <!-- ComposerSessionOptionsFactory class registration for implementing customization layers -->
     <pe:session-options-factory>view.AppsSessionOptionsFactoryImpl</pe:session-options-factory>

    <!-- Resource string editor configuration -->
    <pe:resource-string-editor>
      <pe:enabled>true</pe:enabled>
    </pe:resource-string-editor>

    <!-- Switch to enable or disable Composer Source view -->
    <pe:enable-source-view>false</pe:enable-source-view>

  </pe:page-editor-config>

  <!-- Multiple resource catalog configuration -->
  <rcv-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/rcs/viewer/adf-config">
    <catalog-selector class-name="webcenter.CatalogSelector"/>
    <default-catalog catalog-name="users-catalog"/>
  </rcv-config>

  <!-- Composer and WebCenter Portal Customizable Components actions security configuration -->
  <cust:customizableComponentsSecurity xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/faces/customizable/config">
    <cust:enableSecurity value="true"/>
    <cust:actionsCategory>
      <cust:actionCategory name="personalizeActionsCategory" value="false"/>
      <cust:actionCategory name="editActionsCategory" value="true"/>
    </cust:actionsCategory>
    <cust:actions>
      <cust:action name="showMinimizeAction" value="true"/> 
      <cust:action name="showMoveAction" value="false"/> 
    </cust:actions>
  </cust:customizableComponentsSecurity>

  <adf-faces-config xmlns="http://xmlns.oracle.com/adf/faces/config">

    <!-- Composer persistence change manager configuration -->
      <persistent-change-manager>
        <persistent-change-manager-class>oracle.adf.view.rich.change.MDSDocumentChangeManager</persistent-change-manager-class>
      </persistent-change-manager>

    <!-- Composer default persistence configuration -->
    <taglib-config>
      <taglib uri="http://xmlns.oracle.com/adf/faces/customizable">
        <tag name="showDetailFrame">
          <persist-operations>all</persist-operations>
          <attribute name="expansionMode">
            <persist-changes>true</persist-changes>
          </attribute>
          <attribute name="contentStyle">
            <persist-changes>true</persist-changes>
          </attribute>
        </tag>
        <tag name="panelCustomizable">
          <persist-operations>all</persist-operations>
        </tag>
      </taglib>
    </taglib-config>
  </adf-faces-config>
</adf-config>










B.2.3 adf-settings.xml

adf-settings.xmlファイルは、プロジェクト・レベルとライブラリ・レベルの一般的な設定を格納しているだけでなく、タスク・フローに対するカスタム・アクションを定義するためにも使用できます。この項では、adf-settings.xml内のコンポーザ固有の構成について説明します。


B.2.3.1 custComps-config

custComps-config要素を使用して、アプリケーションで使用されるタスク・フローに対するカスタム・アクションを定義します。実行時に、アプリケーションのadf-config.xmlファイルとadf-settings.xmlファイル内のカスタム・アクション構成が取得されて、適切なアクションがタスク・フロー周囲のShow Detail Frameコンポーネントに表示されます。詳細は、第20.3項「タスク・フローでのカスタム・アクションの有効化」を参照してください。

custComps-config要素は、adf-settingsタグ内に挿入します。custComps-config要素内には、customActions要素を指定できます。


customActions

adf-settings.xmlファイルでcustomActions要素を使用して、タスク・フローに表示するアクションを定義します。ここで定義されたカスタム・アクションは、他のアクションとともに周囲のShow Detail Frameコンポーネントに表示されます。1つのcustomActions要素のみをcustComps-configセクション内に追加する必要があります。customActions要素内には、次の例に示すように、個別のカスタム・アクションを定義するための任意の数のcustomAction要素を追加できます。


  <customActions>
   <customAction action="next" location="chrome"
                 rendered="true"
                 icon="/adf/webcenter/editheader_ena.png"
                 text="Next"
                  taskFlowId="/WEB-INF/task-flow-definition.xml#task-flow-definition"
                 shortDesc="next"/>
    <customAction action="prev" location="chrome"
                 rendered="true"
                 icon="/adf/webcenter/editheader_ena.png"
                 text="Previous"
 taskFlowId="/WEB-INF/task-flow-definition.xml#task-flow-definition"
                 shortDesc="prev"/>
  </customActions>








B.2.4 web.xmlの更新

web.xmlファイルは、Webアプリケーションに関する詳細情報が含まれたJava EE標準ディスクリプタです。Page Customizableコンポーネントをページに追加すると、Application_Root\Project_Name\public_html\WEB-INFディレクトリ内のweb.xmlファイルが更新されて、他の設定の間で変更永続性が有効になります。

複数のカスタマイズ・レイヤーを使用するアプリケーションを作成する際や、コンポーザのサンドボックスを有効にする際は、web.xmlをさらに更新する必要があります。以降の項では、web.xml内のコンポーザ固有の構成について説明します。


B.2.4.1 CHANGE_PERSISTENCEコンテキスト・パラメータ

アプリケーションのweb.xmlファイル内のCHANGE_PERSISTENCEコンテキスト・パラメータは、アプリケーションのカスタマイズ内容がどのように永続化されるのかを指定します。コンポーザ対応ページ内の変更内容をMDS内で永続化できるようにするには、次の例に示すようにCHANGE_PERSISTENCEコンテキスト・パラメータをComposerChangeManagerに設定する必要があります。


<context-param>
  <param-name>org.apache.myfaces.trinidad.CHANGE_PERSISTENCE</param-name>
  <param-value>oracle.adf.view.page.editor.change.ComposerChangeManager</param-value>
</context-param>


このコンテキスト・パラメータは、MDSへの永続化を保証するために使用されるChangeManagerクラスを登録します。Page Customizableコンポーネントを新しいPortal Frameworkアプリケーション内のページに追加すると、この構成は自動的に実行されます。ただし、既存のADFアプリケーション内では、このコンテキスト・パラメータは他の値に設定される可能性があります(sessionやoracle.adf.view.rich.change.FilteredPersistenceChangeManagerなど)。したがって、このようなアプリケーションにコンポーザ・コンポーネントを追加する際は、CHANGE_PERSISTENCEパラメータがComposerChangeManagerに設定されていることを確認する必要があります。

詳細は、第20.11項「永続性変更マネージャの構成」を参照してください。





B.2.4.2 WebCenterComposerFilter

web.xmlファイル内でWebCenterComposerFilterを使用して、すべてのHTTPリクエストについてコンポーザのComposerSessionOptionsFactoryをOracle ADFに登録します。そうすることで、そのリクエストはComposerSessionOptionsFactoryの実装に応じて処理されるようになります。このフィルタは、次の例に示すように定義できます。


<filter-mapping>
<filter-name>WebCenterComposerFilter</filter-name>
  <url-pattern>/faces/*</url-pattern>
  <dispatcher>FORWARD</dispatcher>
  <dispatcher>REQUEST</dispatcher>
</filter-mapping>


次のタスクを実行する際は、WebCenterComposerFilterを使用する必要があります。

	
カスタマイズ・レイヤーの作成。詳細は、第21.3項「カスタマイズ・レイヤーの表示モードおよび編集モードへの追加: 例」を参照してください。


	
コンポーザでのサンドボックス作成の有効化。詳細は、第21.2.1項「コンポーザのサンドボックスの作成を有効にする方法」を参照してください。













B.3 コンポーザのデフォルト・アドオンとプロパティ・パネル

この項では、コンポーザでデフォルトで使用できるアドオンとプロパティ・パネルを紹介します。


B.3.1 デフォルトのアドオン

この項では、コンポーザで使用可能なアドオンを列挙して、adf-config.xmlファイル内でこれらのアドオンが登録されている対象の名前を示します。これらの名前は、アプリケーションでアドオンの表示を有効または無効にするために必要になるため、これらの名前を知っておくと役に立ちます。

	
ページ・プロパティ

ページ・プロパティを編集するため、およびページ・パラメータを作成するために使用します。

このアドオンは、adf-config.xmlファイル内でoracle.adf.pageeditor.addonpanels.page-settingsという名前に登録されています。


	
ページのリセット

ページのカスタマイズ内容をリセットするために使用します。

このアドオンは、adf-config.xmlファイル内でoracle.adf.pageeditor.addonpanels.page-resetという名前に登録されています。


	
カスタマイズ・マネージャ

ページやタスク・フローに加えられたカスタマイズ内容を管理するために使用します。

このアドオンは、adf-config.xmlファイル内でoracle.adf.pageeditor.addonpanels.customization-managerという名前に登録されています。




「ページ・プロパティ」アドオンと「ページのリセット」アドオンは、デフォルトで表示されます。アプリケーション内でカスタム・アドオンを作成する場合は、それらのアドオンをadf-config.xmlで登録する一方で、デフォルト・アドオンのエントリも含める必要があります。これらのエントリがないと、デフォルト・アドオンはコンポーザに表示されません。アドオンの詳細は、第19.2項「コンポーザのアドオンの作成」を参照してください。






B.3.2 デフォルトのプロパティ・パネル

この項では、「コンポーネント・プロパティ」ダイアログと「ページ・プロパティ」ダイアログでデフォルトで使用可能なプロパティ・パネルを列挙して、pe_ext.xmlファイル内でこれらのパネルが登録されている対象の名前を示します。これらの名前が役に立つのは、デフォルト・パネルをカスタム・プロパティ・パネルに指定変更する場合や、一部またはすべてのデフォルト・パネルを非表示にする場合です。コンポーザの「コンテンツの追加」ビューまたは「デザイン」ビューで、特定のパネルの表示を有効にすることもできます。詳細は、第19.11項「「デザイン」ビューまたは「コンテンツの追加」ビューでの直接選択の有効化」を参照してください。

プロパティ・パネルの作成の詳細は、第19.3項「カスタム・プロパティ・パネルの作成」を参照してください。

	
表示オプション

コンポーネントの表示関連の動作を設定するために使用します。このパネルは、すべてのプロパティの「コンポーネント・プロパティ」ダイアログに表示されます。

pe_ext.xmlファイル内では、このパネルはoracle.adf.pageeditor.pane.generic-property-inspectorという名前によって参照されます。


	
表示オプション(Show Detail Frame)

Show Detail Frameコンポーネントの表示関連の動作を設定するために使用します。このパネルは、Show Detail Frameコンポーネントのみの「コンポーネント・プロパティ」ダイアログに表示されます。

pe_ext.xmlファイル内では、このパネルはoracle.adf.pageeditor.pane.sdfpropという名前によって参照されます。


	
タブ

Panel CustomizableコンポーネントやBoxコンポーネント上のタブの順序や表示プロパティを設定するために使用します。このパネルは、Panel TabbedコンポーネントやPanel Customizableコンポーネントの「コンポーネント・プロパティ」ダイアログに表示されます。このパネルがPanel Customizableコンポーネントについて表示されるのは、このコンポーネント上にタブがある場合のみです。

pe_ext.xmlファイル内では、このパネルはoracle.adf.pageeditor.pane.panel-tabbedという名前によって参照されます。


	
スタイル

コンポーネント・インスタンスの外観を設定するために使用します。このパネルは、すべてのプロパティの「コンポーネント・プロパティ」ダイアログに表示されます。

pe_ext.xmlファイル内では、このパネルはoracle.adf.pageeditor.pane.inline-style-editorという名前によって参照されます。


	
コンテンツ・スタイル

コンポーネント・インスタンス内のコンテンツの外観を設定するために使用します。このパネルは、すべてのプロパティの「コンポーネント・プロパティ」ダイアログに表示されます。

pe_ext.xmlファイル内では、このパネルはoracle.adf.pageeditor.pane.content-style-editorという名前によって参照されます。


	
イベント

コンテキスト・イベントをアクション・ハンドラと関連付けて、そのイベントがプロデューサでトリガーされたときに、プロデューサ・コンポーネントからコンシューマ・コンポーネントに値を渡すことを可能にするために使用します。このパネルは、すべてのコンポーネントの「コンポーネント・プロパティ」ダイアログに表示されます。

pe_ext.xmlファイル内では、このパネルはoracle.adf.pageeditor.pane.eventsという名前によって参照されます。


	
リージョン・パラメータ

タスク・フロー・リージョンのパラメータを設定するために使用します。このパネルは、タスク・フロー・リージョンのみの「コンポーネント・プロパティ」ダイアログに表示されます。

pe_ext.xmlファイル内では、このパネルはoracle.adf.pageeditor.pane.region-paramという名前によって参照されます。


	
ポートレット・パラメータ

ポートレットのパラメータを設定するために使用します。このパネルは、ポートレットのみの「コンポーネント・プロパティ」ダイアログに表示されます。

pe_ext.xmlファイル内では、このパネルはoracle.adf.pageeditor.pane.portlet-paramという名前によって参照されます。


	
レイアウト・カスタマイズ

一連の事前定義済レイアウトから選択することで、ページ・コンポーネントのレイアウトを設定するために使用します。このパネルは、Layout Customizableコンポーネントのみの「コンポーネント・プロパティ」ダイアログに表示されます。

pe_ext.xmlファイル内では、このパネルはoracle.adf.pageeditor.pane.layout-cust-propという名前によって参照されます。


	
子コンポーネント

Panel Customizableコンポーネント内の子コンポーネントを再配置したり表示または非表示にしたりするために使用します。このパネルは、Panel Customizableコンポーネントのみについて表示されます

pe_ext.xmlファイル内では、このパネルはoracle.adf.pageeditor.pane.child-navigatorという名前によって参照されます。


	
ページ・パラメータ

ページ上のコンポーネントに関連付けることができるページ・パラメータを設定するために使用します。このパネルは、「ページ・プロパティ」ダイアログに表示されます。

pe_ext.xmlファイル内では、このパネルはoracle.webcenter.page.pane.page-paramという名前によって参照されます。


	
ページ・セキュリティ

ページの権限を設定するために使用します。このパネルは、保護されたアプリケーション・ページの「ページ・プロパティ」ダイアログに表示されます。

pe_ext.xmlファイル内では、このパネルはoracle.webcenter.page.pane.page-secという名前によって参照されます。











B.4 コンポーザ・コンポーネント・スタイル固有のプロパティ

この項では、コンポーザ・コンポーネントに関連付けられたスタイル・セレクタについて説明している一連の表を掲載しています。また、backgroundプロパティを使用して、これらのコンポーネントの3つのスキン定義済外観から1つを選択する方法も説明します。

この項には次のサブセクションが含まれます:

	
第B.4.1項「コンポーザ・コンポーネントのスタイル・セレクタ」


	
第B.4.2項「スタイル属性」






B.4.1 コンポーザ・コンポーネントのスタイル・セレクタ

スタイル・セレクタを使用して、要素を指定してその要素のスタイルを定義することで、要素の外観を記述します。

この項には次のサブセクションが含まれます:

	
グローバル・スタイル・セレクタ


	
コンポーザ・ステータス・インジケータのスタイル・セレクタ


	
Page Customizableのスタイル・セレクタ


	
Layout Customizableのスタイル・セレクタ


	
Panel Customizableのスタイル・セレクタ


	
Show Detail Frameのスタイル・セレクタ






B.4.1.1 グローバル・スタイル・セレクタ

グローバル・スタイル・セレクタは、アプリケーション内の複数のコンポーネントのスタイルを定義する場合に使用します。表B-17では、コンポーザ・コンポーネントに関連するグローバル・スタイル・セレクタを列挙して説明しています。


表B-17 グローバル・スタイル・セレクタ

	スタイル・セレクタ	説明
	

.ComposerDark:alias

	
darkの色スキームを使用して、コンポーザ内のツールバーやヘッダーなどのデフォルト色を指定します。


	

.ComposerLight:alias

	
lightの色スキームを使用して、コンポーザ内のツールバーやヘッダーなどのデフォルト色を指定します。


	

.ComposerBackground

	
コンポーザのダイアログの色スキームを指定します(「コンポーネント・プロパティ」ダイアログや「ページ・プロパティ」ダイアログなど)。


	

.ComposerBorder

	
コンポーザのダイアログの境界線や幅などを指定します(「コンポーネント・プロパティ」ダイアログや「ページ・プロパティ」ダイアログなど)。


	

.PEClickableImageAnchor:alias

	
表のセル内にクリック可能アイコンを表示するための別名。

インライン・モードの表示をサポートしているクリック可能なイメージを表示するために必要なCSSプロパティを指定します。たとえば、Show Detail Frameヘッダー上のすべてのアクション・アイコンの共通プロパティとしてこの別名を指定できます。デフォルトでは、この別名は、IEとFirefoxの両方についてインライン背景イメージを表示する必要のある、16x16イメージを使用するスタイル・セレクタに含まれています。カスタマイズするには、この別名をお使いのセレクタに含めて、そのプロパティを指定変更します。たとえば、異なる高さと幅のイメージのファイル・サイズや右側パディングを変更したり、ブロック・モードで表示するためにheight属性とwidth属性を使用してdisplay: blockを設定したりできます。


	

.ChildPanelFacetWarning

	
「コンポーネント・プロパティ」ダイアログで子ナビゲータに表示される警告メッセージのスタイルを指定します。












B.4.1.2 コンポーザ・ステータス・インジケータのスタイル・セレクタ

表B-18のスタイル・セレクタを使用して、コンポーザ・ツールバーにあるステータス・インジケータ・コンポーネントのスキンを設定します。


表B-18 ステータス・インジケータのスタイル・セレクタ

	スタイル・セレクタ	説明
	

af|statusIndicator.ComposerStatus

	
ステータス・インジケータ・コンポーネントのスタイルを指定します。これを使用して、ステータス・インジケータの固定高さを指定できます。


	

af|statusIndicator.ComposerStatus::idle-icon

	
アイドル状態を表すアイコンを指定します。このアイコンは通常、サーバーとの通信が行われていないことを示す非アニメーション・アイコンです。


	

af|statusIndicator.ComposerStatus::processing-icon

	
処理状態を表すアイコンを指定します。このアイコンは通常、サーバーとの通信が行われていることを示すアニメーション・アイコンです。


	

af|statusIndicator.ComposerStatus::connecting-icon

	
アクティブ・データ・サービスが接続プロセスの最中であるときに表示されるアイコンを指定します。このアイコンは通常、アニメーション・アイコンです。


	

af|statusIndicator.ComposerStatus::connected-icon

	
アクティブ・データ・サービスが接続状態であるときに表示されるアイコンを指定します。このアイコンは通常は非アニメーション・アイコンであり、アイドル状態のアイコンと同じである場合があります。


	

af|statusIndicator.ComposerStatus::reconnecting-icon

	
アクティブ・データ・サービスの接続が切断されて再接続を試行中に表示されるアイコンを指定します。このアイコンは通常、アニメーション・アイコンです。


	

af|statusIndicator.ComposerStatus::disconnected-icon

	
アクティブ・データ・サービスが切断状態であるときに表示されるアイコンを指定します。このアイコンは通常、ユーザーが操作しないかぎりさらなる再接続の試行が行われないことを示すための非アニメーション・アイコンです。












B.4.1.3 Page Customizableのスタイル・セレクタ

表B-19のスタイル・セレクタを使用して、Page Customizableコンポーネントのスキンを設定します。


表B-19 Page Customizableのスタイル・セレクタ

	スタイル・セレクタ	説明
	

af|pageCustomizable

	
親コンポーネントによってストレッチされていないときのPage Customizableコンポーネントのデフォルト・サイズを指定します。


	

af|pageCustomizable af|toolbox.ComposerToolbox

	
編集モードで表示されるダーク・グレーのメイン・ツールバーのスタイルを指定します。このツールバーには、編集中のページと各種のボタンに関するメッセージが含まれています。


	

af|pageCustomizable af|toolbox.ComposerToolbox af|panelGroupLayout.ComposerConcurrency

	
複数のユーザーが同じカスタマイズ・レイヤーで同じページを同時に編集しているときに、メイン・コンポーザ・ツールバーの下に表示される同時ツールバーのスタイルを指定します。


	

af|pageCustomizable af|toolbox.ComposerToolbox af|toolbar
af|pageCustomizable af|toolbox.ComposerToolbox af|toolbar::separator
af|pageCustomizable af|toolbox.ComposerToolbox af|toolbox::body
af|pageCustomizable af|toolbox.ComposerToolbox af|toolbox::body af|toolbox::row
af|pageCustomizable af|toolbox.ComposerToolbox af|toolbox::body af|toolbox::last-row
af|pageCustomizable af|toolbox.ComposerToolbox af|toolbox::body af|toolbox::row af|toolbox::leading-cell

	
ツールバー内の各種領域のスタイルを指定します。


	

af|pageCustomizable af|toolbox.ComposerToolbox af|commandToolbarButton::text
af|pageCustomizable af|toolbox.ComposerToolbox af|commandToolbarButton:hover
af|pageCustomizable af|toolbox.ComposerToolbox af|commandToolbarButton:depressed

	
コンポーザ・ツールバーのボタンのスタイルを指定します(「ページ・プロパティ」や「ページのリセット」など)。


	

af|pageCustomizable af|toolbox.ComposerToolbox af|menuBar::body
af|pageCustomizable af|toolbox.ComposerToolbox af|menuBar::body:rtl

	
ツールバー上の「表示」メニューの本体のスタイルを指定します。


	

af|pageCustomizable af|toolbox.ComposerToolbox af|menuBar af|menu::bar-item-text

	
「表示」メニューのテキストのスタイルを指定します。


	

af|pageCustomizable af|toolbox.ComposerToolbox af|menuBar af|menu::bar-item:highlighted

	
マウスでポイントされたときの「表示」メニューのスタイルを指定します。


	

af|pageCustomizable af|toolbox.ComposerToolbox af|menuBar af|menu::bar-item:depressed

	
クリックされたときの「表示」メニューのスタイルを指定します。


	

af|pageCustomizable af|toolbox.ComposerToolbox af|menuBar af|menu::bar-item-open-icon-style

	
「表示」メニューに表示されるドロップダウン・アイコンのスタイルを指定します。


	

af|pageCustomizable af|toolbox.ComposerToolbox af|menuBar af|menu:depressed af|menu::bar-item-open-icon-style

	
「表示」メニューのドロップダウン・アイコンがクリックされたときの、このアイコンのスタイルを指定します。


	

af|pageCustomizable af|toolbox.ComposerToolbox af|menuBar af|menu:highlighted af|menu::bar-item-open-icon-style

	
マウスでポイントされたときのドロップダウン・アイコンのスタイルを指定します。


	

af|pageCustomizable af|toolbar.SourceView

	
コンポーザの「構造」ビュー内のツールバーのスタイルを指定します。


	

af|pageCustomizable af|toolbar.SourceView af|menuBar

	
「構造」ビュー内のメニューバーのスタイルを指定します。


	

af|dialog.ComposerDialog::content-start
af|dialog.ComposerDialog::content-start:rtl
af|dialog.ComposerDialog::content
af|dialog.ComposerDialog::content:rtl
af|dialog.ComposerDialog::content-end

	
コンポーザ・ツールバー・ボタンを使用して起動するダイアログのスタイルを指定します。利用できるエイリアスは:rtlで、コンポーネントが右から左にレンダリングする必要がある場合に使用することができます。


	

af|pageCustomizable af|breadCrumbs.ComposerBreadcrumbs
af|pageCustomizable af|breadCrumbs.ComposerBreadcrumbsHidden:step

	
コンポーザのブレッドクラムのスタイルを指定します。


	

af|pageCustomizable:edit af|panelGroupLayout.ComposerSplitHorz
af|pageCustomizable:edit af|panelGroupLayout.ComposerSplitVert

	
水平方向または垂直方向に分割されたPanel Customizableコンポーネントのスタイルを指定します。通常はこれらのセレクタを使用して、水平方向の分割の場合は高さを指定し、垂直方向の分割の場合は幅を指定します。


	

af|pageCustomizable:edit, af|pageCustomizable:stretched

	
編集モードのPage Customizableコンポーネントのスタイルを指定します。

このセレクタを使用すると、編集モードでPage Customizableコンポーネントが常にストレッチされます。表示モードでは、このコンポーネントはフローされている場合はフローし、ストレッチされている場合はストレッチします。


	

af|pageCustomizable:printable

	
印刷可能モードのPage Customizableのスタイルを指定します。Page Customizableの高さと幅を抑制します。


	

af|pageCustomizable af|panelGroupLayout.ComposerCutComp af|tree::node-stamp-text

	
カットされたコンポーネントの周囲の点線境界線のスタイルを指定します。












B.4.1.4 Layout Customizableのスタイル・セレクタ

表B-20のスタイル・セレクタを使用して、Layout Customizableコンポーネントのスキンを設定します。


表B-20 Layout Customizableのスタイル・セレクタ

	スタイル・セレクタ	説明
	

af|layoutCustomizable::menu:edit

	
編集モードの「レイアウトの変更」ボタンのスタイルを指定します。


	

af|layoutCustomizable::menu:edit af|commandImageLink::text
af|layoutCustomizable::menu:edit af|commandImageLink::text:hover

	
編集モードの「レイアウトの変更」ボタンのテキストのスタイルを指定します。


	

af|layoutCustomizable.AFStretchWidth

	
コンポーネントを水平方向にストレッチできる幅を指定します。












B.4.1.5 Panel Customizableのスタイル・セレクタ

表B-21のスタイル・セレクタを使用して、Panel Customizableコンポーネントのスキンを設定します。




	
注意:

表B-21の一部のスタイル・セレクタでは、light、mediumおよびdarkという3つの色スキームから選択できます。これらを使用して、CSS内に3つの固有の外観を定義し、Oracle JDeveloperのプロパティ・インスペクタのbackgroundプロパティを介して、使用するいずれかの外観を指定できます。コンポーネント・インスタンスのbackgroundプロパティに指定された値に応じて、スキンは、関連するスタイルを適用します。








表B-21 Panel Customizableのスタイル・セレクタ

	スタイル・セレクタ	説明
	

af|panelCustomizable

	
コンポーネントのルート要素のスタイルを指定します。


	

af|panelCustomizable.PEStretched

	
ストレッチされたときのこのコンポーネントのスタイルを指定します。


	

af|panelCustomizable:edit

	
編集モードのコンテナのスタイルを指定します。


	

af|panelCustomizable:edit:drop-target

	
このコンポーネントとは別のコンポーネントをページにドラッグして、ドロップ先としてこのコンポーネントをマウスでポイントしたときの、このコンポーネントのスタイルを指定します。


	

af|panelCustomizable::edit-mode-content-style

	
「編集」アイコンと「削除」アイコンが配置された領域のスタイルを指定します。


	

af|panelCustomizable::add-icon-style
af|panelCustomizable::add-icon-style:active
af|panelCustomizable::add-icon-style:hover
af|panelCustomizable::add-icon-style:rtl

	
このコンポーネント上の「コンテンツの追加」ボタンのスタイルを指定します。


	

af|panelCustomizable::edit-icon-style
af|panelCustomizable::edit-icon-style:active
af|panelCustomizable::edit-icon-style:hover

	
このコンポーネント上の「編集」アイコンのスタイルを指定します。


	

af|panelCustomizable::delete-icon-style
af|panelCustomizable::delete-icon-style:active
af|panelCustomizable::delete-icon-style:hover

	
このコンポーネント上の「削除」アイコンのスタイルを指定します。


	

.PanelCustomizableDropProxy

	
このコンポーネントとは別のコンポーネントをページにドラッグして、ドロップ先としてこのコンポーネントをマウスでポイントしたときの、このコンポーネント内のプレースホルダー領域のスタイルを指定します。


	

af|panelCustomizable:edit:inline-selected
.p_AFActiveInlineEditableContainer af|panelCustomizable:edit:hover-target

	
Panel Customizableコンポーネント内のインライン編集可能サブツリー内のコンポーネントのスタイルを指定します。


	

af|panelCustomizable::add-icon-link
af|panelCustomizable::add-icon-link:active
af|panelCustomizable::add-icon-link:hover

	
Panel Customizableコンポーネント内の「追加」アイコンのスタイルを指定します。


	

af|panelCustomizable::addtab-icon-style
af|panelCustomizable::addtab-icon-style:active
af|panelCustomizable::addtab-icon-style:hover

	
Panel Customizableコンポーネント内の「タブの追加」アイコンのスタイルを指定します。


	

af|panelCustomizable::split-up-icon-style
af|panelCustomizable::split-up-icon-style:active
af|panelCustomizable::split-up-icon-style:hover
af|panelCustomizable::split-down-icon-style
af|panelCustomizable::split-down-icon-style:active
af|panelCustomizable::split-down-icon-style:hover
af|panelCustomizable::split-left-icon-style
af|panelCustomizable::split-left-icon-style:active
af|panelCustomizable::split-left-icon-style:hover
af|panelCustomizable::split-right-icon-style
af|panelCustomizable::split-right-icon-style:active
af|panelCustomizable::split-right-icon-style:hover

	
Panel Customizableコンポーネントを水平方向または垂直方向に分割するために使用できる、このコンポーネント上のアイコンのスタイルを指定します。


	

.PanelCustomizableDropProxy

	
Panel Customizableコンポーネント内にドラッグ・アンド・ドロップされている最中のコンポーネントのスタイルを指定します。












B.4.1.6 Show Detail Frameのスタイル・セレクタ

表B-22のスタイル・セレクタを使用して、ポートレットおよびShow Detail Frameコンポーネントのスキンを設定します。

Portal Frameworkアプリケーションでは、各ポートレットはポートレット・クロムを使用してレンダリングされます。ポートレット・クロムは、Show Detail Frameコンポーネントと同じクロム・レンダリング・メカニズムを共有します。したがって、Show Detail Frameに適用されるスタイル・セレクタおよびアイコン・セレクタはポートレット・クロムにも適用されます。つまり、Show Detail Frameコンポーネントのスタイルを定義するだけでなく、Show Detail Frameスタイル・セレクタおよびアイコン・セレクタを使用して、ポートレットのスタイルを定義します。




	
注意:

表B-22の一部のShow Detail Frameスタイル・セレクタでは、light、medium、darkおよびcore:defaultという色スキーム・オプションが用意されています。これらのオプションを使用して、CSS内の4種類の外観を定義できるとともに、これらのうち使用する外観をJDeveloperプロパティ・インスペクタのbackgroundプロパティを通じて指定できます。コンポーネント・インスタンスのbackgroundプロパティに指定された値に応じて、スキンは、関連するスタイルを適用します。








表B-22 Show Detail Frameのスタイル・セレクタ

	スタイル・セレクタ	説明
	

af|showDetailFrame

	
コンポーネントのルート要素のスタイルを指定します。


	

af|showDetailFrame::container:light
af|showDetailFrame::container:medium
af|showDetailFrame::container:dark
af|showDetailFrame::container:core:default

	
このコンポーネント内のコンテンツが含まれた要素のスタイルを指定します。


	

af|showDetailFrame.p_AFStretched

	
このコンポーネントがストレッチされているときのルート要素のスタイルを指定します。


	

af|showDetailFrame::content
af|showDetailFrame::content:light
af|showDetailFrame::content:medium
af|showDetailFrame::content:dark
af|showDetailFrame::content:core:default

	
このコンポーネントのコンテンツ・リージョン向けに表示するためのスタイルを指定します。


	

af|showDetailFrame::header
af|showDetailFrame::header:light
af|showDetailFrame::header:medium
af|showDetailFrame::header:dark
af|showDetailFrame::header:core:default

	
ヘッダー要素のスタイルを指定します。この要素は、ヘッダー・テキスト、アイコンおよびアクションのリージョンを囲みます。


	

af|showDetailFrame::header-center
af|showDetailFrame::header-center:light
af|showDetailFrame::header-center:medium
af|showDetailFrame::header-center:dark
af|showDetailFrame::header-center:core:default

	
アイコン、タイトルおよび「アクション」メニューが含まれたコンポーネント・ヘッダー上のリージョンのスタイルを指定します。


	

af|showDetailFrame::header-start
af|showDetailFrame::header-start:rtl
af|showDetailFrame::header-start:light
af|showDetailFrame::header-start:light:rtl
af|showDetailFrame::header-start:medium
af|showDetailFrame::header-start:medium:rtl
af|showDetailFrame::header-start:dark
af|showDetailFrame::header-start:dark:rtl
af|showDetailFrame::header-start:core:default
af|showDetailFrame::header-start:core:default:rtl

	
ヘッダーの開始時に小さいキャップ状の領域のスタイルを指定します。利用できるエイリアスは:rtlで、コンポーネントが右から左にレンダリングする必要がある場合に使用することができます。


	

af|showDetailFrame::header-end
af|showDetailFrame::header-end:rtl
af|showDetailFrame::header-end:light
af|showDetailFrame::header-end:light:rtl
af|showDetailFrame::header-end:medium
af|showDetailFrame::header-end:medium:rtl
af|showDetailFrame::header-end:dark
af|showDetailFrame::header-end:dark:rtl
af|showDetailFrame::header-end:core:default
af|showDetailFrame::header-end:core:default:rtl

	
ヘッダーの終了時に小さいキャップ状の領域のスタイルを指定します。利用できるエイリアスは:rtlで、コンポーネントが右から左にレンダリングする必要がある場合に使用することができます。


	

af|showDetailFrame::footer-start
af|showDetailFrame::footer-start:rtl 
af|showDetailFrame::footer-start:light
af|showDetailFrame::footer-start:light:rtl 
af|showDetailFrame::footer-start:medium
af|showDetailFrame::footer-start:medium:rtl 
af|showDetailFrame::footer-start:dark
af|showDetailFrame::footer-start:dark:rtl 
af|showDetailFrame::footer-start:core:default
af|showDetailFrame::footer-start:core:default:rtl

	
フッターの開始時に小さいキャップ状の領域のスタイルを指定します。利用できるエイリアスは:rtlで、コンポーネントが右から左にレンダリングする必要がある場合に使用することができます。


	

af|showDetailFrame::footer-center 
af|showDetailFrame::footer-center:light
af|showDetailFrame::footer-center:medium
af|showDetailFrame::footer-center:dark
af|showDetailFrame::footer-center:core:default

	
Show Detail Frameコンポーネントのフッター要素の中央リージョンのスタイルを指定します。


	

af|showDetailFrame::footer-end
af|showDetailFrame::footer-end:rtl 
af|showDetailFrame::footer-end:light
af|showDetailFrame::footer-end:light:rtl 
af|showDetailFrame::footer-end:medium
af|showDetailFrame::footer-end:medium:rtl 
af|showDetailFrame::footer-end:dark
af|showDetailFrame::footer-end:dark:rtl 
af|showDetailFrame::footer-end:core:default
af|showDetailFrame::footer-end:core:default:rtl

	
フッターの終了時に小さいキャップ状の領域のスタイルを指定します。利用できるエイリアスは:rtlで、コンポーネントが右から左にレンダリングする必要がある場合に使用することができます。


	

af|showDetailFrame::shadowbox
af|showDetailFrame::shadowbox:rtl
af|showDetailFrame::shadowbox_div1
af|showDetailFrame::shadowbox_div1:rtl
af|showDetailFrame::shadowbox_div2
af|showDetailFrame::shadowbox_div2:rtl

	
Show Detail Frameコンポーネントによって生じた影のスタイルを指定します。


	

af|showDetailFrame::toolbar
af|showDetailFrame::toolbar:rtl

	
Show Detail Frameコンポーネント上のフローティング・ツールバーのスタイルを指定します。


	

af|showDetailFrame::icon-style

	
当該コンポーネントでicon属性が設定されている場合は、Show Detail Frameヘッダー上のアイコンのスタイルを指定します。


	

af|showDetailFrame::header-text
af|showDetailFrame::header-text:rtl

	
コンポーネント・ヘッダー上で利用可能なタイトルのスタイルを指定します。利用できるエイリアスは:rtlで、コンポーネントが右から左にレンダリングする必要がある場合に使用することができます。


	

af|showDetailFrame::header-actions

	
コンポーネント・ヘッダー上の「アクション」メニューや「削除」などのアイコンのスタイルを指定します。


	

af|showDetailFrame::toolbar-container
af|showDetailFrame::toolbar-container:light
af|showDetailFrame::toolbar-container:medium
af|showDetailFrame::toolbar-container:dark
af|showDetailFrame::toolbar-container:core:default

	
フローティング・ツールバーのコンテナ要素のスタイルを指定します。使用可能な別名は、:light、:mediumおよび:darkです。


	

af|showDetailFrame::collapse-icon-style
af|showDetailFrame::collapse-icon-style:active
af|showDetailFrame::collapse-icon-style:hover
af|showDetailFrame::collapse-icon-style.PEDisplayNone

	
コンポーネント・ヘッダー上の「縮小」アイコンのスタイルを指定します。使用可能な別名は:activeと:hoverであり、これらを使用して、クリックされたときやマウスでポイントされたときの「縮小」アイコンのスタイルを指定できます。

PEDisplayNoneを使用して、「縮小」アイコンを非表示にできます。


	

af|showDetailFrame::disclose-icon-style
af|showDetailFrame::disclose-icon-style:active
af|showDetailFrame::disclose-icon-style:hover
af|showDetailFrame::disclose-icon-style.PEDisplayNone

	
コンポーネント・ヘッダー上の「公開」アイコンのスタイルを指定します。

PEDisplayNoneを使用して、「公開」アイコンを非表示にできます。


	

af|showDetailFrame::actionmenu-icon-style
af|showDetailFrame::actionmenu-icon-style:active
af|showDetailFrame::actionmenu-icon-style:hover

	
アクション・メニュー・アイコンのスタイルを指定します。このスタイルには、指定変更できる背景イメージがあります。


	

af|showDetailFrame::remove-icon-style
af|showDetailFrame::remove-icon-style:active
af|showDetailFrame::remove-icon-style:hover

	
「削除」アイコンのスタイルを指定します。


	

af|showDetailFrame::edit-icon-style
af|showDetailFrame::edit-icon-style:active
af|showDetailFrame::edit-icon-style:hover

	
「編集」アイコンのスタイルを指定します。


	

af|showDetailFrame::preview-icon-style
af|showDetailFrame::preview-icon-style:active
af|showDetailFrame::preview-icon-style:hover

	
「プレビュー」アイコンのスタイルを指定します。


	

af|showDetailFrame::edit-mode-content-style
af|showDetailFrame::edit-mode-content-style:light

	
「編集」アイコンと「削除」アイコンが配置された領域のスタイルを指定します。


	

af|showDetailFrame::edit-mode-edit-icon-style
af|showDetailFrame::edit-mode-edit-icon-style:active
af|showDetailFrame::edit-mode-edit-icon-style:hover

	
編集モードのコンポーネント・ヘッダー上の「編集」アイコンのスタイルを指定します。


	

af|showDetailFrame::edit-mode-remove-icon-style
af|showDetailFrame::edit-mode-remove-icon-style:active
af|showDetailFrame::edit-mode-remove-icon-style:hover

	
編集モードのコンポーネント・ヘッダー上の「削除」アイコンのスタイルを指定します。


	

af|showDetailFrame::edit-text-link
af|showDetailFrame::edit-text-link:rtl
af|showDetailFrame::edit-text-link:hover

	
このコンポーネントにRich Text Editorコンポーネントが子コンポーネントとして含まれている場合に、編集モードの「テキストの編集」リンクのスタイルを指定します。


	

af|showDetailFrame::resize
af|showDetailFrame::resize:rtl

	
このコンポーネント上のサイズ変更ハンドラのスタイルを指定します。使用可能な別名は:rtlであり、これはコンポーネントが右から左に表示される必要がある場合に使用できます。


	

af|showDetailFrame::content.PEWrapsRTE > af|richTextEditor af|toolbox > af|toolbox::body,
af|showDetailFrame::content.PEWrapsRTE > af|richTextEditor af|toolbox > af|toolbox::body > af|toolbox::row,
af|showDetailFrame::content.PEWrapsRTE > af|richTextEditor af|toolbox > af|toolbox::body > af|toolbox::last-row,
af|showDetailFrame::content.PEWrapsRTE > af|richTextEditor af|richTextEditor::content-input-container
af|showDetailFrame::content.PEWrapsRTE > af|richTextEditor af|richTextEditor::content-input,
af|showDetailFrame::content.PEWrapsRTE > af|richTextEditor af|richTextEditor::content-input-container
af|showDetailFrame::content:medium.PEWrapsRTE
af|showDetailFrame::content:light.PEWrapsRTE
af|showDetailFrame::content.PEWrapsRTE > af|richTextEditor af|toolbox

	
ネストされたRich Text Editorコンポーネントの周囲と内部の領域のスタイルを指定します。たとえば、Rich Text Editorコンポーネントの背景色を編集モードで透明にしたり、コンポーネントの周囲に境界線を表示したりできます。


	

af|showDetailFrame::content.PEStretched

	
Show Detail Frameコンポーネントのコンテンツがストレッチされるときの、その高さを指定します。


	

af|showDetailFrame::content.PEStretched:printable

	
印刷可能モードでShow Detail Frameのコンテンツの高さが制限されることを防止します。


	

af|showDetailFrame::dynamic-help-icon-container
af|showDetailFrame::dynamic-help-icon-container:rtl

	
コンポーネント・ヘッダー上のヘルプ・アイコン・コンテナのスタイルを指定します。


	

af|showDetailFrame::dynamic-help-icon-style
af|showDetailFrame::dynamic-help-icon-style:active
af|showDetailFrame::dynamic-help-icon-style:hover

	
コンポーネント・ヘッダー上の「ヘルプ」アイコンのスタイルを指定します。


	

.PEShowDetailFrameAnimIcon

	
このコンポーネント上でビジー・ステータスを表示するために使用されるアニメーション・アイコンを指定します(このコンポーネントを展開したときなど)。


	

.PEIconAndTextInHeading:alias
.PEIconAndTextInHeading:alias:rtl

	
コンポーネント・ヘッダー内のテキスト付きアイコンを表示するためのスタイルを指定します。














B.4.2 スタイル属性

表B-23では、JDeveloperプロパティ・インスペクタを通じてWebCenter Portalのカスタマイズ可能コンポーネントとコンポーザ・コンポーネントで使用できるスタイル属性のクイック・リファレンス情報を提供しています。ポートレットもこれらのスタイル属性を使用することに注意してください。

スタイル・プロパティの詳細は、次の場所にあるCSS仕様に関するページを参照してください:

http://www.w3.org/TR/CSS21/


表B-23 コンポーザおよびWebCenter Portalのカスタマイズ可能コンポーネントのスタイル属性

	属性	説明
	
background-color

	
コンポーネントの背景色。色のリストから選択するか、「編集」アイコンをクリックしてカラー・パレットから選択します。


	
background-image

	
コンポーネントの背景に表示されるイメージ。親コンポーネントから継承するか、イメージを表示しないように選択します。あるいは、「編集」アイコンをクリックしてイメージを選択します。


	
background-repeat

	
背景イメージを繰り返すかどうか、およびその方法を指定します。次のうちから選択します。

	
<none>: イメージを繰り返しません。


	
no-repeat: イメージを繰り返しません。


	
repeat: コンテナがいっぱいになるまでイメージを繰り返します。


	
repeat-x: イメージを垂直方向ではなく水平方向に繰り返します。


	
repeat-y: イメージを水平方向ではなく垂直方向に繰り返します。


	
inherit: この設定を親コンポーネントから継承します。





	
border-color

	
コンポーネントを囲む境界線の色。色のリストから選択するか、「編集」アイコンをクリックしてカラー・パレットから選択します。


	
border-style

	
コンポーネントの周りに描く境界線のスタイル。次のうちから選択します。

	
<none>: 境界線にスタイルを適用しません。


	
none: 境界線を表示しません(ポートレットの境界線を非表示にするにはContentStyleプロパティでborder-style:noneを使用します。この属性をInlineStyleと組み合せて使用した場合は、ポートレットの境界線は非表示になりません。)


	
hidden: 境界線を非表示にします。


	
dotted: 境界線を点線として表示します。


	
double: 境界線を二重線として表示します。


	
groove: 境界線を溝線として表示します。


	
ridge: 境界線を稜線として表示します。


	
inset: 境界線を沈み線として表示します。


	
outset: 境界線を浮き線として表示します。


	
dashed: 境界線を破線として表示します。


	
solid: 境界線を直線として表示します。


	
inherit: 親コンポーネントから境界線スタイルを継承します。





	
border-width

	
コンポーネント境界線の濃さ。thick、mediumまたはthinを選択して境界線の太さを指定するか、またはinheritを選択して親コンポーネントから境界線の幅を継承します。あるいは、「編集」アイコンをクリックして、必要な測定単位で濃さを定義します。


	
color

	
コンポーネント・テキストの色。リストから選択するか、「編集」アイコンをクリックしてカラー・パレットから選択します。


	
font-family

	
コンポーネント・テキストのフォント・ファミリ(Arial、Helvetica、sans-serifなど)。この値は手動で入力してください。


	
font-size

	
コンポーネント・テキストのサイズ。次のうちから選択します。

	
Choose Length: 必要な測定単位でfont-sizeの絶対値を指定します。


	
Choose Percentage: ブラウザ用に指定された標準テキスト・サイズを基準にしたパーセンテージ値としてフォント・サイズを指定します。


	
inherit: 親コンポーネントからフォント・サイズを継承します。


	
large: 親コンポーネントに関連付けられたフォントよりも次に大きいサイズを選択します。


	
larger: 親コンポーネントと関連付けられたフォントよりも大きいフォント・サイズに拡大します(largerはlargeよりも大きいサイズです)。


	
medium: フォント・サイズを、親コンポーネントのデフォルトのフォント・サイズに設定します。


	
small: フォント・サイズを、親コンポーネントのデフォルトのフォント・サイズよりも小さく設定します。


	
smaller: フォント・サイズを、親コンポーネントのデフォルトのフォント・サイズよりも小さく設定します(smallerのほうがsmallよりも小さくなります)。





	
font-style

	
コンポーネント・テキストのフォント・スタイル。次のうちから選択します。

	
<none>: フォントにスタイルを適用しません。


	
normal: フォントはイタリックになりません。


	
italic: フォントはイタリックです。


	
oblique: フォント・ファミリに標準のイタリック・メンバーがない場合でも、フォントはイタリックのように傾斜します。


	
inherit: 親コンポーネントからフォント・スタイルを継承します。





	
font-weight

	
コンポーネント・テキストの太さ。次のうちから選択します。

	
<none>: コンポーネント・テキストのウェイト(太さ)を指定しません。


	
normal: 親コンポーネントのデフォルト・フォント・ウェイトと同じウェイトを適用します。


	
bold: コンポーネント・テキストを太字に設定します。


	
bolder: コンポーネント・テキストをboldより濃く設定します。


	
light: コンポーネント・テキストをnormalより薄く設定します。


	
lighter: コンポーネント・テキストをlightより薄く設定します。


	
100–900: テキストの濃さの値を指定します。100は最も薄く、900が最も濃くなります。400が通常のウェイトで、700が太字になります。


	
inherit: 親コンポーネントから濃さを継承します。





	
height

	
間隔は、連続したテキストの行の間に適用します(leadingとしても知られています)。次のいずれかを選択して、高さを指定します。

	
Choose Length: 必要な測定単位で絶対値を指定します。


	
Choose Percentage: 親コンポーネントに設定されている値に対するパーセンテージとして値を指定します。


	
auto: 行の高さを自動的に設定します。通常、フォント・サイズよりも2ポイント大きくなります。


	
inherit: 行の高さを親コンポーネントから継承します。





	
list-style-image

	
リスト・アイテムのインジケータとして使用するイメージ。list-style-typeを定義せずに、イメージを指定します。次のうちから選択します。

	
inherit: 親コンポーネントからリスト・スタイル・イメージを継承します。


	
none: リスト・アイテムのインジケータとしてイメージを使用しません。




または、「編集」アイコンをクリックして、イメージを選択します。


	
list-style-type

	
リストのアイテムに使用するインジケータのタイプ。list-style-imageを介してイメージを指定しない場合、これを使用します。

リストに表示された多数のスタイルから選択します。この中には、ブラウザのデフォルト・スタイルを使用することを示す<none>、親コンポーネントからlist-style-typeを継承することを示すinheritなどがあります。


	
margin

	
コンポーネント・テキストの周囲のスペースの境界線。次のうちから選択します。

	
Choose Length: すべてのマージンに絶対値を指定します。


	
Choose Percentage: 親コンポーネントのマージンに対するパーセンテージとして値を設定します。


	
inherit: 親コンポーネントからマージン値を継承します。


	
auto: ブラウザのデフォルトに従って、値を自動的に設定します。





	
padding

	
コンポーネントとそのマージンの間、またはコンポーネントとその境界線の間(境界線がある場合)の領域の大きさ。次のうちから選択します。

	
Choose Length: 必要な測定単位で絶対値を指定します。


	
Choose Percentage: 親コンポーネントに設定されているパディングに対するパーセンテージとして値を指定します。


	
inherit: 親コンポーネントから値を継承します。





	
text-align

	
コンポーネント・テキストの水平方向の位置合せ。次のうちから選択します。

	
<none>: ブラウザのデフォルトを使用します。


	
left


	
right


	
center


	
justify: すべての行が左右の同じポイントで始まって同じポイントで終わるように、テキストの位置を揃えます。


	
auto: 値を左または右で自動的に適用します。


	
inherit: 親コンポーネントから文字位置を継承します。





	
text-decoration

	
コンポーネント・テキストに適用する装飾値。次のうちから選択します。

	
<none>: ハイパーリンクにブラウザのデフォルトを使用します。それ以外の場合、テキストを装飾しません。


	
none: 装飾なし(ハイパーリンクの下線もなし)。


	
underline: すべてのコンポーネント・テキストに下線を引きます。


	
overline: すべてのコンポーネント・テキストに上線を引きます。


	
line-through: すべてのコンポーネント・テキストの真ん中に線を引きます。


	
blink: コンポーネント・テキストを点滅させます。


	
inherit: 親コンポーネントからテキスト装飾を継承します。





	
vertical-align

	
コンポーネント・テキストの垂直方向の位置合せ。次のうちから選択します。

	
Choose Length: 必要な測定単位で絶対値を指定します。


	
Choose Percentage: 親コンポーネントに設定されている値に対するパーセンテージとして値を指定します。


	
inherit: 親コンポーネントから値を継承します。


	
baseline: テキスト行のベースライン上にテキストを配置します。


	
middle: テキスト行の中央にテキストを配置します。


	
text-bottom: テキスト行の最下部(ベースラインより下)にテキストを配置します。


	
text-top: テキスト行の最上部(ベースラインより上)にテキストを配置します。


	
sub: テキストをサブスクリプトとして設定します。


	
super: テキストをスーパースクリプトとして設定します。





	
width

	
テキストの間隔。次のいずれかを選択して、幅を指定します。

	
Choose Length: 必要な測定単位で絶対値を指定します。


	
Choose Percentage: 親コンポーネントに設定されている値に対するパーセンテージとして値を指定します。


	
auto: 行の高さを自動的に設定します。通常、フォント・サイズよりも2ポイント大きくなります。


	
inherit: 行の高さを親コンポーネントから継承します。

















B.5 カスタマイズ可能コンポーネント(HTML)のプロパティ

カスタマイズ可能コンポーネント(HTML)は、10.1.3.2.0リリースのカスタマイズ可能コンポーネントと機能的に類似しており、10.1.3.2.0リリースの移行済アプリケーション・ページにさらにカスタマイズ可能コンポーネントを追加するために使用できます。これらのカスタマイズ可能コンポーネントは、JDeveloperのカスタマイズ可能コンポーネント(HTML)タグ・ライブラリから使用できます。カスタマイズ可能コンポーネントをページに追加すると、特定の属性にデフォルト値が割り当てられて、残りの属性の値を必要に応じて設定できます。

カスタマイズ可能コンポーネントを使用すると、ユーザーはページ上の任意のコンポーネントを実行時に最小化または最大化したり、表示または非表示にしたり、移動したりできます。




	
注意:

カスタマイズ可能コンポーネント(HTML)ライブラリは、リリース10.1.3.2.0で作成されたアプリケーションをサポートするためにのみ使用できます。これらのコンポーネントを新しいアプリケーションに追加することはサポートされていません。
可能なかぎり、既存のアプリケーション内のカスタマイズ可能コンポーネント(HTML)を、それらに対応するリッチ版(コンポーザ・タグ・ライブラリ内のもの)に置き換えることをお薦めします。










B.5.1 Panel Customizable (HTML)コンポーネント

Panel Customizable (HTML)コンポーネントは、実行時にカスタマイズできるページ・コンテンツのコンテナとして使用します。Panel Customizable (HTML)内に追加されたコンポーネントは、最大化、最小化または再配置できます。

このコンポーネントは、子コンポーネントで実行時カスタマイズを行う場合にのみ使用します。コンテナによって設計時にコンポーネントを再配置することのみを希望する場合は、Panel Group LayoutのようなADF Facesコンテナを使用することをお薦めします。

表B-24では、Panel Customizable (HTML)コンポーネントの属性を説明しています。


表B-24 Panel Customizable (HTML)コンポーネントの属性

	属性	タイプ	ELをサポートしているかどうか	説明
	
共通属性

	
	
	

	
id

	
String

	
いいえ

	
コンポーネントの識別子。識別子はHTMLで許容されている構文のサブセットに従う必要があります。

	
長さがゼロの文字列にすることはできません。


	
最初の文字はASCII文字(A-Z a-z)またはアンダースコア(_)である必要があります。


	
後続の文字は、ASCII文字または数字(A-Z a-z 0-9)、アンダースコア(_)、ダッシュ(-)である必要があります。





	
rendered

	
Boolean

	
はい

	
コンポーネントがレンダリングされるかどうかを指定します。falseに設定した場合、このコンポーネントに対する出力はありません(コンポーネントはレンダリングされず、クライアントで表示することができません)。

デフォルト値はtrueです。


	
レイアウト

	
値リスト

horizontal/vertical

	
はい

	
Panel Customizable (HTML)の子のレイアウト形態を指定します。

デフォルト値はverticalです。

layout属性の値に応じて、子コンポーネントは次のようなレイアウトで配置されます。

verticalを選択した場合、子コンポーネントは縦並びに表示され、レイアウト内で上下に移動できます。

horizontalを選択した場合、子コンポーネントは横並びに表示され、レイアウト内で左右に移動できます。


	
スタイル属性

	
	
	

	
styleClass

	
String

	
はい

	
このコンポーネントで使用するCSSスタイル・クラス。スタイル・クラスは、JSPXページやスキニングCSSファイルなどで定義できます。


	
inlineStyle

	
String

	
はい

	
このコンポーネントで使用するCSSスタイル。これは、基本的なスタイルの変更用です。inlineStyleは、コンポーネントのルートDOM要素に適用されるCSSスタイルのセットです。inlineStyleのCSSプロパティが目的のDOM要素に反映されない場合は、スキンを作成して、::labelや::icon-styleなどの特定のDOM要素を対象にしたスキニング・キーを使用する必要があります。


	
拡張属性

	
	
	

	
binding

	
String

	
はい

	
Beanにコンポーネント・インスタンスを格納するEL参照。この参照は、Backing Beanからコンポーネントへのプログラムによるアクセスを提供するため、またはコンポーネントの作成をBacking Beanに移すために使用できます。

例:


binding="#{yourManagedBean.Binding}"


	
カスタマイズ属性

	
	
	

	
customizationAllowed

	
Boolean

	
	
このコンポーネントに対するカスタマイズが可能かどうかを指定します。使用可能な値はtrueおよびfalseです。デフォルト値はtrueです。


	
customizationAllowedBy

	
String

	
	
カスタマイズを行うことが可能なロールを指定します。


	
その他の属性

	
	
	

	
customizationId

	
	
	
この属性は非推奨になりました。id属性を使用してください。











B.5.2 Show Detail Frame (HTML)コンポーネント

Show Detail Frame (HTML)コンポーネントをPanel Customizable (HTML)コンポーネント内に追加すると、ユーザーは子コンポーネントの最大化、最小化、移動、復元、削除などのカスタマイズを実行できるようになります。これらのカスタマイズを実行できるのは、Show Detail Frame (HTML)コンポーネントをPanel Customizable (HTML)コンポーネント内に追加した場合のみです。

表B-25では、Show Detail Frame (HTML)コンポーネントの属性を説明しています。


表B-25 Show Detail Frame (HTML)コンポーネントの属性

	属性	タイプ	ELをサポートしているかどうか	説明
	
共通属性

	
	
	

	
id

	
String

	
いいえ

	
コンポーネントの識別子。識別子はHTMLで許容されている構文のサブセットに従う必要があります。

	
長さがゼロの文字列にすることはできません。


	
最初の文字はASCII文字(A-Z a-z)またはアンダースコア(_)である必要があります。


	
後続の文字は、ASCII文字または数字(A-Z a-z 0-9)、アンダースコア(_)、ダッシュ(-)である必要があります。





	
rendered

	
Boolean

	
はい

	
コンポーネントがレンダリングされるかどうかを指定します。falseに設定した場合、このコンポーネントに対する出力はありません(コンポーネントはレンダリングされず、クライアントで表示することができません)。

デフォルト値はtrueです。


	
text

	
String

	
はい

	
Show Detail Frame (HTML)コンポーネントのタイトル。


	
icon

	
String

	
はい

	
Show Detail Frameコンポーネントのヘッダーにアイコンを追加する場合は、この属性は使用するイメージのURIを指定します。

例:


icon="http://source-pc/images/accessability.gif"


注意: ドキュメント・ルートに格納されているイメージには、フルパスは必要ありません。例:


icon="detail.gif"


	
外観属性

	
	
	

	
text

	
String

	
はい

	
Show Detail Frame (HTML)コンポーネントのタイトル。


	
shortDesc

	
String

	
はい

	
コンポーネントの短い説明。このテキストは、通常、ツールチップ・ヘルプ・テキストを表示するためにユーザー・エージェントによって使用されます。この場合、ツールチップの動作はユーザー・エージェントによって制御されます。たとえば、Firefox 2では長いツールチップは切り捨てられます。フォーム・コンポーネントの場合、shortDescはノート・ウィンドウに表示されます。


	
icon

	
String

	
はい

	
Show Detail Frameコンポーネントのヘッダーにアイコンを追加する場合は、この属性は使用するイメージのURIを指定します。

例:


icon="http://source-pc/images/accessability.gif"


注意: ドキュメント・ルートに格納されているイメージには、フルパスは必要ありません。例:


icon="detail.gif"


	
background

	
値リスト

light/medium/dark

	
はい

	
スキンCSSと連係して、このShow Detail Frame (HTML)インスタンスの異なるルック・アンド・フィールを適用する手段を提供します。

デフォルト値はmediumです。


	
displayHeader

	
Boolean

	
はい

	
Show Detail Frame (HTML)のヘッダーを表示するかどうかを指定します。

デフォルト値はtrueです。

displayHeaderをfalseに設定して、このコンポーネントの一部のアクションを公開した場合は、マウスをコンポーネント領域に移動するとツールバーが表示されます。ツールバーには、選択可能なオプションのメニューを表示するドロップダウン・アイコンが含まれます。このツールバーは、コンポーネント上に選択可能なアクションがある場合にのみ表示されます。

また、ツールバー表示はisSeededInteractionAvailable属性の影響も受けます。isSeededInteractionAvailableのデフォルト値はfalseなので、ツールバーは表示されません。ツールバーを表示するには、isSeededInteractionAvailableをtrueに設定します。


	
expansionMode

	
値リスト

maximized/minimized/normal

	
はい

	
Show Detail Frame (HTML)のデフォルト状態。

デフォルトの表示モードはnormalです。


	
rendered

	
Boolean

	
はい

	
コンポーネントがレンダリングされるかどうかを指定します。falseに設定した場合、このコンポーネントに対する出力はありません(コンポーネントはレンダリングされず、クライアントで表示することができません)。

デフォルト値はtrueです。


	
アクション属性

	
	
	

	
showMoveAction

	
値リスト

menu/none

	
はい

	
「アクション」メニューに「移動」アクションを表示するかどうかを指定します。

デフォルト値はmenuです。


	
showMinimizeAction

	
値リスト

chrome/none

	
はい

	
ヘッダーに最小化アクションを表示するかどうかを指定します。

デフォルトはchromeです。


	
showMaximizeAction

	
値リスト

menu/none

	
はい

	
ヘッダーに最小化アクションを表示するかどうかを指定します。

デフォルト値はmenuです。


	
スタイル属性

	
	
	

	
contentStyle

	
String

	
はい

	
Show Detail Frame (HTML)コンテンツ領域に適用するCSSスタイル。CSSリリース2.0以上に準拠するスタイルを手動で入力します。


	
styleClass

	
String

	
はい

	
このコンポーネントで使用するCSSスタイル・クラス。スタイル・クラスは、JSPXページやスキニングCSSファイルなどで定義できます。


	
inlineStyle

	
String

	
はい

	
このコンポーネントで使用するCSSスタイル。これは、基本的なスタイルの変更用です。inlineStyleは、コンポーネントのルートDOM要素に適用されるCSSスタイルのセットです。inlineStyleのCSSプロパティが目的のDOM要素に反映されない場合は、スキンを作成して、::labelや::icon-styleなどの特定のDOM要素を対象にしたスキニング・キーを使用する必要があります。


	
動作属性

	
	
	

	
partialTriggers

	
String

	
はい

	
部分更新をトリガーするコンポーネントのID。このコンポーネントは、トリガー・コンポーネント上でリスニングします。トリガー・コンポーネントがなんらかの更新を発生させるイベントを受信した場合、このコンポーネントも更新されることをリクエストします。識別子はソース・コンポーネント(このコンポーネント)に対して相対的であり、NamingContainerで構成されている必要があります。コンポーネントがネーミング・コンテナ内にある場合、単一のコロンを使用するとページのルートから検索を開始でき、複数のコロンを使用するとNamingContainerを上方向に移動できます。たとえば、::を前に置くと、コンポーネントのネーミング・コンテナ(または、コンポーネントがネーミング・コンテナである場合にはそのコンポーネント自体)から出てそこから検索を開始します。:::を前に置くと、2つのネーミング・コンテナ(コンポーネントがネーミング・コンテナである場合にはそのコンポーネント自体も含まれる)から出てそこから検索を開始します。


	
disclosureListener

	
javax.el.MethodExpression

	
はい

	
開示リスナーへのメソッド参照。

開示状態が変更されると、開示イベントが起動されます。


	
拡張属性

	
	
	

	
binding

	
String

	
はい

	
Beanにコンポーネント・インスタンスを格納するEL参照。この参照は、Backing Beanからコンポーネントへのプログラムによるアクセスを提供するため、またはコンポーネントの作成をBacking Beanに移すために使用できます。

例:


binding="#{yourManagedBean.Binding}"


	
attributeChangeListener

	
javax.el.MethodExpression

	
はい

	
属性変更リスナーへのメソッド参照。属性変更イベントは、プログラムによるプロパティへの変更の場合は配信されません。アプリケーションの特定のリクエストなしでレンダラがプロパティを変更したときにのみ配信されます。属性変更イベントの例としては、クライアント側のサイズ変更をサポートした列の幅などがあります。


	
カスタマイズ属性

	
	
	

	
customizationAllowed

	
Boolean

	
	
このコンポーネントに対するカスタマイズが可能かどうかを指定します。使用可能な値はtrueおよびfalseです。デフォルト値はtrueです。


	
customizationAllowedBy

	
String

	
	
カスタマイズを行うことが可能なロールを指定します。


	
その他の属性

	
	
	

	
customizationId

	
	
	
この属性は非推奨になりました。id属性を使用してください。








これらの属性を設定するときに選択可能な「式ビルダー」オプションを使用すると、コンポーネント・インスタンスをマネージドBeanプロパティにバインドできます。


Show Detail Frameのファセット

Show Detail Frame (HTML)のファセットを使用して、Show Detail Frame (HTML)コンポーネントのカスタム・アクションを定義して表示できます。表B-26では、Show Detail Frame (HTML)コンポーネントでサポートされているカスタム・アクションを表示することを可能にするファセットについて説明しています。


表B-26 Show Detail Frame (HTML)のファセット

	ファセット	説明
	
titleBarAction

	
アクションをShow Detail Frame (HTML)コンポーネントのタイトルと関連付ける場合に使用します。


	
additionalActions

	
Show Detail Frame (HTML)のヘッダーで使用可能なアクションのリストにアクションを追加する場合に使用されます。








JDeveloperの「構造」ウィンドウには、Show Detail Frame (HTML)コンポーネントで使用できるすべてのファセットが表示されます。ただし、UIコンポーネントが含まれているファセットのみがアクティブ化された状態で表示されます。





B.5.3 カスタマイズ可能コンポーネント(HTML)のスタイル・セレクタ

この項の表では、WebCenter Portalのカスタマイズ可能コンポーネントのスキンを設定するために使用できるスタイル・セレクタについて説明しています。

この項には次のサブセクションが含まれます:

	
Panel Customizable (HTML)のスタイル・セレクタ


	
Show Detail Frame (HTML)のスタイル・セレクタ


	
プロパティ・キー


	
アイコン・セレクタ






B.5.3.1 Panel Customizable (HTML)のスタイル・セレクタ

表B-27のスタイル・セレクタを使用して、Panel Customizable (HTML)コンポーネントのスキンを設定します。Panel Customizableコンポーネントに関連するアイコン・セレクタについては、第B.5.3.4項「アイコン・セレクタ」を参照してください。


表B-27 Panel Customizable (HTML)のスタイル・セレクタ

	スタイル・セレクタ	説明
	

afh|panelCustomizable::no-header-content

	
コンポーネント・ヘッダーが無効になっているときに4つのコンポーネント境界線すべてに対してレンダリングされるスタイルを指定します。












B.5.3.2 Show Detail Frame (HTML)のスタイル・セレクタ

表B-28のスタイル・セレクタを使用して、Show Detail Frame (HTML)コンポーネントのスキンを設定します。




	
注意:

Show Detail Frameコンポーネントのスタイルを定義するだけでなく、Show Detail Frameのスタイル・セレクタおよびアイコン・セレクタを使用して、ポートレットのスタイルを定義します。








表B-28 Show Detail Frame (HTML)のスタイル・セレクタ

	スタイル・セレクタ	説明
	

afh|showDetailFrame::header-top-border-light
afh|showDetailFrame::header-top-border-medium
afh|showDetailFrame::header-top-border-dark

	
コンポーネント・ヘッダーの上下の境界線のスタイルと、ヘッダーの背景色を指定します。


	

afh|showDetailFrame::container

	
コンポーネントのコンテナのスタイルを指定します。


	

afh|showDetailFrame::header-light
afh|showDetailFrame::header-medium
afh|showDetailFrame::header-dark

	
コンポーネントのヘッダーのテキストのスタイルを指定します。ヘッダーは通常、タイトルと、メニューや他のアクション・タイプへのリンクが含まれる、色付きのバナーです。

af|showDetailFrame::header-top-border-[light,medium,dark]スタイル要素を使用して、ヘッダーの背景色を定義します。アイコン・セレクタを使用して、コンポーネント・ヘッダー内で使用するアイコンと、ヘッダーの左側および右側の形状を指定します。


	

afh|showDetailFrame::content-light
afh|showDetailFrame::content-medium
afh|showDetailFrame::content-dar

	
コンポーネントの左右および下側の境界線のスタイルを指定します。


	

afh|showDetailFrame::main-menu-container

	
コンポーネントのメイン・メニュー・コンテナのスタイルを指定します。


	

afh|showDetailFrame::sub-menu-container

	
コンポーネントのサブメニュー・コンテナのスタイルを指定します。


	

afh|showDetailFrame::menu-item

	
コンポーネントのメイン・メニューの各アイテムのスタイルを指定します。


	

afh|showDetailFrame::menu-item:hover

	
コンポーネントのメイン・メニュー・アイテムがマウスでポイントされたときに表示するスタイルを指定します。


	

afh|showDetailFrame::sub-menu-item

	
コンポーネントのサブメニューの各アイテムのスタイルを指定します。


	

afh|showDetailFrame::sub-menu-item:hover

	
コンポーネントのサブメニュー・アイテムがマウスでポイントされたときに表示するスタイルを指定します。


	

afh|showDetailFrame::actions-image-separator

	
コンポーネントの「処理」、「最小化」および「リストア」アイコンの周りのパディングのサイズを指定します。

詳細は、第B.5.3.4項「アイコン・セレクタ」も参照してください。


	

afh|showDetailFrame::menu-item-separator

	
コンポーネントの「処理」メニューのコマンドまたはコマンド・グループを区切る線のスタイルを指定します。

デフォルトでは、セパレータは1本の太い線として表示されます。これを設定するには、border-topおよびborder-bottom要素を使用してセパレータのスタイルを設定します。カスタム・スキンを作成するユーザーは、これとは違う方法でセパレータのスタイルを設定できます。たとえば、ユーザーは、背景に色が付いた長方形バーとして表示されるセパレータを作成できます。


	

A.afh|showDetailFrame::title-clickable

	
コンポーネントのタイトルがリンクになっているときに、そのタイトルに対してレンダリングされるスタイルを指定します。


	

afh|showDetailFrame::no-header-content
afh|showDetailFrame::no-header-content-light
afh|showDetailFrame::no-header-content-medium
afh|showDetailFrame::no-header-content-dark

	
コンポーネント・ヘッダーが無効になっているときに4つのコンポーネント境界線すべてに対してレンダリングされるスタイルを指定します。












B.5.3.3 プロパティ・キー

プロパティ・キーを使用して、カスタム・メニュー・アイテムおよびコンポーネント・アクション・アイコンの表示を制御します。プロパティ・キーをカスタム・スキン内に含めても、スキンに基づいて生成されるCSS内にこれらのキーは反映されません。

つまり、スキンからプロセスを経て、CSSが生成されます。生成されたCSSは、アプリケーションによって消費されます。Panel CustomizableコンポーネントとShow Detail Frameコンポーネントのほとんどのスタイル・セレクタは、生成されたCSS内で表現されます。ただし、プロパティ・キーは例外です。プロパティ・キーは、他のコンポーネント・スタイル・セレクタと同様にアプリケーションに影響を与えますが、最終的な生成済CSS内には反映されません。

表B-29では、Panel CustomizableコンポーネントとShow Detail Frameコンポーネントに関連するプロパティ・キーを列挙して説明しています。


表B-29 Panel CustomizableコンポーネントとShow Detail Frameコンポーネントのプロパティ・キー

	プロパティ・キー	説明
	

showDetailFrame {-ora-additional-actions-position-last:true}

	
コンポーネントの「アクション」メニューの生成済アクションの前または後に追加アクションを配置します。

生成済アクションの前に追加アクションを配置する場合は、falseに設定します。デフォルトでは、生成済アクションの後に追加アクションが配置されます。

デフォルト値はtrueです。


	

showDetailFrame {-ora-menu-icon-display:false}

	
Show Detail Frameの「アクション」メニューのコマンドの隣に、関連するアイコンを表示するかどうかを制御します。

「処理」メニューの各アクションの左側にアイコンを表示する場合は、trueに設定します。デフォルトでは、各アクションの左側にアイコンは表示されません。

デフォルト値はfalseです。

このプロパティ・キーがtrueに設定されているときに使用するアイコンの指定の詳細は、第B.5.3.4項「アイコン・セレクタ」を参照してください。












B.5.3.4 アイコン・セレクタ

アイコンが表示されるかどうかは、コンポーネントのora-menu-icon-displayプロパティ・キーがtrueかfalseのどちらに設定されているかで決まります。プロパティ・キーの詳細は、第B.5.3.3項「プロパティ・キー」を参照してください。

各アイコン・セレクタには、light、mediumおよびdarkのスキームがあります。これらを使用して、CSS内に3つの固有の外観を定義し、Oracle JDeveloperのプロパティ・インスペクタのbackgroundプロパティを介して、使用するいずれかの外観を指定できます。コンポーネント・インスタンスのbackgroundプロパティに指定された値に応じて、スキンは、関連するスタイルを適用します。

エラーなしで簡単に移入するには、すべてのアプリケーション・アイコンをPortal Frameworkアプリケーションのルート・フォルダの下に格納してください。

表B-30で説明しているセレクタは、Panel Customizable (HTML)コンポーネントとShow Detail Frame (HTML)コンポーネントで使用されるアイコンに適用されます。


表B-30 WebCenter Portalのカスタマイズ可能コンポーネントのアイコン・セレクタ

	セレクタ	説明
	
showDetailFrame


showDetailFrame::light-ActionsIcon:alias
showDetailFrame::medium-ActionsIcon:alias
showDetailFrame::dark-ActionsIcon:alias


panelCustomizable


panelCustomizable::light-ActionsIcon:alias
panelCustomizable::medium-ActionsIcon:alias
panelCustomizable::dark-ActionsIcon:alias

	
このアイコンは、「処理」メニューを表します。「処理」メニューには、ユーザーがコンポーネントに対して実行できるアクションがリストされます。

Portal Frameworkアプリケーションでは、「アクション」アイコンは、コンポーネント・ヘッダーの右隅に表示されます。


	
showDetailFrame


showDetailFrame::light-MinimizeIcon:alias
showDetailFrame::medium-MinimizeIcon:alias
showDetailFrame::dark-MinimizeIcon:alias


panelCustomizable


panelCustomizable::light-MinimizeIcon:alias
panelCustomizable::medium-MinimizeIcon:alias
panelCustomizable::dark-MinimizeIcon:alias

	
このアイコンは、「最小化」オプションを表します。「最小化」を選択すると、コンポーネントのビューがウィンドウの陰影のように閉じます。

Portal Frameworkアプリケーションでは、「最小化」アイコンは、コンポーネント・ヘッダーの左側に表示されます。

showDetailFrame::light-ExpandIcon:aliasも参照してください。


	
showDetailFrame


showDetailFrame::light-MaximizeIcon:alias
showDetailFrame::medium-MaximizeIcon:alias
showDetailFrame::dark-MaximizeIcon:alias

	
これは、Show Detail Frame (HTML)コンポーネントのみに適用可能です。このコンポーネントのリッチ版では、最大化アイコンはサポートされていません。

このアイコンは、Show Detail Frame (HTML)コンポーネントをそのコンテナであるPanel Customizable (HTML)コンポーネントのディメンションに拡大する「最大化」オプションを表します。同じコンテナ内に複数のShow Detail Frame (HTML)コンポーネントが表示されている場合、いずれかのShow Detail Frame (HTML)コンポーネントが最大化されている間は、他のコンポーネントは表示されません。

Portal Frameworkアプリケーションでは、「最大化」アイコンは、コンポーネントの「アクション」メニューの「最大化」コマンドの左側に表示されます。


	
panelCustomizable


panelCustomizable::light-MaximizeIcon:alias
panelCustomizable::medium-MaximizeIcon:alias
panelCustomizable::dark-MaximizeIcon:alias

	
これは、Panel Customizable (HTML)コンポーネントのみに適用可能です。このコンポーネントのリッチ版では、どのようなアクションも提供されません。

このアイコンは、コンポーネント表示をコンテナのディメンションに拡大する「最大化」オプションを表します。同じコンテナ内の複数のコンポーネントが表示されている場合は、コンポーネントを最大化すると、他のコンポーネントは別の場所に移動されます。

Portal Frameworkアプリケーションでは、「最大化」アイコンは、コンポーネントの「アクション」メニューの「最大化」コマンドの左側に表示されます。


	
showDetailFrame


showDetailFrame::light-RestoreIcon:alias
showDetailFrame::medium-RestoreIcon:alias
showDetailFrame::dark-RestoreIcon:alias


panelCustomizable


panelCustomizable::light-RestoreIcon:alias
panelCustomizable::medium-RestoreIcon:alias
panelCustomizable::dark-RestoreIcon:alias

	
このアイコンは、最大化されたビューをデフォルトの表示モードに戻す「リストア」オプションを表します。

Portal Frameworkアプリケーションでは、「リストア」アイコンは、コンポーネントの「アクション」メニューの「リストア」コマンドの左側に表示されます。


	
showDetailFrame


showDetailFrame::light-ExpandIcon:alias
showDetailFrame::medium-ExpandIcon:alias
showDetailFrame::dark-ExpandIcon:alias


panelCustomizable


panelCustomizable::light-ExpandIcon:alias
panelCustomizable::medium-ExpandIcon:alias
panelCustomizable::dark-ExpandIcon:alias

	
「開く」アイコンは、最小化されているコンポーネントを開くアクションを表します。「開く」アイコンは、「最小化」アイコンと切り替わります。つまり、コンポーネントが最小化されている場合は「開く」アイコンが表示され、コンポーネントが開かれている場合は「最小化」アイコンが表示されます。

Portal Frameworkアプリケーションでは、「展開」アイコンは、コンポーネント・ヘッダーの左側に表示されます。


	
showDetailFrame


showDetailFrame::light-MoveIcon:alias
showDetailFrame::medium-MoveIcon:alias
showDetailFrame::dark-MoveIcon:alias


panelCustomizable


panelCustomizable::light-MoveIcon:alias
panelCustomizable::medium-MoveIcon:alias
panelCustomizable::dark-MoveIcon:alias

	
このアイコンは、ページ上の他のコンポーネントからの相対的なコンポーネント位置を変更できる、「移動」オプションを表します。

Portal Frameworkアプリケーションでは、「移動」アイコンは、コンポーネントの「アクション」メニューの「移動」コマンドの左側に表示されます。


	
showDetailFrame


showDetailFrame::light-MoveLeftIcon:alias
showDetailFrame::medium-MoveLeftIcon:alias
showDetailFrame::dark-MoveLeftIcon:alias


panelCustomizable


panelCustomizable::light-MoveLeftIcon:alias
panelCustomizable::medium-MoveLeftIcon:alias
panelCustomizable::dark-MoveLeftIcon:alias

	
このアイコンは、コンポーネント・サブメニューの「左へ移動」オプションを表します。「左へ移動」を選択すると、コンポーネントがページの左境界線に向かって水平に1ポジション移動します。たとえば、水平に並んだ3つのコンポーネントがあるとします。一番右のコンポーネントに対して「左へ移動」を選択します。すると、このコンポーネントが中央のコンポーネントになります。

Portal Frameworkアプリケーションでは、「左へ移動」アイコンは、コンポーネントの「アクション」メニューの「左へ移動」サブメニュー・アイテムの左側に表示されます。


	
showDetailFrame


showDetailFrame::light-MoveRightIcon:alias
showDetailFrame::medium-MoveRightIcon:alias
showDetailFrame::dark-MoveRightIcon:alias


panelCustomizable


panelCustomizable::light-MoveRightIcon:alias
panelCustomizable::medium-MoveRightIcon:alias
panelCustomizable::dark-MoveRightIcon:alias

	
このアイコンは、コンポーネント・サブメニューの「右へ移動」オプションを表します。「右へ移動」を選択すると、コンポーネントがページの右境界線に向かって水平に1ポジション移動します。たとえば、水平に並んだ3つのコンポーネントがあるとします。一番左のコンポーネントに対して「右へ移動」を選択します。すると、このコンポーネントが中央のコンポーネントになります。

Portal Frameworkアプリケーションでは、「右へ移動」アイコンは、コンポーネントの「アクション」メニューの「右へ移動」サブメニュー・アイテムの左側に表示されます。


	
showDetailFrame


showDetailFrame::light-MoveUpIcon:alias
showDetailFrame::medium-MoveUpIcon:alias
showDetailFrame::dark-MoveUpIcon:alias


panelCustomizable


panelCustomizable::light-MoveUpIcon:alias
panelCustomizable::medium-MoveUpIcon:alias
panelCustomizable::dark-MoveUpIcon:alias

	
このアイコンは、コンポーネント・サブメニューの「上へ移動」オプションを表します。「上へ移動」を選択すると、ページ上の他のコンポーネントからの相対的なコンポーネント位置が垂直に移動します。たとえば、垂直に並んだ3つのコンポーネントがあるとします。中央のコンポーネントに対して「上へ移動」を選択します。すると、このコンポーネントが一番上のコンポーネントになります。

Portal Frameworkアプリケーションでは、「上へ移動」アイコンは、コンポーネントの「アクション」メニューの「上へ移動」サブメニュー・アイテムの左側に表示されます。


	
showDetailFrame


showDetailFrame::light-MoveDownIcon:alias
showDetailFrame::medium-MoveDownIcon:alias
showDetailFrame::dark-MoveDownIcon:alias


panelCustomizable


panelCustomizable::light-MoveDownIcon:alias
panelCustomizable::medium-MoveDownIcon:alias
panelCustomizable::dark-MoveDownIcon:alias

	
このアイコンは、コンポーネント・サブメニューの「下へ移動」オプションを表します。「下へ移動」を選択すると、ページ上の他のコンポーネントからの相対的なコンポーネント位置が垂直に移動します。たとえば、垂直に並んだ3つのコンポーネントがあるとします。中央のコンポーネントに対して「下へ移動」を選択します。すると、このコンポーネントが一番下のコンポーネントになります。

Portal Frameworkアプリケーションでは、「下へ移動」アイコンは、コンポーネントの「アクション」メニューの「下へ移動」サブメニュー・アイテムの左側に表示されます。


	
showDetailFrame


showDetailFrame::light-HeaderLeftIcon:alias
showDetailFrame::medium-HeaderLeftIcon:alias
showDetailFrame::dark-HeaderLeftIcon:alias


panelCustomizable


panelCustomizable::light-HeaderLeftIcon:alias
panelCustomizable::medium-HeaderLeftIcon:alias
panelCustomizable::dark-HeaderLeftIcon:alias

	
このアイコンは、コンポーネント・ヘッダーの左上隅にイメージを提供します。


	
showDetailFrame


showDetailFrame::light-HeaderRightIcon:alias
showDetailFrame::medium-HeaderRightIcon:alias
showDetailFrame::dark-HeaderRightIcon:alias


panelCustomizable


panelCustomizable::light-HeaderRightIcon:alias
panelCustomizable::medium-HeaderRightIcon:alias
panelCustomizable::dark-HeaderRightIcon:alias

	
このアイコンは、コンポーネント・ヘッダーの右上隅にイメージを提供します。


	
showDetailFrame


showDetailFrame::light-ToolbarLeftIcon:alias
showDetailFrame::medium-ToolbarLeftIcon:alias
showDetailFrame::dark-ToolbarLeftIcon:alias


panelCustomizable


panelCustomizable::light-ToolbarLeftIcon:alias
panelCustomizable::medium-ToolbarLeftIcon:alias
panelCustomizable::dark-ToolbarLeftIcon:alias

	
このアイコンは、コンポーネントのフェードイン/フェードアウト・ツールバーの左部分を提供します。

フェードイン/フェードアウト・ツールバーは、adfp:portletタグ属性isSeededInteractionAvailableがtrueに設定され、displayHeaderがfalseに設定されている場合に再生されます。

このツールバーには、本来はヘッダーに表示される「処理」メニューが含まれています。このツールバーを起動するには、ユーザーがコンポーネント・コンテンツ領域にマウスを置きます。

ページ設計が非常に単純であると、displayHeaderがfalseに、isSeededInteractionAvailableがtrueに設定されていても、フェードイン/フェードアウト・ツールバーが表示されないこともあります。


	
showDetailFrame


showDetailFrame::light-ToolbarRightIcon:alias
showDetailFrame::medium-ToolbarRightIcon:alias
showDetailFrame::dark-ToolbarRightIcon:alias


panelCustomizable


panelCustomizable::light-ToolbarRightIcon:alias
panelCustomizable::medium-ToolbarRightIcon:alias
panelCustomizable::dark-ToolbarRightIcon:alias

	
このアイコンは、コンポーネントのフェードイン/フェードアウト・ツールバーの右部分を提供します。

フェードイン/フェードアウト・ツールバーの詳細は、showDetailFrame::light-ToolbarLeftIcon:aliasの説明を参照してください。


	
showDetailFrame


showDetailFrame::light-ToolbarCenterIcon:alias
showDetailFrame::medium-ToolbarCenterIcon:alias
showDetailFrame::dark-ToolbarCenterIcon:alias


panelCustomizable


panelCustomizable::light-ToolbarCenterIcon:alias
panelCustomizable::medium-ToolbarCenterIcon:alias
panelCustomizable::dark-ToolbarCenterIcon:alias

	
このアイコンは、コンポーネントのフェードイン/フェードアウト・ツールバーの中央部分を提供します。

フェードイン/フェードアウト・ツールバーの詳細は、showDetailFrame::light-ToolbarLeftIcon:aliasの説明を参照してください。


	
showDetailFrame


showDetailFrame::light-EditIcon:alias
showDetailFrame::medium-EditIcon:alias
showDetailFrame::dark-EditIcon:alias


panelCustomizable


panelCustomizable::light-EditIcon:alias
panelCustomizable::medium-EditIcon:alias
panelCustomizable::dark-EditIcon:alias

	
このアイコンは、コンポーネント・メニューの「編集」オプションを表します。Portal Frameworkアプリケーションでは、「編集」アイコンは、コンポーネントの「アクション」メニューの「編集」メニュー・アイテムの左側に表示されます。


	
showDetailFrame


showDetailFrame::light-HelpIcon:alias
showDetailFrame::medium-HelpIcon:alias
showDetailFrame::dark-HelpIcon:alias


panelCustomizable


panelCustomizable::light-HelpIcon:alias
panelCustomizable::medium-HelpIcon:alias
panelCustomizable::dark-HelpIcon:alias

	
このアイコンは、コンポーネント・メニューの「ヘルプ」オプションを表します。Portal Frameworkアプリケーションでは、「ヘルプ」アイコンは、コンポーネントの「アクション」メニューの「ヘルプ」メニュー・アイテムの左側に表示されます。






















12 ページ・スタイルとタスク・フロー・スタイルの開発


この章では、Oracle JDeveloperを使用してWebCenter Portal Frameworkアプリケーション用のページ・スタイルとタスク・フロー・スタイルを作成および管理する方法を説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第12.1項「スタイルの概要」


	
第12.2項「ページ・スタイルの開発」


	
第12.3項「タスク・フロー・スタイルの開発」






12.1 スタイルの概要

Oracle WebCenter Portalは、ポータル内のコンテンツのレイアウトを決定する数種類のスタイルを提供しています。

	
ページ・スタイルは、実行時に作成される新規ページ内のコンテンツのレイアウトを決定します。詳細は、第12.1.1項「ページ・スタイルの概要」を参照してください。


	
タスク・フロー・スタイルは、実行時に作成されるタスク・フローのコンテンツのレイアウトを決定します。タスク・フロー・スタイルには、タスク・フローに追加されるデータ視覚化にバインドできるオブジェクトを含めることもできます。詳細は、第12.1.2項「タスク・フロー・スタイルの概要」を参照してください。


	
コンテンツ・プレゼンタ表示テンプレートは、コンテンツ・プレゼンタ・コンテンツ・アイテムのページ上でのレイアウトを定義します。これらのテンプレートについては、この章では説明していません。詳細は、第27章「コンテンツ・プレゼンタ表示テンプレートの作成」を参照してください。





実行時管理

Portal Frameworkアプリケーションは、デプロイ後もポータルの開発をユーザーが続行できるように、スタイルの実行時管理をサポートしています。実行時管理により、権限のあるユーザーがスタイルをブラウザ・ベースの環境で管理でき、JDeveloperのインストールや知識は必要ありません。詳細は、第9.5項「実行時のポータル・リソースの使用」を参照してください。


ラウンドトリップ開発

ポータルの再デプロイ時に変更内容が失われないように、実行時に作成または変更されたスタイルをJDeveloperに取り込むことができます。必要な場合は、これらのスタイルを編集してさらに改良でき、デプロイ済ポータルに再びアップロードできます。詳細は、第9.6項「ラウンドトリップ開発での作業」を参照してください。




	
注意:

コンテンツ・プレゼンタの表示テンプレートを実行時に作成することはできません。実行時にページ・スタイルとタスク・フロー・スタイルを作成するには、既存のスタイルのコピーを作成する必要があります。







この項の内容は、次のとおりです。

	
第12.1.1項「ページ・スタイルの概要」


	
第12.1.2項「タスク・フロー・スタイルの概要」






12.1.1 ページ・スタイルの概要

ページ・スタイルは、実行時に作成するページに使用するJSPXページです。ページ・スタイルには、新規作成されたページのレイアウトが示され、ページでサポートされるコンテンツ・タイプも示される場合があります。

ユーザーがページ・スタイルを使用してページを作成する場合、レイアウトと初期コンテンツが、ページ・スタイルから新規作成されたページにコピーされます。ページ・テンプレートとは異なり、ページ・スタイルは参照ベースではありません。つまり、ページ・スタイルを変更しても、その変更は、スタイルを使用するページに継承されません。

通常、ページ・スタイルには、指定したページの有用性と外観を強化するコンポーネントが含まれます。これらのコンポーネントには、インプレースHTMLテキスト・エディタ、イメージ、レイアウト・ボックス、ハイパーリンクなどが含まれます。コンテンツ・コントリビュータを使用すると、ページにコンテンツをさらに移入できます。図12-1は、ページ・スタイルに基づいたポータル・ページのサンプルを示しています。


図12-1 ページ・スタイルを使用したページのサンプル

[image: 図12-1の説明が続きます]





JDeveloperでページ・スタイルを作成できますが、それらのページ・スタイルは、実行時にページを作成する際にのみ使用されます。

ユーザーは、使用可能なページ・スタイルに基づいて実行時にページを作成できます。実行時管理コンソールの「アセット」ページでは、「ページの作成」オプションを使用できます。このオプションは、ページ - 新規作成タスク・フローが含まれるその他のアプリケーション・ページでも使用できます。ユーザーが「ページの作成」オプションをクリックすると、図12-2に示すように、「ページの作成」ダイアログに一連の事前定義済スタイルが表示されます。ユーザーは、スタイルを選択し、それに基づいてページを作成できます。レイアウトが新規ページにすでに配置されているため、ユーザーはページの様々な領域にコンテンツを追加するだけです。


図12-2 「ページの作成」ダイアログ・ボックス

[image: 図12-2の説明が続きます]









12.1.2 タスク・フロー・スタイルの概要

タスク・フロー・スタイルはページ・スタイルとよく似ていますが、ページではなくタスク・フローを作成するために実行時に使用される点が異なります。タスク・フロー・スタイルは、タスク・フローに追加されるデータ視覚化にバインドできるオブジェクトを組み込むことができるので、データ・プレゼンタで使用するタスク・フローを作成する際に特に便利です。

タスク・フロー・スタイルは、実行時にタスク・フローを作成する際にのみ使用されますが、JDeveloperで作成および公開されます。

タスク・フロー・スタイルは、新規タスク・フローの作成ダイアログ・ボックス(図12-3)に表示されます。ユーザーは、そのスタイルに基づいて、スタイルを選択してタスク・フローを作成できます。詳細は、『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』のタスク・フローの使用に関する項を参照してください。


図12-3 新規タスク・フローの作成ダイアログ

[image: 図12-3の説明が続きます]











12.2 ページ・スタイルの開発

ページ・スタイルは、新規タスク・フローを実行時に作成するためのテンプレートとして使用できるJSPXページです。

ユーザーが実行時に新規ページを作成する際には、図12-2に示す「ページの作成」ダイアログに、使用可能なページ・スタイルが表示されます。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第12.2.1項「ページ・スタイルを作成する方法」


	
第12.2.2項「ページ・スタイルの開発に関する必知事項」


	
第12.2.3項「ページ・スタイルを削除する方法」







	
注意:

WebCenter Portalで使用するページ・スタイルをJDeveloperで開発できます。詳細は、第9.7項「WebCenter Portalリソースの使用」を参照してください。









12.2.1 ページ・スタイルを作成する方法

ページ・スタイルの作成方法としては、既存のページ・スタイルのいずれかをダウンロードして、JDeveloperにインポートすることをお薦めします。その後、このページ・スタイルを新規ページ・スタイルの開始点として使用でき、作成後はページ・スタイルをエクスポートしてアプリケーションに再びアップロードできます。

また、この方法でページ・スタイルを作成すれば、「ページの作成」ダイアログでこのスタイルを使用できるようになります。

ページ・スタイルを作成するには:

	
デプロイ済アプリケーションで、既存のページ・スタイルのいずれかをダウンロードします。詳細は、『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』のアセットのダウンロードに関する項を参照してください。


	
ダウンロードしたページ・スタイルをJDeveloperにインポートします。詳細は、第9.6.2項「ポータル・リソースをJDeveloperにインポートする方法」を参照してください。


	
アプリケーション・ナビゲータで、インポートしたページ・スタイルを右クリックして、「開く」を選択します。


	
ビジュアル・エディタで、ページ・スタイルのコンテンツのレイアウトに変更を加えます(ページを編集するときと同じ方法で)。

ページ・スタイルのコンテンツを定義する方法については、第17.6.1項「実行時に作成したページ用のテンプレートを作成する方法」、および第12.2.2項「ページ・スタイルの開発に関する必知事項」を参照してください。

例12-1に、サンプル・ページ・スタイル/oracle/webcenter/portalapp/pages/pageStyles/TemplateFlowingTwoColumn.jspxのコードを示します。このコードにより、35パーセントと65パーセントの割合で2つの列を送り提供するように設計される基本ページが作成されます。例12-2に、関連するページ定義ファイル/oracle/webcenter/portalapp/pages/pageStyles/TemplateFlowingTwoColumnPageDef.jspxを示します。


例12-1 カスタムのページ・スタイルのソース・コード


<?xml version='1.0' encoding='utf-8'?>
<jsp:root xmlns:jsp="http://java.sun.com/JSP/Page"
xmlns:pe="http://xmlns.oracle.com/adf/pageeditor"
xmlns:cust="http://xmlns.oracle.com/adf/faces/customizable"
xmlns:f="http://java.sun.com/jsf/core"
xmlns:af="http://xmlns.oracle.com/adf/faces/rich"
xmlns:trh="http://myfaces.apache.org/trinidad/html" version="2.1">
 <jsp:directive.page deferredSyntaxAllowedAsLiteral="true"/>
 <jsp:directive.page contentType="text/html;charset=utf-8"/>
 <f:view>
  <af:document title="#{pageDocBean.title}" id="docrt">
   <af:form usesUpload="true" id="f1">
    <af:pageTemplate value="#{bindings.pageTemplateBinding.templateModel}"
    id="T">
     <f:facet name="content">
      <pe:pageCustomizable id="pcl1">
       <af:panelGroupLayout id="pgl1" layout="scroll"
       styleClass="replace_with_scheme_name"
       inlineStyle="replace_with_inline_style">
        <trh:tableLayout id="tl1" width="100%">
         <trh:rowLayout id="rl1">
          <trh:cellFormat id="cf1" width="35%" valign="top">
           <cust:panelCustomizable id="hm_pnc1" layout="scroll"/>
          </trh:cellFormat>
          <trh:cellFormat id="cf2" width="65%" valign="top">
           <cust:panelCustomizable id="hm_pnc2" layout="scroll"/>
          </trh:cellFormat>
         </trh:rowLayout>
        </trh:tableLayout>
        <trh:tableLayout id="tl2"/>
       </af:panelGroupLayout>
       <f:facet name="editor">
        <pe:pageEditorPanel id="pep1"/>
       </f:facet>
      </pe:pageCustomizable>
     </f:facet>
    </af:pageTemplate>
   </af:form>
  </af:document>
 </f:view>
</jsp:root>





例12-2 カスタムのページ・スタイルのページ定義


<pageDefinition version="11.1.1.41.30" id="TemplateFlowingTwoColumnPageDef"
  Package="oracle.webcenter.siteresources.scopedMD.s8bba98ff_4cbb_40b8_beee_296c916a23ed.pageStyle.gsr2b052c53_0eba_43fd_81e2_7f12dbb885a5">
  <parameters/>
  <executables>
    <page viewId="#{preferenceBean.defaultPageTemplate}" 
          id="pageTemplateBinding" Refresh="ifNeeded"/> 
    <taskFlow id="pageeditorpanel" taskFlowId="#{pageEditorBean.pageEditorPanel}"/>
  </executables>
</pageDefinition>




	
変更内容を保存します。


	
ページ・スタイルをエクスポートします。詳細は、第9.6.3項「ポータル・リソースをJDeveloperからエクスポートする方法」を参照してください。


	
エクスポートしたページ・スタイルをデプロイ済アプリケーションにアップロードします。詳細は、『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』のアセットのアップロードに関する項を参照してください。









12.2.2 ページ・スタイルの開発に関する必知事項

ポータル・リソースとして公開するページ・スタイルの開発については、いくつかの前提条件があります。

	
ページ・スタイルがページ・テンプレートに基づいている場合は、ページ・スタイルのJSPXファイルの設計時に、contentファセットまたはページ・テンプレートで定義されているその他のファセットを追加して、ページ・コンテンツが含まれるようにします。


	
ページをカスタマイズ可能にするには、コンテンツ・ファセット内にPage Customizableコンポーネントを追加します。Page Customizableには、子であるPanel Customizableコンポーネントがデフォルトで含まれているため、ユーザーは実行時にコンテンツをページに追加できます。


	
ページ・スタイルに使用するページ・テンプレートを動的に選択できるようにするには、ページ・スタイルのJSPXファイルで、そのページ・テンプレートの定義がページ・スタイルのページ定義の中に含まれていることを、次のように指定します。


<af:pageTemplate value="#{bindings.pageTemplateBinding.templateModel}" id="T">


その後、次のようにページ・スタイルのページ定義の中でEL値を指定して、ページ・テンプレートの名前をデフォルト・ページ・テンプレート設定から取得できます。


<page viewId="#{preferenceBean.defaultPageTemplateViewId}" 
      id="pageTemplateBinding" Refresh="ifNeeded"/>


実行時に、適切な権限を持ったユーザーが、実行時管理コンソールで新しいデフォルト・ページ・テンプレートを選択することにより、別のページ・テンプレートに切り替えることができます。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のデフォルト・ページ・テンプレートの選択に関する項を参照してください。


	
次の例に示すように、使用するページ・テンプレートを制御するマネージドBeanを作成できます。


public class siteTemplatesManager {
    final private String templateA = "/templateA.jspx";
    final private String templateB = "/templateB.jspx";
    private String currentSiteTemplateViewId;
    
    public siteTemplatesManager() {
        super();
        currentSiteTemplateViewId = templateA;
    }
    public String gettemplateViewId() {
        return currentSiteTemplateViewId;
    }
    public void settemplateAViewId(ActionEvent ae) {
        currentSiteTemplateViewId = templateA;
    }
    public void settemplateBViewId(ActionEvent ae) {
        currentSiteTemplateViewId = templateB;
    }
}









12.2.3 ページ・スタイルを削除する方法

ページ・スタイルがアプリケーション内で必要ではなくなった場合、それを削除できます。

ページ・スタイルを削除すると、「ページの作成」ダイアログに表示されなくなります。ページ・スタイルを削除しても、そのページ・スタイルを使用してすでに作成済のページには影響がありません。

ページ・スタイルを削除するには、アプリケーション・ナビゲータでページ・スタイルを右クリックして、ポップアップ・メニューから「削除」を選択します。詳細は、第9.4項「ポータル・リソースの削除」を参照してください。








12.3 タスク・フロー・スタイルの開発

タスク・フロー・スタイルは、新規タスク・フローを実行時に作成するためのテンプレートとして使用できるADFタスク・フローです。

タスク・フロー・スタイルの作成を選択する目的として、次の場合があります。

	
タスク・フローに特定の整合性のあるレイアウトを提供します。


	
UIピッカーをシードします。このUIピッカーは、タスク・フロー・スタイル(ポータル・ピッカー・ドロップダウンを使用するタスク・フロー・スタイルなど)から作成されるタスク・フローで使用できます。このスタイルに基づくタスク・フローが「アクティビティ・ストリーム」タスク・フローに移入される場合、ピッカー・ドロップダウンを、「アクティビティ・ストリーム」タスク・フローの入力パラメータに関連付けることができます。「アクティビティ・ストリーム」タスク・フローは、選択したポータルに固有のアクティビティを表示します。


	
データに個別にバインドできる事前定義済UIを提供します。たとえば、タスク・フロー・スタイルでフロー・データ・レイアウトを作成し、そこからタスク・フローを作成し、データ・コントロールをドロップしてから、フロー・データ・レイアウトをデータ・コントロールにバインドできます。




ユーザーが実行時に新規タスク・フローを作成する際には、図12-3に示す新規タスク・フローの作成ダイアログに、使用可能なタスク・フロー・スタイルが表示されます。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第12.3.1項「タスク・フロー・スタイルを作成する方法」


	
第12.3.2項「タスク・フロー・スタイルの開発に関する必知事項」


	
第12.3.3項「タスク・フロー・スタイルを削除する方法」







	
注意:

WebCenter Portalで使用するタスク・フロー・スタイルをJDeveloperで開発できます。詳細は、第9.7項「WebCenter Portalリソースの使用」を参照してください。









12.3.1 タスク・フロー・スタイルを作成する方法

タスク・フロー・スタイルの作成は、タスク・フローの作成と同じですが、タスク・フロー・スタイルは、実行時にタスク・フローを作成するためのテンプレートとして使用することのみを目的として作成します。

タスク・フロー・スタイルの作成方法としては、既存のタスク・フロー・スタイルのいずれかをダウンロードして、JDeveloperにインポートすることをお薦めします。その後、このタスク・フロー・スタイルを新規タスク・フロー・スタイルの開始点として使用でき、作成後はタスク・フロー・スタイルをエクスポートしてアプリケーションに再びアップロードできます。

また、この方法でタスク・フロー・スタイルを作成すれば、新規タスク・フローの作成ダイアログでこのスタイルを使用できるようになります。

タスク・フロー・スタイルを作成するには:

	
デプロイ済アプリケーションで、既存のタスク・フロー・スタイルのいずれかをダウンロードします。詳細は、『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』のアセットのダウンロードに関する項を参照してください。


	
ダウンロードしたタスク・フロー・スタイルをJDeveloperにインポートします。詳細は、第9.6.2項「ポータル・リソースをJDeveloperにインポートする方法」を参照してください。


	
アプリケーション・ナビゲータで、インポートしたタスク・フロー・スタイルを右クリックして、「開く」を選択します。


	
タスク・フロー・スタイルのコードに変更を加えます。


	
変更内容を保存します。


	
タスク・フロー・スタイルをエクスポートします。詳細は、第9.6.3項「ポータル・リソースをJDeveloperからエクスポートする方法」を参照してください。


	
エクスポートしたタスク・フロー・スタイルをデプロイ済アプリケーションにアップロードします。詳細は、『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』のアセットのアップロードに関する項を参照してください。









12.3.2 タスク・フロー・スタイルの開発に関する必知事項

実行時にタスク・フローを作成する際に使用するタスク・フロー・スタイルを公開するには、次の要件を考慮する必要があります。

	
タスク・フロー・スタイルとして使用される、タスク・フローのビュー・フラグメントを1つだけ作成します。ビュー・フラグメントのJSFFファイルは、タスク・フロー定義のXMLファイルと同じ場所に作成する必要があります。


	
コンポーザ・タグ・ライブラリからビュー・フラグメントにPanel Customizableコンポーネントを追加します。これによって、実行時にこのタスク・フロー・スタイルに基づくタスク・フローに値を移入できるようになります。


	
JSFFファイルを右クリックして「ページ定義に移動」を選択し、ビュー・フラグメントのページ定義を作成します。ビュー・フラグメントのページ定義も、タスク・フロー定義XMLファイルと同じディレクトリに置く必要があります。


	
タスク・フロー・スタイルが、EL値などを使用してコードを参照する場合、そのコードはデプロイ済アプリケーションに含まれる必要があります。









12.3.3 タスク・フロー・スタイルを削除する方法

タスク・フロー・スタイルがアプリケーション内で必要ではなくなった場合、それを削除できます。

タスク・フロー・スタイルを削除すると、実行時に新規タスク・フローの作成ダイアログに表示されなくなります。タスク・フロー・スタイルを削除しても、そのタスク・フロー・スタイルを使用してすでに作成済のタスク・フローには影響がありません。

タスク・フロー・スタイルを削除するには、アプリケーション・ナビゲータでタスク・フロー・スタイルを右クリックして、ポップアップ・メニューから「削除」を選択します。詳細は、第9.4項「ポータル・リソースの削除」を参照してください。













Oracle® Fusion Middleware

Oracle WebCenter PortalおよびOracle JDeveloperでのポータルの開発

11gリリース1 (11.1.1.9.0)

E49666-05(原本部品番号:E27739-08)

2015年10月

Oracle WebCenter PortalおよびOracle JDeveloperを使用してPortal Frameworkアプリケーション、ポートレット、ポータル・アセットおよびカスタム・ポータル・コンポーネントを作成する方法を説明する開発者用のドキュメント。




Oracle Fusion Middleware Oracle WebCenter PortalおよびOracle JDeveloperでのポータルの開発, 11gリリース1 (11.1.1.9.0)

E49666-05

Copyright (C) 2007, 2015, Oracle and/or its affiliates.All rights reserved.

原本著者:  Peter Jacobsen

原本協力著者: Ingrid Snedecor、Joan Carter、Savita Thakur、Sue Highmoor、Shahana Mitra、Will Harris

このソフトウェアおよび関連ドキュメントの使用と開示は、ライセンス契約の制約条件に従うものとし、知的財産に関する法律により保護されています。ライセンス契約で明示的に許諾されている場合もしくは法律によって認められている場合を除き、形式、手段に関係なく、いかなる部分も使用、複写、複製、翻訳、放送、修正、ライセンス供与、送信、配布、発表、実行、公開または表示することはできません。このソフトウェアのリバース・エンジニアリング、逆アセンブル、逆コンパイルは互換性のために法律によって規定されている場合を除き、禁止されています。

ここに記載された情報は予告なしに変更される場合があります。また、誤りが無いことの保証はいたしかねます。誤りを見つけた場合は、オラクル社までご連絡ください。

このソフトウェアまたは関連ドキュメントを、米国政府機関もしくは米国政府機関に代わってこのソフトウェアまたは関連ドキュメントをライセンスされた者に提供する場合は、次の通知が適用されます。

U.S. GOVERNMENT END USERS: Oracle programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, delivered to U.S. Government end users are "commercial computer software" pursuant to the applicable Federal Acquisition Regulation and agency-specific supplemental regulations. As such, use, duplication, disclosure, modification, and adaptation of the programs, including any operating system, integrated software, any programs installed on the hardware, and/or documentation, shall be subject to license terms and license restrictions applicable to the programs. No other rights are granted to the U.S. Government.

このソフトウェアまたはハードウェアは様々な情報管理アプリケーションでの一般的な使用のために開発されたものです。このソフトウェアまたはハードウェアは、危険が伴うアプリケーション(人的傷害を発生させる可能性があるアプリケーションを含む)への用途を目的として開発されていません。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用する際、このソフトウェアまたはハードウェアを安全に使用するために、適切な安全装置、バックアップ、冗長性(redundancy)、その他の対策を講じることは使用者の責任となります。このソフトウェアまたはハードウェアを危険が伴うアプリケーションで使用したことに起因して損害が発生しても、オラクル社およびその関連会社は一切の責任を負いかねます。

OracleおよびJavaはOracleおよびその関連企業の登録商標です。その他の名称は、それぞれの所有者の商標または登録商標です。

Intel、Intel Xeonは、Intel Corporationの商標または登録商標です。すべてのSPARCの商標はライセンスをもとに使用し、SPARC International, Inc.の商標または登録商標です。AMD、Opteron、AMDロゴ、AMD Opteronロゴは、Advanced Micro Devices, Inc.の商標または登録商標です。UNIXは、The Open Groupの登録商標です。

このソフトウェアまたはハードウェア、そしてドキュメントは、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセス、あるいはそれらに関する情報を提供することがあります。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に別段の定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスに関して一切の責任を負わず、いかなる保証もいたしません。適用されるお客様とOracle Corporationとの間の契約に定めがある場合を除いて、Oracle Corporationおよびその関連会社は、第三者のコンテンツ、製品、サービスへのアクセスまたは使用によって損失、費用、あるいは損害が発生しても一切の責任を負いかねます。








13 スキンの開発


この章では、Oracle JDeveloperを使用してWebCenter Portal Frameworkアプリケーション用のスキンを作成および管理する方法を説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第13.1項「スキンの開発の概要」


	
第13.2項「スキンの開発のベスト・プラクティス」


	
第13.3項「スキンの作成」


	
第13.4項「スキンの編集」


	
第13.5項「アプリケーションへのスキンの適用」


	
第13.6項「ユーザー用スキンの条件付変更」


	
第13.7項「個別共有ライブラリとしてのスキンのデプロイ」


	
第13.8項「スキンでの問題のトラブルシューティング」






13.1 スキンの開発の概要

スキンを使用すると、色、フォント、イメージ、およびアプリケーション・コンポーネントの高さや幅などのディメンションの詳細を定義して、自社に適したルック・アンド・フィールを表すことができます。

スキンは、Cascading Style Sheet (CSS)仕様に基づいています。スキンは、アプリケーション・コンポーネントのスタイルを定義する種々のスキン・セレクタを含むCSSファイルです。スタイル関連のプロパティを変更することにより、任意のコンポーネントのルック・アンド・フィールを調整できます。アプリケーション内でスキンを使用すると、各コンポーネントに対して個別にスタイルを指定したり、各ページにスタイルシートを挿入する必要がなくなります。各コンポーネントで自動的に、スキンで定義されているスタイルが使用されます。スキンにより、ポータル・ページ自体を変更せずにアプリケーションの外観を変更できます。

ADF Facesスキンは、Portal Frameworkアプリケーションのルック・アンド・フィールを制御します。ADF Facesスキンの詳細は、『Oracle Application Development Framework Webユーザー・インタフェース開発者ガイド』のADF Facesスキンに関する項を参照してください。


シード済スキン

Portal Frameworkアプリケーションを作成する際に、シード済スキンportal-skin.cssがアプリケーションに追加されます。

特定の要件を満たすようにこのシード済スキンを編集することも、独自のスキンを作成することもできます。独自のスキンの作成を選択した場合でも、シード済スキンは、独自のスキンで実現できる様々なものを見つける際に役立つツールです。


実行時管理

Portal Frameworkアプリケーションは、デプロイ後もポータルの開発をユーザーが続行できるように、スキンの実行時管理をサポートしています。実行時管理により、権限のあるユーザーがブラウザ・ベースの環境でアプリケーションのスキンを管理したり、新規に作成でき、JDeveloperのインストールや知識は必要ありません。詳細は、第9.5項「実行時のポータル・リソースの使用」を参照してください。


ラウンドトリップ開発

ポータルの再デプロイ時に変更内容が失われないように、実行時に作成または変更されたスキンをJDeveloperに取り込むことができます。必要な場合は、これらのスキンを編集してさらに改良でき、デプロイ済ポータルに再びアップロードできます。詳細は、第9.6項「ラウンドトリップ開発での作業」を参照してください。






13.2 スキンの開発のベスト・プラクティス

WebCenter Portalのスキンを作成する際、それを大まかな観点と細かい観点から見ることができます。大まかなレベルでは、背景やページ中央などのページ内の多数の大きな要素にごく基本的なスタイル技術を使用して、特定の企業ブランドに対するルック・アンド・フィールを容易に施すことができます。細かいレベルでは、ページ内の特定のコンポーネントとコントロールにスタイルを適用できます。スキンを開発する際に最も効率的な方法は、大まかな要素の定義から開始し、次に細かいスタイルを使用して全体のルック・アンド・フィールを企業ブランドに沿って調整します。

多くの場合、スタイルのハイブリッド・モデルが非常に効果的です。大まかな要素(ページ背景、ボディの主要部分など)を取り込んでそれらとともに従来のCSS手法を使用すると、ADFスキンの使用が特定的になっても、共に機能してWebCenter Portalの外観全体を生成します。

ハイブリッド手法の一例では、WebCenter Portalで技術を使用して、順序づけられていないリストとリスト項目を使用するメニューを生成し、次に従来のCSSをそれらに適用します。WebCenter Portalのナビゲーション・モデルが有効な場合でも、従来のADFスキン作成ではなく、標準CSSを使用しています。

式言語(EL)を使用すると、テンプレート・デザイン内のナビゲーション用の様々なオブジェクトにアクセスできます。EL内のループは単純で、コーディングはページ・テンプレートとインラインで実行されます。通常のHTMLを直接ループ・マークアップに混在させることができます。


13.2.1 静的アセットの外部化

ADFスタイルの他に大まかな技術を使用する場合、WebCenter Portal外部の様々なスタイル・アセットを保持することが役立ちます。そのために、WebCenter Contentを使用してWebCenter Portal向けの非構造アセットをすべて管理できます。アセットに環境内で管理するCSSやイメージなどを追加して、リビジョン・コントロールとワークフローを提供できます。設計チームがWebCenter Portalにアクセスして、変更のたびに開発チームを巻き込まずに作業できるようにする場合には、これがベスト・プラクティスです。








13.3 スキンの作成

デフォルトで、Portal Frameworkアプリケーションは、portal-skin.cssファイルで定義されるportalスキンを使用します。このファイルは必要に応じて簡単に編集できます。ただし、アプリケーションでカスタム・スキンを使用する場合は、CSSファイルを作成して、必要なスキン・セレクタを定義する必要があります。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第13.3.1項「CSSファイルを作成する方法」


	
第13.3.2項「スキン・スタイル・セレクタを定義する方法」


	
第13.3.3項「スキン関連のアーティファクトに関する必知事項」






13.3.1 CSSファイルを作成する方法

ADF Facesスキンの作成については、『Oracle Application Development Framework Webユーザー・インタフェース開発者ガイド』のアプリケーションにカスタム・スキンを追加する方法に関する項を参照してください。




	
注意:

デフォルトでは、CSSファイルを作成すると、JDeveloperではそのファイルはApplication_Root/Portal/public_html/cssフォルダの下に格納されます。
ただし、このデフォルトの場所に作成されたスキンは、実行時管理コンソールの「アセット」ページには含まれないので、実行時に管理することはできません。

権限のあるユーザーが実行時にスキンを管理できるようにするには、次のディレクトリにスキンを作成する必要があります。


Application_Root/Portal/public_html/oracle/webcenter/portalapp


デフォルトでは、Portal Frameworkアプリケーションには別個のskinsディレクトリが含まれています。

詳細は、第9.5.1.2項「ポータル・リソースを「アセット」ページに組み込む方法」を参照してください。














13.3.2 スキン・スタイル・セレクタを定義する方法

CSSファイルの作成後、アプリケーション内のコンポーネントに必要なADF Facesスキン・セレクタを定義する必要があります。たとえば、.AFDefaultFontFamily:aliasセレクタを使用して、次のようにアプリケーションにフォント・ファミリを指定できます。


.AFDefaultFontFamily:alias {
font-family: Tahoma, Verdana, Helvetica, sans-serif;
}


詳細の参照先は、次のとおりです。

	
ADF Facesスキン・セレクタの概要は、『Oracle Application Development Framework Webユーザー・インタフェース開発者ガイド』のスキン・スタイル・セレクタに関する項を参照してください。スキンで使用できるセレクタについては、Oracle JDeveloperのオンライン・ヘルプも参照してください。これらの情報は、JDeveloperのオンライン・ヘルプのFusionのADF Facesコンポーネントのスキン・セレクタ、およびFusionのデータ視覚化ツール・コンポーネントのスキン・セレクタを参照してください。


	
ADF Facesコンポーネントのスタイル・セレクタの定義は、『Oracle Application Development Framework Webユーザー・インタフェース開発者ガイド』のスキン・スタイル・プロパティの定義に関する項、およびコンポーネントのスタイル・プロパティの変更に関する項を参照してください。









13.3.3 スキン関連のアーティファクトに関する必知事項

Oracleは、イメージやアイコンなどのアセット関連のアーティファクトをコンテンツ・サーバーに保管し、アセット・アーティファクト専用のフォルダ構造をコンテンツ・サーバー上で作成することをお薦めします。これにより、必要な場合にコンテンツを容易に特定し、移動できます。








13.4 スキンの編集

CSSファイルを編集してスタイル・セレクタを編集または追加することにより、スキンを最初に作成した後でスキンに変更を加えることができます。portal-skin.cssファイルを編集することにより、シード済portalスキンを編集することもできます。

スキンを編集するには:

	
アプリケーション・ナビゲータで、編集するスキンを右クリックし(たとえば、portal-skin.css)、「開く」を選択します。


	
スキンのソース・コード内で、アプリケーションのコンポーネントに必要なADF Facesスキン・セレクタを定義します。たとえば、アプリケーション・コンテンツのフォント・サイズを16pxに設定するには、.AFDefaultFont:aliasスキン・セレクタを次のように使用できます。

詳細は、第13.3.2項「スキン・スタイル・セレクタを定義する方法」を参照してください。


	
CSSファイルを保存します。









13.5 アプリケーションへのスキンの適用

すべてのPortal Frameworkアプリケーションが、デフォルトのスキンを定義します。これは、アプリケーション内のページすべての外観を決定します。

Portal Frameworkアプリケーションを最初に作成するときに、シード済スキン(portal)がアプリケーションのデフォルト・スキンとして設定されます。ユーザー独自のスキンを後で作成した場合は、そのスキンをかわりにデフォルトとして設定できます。

Portal Frameworkアプリケーションにデフォルトのスキンを設定するには、adf-config.xmlファイルのoracle.webcenter.portalapp.skinプリファレンスを編集します。




	
注意:

実行時管理が有効になっている場合、権限のあるユーザーは実行時にスキンを変更できます。詳細は、『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』のポータルのスキンの変更に関する項を参照してください。







アプリケーションにスキンを適用するには:

	
アプリケーション・ナビゲータの「アプリケーション・リソース」ペインで、adf-config.xmlファイルを右クリックして、「開く」を選択します。




	
ヒント:

adf-config.xmlファイルを探すには、「ディスクリプタ」ノードを開き、さらに「ADF META-INF」ノードを開きます。








	
「ソース」タブをクリックします。


	
次のIDを持つADFプリファレンスを見つけます。


oracle.webcenter.portalapp.skin


	
value属性を、アプリケーションに適用するスキンのファミリ名に設定します。たとえば、次のとおりです。


value="portal"


値は、スキンの「ポータル・リソースの作成」または「ポータル・リソースの更新」ダイアログのSkin Family属性で指定された値と同じである必要があります。


	
必要に応じて、descプロパティで、適用するスキンの説明を指定します。実行時に、この値がスキンの表示名として表示されます。


	
displayプロパティは、スキンのリストを実行時にスキン・ピッカーに表示するかどうかを指定します。例13-1に全プリファレンス要素の例を示します。


例13-1 デフォルトのスキンのADFプリファレンス


<portal:preference id="oracle.webcenter.portalapp.skin"
                   desc="Default Portal Skin" value="portal"
                   resourceType="Skin" display="true"/>




	
adf-config.xmlファイルを保存します。







	
注意:

Application_Root/Portal/public_html/oracle/webcenter/portalapp/skins以外の場所で作成したスキンを適用する場合には、そのスキンをtrinidad-skins.xmlファイルに登録して、そのスキンを使用するようにアプリケーションを構成する必要があります。詳細は、『Oracle Application Development Framework Webユーザー・インタフェース開発者ガイド』のカスタム・スキンを登録する方法に関する項を参照してください。












13.6 ユーザー用スキンの条件付変更

実際のアプリケーション・ロジックに影響を与えずに、ユーザー、ページ、アプリケーションなどに対して、それぞれ異なるスキンを割り当てることができます。スキンを条件付で設定するには、trinidad-config.xmlファイルで<skin-family>エントリを使用します。

動的に評価できるEL式を使用して、表示するスキンを決定できます。たとえば、ユーザーのブラウザがドイツ語ロケールに設定されているときドイツ語スキンを使用し、それ以外では英語スキンを使用する場合には、trinidad-config.xmlファイルで次の<skin-family>エントリを使用します。

<skin-family>#{facesContext.viewRoot.locale.language=='de' ? 'german' : 'english'}</skin-family>

詳細は、『Oracle Application Development Framework Webユーザー・インタフェース開発者ガイド』のスキンを動的に変更するためのコンポーネントの構成方法に関する項を参照してください。




	
注意:

<skin-family>のデフォルト値は#{preferenceBean.defaultTrinidadSkin}です。デフォルト値を変更すると、アプリケーション・ユーザーは実行時にリソース・マネージャでスキンを設定できません。







また、SkinSetting APIを使用して、ユーザー向けスキンを条件付で設定することもできます。使用できるコールについては、APIを参照してください。このAPIは、次のサイトから入手できます。

http://download.oracle.com/docs/cd/E15523_01/apirefs.1111/e15995/oracle/webcenter/generalsettings/model/SkinSetting.html






13.7 個別共有ライブラリとしてのスキンのデプロイ

Oracle WebCenter Portalは様々なデフォルト・スキンを提供しています。すべてのOracle WebCenter Portalスキン・アーティファクトは、共有ライブラリ(oracle.webcenter.skin)で使用できます。共有ライブラリはEARとしてパッケージ化されており、次のタイプのファイルがある複数のスキンJARが含まれています。

	
.cssファイル: スキン・セレクタ・ファイル


	
.png: イメージ・ファイル


	
.js: javascriptファイル


	
trinidad-skins.xml: スキン定義ファイル




デフォルトでは、oracle.webcenter.skin共有ライブラリは、すべてのPortal Frameworkアプリケーションとポートレット・プロデューサ・アプリケーションによって参照されます。したがって、すべてのスキンはクラスパスを介して使用できます。Portal Frameworkアプリケーションでポートレットを使用すると、ポートレットはアプリケーションに対して定義されたスキンを使用してレンダリングされます。そのため、スキン共有を実現するには、同一のスキンが共有ライブラリを介して、Portal Frameworkアプリケーションとポートレット・プロデューサ・アプリケーションの両方でアクセス可能である必要があります。

ただし、Portal Frameworkアプリケーションでportal-skin.cssを変更した場合が考えられます。したがって、共有ライブラリで使用可能なスキンは、Portal Frameworkアプリケーションで使用可能な更新バージョンと同じではありません。Portal Frameworkアプリケーションのスキンのバージョンが共有ライブラリのスキンと同一ではない場合、Portal FrameworkアプリケーションとPortlet Producerアプリケーション間のスキンの共有が失敗します。これは、Portal Frameworkアプリケーションが変更済スキンを使用する場合に、ポートレット・プロデューサが共有ライブラリでパッケージ化された元のバージョンのスキンにしかアクセスできないためです。Portal Frameworkアプリケーションは、最新のスキンの変更をレンダリングに反映します。一方、同じアプリケーション内のポートレットでは、共有ライブラリから元のスキンを使用してレンダリングします。この動作はスキンのコーディネーションと呼ばれます。

デフォルトのスキンを使用せずに、Portal Frameworkアプリケーション内でポータル・リソースとして新規カスタム・スキンを作成したり、一意のスキン・ファミリIDでスキンをtrinidad-skins.xmlに定義する場合があります。アプリケーションでポートレットが使用される場合、ポートレット・プロデューサは共有ライブラリでカスタム・スキンを検出できません。これによりスキンの不一致エラーが発生し、ポートレットはPortal Frameworkアプリケーションで使用されるカスタム・スキンではなく、必要最小限の単純なスキンでレンダリングされます。

そのため、Portal Frameworkアプリケーションでスキンを変更したりカスタム・スキンを作成するたびに、その新規スキンや変更済スキンを共有ライブラリとしてデプロイする必要があります。

共有ライブラリとしてスキンをデプロイするには:

	
trinidad-skins.xmlのコピーがPortal FrameworkアプリケーションのWEB-INFフォルダで確実に使用できるようにします。そうでない場合には、新規の作成となります。


	
trinidad-skins.xmlを更新して、新規に作成するスキンのCSSファイルを指定します。


	
新規MANIFEST.MFファイルをプロジェクトで作成し、新規共有ライブラリの詳細を指定します。

次に、MANIFEST.MFファイルのサンプル・コードを示します。


Manifest-Version: 1.0
 Ant-Version: Apache Ant 1.7.1
 Created-By: 1.6.0 (Sun Microsystems, Inc.)
 Extension-Name: oracle.webcenter.customskin
 Implementation-Title: oracle.webcenter.customskin
 Implementation-Version: 11.1.1
 Implementation-Vendor: Oracle
 Specification-Title: Custom WebCenter shared library
 Specification-Version: 11.1.1


	
新規デプロイメント・プロファイルを作成するには:

	
「ポータル」プロジェクトを右クリックし、「新規」を選択します。


	
「新規ギャラリ」ダイアログで、「一般」→「デプロイメント・プロファイル」→「共有ライブラリJARファイル」を選択して、「OK」をクリックします。


	
「デプロイメント・プロファイルの作成」ダイアログで、「デプロイメント・プロファイル名」フィールドにプロファイル名を入力して「OK」をクリックします。


	
「JARデプロイメント・プロファイルのプロパティの編集」ダイアログで、manifestファイルを含めるチェック・ボックスが選択されていることを確認します。


	
「追加のmanifestファイルをMANIFEST.MFにマージ」セクションで、「追加」ボタンを使用して、trinidad-skins.xmlと必要なスキンCSSファイルを共有ライブラリに追加します。


	
「OK」をクリックします。


	
「プロジェクト・プロパティ」ダイアログで、「OK」をクリックします。





	
「ポータル」プロジェクトを右クリックし、「デプロイ」を選択し、JAR共有ライブラリのデプロイメント・プロファイル名を選択します。


	
「デプロイ」ダイアログで、「Weblogicアプリケーション・サーバーにデプロイ」を選択して「次へ」をクリックします。


	
ポートレット・プロデューサをホストするWebLogic Serverを選択し、「次へ」をクリックします。


	
「共有ライブラリとしてデプロイ」が選択されていることを確認し、「終了」をクリックします。


	
Portal Frameworkアプリケーションとポートレット・プロデューサ・アプリケーションの両方で、カスタム・スキン共有ライブラリを参照するように/META-INF/weblogic-application.xmlを更新します。


            <library-ref>
                <library-name>Custom_Library_Name</library-name>
                <specification-version>Library_Version</specification-versi   on>
              </library-ref>


	
Portal Frameworkアプリケーションとポートレット・プロデューサ・アプリケーションの両方を再デプロイします。

これでカスタム・スキンをこのアプリケーション間で共有できます。







	
注意:

カスタム・スキン共有ライブラリはデプロイする必要があり、実際のスキン共有が実現されるには、WebLogic Serverコンソールで「アクティブ」と表示されている必要があります。共有ライブラリJARになんらかの問題がある場合(不適切なマニフェスト、不正なバージョンなど)、デプロイ済共有ライブラリはWebLogic Serverコンソールで「アクティブ」とは表示されません。










	
注意:

複数のスキン・ファイルがある場合、すべてのスキン・アーティファクトを1つの共有ライブラリJARに格納して、2つのtrinidad-skins.xmlファイルを1つのファイルに統合できます。この共有ライブラリはすべてのカスタム・スキン開発で引き続き使用できます。












13.8 スキンでの問題のトラブルシューティング

この項では、スキンの使用中に発生する可能性のある問題のトラブルシューティングに役立つ情報を提供します。


問題

アプリケーションで、設計時に加えたスキンの変更内容が反映されません。


解決方法

開発時にスキンを変更した後、サーバーを再起動せずにCSSの変更内容を確認できます。CHECK_FILE_MODIFICATIONコンテキスト・パラメータは、スキンのタイムスタンプをチェックして、スキンが変更されていればリロードするようサーバーに要求します。この設定は、反復開発がアプリケーションで有効になっていると、自動的にtrueに設定されます。反復開発が無効になっている場合には、次の例で示すように、WEB-INF/web.xmlでCHECK_FILE_MODIFICATIONがtrueに設定されていることを確認します。


<context-param>
<param-name>org.apache.myfaces.trinidad.CHECK_FILE_MODIFICATION</param-name>
<param-value>true</param-value>
</context-param>



問題

スキンのCSSファイルをブラウザで開くと、スキン・セレクタがエンコードされ圧縮された状態で表示されます。


解決方法

デフォルトでは、CSSファイルのクラス名は、ファイルの全サイズを削減するために圧縮されています。したがって、たとえばFirefoxのFirebug拡張子のスキン・セレクタは、元の名前との関連がほとんどないエンコードされた値になっています。たとえば、CSSファイルには次のようなエントリが含まれていることがあります。


 .x123 {color: #534741}


圧縮が無効となっているときにCSSファイルを調べる方が簡単です。圧縮を無効化するには、次のコードで示すように、WEB-INF/web.xmlでDISABLE_CONTENT_COMPRESSIONコンテキスト・パラメータの値をtrueに設定します。


<context-param>
<param-name>org.apache.myfaces.trinidad.DISABLE_CONTENT_COMPRESSION</param-name>
<param-value>true</param-value>
</context-param>


圧縮が無効になると、エントリは次のようになります。


.af_panelFormLayout_label-cell
{
color: #534741
}


パフォーマンスの向上には、本番環境でCSSの圧縮を有効にすることをお薦めします。CSS圧縮を無効にすると、次の問題のシナリオで説明するように、スキンの不一致につながる場合があります。


問題

ポートレットが含まれるページを実行すると、ポートレットがスタイルや形式なしでレンダリングされます。


解決方法

アプリケーションでADFアプリケーションに基づいたポートレットを使用すると、ポートレット・プロデューサはアプリケーションのスキンを一致させようとします。スキンが一致すると、プロデューサはアプリケーションのスキンを使用します。

スキン圧縮はスキンを一致させるときには考慮されません。スキン圧縮設定が異なるがスキンが一致する場合、プロデューサは".x123"のようなIDを返し、アプリケーションでこれらの値が見つけられることを期待しますが、アプリケーションは".af_panelFormLayout_label-cell"のような値を返す場合があります。したがって、スタイルが見つからず、ポートレットのレンダリングに失敗します。

アプリケーションとポートレット・プロデューサは、同じスキンは圧縮の設定を使用する必要があります。アプリケーションで圧縮されていないスキンを使用したら、ポートレット・プロデューサでも圧縮されていないスキンを使用する必要があります。


問題

MDSフォルダ構造(oracle/webcenter/portalapp)内のスタイルシート・ファイル(CSS)が、trinidad-skins.xmlで指定されているように有効になりません。


解決方法

MDSフォルダ構造内のスタイルシート・ファイル(CSS)では、次の例で示すように、trinidad-skins.xml内のパスに接頭辞"mds:"を付けてください。


<skin>
   <id>myskin2.desktop</id>
   <family>myskin2</family>
   <render-kit-id>org.apache.myfaces.trinidad.desktop</render-kit-id>
 <style-sheet-name>mds:/oracle/webcenter/portalapp/css/skin.css</style-sheet-name>
   <extends>fusion.desktop</extends>
</skin>



問題

WebLogicのログ出力に、次のメッセージが含まれています。


<SkinFactoryImpl> <getSkin> Cannot find a skin that matches family portal and version 1.1. We will use the skin portal.desktop



解決方法

アプリケーションのtrinidad-config.xmlファイルを編集し、<skin-version>要素を削除します。


<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
<trinidad-config xmlns="http://myfaces.apache.org/trinidad/config">
  <skin-family>#{preferenceBean.defaultTrinidadSkin}</skin-family>
  <skin-version)v1.1</skin-version>
</trinidad-config>












9 ポータル・リソース管理の概要


この章では、WebCenter Portal Frameworkアプリケーションで使用できる様々なポータル・リソースと、それらに対して実行できるいくつかの一般的な操作について説明します。ポータル・リソースには、ナビゲーション・モデル、ページ・テンプレート、ページ・スタイル、リソース・カタログなどが含まれます。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第9.1項「ポータル・リソースの概要」


	
第9.2項「ポータル・リソースの作成」


	
第9.3項「ポータル・リソースの編集」


	
第9.4項「ポータル・リソースの削除」


	
第9.5項「実行時のポータル・リソースの使用」


	
第9.6項「ラウンドトリップ開発での作業」


	
第9.7項「WebCenter Portalリソースの使用」







	
ヒント:

ポータル・リソースは、アセットと呼ばれる場合もあります。









9.1 ポータル・リソースの概要

Portal Frameworkアプリケーションでは、ポータルの構造、ルック・アンド・フィールおよびコンテンツを定義するための次のポータル・リソースを提供します。

	
ページ・テンプレートは、ページ・コンテンツ周辺のインタフェースを定義し、ページ・グループ間で一貫したフック・アンド・フィールが適用されるようにします。詳細は、第11章「ページ・テンプレートの開発」を参照してください。


	
ナビゲーション・モデルは、ページ、コンテンツ・リポジトリ、外部Webページなど、複数のソースからの情報をまとめてリンクする方法を定義します。詳細は、第10章「ナビゲーション・モデルの開発」を参照してください。


	
リソース・カタログは、ユーザーがページ、ページ・テンプレートおよびタスク・フローに追加できるコンポーネントを定義します。詳細は、第14章「リソース・カタログの開発」を参照してください。


	
スキンは、色やフォントなど、特定のポータルまたはアプリケーション全体の外観およびルック・アンド・フィールを定義します。詳細は、第13章「スキンの開発」を参照してください。


	
ページ・スタイルは、新規作成されたページのレイアウトを定義し、ページでサポートされるコンテンツ・タイプを示す場合もあります。詳細は、第12.2項「ページ・スタイルの開発」を参照してください。


	
コンテンツ・プレゼンタ表示テンプレートは、コンテンツを表示するためのテンプレートを定義します。詳細は、第27章「コンテンツ・プレゼンタ表示テンプレートの作成」を参照してください。


	
タスク・フロー・スタイルは、実行時に使用され、データ・コントロールを表示するためデータ・プレゼンタを使用して作成されるタスク・フローのレイアウトを定義します。詳細は、第12.3項「タスク・フロー・スタイルの開発」を参照してください。









9.2 ポータル・リソースの作成

ポータル・リソースの作成プロセスは、ポータル・リソースのタイプにより異なります。

表9-1に、様々なポータル・リソースの作成に関する詳細の参照先を示します。


表9-1 ポータル・リソースの作成

	ポータル・リソース	詳細
	
ページ・テンプレート

	
第11.3項「ページ・テンプレートの作成」



	
ナビゲーション・モデル

	
第10.2項「ナビゲーション・モデルの作成」



	
リソース・カタログ

	
第14.2項「リソース・カタログの作成」



	
スキン

	
第13.3項「スキンの作成」



	
ページ・スタイル

	
第12.2.1項「ページ・スタイルを作成する方法」



	
コンテンツ・プレゼンタ表示テンプレート

	
第27.3項「コンテンツ・プレゼンタ表示テンプレートの作成」



	
タスク・フロー・スタイル

	
第12.3.1項「タスク・フロー・スタイルを作成する方法」













9.3 ポータル・リソースの編集

ポータル・リソースの編集プロセスは、ポータル・リソースのタイプにより異なります。

表9-2に、様々なポータル・リソースの編集に関する詳細の参照先を示します。


表9-2 ポータル・リソースの編集

	ポータル・リソース	詳細
	
ページ・テンプレート

	
第11.4項「ページ・テンプレートの編集」



	
ナビゲーション・モデル

	
第10.3項「ナビゲーション・モデルの編集」



	
リソース・カタログ

	
第14.3項「リソース・カタログの編集」



	
スキン

	
第13.4項「スキンの編集」



	
ページ・スタイル

	
第12.2.1項「ページ・スタイルを作成する方法」



	
コンテンツ・プレゼンタ表示テンプレート

	
第27.3項「コンテンツ・プレゼンタ表示テンプレートの作成」



	
タスク・フロー・スタイル

	
第12.3.1項「タスク・フロー・スタイルを作成する方法」













9.4 ポータル・リソースの削除

ポータル・リソースが不要になった場合は、これを削除できます。




	
注意:

ポータル・リソースを削除する前に、それが使用されていないことを確認する必要があります。削除するポータル・リソースとしてマークされると、そのリソースは使用中であっても削除されます。







ポータル・リソースを削除するには

	
アプリケーション・ナビゲータで、削除するポータル・リソースを右クリックし、「削除」を選択します。


	
「削除の確認」ダイアログによって、アプリケーション内でそのポータル・リソースが使用されているかどうかが識別されます。詳細を表示するには、「使用方法の表示」をクリックします。

この情報を使用して、ポータル・リソースを本当に削除するのかどうかを決断できます。


	
続行してナビゲーション・モデルを削除するには、「はい」をクリックします。操作を取り消す場合は、「いいえ」をクリックします。









9.5 実行時のポータル・リソースの使用




	
ヒント:

実行時、ポータル・リソースは、アセットと呼ばれます。







ポータルは、常に進化しているアプリケーションです。ポータルの初期フレームワークがデプロイメントの前に設計されますが、これは実際には起点の役割を担います。ポータルの設計は、ポータルの実際のユーザーによって拡張されていくことが多いです。

この実行時リソース管理では、次のことを行えます。

	
実行時開発: ページ、スキン、データ・コントロールなどのポータル・リソースを実行時に作成することによって、デプロイ後もポータルの開発を続けます。詳細は、第9.5.1.5項「実行時のアセット・ページの使用方法」を参照してください。


	
ラウンドトリップ開発: デプロイ済ポータルからJDeveloperにポータル・リソースをプルして、さらに開発してから、拡張したリソースを実行中アプリケーションにアップロードして戻します。詳細は、第9.6項「ラウンドトリップ開発での作業」を参照してください。


	
反復開発 - 実行中のポータルに、アプリケーションの再デプロイや再起動の必要なく、JDeveloperからメタデータのみのリソースを取り込んで表示する、新しく強化された表示方法を提供します。詳細は、第2.3.1項「Portal Frameworkアプリケーションでの反復開発の準備」を参照してください。


	
WebCenter Portalの拡張: JDeveloperでWebCenter Portalの新規リソースを構築および管理して、それらのリソースを実行時ポータルに配布できるように定期的にパッケージ化します。詳細は、第55.1項「WebCenter Portalのアセットの開発」を参照してください。




Portal Frameworkアプリケーションでは、実行時管理コンソールの「アセット」ページより、実行時ポータル・リソース管理を有効にします。管理コンソールを使用すると、適切な権限のあるユーザーは、アプリケーションのデプロイ後もポータルの開発を続けられます(図9-1)。


図9-1 実行時管理コンソールの「アセット」ページ

[image: 図9-1の説明が続きます]





実行時、適切な権限を持つユーザーは、次のリソースを作成および管理できます。

	
ページ


	
ページ・テンプレート


	
ナビゲーション・モデル


	
リソース・カタログ


	
スキン


	
ページ・スタイル(既存のページ・スタイルをコピーすることによってのみ、実行時に作成可能)


	
コンテンツ・プレゼンタ表示テンプレート(実行時には作成不可)


	
タスク・フロー・スタイル(既存のタスク・フロー・スタイルをコピーすることによってのみ、実行時に作成可能)


	
タスク・フロー


	
データ・コントロール




実行時管理コンソールの「アセット」ページを使用することにより、ユーザーはポータル・リソースまたはアプリケーション全体をランタイム環境からダウンロードし、それらをJDeveloperで編集して、デプロイ済のアプリケーションにアップロードして戻すこともできます。

ユーザーは、JDeveloperで最初からポータル・リソースを作成して、それをアーカイブ・ファイルにエクスポートし、デプロイ済ポータルにアップロードすることもできます。これは、WebCenter Portalで使用するために、完全に機能するポータル・リソースを追加で作成する場合のきわめて有用な方法です。

このプロセスは、ラウンドトリップ開発と呼ばれます。詳細は、第9.6項「ラウンドトリップ開発での作業」を参照してください。



9.5.1 ポータル・リソースの実行時管理の有効化

アプリケーションの「アセット」ページにポータル・リソースを公開することによって、ポータル管理者が実行時にそれらを管理できるようにすることが可能です。

WebCenter Portal Frameworkアプリケーション・テンプレートを使用してアプリケーションを作成した場合、「アセット」ページが実行時管理コンソールの一部として自動的に用意されます。

必要に応じて、「アセット」ページをアプリケーション内の別のページに追加でき、これは、「リソース・タイプのリスト」タスク・フローを対象ページに追加することによって実行できます。

ポータル・リソースを「アセット」ページに公開し、実行時管理を可能にするには、そのリソースをアプリケーション・プロジェクトのoracle/webcenter/portalappディレクトリの下に配置し、ポータル・リソースとして明示的に識別されるようにする必要があります。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第9.5.1.1項「「アセット」ページをページに追加する方法」


	
第9.5.1.2項「ポータル・リソースを「アセット」ページに組み込む方法」


	
第9.5.1.3項「ポータル・リソースのプロパティを更新する方法」


	
第9.5.1.4項「ポータル・リソースを「アセット」ページから削除する方法」


	
第9.5.1.5項「実行時の「アセット」ページの使用方法」






9.5.1.1 「アセット」ページをページに追加する方法

WebCenter Portal Frameworkアプリケーション・テンプレートを使用して作成されたアプリケーションの場合、「アセット」ページは、実行時管理コンソールの一部としてそのまま使用可能です(図9-1)。

さらに、「アセット」ページをアプリケーション内の任意のページに追加できます。これは、WebCenter Portal Frameworkアプリケーション・テンプレートを使用しないため、実行時管理コンソールがプロジェクトに含まれていない場合に特に有用です。

ページに「アセット」ページを追加する場合、ページの表示アクセス権を持つすべてユーザーがその「アセット」ページを表示し、リソース・プロパティの表示、リソースのプレビューなどのポータル・リソースに関する表示関連操作を実行できます。ユーザーが新しいリソースの作成、リソースの編集、リソースの削除など、ポータル・リソースに関する他の操作を実行できるようにするには、使用するポータル・リソースのタイプに関する適切な権限を持っている必要があります。これらの権限は、ロール・マネージャ・タスク・フローを使用してプロビジョニングできます。詳細は、第74.4項「ロール・マネージャ・タスク・フローの使用」を参照してください。




	
ヒント:

Administratorロールには、デフォルトで、「アセット」ページで使用可能なすべてのポータル・リソース・タイプに対する管理アクセス権があります。







「アセット」ページを追加するには:

	
「アセット」ページを追加するページを開きます。


	
「リソース・パレット」で「WebCenter Portal - サービス・カタログ」を開き、「タスク・フロー」を開きます。


	
「アセット・タイプのリスト」タスク・フローを選択して、それをページ上の目的の場所にドラッグします。


	
表示されたメニューから、「リージョン」を選択します。

アセット・ページ・ライブラリをプロジェクトに追加するよう要求される場合があります。「ライブラリの追加」をクリックして確認します。


	
「アセット」ページがページに追加されます。


	
ユーザーが実行時にポータル・リソースをアップロードおよびダウンロードできるようにするには、アセット・ページ・タスク・フローが含まれるフォームのusesUploadプロパティをtrueに設定する必要があります。


<af:form id="f1" usesUpload="true">









9.5.1.2 ポータル・リソースを「アセット」ページに組み込む方法

ポータル・リソースを「アセット」ページに組み込み、実行時管理を可能にするには、そのリソースをポータル・リソースとして明示的に識別する必要があります。

ナビゲーション・モデルおよびリソース・カタログの場合、ポータル・リソースとして作成チェック・ボックスを選択することにより、最初にリソースを作成するときにポータル・リソースとして識別するオプションがあります。ページ・テンプレートやスキンなど、その他のリソースの場合は、リソースの作成後にそのリソースをポータル・リソースとして識別する必要があります。

ポータル・リソースを「アセット」ページに組み込むには:

	
アプリケーション・ナビゲータで、「アセット」ページに組み込むポータル・リソースを右クリックし、「ポータル・リソースの作成」を選択します。




	
注意:

ポップアップ・メニューに「ポータル・リソースの作成」オプションが表示されない場合は、そのリソースがoracle/webcenter/portalappディレクトリの下にないということです。リソースを適切なディレクトリに移動するには、リソースを右クリックして、「リファクタ」を選択し、「移動」を選択します。








	
「ポータル・リソースの作成」ダイアログ(図9-2)の「表示名」フィールドで、必要に応じて名前を編集します。

これは、実行時に「アセット」ページにリスト表示される名前であるため、ユーザーが表示名からリソースを簡単に識別できるようにしておきます。


図9-2 「ポータル・リソースの作成」ダイアログ

[image: 図9-2の説明が続きます]





	
「リソース・タイプ」フィールドでは、「アセット」ページに組み込まれているリソースの種類が特定されます。このフィールドを編集することはできません。


	
「アイコンURL」フィールドに、ポータル・リソースのグラフィカル表現として使用するイメージのパスとファイル名を入力します。

このイメージは、ページ・スタイルで、「ページの作成」ダイアログに表示するアイコンを指定するためだけに使用されます。


	
「説明」フィールドに、ポータル・リソースの説明を入力します。この説明は、ユーザーがこのリソースをアプリケーションで使用するかどうかを決める際の助けとなるものにする必要があります。

この説明は、「アセット」ページのポータル・リソースの名前の下に表示されます。


	
ポータル・リソースでサポートされる追加属性の値を指定します。


	
ポータル・リソースのリソースレベル・セキュリティを指定する場合は、「セキュリティ」タブをクリックします。そうしない場合は、手順11に移ります。

リソースレベル・セキュリティでは、個々のポータル・リソースのアプリケーションレベル・セキュリティをオーバーライドして、実行時にリソースの編集および削除を実行できるユーザーまたはグループを指定できます。


	
「デフォルトのアクセス・ポリシーをオーバーライド」(図9-3)を選択します。


図9-3 「ポータル・リソースの作成」の「セキュリティ」タブ

[image: 図9-3の説明が続きます]





	
「新規ロールへの権限の追加」アイコン(プラス記号で表される)をクリックし、権限を付与するロールを選択します。


	
実行時のポータル・リソースへの完全なアクセス権を付与するには、「管理」チェック・ボックスを選択します。このロールを有するユーザーは、このポータル・リソースを編集および削除できます。

実行時にポータル・リソースを編集する権限を付与するには、「更新」チェック・ボックスを選択します。このロールを有するユーザーは、このポータル・リソースを編集できますが、削除はできません。




	
注意:

ユーザーには、「アセット」ページにアクセスするための適切な権限も必要です。詳細は、第9.5.1.1項「「アセット」ページをページに追加する方法」を参照してください。








	
「OK」をクリックします。

ポータル・リソースが「アセット」ページに公開され、適切な権限を持つユーザーは実行時にリソースを管理できます。









9.5.1.3 ポータル・リソースのプロパティを更新する方法

「アセット」ページで公開されているポータル・リソースの詳細を更新できます。

ポータル・リソースのプロパティを更新するには:

	
アプリケーション・ナビゲータで、編集するポータル・リソースを右クリックし、「ポータル・リソースの更新」を選択します。


	
「ポータル・リソースの更新」ダイアログで、必要に応じて各フィールドを編集します。

このダイアログのフィールドの詳細は、第9.5.1.2項「ポータル・リソースを「アセット」ページに組み込む方法」を参照してください。


	
完了したら「OK」をクリックします。









9.5.1.4 ポータル・リソースを「アセット」ページから削除する方法

ユーザーが実行時に特定のポータル・リソースを管理できるようにする必要がなくなった場合、そのリソースを「アセット」ページから削除できます。

ポータル・リソースを「アセット」ページから削除するには:

	
アプリケーション・ナビゲータで、削除するポータル・リソースを右クリックし、「ポータル・リソースの削除」を選択します。


	
「ポータル・リソースの削除」ダイアログで、「はい」をクリックして、「アセット」ページからポータル・リソースを削除することを確認します。

ポータル・リソースが「アセット」ページから削除され、実行時に管理できなくなります。ポータル・リソース自体は削除されないため、Portal Frameworkアプリケーション内では引き続き使用できます。









9.5.1.5 実行時の「アセット」ページの使用方法

実行時に、「アセット」ページは、ポータルに使用できるリソースの管理ツールへのアクセスを提供します。たとえば、管理者は、新規ポータル・リソース(ナビゲーション・モデル、ページ・テンプレート、スキンなど)の作成、既存のリソースの編集、他のアプリケーションからエクスポートしたリソースのアップロードなどを実行できます。

実行時管理コンソールの「アセット」ページを使用して実行時にポータル・リソースを管理する方法については、『Oracle WebCenter Portalの管理』のPortal Frameworkアプリケーションのアセットの管理に関する項を参照してください。










9.6 ラウンドトリップ開発での作業

ポータル・リソースの実行時管理を有効にする場合、これらのリソースをJDeveloperにプルして戻せるようにできます。たとえば、ユーザーが実行時に新しいナビゲーション・モデルをポータルに追加する場合、JDeveloperでそれをさらに調整できます。これを実行するには、「アセット」ページを使用して、デプロイ済アプリケーションからポータル・リソースをダウンロードする必要があります。その後、ポータル・リソースをJDeveloperにインポートし、開発作業を実行し、リソースをエクスポートして、最終的にデプロイ済アプリケーションにアップロードして戻すことができます。これは、ラウンドトリップ開発と呼ばれます。

このプロセスは、WebCenter Portalを含め、「アセット」ページが組み込まれているあらゆるデプロイ済Portal Frameworkアプリケーションのポータル・リソースに対して実行できます。




	
注意:

Oracle WebCenter PortalにはJDeveloperプロジェクト(WebCenterSpacesResources)が用意されており、WebCenter Portalのポータル・リソースの開発に利用できます。第55章「JDeveloperを使用したWebCenter Portalのコンポーネントの開発」には、WebCenterSpacesResourcesプロジェクトを使用してWebCenter Portalで使用するリソースを構築する方法が記載されています。







ラウンドトリップ開発のプロセスは、次のように機能します。

	
JDeveloperでPortal Frameworkアプリケーションを構築します


	
アプリケーションをデプロイします


	
ポータル・リソースを追加または編集し、実行時にアプリケーションにコンテンツを追加します


	
「アセット」ページを使用して、ポータル・リソースをEARファイルにダウンロードします

第9.6.1項「「アセット」ページを使用してポータル・リソースをダウンロードする方法」を参照してください。


	
EARファイルをJDeveloperにインポートします

第9.6.2項「ポータル・リソースをJDeveloperにインポートする方法」を参照してください。


	
JDeveloperでポータル・リソースを編集します


	
ポータル・リソースをEARファイルにエクスポートします

第9.6.3項「ポータル・リソースをJDeveloperからエクスポートする方法」を参照してください。


	
「アセット」ページを使用して、ポータル・リソースをデプロイ済アプリケーションにアップロードします

第9.6.4項「「アセット」ページを使用してリソースをアップロードする方法」を参照してください。


	
手順3から繰り返します。




さらに、アプリケーションのデプロイ後に、開発者はJDeveloperで引き続きリソースを作成および編集でき、それらのリソースをデプロイ済アプリケーションに定期的にアップロードできます。

図9-4は、前述のラウンドトリップ開発プロセスを示しています。


図9-4 ラウンドトリップ開発

[image: 図9-4の説明が続きます]





この項の内容は、次のとおりです。

	
第9.6.1項「「アセット」ページを使用してポータル・リソースをダウンロードする方法」


	
第9.6.2項「ポータル・リソースをJDeveloperにインポートする方法」


	
第9.6.3項「ポータル・リソースをJDeveloperからエクスポートする方法」


	
第9.6.4項「「アセット」ページを使用してリソースをアップロードする方法」







	
注意:

JDeveloperで作成し、JDeveloperからエクスポートしたタスク・フローをデプロイ済アプリケーション(またはWebCenter Portal)にアップロードすることはできませんが、実行時に作成したタスク・フローをJDeveloperにインポートし、変更してランタイム・アプリケーションにエクスポートして戻すことは可能です。タスク・フローのインポート、変更およびエクスポートの手順は、タスク・フロー・スタイルのものと同じです。このため、この項で示したエクスポート、インポートおよび編集の各タスクは、タスク・フローおよびタスク・フロー・スタイルに適用できます。
カスタム・タスク・フローの追加とエクスポートの詳細は、第15.4項「ページへのカスタム・タスク・フローの追加」を参照してください。











9.6.1 「アセット」ページを使用してポータル・リソースをダウンロードする方法

ポータル・リソースをJDeveloperで編集する場合、まず、デプロイ済アプリケーションで「アセット」ページを使用して、リソースのメタデータすべてを格納するEARファイルにポータル・リソースをダウンロードする必要があります。

この方法については、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアセットのダウンロードに関する項を参照してください。






9.6.2 ポータル・リソースをJDeveloperにインポートする方法

EARファイルがある場合、これをJDeveloperにインポートし、ここでポータル・リソースを編集できます。




	
注意:

Portal Frameworkアプリケーションまたは適切なテクノロジ・スコープが含まれるアプリケーションにポータル・リソースをインポートする必要があります。










	
注意:

ポータル・リソースをJDeveloperにインポートする場合、リソースがすでに存在するときは、JDeveloper内のリソースがアーカイブからのリソースで上書きされます。元のリソースは一時的な場所に保存され、それはログで確認できます。







ポータル・リソースをJDeveloperにインポートするには:

	
アプリケーション・ナビゲータで、リソースのインポート先のアプリケーションの「ポータル」プロジェクトを右クリックして、「ポータル・リソースのインポート」を選択します。


	
「ポータル・リソースのインポート」ダイアログ(図9-5)の「インポート・アーカイブ・ファイル名」フィールドで、インポートするポータル・リソースが含まれるアーカイブ・ファイルを入力するか参照します。


図9-5 「ポータル・リソースのインポート」ダイアログ

[image: 図9-5の説明が続きます]





	
「OK」をクリックします。







	
注意:

ポータル・リソースで表示されたり参照されるアーティファクト(アイコンやイメージなど)は、ポータル・リソースがダウンロードされる際にはアーカイブ内に含まれません。ポータル・リソースをインポートする場合には、依存アーティファクトを手動で管理して移動する必要があります。ポータル・リソース・アーティファクトをコンテンツ・サーバーで専用のフォルダ構造を使用して、必要に応じてコンテンツを簡単に識別したり移動したりできるようにすることをお薦めします。
MDS内にアーティファクトを格納しているレガシー・ポータル・リソースを管理している場合には、依存アーティファクトをコンテンツ・サーバーに再配置することをお薦めします。ただし、MDSに格納されたアーティファクトを移動させる必要がない場合、管理者は、MDS WLSTコマンドexportMetadataおよびimportMetadataを使用できます。














9.6.3 ポータル・リソースをJDeveloperからエクスポートする方法

ポータル・リソースの編集後に、それをエクスポートして、デプロイ済アプリケーションにアップロード可能なEARファイルを作成する必要があります。

ポータル・リソースをJDeveloperからエクスポートするには:

	
アプリケーション・ナビゲータで、エクスポートするリソースを右クリックし、「ポータル・リソースのエクスポート」を選択します。




	
注意:

ポップアップ・メニューに「ポータル・リソースのエクスポート」オプションが表示されない場合は、そのリソースがポータル・リソースではないということです。リソースをポータル・リソースとして作成する方法は、第9.5.1.2項「ポータル・リソースを「アセット」ページに組み込む方法」を参照してください。








	
「ポータル・リソースのエクスポート」ダイアログ(図9-6)の「エクスポート・アーカイブ・ファイル名」フィールドで、エクスポート・ファイルのパスおよびファイル名を入力するか参照します。

既存のファイルを選択した場合、そのファイルのコンテンツは上書きされます。


図9-6 「ポータル・リソースのエクスポート」ダイアログ

[image: 図9-6の説明が続きます]





	
「OK」をクリックします。

エクスポート・アーカイブには、JSPXファイルやページ定義など、リソースを構成するファイルが含まれています。アーカイブには、generic-site-resources.xmlファイルおよびエクスポートされたリソースに関する情報のみが含まれるレジストリ・ファイルも含まれています。







	
注意:

ポータル・リソースで表示されたり参照されるアーティファクト(アイコンやイメージなど)は、アーカイブ内に含まれません。ポータル・リソースをアップロードする場合には、依存アーティファクトを手動で管理して移動する必要があります。ポータル・リソース・アーティファクトをコンテンツ・サーバーで専用のフォルダ構造を使用して、必要に応じてコンテンツを簡単に識別したり移動したりできるようにすることをお薦めします。
MDS内にアーティファクトを格納しているレガシー・ポータル・リソースを管理している場合には、依存アーティファクトをコンテンツ・サーバーに再配置することをお薦めします。ただし、MDSに格納されたアーティファクトを移動させる必要がない場合、管理者は、MDS WLSTコマンドexportMetadataおよびimportMetadataを使用できます。














9.6.4 「アセット」ページを使用してリソースをアップロードする方法

最後の手順では、更新済リソースのEARファイルを取得し、「アセット」ページを使用してリソースをデプロイ済アプリケーションにアップロードして戻します。

この方法については、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアセットのアップロードに関する項を参照してください。








9.7 WebCenter Portalリソースの使用

WebCenter Portalは、ポータルの構築、ソーシャル・ネットワーキング、通信、コラボレーションおよび個人の生産性に対して最新のテクノロジを提供するWebベースのアプリケーションです。WebCenter Portalには、ユーザーがポータルで利用できる様々な組込みポータル・リソースがデフォルトで用意されています。これらの組込みポータル・リソースがユーザーの要件を満たさない場合には、アプリケーション管理者がWebCenter Portal内でさらにリソースを作成できます。詳細は、『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』のアセットの作成に関する項を参照してください。




	
ヒント:

WebCenter Portalでは、ポータル・リソースは、アセットと呼ばれます。







場合によっては、必要な機能をすべて提供するポータル・リソースの作成に必要なコントロールが、WebCenter Portalによって提供されないこともあります。そのような場合、もともとWebCenter Portalで作成したポータル・リソースをJDeveloperに移して編集し、WebCenter Portalにアップロードして戻すことが可能です。

また、ページ・スタイルやタスク・フロー・スタイルなど、WebCenter Portalで使用される一部のポータル・リソースは、WebCenter Portalでは作成できません。かわりにこれらのリソースは、JDeveloperで作成し、エクスポートしてWebCenter Portalにアップロードする必要があります。

Oracle WebCenter Portalには特別なJDeveloperプロジェクト(WebCenterSpacesResources)が用意されており、WebCenter Portalで使用するポータル・リソースの開発に利用できます。詳細は、第55.1項「WebCenter Portalのアセットの開発」を参照してください。

JDeveloperでWebCenter Portalリソースを使用している場合、次の点を考慮してください。


ナビゲーション・モデル

	
WebCenter Portalナビゲーション・モデルで必要なすべてのリソースは、WebCenter Portal内に存在します。したがって、WebCenter Portalナビゲーション・モデルを再構成して少し編集するには、JDeveloperを使用するだけで済みます。最初に、WebCenter Portalで可能なかぎりのナビゲーション・モデルを作成し、必要なリソースを追加する必要があります。その後、JDeveloperを使用してリソースの順番を調整し、すべての必要な属性とパラメータを設定できます。


	
JDeveloperを使用してWebCenter Portalナビゲーション・モデルにリソースを追加する場合には、リソースの「プロパティの表示」ダイアログにアクセスしてWebCenter Portalからリソースのパスを取得する必要があります。詳細は、『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』のアセットに関する情報の表示に関する項を参照してください。


	
リソースをWebCenter Portalナビゲーション・モデルに追加する際には、リソースへのパスを手動で入力する必要があります。「参照」アイコンは使用できません。たとえば、ページへのリンクを入力するには、WebCenter PortalでページのIDを識別し、次にpage://pathToXmlFileのように値を手動で入力する必要があります。





ページ・テンプレート

	
ページ・テンプレートには、contentというファセット定義を含める必要があります。


	
ページ・テンプレートには、class="WCPGTEMPLATE"と指定されたUIコンポーネントを少なくとも1つ含める必要があります。スキンを実行時に編集することによって、基本タブでテンプレートの背景をターゲットにすることができますが、それは現行スタイルによります。














第IX部


WebCenter PortalおよびPortal Frameworkアプリケーションの拡張


第IX部の内容は次のとおりです。

	
第53章「Oracle WebCenter Portal REST APIの使用」


	
第54章「他のOracleアプリケーションの統合」


	
第55章「JDeveloperを使用したWebCenter Portalのコンポーネントの開発」


	
第56章「WebCenter Portalとの統合」











57 ポートレットの概要


この章では、ポートレットの概要を示しポートレットの使用方法を説明します。また、ポートレットの構造およびポートレットを作成するために使用できるリソースについて説明します。また、この章では、どのポートレット構築テクノロジが最もニーズを満たすかを簡単に判断できるように、機能、テクノロジおよびツールについても説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第57.1項「ポートレットの概要」


	
第57.2項「ポートレットの構造」


	
第57.3項「ポートレット・リソース」


	
第57.4項「ポートレット開発」






57.1 ポートレットの概要

ポートレットは再利用可能なWebコンポーネントで、多数の異なるソースからコンテンツを描画できます。ポートレットには静的HTMLコンテンツから、複雑なWebサービスや処理負荷の高いアプリケーションのためのJavaのコントロールまで、あらゆるものを含めることができます。


図57-1 サンプルの宝くじポートレット

[image: 図57-1の説明が続きます]





ポートレットは、複数のソースからのデータを意味のある関連した方法で提示する手段を提供します。ポートレットでは、他のWebサイトからの抜粋の表示、主要情報のサマリーの生成、検索の実行および多様なデータ・ソースの情報を収集したコレクションへのアクセスなどを実行できます。様々なポートレットを単一のページに配置できるため、ユーザーはコンテンツが実際には複数のソースからのものであっても単一のソースとして利用できます。

ポートレットはイベントやその他の手法を使用して相互に通信することもできます。また、単一のポートレットが複数のインスタンスを持つこともできます。つまり、単一のポータル内の、さらには複数のポータルにまたがる様々なページ上に表示できます。ページ設計者はそれぞれの関係者のニーズに合せてポートレットをカスタマイズできます。正しい権限を持つエンド・ユーザーはさらに独自の要件に合せてポートレットをパーソナライズできます。

Oracle WebCenter Portalは、業界標準であるJSR 286を使用してポートレットの開発をサポートします。また、Oracle JSF Portlet Bridgeを使用して既存のJSFアプリケーションからポートレットを作成することもできます。詳細は、第57.3項「ポートレット・リソース」を参照してください。






57.2 ポートレットの構造

ポートレットの構造とは、ページ上でのポートレットの視覚的な表現です。図57-2は、WebCenter Portal Frameworkアプリケーションの標準的なポートレットに表示されるポートレットの構造の側面を示しています。同じポートレットでも別のアプリケーションに表示された場合は違って見えることがあるので注意してください。


図57-2 代表的なポートレットの構造を示すサンプル・ポートレット

[image: 図57-2の説明が続きます]





代表的なポートレットの構造の主な側面(図57-2に示されているのはその一部です)は次のとおりです。

	
ポートレット・クロム - ヘッダー、シャドウ、サイズ変更、「アクション」メニュー、アイコンを含む、ポートレットを囲む様々な種類の飾りの総称。


	
ポートレット・ヘッダー - ポートレット・アイコン、タイトル、「アクション」メニュー、「カスタマイズ」アイコン、および「パーソナライズ」アイコンを表示するポートレットの領域。


	
ポートレット・アイコン - ポートレットを視覚的に特定するためのポートレット・ヘッダー内の小さいイメージ。


	
ポートレット・タイトル - ポートレットの目的を示すポートレット・ヘッダー内のテキスト。エンド・ユーザーは実行時にこのタイトルをパーソナライズして特定の用途に合った、わかりやすいタイトルにすることができます。


	
パーソナライズ・アイコン - エンド・ユーザーがポートレットを変更して自分だけに見えるようにできるポートレット・ヘッダー内のアイコン。

「パーソナライズ」アイコンは、認証を受けたユーザー(つまりログインしているユーザー)にのみ表示されます。パブリック・ユーザーまたは認証を持たないユーザーには表示されません。ユーザーがポートレットの表示をパーソナライズできるようにするには、なんらかのアプリケーション・セキュリティを実装する必要があります。


	
カスタマイズ・アイコン - アプリケーション管理者が実行時にポートレットのデフォルト設定を変更できるようにするポートレット・ヘッダー内のアイコン。これらの内容はすべてのユーザーに表示されます。

典型的なカスタマイズ設定はポートレット・タイトルです。アプリケーション管理者は実行時にポートレット・ヘッダーに表示されるタイトルを決定できます。


	
処理アイコン - クリックすると「アクション」メニューを表示する、ポートレット・ヘッダー内のアイコン。


	
処理メニュー - ユーザーがポートレット上で実行できる様々な処理を一覧するメニュー。ポートレットがユーザー・レベルでキャッシュされると、ポートレットへのアクセス権限が実行され、ユーザーはポートレットをパーソナライズできます。アクションには、「移動」、「削除」、「リフレッシュ」、「上へ移動」、「下へ移動」などがあります。「処理」メニューからは、「バージョン情報」、「ヘルプ」、「構成」、「印刷」などのポートレットで使用できるその他のポートレット・モードへもアクセスできます。

ページにポートレットを追加したユーザーがポートレット・ヘッダーを表示しないことを選択した場合、「処理」メニューは、マウス・ロールオーバー上に表示されるフェードインおよびフェードアウトのツールバーに表示されます。


	
サイズ変更ハンドル - ユーザーがポートレットのサイズを変更できるようにするポートレット右下の領域。


	
スクロール・バー - ポートレットに指定された幅と高さにポートレット・コンテンツがおさまらない場合に、表示され、最初に表示されていないコンテンツへのアクセスを可能にします。


	
ポートレット・コンテンツ - ポートレット・ロジックによって決定されているポートレットの実際のコンテンツ。




ページでレンダリングされるポートレット構造は、次の2つのファクタで制御されます。

	
ポートレット開発者によって決定されるポートレットそのもののロジック。これには、ポートレットがどのポートレット・モードをサポートしているかも含まれます。


	
設計時にページにポートレットを追加したアプリケーション開発者によって決定される、ポートレットをページにバインドするポートレット・タグの属性。




たとえば、ポートレットを設計する場合、ポートレット開発者はポートレットにヘルプ・モードを実装できます。アプリケーション開発者がページにポートレットを追加する際に、ポートレット・タグ属性isHelpModeAvailableを使用して、ポートレットの「アクション」メニューに「ヘルプ」コマンドを含めるかどうかを決定できます。アプリケーション開発者がisHelpModeAvailableをfalseに設定した場合、「ヘルプ」コマンドは、ポートレット・ロジックで提供されていても「アクション」メニューには含まれません。逆に、ポートレット開発者がポートレットにヘルプ・モードを実装していない場合、isHelpModeAvailableがtrueに設定されていても、「ヘルプ」コマンドは、「アクション」メニューに表示されません。

ポートレット・タグに使用できる各種属性の詳細は、第63.6項「ポートレット・タグの属性値の設定」を参照してください。






57.3 ポートレット・リソース

アプリケーション内のポートレットは、Oracle製品やサード・パーティ・ベンダーなどの様々なソースに基づく可能性があります。また、ポートレット・リソースには、JSR 286のWebCenter PortalのJavaポートレット・ウィザードを使用して構築されたカスタム構築ポートレットも含まれます。これらのリソースはそれぞれ異なる製品機能を提供し、対象とするユーザーの経験レベルも様々です。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第57.3.1項「構築済ポートレット」


	
第57.3.2項「Java Server Faces (JSF)ポートレット」


	
第57.3.3項「カスタムJavaポートレット」


	
第57.3.4項「OmniPortlet」


	
第57.3.5項「Webクリッピング・ポートレット」


	
第57.3.6項「ポートレット・テクノロジ」


	
第57.3.7項「ポートレットとタスク・フローを使用する状況」






57.3.1 構築済ポートレット


概要

Oracleでは、ユーザーが機能をポートレットとして公開できるようにすることで、他のOracleアプリケーションとの統合を提供しています。

	
Peoplesoft - PeoplesoftアプリケーションはWSRPポートレットとして公開できます。詳細は、第54.5項「PeopleSoftアプリケーションの統合」を参照してください。


	
JD Edwards - JD Edwardsスタンドアロン・リージョンはポートレットとして公開できます。詳細は、第54.4項「JD Edwardsアプリケーションの統合」を参照してください。


	
Oracle E-Business Suite - Oracle E-Business Suiteは、Portal Frameworkアプリケーションに追加できる、アプリケーション・ナビゲータ、お気に入り、ワークリストといった複数の構築済ポートレットを提供します。詳細は、第54.3項「E-Business Suiteアプリケーションの統合」を参照してください。




他の構築済ポートレットは、オラクル社と、主要なシステム・インテグレータ、ソフトウェア・ベンダーおよびコンテンツ・プロバイダとの提携によって提供されます。


対象ユーザー

開発済の、ダウンロード可能なポートレットは、WebCenter Portalにプロデューサをダウンロード、インストールおよび登録する方法を理解しているアプリケーション開発者に最適です。これらのポートレットは、すべての経験レベルで使用可能です。


使用する場合

構築済ポートレットは、そのポートレットが提供する機能でニーズが満たされる場合や、すぐに利用できるパーソナライズのレベルで目的のタスクを十分に完了できる場合に使用します。

異なるユーザー・インタフェースが必要な場合や希望する機能のために複雑な設定が必要な場合など、ポートレットの拡張やパーソナライズが必要なときには、別の方法を検討してください。






57.3.2 Java Server Faces (JSF)ポートレット


概要

JSFポートレットは、Oracle JSF Portlet Bridgeを使用してJSFアプリケーションから作成されます。Oracle JSF Portlet Bridgeを使用すると、アプリケーション開発者は、既存のJSFアプリケーションおよびタスク・フローをJSR 286 Javaポートレットとして公開できます。Oracle JSF Portlet Bridgeは、JSFアプリケーションとWebCenter PortalなどのWSRPポートレット・コンシューマとの統合を容易にします。

JSFポートレットでは、JSFアプリケーションとは別のソース・コードは必要ありません。これらのポートレットはOracle JSF Portlet Bridgeを使用して作成されるので、アプリケーションとポートレットの両方で1つのソースを維持するだけで済みます。同様に、ポートレット化されたJSFアプリケーションをデプロイすると、JSFポートレットも一緒にデプロイされます。したがって、Oracle JSF Portlet Bridgeを使用すると、アプリケーションとは別にポートレットを保存、管理、デプロイする必要がなくなります。

JSFポートレットの作成の詳細は、第58章「Oracle JSF Portlet Bridgeを使用したJSFアプリケーションからのポートレットの作成」を参照してください。


対象ユーザー

Facesの知識があるアプリケーション開発者。


使用する場合

JSFポートレットは、アプリケーション開発者が、アプリケーション全体をホストしないで、または別にポートレットを作成しないで、JSFアプリケーションからのコンテンツをポートレットとして、またはアプリケーション内の個々のタスク・フローからポートレットとして表示する場合に最適です。ポートレット化すると、ポートレットの使用は、WSRPプロデューサを登録するのと同じです。






57.3.3 カスタムJavaポートレット

カスタムJavaポートレットとは、Java Portlet Specification 2.0 (JSR 286)を使用して、自分自身で作成するJavaのポートレットです。WebCenter Portalには、規格に基づいたJSR 286 Javaポートレットの作成を簡単にするために、JDeveloperに宣言ウィザードが用意されています。このウィザードは、ポートレットを作成するフレームワークの構成を支援します。




	
注意:

アプリケーションではOracle WebLogic PortalなどからのレガシーJSR 168ポートレットやWSRP 1.0ポートレットを使用できます。これらのポートレットは最初にJSR 286に変換する必要はありません。ただし、新しいJavaポートレットを作成する場合は、JSR 286を使用してパブリック・レンダラ・パラメータやポートレット・イベントなどの機能を利用することをお薦めします。








対象ユーザー

ウィザードの使用は簡単ですが、ポートレット・ロジックを最も上手に作成するのは、JSR 286の使用に慣れていて、プロデューサの構成を理解している経験と知識が豊富なJava開発者です。


使用する場合

要件を満たす構築済ポートレットや既存のJSFアプリケーションが見つからない場合は、カスタムJavaポートレットの使用を検討してください。

カスタムJavaポートレットは、非常に特化したビジネス・ルールやロジックがある、およびパーソナライズした認証、動的結果の精度の高い処理およびユーザー・インタフェースの完全な制御が必要な場合に使用します。

カスタムJavaポートレットの作成の詳細は、第59章「 JSR 286を使用した標準ベースのJavaポートレットの作成」を参照してください。






57.3.4 OmniPortlet

OmniPortletは、宣言型のポートレット構築ツールです。これを使用すると、XMLファイル、値間を特定文字で区切ったファイル(CSV、スプレッドシートなど)、Webサービス、データベース、Webページといった多様なデータ・ソースに対してポートレットを構築できます。OmniPortletユーザーは、データに対して事前に作成されたレイアウトを選択することもできます。事前に作成されたレイアウトには、表、ニュース、箇条書き、フォーム、チャートまたはHTMLが含まれます。HTMLレイアウトにより、OmniPortletのユーザーは独自のHTMLを作成し、データをHTMLに挿入できます。


対象ユーザー

ターゲット・データへのURLについて最小限の知識しかなく、プログラミング・スキルに限界のあるビジネス・ユーザーにとって、OmniPortletは役に立つツールです。


使用時期

OmniPortletは、多様なレイアウトを使用した多様なデータ・ソースに対してポートレットを迅速に構築する場合に使用します。ポートレットの設計や機能を完全に制御する場合は、別の方法を検討してください。

OmniPortletの詳細は、第64章「OmniPortletを使用したポートレットの作成」を参照してください。

OmniPortletのかわりとして、SQLデータベースまたはWebサービスからデータを公開する場合、データ・プレゼンタの使用を検討する必要があります。詳細は、『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』の「データ・プレゼンタの使用」の章を参照してください。






57.3.5 Webクリッピング・ポートレット




	
注意:

Webクリッピング・ポートレットを使用するかわりに、Oracle WebCenter Portalのページレット・プロデューサを使用してクリップ・ページレットを使用することを検討してください。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』の「ページレット・プロデューサの管理」の章を参照してください。








概要

Webクリッピング・ポートレットは、ブラウザベースの宣言型ツールで、これを使用すると、WebアプリケーションとFrameworkアプリケーションを統合できます。Webクリッピング・ポートレットは、Webアプリケーションの既存のユーザー・インタフェースを利用して迅速に統合できるように設計されています。Webクリッピング・ポートレットは、Oracle PDK-Javaポートレットとして実装されています。

Frameworkアプリケーション開発者は、Webクリッピング・ポートレットを作成するために、Webブラウザを使用して目的のコンテンツを含むWebページに移動します。アプリケーション開発者は、Webクリッピング・スタジオを使用して、ターゲット・ページのビジュアル・レンダリングをドリルダウンし、必要なコンテンツを選択できます。


対象ユーザー

Webクリッピング・ポートレットは、既存のWebページを利用してポートレットを迅速に開発するアプリケーション開発者およびコンテンツ開発者に最適です。適切な権限を持つユーザーであれば誰でも、このポートレットをページに追加できます。


使用時期

Webクリッピングは、既存のWebページのライブ・コンテンツおよび機能に再度目的を持たせ、Frameworkアプリケーションでポートレットとして公開する場合に使用します。クリップしたポートレット内で情報の表示方法を変更する場合は、別の方法を検討してください。つまり、ユーザー・インタフェース(UI)やアプリケーション・フローを制御する必要なしに、Webベースのアプリケーションにアクセスします。制御レベルを上げるには、Webクリッピング・ポートレットではなく、OmniPortletのWebページ・データ・ソースを使用してください。(詳細は、第57.3.4項「OmniPortlet」を参照してください)。

Webクリッピング・ポートレットの詳細は、第65章「Webクリッピングを使用したコンテンツ・ベースのポートレットの作成」を参照してください。






57.3.6 ポートレット・テクノロジ

新しいポートレットを作成する場合、使用できるテクノロジは何種類かあります。使用するテクノロジはいくつかの要因によって決まります。

図57-3は、環境と要件に最も適したポートレット実装テクノロジを特定できるディシジョン・ツリーを示しています。図57-3の下にあるリストは、同じ情報をグラフィカルではない形式で示しており、その他の注意事項も含まれています。


図57-3 ポートレット・テクノロジのディシジョン・ツリー

[image: 図57-3の説明が続きます]





	
コンポーネントを分散させる必要はありますか。

	
はい: 質問2に進みます。


	
いいえ: ポートレットは必要ありません。使用側のアプリケーションにローカルなOracle ADFタスク・フロー(または他のテクノロジ)を使用します。詳細は、『Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』の「ADFタスク・フローの作成」の部を参照してください。




分散環境では、デプロイメントがより複雑になるため、問題の追跡がより困難になる可能性があります。ただし、処理の負荷を複数のサーバーに分散したり、複数の異なるコンシューマがコンポーネントを使用できるようになります。


	
.NETコンポーネントを使用側のアプリケーションに公開する必要はありますか。

	
はい: Oracle WebCenter WSRP Producer for .NETを使用します。詳細は、『Oracle WebCenter WSRP Producer for .NET開発ガイド』を参照してください。


	
いいえ: 質問3に進みます。




Oracle WebCenter WSRP Producer for .NETを使用すると、任意の.NETアプリケーションをWSRPプロデューサとして動作させることができます。


	
リモートで公開する必要がある既存のOracle ADFまたはJSFページまたはタスク・フローはありますか。

	
はい: Oracle JSF Portlet Bridgeを使用して既存のコンポーネントを公開します。詳細は、第58章「Oracle JSF Portlet Bridgeを使用したJSFアプリケーションからのポートレットの作成」を参照してください。


	
いいえ: 質問4に進みます。




このように既存のOracle ADFコンポーネントを使用すると、コンポーネントの開発は非常に簡単になりますが、Oracle ADFを使用してポートレットを実装した場合、表57-1に示すような影響があることに注意してください。


	
既存のJSR 168またはJSR 286ポートレットはありますか。

	
はい: 既存のJSR 168またはJSR 286ポートレットを使用します。詳細は、第63章「ポートレットの消費」を参照してください。


	
いいえ: 質問5に進みます。




WebCenter Portalでは、WebCenterコンシューマと完全な互換性があるJSR 168およびJSR 286ポートレットをWSRP経由で公開し、そのようなポートレットで、特定のコンシューマに固有の条件を想定しないことを前提としています。


	
WebCenter Portalコンシューマと正しく連携して動作する既存のOracle PDK-Javaポートレットはありますか。

	
はい: 既存のPDK-Javaポートレットを使用します。詳細は、第63章「ポートレットの消費」を参照してください。


	
いいえ: 質問6に進みます。





	
コンポーネントを(インライン・フレーム内ではなく)直接コンシューマ・ページ内にレンダリングする必要はありますか。

	
はい: インライン・フレーム内へのレンダリングを要求するマークアップを使用しないJSR 286ポートレットを記述します。詳細は、第59章「JSR 286を使用した標準ベースのJavaポートレットの作成」を参照してください。


	
いいえ: 質問7に進みます。




インライン・フレームを使用したポートレットのレンダリングに関する考慮事項は、第63.5.4項「インライン・フレームに関する必知事項」を参照してください。


	
Oracle ADFを使用してコンポーネントを実装する必要はありますか。

	
はい: Oracle JSF Portlet Bridgeを使用し、Oracle ADFページまたはタスク・フローをポートレットとして公開します。詳細は、第58章「Oracle JSF Portlet Bridgeを使用したJSFアプリケーションからのポートレットの作成」を参照してください。


	
いいえ: JSR 286ポートレットを記述します。詳細は、第59章「JSR 286を使用した標準ベースのJavaポートレットの作成」を参照してください。




Oracle ADFを使用してポートレットを実装するかどうかは、大まかに言えば、それを使用して通常のWebアプリケーションを実装するかどうかによって決まります。ただし、Oracle ADFを使用すると、リモート・ポートレットの使用時に特有のネットワーク・ホップ(マークアップ、リソースおよびPPRに対する)とコンシューマに関する処理が追加で発生するため、ポートレットを使用しない場合に比べて、有効な選択肢にならない可能性があります。

また、OTNで提供されている、Oracle ADFの概要に関するホワイト・ペーパーには、Oracle ADFを使用してJava EEアプリケーションを開発することの具体的な利点が記載されています。Oracle ADFタスク・フローを使用することのもう1つの利点は、インライン・フレームでの実行時に問題が発生した場合、後からローカルで同じタスク・フローを実行できることです。




表57-1は、WebCenter Portalで使用するコンポーネントを実装する場合に、様々な基準に合せて特定のポートレット・テクノロジを選択することでどのような影響があるかをまとめたものです。


表57-1 ポートレット構築テクノロジの比較マトリックス

	ローカルのOracle ADFページとタスク・フロー	WebCenter WSRP Producer for .NET	JSR 286ポートレット	JSFポートレット
	
分散アーキテクチャ


	
不可。

	
可。WSRP SOAP/HTTPを使用します。

	
可。WSRP SOAP/HTTPを使用します。

	
可。WSRP SOAP/HTTPを使用します。


	
データ・アクセスのサポート


	
データベース、Webサービスおよびレガシー・システムとの連動の完全サポート。

	
制限はありません。これは基礎となる.NETフレームワークを利用し、これが各種様々なデータ・リポジトリへのデータ・アクセスを提供します。

	
制限はありませんが、ポートレット開発者がおそらくサード・パーティ製のフレームワークを使用して実装する必要があります。

	
データベース、Webサービスおよびレガシー・システムとの連動の完全サポート。


	
ナビゲーション/フロー制御のサポート


	
宣言型ナビゲーションに対する包括的なサポートを提供します。

	
宣言型ナビゲーションに対する包括的なサポートを提供します。

	
制限はありませんが、ポートレット開発者がおそらくサード・パーティ製のフレームワークを使用して実装する必要があります。

	
宣言型ナビゲーションに対する包括的なサポートを提供します。


	
UIの豊富さ


	
多くのAJAX対応のコンポーネントで豊富なWebベースのUIを提供します。

	
制限はありません。標準的なAJAXとASP.NET AJAXツールキットの両方をサポートします。

	
制限はありませんが、ポートレット開発者がおそらくサード・パーティ製のフレームワークを使用して実装する必要があります。

	
多くのAJAX対応のコンポーネントで豊富なWebベースのUIを提供します。


	
セキュリティ


	
アプリケーションとの完全統合

	
WS-Securityを使用して伝播される、またはWSRPを使用してコンシューマによってアサートされるユーザー・アイデンティティ

認証チェックは開発者が実装する必要があります。

ユーザー・プロファイル情報はWSRPユーザー・プロファイル項目を使用して渡すことができます。

	
WS-Securityを使用して伝播される、またはWSRPを使用してコンシューマによってアサートされるユーザー・アイデンティティ

認証チェックは開発者が実装する必要があります。

ユーザー・プロファイル情報はWSRPユーザー・プロファイル項目を使用して渡すことができます。

	
WS-Securityを使用して伝播されるユーザー・アイデンティティ。

認証はOracle ADFによって実装されます。


	
コンポーネント間通信(イベント)


	
ADFコンテキスト・イベントにより、タスク・フローは通信できます。

	
クライアント側で達成できる方法を示したサンプルをご用意しています。現行バージョンはWSRPサーバー側のイベント・モデルをサポートしていません。

	
JSR 286イベントを完全サポート。コンシューマのポートレット・イベントとADFコンテキスト・イベントとの間のポートレットとイベントのマッピング間での自動イベント配信を含みます。

	
ADFコンテキスト・イベントに加えてJSR 286ポートレットにより、ローカルな場合と同じようにタスク・フローの通信を可能にします。


	
コンシューマとコンポーネントとの間の対話処理(パラメータ)


	
タスク・フロー入力パラメータは、各種ソースから値をとることができます。

	
WSRPポートレット・パラメータの完全サポート。パラメータはすべてコンシューマ・アプリケーションから渡すことができます。

	
JSR 286パラメータを完全サポート。コンシューマとの間でのパブリック・パラメータ値の受け渡し、およびポートレット間でのパラメータ値の自動共有を含みます。

	
タスク・フロー入力パラメータに加えてJSR 286ポートレットにより、ローカルな場合と同じにようにコンシューマ・アプリケーションの各種ソースから値を取得します。


	
パフォーマンスとキャッシュ


	
コンポーネントはローカル・サーバー上で実行するため追加のネットワーク・ホップはありません。

	
リモート・コンポーネントは追加のネットワーク・ホップを必要とします。

構成パラメータにより、リソース(CSS、JavaScriptおよび.axdリソース・ファイル)をコンシューマを介してプロキシできます。または、直接アクセスして負荷を減らし、ブラウザのキャッシュを利用することもできます。

	
リモート・コンポーネントは追加のネットワーク・ホップを必要とします。

リソースはコンシューマによってプロキシされます。

コンポーネントのパフォーマンスは実装によって異なります。

有効期限ベースおよび有効化ベースのキャッシュがサポートされています。その制御はポートレット開発者が行います。

	
リモート・コンポーネントは追加のネットワーク・ホップを必要とします。

多くのリソースがコンシューマを介してプロキシされます。

フレームワークは重い性質を持つため、単純なアプリケーションはパフォーマンスを重視するか、手作りのJSR 286相当とで比較されることになります。ただし、より複雑な機能を提供するアプリケーションについては、フレームワークを使用するパフォーマンス上のメリット(たとえば部分的なページ・レンダリング)がより明白になります。

JavaScript、CSSおよびその他のリソースは、ブラウザにキャッシュされます。キャッシュはフレームワークによって制御されます。


	
並行性


	
複数のタスク・フローが順次呼び出されます。

	
ポートレットはパラレルに呼び出されます。

	
ポートレットはパラレルに呼び出されます。

	
ポートレットはパラレルに呼び出されます。


	
ジオメトリ管理


	
コンポーネントは、格納元のページで直接レンダリングされます。

	
ポートレットはプロキシされたインライン・フレームで自動的にレンダリングされ、それに応じてサイズ変更されます。スライダ・バーは非表示になります。

	
ポートレットのジオメトリとインライン・レンダリングは(フレーム化されたレンダリングに対して)ポートレット開発者が制御します。

複雑なUIは、インライン・フレームでのレンダリングをより必要とする傾向があります。

	
ポートレットはインライン・フレームでレンダリングする必要があります。


	
JavaScriptの使用


	
JavaScriptは、豊富なユーザー経験を提供するフレームワークの基本部分として頻繁に使用されます。

通常、開発者はJavaScriptを記述する必要はありません。

	
JavaScriptは、豊富なユーザー経験を提供するフレームワークの基本部分として頻繁に使用されます。

通常、開発者はJavaScriptを記述する必要はありませんが、JavaScriptをどのように使用できるかを示すためにサンプルが用意されています。

スクリプトはすべてコンシューマを介してプロキシできます。

	
JavaScriptの使用とパッケージ化のレベルはポートレット開発者によって制御されます。

開発者は、ポートレットがインラインでレンダリングされる場合にはJavaScriptの使用に関して特別に配慮する必要があります。

	
JavaScriptは、豊富なユーザー経験を提供するフレームワークの基本部分として頻繁に使用されます。

通常、開発者はJavaScriptを記述する必要はありません。

スクリプトはすべてコンシューマを介してプロキシする必要があります。


	
スキル要件/開発の容易さ


	
ADF、およびおそらくJavaの知識が必要です。

ADFは、すべてのレイヤー間に統合フレームワークを提供します。

JDeveloperは、ADFアプリケーションの完全統合環境を提供します。これには、フレームワークのすべてのレイヤーの宣言オプションも含まれます。

	
.NET Webパーツの開発またはASP.NET Webアプリケーションの開発の知識が必要です。

	
Java、Javaポートレット、およびコンポーネントの実装に使用されるその他のフレームワークの知識が必要です。

開発時間は、サーブレット・ベースのコンポーネントの開発に必要な時間と同程度です。

	
ADF、およびおそらくJavaの知識が必要です。ADFが提供する豊富なUIと制御フレームワークにより、最も単純なアプリケーションを除くすべてのアプリケーションに関し、(手作りのポートレットに比べて)開発時間が短縮される可能性があります。

ADFは、すべてのレイヤー間に統合フレームワークを提供します。

JDeveloperは、ADFアプリケーションの完全統合環境を提供します。これには、フレームワークのすべてのレイヤーの宣言オプションも含まれます。


	
デバッグ


	
JDeveloperはアプリケーション・コードをデバッグするための包括的なソリューションを提供します。

	
.NETフレームワークはアプリケーション・コードをデバッグするための包括的なソリューション、およびSOAPとHTTPトラフィックのネットワーク・トレースを提供します。

WSRPコンシューマ生成デバッグ・メッセージのLog4netプラグイン。

	
デプロイメントのリモートという性質によって、より困難です。

プロデューサは、コンシューマとプロデューサとの通信をモニターするためのツールを提供します。

JDeveloperはアプリケーション・コードをデバッグするための包括的なソリューションを提供します。

	
デプロイメントのリモートという性質によって、より困難です。

プロデューサは、コンシューマとプロデューサとの通信をモニターするためのツールを提供します。

JDeveloperはアプリケーション・コードをデバッグするための包括的なソリューションを提供します。


	
デプロイメント


	
コンポーネントはクライアント・アプリケーションの一部としてデプロイされます。

アプリケーション全体を1つのEARファイルにパッケージ化してデプロイできます。

	
デプロイメントでは、特定のフォルダ階層下での.NETアプリケーションのコピー、および構成XMLファイルの入力が必要です。

コンポーネントは、必要に応じてこのフォルダ階層の下でスタンドアロンで簡単に実行できます。

	
デプロイメントの分散された性質と、複数のアプリケーションによって複雑さが増します。

	
デプロイメントの分散された性質と、複数のアプリケーションによって複雑さが増します。

コンポーネントは必要に応じてスタンドアロンで簡単に実行できます。


	
サポート・レベル


	
ADFフレームワークはOracle製品です。したがってサポートされています。

	
WebCenter WSRP Producer for .NETはOracle製品です。したがってサポートされています。

	
JSR 286プロデューサはOracle製品です。したがってサポートされています。

	
ADFフレームワーク、Oracle JSF Portlet Bridge、およびJSR 286プロデューサはOracle製品です。したがってサポートされています。












57.3.7 ポートレットとタスク・フローを使用する状況

ポートレットは再利用可能なWebコンポーネントで、多数の異なるソースからコンテンツを描画できます。ポートレットでは、静的HTMLから、複雑なWebサービスや処理負荷の高いアプリケーションのためのJavaのコントロールまで、どのようなものでも管理と表示が可能です。

1つのポートレットで複数のインスタンスを保持することもできます。つまり、1つのポータル内の各種ページにポートレットが表示され、ポートレットがWeb Services for Remote Portlets (WSRP)に対して有効な場合は複数のポータル間でも表示できます。特定のユーザーやグループのニーズに応えるようにポートレットをカスタマイズできます。

タスク・フローを使用すると、カスタマイズ可能なアプリケーションを、再使用可能なビジネス・ロジックのユニットで作成できます。これは、アプリケーションの制御フローをモジュール単位で定義するアプローチを意味します。それぞれのタスク・フローは、再利用可能な1つのビジネス・ロジックを表します。メモリーとトランザクションのスコープが分離されているため、タスク・フローとそれを囲むアプリケーションは分離されています。この分離より、Oracle WebCenter Portalのコンポーザなどにタスク・フローを含めることができます。

タスク・フローは、制御フローのルール、アクティビティおよびマネージドBeanをカプセル化して、ビジネス・モジュールを実装します。WebCenter Portalを使用して構築されたポータルでは、簡単にタスク・フローを再利用できます。タスク・フローは、カスタマイズ可能な任意のWebCenter Portalポータル・ページにドラッグ・アンド・ドロップできます。このような意味で、タスク・フローは、任意のADFアプリケーションでの再利用や削除が可能な論理ポートレットとみなすことができます。

タスク・フローはビジネス・プロセスの高水準の実装ですが、データアクセスやビジネス・ロジックをホストすることはありません。そのためには、タスク・フローがデータ・コントロールや宣言バインディングと相互作用する必要があります。さらに、これらのデータ・コントロールやバインディングは、ADFビジネス・コンポーネント・フレームワークと相互作用します。

Oracle発行の標準JSR 329に従い、タスク・フローを標準ベースのポートレットとして公開できます。アプリケーションを改訂すると、ポートレットは、アプリケーションとともに必然的かつ自動的に更新されます。個別の開発プロジェクトは必要ありません。JSR 329をサポートするために、Oracle WebCenter Portal Frameworkでは、Oracle JSF Portlet Bridgeが用意されています。Oracle JSF Portlet Bridgeの詳細は、第58章「Oracle JSF Portlet Bridgeを使用したJSFアプリケーションからのポートレットの作成」を参照してください。

タスク・フローをポートレットとして消費する他に、タスク・フローをJSFアプリケーションで共有ライブラリとして消費してこれらのJSFフラグメントを直接埋め込むことができます。タスク・フローの周囲のトランザクションを、アプリケーションのそれ以外の機能と一緒にラップできます。詳細は、『Oracle Application Development Framework Fusion開発者ガイド』の「ADFタスク・フローのスタート・ガイド」の章を参照してください。

ポートレットとタスク・フローを使用する状況の詳細は、Oracle WebCenter & ADF Architecture Teamのブログを参照してください。








57.4ポートレット開発

この項の内容は、次のとおりです。

	
第57.4.1項「ポートレット・プロデューサ・アプリケーション」


	
第57.4.2項「ポートレット・モード」


	
第57.4.3項「ポートレット間通信」


	
第57.4.4項「ポートレットのパーソナライズとカスタマイズ」


	
第57.4.5項「ポートレット・パフォーマンス」


	
第57.4.6項「複数言語に対応したポートレット」


	
第57.4.7項「ポートレット・デプロイメント」






57.4.1 ポートレット・プロデューサ・アプリケーション

ポートレット・プロデューサ・アプリケーションは、Javaポートレットを作成およびデプロイすることに特化して構成されたアプリケーションです。

ポートレット・プロデューサ・アプリケーションに適したコンポーネントを簡単に見つけて使用できるようにするには、適切なテクノロジ・スコープを設定し、タグ・ライブラリを追加して、必要になるJavaクラスをクラス・パスに追加しておく必要があります。このようにしておくと、関連するコンポーネントがコンポーネント・パレットに取り込まれ、関連するポップアップ・メニューがJDeveloperで使用できるようになります。

JDeveloperで提供されるアプリケーション・テンプレートを使用すると、ポートレット・プロデューサ・アプリケーションの作成に適したスコープが設定され、適切なタグとJavaライブラリが追加されます。「WebCenterポートレット・プロデューサ・アプリケーション」テンプレートを使用すると、Javaポートレットの作成用にスコープ設定された単一のプロジェクトを使用して、簡単にアプリケーションを作成できます。

「WebCenterポートレット・プロデューサ・アプリケーション」テンプレートを使用してアプリケーションを作成するには:

	
次のいずれかの方法を使用して、WebCenterポートレット・プロデューサ・アプリケーションの作成ウィザードにアクセスします。

	
「ファイル」メニューから「新規」を選択します。「新規ギャラリ」ダイアログで、「一般」を開き、「アプリケーション」→「WebCenterポートレット・プロデューサ・アプリケーション」を選択して、「OK」をクリックします。


	
「アプリケーション」メニューから「新規」を選択します。汎用アプリケーションの作成ウィザードの「アプリケーション・テンプレート」リストで、「WebCenterポートレット・プロデューサ・アプリケーション」を選択します。


	
既存のアプリケーションが開いている場合は、アプリケーション・ナビゲータで、アプリケーション名をクリックして、「新規アプリケーション」を選択します。汎用アプリケーションの作成ウィザードの「アプリケーション・テンプレート」リストで、「WebCenterポートレット・プロデューサ・アプリケーション」を選択します。


	
既存のアプリケーションが開いている場合は、アプリケーション・ナビゲータで、アプリケーション名を右クリックして、「新規」を選択します。「新規ギャラリ」ダイアログで、「一般」を開き、「アプリケーション」→「WebCenterポートレット・プロデューサ・アプリケーション」を選択して、「OK」をクリックします。





	
作成ウィザードの「アプリケーションの名前付け」ページで、「アプリケーション名」フィールドにアプリケーションの名前を入力します。


	
「ディレクトリ」フィールドでは、デフォルト・パスを受け入れるか、アプリケーションを格納するディレクトリのパスを入力します。

例:


C:\JDeveloper\mywork\myApplication


オプションで、「参照」ボタンをクリックして、目的のディレクトリに移動します。


	
必要に応じて、「アプリケーション・パッケージの接頭辞」フィールドに、このアプリケーション内に作成されるパッケージに使用する接頭辞を入力します。


	
「終了」をクリックして、デフォルトのプロジェクト構成のポートレット・プロデューサ・アプリケーションを作成します。




図57-4は、アプリケーション・ナビゲータ内に表示されている、単一のポートレット・プロジェクトを使用して新しく作成したポートレット・プロデューサ・アプリケーションを示しています。


図57-4 アプリケーション・ナビゲータ内の新しいポートレット・プロデューサ・アプリケーション

[image: 図57-4の説明が続きます]





JDeveloperのユーザー・インタフェース内で公開されるオプションは、ポートレットの開発に適したものに制限されます。

「ポートレット」プロジェクトを右クリックし、「新規」を選択すると、Javaポートレットを作成するためのオプションが「新規ギャラリ」内に表示されます(図57-5)。


図57-5 「新規ギャラリ」内のポートレット作成オプション

[image: 図57-5の説明が続きます]





このアプリケーション内にポートレットを作成する方法の詳細は、第59章「JSR 286を使用した標準ベースのJavaポートレットの作成」を参照してください。






57.4.2 ポートレット・モード

ポートレット・モードは、実行時機能をユーザーが確認できるようにするものです。WebCenter Portalは、次の標準ポートレット・モードをサポートします。

	
表示モード


	
編集モード


	
デフォルト編集モード


	
ヘルプ・モード


	
情報モード




WebCenter Portalは、サポートする一連の拡張モードを定義します。各種モードは、JSR 286ポートレットに使用できます。たとえば、JSR 286 Javaポートレットの作成ウィザードには、「印刷」モードがあり、これを使用してポートレットの印刷用のバージョンを使用できます。

コーディング・ポートレットをJSR 286にコーディングする場合は、portlet.xmlファイルに独自のカスタム・ポートレット・モードも宣言できます。これらを使用してポートレットで提供するその他の機能に対応できます。

カスタム・ポートレット・モードの定義は、特に、ポートレットを他のベンダーのポータル実装と相互運用する場合に役立ちます。これらのモードはすべてユーザーに提供できます。実際に、デフォルト編集モードのようなモードの提供をお薦めします。




	
注意:

サード・パーティのポータル製品には、プロデューサが提供できる各自の拡張モード・セット(JSR 286カスタム・モード)があります。Portal Frameworkアプリケーションでは、ポートレットのクロムUIは、WebCenter Portalで定義されるカスタム・モードのみを表示します。サード・パーティまたはカスタム・ポートレット・プロデューサが提供する任意のカスタム・モードは無視されるため、サポートされません。







この項の内容は、次のとおりです。

	
第57.4.2.1項「表示モード」


	
第57.4.2.2項「編集モード」


	
第57.4.2.3項「デフォルト編集モード」


	
第57.4.2.4項「ヘルプ・モード」


	
第57.4.2.5項「情報モード」






57.4.2.1 表示モード

ポートレットは表示モードを使用して他のポートレットとともにページ上に現れます。ポートレットといえば、ほとんどの人がこのモードを思い浮かべます。JSR 286ポートレットは表示モードを持つ必要がありますが、他のモードはオプションです。

ポートレットの開発時には、ページ上でポートレットの外観に影響を与える可能性のあるすべての要素(ポートレットのコンテナ・オブジェクトや、開発したポートレットがページを共有する他のポートレットなど)について検討する必要があります。たとえば、ポートレットをHTML表のセル内に配置するとします。ポートレットは、表のセル内でレンダリングできるコンテンツしか表示しないはずです。さらに、表のセルの実際のサイズは、エンド・ユーザー設定、ブラウザの幅、およびポートレットに表示されるコンテンツの量とスタイルによって変わる場合があります。


57.4.2.1.1 ポートレットのレンダリングに関するHTMLガイドライン

プレーンHTMLは最も基本的なポートレットのレンダリング方法であり、ポートレットの開発者に大きな柔軟性を提供します。リンク、フォーム、イメージ、表など、HTMLの表のセル内に表示できるほとんどの標準的なHTMLパラダイムを使用できます。HTMLが適切に作成されていない場合は、異なる複数のブラウザで表示したときに表示の一貫性がなくなり、ページの一部が表示されないこともあります。次のルールに従ってください。

	
標準HTMLを使用する - HTMLの公式な仕様はW3Cから入手できます。詳細は、http://www.w3c.org/を参照してください。


	
長い複雑なHTMLは避ける - 使用するHTMLはサイトのパフォーマンスの印象に影響します。ユーザーは、リクエストしたページの表示にかかる時間に基づいてパフォーマンスを判断します。ブラウザには、HTMLを解釈して表示するための時間が必要です。ポートレットが複雑なHTMLをレンダリングしたり、サード・パーティのアプリケーションなど外部リソースを待機する場合は、ページのレンダリングが大幅に遅くなることがあります。


	
閉じていないタグや外部タグを避ける - ページはブラウザの動作の影響を受けるため、タグが正しく閉じていないとページの動作は予測不可能になります。


	
コンテナ・オブジェクトによって課される制限を考慮する - ポートレットが表のセルなどのHTML要素に含まれない場合、ポートレットがコンテナ内でレンダリングできることを確認する必要があります。たとえば、表のセルにポートレットを置く場合、これらは表への挿入時には表示されないためポートレット内でフレームを使用することはできません。


	
ポートレット・コンテンツを簡潔に保つ - 全画面のコンテンツを取得して、小さなポートレットから公開しないでください。ポートレットのコンテンツが小さくなりすぎて、小さなモニターではポートレットが使用不能になる場合があります。


	
ポートレットに固定幅のHTML表示を作成しない - ユーザーのページ上にポートレットが持つ列の幅を伝える方法はありません。与えられた空間よりも広い空間がポートレットに必要な場合、一部のブラウザでは、他のポートレットとオーバーラップする可能性があります。


	
長い、途切れのないテキスト行を避ける - 固定幅の表を使用した場合と同様の結果になります。一部のブラウザでは、他のポートレットとオーバーラップする可能性があります。


	
ページのサイズ変更時の動作を確認する - ブラウザ・ウィンドウをサイズ変更した際のポートレットの動作をテストし、ポートレットがブラウザ・ウィンドウの様々なサイズで動作することを確認してください。


	
デフォルト・ブラウザのフォント変更時の動作を確認する - エンド・ユーザーはどんなフォント・サイズでも好きなものを選択する可能性があり、彼らはいつでも変更する可能性があります。ポートレットは、その変更に対応する必要があります。








57.4.2.1.2 ポートレットのレンダリングに関するCSSガイドライン

ページ上のそれぞれのポートレットのフォントと色は、ユーザーが選択したスタイル設定に一致する必要があります。このために、これらのスタイル選択は、Cascading Style Sheet (CSS)を使用して自動的に埋め込まれます。その後、ポートレットは直接またはApplication Programming Interfac (API)を使用して、フォントと色の設定にアクセスします。

ブラウザによってCSS仕様の実装レベルが異なりますが、WebCenter Portalは、この仕様の非常に基本的なサブセットを使用して、整合性のあるフォントと色を実現します。CSSの実装レベルによってブラウザ間でのページの一貫性が影響されることはありません。CSSの使用に関する次のガイドラインを考慮してください。

	
ハードコーディングのかわりにCSSを使用する - ハードコーディングのフォントとカラーはお薦めしません。フォントと色をハードコーディングすると、エンド・ユーザーがページ・スタイルの設定を変更した場合に、ポートレットが不釣合いに見えることがあります。開発者はエンド・ユーザーが設定するフォントや色を予測できないため、ユーザーが選択した背景色と同じフォント色でハードコーディングする可能性があり、この場合、ユーザーにはポートレット・コンテンツが表示されなくなります。


	
絶対配置にCSSの使用は避ける - ユーザーは各自のポータル・ページをパーソナライズできるため、ポートレットがページ上の特定の位置に表示される保証はありません。


	
アクセシビリティの標準に従う - 必ず既存のアクセシビリティの標準に従って、スタイルシートを記述してください。詳細は、http://www.w3c.org/TR/WCAG10-CSS-TECHSを参照してください。











57.4.2.2 編集モード

ポートレットは編集モードを備えており、これによってユーザーはポートレットの動作をパーソナライズできます。パーソナライズはこれらを実行するユーザーのみに表示され、他のユーザーには表示されません。編集モードには設定のリストがあり、ユーザーはその設定を変更できます。設定には、タイトル、コンテンツの種類、書式、情報量、フォーム要素のデフォルト、およびポートレットの外観や内容に影響する他のあらゆる要素が含まれます。

通常、ユーザーは、ポートレット・ヘッダーの「パーソナライズ」アイコンをクリックしてポートレットの編集モードにアクセスします(図57-6)。


図57-6 ポートレットの編集モードにアクセスするための「パーソナライズ」アイコン

[image: 図57-6の説明が続きます]





ユーザーが「パーソナライズ」をクリックすると、同じブラウザ・ウィンドウに新しいページが表示されます。このポートレットは、通常、ポートレットの設定を選択するダイアログを表すWebページを作成します。設定を適用すると、自動的に元のページに戻ります。


57.4.2.2.1 編集モード操作に関するガイドライン

次のガイドラインに従って、編集モードでユーザーに公開する内容を管理してください。

	
ポートレットのタイトルをユーザーがパーソナライズできるようにする - 同じポートレットが同じポータル・ページに複数回追加されることがあります。ユーザーがタイトルをパーソナライズできると混乱を避けることができます。


	
キャッシュを使用する場合はコンテンツを無効化する - パーソナライズによってポートレットの表示やコンテンツに変更が生じた場合は、ポートレットのコンテンツがキャッシュから再生成されることを確認する必要があります。確認しないと、誤ったコンテンツが表示されることがあります。


	
編集モードを管理ツールとして使用しない - 編集モードは、エンド・ユーザーがポートレットの動作を変更するために使用します。プロデューサ設定の変更などの管理タスクが必要な場合は、そのタスク専用の安全なポートレットを作成してください。








57.4.2.2.2 編集モードのボタンに関するガイドライン

整合性を維持し、ユーザーにとっても便利なように、次のボタンを次の順序で編集モードに実装してください。

	
OK - エンド・ユーザーのパーソナライズを保存し、ポートレットを表示モードに戻します。


	
適用 - エンド・ユーザーのパーソナライズを保存し、現在のページをリロードします。


	
取消 - 変更を保存せずに、ポートレットを表示モードに戻します。











57.4.2.3 デフォルト編集モード

ポートレットはデフォルト編集モードを備えており、アプリケーション管理者はこのモードを使用して、特定のポートレット・インスタンスのデフォルト動作を実行時にカスタマイズできます。デフォルト編集モードには設定のリストがあり、アプリケーション管理者はその設定を変更できます。設定には、タイトル、コンテンツの種類、書式、情報量、フォーム要素のデフォルト、またはポートレットの外観や内容に影響するあらゆる要素が含まれます。

パーソナライズは個々のユーザーのポータル・インスタンスに影響しますが、デフォルト編集モードで行われたカスタマイズはすべてのユーザーのポートレット・インスタンスに影響します。デフォルト編集モードは、ポートレットの表示内容と表示形式に対してシステム・レベルのデフォルトを定義するためのモードであるため、このモードを管理ツールとして使用したり、他のポートレットの管理に使用したりすることは避けてください。

アプリケーション管理者はページの編集時にポートレット・ヘッダーの「カスタマイズ」アイコンをクリックすることでデフォルトの編集モードにアクセスします(図57-7)。


図57-7 ポートレットのデフォルトの編集モードにアクセスするための「カスタマイズ」アイコン

[image: 図57-7の説明が続きます]





ユーザーが「カスタマイズ」をクリックすると、同じブラウザ・ウィンドウに新しいページが表示されます。このポートレットは、通常、ポートレット・インスタンスの設定をカスタマイズするダイアログを表すWebページを作成します。設定を適用すると、ユーザーは自動的に元のページに戻されます。


57.4.2.3.1 デフォルト編集モード操作に関するガイドライン

デフォルト編集モードでアプリケーション管理者に公開する内容は、次のガイドラインに従う必要があります。

	
デフォルト編集モードを管理ツールとして使用しない - デフォルト編集モードは、アプリケーション管理者がポートレットの動作を変更するために使用します。プロデューサ設定の変更などの管理タスクが必要な場合は、そのタスク専用の安全なポートレットを作成してください。








57.4.2.3.2 デフォルト編集モードのボタンに関するガイドライン

整合性を維持し、ユーザーにとっても便利なように、次のボタンを次の順序でデフォルト編集モードに実装してください。

	
OK - アプリケーション管理者のカスタマイズを保存し、ポートレットを表示モードに戻します。


	
適用 - アプリケーション管理者のカスタマイズを保存し、現在のページをリロードします。


	
取消 - 変更を保存せずに、ポートレットを表示モードに戻します。








57.4.2.3.3 カスタマイズ値のレンダリングに関するガイドライン

カスタマイズ設定の変更に使用されるフォームを表示する場合、アプリケーション管理者が何度も設定を再入力せずにすむように値のデフォルト値を設定する必要があります。動作の整合性を維持するために、カスタマイズ値のレンダリングは次の順序で行います。

	
インスタンス設定 - ポートレット・インスタンスのシステム・デフォルトを問い合せて表示します。


	
ポートレット・デフォルト - システム・デフォルトのカスタマイズがない場合は、一般的なポートレットのデフォルトを表示しますが、空白の場合があります。一般的なポートレットのデフォルトはポートレットにハードコーディングされている場合がありますが、システム・デフォルトで上書きしてください。











57.4.2.4 ヘルプ・モード

ポートレットは、ヘルプ・モードを使用して、そのポートレットの機能と使用方法に関する情報を表示します。ユーザーはこのモードで、ポートレットおよびそのコンテンツと機能に関する有用な情報を検索できます。

ユーザーは、「アクション」メニューの「ヘルプ」オプションを選択することでポートレットのヘルプ・モードにアクセスします(図57-8)。


図57-8 ポートレットの「アクション」メニューの「ヘルプ」オプション

[image: 図57-8の説明が続きます]






57.4.2.4.1 ヘルプ・モードに関するガイドライン

ヘルプ・モードで公開する内容は次のガイドラインに従ってください。

	
ポートレットの使用方法を説明する - ユーザーは、ポートレットが提供するすべての機能をそのインタフェースからだけでは確認できない場合があります。ポートレットの機能とその活用方法を説明してください。











57.4.2.5 情報モード

ポートレットは情報モードを使用してユーザーに現在実行中のポートレットのバージョン、発行と著作権の情報、ポートレット開発者への連絡方法などの情報を提供します。登録が必要なポートレットは、情報モードからもWebベースの登録アプリケーションまたは連絡先情報にリンクできます。

ユーザーは、「アクション」メニューの「バージョン情報」オプションを選択することでポートレットの情報モードにアクセスします(図57-9)。


図57-9 ポートレットの「アクション」メニューの「バージョン情報」オプション

[image: 図57-9の説明が続きます]





同じブラウザ・ウィンドウに新しいページが表示されます。このページにコンテンツを生成するか、またはユーザーを既存のページやアプリケーションに移動させることができます。


57.4.2.5.1 情報モードに関するガイドライン

次のガイドラインに従って、情報モードでユーザーに公開する内容を管理してください。

	
関連する著作権、バージョン、開発者情報を表示する - ユーザーは使用しているポートレットは何か、どこで詳細を得ることができるかを知る必要があります。この情報ページは、ポートレットのサポート時に重要になることがあります。













57.4.3 ポートレット間通信

ポートレット間通信により、ポートレットはデータを共有してイベントに対応できます。WebCenter Portalは、パラメータとイベントを通じたポートレット間通信をサポートします。

	
パラメータ - パブリック・レンダラ・パラメータにより、ポートレット間のパラメータ値を共有することでポートレット間通信が可能になります。たとえば、マップ・ポートレットと天気ポートレットが両方ともZipcodeパラメータを使用するように構成されている場合、マップ・ポートレットに郵便番号を入力すると、天気ポートレットの同じパラメータ値が更新されます。

パブリック・レンダラ・パラメータの詳細は、第59.3.5項「JSR 286ポートレットでのパブリック・レンダラ・パラメータの使用方法」を参照してください。


	
イベント - ポートレットを含むページ上で、または同じページ上の別のポートレットで実行されるアクションなど、ポートレットそのものの外側で発生するアクションに対応する機能をポートレットに提供することでポートレット間通信を可能にします。ポートレット・イベントは、ポートレットがそれ自体のイベントをトリガーすることでイベントに応答し、それがそのページ上の他のポートレットに影響を与えるようにカスケードできます。

ポートレット・イベントの詳細は、第59.3.6項「JSR 286ポートレットでのポートレット・イベントの使用方法」を参照してください。




WebCenter Portalでは、パラメータとイベントが同じ名前を共有している、または適切な別名を定義していれば、ポートレット間通信がデフォルトで自動的に発生します。この通信を可能にするために追加コードを提供する必要はありません。詳細は、第63.5.3項「ポートレット間通信に関する必知事項」を参照してください。

Oracle JSF Portlet Bridgeを使用して作成されるポートレットに固有のポートレット間通信ガイドラインは、第58.7項「イベントを使用したその他のポートレットとのJSFポートレットのリンク」を参照してください。






57.4.4 ポートレットのパーソナライズとカスタマイズ

ポートレット・プリファレンスによってエンド・ユーザーはポートレットを実行時にパーソナライズまたはカスタマイズできます。パーソナライズはこれらを実行するユーザーのみに表示され、他のユーザーには表示されません。カスタマイズは、ポートレットをパーソナライズしていないすべてのユーザーに表示されます。

ポートレット・プリファレンスによって、ポートレットの再利用性が大幅に向上します。同じポートレットを複数のページ上で、または同じページ上で複数回インスタンス化できます。ポートレット・プレファレンスを使用することで、ポートレットの各インスタンスは様々な方法で動作できますが、使用するコードとユーザー・インタフェースは同じままです。

たとえば、JDeveloperウィザードを使用してJSR 286ポートレットをデフォルトで作成すると、ユーザーが実行時にポートレットのタイトルを変更できるようにするポートレット・プリファレンスが作成されます。ポートレットの作成中に、またはポートレットの作成後にportlet.xmlファイルを編集することで、追加のポートレット・プリファレンスを作成して、実行時のユーザーによるその他のポートレット変更を可能にすることができます。

ポートレット・プリファレンスは、登録やポートレット・ハンドルなどの、登録およびポートレット・インスタンスに関する情報とともに永続ストアに格納されます。ポートレット・プロデューサは、3種類の永続ストアのうちの1つを使用できます。

	
コンシューマ - コンシューマ永続ストアは、プロデューサ・メタデータをコンシューマ・アプリケーションに関連付けます。本番環境ではコンシューマの永続性を使用することをお薦めします。


	
データベース - データベース永続ストアは、リレーショナル・データベースを使用してデータを永続化します。


	
ファイル - ファイルベースの永続ストアは、ファイル・システムを使用してデータを永続化します。




データベースの依存性が削除されるため、テストにはファイルベースまたはコンシューマ永続ストアを使用することができます。ただし、本番の構成ではコンシューマの永続ストアを使用することをお薦めします。

デフォルトでは、JSR 286およびJSFポートレットではコンシューマ永続ストアが使用されます。このデフォルト設定の変更方法の詳細は、第59.3.14.1項「WSRPプロデューサ用の永続ストアのセットアップ」を参照してください。

テスト環境から本番環境への移行の詳細は、第59.3.14.2項「WSRPプロデューサの永続ストアの移行」を参照してください。






57.4.5 ポートレット・パフォーマンス

キャッシュは、高度な動的コンテンツを含むWebサイトのパフォーマンスの向上に使用される一般的な手法です。この手法では、キャッシュと呼ばれる待機時間の短い大きなデータ・ストアを備えたローカル・エージェントを使用してリクエストをプロキシ化することで、動的コンテンツのデータの取得と出力の生成に伴うオーバーヘッドを大幅に削減できます。キャッシュ・エージェントは、リクエストに対して次のいずれかの方法で応答します。

	
リクエストされたコンテンツの有効なバージョンがキャッシュ内に存在する場合、エージェントは既存のキャッシュ・コピーをそのまま戻します。これによって、コンテンツの取得と生成というコストがかかるプロセスを省くことができます。この状態は、キャッシュ・ヒットと呼ばれます。


	
リクエストされたコンテンツの有効なバージョンがキャッシュ内に存在しない場合、エージェントはリクエストをその宛先に転送し、コンテンツが戻されるのを待機します。エージェントはコンテンツをリクエスト元に戻し、そのキャッシュ内にローカル・コピーを格納して、同じコンテンツに対するリクエストが後で発生した場合に再利用します。この状態は、キャッシュ・ミスと呼ばれます。




ポートレット・プロデューサは、動的コンテンツ(つまり、ポートレット)の生成元であり、多くの場合、デプロイされているPortal Frameworkアプリケーション・インスタンスから離れた場所にあります。このため、キャッシュによるパフォーマンス向上が可能となります。アーキテクチャは、キャッシュに適切です。プロデューサでレンダリングされたポートレットをキャッシュし、キャッシュされたコピーを再利用して後続のリクエストを処理することによって、プロデューサがページ作成にもたらすオーバーヘッドを最小限にできます。ポートレット・キャッシュは、ユーザー・リクエストに対して迅速にレスポンスするための鍵です。

JSR286ポートレットについては、2とおりのキャッシュ方法があります。これらのキャッシュ方法の主な違いは、コンテンツが有効かどうかを判断する方法にあります。

	
有効期限ベースのキャッシュ - プロデューサはレンダリング・リクエストを受信すると、そのレスポンスに有効期限のスタンプを付けます。レンダリングされたレスポンスはキャッシュに格納され、同じコンテンツに対する後続のすべてのリクエストは、有効期限が経過するまで、このキャッシュを使用して処理されます。このキャッシュ・スキームは最も簡単でパフォーマンスが優れていると考えられます。それは、キャッシュの有効性をテストするためのオーバーヘッドがほとんどなく、ネットワークのラウンドトリップを伴わないためです。有効期限ベースのキャッシュは、コンテンツの使用期間が効率よく定義されているアプリケーションに適しています。コンテンツの使用期間が確実ではない場合、有効期限ベースのキャッシュは効果的ではありません。

ポートレット・コンテンツが静的である場合、またはコンテンツの表示が最新であることが重要でない場合は、有効期限ベースのキャッシュの使用を検討します。

ポートレットに対する有効期限ベースのキャッシュの実装方法の詳細は、第59.3.10.1項「JSR 286ポートレットの有効期限ベースのキャッシュの実装」を参照してください。


	
有効化ベースのキャッシュ - レンダリング・リクエストを受信したプロデューサは、そのレスポンスにバージョン識別子(またはETag)のスタンプを付けます。この方法でもレスポンスはキャッシュされますが、キャッシュされたコンテンツをコンシューマが再利用する前に、キャッシュされたコンテンツがまだ有効かどうかを判断する必要があります。そのために、キャッシュされたコンテンツのバージョン識別子を含めたレンダリング・リクエストをプロデューサに送信します。プロデューサは、このバージョン識別子が有効であるかどうかを判断します。バージョン識別子が有効である場合、プロデューサはコンテンツを含まない軽量のレスポンスをコンシューマに即座に送信し、キャッシュされたバージョンを再利用できることを通知します。バージョン識別子が無効な場合、プロデューサは新しいバージョン識別子を含む新しいコンテンツを生成し、以前にキャッシュされたバージョンを置き換えます。このキャッシュ形式では、コンシューマは常にコンテンツが最新であるかどうかをプロデューサと確認する必要があります。キャッシュされたコピーの有効性は、プロデューサのロジックによって判断されます。この方法では、固定期間に依存するのではなく、キャッシュされたコンテンツの使用をプロデューサが管理できるという利点があります。

頻繁な変更または予測不可能な変更がある動的コンテンツを含むポートレットの場合、有効化ベースのキャッシュの使用を検討します。

ポートレットに対する有効化ベースのキャッシュの実装方法の詳細は、第59.3.10.2項「JSR 286ポートレットの検証ベースのキャッシュの実装」を参照してください。




キャッシュ・ルールは、ポートレットのコンテナ・レベルで指定でき、ポートレット独自のロジックでエンコードするか、ポートレット・ウィザードを介して設定することができます。ルールが指定されているとすると、キャッシュがポートレット・コードに含まれていない場合は、コンテナ・レベルのキャッシュが引き継ぎます。

アプリケーション・レベルでは、WebCenter Portal Frameworkにより、アプリケーション・レベルのキャッシュ・ルールの設定に対するJavaキャッシュの使用がサポートされます。

アプリケーション・レベルでキャッシュを有効にする場合、Javaキャッシュにポートレット・コンテンツのコピーを保持するように指示します。以前にキャッシュされたデータがリクエストされると、データ・ソースとの通信やそのコンテンツの再生に時間がかかりません。かわりに、以前にキャッシュされたポートレット・コンテンツが戻されます。

JSFポートレットおよびカスタムJavaポートレットでは、有効期間および有効化ベースのキャッシュがサポートされています。






57.4.6 複数言語に対応したポートレット

ポートレットは次の3つのステップで多言語対応にすることができます。

	
portlet.xmlファイルの<supported-locale>要素を使用することでポートレットでサポートされているロケールを宣言する。例:


<portlet id="1328624289503">
   ...
   <supported-locale>en</supported-locale>
   <supported-locale>fr</supported-locale>
   <supported-locale>es</supported-locale>
   ...
</portlet>


	
ポートレットに表示されるポートレット・メタデータ(ポートレット・タイトル、説明、キーワードなど)を作成する。

変換はたとえば次のようにportlet.xmlファイルに直接含めることができます。


<portlet id="1328624289503">
   <portlet-name>LotteryPortlet</portlet-name>
   <display-name xml:lang="en">Lottery Numbers</display-name>
   <display-name xml:lang="fr">Numéros de Loterie</display-name>
   <display-name xml:lang="es">Números de la Lotería</display-name>
   ...
   <supported-locale>en</supported-locale>
   <supported-locale>fr</supported-locale>
   <supported-locale>es</supported-locale>
   ...
</portlet>


または、別のリソース・バンドルで変換を提供することもできます。リソース・バンドルはたとえば次のようにportlet.xmlファイルに宣言する必要があります。


<portlet id="1328624289503">
   <portlet-name>LotteryPortlet</portlet-name>
   <display-name>Lottery Numbers</display-name>
   ...
   <supported-locale>en</supported-locale>
   <supported-locale>fr</supported-locale>
   <supported-locale>es</supported-locale>
   <resource-bundle>portlet.resource.LotteryPortletBundle</resource-bundle>
   ...


その後、次のようなリソース・バンドルに変換を提供します。


# English Resource Bundle
#
# filename: LotteryPortletBundle_en.properties
javax.portlet.display-title=Lottery Numbers

# French Resource Bundle
#
# filename: LotteryPortletBundle_fr.properties
javax.portlet.display-title=Numéros de Loterie

# Spanish Resource Bundle
#
# filename: LotteryPortletBundle_es.properties
javax.portlet-title=Números de la Lotería


	
ポートレットのコンテンツを他のWebアプリケーションと同じように変換できるようにします。









57.4.7 ポートレット・デプロイメント

アプリケーションでポートレットを登録および使用できるようにするには、まずポートレットをデプロイする必要があります。JSR 286ポートレットはWSRPプロデューサにデプロイされます。このプロデューサはリモートであり、Web Services for Remote Portlets (WSRP)を介してコンシューマ・アプリケーションと通信します。JSFポートレットはJSR 286ポートレットとしてデプロイされます。つまり、JDeveloperから、または手動でWSRPプロデューサにデプロイされます。

WebCenter Portalは、WSRPバージョン1.0および2.0をサポートします。この標準によって、ポートレット間通信と、ポートレット・カスタマイズのエクスポートまたはインポートがサポートされます。

WSRPは、ポートレット・コンシューマ・アプリケーションとポートレット・コンテナ間の通信プロトコルです。ユーザーを対象とした視覚的なWebサービスを、中間Webアプリケーションにプラグ・アンド・プレイできるようにするWebサービスの標準です。

その標準性により、特定の言語(JSR 286、.NET、Perlなど)をベースとする標準対応のコンテナと任意のWSRPポータル間の相互運用が可能です。このため、WSRP対応のコンテナにデプロイされたポートレットは、その言語に関係なく、この標準をサポートするあらゆるアプリケーション上にレンダリングできます。

図57-10は、WSRPプロデューサの基本的なアーキテクチャを示しています。


図57-10 WSRPプロデューサのアーキテクチャ

[image: 図57-10の説明が続きます]





エンド・ユーザーがWebブラウザでページを表示するとき、リクエストの流れは次のようになります。

	
エンド・ユーザーは、Webブラウザの場所フィールドにURLを入力することで、Webブラウザからページをリクエストします。


	
ブラウザは、HTTPを介してリクエストをコンシューマ・アプリケーションに送信します。


	
アプリケーションは、リクエストされたページで表示されているポートレットを提供するポートレット・プロデューサと通信します。


	
プロデューサは、ポートレットがHTMLコードまたはXMLコード形式のポートレット・コンテンツを生成するように、それぞれのポートレットに対して必要なコールを実行します。


	
プロデューサはWSRP 1.0または2.0プロトコルを使用してコンシューマ・アプリケーションにポートレット・コンテンツを戻します。


	
コンシューマ・アプリケーションは、HTTPを介してポートレット・コンテンツをブラウザに送信します。




標準のポートレットをWebCenter Portalのコンシューマ・アプリケーションで使用できるようにするには、それらを1つのポートレット・コンシューマ・アプリケーションにパッケージ化し、WSRPコンテナにデプロイする必要があります。詳細は、第61章「ポートレット・プロデューサのデプロイ」を参照してください。














37 ピープル・コネクション・サービスの概要


この章では、ピープル・コネクション・サービスに関連するタスク・フローについて説明します。ピープル・コネクション・サービスは、プロジェクト・チーム内および企業全体にわたるコネクションおよびコミュニケーションの向上するソーシャル・ネットワーキング・ツールを提供します。サービスはアクティビティ・ストリーム、コネクション、フィードバック、メッセージ・ボード、プロファイルおよびパブリッシャ・タスク・フローを通じてソーシャル・ネットワーキング機能を提供します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第37.1項「ピープル・コネクション・サービスの概要」


	
第37.2項「ピープル・コネクション・サービスのトラブルシューティング」






37.1 ピープル・コネクション・サービスの概要

ピープル・コネクション・サービスは、ユーザーのコネクションを作成し、そのコネクションと対話し、そのコネクションのアクティビティを追跡するためのソーシャル・ネットワーキング・ツールを提供します。次の機能によって、ユーザーは、自身の個人プロファイルの管理、他のユーザーのプロファイルへのアクセス、非定型のフィードバックの提供、メッセージの投稿、アクティビティの追跡、および他のユーザーとつながりを持つことができます。

	
アクティビティ・ストリーム: アプリケーションまたはソーシャル・ネットワーキング・アクションによって生成されるユーザー・アクティビティを表示します。


	
コネクション: 情報の共有、パフォーマンスへのコメント、メッセージの交換、およびアクティビティの追跡を行うために他のアプリケーション・ユーザーとのつながりを作ります


	
フィードバック: 他のユーザーに非定型なパフォーマンス・フィードバックを送ります


	
メッセージ・ボード: 他のユーザーにメッセージを投稿します


	
プロファイル: 個人の連絡先情報を入力し、他のユーザーの連絡先情報を表示します


	
パブリッシャ: ステータス・メッセージを公開し、ファイルおよびリンクを投稿します




本番環境では、企業は、可能性のあるコネクションの移入をピープル・コネクションに提供する手段としてそのバックエンド・アイデンティティ・ストアを利用できます。開発環境では、開発者はテストユーザーをjazn-data.xmlファイルに追加できます。




	
関連項目:

アプリケーションの本番バージョンにおけるバックエンド(LDAP)アイデンティティ・ストアとの接続の詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』の「アイデンティティ・ストアの構成」の章を参照してください。jazn-data.xmlでのテスト・ユーザーの作成の詳細は、第22.2.2章「jazn-data.xmlファイルでのロールおよび付与権限の定義方法」を参照してください。







この項では、ピープル・コネクション・サービスの概要について説明します。次のサブセクションが含まれます:

	
第37.1.1項「ピープル・コネクション・サービス・タスク・フロー」


	
第37.1.2項「ピープル・コネクション・サービスの要件」






37.1.1 ピープル・コネクション・サービス・タスク・フロー

ピープル・コネクション・サービスの機能は、5つのカテゴリに分かれています。各カテゴリには、ピープル・コネクションの機能をエンド・ユーザーに公開する一連のタスク・フローが含まれています。パブリッシャ・タスク・フローはこれらのカテゴリには含まれず、アクティビティ・ストリームと連携して機能します。

この項では、次のカテゴリを紹介します。次のサブセクションが含まれます:

	
第37.1.1.1項「アクティビティ・ストリーム」


	
第37.1.1.3項「フィードバック」


	
第37.1.1.4項「 メッセージ・ボード」


	
第37.1.1.2項「コネクション」


	
第37.1.1.5項「プロファイル」


	
第37.1.1.6項「パブリッシャ・タスク・フロー」







	
関連項目:

実行時のピープル・コネクション・サービスの詳細は、『Oracle WebCenter Portalの使用』の関連する章を参照してください。
ピープル・コネクション・タスク・フローの詳細は、第37.1.1項「ピープル・コネクション・サービス・タスク・フロー」を参照してください。











37.1.1.1 アクティビティ・ストリーム

アクティビティ・ストリーム機能は、ユーザーのコネクションのアプリケーション・アクティビティを追跡します。表37-1は、アクティビティ・ストリームによって追跡できるアクティビティのタイプを示しています。


表37-1 アクティビティ・ストリームによって追跡されるアクティビティ

	サービス	追跡されるアクティビティ
	
お知らせ

	
	
お知らせの作成


	
お知らせの編集





	
ブログ

	
	
ブログの作成


	
ブログの更新





	
コネクション

	
	
コネクションの招待


	
コネクションを持っている人々





	
ディスカッション

	
	
フォーラムの作成


	
トピックの作成


	
トピックへの返信





	
ドキュメント

	
	
ドキュメントの作成


	
ドキュメントの編集


	
タグの追加


	
タグの削除





	
イベント

	
	
イベントの作成


	
イベントの編集





	
フィードバック

	
	
残したフィードバック


	
受信したフィードバック





	
リスト

	
	
リストの作成


	
リストへの行の追加


	
リスト行の編集





	
メッセージ・ボード

	
	
残したメッセージ


	
受信したメッセージ





	
ページ

	
次のアクティビティが、サービス・フレームワークの範囲内で実行された場合、それらが追跡されます(たとえば、ユーザーが/myapp/mypages/の下にページを作成した場合、そのページ操作は追跡されません)。

	
ページの作成


	
ページの編集


	
ページの削除


	
タグの追加





	
プロファイル

	
	
更新された写真


	
更新されたプロファイル


	
更新された個人ステータス・ノート





	
タグ付け

	
	
タグの追加


	
タグの削除











アクティビティ・ストリームは、同様にアプリケーション・アクティビティを追跡およびレポートする最近のアクティビティ・サービスと、いくらか類似しています(詳細は、第51章「最近のアクティビティの統合」を参照してください)。両方により統合サービスのアプリケーション・アクティビティを追跡しますが、アクティビティ・ストリームにより幅の広いサービスが追跡されます。たとえば、最近のアクティビティは、ドキュメント(Wikiやブログなど)、お知らせ、ディスカッションおよびページ・サービスを追跡します。アクティビティ・ストリームは、これらのサービスとピープル・コネクションを追跡します。アクションを実行した人に関係なく、最近のアクティビティによりアクティビティが追跡されます。ユーザーの接続により実行されるアクティビティがアクティビティ・ストリームにより追跡され、アクティビティ実行者に関する情報が含まれます。最近のアクティビティには名前が含まれません。

これらの2つのサービスにおける基本的な相違点は、アプリケーションにおける処理内容の概要を最近のアクティビティにより提供することにまとめることができます。アクティビティ・ストリームにより、ユーザーの接続で実行した処理の概要を提供します。

パブリッシャ・タスク・フローは、アクティビティ・ストリームと連携して機能し、ユーザー・メッセージの形式でコンテンツを提供します。パブリッシャ・タスク・フローを介して投稿されたメッセージは、それを入力したユーザーおよびそのユーザーのコネクションのアクティビティ・ストリームに公開されます。

アクティビティ・ストリーム・メッセージには、ファイルやリンクなどが添付されている場合があります。ファイルのMIMEタイプに応じて、アクティビティ・ストリームで、そのような添付のプレビューを表示できます。アクティビティ・ストリームでは、ネイティブのWeb形式またはUCMのスライド・レンダリングを使用してファイルをプレビューします。使用されるプレビューアは、プレビューするファイルのMIMEタイプに応じて異なります。

ネイティブなWeb形式を使用するMIMEタイプには、次のものがあります。

	
image


	
htm


	
text




UCMのスライド・レンダリングを使用するMIMEタイプには、次のものがあります。

	
pdf


	
powerpoint


	
powerpnt


	
pptx







	
注意:

PDFファイル・プレビューは、MIMEタイプがpdfであり、UCM接続にwebContextRootが指定されており、かつWebCenter PortalアプリケーションにOracle HTTP Serverを介してアクセスしている場合に、アクティビティ・ストリームで使用できます。







プレビューされるMIMEタイプは、これらの箇条書きに示すMIMEタイプのみです。その他のMIMEタイプはリンクとして表示されます。MIMEタイプdocxおよびxlsxは、アクティビティ・ストリームでプレビューされません。アクティビティ・ストリーム・タスク・フロー・インスタンスと関連付けられたパラメータを設定すると、ファイルのプレビューを省略できます(詳細は、第39.3項「ピープル・コネクション・タスク・フロー・バインディング・パラメータ」を参照してください)。

リソース・パレットから、次の2つのアクティビティ・ストリーム・タスク・フローを使用できます。

	
アクティビティ・ストリーム - それぞれのコネクションの最近のアクティビティのメイン・ビューをユーザーに提供します(図37-1)。


図37-1 アクティビティ・ストリーム・タスク・フロー

[image: 図37-1の説明が続きます]





	
アクティビティ・ストリーム - クイック・ビュー - ユーザーのコネクションの最近のアクティビティのみが表示される、ストリームされたアクティビティの切捨て済のビューをユーザーに提供します(図37-2)。すべてのアクティビティを表示するには、「詳細」リンクをクリックし、タスク・フローのメイン・ビュー(アクティビティ・ストリーム)にナビゲートします。


図37-2 アクティビティ・ストリーム - クイック・ビュー・タスク・フロー

[image: 図37-2の説明が続きます]










	
関連項目:

実行時のアクティビティ・ストリーム・タスク・フローの詳細は、『Oracle WebCenter Portalの使用』の「ポータル・アクティビティの追跡」の章を参照してください。












37.1.1.2 コネクション

コネクションは、ユーザーに、自身のコネクションを管理し、他のユーザーのコネクションを表示する手段を提供します。コネクションを使用して、ビジネス上の友人を集め、1つ以上の小さいソーシャル・グループに連絡を取ります。コネクション・リストを使用して、コネクションを表示する方法を管理します。

次のコネクション・タスク・フローは、リソース・パレットから使用できます。

	
コネクション - それぞれのコネクションの表示と管理、コネクション・リストの作成、接続するための招待の送信と応答を実行する手段をユーザーに提供します(図37-3)。


図37-3 コネクション・タスク・フロー

[image: 図37-3の説明が続きます]





	
コネクション - カード: 次のビューから選択できます。

	
vcard: コネクションの写真、役職およびステータス・メッセージを表示します(図37-4)。


	
iconic: コネクションの写真およびユーザー名を表示します。


	
list: リストにコネクションを表示します。リストの各行には、プロファイル写真、ユーザー名、役職および「リストに追加」ボタンが表示されます。


	
tiled: コネクションの個人プロファイル写真をレンダリングし、その写真に加えてユーザー名および役職を表示します。







	
ヒント:

すべてのビューにおいて、名前はユーザーのプロファイルのサマリー・ビューにリンクしています。







タスク・フロー・バインディングを使用してこれらのビューの1つを選択します(詳細は、第39章「ピープル・コネクション・タスク・フロー・バインディング・パラメータ」を参照してください)。


図37-4 コネクション - カード・タスク・フロー

[image: 図37-4の説明が続きます]





	
コネクション - クイック・ビュー - それぞれのコネクションのアップロードされたプロファイル写真のビューとそれぞれのプロファイルのサマリー・ビューへのリンクをユーザーに提供します(図37-5)。


図37-5 コネクション - クイック・ビュー・タスク・フロー

[image: 図37-5の説明が続きます]










	
関連項目:

実行時のコネクション・タスク・フローの詳細は、『Oracle WebCenter Portalの使用』の「連絡先の管理」の章を参照してください。












37.1.1.3 フィードバック

フィードバックは、ユーザーに、フィードバックを表示、投稿、および管理する手段を提供します。デフォルトでは、ユーザーは、独自のフィードバック・ビューでフィードバックを表示できます。ユーザーは、適切な権限が付与されれば、他のユーザーのフィードバック・ビューでフィードバックを表示および投稿できます。

リソース・パレットから、次の2つのフィードバック・タスク・フローを使用できます。

	
フィードバック - ユーザーに、フィードバック・タスク・フローのメイン・ビューを提供します。メイン・ビューには、送信および受信したフィードバックを表示、投稿、ソート、およびフィルタリングするためのコントロールと、受信したフィードバックを非表示にするためのコントロールが含まれています(図37-6)。


図37-6 フィードバック・タスク・フロー

[image: 図37-6の説明が続きます]





	
フィードバック - クイック・ビュー - 最新の投稿のみが表示されている、フィードバック・タスク・フローの切捨て済ビューを、ユーザーに提供します(図37-7)。初期のビューに表示できる数を超える投稿がある場合、ユーザーは「詳細」リンクをクリックして、フィードバック・タスク・フローのメイン・ビューにナビゲートできます。ユーザーAがユーザーBのフィードバック - クイック・ビューのビューにアクセスすると、ユーザーAには、さらに「フィードバックの追加」オプションが表示されます。


図37-7 フィードバック - クイック・ビュー・タスク・フロー

[image: 図37-7の説明が続きます]










	
関連項目:

実行時のフィードバック・タスク・フローの詳細は、『Oracle WebCenter Portalの使用』の「フィードバックおよびメッセージ・ボードの使用」の章を参照してください。












37.1.1.4 メッセージ・ボード

メッセージ・ボードは、メッセージ・ボードおよびアクティビティ・ストリームへのメッセージおよび添付を表示および投稿する手段を提供します。

リソース・パレットから、次の2つのメッセージ・ボード・タスク・フローを使用できます。

	
メッセージ・ボード - ユーザーに、メッセージ・ボード・メッセージのメイン・ビューを提供し、メッセージの追加、表示、更新、非表示、削除およびそのビューの管理を行う手段と、メッセージをプライベートとしてマークしたり、プライベート・メッセージを共有する手段を提供します(図37-8)。


図37-8 メッセージ・ボード・タスク・フロー

[image: 図37-8の説明が続きます]





	
メッセージ・ボード - クイック・ビュー - ユーザーに、メッセージ・ボード・メッセージの切捨て済ビューを提供し、メッセージの追加、表示、更新、非表示および削除を行う手段と、メッセージをプライベートとしてマークしたり、プライベート・メッセージを共有する手段を提供します(図37-9)。ユーザーは、「詳細」リンクをクリックすることで、詳細ビューにナビゲートできます。


図37-9 メッセージ・ボード - クイック・ビュー・タスク・フロー

[image: 図37-9の説明が続きます]










	
関連項目:

実行時のメッセージ・ボード・タスク・フローの詳細は、『Oracle WebCenter Portalの使用』の「フィードバックおよびメッセージ・ボードの使用」の章を参照してください。












37.1.1.5 プロファイル

プロファイルは、ユーザーに、自分自身および他のユーザーの個人プロファイル情報の様々なビューを提供します。そのような情報には、ユーザーの電子メール・アドレス、電話番号、勤務先の場所、部門、上司、直属の部下などが含まれます。プロファイルは、WebCenter Portalアプリケーションにそのユーザーを提供しているバックエンド・アイデンティティ・ストアからその情報をまとめて取得します。さらに、プロファイルから、この情報の一部を変更したり、そのアイデンティティ・ストアに含まれていない追加のデータを入力する機会が提供されることもあります。

リソース・パレットから、次の3つのプロファイル・タスク・フローを使用できます。

	
プロファイル - ユーザーの電子メール・アドレス、電話番号、勤務先の場所、部門、上司、直属の部下などユーザーのプロファイル詳細を公開します。また、ユーザーが提供した個人イメージおよびユーザーの個人ステータス・メッセージも公開します(図37-10)。


図37-10 プロファイル・タスク・フロー

[image: 図37-10の説明が続きます]





	
プロファイル - スナップショット - ユーザーがアップロードした個人イメージを公開し、選択した対象読者にメッセージ、ファイルおよびリンクを公開する手段を提供します(図37-11)。


図37-11 プロファイル - スナップショット・タスク・フロー

[image: 図37-11の説明が続きます]








	
注意:

実行時にADFベースのアプリケーションにユーザーが任意のものをアップロードできるようにするには、そのアップロード・タスク・フローを配置したページでフォーム上にusesUpload属性が設定されている必要があります。さらに、プロファイル・イメージの場合は、タスク・フロー・バインディング・パラメータphotoUploadAllowedをtrueに設定する必要があります。詳細は、第38.2項「ピープル・コネクション・タスク・フローをページに追加する方法」の終わりにある注意および第39章「ピープル・コネクション・タスク・フロー・バインディング・パラメータ」を参照してください。








	
プロファイル・ギャラリ - 各ピープル・コネクション・タスク・フローのサマリー・ビューを提供します(図37-12)。たとえば、アクティビティ・ストリーム - クイック・ビュー、コネクション - クイック・ビューなどです。


図37-12 プロファイル・ギャラリ・タスク・フロー

[image: 図37-12の説明が続きます]










	
関連項目:

実行時のプロファイル・タスク・フローの詳細は、『Oracle WebCenter Portalの使用』の「プロファイルの管理」の章を参照してください。












37.1.1.6 パブリッシャ・タスク・フロー

パブリッシャ・タスク・フローは、アクティビティ・ストリームと連携して機能します。ユーザーは、パブリッシャにコンテンツを入力し、そのコンテンツを投稿したユーザーのアクティビティ・ストリームと、そのユーザーのコネクションのアクティビティ・ストリームにコンテンツが公開されます(図37-13)。


図37-13 パブリッシャ・タスク・フロー

[image: 図37-13の説明が続きます]








	
関連項目:

実行時のパブリッシャ・タスク・フローの詳細は、『Oracle WebCenter Portalの使用』のメッセージ、ファイルおよびURLの共有に関する項を参照してください。














37.1.2 ピープル・コネクション・サービスの要件

ピープル・コネクションをご使用のWebCenter Portal Frameworkアプリケーションと適切に統合するには、次の手順に従ってください。

	
WebCenter Portal Frameworkアプリケーションを作成します(詳細は、第6.1項「新しいWebCenter Portal Frameworkアプリケーションの作成」を参照してください)。


	
WebCenterスキーマを設定し、それへのデータベース接続を作成します(詳細は、第4章「WebCenter Portalのツールとサービス用アプリケーションの準備」を参照してください)。


	
JSF (.jspx)ページを作成します(詳細は、第15.2項「WebCenter Portal Frameworkアプリケーションでのページの作成」を参照してください)。


	
アプリケーションを保護し、いくつかのテスト・ユーザーを作成します(詳細は、第74章「WebCenter Portal Frameworkアプリケーションの保護」および第22.2.2項「jazn-data.xmlファイルでのロールおよび付与権限の定義方法」を参照してください)。


	
ピープル・コネクション・タスク・フローをページにドラッグ・アンド・ドロップします(詳細は、第38.2項「ピープル・コネクション・タスク・フローをページに追加する方法」を参照してください)。


	
タスク・フロー・バインディングに必要な値を入力します(詳細は、第39章「ピープル・コネクション・タスク・フロー・バインディング・パラメータ」を参照してください)。


	
ページを実行します。


	
必要に応じて、手順4で作成したテスト・ユーザーのユーザー名とパスワードを入力します。











37.2 ピープル・コネクション・サービスのトラブルシューティング

この項では、ピープル・コネクション・サービスの使用中に発生する可能性がある問題のトラブルシューティングに役立つ情報を提供します。


ピープル・コネクション・タスク・フローは、空であってもフル・ブラウザに表示されます

これにより、Internet Explorerバージョン8 (IE8)を使用している場合に問題が発生することがあります。IE8で、「ツール」→「互換表示設定」に移動します。「互換表示設定」ダイアログで、次のチェック・ボックスを選択解除します。

	
イントラネット サイトを互換表示で表示する


	
すべてのWebサイトを互換表示で表示する





新しいプロファイル・イメージが表示されない

プロファイル・イメージに対する変更は、古いWebCenterデータベース・キャッシュが原因で、ただちにレンダリングされないことがあります。古いイメージの下にある「リフレッシュ」アイコンをクリックすると、イメージが更新されます。












65 Webクリッピングを使用したコンテンツ・ベースのポートレットの作成


この章では、Oracle JDeveloper環境でのWebクリッピングの使用方法について説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第65.1項「Webクリッピングの概要」


	
第65.2項「アプリケーションへのWebクリッピングの追加」


	
第65.3項「シングル・サインオンを使用した認証されているWebコンテンツの統合」


	
第65.4項「Webクリッピングの拡張機能」


	
第65.5項「Webクリッピング・ポートレット構成のヒント」


	
第65.6項「Webクリッピングに関する現在の制限」


	
第65.7項「Webクリッピングのトラブルシューティング」




実行時のWebクリッピングの使用方法の詳細は、『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』の「Webクリッピング・ポートレットの使用」の章を参照してください。




	
注意:

Webクリッピングを使用するかわりに、Oracle WebCenter Portalのページレット・プロデューサを使用してクリップ・ページレットを使用することを検討してください。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』の「ページレット・プロデューサの管理」の章を参照してください。









65.1 Webクリッピングの概要

Webクリッピングは、WebCenter Portal Frameworkアプリケーションに任意のWebアプリケーションを統合できるようにする公開ポートレットです。Webクリッピングは、Webアプリケーションの既存のユーザー・インタフェースを利用して迅速に統合できるように設計されています。Webクリッピングでは、Webコンテンツを単一の一元化したWebページのポートレットに収集できます。Webクリッピングを使用すると、大規模な組織に散在するWebサイトのコンテンツを統合できます。

Webクリッピングを使用すると、Webページ全体または一部をクリップし、ポートレットとして再利用できます。基本およびHTMLフォームベースのサイトはクリップ可能です。Webクリッピングは、既存のWebページのコンテンツをコピーし、Portal Frameworkアプリケーションでポートレットとして公開する場合に使用します。

Webクリッピングは次の機能をサポートします。

	
様々なスタイルのログイン・メカニズムを介したナビゲーション

Webクリッピングでは、フォーム・ベースとJavaScriptベースの送信、Cookieベースのセッション管理を使用したHTTPのBasic認証とDigest認証など、様々なログイン・メカニズムをサポートしています。


	
クリッピングのファジー・マッチング

ファジー・マッチング機能により、Webクリッピングがソース・ページ内で順序変更されたり、その文字フォント、サイズまたはスタイルが変更された場合でも、Webクリッピング・エンジンがWebクリッピングを正確に識別し、ポートレット・コンテンツとして配信できるようになります。


	
パーソナライズ

パーソナライズ機能を使用すると、エンド・ユーザーがポートレットのパーソナライズ時に変更できる入力パラメータを公開できます。パラメータは、ページ・パラメータとしてマップできるパブリック・パラメータとして公開できます。この機能により、エンド・ユーザーはパーソナライズされたクリッピングを取得できます。


	
シングル・サインオンを使用した認証済Webコンテンツの統合

外部アプリケーションやOracle Single Sign-Onを利用して、認証済外部Webサイトのコンテンツをクリップできます。


	
インライン・レンダリング

インライン・レンダリングを使用すると、ポートレットのコンテキスト内にリンクを表示するようにWebクリッピング・ポートレットを設定できます。ユーザーがWebクリッピング・ポートレット内でリンクをクリックすると、同じポートレット内に結果が表示されます。この機能は、内部および外部のWebサイトで使用できます。


	
プロキシ認証

Webクリッピングは、グローバルなプロキシ認証やユーザーごとの認証などのプロキシ認証をサポートします。プロキシ・サーバーから認証を求められる場合は、この機能を使用できます。タイプ(BasicまたはDigest)やprovider.xmlファイル内のレルムなど、プロキシ・サーバー認証の詳細を指定できます。また、ユーザー資格情報の入力スキームを指定することもできます。

	
すべてのユーザーは、指定されたユーザー名とパスワードを使用して自動的にログインします。


	
すべてのユーザーは、自ら設定したユーザー名とパスワードを使用してログインする必要があります。


	
すべてのパブリック・ユーザー(Portal Frameworkアプリケーションで未認証)は、指定されたユーザー名とパスワードを使用して自動的にログインしますが、有効なユーザー(Portal Frameworkアプリケーションで認証済)は、自ら設定したユーザー名とパスワードを使用してログインします。




詳細は、第65.5.2項「HTTPまたはHTTPSのプロキシ構成」を参照してください。


	
HTTPSのサポート

Webクリッピングを使用すると、適切なサーバー証明書を取得している場合に、HTTPSベースの外部Webサイトからコンテンツをクリップできます。サーバー証明書の詳細は、第65.5.3.1項「信頼できるサイトの証明書の追加」を参照してください。


	
オープン・トランスポートAPI

デフォルトでは、Webクリッピング・プロバイダは、Basic、Digest、フォーム送信ログインなどのHTTPチャレンジベースの認証方式のみをサポートしています。Kerberosプロキシ認証などのカスタムの認証方式をサポートするには、Webクリッピング・トランスポートAPIを使用できます。詳細は、第65.4.1項「Webクリッピング・トランスポートAPIの使用方法」を参照してください。


	
広範囲なWebコンテンツの再利用

Webクリッピングには、HTTPのGETおよびPOSTのフォーム送信方式を使用して取得された、JavaScriptで記述されたページ、アプレットおよびプラグイン対応コンテンツの基本サポートが用意されています。

Webクリッピングではまた、次のようなHTML 4.01で記述されたページのコンテンツのクリッピングもサポートしています。

	
<applet>、<body>、<div>、<embed>、<img>、<object>、<ol>、<span>、<table>、および<ul>タグ付きコンテンツのクリッピング


	
<head>スタイルとフォント、およびCSSの保持


	
UTF-8準拠のキャラクタ・セットのサポート


	
ハイパーリンク(HTTP GET)、フォーム送信(HTTP POST)、フレームおよびURLリダイレクションを使用したナビゲーション





	
グローバリゼーション・サポート

Webクリッピングは、URLおよびURLパラメータでのグローバリゼーション・サポートを提供します。クリップされたコンテンツのキャラクタ・セットをWebクリッピングが決定する方法の詳細は、第65.6項「Webクリッピングに関する現在の制限」を参照してください。


	
Webクリッピングの定義の永続的な格納

Webクリッピングの定義は、リポジトリに永続的に格納されます。デフォルトでは、JDeveloperで、Webクリッピング・プロデューサがファイルベースのOracle Metadata Service (MDS)をリポジトリとして使用するように構成されています。必要に応じて、Webクリッピング・リポジトリにデータベース・スキーマを使用できます。Webクリッピング・リポジトリの構成の詳細は、第65.5.1項「Webクリッピング・リポジトリの構成」を参照してください。


	
保護情報の暗号化

パスワードなどの保護情報は、Oracleの暗号化テクノロジを使用し、Data Encryption Standard (DES)に基づいて暗号化されたフォームで格納されます。









65.2 アプリケーションへのWebクリッピングの追加

第63章「ポートレットの消費」で説明しているように、Webクリッピング・ポートレットは、Oracle JDeveloperで作成されたページに追加できます。Webクリッピング・ポートレット・プロデューサは、Oracle JDeveloperとともにインストールされる統合WebLogic Server (統合WLS)内の、事前構成済PortalToolsポートレット・プロデューサに含まれています。

Webクリッピングをアプリケーションに追加するには:

	
統合WLSを起動します。詳細は、第2.2.4項「統合WebLogic Serverの管理」を参照してください。


	
事前構成済PortalToolsポートレット・プロデューサがまだデプロイされていない場合は、デプロイします。詳細は、第2.4.1.1項「事前構成済ポートレット・プロデューサのデプロイ」を参照してください。


	
アプリケーションにWebクリッピング・プロデューサを登録します。詳細は、第63.2.2項「WebCenter Portal FrameworkアプリケーションへのOracle PDK-Javaポートレット・プロデューサの登録」を参照してください。


	
Webクリッピング・ポートレットを対象の「JSPX」ページにドラッグして、アプリケーションに追加します。詳細は、第63.5項「ページへのポートレットの追加」を参照してください。




	
注意:

Oracle JDeveloperでWebクリッピング・ポートレットのインスタンスをページに追加する際、ポートレットの「プロパティ・インスペクタ」を開き、AllModesSharedScreenプロパティとRenderPortletInIFrameプロパティが次のように設定されていることを確認します。
	
AllModesSharedScreenは、「カスタマイズ」と「パーソナライズ」がフル・ページのサイズで表示されるようにFalseに設定されています。


	
RenderPortletInIFrameは、表示モードでWebクリッピング・ポートレットが独自のインライン・フレーム(iframe)に表示されるようにTrueに設定されています。


















	
注意:

SSL対応Webサイトをクリップするには、証明書ストアにそれらのサイトの証明書を追加する必要があります。Equifax、VeriSignまたはCybertrustの証明書を使用するSSL対応Webサイトの証明書は追加する必要がありません。これらの証明書は、デフォルトの証明書ストアに含まれています。
証明書の追加の詳細は、第65.5.3.1項「信頼できるサイトの証明書の追加」を参照してください。














65.3 シングル・サインオンを使用した認証されているWebコンテンツの統合

Oracle Single Sign-Onを利用して、認証に必要な外部WebサイトのコンテンツをWebクリッピング・ポートレットに統合できます。




	
注意:

1つのプロデューサに関連付けることができる外部アプリケーションは1つのみです。外部アプリケーションごとに新規のプロデューサを登録する必要があります。Portal Frameworkアプリケーション・ユーザーは、資格情報ではなく、該当のシステムのユーザー名とパスワードを使用して認証されているコンテンツにアクセスします。







認証が必要な外部アプリケーションを統合するには:

	
JDeveloperでPortal Frameworkアプリケーションを開きます。


	
認証情報を指定して、外部アプリケーションを登録します。詳細は、第74.13.3.2.1項「外部アプリケーションのOracle JDeveloperでの登録」を参照してください。


	
Webクリッピング・プロデューサを登録します。詳細は、第63.2.2項「WebCenter Portal FrameworkアプリケーションへのOracle PDK-Javaポートレット・プロデューサの登録」を参照してください。

Oracle PDK-Javaポートレット・プロデューサの登録ウィザードを使用してプロデューサを登録する際に、「接続詳細の指定」ページで、「プロデューサと外部アプリケーションとの関連付け」チェック・ボックスを選択し、値のリストから登録した外部アプリケーションを選択します。「プロデューサ・セッションの有効化」チェック・ボックスが自動的に選択されます。

図65-1に、Webクリッピング・プロデューサに関連付けられたMyOracleSupportという名前の外部アプリケーションを示します。


図65-1 外部アプリケーションへのWebクリッピング・プロデューサの関連付け

[image: 図65-1の説明が続きます]





	
先ほど登録したプロデューサからWebクリッピング・ポートレットを「JSPX」ページに追加します。


	
「JSPX」ページを右クリックし、「実行」を選択します。


	
外部アプリケーションの共有資格情報または公開資格情報を指定しなかった場合は、ポートレットに「ログイン情報の更新」リンクが含まれます。このリンクをクリックします。


	
資格情報を入力し、「OK」をクリックして外部Webサイトにログインします。

図65-2に、MyOracleSupportという名前の外部アプリケーションのログイン画面を示します。


図65-2 統合外部アプリケーションへのログイン

[image: 図65-2の説明が続きます]





	
Webクリッピング・ポートレットのヘッダーで「アクション」アイコンをクリックし、「カスタマイズ」を選択します。

「Webクリッピングの検索」ページが表示され、外部アプリケーションのデフォルトのURLが「URLの場所」フィールド(図65-3)に表示されます。


図65-3 Webクリッピングの検索

[image: 図65-3の説明が続きます]





これで、Webクリッピング・ポートレットに表示するWebページの任意のセクションを選択できるようになりました。実行時のWebクリッピング・ポートレットのカスタマイズ方法の詳細は、『Oracle WebCenter Portalでのポータルの構築』の「Webクリッピング・ポートレットの使用」の章を参照してください。

外部アプリケーションの必要なページをクリップすると、認証が必要なページからのWebクリッピングでも、ポートレットで使用できるようになります。









65.4 Webクリッピングの拡張機能

Webクリッピングは、特定の拡張機能をサポートしています。Webクリッピング・トランスポートAPIを使用してカスタム認証方式を構成し、リソース・プロキシを使用するようにイメージ・リンクをリライトできます。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第65.4.1項「Webクリッピング・トランスポートAPIの使用方法」


	
第65.4.2項「リソース・プロキシを使用するためのイメージ・リンクのリライト」






65.4.1 Webクリッピング・トランスポートAPIの使用方法

カスタム認証方式をサポートするには、Webクリッピング・トランスポートAPIを使用できます。Webクリッピング・トランスポート・レイヤーを拡張してカスタム認証方式をサポートするには、いくつかの実装およびデプロイの手順を実行する必要があります。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第65.4.1.1項「Webクリッピング・トランスポートAPIの実装」


	
第65.4.1.2項「Webクリッピング・トランスポートAPIのデプロイ」






65.4.1.1 Webクリッピング・トランスポートAPIの実装

Kerberosなどのカスタム認証方式をサポートする場合は、まず、固有のトランスポート・クラスを実装する必要があります。

カスタム・トランスポート・クラスを実装するには:

	
oracle.portal.wcs.transport.http.HttpTransportLiaisonインタフェースの2つのユース・ケースをオーバーライドします。

Webクリッピングでは、このインタフェースを使用してHTTPトランスポート・レイヤーが抽象化されます。デフォルトでは、次の実装によって、このインタフェースの2つのユース・ケースがマニフェストされます。

	
HttpClientStudioTransportLiaisonは、Webクリッピング・スタジオ・モードでHTTPトランスポートを処理します


	
HttpClientProviderTransportLiaisonは、Webクリッピング・プロデューサ表示モードでHTTPトランスポートを処理します




その他の認証方式をサポートするには、スタジオとプロバイダの両方のHttpClientTransportLiaison実装についてaddRequestHeadersメソッドをオーバーライドし、独自の認証固有ヘッダーを追加する必要があります。詳細は、APIリファレンスに関する項を参照してください。


	
新しいサブクラスをコンパイルし、JARファイルにパッケージ化します。

たとえば、新しいサブクラスをコンパイルするには次のコマンドを使用します。

javac -classpath path_to_wcejar -d classes/

ここで、path_to_wcejarは、wce.jarファイルへのパスを指します。

JARファイルを作成するには、たとえば、次のコマンドをclassesディレクトリから実行します。

jar cvf ../mytransport.jar

ここで、mytransport.jarは、ユーザーが作成するJARファイルを指します。









65.4.1.2 Webクリッピング・トランスポートAPIのデプロイ

新しいトランスポート・クラスを実装したら、カスタム認証方式をサポートするためにJARファイルをデプロイする必要があります。

JARファイルをデプロイするには:

	
JARファイルを、実行時にWebクリッピング・プロデューサに使用されるクラス・パスまたは共有ライブラリに置きます。


	
HttpClientProviderTransportLiaisonおよびHttpClientStudioTransportLiaisonに定義されているコンテキスト・パラメータに次の変更を行うことにより、Webクリッピング・プロデューサのweb.xmlファイルにトランスポート・クラスを登録します。

	
oracle.webclipping.provider.TransportLiaisonClassのパラメータ値を、HttpClientProviderTransportLiaison クラスから拡張した新しいクラスの名前に変更します。


	
oracle.webclipping.studio.TransportLiaisonClassのパラメータ値を、HttpClientStudioTransportLiaisonクラスから拡張された新しいクラスの名前に変更します。





	
プロデューサ・サーバーを再起動して変更を有効にします。











65.4.2 リソース・プロキシを使用するためのイメージ・リンクのリライト

Webクリッピングを使用すると、イメージ・リンクをリライトしてリソース・プロキシを使用できます。この機能を有効にするには、次のエントリをWebクリッピング・プロデューサのweb.xmlファイルに追加する必要があります。


<env-entry>
    <env-entry-name>oracle/webclipping/rewriteImageLink</env-entry-name>
    <env-entry-type>java.lang.Boolean</env-entry-type>
    <env-entry-value>false</env-entry-value>
</env-entry>








65.5 Webクリッピング・ポートレット構成のヒント

Webクリッピングを使用する前に、いくつかの管理タスクを実行する必要があります。

この項の内容は次のとおりです。

	
第65.5.1項「Webクリッピング・リポジトリの構成」


	
第65.5.2項「HTTPまたはHTTPSのプロキシ構成」


	
第65.5.3項「Webクリッピング・プロデューサのセキュリティ」






65.5.1 Webクリッピング・リポジトリの構成

Webクリッピングには、Oracle Metadata Services (MDS)ストアまたはOracleデータベースに永続的に格納する必要がある定義があります。




	
注意:

Microsoft SQL ServerまたはIBM DB2データベースをWebクリッピング・リポジトリとして使用することはできません。







Webクリッピング・リポジトリ構成は、次の場所にあるWebクリッピング・プロデューサのテスト・ページにアクセスすることで表示できます。


http://host:port/portalTools/webClipping/providers/webClipping


ここでhostは、Webクリッピング・プロデューサのデプロイ先のサーバーであり、portは、サーバーのHTTPリクエストのリスニング先のポートです。




	
注意:

統合WLSとWLS_Portlet管理対象サーバーは、同じシステム上で使用可能である場合でも、異なるポートにデプロイする必要があります。デフォルトでは、統合WLSはポート7101にデプロイされており、WLS_Portletはポート8889にデプロイされています。







プロバイダ・テスト・ページは、Webクリッピング・プロデューサが有効なリポジトリで構成されているかどうかを自動的に検出します。構成されていない場合、Webクリッピング・リポジトリの「ステータス」列には「未構成」と表示されます。図65-4に、Webクリッピングのプロバイダ・テスト・ページを示します。


図65-4 Webクリッピング - プロバイダ・テスト・ページ

[image: 図65-4の説明が続きます]





プロバイダ・テスト・ページを使用して、Webクリッピング構成情報を変更することはできません。Webクリッピング・リポジトリは、provider.xmlファイルに適切な値を設定することで構成できます。このファイルでは、repositoryInfoタグを使用して、Webクリッピング・リポジトリ設定を指定します。




	
注意:

provider.xmlのパスを判別するには、ファイル・システム内でwebClipping/provider.xmlを検索します。たとえば、UNIXでは次のコマンドを実行します。

> find DOMAIN_DIR -name "provider.xml" | grep -i webClipping


Oracle JDeveloperの統合WLSでは、Webクリッピングのprovider.xmlは、次の場所にあります。


JDEV_SYSTEM_DIRECTORY/DefaultDomain/servers/DefaultServer/tmp/_WL_user/portalTools_11.1.1.2.0/RANDOMLY_GENERATED_DIRECTORY/war/WEB-INF/providers/webClipping/provider.xml


Windowsプラットフォームでは、JDeveloperのシステム・ディレクトリへのパスに空白が含まれている場合、Portal Frameworkアプリケーション内のページはレンダリングされません。したがって、JDEV_SYSTEM_DIRECTORYパスに空白が含まれていないことを確認してください。

Fusion Middleware 11gインストールでは、Webクリッピングのprovider.xmlは次の場所にあります。


FMW_HOME/user_projects/domains/wc_domain/servers/WLS_Portlet/tmp/_WL_user/portalTools_11.1.1.2.0/RANDOMLY_GENERATED_DIRECTORY/war/WEB-INF/providers/webClipping/provider.xml









この項の内容は、次のとおりです。

	
第65.5.1.1項「Webクリッピング・リポジトリとしてのOracle Metadata Services (MDS)の使用方法」


	
第65.5.1.2項「Webクリッピング・リポジトリとしてのOracleデータベースの使用方法」


	
第65.5.1.3項「provider.xmlでのWebクリッピング・リポジトリの構成」


	
第65.5.1.4項「repositoryInfoタグの属性および子タグ」


	
第65.5.1.5項「Webクリッピング・リポジトリの移行」






65.5.1.1 Webクリッピング・リポジトリとしてのOracle Metadata Services (MDS)の使用方法

デフォルトでは、Oracle JDeveloperで統合WLS(デフォルト・サーバー)でホストされているWebクリッピング・プロデューサは、Webクリッピング・リポジトリとしてファイルベースのMDSを使用するように構成されています。




	
注意:

完全なOracle Fusion Middlewareインストールでは、Webクリッピング・ポートレット・プロデューサは、デフォルト・ドメインのWLS_Portlets管理対象サーバー内にも組み込まれています。デフォルトでは、このWebクリッピング・ポートレット・プロデューサは、Webクリッピング・リポジトリとして、Oracle WebLogic Serverの一部としてインストールされているOracleデータベースを使用するように構成されています。







例65-1に、provider.xml内のデフォルト・リポジトリとしてのMDSを示します。


例65-1 provider.xml内のデフォルトWebクリッピング・リポジトリとしてのMDS


  <repositoryInfo class="oracle.portal.wcs.provider.info.MdsInformation">
    <mdsConfigLocation>mds-config.xml</mdsConfigLocation> 
  </repositoryInfo>




MDSリポジトリの場合、repositoryInfoタグはMdsInformationクラスに設定されます。mdsConfigLocationエントリは、mds-config.xmlファイルのパスを指定します。このファイルには、メタデータ・ストア構成情報(実際のメタデータ・ストアのパスを含む)が納められています。Oracle JDeveloperでは、mds-config.xmlファイルは、次のパスにあります。


JDEV_SYSTEM_DIRECTORY/DefaultDomain/servers/DefaultServer/tmp/_WL_user/portalTools_11.1.1.2.0/RANDOMLY_GENERATED_DIRECTORY/war/WEB-INF





	
注意:

Windowsプラットフォームでは、JDeveloperのシステム・ディレクトリへのパスに空白が含まれている場合、Portal Frameworkアプリケーション内のページはレンダリングされません。したがって、JDEV_SYSTEM_DIRECTORYパスに空白が含まれていないことを確認してください。







mds-config.xmlファイルでは、プロパティ・タグ内でリポジトリの場所を指定します。


<property name="metadata-path" value="portletdata/tools/webClipping"/>


valueに指定される場所は、JDEV_HOME/portalを基準としています。指定される相対パスは、JDEV_HOME/portalを基準としているものと解釈されます。別の場所(たとえば、Oracle JDeveloperホーム外の場所)を使用するには、絶対パス(c:\mdsなど)を指定します。




	
注意:

複数中間層デプロイの場合、メタデータ・パスを共有ファイル・システムに変更します。












65.5.1.2 Webクリッピング・リポジトリとしてのOracleデータベースの使用方法

MDSはOracle JDeveloperでのデフォルト・リポジトリですが、かわりに、Webクリッピング・リポジトリ用にデータベース・スキーマを使用することを選択できます。




	
注意:

Webクリッピング・リポジトリとしてデータベースを使用する場合、カスタマイズは、Webクリッピング・プロデューサまたは消費するアプリケーションを再デプロイする場合でもすべて保持されます。







Webクリッピングには次のデータベース・スキーマのいずれかを使用できます。

	
Oracle WebLogic Server向けのRCUによって作成されたデフォルトPORTLETデータベース・スキーマ


	
Oracle 9i以上用のユーザー定義データベース・スキーマ







	
注意:

Microsoft SQL ServerまたはIBM DB2データベースをWebクリッピング・リポジトリとして使用することはできません。







この項の内容は、次のとおりです。

	
第65.5.1.2.1項「RCUによって作成されるデータベース・スキーマの使用方法」


	
第65.5.1.2.2項「データベース・スキーマの作成」






65.5.1.2.1 RCUによって作成されるデータベース・スキーマの使用方法

Webクリッピング・リポジトリの場合、jdbc/portletPrefsという名前のJNDIデータ・ソースにより、Oracle WebLogic Serverの一部としてインストールされているOracleデータベースを使用できます。このデータベースにアクセスするには、PORTLETという名前のスキーマを使用します。




	
注意:

PORTLETスキーマは、WebCenter Portal用に構成されたOracleデータベースで作成する必要があります。詳細は、『Oracle WebCenter Portalインストレーション・ガイド』の「Oracle WebCenter Portalのインストール」の章を参照してください。












65.5.1.2.2 データベース・スキーマの作成

Webクリッピング・リポジトリとしてOracle 9i以上のデータベースの任意のユーザー定義スキーマを使用できます。Webクリッピングの定義およびクリッピング用のデータベース・スキーマを作成するには、例65-2のJavaコマンドを実行します。


例65-2 Webクリッピング・ポートレットの定義およびクリッピング用のスキーマを作成するためのJavaコマンド


java -classpath WC_ORACLE_HOME/lib/xmlparserv2.jar:
WC_ORACLE_HOME/jdbc/lib/ojdbc14.jar:WC_ORACLE_HOME/portal/jlib/wce.jar
oracle.portal.wcs.Installer -installSchema -username dbuser -password
dbpassword -dburl jdbc:oracle:thin:@//host:port/dbid




ここで:

	
WC_ORACLE_HOMEは、ご使用のWebCenter Portal Oracleホーム・ディレクトリのパスです。


	
dbuserは、スキーマのデータベース・ユーザーです。

WSRPおよびPDK-Javaのプリファレンス・ストア・データベース・スキーマの作成で使用するものと同じデータベース・ユーザーを使用することを検討してください。同じユーザーを使用しない場合は、新規のユーザーを作成し、接続権限とリソース権限を付与する必要があります。


	
dbpasswordは、指定したユーザーのパスワードです。


	
dburlは、データベースのURLです。

これは、次の構文を使用してWebクリッピング・ポートレットの定義およびクリッピング用に作成するスキーマを含むデータベースです。


jdbc:oracle:thin:@//dbhost:dbport/service_name


例:


jdbc:oracle:thin:@//shobeen:1521/sales_us







	
注意:

例65-2のクラスパスでは、UNIXとWindowsで異なるセパレータを使用しています。UNIXシステムでは、classpathにコロン(:)セパレータを使用します。Windowsシステムでは、classpathにセミコロン(;)セパレータを使用します。














65.5.1.3 provider.xmlでのWebクリッピング・リポジトリの構成

統合WLSにデプロイされたWebクリッピング・プロデューサのリポジトリ構成を変更するには:

	
テキスト・エディタでprovider.xmlファイルを開きます。


	
ご使用のWebクリッピング・リポジトリの設定を指定します。

	
RCUによって作成されるJNDIデータ・ソースによって参照されるPORTLETスキーマを使用します。例65-3に示すエントリを指定します。


例65-3 Webクリッピング・リポジトリとしてのOracleデータベース


  <repositoryInfo class="oracle.portal.wcs.provider.info.JdbcDbInformation">
     <connectionName>jdbc/portletPrefs</connectionName>
     <useRAA>false</useRAA>
     <useASO>false</useASO>
  </repositoryInfo>




タグ・パラメータの詳細は、第65.5.1.4項「repositoryInfoタグの属性および子タグ」を参照してください。


	
Oracle database 9i以上用に作成されたデータベース・スキーマを使用します。そこで、接続情報を手動で指定できます。

Webクリッピング・リポジトリとしてOracle 9i以上を指定するには、例65-4に示すエントリでデータベース接続パラメータを指定します。


例65-4 Webクリッピング・リポジトリとしてのOracle Database 9i以上の設定


    <repositoryInfo class="oracle.portal.wcs.provider.info.DatabaseInformation">
       <useRAA>false</useRAA>
       <databaseHost>dbhost.mycompany.com</databaseHost>
       <databasePort>1521</databasePort>
       <databaseSid>iasdb</databaseSid>
       <databaseUsername>scott</databaseUsername>
       <databasePassword>!tiger</databasePassword>
       <useASO>false</useASO>
    </repositoryInfo>
 




タグ・パラメータの詳細は、第65.5.1.4項「repositoryInfoタグの属性および子タグ」を参照してください。

セキュアなデータベース接続が必要な場合は、useASOエントリをtrueに設定することで、詳細セキュリティ・オプション(ASO)を有効にします。ASOの構成の詳細は、第65.5.3項「Webクリッピング・プロデューサのセキュリティ」を参照してください。




	
注意:

provider.xmlには、<repositoryInfo>の1つのエントリのみが存在できます。選択したWebクリッピング・リポジトリに応じて、そのエントリのみ非コメント化する必要があります。











	
provider.xmlファイルを保存します。


	
統合WLSを再起動します。









65.5.1.4 repositoryInfoタグの属性および子タグ

表65-1に、repositoryInfoタグの属性および子タグとその説明を示します。




	
注意:

repositoryInfoタグの属性および子タグは、Webクリッピングのprovider.xmlファイルのコメントでも説明されています。
provider.xmlファイルのコメントでは、Oracleインフラストラクチャ・データベースを使用するOracle9iデータベース以上用に提供されている例は、Oracle Portalと、そのインフラストラクチャ・データベースおよびアプリケーション・プログラミング・インタフェース専用です。その例は、Portal Frameworkアプリケーションの実装には使用しないでください。










表65-1 repositoryInfoタグの属性および子タグ

	属性/パラメータ	MDS/データベース	説明
	
class

	
両方

	
class属性は、Webクリッピングの定義の格納に使用されるリポジトリのタイプを指定します。この属性には、次の値を指定できます。

	
oracle.portal.wcs.provider.info.MdsInformation

この値は、Webクリッピングの定義の格納にMDSが使用され、MDS構成がmds-config.xmlファイルにプッシュされることを意味します。


	
oracle.portal.wcs.provider.info.DatabaseInformation

この値は、Webクリッピングの定義の格納にはOracle9iデータベース以上が使用され、データベースの接続の詳細はrepositoryInfoタグに子として含まれることを意味します。


	
oracle.portal.wcs.provider.info.JdbcDbInformation

この値は、Oracle WebLogic Serverの一部としてインストールされているOracleデータベースが、Webクリッピング定義の格納に使用されることを示しています。





	
mdsConfigLocation

	
MDS

	
class属性の値がMDSリポジトリを示す場合、mdsConfigLocationタグを使用します。それは、MDS構成ファイルmds-config.xmlを指しており、それによって実際のMDSの場所が指定されます。mds-config.xmlファイルは、次の場所にあります。


MW_HOME/wlserver_10.3/wc_domain/servers/WLS_Portlet/tmp/_WL_user/portalTools_11.1.1.2.0/yyggl7/war/WEB-INF


	
connectionName

	
データベース

	
RCUを使用してWebクリッピング・リポジトリがインストールされたデータ・ソースのJNDI名を指定します。デフォルトでは、接続名はjdbc/portletPrefsであり、それはOracle WebLogic ServerのPORTLETスキーマを指しています。

Oracle WebLogic Server 11g中間層がOracle Application Server 10gリポジトリとペアになっている相互運用シナリオでは、接続はOracle Application Server 10gリポジトリのPORTALスキーマを指しています。


	
useASO

	
データベース

	
trueまたはfalseに設定します。

	
Webクリッピング・プロデューサとデータベース間の通信チャネルの暗号化にOracle Advanced Security Option (ASO)を使用するには、trueを指定します。これは、クリップされたコンテンツに大文字小文字の区別があるデータ含まれている場合に追加のセキュリティを導入するために用意されています。


	
このオプションを省略する場合は、falseを指定します。





	
useRAA

	
データベース

	
trueまたはfalseに設定します。

	
データベース接続パラメータへのアクセスにリポジトリ・アクセスAPIが使用される場合は、trueを指定します。trueを指定することは、Webクリッピング・プロデューサでリポジトリとしてデフォルトのOracleインフラストラクチャ・データベースを使用することに相当します。

trueを指定すると、他のrepositoryInfo子タグの必要がなくなります。


	
このオプションを省略する場合は、falseを指定します。





	
databaseHost

	
データベース

	
Oracleデータベースのホスト名を指定します。バージョン9i以上のみを使用します。例:


mycompany.dbhost.com


	
databasePort

	
データベース

	
Oracleデータベース・リスナーのポート番号を指定します。これは通常1521です。


	
databaseSid

	
データベース

	
Webクリッピング・リポジトリをホスティングするデータベースのOracle SIDを指定します。


	
databaseUsername

	
データベース

	
データベースへのログインに使用するユーザー名を入力します。


	
databasePassword

	
データベース

	
指定したデータベース・ユーザー名のプレーン・テキストのパスワードを入力します。パスワードの前に感嘆符(!)を付け、Webクリッピング・プロデューサが起動と同時にパスワードを暗号化できるようにします。

例:


!AX3tR












65.5.1.5 Webクリッピング・リポジトリの移行

デフォルトでは、Webクリッピングは、ファイルベースのMDSを使用し、Webクリッピング定義および関連するメタデータを格納します。ただし、データベースを使用するようにWebクリッピングを構成できます。Portal Frameworkアプリケーション用にこのリポジトリを移行するには、エクスポートおよびインポート・モードでデプロイ前ツールを使用して、MDSからデータベースへ、あるいはその逆に移行します。この手順は、アプリケーションごとに次のように実行する必要があります。

	
Webクリッピング・プロデューサを使用するすべてのPortal Frameworkアプリケーションに対して、デプロイ前ツールをexportモードで実行します。


	
別のリポジトリを使用するように、プロデューサを更新します。詳細は、第65.5.1.3項「provider.xmlでのWebクリッピング・リポジトリの構成」を参照してください。


	
Webクリッピング・プロデューサを使用するすべてのPortal Frameworkアプリケーションに対して、デプロイ前ツールをimportモードで実行します。











65.5.2 HTTPまたはHTTPSのプロキシ構成

HTTPまたはHTTPSのプロキシ設定は、Webクリッピング・スタジオがファイアウォールの外にあるWebサイトに接続できるように設定する必要があります。provider.xmlファイルを手動で編集することにより、設定を指定できます。

Portal Frameworkアプリケーション管理者は、HTTPまたはHTTPS構成に従って、手動でプロキシ設定を設定できます。provider.xmlファイルの該当するエントリを編集します。

例65-5では、provider.xmlの該当する部分を示しています。


例65-5 プロキシ設定


- <!-- 
 proxy information: Fill the following up if you have a proxy
 server between the provider and external sites.
   <proxyInfo class="oracle.portal.provider.v2.ProxyInformation">
      <httpProxyHost>proxy.mycompany.com</httpProxyHost>
      <httpProxyPort>80</httpProxyPort>
      <dontProxyFor>*.mycompany.com</dontProxyFor>
      <proxyUseAuth>true</proxyUseAuth>
      <proxyType>Basic</proxyType>
      <proxyRealm>realm1</proxyRealm>
      <proxyUseGlobal>false</proxyUseGlobal>
      <proxyUser>scott</proxyUser>
      <proxyPassword>!tiger</proxyPassword>
   </proxyInfo>
   
  --> 




<proxyUseAuth>、<proxyType>、<proxyRealm>、<proxyUseGlobal>、<proxyUser>および<proxyPassword>のタグに値を指定するかどうかはオプションです。

表65-2では、provider.xmlファイルで指定するプロキシ設定について説明しています。


表65-2 Provider.xmlのタグ

	パラメータ	説明
	
httpProxyHost

	
Webクリッピング・プロバイダからそのデータ・ソースにURL接続するためにプロキシ・サーバーが必要な場合に、そのプロキシ・サーバーのホスト名を入力します。


	
httpProxyPort

	
HTTPプロキシ・ホストのポート番号を入力します。


	
dontProxyFor

	
プロキシ・サーバーを介さずに直接接続できるドメインまたはホスト名を入力します。ドメイン名は、次の例のように、企業、組織、政府機関などの名前を含むURLの一部です。

*.company.com, *.us.company.com

ホストは、完全修飾ホスト名でもIPアドレスでもかまいません。


	
proxyUseAuth

	
指定可能な値: true | false

プロキシ・サーバーに認証が必要な場合は、trueを入力します。認証パラメータは、proxyType、proxyRealm、proxyUseGlobal、proxyUserNameおよびproxyPasswordのタグによって指定します。


	
proxyType

	
指定可能な値: Basic | Digest

プロキシ・サーバーのタイプを選択します。

BasicまたはDigest認証の詳細は、http://www.faqs.org/rfcs/rfc2617.htmlを参照してください。


	
proxyRealm

	
この表で後から説明するログイン情報に従い、ユーザーがアクセスするプロキシ・サーバーのレルムの名前を入力します。レルムの名前がわからない場合は、プロキシ・サーバーの管理者に問い合せてください。


	
proxyUseGlobal

	
指定可能な値: true | false

trueの場合、<proxyUser>と<proxyPassword>の値はすべてのユーザーに使用されます。ユーザーには「ソース」タブおよび「パーソナライズ」ページで「プロキシ認証」セクションが表示されません。falseの場合、ページ設計者は、ポートレットを定義する際、「ソース」タブの「プロキシ認証」セクションを使用してログインする必要があります。エンド・ユーザーは、「パーソナライズ」画面の「プロキシ認証」セクションを使用してログインする必要があります。<proxyUsername>および<proxyPassword>を指定すると、それらはパブリック・ユーザーにのみ使用されます。


	
proxyUserName

	
プロキシ・サーバーにログインするユーザー名を入力します。


	
ProxyPassword

	
指定したユーザー名のパスワードを入力します。プレーン・パスワード・テキストの前に!を付ける必要があります。プロデューサが起動すると、これはprovider.xmlファイルで暗号化されて保護されます。











	
注意:

外部のWebサイトに接続するためにプロキシ・サーバーを使用する環境の場合、dontProxyForエントリを使用して、プロキシ例外リストを指定できます。Webクリッピングではプロキシ例外リストを使用して、ユーザーが未認可の外部Webサイトからコンテンツをクリッピングできないように制限します。ユーザーがリストにあるドメイン内のWebサイトをWebクリッピング・スタジオから参照しようとすると、HTTPタイムアウト・エラーが発生します。












65.5.3 Webクリッピング・プロデューサのセキュリティ

ここまでの項では、Webクリッピング・プロデューサを使用できるようにするために実行する必要のある管理タスクについて説明しました。この後の項では、Webクリッピング・プロデューサがSecure Sockets Layer (SSL)対応Webサイトにアクセスし、それ自体とデータベース間のチャネルを暗号化できるようにするために、実装する必要のあるセキュリティ構成オプションのいくつかについて説明します。

この項の内容は、次のとおりです。

	
第65.5.3.1項「信頼できるサイトの証明書の追加」


	
第65.5.3.2項「Webクリッピング・プロデューサに対するOracle Advanced Securityの構成」






65.5.3.1 信頼できるサイトの証明書の追加

ユーザーがセキュアなサイトへ移動すると、そのWebサイトは、セキュリティに関する情報をユーザーから要求されたときに自身の身元を示す証明書をユーザーに返すことが普通です。ユーザーが証明書を受け取ると、その証明書はブラウザの信頼できる証明書のリスト内に置かれるので、ブラウザとそのサーバーとの間でセキュアなチャネルを開くことができます。Webブラウザと同様に、Webクリッピング・プロデューサは外部Webサイトに対してHTTPクライアントとして機能します。信頼できるサイトを記録するために、Webクリッピング・プロデューサは、cacertsファイルを使用します。これは、信頼できる証明書を格納するためのJavaキーストアです。

デフォルトでは、cacertsファイルには、Equifax、VeriSign、Cybertrustの証明書など様々な証明書が格納されます。ただし、これには、Web上に存在する使用可能なサーバー証明書の一部は含まれていません。このため、ユーザーがHTTPSを使用してセキュアなサーバーに移動しているときに、Webクリッピング・スタジオ内で、SSLのハンドシェイク失敗例外が発生することがあります。この問題を解決するために、そのサイトの証明書をcacertsファイルに追加する必要があります。

証明書をcacertsファイルに追加するには:

	
HTTPS Webサイトの証明書をダウンロードし、その証明書をPEM形式で保存します。




	
ヒント:

Mozilla Firefox 3.0以上では、証明書ファイルをPEM形式で保存できます。








	
次のようにして、cacertsファイルを見つけます。

	
次のURL書式を使用してOracle WebLogic Server管理コンソールにログインします。

http://host:port/console


	
WLS_Portlets管理対象サーバーの「キーストア」タブを開きます。


	
「Java標準信頼キーストア」フィールドに指定されているcacertsファイルの場所を書き留めます。


図65-5 cacertsファイルを見つける

[image: 図65-5の説明が続きます]








	
コマンド・プロンプトで、cacertsファイルの場所に移動し、次のコマンドを実行して証明書を追加します。

keytool -importcert -alias certi_alias -file certifi_name -keystore cacerts -storepass password

ここで、certi_aliasは証明書に使用される別名を、certifi_nameは証明書ファイル名を、passwordはcacertsファイルのパスワードをそれぞれ指します。デフォルト・パスワードはchangeitです。

例:

keytool -importcert -alias stamf05 -file stamf05.crt -keystore cacerts -storepass changeit




	
ヒント:

別名を使用することで、信頼できる証明書をcacertsファイルにインポートすることをお薦めします。これにより、キーストアのエントリの削除またはリストが容易になります。















65.5.3.2 Webクリッピング・プロデューサに対するOracle Advanced Securityの構成

Webクリッピング・プロデューサでは、Oracle Advanced Security Option (ASO)を使用して、自身とWebクリッピング・リポジトリをホスティングするデータベースとの間のチャネルを保護し、暗号化できます。この機能は、任意のOracleデータベースをWebクリッピング・リポジトリとして選択した場合にのみ使用可能です。Oracle JDeveloperでは、Oracle Metadata ServicesがデフォルトのWebクリッピング・リポジトリであるため、この機能はデフォルトでは無効です。

ASOを有効にするには:

	
テキスト・エディタでprovider.xmlを開きます。


	
ファイルのリポジトリ設定セクション(例65-3に示す)で、useASOエントリをtrueに設定します。


	
provider.xmlファイルを保存します。




さらに、sqlnet.oraファイル内に次のASO構成パラメータを設定して、Webクリッピング・プロデューサと、Webクリッピング・リポジトリのホストとして動作するデータベース間で確立されるデータベース接続でASOが使用されるようにします。

	
SQLNET.AUTHENTICATION_SERVICES -- このパラメータは、ASOによるデータベース接続作成で、サポートされている認証方法を選択するために使用されます。このパラメータの設定の詳細は、『Oracle Database Advanced Security管理者ガイド』を参照してください。


	
SQLNET.CRYPTO_SEED -- このパラメータは、ASOによるデータベース接続作成に使用される、暗号化シード値(FIPS 140-1設定)を示しています。

パラメータの設定およびパラメータの様々な可能な組合せに使用する値の詳細は、『Oracle Database Advanced Security管理者ガイド』を参照してください。




	
注意:

最初の構成、つまりデータベース・パラメータがすでに設定されている状態の後にこれらのパラメータを設定する場合は、データベース接続が開いているとみなされます。ASOを有効にすると、データベースへのすべての接続が影響を受けるため、ASOを使用する場合は、Webクリッピング・プロデューサが含まれている統合WLSを再起動して、現在のすべての接続をリセットすることをお薦めします。ASOを無効にする場合も、これを行う必要があります。



















65.6 Webクリッピングに関する現在の制限

Webクリッピングを使用する場合は、次の制限に注意する必要があります。

	
クリップするサイトで、Cookieを操作するために多数のJavaScriptが使用されている場合、または、書き出されるHTML文書を変更するためにJavaScriptメソッドのdocument.writeが使用されている場合は、そのサイトからコンテンツをクリップできない場合があります。


	
パートナ・アプリケーションと(mod_ossoを使用して)統合する場合、認証された方法ではそのパートナ・アプリケーションを介して直接クリップできません。ただし、パートナ・アプリケーションは、外部アプリケーション・フレームワークを介して使用できます。


	
Webクリッピング・ポートレットを使用して、Oracle PortalページやADFページをクリップすることはできません。回避策としては、接続先ポータルで同じプロデューサを再登録し、そのポータルを手動で編集します。


	
Webクリッピング・ポートレットを使用して、複数のフレーム(フレームセット)を含むWebページをクリップすることはできません。


	
WebクリッピングとCSSの使用に関して次の点に注意してください。

	
CSSを使用するポートレットがWebページに複数ある場合、CSSが、スタイルの名前としてHTMLタグ名(<A>など)ではなく個別のスタイル名(OraRefなど)を使用してHTMLタグ内にスタイルを指定すれば、ポートレットが競合することはありません。


	
あるポートレットがCSSを使用し、そのCSSが、スタイルの名前としてタグ名(<A>など)を使用してHTMLタグの動作を上書きし、同じページの2番目のポートレットがCSSを使用しない場合、2番目のポートレットは、最初のポートレットのCSSのスタイル指示によって影響されます。


	
同じページにある2つのポートレットが別々のCSSを使用し、各CSSがスタイル名としてHTMLタグ名(<A>など)を使用して相手のHTMLタグの動作を上書きする場合、表示されるスタイルはブラウザによって異なってきます。





	
Webクリッピングは、次の方法でグローバリゼーション・サポート設定をチェックします。

	
Webクリッピングは、charset属性がないかHTTPヘッダーのContent-Typeをチェックします。キャラクタ・セット属性がある場合は、これがHTMLページの文字コードであるとみなします。


	
charset属性がない場合は、Webクリッピングは、ページのHTML METAタグをチェックして文字コードを突き止めます。


	
HTML METAタグがない場合、Webクリッピングは以前にブラウズされたページのcharsetを使用します。これがブラウズした最初のページである場合は、デフォルトの文字コードISO-8859-1をとります。


	
Content-TypeまたはMETAタグのcharsetの値がサポートされていない(たとえば、charsetがNONEとして指定されている)場合、Webクリッピングは、以前にブラウズされたページのcharsetではなくデフォルトのキャラクタ・セットISO-8859-1を使用します。





	
Webクリッピング・ポートレットを使用するには、Windows 2000ではNetscape 7.0以上、Microsoft Internet Explorer 5.5以上、Windows XPではMicrosoft Internet Explorer 6.0以上を使用する必要があります。使用するブラウザのバージョンがこれより古い場合は、JavaScriptエラーが発生する可能性があります。









65.7 Webクリッピングのトラブルシューティング

この項では、Webクリッピングの使用中に発生する可能性のある問題のトラブルシューティングに役立つ情報を提供します。


行n、列nで"x"が見つかりました。期待される値(いずれか): "x"、"y" ...

パーサー・エラー・メッセージがログ・ファイルに書き込まれました。


問題

Webクリッピング・ポートレットに表示されているWebコンテンツに無効なHTMLまたはJavaScriptが含まれています。


解決方法

これは、Webクリッピング・エラーではなく、サイト固有の問題です。サイトの管理者に連絡して支援を求めてください。











第VII部


ユーザーによるコンテンツ検索の支援

第VII部の内容は次のとおりです。

	
第43章「リンクの統合」


	
第44章「タグの統合」


	
第45章「検索の統合」


	
第46章「アクティビティ・グラフの統合」


	
第47章「分析の統合」











25 コンテンツ・リポジトリ接続の構成


この章では、コンテンツに対するアクセスを提供するためにコンテンツ・リポジトリへの接続を構成する方法、およびPortal Frameworkアプリケーションでページにコンテンツを追加する方法について説明します。

Portal Frameworkアプリケーションにコンテンツを統合するその他の方法は、第24章「コンテンツの統合と公開の概要」を参照してください。

この章には次の項が含まれます。

	
第25.1項「コンテンツ・アダプタの概要」


	
第25.2項「コンテンツ・リポジトリ接続の構成」


	
第25.3項「コンテンツ・リポジトリ接続の編集」


	
第25.4項「新規Portal Frameworkアプリケーションに対する既存のリポジトリ接続の使用」






25.1 コンテンツ・アダプタの概要

Portal Frameworkアプリケーションでは、次のアダプタを使用できます。

	
Oracle WebCenter Content: Content Server: Content Serverアダプタは、Content Serverによって管理される自動情報システムからコンテンツを統合するために使用します。このシステムでは、Webサイトを共通アクセス・ポイントとして使用し、ビジネス情報を共有、管理および配信します。

このアダプタはOracle WebCenter Portal拡張機能バンドルでバンドルされているので、デフォルトで統合されます。


	
Oracle Portal: Oracle Portalアダプタは、Oracle Portalスキーマに存在するコンテンツ・リポジトリからコンテンツを統合するために使用します。

このアダプタはOracle WebCenter Portal拡張機能バンドルでバンドルされているので、デフォルトで統合されます。


	
SharePoint用Oracle WebCenterアダプタ: このアダプタは、Microsoft SharePoint 2007リポジトリからのコンテンツを統合するために使用します。

このアダプタは、第25.2.3.1項「SharePoint用Oracle WebCenterアダプタのインストール」の説明に従ってインストールする必要があります。


	
ファイル・システム: ファイル・システム・アダプタは、オペレーティング・システムのファイル・システムに存在するコンテンツをJSFページに追加するために使用します。

このアダプタはOracle WebCenter Portal拡張機能バンドルでバンドルされているので、デフォルトで統合されます。




	
注意:

ファイル・システム・アダプタは、開発環境でのみ使用することを目的としています。















25.2 コンテンツ・リポジトリ接続の構成

JSFページで公開されるリポジトリ・コンテンツにアクセスするには、コンテンツ・リポジトリ接続が必要です。またこうした接続は、WebCenter Portal REST APIを通じてリポジトリ・コンテンツにアクセスするためにも必要です。

この項では、Oracle WebCenter Content: Content Server、Oracle Portal、SharePoint用Oracle WebCenterアダプタおよびファイル・システム・アダプタに基づいてコンテンツ・リポジトリ接続を構成する方法について説明します。コンテンツ・プレゼンタは、Content Serverコンテンツ・リポジトリで使用可能なコンテンツに接続して取得できます。JCRデータ・コントロールにより、Content Server、Oracle Portal、SharePoint用Oracle WebCenterアダプタおよびファイル・システムに接続できます。

接続は、アプリケーション・ナビゲータ内のアプリケーション・リソースの下およびリソース・パレット内のIDE接続の下に作成できます。

この項には次のサブセクションが含まれます:

	
第25.2.1項「Oracle Content Serverアダプタに基づいてコンテンツ・リポジトリ接続を作成する方法」


	
第25.2.2項「Oracle Portalアダプタに基づいてコンテンツ・リポジトリ接続を作成する方法」


	
第25.2.3項「SharePoint用Oracle WebCenterアダプタに基づいてコンテンツ・リポジトリ接続を作成する方法」


	
第25.2.4項「ファイル・システム・アダプタに基づいてコンテンツ・リポジトリ接続を作成する方法」


	
第25.2.5項「リポジトリ接続の作成時に行われる処理」


	
第25.2.6項「リポジトリ接続の作成について」






25.2.1 Oracle Content Serverアダプタに基づいてコンテンツ・リポジトリ接続を作成する方法

この項では、Content Serverベースのコンテンツ・リポジトリ接続の構成方法について説明します。以降の手順を正常に終了するには、Content Serverリリース11.1.1.8.0以上を使用する必要があります。Oracle WebCenter Portal用コンテンツ・サーバーを構成する方法の詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のOracle WebCenterコンテンツ・サーバー・リポジトリの構成に関する項を参照してください。

ポータルまたはFrameworkアプリケーションでコンテンツ・サーバーを動作させるために必要な前提条件およびタスクの概要は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のコンテンツ・サーバーの構成ロードマップに関する項を参照してください。

Content Serverベースのリポジトリ接続を作成するには:

	
Oracle JDeveloperでPortal Frameworkアプリケーションを開きます。


	
「アプリケーション・リソース」パネルで、「接続」を右クリックし、「接続の作成」→「コンテンツ・リポジトリ」を選択します。


	
「コンテンツ・リポジトリ接続の作成」ダイアログで、接続の接続名(MyOCSConnectionなど)を指定します。




	
注意:

(たとえば、WLSTを使用して管理者によって)接続がすでに確立されている管理対象WebLogic Serverインスタンスにポータルをデプロイする場合、その管理対象サーバー接続で使用されたものと同じ接続名を使用する必要があります。正確な接続名がわからない場合はポータルのシステム管理者に連絡してください。










	
ヒント:

「アプリケーション・リソース」パネルでのアプリケーション固有接続の作成か、ソース・パレット(IDE接続)での共通接続の作成かを選択できます。








	
「リポジトリ・タイプ」ボックスからOracle Content Serverを選択します。


	
ドキュメントのプライマリ接続として設定を選択し、ドキュメント・ツールまたはコンテンツ・プレゼンタによるすべてのコンテンツ管理操作について、この接続をプライマリ(デフォルト)接続にします。このオプションを選択すると、構成がadf-config.xmlファイルに書き込まれ、この接続がデフォルト接続として識別されます。connectionNameパラメータがドキュメント・タスク・フロー用に指定されていると、その値によりこの設定がオーバーライドされます。




	
注意:

ドキュメントのプライマリ(デフォルト)接続として接続を設定するには、「接続の作成場所」で「アプリケーション・リソース」オプションを選択する必要があります。これは、IDE接続として作成された接続を直接使用できないためであり、アプリケーションに追加する必要があります。








	
表25-1および図25-1に示すように、「構成パラメータ」でパラメータの値を入力します。


表25-1 Content Serverの構成パラメータ

	構成パラメータ	値
	
RIDCソケット・タイプ

	
Content Serverリスナー・ポートまたはWebサーバー・フィルタでクライアント・ライブラリを接続するかどうかを決定します。socket、socketssl、webまたはjaxwsを指定できます。

socket: Content Serverに接続するためにintradocソケット接続を使用します。クライアントIPアドレスは、Content Serverで許可されたアドレスのリストに追加する必要があります。これは、Content Server構成ファイル内のSocketHostAddressSecurityFilterの設定に対応します。

socketssl: SSLプロトコルにより保護されたContent Serverに接続するためにintradocソケット接続を使用します。クライアントの証明書は、接続を許可するサーバーのトラスト・ストア内にインポートする必要があります。

web: Content Serverに接続するためにHTTP(S)接続を使用します。

jaxws: コンテンツ・サーバーに接続するためにHTTP(S)接続を使用します。

表25-2は、各RIDCソケット・タイプに必要な構成パラメータの詳細です。


	
サーバー・ホスト名

	
Content Serverが実行するシステムのホスト名。たとえば、mycontentserver.mycompany.com.です。


	
コンテンツ・サーバー・リスナー・ポート

	
「サーバー・ホスト名」フィールドで指定したサーバーのポート。これは、Content Server構成ファイルのIntradocServerPort設定に対応し、デフォルトはポート4444です。

注意: コンテンツ・サーバーのintradocport値のデフォルトは4444ですが、この値はコンテンツ・サーバーの構成に応じて変わる可能性があります。


	
Webサーバー・プラグインのURL

	
RIDCソケット・タイプがwebの場合、次のURLであることが必要です。

Content Serverリリース11.1.1.8.0の場合: http://host_name:port_number/_dav/web_root/plugin_root。たとえば、http://mycontentserver:4444/_dav/cms/idcplgのようになります。


	
Webサーバー・コンテキスト・ルート

	
Portal Frameworkアプリケーションで高度なメタデータおよびSite Studioの機能を統合するためのコンテンツ・サーバー用Webサーバー・コンテキスト・ルート。Webサーバー・コンテキスト・ルートの形式は/context_rootです。たとえば、/csです。


	
管理ユーザー名

	
コンテンツ・サーバー・インスタンスの管理権限を持つユーザー名。デフォルトでは、sysadminに設定されています。


	
管理パスワード

	
Content Server管理ユーザーのパスワード。たとえば、passwordです。これは、Web接続でのみ必要です。


	
キーストア・ファイルの場所

	
セキュリティ・アサーションに署名するための秘密鍵を含むキーストアの場所。キーストアの場所は絶対パスであることが必要です。たとえば、c:\keys\keystore.xyzなどです。


	
キーストア・パスワード

	
キーストアへのアクセスに必要なパスワードです。


	
秘密鍵の別名

	
キーストアのクライアント秘密鍵のエイリアスです。この鍵は、サーバーに対するメッセージの署名に使用します。この秘密鍵に対応する公開鍵は、サーバーのキーストアにインポートされていることが必要です。


	
秘密鍵のパスワード

	
キーストアから鍵を取得するのに必要なクライアント秘密鍵パスワードです。


	
JAX-WSクライアント・セキュリティ・ポリシー

	
RIDCソケット・タイプがJAX-WSである場合に使用されるクライアント・セキュリティ・ポリシーを入力します。

JAX-WSクライアント・セキュリティ・ポリシーには、有効なOWSMポリシーを使用できますが、Content ServerのネイティブWebサービスであるIdcWebLoginサービスに対して構成されたセキュリティ・ポリシーに一致する必要があります。IdcWebLoginサービスの詳細は、『Oracle WebCenter Contentでの開発』の環境へのWebCenter Contentの統合の開始に関する項を参照してください。

事前定義されたセキュリティ・ポリシーの詳細は、『Webサービスのためのセキュリティおよび管理者ガイド』のセキュリティ・ポリシーに関する項を参照してください。


	
キャッシュ無効化間隔

	
WebCenterのキャッシュで外部Content Serverのコンテンツの変更を自動的に検出するのに使用される間隔(分)。これらのアイテムへの変更がコンテンツ・サーバーのUIに対して直接行われた場合に、WebCenterによってキャッシュされたアイテムが自動的にクリアされます。

間隔は分単位で指定します。値が0の場合、キャッシュ無効化は無効になります。キャッシュ無効化が有効になる最小値は2です。


	
バイナリ・キャッシュの最大エントリ・サイズ

	
Content Serverバイナリ・ドキュメントのWebCenterキャッシュの最大サイズ(バイト数)。このサイズより大きいドキュメントは、WebCenterでキャッシュされません。単位はバイトで、デフォルトは102400 (100KB)です。









表25-2 各RIDCソケット・タイプに対するコンテンツ・サーバー接続パラメータ

	接続パラメータ	RIDCソケット・タイプ: web	RIDCソケット・タイプ: socket	RIDCソケット・タイプ: socketssl	RIDCソケット・タイプ: jaxws
	
サーバー・ホスト名

	
該当なし

	
コンテンツ・プレゼンタの場合は必須

デフォルトは、ローカル・ホストです。

	
コンテンツ・プレゼンタの場合は必須

デフォルトは、ローカル・ホストです。

	
該当なし


	
コンテンツ・サーバー・リスナー・ポート

	
該当なし

	
サーバー内の受信プロバイダに対して指定されたポート。

デフォルトは、4444です。

注意: コンテンツ・サーバーのintradocport値のデフォルトは4444ですが、この値はコンテンツ・サーバーの構成に応じて変わる可能性があります。

	
サーバー内のsslincomingプロバイダに対して指定されたポート。

デフォルトは、4444です。

	
該当なし


	
Webサーバー・プラグインのURL

	
必須

	
該当なし

	
該当なし

	
必須

http://hostname:port/web_rootの形式を使用します。

たとえば、http(s)://myhost.com:9044/idcnativewsのようになります。


	
Webサーバー・コンテキスト・ルート

	
オプション

	
オプション

	
オプション

	
オプション


	
JAX-WSクライアント・セキュリティ・ポリシー

	
該当なし

	
該当なし

	
該当なし

	
グローバル・ポリシー・アタッチメントが使用されていない場合は必須です。使用されている場合は、空白のままにしておく必要があります。

これは、OWSMクライアント・セキュリティ・ポリシーの名前です。このポリシーは、Content Server上で適用された対応サーバー側ポリシーに一致する必要があります。セキュリティ・ポリシーの詳細は、『Webサービスのためのセキュリティおよび管理者ガイド』のセキュリティ・ポリシーに関する項を参照してください。


	
管理ユーザー名

	
必須

	
オプション

デフォルトは、sysadminです。

	
オプション

デフォルトは、sysadminです。

	
オプション

デフォルトは、weblogicです。


	
管理パスワード

	
必須

	
該当なし

	
該当なし

	
パスワードが使用されるかどうかは、選択したJAX-WSセキュリティ・ポリシーに応じて異なります。


	
キーストアおよび秘密鍵

	
該当なし

	
該当なし

	
必須

	
該当なし


	
アイデンティティ伝播

	
実行時にはサポートされません

	
サポート対象

テスト目的では、ユーザー名が指定されていない場合や無効なユーザー名が指定された場合、ゲストとして接続します。

	
サポート対象

テスト目的では、ユーザー名が指定されていない場合や無効なユーザー名が指定された場合、ゲストとして接続します。

	
JAX-WSセキュリティ・ポリシーでアイデンティティ伝播をサポートする場合に、サポートされます。


	
外部アプリケーション

	
必須

	
サポート対象

パスワードは使用されません。

	
サポート対象

パスワードは使用されません。

	
サポート対象

パスワードが使用されるかどうかは、選択したJAX-WSセキュリティ・ポリシーに応じて異なります。


	
ユーザー名およびパスワード

	
サポート対象

	
サポート対象

パスワードはテスト接続操作中に検証されません。

	
サポート対象

パスワードはテスト接続操作中に検証されません。

	
サポート対象

パスワードが使用されるかどうかは、選択したJAX-WSセキュリティ・ポリシーに応じて異なります。









図25-1 コンテンツ・リポジトリ接続 - Content Server

[image: 図25-1の説明が続きます]





	
「ログイン・タイムアウト(ミリ秒)」フィールドで、時間をミリ秒単位で指定します。コンテンツ・リポジトリとのセッションの確立を試行する際にアプリケーションが待機する必要がある時間がこのタイムアウト時間により決まります。ネットワーク接続や接続試行先コンテンツ・リポジトリ・サーバーが低速な場合、このフィールドで指定されたデフォルト値をオーバーライドすることを検討してください。


	
適切な認証方法を選択します。詳細は、第25.2.6.1項「アイデンティティ伝播および外部アプリケーションの認証方式の使用について」を参照してください。アイデンティティ伝播認証方式を選択した場合、Content ServerでSecure Socket Layer (SSL)を構成する必要があります。詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のコンテンツ・サーバーの構成の前提条件に関する項を参照してください。


	
「現在のJDeveloperセッションのログイン資格証明を指定」チェック・ボックスの下にある「ユーザー名」フィールドおよび「パスワード」フィールドは、アイデンティティ伝播認証方式のオプションです。保護されたアプリケーションで、アイデンティティ伝播が選択認証方式である場合、「現在のJDeveloperセッションのログイン資格証明を指定」チェック・ボックスを選択することにより、認証されたコンテンツ・リポジトリ接続に設計時に移動できます。このチェック・ボックスを選択した場合、指定したユーザー名およびパスワードが認証可能であるかどうかを検証できます。




	
注意:

「現在のJDeveloperセッションのログイン資格証明を指定」チェック・ボックスが選択されると、入力した資格証明が使用されます。このチェック・ボックスの選択が解除されると、接続は「外部アプリケーション」の資格証明(存在する場合)を使用してテストされます。それ以外の場合はNULLの資格証明が使用されます。
認証に「外部アプリケーション」を選択し、公開または共有資格証明も指定した場合、公開または共有資格証明が設計時のログインに使用できるため、このフィールドは空白のままにできます。ただし、「外部アプリケーション」を選択して、公開または共有資格証明を指定していない場合、ここでユーザー名とパスワードを指定する必要があります。










	
「接続のテスト」をクリックして、接続詳細を適切に入力したかどうか確認します。「成功しました。」というステータスが表示されるはずです。

テスト中に、ユーザー名とパスワードが使用されます(指定した場合)。指定しない場合、共有資格証明または公開資格証明とともに外部アプリケーションが定義されていると、その情報が使用されます。それ以外の場合、ゲスト・ユーザーが使用されます。


	
「OK」をクリックします。


	
「アプリケーション・リソース」パネルで、先ほど作成したリポジトリ接続を開きます。「接続資格証明」ダイアログが表示されます。




	
注意:

資格証明を保存しない(「現在のJDeveloperセッションのログイン資格証明を指定」チェック・ボックスを選択しない)場合、あるいは公開または共有資格証明を使用する外部アプリケーションを指定しない場合、「接続資格証明」ダイアログが表示されます。








	
Content Server接続のユーザー名とパスワードを入力し、「OK」をクリックします。「アプリケーション・リソース」パネルに接続が表示されます。









25.2.2 Oracle Portalアダプタに基づいてコンテンツ・リポジトリ接続を作成する方法

この項では、Oracle Portalアダプタに基づいたコンテンツ・リポジトリ接続を作成する方法について説明します。リポジトリ接続を作成する前に、第25.2.6項「リポジトリ接続の作成について」を参照してください。この接続を使用して、Oracle PortalリポジトリからJSFページにコンテンツを追加するコンテンツ・データ・コントロールを構成できます。

Oracle Portalリポジトリ接続を作成するには:

	
Oracle JDeveloperでPortal Frameworkアプリケーションを開きます。


	
「アプリケーション・リソース」パネルで、「接続」を右クリックし、「接続の作成」→「コンテンツ・リポジトリ」を選択します。


	
「コンテンツ・リポジトリ接続の作成」ダイアログで、接続の名前(MyOraclePortalなど)を指定します。




	
ヒント:

「アプリケーション・リソース」パネルでのアプリケーション固有接続の作成か、ソース・パレット(IDE接続)での共通接続の作成かを選択できます。








	
図25-2に示すように、「リポジトリ・タイプ」ボックスから「Oracle Portal」を選択します。


図25-2 コンテンツ・リポジトリ接続 - Oracle Portal

[image: 図25-2の説明が続きます]





	
ドキュメントのプライマリ接続として設定を選択し、ドキュメント・ツールまたはコンテンツ・プレゼンタによるすべてのコンテンツ管理操作について、この接続をプライマリ(デフォルト)接続にします。このオプションを選択すると、構成がadf-config.xmlファイルに書き込まれ、この接続がデフォルト接続として識別されます。connectionNameパラメータがドキュメント・タスク・フロー用に指定されていると、その値によりこの設定がオーバーライドされます。




	
注意:

ドキュメントのプライマリ(デフォルト)接続として接続を設定するには、「接続の作成場所」で「アプリケーション・リソース」オプションを選択する必要があります。これは、IDE接続として作成された接続を直接使用できないためであり、アプリケーションに追加する必要があります。








	
「データベース接続」リストから接続を選択するか、Oracle Portalスキーマへの新規接続を作成します。

	
データベース接続の作成ウィザードで接続名とタイプを指定します。


	
Oracle Portalスキーマのデータベース・ユーザー名とパスワードを入力します。デフォルトでは、ユーザーはPORTALです。


	
カスタムJDBC URLを指定する場合、「Oracle (JDBC)設定」で「カスタムJDBC URLの入力」チェック・ボックスを選択し、ポータル・スキーマのデータベースURLを次のjdbc形式で指定します。


jdbc:oracle:thin:@dbhost:dbport:dbsid


	
前述の手順を行わない場合は、ドライバを選択し、ホスト名、JDBCポート、SIDおよびサービス名を、表25-3および図25-3に示すように入力します。


表25-3 Oracle Portalベースのコンテンツ・データ・コントロールを作成するためのパラメータ

	パラメータ	説明
	
ドライバ

	
ドライバには、シン・ドライバとoci8ドライバの2つのタイプがあります。

シン・ドライバは、TCP/IPネットワーク・プロトコルを介してOracle Databaseリリース8i以上のデータベースに接続する場合に使用できます。このドライバは、すべてのプロジェクトのデフォルトOracle JDBCライブラリに含まれています。

oci8ドライバは、Oracle Application Serverに対して実行されるJavaアプリケーションを作成する場合に使用します。これは、Oracle Database用に最適化されたthickドライバです。Javaコードとネイティブ・コードが混合されています。このドライバは、あらゆるデータベース・プロトコル(TCP、IPX、BEQなど)を取り扱います。これは、格納されているコンピュータから実行されるアプリケーションに対して推奨されます。


	
ホスト名

	
Oracle Databaseの名前。TCP/IPによって解決可能なIPアドレスまたはホスト名(myserverなど)を使用します。デフォルト値はlocalhostです。


	
JDBCポート

	
TCP/IPポートを識別するための値。


	
SID

	
Oracleデータベース・インスタンスの一意のシステム識別子。


	
サービス名

	
Oracleデータベース・インスタンスのサービス名。









図25-3 データベース接続の作成

[image: 図25-3の説明が続きます]



	
「接続のテスト」をクリックして、接続詳細を適切に入力したかどうか確認します。「成功しました。」というステータスが表示されるはずです。


	
「OK」をクリックします。





	
「コンテンツ・リポジトリ接続の作成」ダイアログの「ログイン・タイムアウト(ミリ秒)」フィールドで、時間をミリ秒単位で指定します。コンテンツ・リポジトリとのセッションの確立を試行する際にアプリケーションが待機する必要がある時間がこのタイムアウト時間により決まります。ネットワーク接続や接続試行先コンテンツ・リポジトリ・サーバーが低速な場合、このフィールドで指定されたデフォルト値をオーバーライドすることを検討してください。


	
適切な認証方法を選択します。詳細は、第25.2.6.1項「アイデンティティ伝播および外部アプリケーションの認証方式の使用について」を参照してください。


	
「現在のJDeveloperセッションのログイン資格証明を指定」チェック・ボックスを選択し、ポータル・インスタンスにログインするためのOracle Portalシングル・サインオンのユーザー名とパスワードを入力します。ここで入力されたOracle Portalシングル・サインオンのユーザー名とパスワードは接続のテストで使用され、設計時にのみ機能します。次に、「OK」をクリックします。




	
注意:

「現在のJDeveloperセッションのログイン資格証明を指定」チェック・ボックスが選択されると、入力した資格証明が使用されます。このチェック・ボックスの選択が解除されると、接続は「外部アプリケーション」の資格証明(存在する場合)を使用してテストされます。それ以外の場合はNULLの資格証明が使用されます。
認証に「外部アプリケーション」を選択し、公開または共有資格証明も指定した場合、公開または共有資格証明が設計時のログインに使用できるため、このフィールドは空白のままにできます。外部アプリケーションに公開と共有の両方の資格証明を指定した場合、公開資格証明が優先されます。ただし、「外部アプリケーション」を選択して、公開または共有資格証明を指定していない場合、ここでユーザー名とパスワードを指定する必要があります。










	
「アプリケーション・リソース」パネルで、先ほど作成したリポジトリ接続を開きます。「接続資格証明」ダイアログが表示されます。




	
注意:

資格証明を保存しない(「現在のJDeveloperセッションのログイン資格証明を指定」チェック・ボックスを選択しない)場合、あるいは公開または共有資格証明を使用する外部アプリケーションを指定しない場合、「接続資格証明」ダイアログが表示されます。








	
Oracle Portal接続のユーザー名とパスワードを入力し、「OK」をクリックします。「アプリケーション・リソース」パネルに接続が表示されます。







	
関連項目:

この接続を使用してデータ・コントロールを作成するには、第26.2項「JCRアダプタ対応のコンテンツ・データ・コントロールの構成」に記載された手順を行ってください。












25.2.3 SharePoint用Oracle WebCenterアダプタに基づいてコンテンツ・リポジトリ接続を作成する方法

SharePoint用Oracle WebCenterアダプタは、Microsoft SharePoint 2007リポジトリ内のコンテンツを抽出および検索します。このアダプタは、Microsoft SharePoint SOAPインタフェースを使用してリポジトリにアクセスします。SharePoint用Oracle WebCenterアダプタを構成および使用する前に、第25.2.6.3項「SharePoint用Oracle WebCenterアダプタについて」を参照することをお薦めします。

この項には次のサブセクションが含まれます:

	
第25.2.3.1項「SharePoint用Oracle WebCenterアダプタのインストール」


	
第25.2.3.2項「SharePoint用Oracle WebCenterアダプタに基づいてコンテンツ・リポジトリ接続を作成する方法」


	
第25.2.3.3項「Microsoft SharePointコンテンツおよびサービスのマッピング」






25.2.3.1 SharePoint用Oracle WebCenterアダプタのインストール

SharePoint用Oracle WebCenter Portalアダプタを構成する前に、JDeveloperにこれをインストールする必要があります。

アダプタのファイルはOracle WebCenter PortalコンパニオンDVDに収録されているofm_wc_generic_jcr_sharepoint_adapter_11.1.1.4.0.zipファイルの中にあります。このZIPファイルを一時的な場所に抽出すると、TEMP_LOCATION/WebCenter/services/content/adaptersディレクトリ内にアダプタのファイルが見つかります。

アダプタをインストールするには:

	
Oracle JDeveloperを起動します(まだ起動していない場合)。


	
「ヘルプ」メニューから「更新の確認」を選択します。


	
更新のチェック・ウィザードの「ようこそ」ページで、「次へ」をクリックします。


	
「ソース」ページで、「ローカル・ファイルからインストール」を選択し、TEMP_LOCATION/WebCenter/services/content/adaptersディレクトリからoracle.webcenter.content.jcr.sharepoint.earを選択します。これは、Oracle WebCenter PortalのコンパニオンDVDからofm_wc_generic_jcr_sharepoint_adapter_11.1.1.4.0.zipファイルの内容を抽出した一時ディレクトリです。


	
「終了」をクリックします。要求されたら、JDeveloperを再起動します。









25.2.3.2 SharePoint用Oracle WebCenterアダプタに基づいてコンテンツ・リポジトリ接続を作成する方法

SharePoint用Oracle WebCenterアダプタに基づくリポジトリ接続を作成するには:

	
Oracle JDeveloperでPortal Frameworkアプリケーションを開きます。


	
「アプリケーション・リソース」パネルで、「接続」を右クリックし、「接続の作成」→「コンテンツ・リポジトリ」を選択します。


	
「コンテンツ・リポジトリ接続の作成」ダイアログで、接続の接続名(MySPConnectionなど)を指定します。




	
ヒント:

「アプリケーション・リソース」パネルでのアプリケーション固有接続の作成か、ソース・パレット(IDE接続)での共通接続の作成かを選択できます。








	
「リポジトリ・タイプ」ボックスからJCR SharePointアダプタを選択します。




	
注意:

このオプションは、SharePoint用Oracle WebCenterアダプタの拡張機能がインストールされている場合にのみ表示されます。








	
ドキュメントに対するデフォルト接続にする場合、ドキュメントのプライマリ接続として設定を選択します。このオプションを選択すると、構成がadf-config.xmlファイルに書き込まれ、この接続がドキュメントのデフォルト接続として識別されます。ドキュメント・ライブラリ・タスク・フローがconnectionName入力パラメータを指定せずに使用された場合、この接続が使用されます。ドキュメントの詳細は、第28章「ドキュメントの統合」を参照してください。




	
注意:

ドキュメントのプライマリ接続として接続を設定するには、「接続の作成場所」で「アプリケーション・リソース」オプションを選択する必要があります。これは、IDE接続として作成された接続を直接使用できないためであり、アプリケーションに追加する必要があります。








	
「構成パラメータ」で、接続するSharePointサイトのWebアドレスであるSharePoint URLを入力します。たとえば、図25-4に示すように、http://mysharepoint.mycompany.comと入力します。


図25-4 コンテンツ・リポジトリ接続 - SharePoint用Oracle WebCenterアダプタ

[image: 図25-4の説明が続きます]





	
LIKE制限の文字数を表す整数値を入力します。値を設定しない場合、Microsoft SharePoint Serverに渡される検索パターン文字列の制限として、LIKE制限はデフォルトの64文字になります。値を0に設定した場合、全文字列がサーバーに渡されます。つまり、LIKE制限は無効になります。このパラメータはオプションです。デフォルトの状態のまま設定することをお薦めします。関連情報は、第25.2.6.3項「SharePoint用Oracle WebCenterアダプタについて」を参照してください。


	
「ログイン・タイムアウト(ミリ秒)」フィールドで、時間をミリ秒単位で指定します。コンテンツ・リポジトリとのセッションの確立を試行する際にアプリケーションが待機する必要がある時間がこのタイムアウト時間により決まります。デプロイ済アプリケーションとMicrosoft SharePointリポジトリの間では高速なネットワーク接続を使用することをお薦めします。ネットワーク接続や接続試行先コンテンツ・リポジトリ・サーバーが低速な場合、このフィールドで指定されたデフォルト値をオーバーライドすることを検討してください。


	
「外部アプリケーション」認証方式を選択します。この認証方式の詳細は、第25.2.6.1項「アイデンティティ伝播および外部アプリケーションの認証方式の使用について」を参照してください。




	
注意:

Microsoft SharePoint用Oracle WebCenterアダプタでは、アイデンティティ伝播認証方式はサポートされません。したがって、外部アプリケーション認証方式により、リポジトリのアクセス時に、すべてのユーザーに対する資格証明の単一共有セットを使用します。また、外部アプリケーションの構成で共有資格証明および公開資格証明を省略することによって、各ユーザーがリポジトリに最初にアクセスするときに独自のログイン資格証明を入力できるようにこのオプションを構成できます。これによってシステムでは、以降のアクセス・リクエストでそれぞれの固有の資格証明が再使用されます。








	
「現在のJDeveloperセッションのログイン資格証明を指定」チェック・ボックスを選択し、「ユーザー名」と「パスワード」を指定します。この手順はオプションであり、前の手順で作成した外部アプリケーション認証資格証明をオーバーライドする場合にのみ必要です。さらに、このオーバーライドはJDeveloperの設計時にのみ適用されます。


	
「OK」をクリックします。


	
オプションで接続をテストするには、「アプリケーション・リソース」パネルで、先に作成したリポジトリ接続を開きます。「接続資格証明」ダイアログが表示されます。




	
注意:

資格証明を保存しない(「現在のJDeveloperセッションのログイン資格証明を指定」チェック・ボックスを選択しない)場合、あるいは公開または共有資格証明を使用する外部アプリケーションを指定しない場合、「接続資格証明」ダイアログが表示されます。








	
この接続のユーザー名とパスワードを入力し、「OK」をクリックします。「アプリケーション・リソース」パネルに接続が表示されます。

この手順はオプションです。









25.2.3.3 Microsoft SharePointコンテンツおよびサービスのマッピング

SharePoint用Oracle WebCenterアダプタは、サイト、リスト、リスト・アイテム、メタデータ、ドキュメント、さらに検索やセキュリティといったMicrosoft SharePointにより提供されるコンテンツ・サービスなど、SharePointサーバーで管理されるコンテンツにマップするように設計されています。

このアダプタは、JCR標準に関連するコンテンツおよびコンテンツ・サービスにマップします。つまりこのアダプタは、Microsoft SharePointのグラフィカル・ユーザー・インタフェース(GUI)およびJCR標準の一部ではないアプリケーション・レベル機能にはマップしません。たとえば、このアダプタはMicrosoft SharePointサーバーのGUIアプリケーション・ロジックにマップしませんが(JCRにより対応されません)、JCRまたはJavaのアプリケーションがSharePointリストなどのGUIロジックの一部をリストアできるように(アプリケーションが意図する場合)、GUI関連のメタデータを提供します。


Microsoft SharePointドキュメント・ライブラリのデフォルトのJCR位置

図25-5に示すように、SharePointサービスv3チーム・サイトの共有ドキュメント・ライブラリは、パス/sp:Site/sp:RootWeb/sp:Lists/Shared Documents/sp:Filesに表示されます。


図25-5 SharePointサービスv3チーム・サイト用の共有ドキュメント・ライブラリ・パス

[image: 図25-5の説明が続きます]





インストール中に作成されたMicrosoft Office SharePoint Server (MOSS) 2007サイトでは、図25-6に示すように、ドキュメント・センターのドキュメント・ライブラリはパス/sp:Site/sp:RootWeb/sp:Webs/Docs/sp:Lists/Documents/sp:Filesに位置します。このパスは、ドキュメント・センターがSharePointメイン・サイトのサブサイトである構造を反映しています。

ファイルは、プライマリ・タイプnt:fileおよびmix-inタイプsp:FileのJCRノードです。フォルダは、プライマリ・タイプnt:folderおよびmix-inタイプsp:FolderのJCRノードです。sp: mix-inは、その定義の点でnt:unstructuredに似ています。


図25-6 MOSS 2007サイトのドキュメント・センターのドキュメント・ライブラリ・パス

[image: 図25-6の説明が続きます]











25.2.4 ファイル・システム・アダプタに基づいてコンテンツ・リポジトリ接続を作成する方法

この項では、ファイル・システム・アダプタに基づいたコンテンツ・リポジトリ接続を作成する手順について説明します。ファイル・システム・アダプタは、開発環境でのみ使用することを目的としています。

ファイル・システム・リポジトリ接続を作成するには:

	
Oracle JDeveloperでPortal Frameworkアプリケーションを開きます。


	
「アプリケーション・リソース」パネルで、「接続」を右クリックし、「接続の作成」→「コンテンツ・リポジトリ」を選択します。


	
「コンテンツ・リポジトリ接続の作成」ダイアログで、接続の名前(MyConnectionなど)を入力します。




	
ヒント:

「アプリケーション・リソース」パネルでのアプリケーション固有接続の作成か、ソース・パレット(IDE接続)での共通接続の作成かを選択できます。








	
「リポジトリ・タイプ」ボックスから「ファイル・システム」を選択します。


	
ドキュメントのプライマリ接続として設定を選択し、ドキュメント・ツールまたはコンテンツ・プレゼンタによるすべてのコンテンツ管理操作について、この接続をプライマリ(デフォルト)接続にします。このオプションを選択すると、構成がadf-config.xmlファイルに書き込まれ、この接続がデフォルト接続として識別されます。connectionNameパラメータがドキュメント・タスク・フロー用に指定されていると、その値によりこの設定がオーバーライドされます。




	
注意:

ドキュメントのプライマリ(デフォルト)接続として接続を設定するには、「接続の作成場所」で「アプリケーション・リソース」オプションを選択する必要があります。これは、IDE接続として作成された接続を直接使用できないためであり、アプリケーションに追加する必要があります。








	
「構成パラメータ」で「ベース・パス」行を選択し、C:\MyContentなどのコンテンツが置かれているフォルダのパスを入力します。




	
注意:

ファイル・システム接続を作成する場合、次の点を考慮する必要があります。
	
第26.5項「コンテンツ・データ・コントロールを使用したコンテンツの統合」では、ベース・パス値が、ファイル・システム・ベースのデータ・コントロールのルート("/")として使用されます。


	
Unixシステムで作業している場合、ファイル・システム・アダプタはUnixシステムの大/小文字が区別されるファイル名特性を継承します。このため、Unixシステムで、ファイルへの参照で元のファイル名と同じ大/小文字が使用されていることを確認してください。たとえば、Test.htmlというファイルがMicrosoft Windowsシステムで作成されたとします。このファイルをLinuxシステムで参照する場合は、必ず、test.htmlやTEST.htmlではなくTest.htmlを使用してください。













	
「ログイン・タイムアウト(ミリ秒)」フィールドは空白のままにしておきます。


	
「接続のテスト」をクリックして、接続詳細を適切に入力したかどうか確認します。図25-7に示すように、Success!というステータスが表示されます。


図25-7 ファイル・システム接続

[image: 図25-7の説明が続きます]





	
「OK」をクリックします。


	
「アプリケーション・リソース」パネルで、先ほど作成したリポジトリ接続を開きます。









25.2.5 リポジトリ接続の作成時に行われる処理

リポジトリへの接続を作成する場合、図25-8に示すように、リポジトリのメイン・ディレクトリのコンテンツが「アプリケーション・リソース」パネルの「コンテンツ・リポジトリ接続」の下に表示されます。フォルダおよびファイルは、ダブルクリックすると表示されます。


図25-8 アプリケーション・リソース

[image: 図25-8の説明が続きます]





リポジトリ接続を使用すると、リポジトリ・コンテンツとJSFページの統合を可能にするJCRデータ・コントロールを作成できます。詳細は、第26.2項「JCRアダプタ対応のコンテンツ・データ・コントロールの構成」および第26.5項「コンテンツ・データ・コントロールを使用したコンテンツの統合」を参照してください。またこうした接続は、ドキュメント・ツールおよびコンテンツ・プレゼンタ・タスク・フローを通じて利用できます。詳細は、第28章「ドキュメントの統合」を参照してください。






25.2.6 リポジトリ接続の作成について

この項の内容は、次のとおりです。

	
第25.2.6.1項「アイデンティティ伝播および外部アプリケーションの認証方式の使用について」


	
第25.2.6.2項「Oracle Portalについて」


	
第25.2.6.3項「SharePoint用Oracle WebCenterアダプタについて」






25.2.6.1 アイデンティティ伝播および外部アプリケーションの認証方式の使用について

「コンテンツ・リポジトリ接続の作成」ダイアログには、認証方法として次のオプションが用意されています。

	
アイデンティティ伝播: このオプションを選択した場合、リポジトリに資格証明が渡されません。現在のユーザーのアイデンティティが、Javaセキュリティ・コンテキストから決定されたものとしてリポジトリ・コネクタでかわりに使用されます。これは、アプリケーションとリポジトリでユーザーの認証に同じアイデンティティ・ストアが使用される場合にのみ、使用することが必要です。

認証されたユーザーのみがリポジトリでサポートされるか、パブリック・ユーザーまたはゲスト・ユーザーに制限アクセスのみが提供される場合があるため、この認証方法を使用する場合、ADFセキュリティの構成ウィザードを使用してアプリケーションにセキュリティを構成することをお薦めします。第26.4項「コンテンツ・リポジトリのデータ・コントロールの保護」を参照してください。


	
外部アプリケーション: 外部アプリケーションの方式では、現在のユーザー・アイデンティティを直接リポジトリに伝播しない、その他のすべてのケースで使用できます。詳細は、第74.13項「外部アプリケーションの使用」および第28.3項「ドキュメント・ツールのセキュリティの設定」を参照してください。

外部アプリケーションでは、様々な資格証明を接続に関連付けることができます。

	
アプリケーションがセキュアでない場合、またはユーザーがまだログインしていない場合は、公開資格証明が使用されます。


	
認証されたユーザーには、共有資格証明が使用されます。


	
共有資格証明を指定しない場合、アプリケーションとコンテンツ・リポジトリで同じユーザー・ストアを使用しないと、マップ済資格証明を使用してアイデンティティ伝播と同様の結果を得ることができます。この場合、外部アプリケーション・サービスによって実行時の画面が提供され、ユーザーは、コンテンツ・リポジトリにアクセスするための資格証明を指定できます。これらの資格証明はセキュアに格納され、このユーザーが確立を試みるその後の接続に使用されます。




外部アプリケーションを構成する場合は、「新規」をクリックして外部アプリケーションの登録ウィザードを起動し、次を実行します。

	
外部アプリケーションの名前を指定します。


	
「ログインURL」フィールドにhttp://content-server.mycompany.com/idc/などの外部アプリケーションのURLを入力します。




	
注意:

このURLはオプションで、コンテンツ・リポジトリの独自ユーザー・インタフェースへのクリックスルー・ログインを提供する場合のみ必須です。クリックスルー・ログインの構成方法の詳細は、外部アプリケーションのドキュメントを参照してください。








	
「認証の詳細」でリストから、「基本」を選択します。「ログインの詳細」の下にあるフィールドは空白のままにします。

このオプションは、クリックスルー・ログインが必要でない場合に選択します。クリックスルー・ログインを有効にした場合、リポジトリで使用される認証方式に基づいて、別のオプションを選択する必要があります。


	
デフォルト値を受け入れて、「次へ」をクリックします。


	
設計時および実行時に使用できる共有資格証明を入力します。ユーザーが独自の資格証明を指定する必要がある場合、共有資格証明を指定しないでください。


	
設計時および実行時に使用できるパブリック資格証明を入力します。パブリック資格証明は、パブリック・ユーザーにドキュメントまたはコンテンツを表示する場合にのみ指定します。


	
「終了」をクリックします。












25.2.6.2 Oracle Portalについて

Oracle Portalアダプタを使用する際は、次のことを考慮してください。

	
Oracle Portalベースのコンテンツ・データ制御機能を使用するには、適切なパッチが適用されていれば、Oracle Portalリリース10.1.4.1、10.1.4.2または11.1.1.0.0をインストールできます。適用するパッチを調べるには、(必要なプラットフォームの)Oracle Application Serverリリース11.1.1.0.0のリリース・ノートを参照してください。


	
サポートされるタイプは、アイテム・タイプfile、image、imagemapおよびtextと、これらのアイテム・タイプに基づいたカスタム・タイプのみです。


	
portal:containerページ・タイプおよびその拡張要素がサポートされます。


	
コンテンツは常に、ページ・グループのデフォルト言語で公開されます。たとえば、デフォルト言語の異なる3つのページ・グループがある場合、コンテンツはこれらのデフォルト言語に対してのみ表示され、翻訳が存在していても表示されません。









25.2.6.3 SharePoint用Oracle WebCenterアダプタについて

SharePoint用Oracle WebCenterアダプタを構成および使用する場合、次の点を考慮してください。

	
アダプタは、anonymousアクセスを許可するように構成されたMicrosoft SharePointリポジトリへの接続をサポートしません。


	
アダプタが実行中のアプリケーション・サーバー・インスタンスとMicrosoft SharePointリポジトリ間に高速のネットワーク接続が必要です。


	
Microsoft SharePointバージョン: Oracle WebCenter Portalでは、次のMicrosoft SharePointバージョンがサポートされます。

	
Microsoft Office SharePoint Server (MOSS) 2007 SP2


	
Microsoft Windows SharePoint Services (WSS)バージョン3 SP2





	
バージョニング設定: Oracle WebCenter Portalでは、次のMicrosoft SharePoint 2007ドキュメント・ライブラリ・バージョニング設定がサポートされます。

	
チェックアウトが必要: いいえ


	
コンテンツの承認: いいえ


	
ドキュメントのバージョン履歴: バージョニングなし




他のいずれかのバージョニング設定が構成されている場合、アダプタは正しく機能しません。たとえば、Require CheckOutをyesに設定した場合、アップロード操作は失敗します。ドキュメントのバージョン履歴またはコンテンツの承認が有効である場合、新しいバージョンまたはドキュメントの表示が制限されます。


	
セッション・ベースのメモリー・キャッシュ: パフォーマンス上の理由から、SharePoint用Oracle WebCenterアダプタではセッション・ベースのメモリー・キャッシュが維持されます。このアダプタを使用するPortal Frameworkアプリケーションでは、未使用のセッションがすべて閉じられ、アダプタ・メモリー・キャッシュがリリースされるように、アプリケーションのweb.xmlファイルでHttp Session time-outを構成する必要があります。


	
マッピング: マッピングでは、JCR APIで定義され関連するコンテンツのアーティファクトおよびサービスのみが考慮されます。さらにアダプタは、サーバー側のカスタム追加コンポーネントに依存しないので、ネイティブSharePoint Webサービスによりサポートされる程度まで、コンテンツおよびサービスにマップします。したがって、次のことが該当します。

	
全文検索では、SharePointサーバーによって索引を付けられたアイテムのみが返されます。


	
検索可能な列セットは制限されます。


	
検索では固定されたノード・タイプ・セットがサポートされます。


	
一部の検索では、WebサービスからJCRに結果をマップするのに必要な全情報をアダプタが受信しないので、追加ネットワーク・ラウンドトリップが必要になります。




アダプタは、ネイティブWebインタフェースによってコンテンツが公開される方法と類似した階層的な方法でMicrosoft SharePointサーバーからのコンテンツを公開します。階層のアイテムは、nt:folderまたはnt:fileのいずれかのプライマリ・タイプか、それらの組合せを持ちます。SharePointの追加固有特性は、mix-in(つまり、sp:Folder、sp:Fileなど)として追加されるいくつかのインスタンスに含まれます。これらの例ではsp接頭辞によって識別されるSharePoint固有のネームスペースは、SharePointサーバーによって制御されるアイテムに使用されます。ユーザーによって制御されるアイテム(Web、ドキュメント、リスト・アイテムなど)は、デフォルトのネームスペースに含まれます。このアダプタにより、SharePointドキュメント・ライブラリへの書込み権限が許可されます。つまり、フォルダの作成またはネイティブSharePoint Webインタフェースへファイルのアップロードとともに、ドキュメント・ライブラリ内でフォルダおよびファイルを作成できます。次のリスト・アイテムに、この階層的なマッピングを表す例を示します。


	
サイト構造: SharePointサイトの構造マッピングは次のとおりです。

	
/sp:Site: サイトのルート要素。


	
/sp:Site/sp:RootWeb: ルートWeb要素。


	
/sp:Site/sp:RootWeb/sp:Lists: サイト内の全リストのルートに対するパス。


	
/sp:Site/sp:RootWeb/sp:Lists/Shared Documents/sp:Files: ドキュメント・ライブラリ内のファイルおよびフォルダ階層の先頭に対するパス。この例では、共有ドキュメント・ライブラリを示しています。すべてのサイト・ドキュメント・ライブラリは、それぞれが独自のドキュメント・ライブラリ名によって、/sp:Site/sp:RootWeb/sp:Listsの下にマップされます。


	
/sp:Site/sp:RootWeb/sp:Lists/Shared Documents/sp:Files/myFiles: サイトの共有ドキュメント・ドキュメント・ライブラリ内のフォルダの例です。


	
/sp:Site/sp:RootWeb/sp:Webs/mySubSite: サイトのサブサイトはすべて、/sp:Site/sp:RootWeb/sp:Websの下でマップされます。この例では、mySubSiteという名前のサブサイトへのパスを示しています。このサブサイト自体に、ドキュメント・ライブラリが含まれることがあります。


	
このアダプタは、1つ以上の必須SharePoint列を必要とする設定のSharePointドキュメント・ライブラリに対するwriteアクセスをサポートしません。





	
検索および索引付け:

	
JCRおよびネイティブMicrosoft SharePoint検索: SharePoint用Oracle WebCenterアダプタは、JCRの問合せを評価するためにネイティブSharePoint検索Webサービスを使用します。JCR 1.0で使用可能であっても、SharePoint検索サービスで使用可能でない機能は通常、無視されます。


	
索引付きアイテム: ネイティブ検索では、Microsoft SharePointサーバーによって索引を付けられたアイテムのみが検索されます。検索条件に一致する他のアイテムは無視されます。デフォルトでSharePoint Services 2007は、制限されたドキュメント・タイプ・セットに対して検索および全文索引付けを行うように構成されます。この詳細、およびより複雑なデプロイメントで検索および索引付けを有効にする方法の詳細は、Microsoft社のドキュメントを参照してください。


	
LIKE制限: SharePointのネイティブ問合せ言語では、アダプタがパターンに一致するURL (ドキュメント・パス)に問合せを制限する際にLIKEキーワードが使用されます。ネイティブLIKE演算子では、64文字までの文字列のパターン一致がサポートされます。したがって、SharePoint用Oracle WebCenterアダプタは、正しいURL制限が適用されるよう、結果セットにクライアント側のフィルタリングが適用されます。アダプタのLIKE制限パラメータはこの機能を制御し、この制限が設定されていない場合は64文字の制限がデフォルト値として適用されます。パラメータを0に設定して、クライアント側のフィルタリングを無効にできます。パラメータをそれ以外の値に設定して、異なる文字制限を適用することもできます。ただし、この制限はSharePointインスタンスで64文字よりも大きなURLでのLIKEテストがサポートされている場合にのみ増加できます。


	
作成および変更のタイムスタンプ: SharePointドキュメント・ライブラリのコンテンツを表示するときに、アダプタはライブラリ内にドキュメントが作成または最後に更新された時間として、作成および変更のタイムスタンプを報告します。Microsoft Officeドキュメントなどの一部のドキュメント・タイプでは、ネイティブSharePoint検索は各ドキュメントに格納されたドキュメント・メタデータを評価します。これは、ドキュメントがドキュメント・ライブラリにアップロードまたは更新された時間とは異なる場合があるため、誤解を招く検索結果となることがあります。


	
検索キーワードの結合: アダプタは、OR式での検索キーワードの結合をサポートしません。


	
最終更新者による検索: アダプタは、最終更新者による検索をサポートしません。


	
作成者による検索: タスク・フローで提供される値は、GBR10021\spmemberではなくGBR10021\\spmemberのような形式である必要があります。前者はIllegalState例外となり、ページはロードされません。


	
サポートされるJCR検索演算子およびプロパティ: アダプタでサポートされるのは次のとおりです。

	
比較用の関係演算子: =、>=、>、<=、<、LIKE、<>、IS NULL、IS NOT NULL。最終位置ステップでは、条件、下位オブジェクトおよび自己演算子(//)がサポートされます。


	
比較用のプロパティ: サイズ、作成者、変更日時、URL、タイトル、IsDocument、ContentClass、SiteName、Description, FileName、jcr:data、jcr:mimeType、jcr:created、jcr:lastModified。



















25.3 コンテンツ・リポジトリ接続の編集

この項では、共通またはアプリケーション固有のコンテンツ・リポジトリ接続を編集する方法について説明します。この項には次のサブセクションが含まれます:

	
第25.3.1項「共通リポジトリ接続の編集方法」


	
第25.3.2項「Frameworkアプリケーション固有のコンテンツ・リポジトリ接続の編集方法」






25.3.1 共通リポジトリ接続の編集方法

共通リポジトリ接続(IDE接続)は、リソース・パレットで作成および編集します。

共通リポジトリ接続を編集するには:

	
リソース・パレットで、編集するリポジトリ接続を右クリックし、図25-9に示すように「プロパティ」を選択します。図25-10に示すように、「リポジトリ接続の編集」ダイアログが表示されます。


図25-9 リソース・パレット - プロパティ

[image: 図25-9の説明が続きます]






図25-10 コンテンツ・リポジトリ接続の編集

[image: 図25-10の説明が続きます]





	
適切なパラメータを変更します。


	
接続をテストし、「OK」をクリックします。









25.3.2 Frameworkアプリケーション固有のコンテンツ・リポジトリ接続の編集方法

アプリケーション固有のコンテンツ・リポジトリ接続は、「アプリケーション・リソース」パネルの下に表示されます。

Portal Frameworkアプリケーション固有のコンテンツ・リポジトリ接続を編集するには:

	
「アプリケーション・リソース」パネルで、編集するリポジトリ接続を右クリックし、図25-11に示すように「プロパティ」を選択します。図25-12に示すように、「コンテンツ・リポジトリ接続の編集」ダイアログが表示されます。


図25-11 「アプリケーション・リソース」 - 「プロパティ」

[image: 図25-11の説明が続きます]






図25-12 コンテンツ・リポジトリ接続の編集

[image: 図25-12の説明が続きます]





	
適切なパラメータを変更します。リポジトリのタイプに応じて、リポジトリ接続を作成する方法について説明する前述の項を参照してください。たとえばコンテンツ・サーバーの場合、第25.2.1項「Oracle Content Serverアダプタに基づいてコンテンツ・リポジトリ接続を作成する方法」を参照してください。


	
接続をテストし、「OK」をクリックします。











25.4 新規Portal Frameworkアプリケーションに対する既存のリポジトリ接続の使用

既存のリポジトリ接続は、リソース・パレットで共通リポジトリとして作成した場合、Portal Frameworkアプリケーションに使用できます。

既存のリポジトリ接続を使用するには:

	
Oracle JDeveloperで、既存のリポジトリ接続を使用するPortal Frameworkアプリケーションを開きます。


	
リソース・パレットに移り、図25-13に示すように、新規アプリケーションに使用するリポジトリ接続(MyConnection_2など)を選択して新規アプリケーションの「アプリケーション・リソース」パネルにドロップします。




	
ヒント:

あるいは、接続を右クリックして「アプリケーションに追加」を選択します。「アプリケーション・リソース」パネルに接続が表示されます。








図25-13 既存の共通リポジトリ接続(IDE接続)をアプリケーションにドラッグする

[image: 図25-13の説明が続きます]







これで、第26.2項「JCRアダプタ対応のコンテンツ・データ・コントロールの構成」に記載のように、このリポジトリ接続からの新規アプリケーション用データ・コントロールを構成できます。












66 Oracle WebCenter Portalアプリケーションのパーソナライズ


この章では、パーソナライズをPortal FrameworkアプリケーションまたはWebCenter Portalアプリケーションに統合し、ユーザーとアプリケーションの両方のコンテキストに基づく、ターゲット・コンテンツを提供する方法について説明します。また、この章ではアプリケーション・フローの宣言型定義を可能にする、パーソナライズ・ランタイム・システムおよびその関連ツールについても説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

	
第66.1項「パーソナライズの概要」


	
第66.2項「アプリケーションへのパーソナライズの統合」


	
第66.3項「パーソナライズ・ファイルのデプロイ」


	
第66.4項「チュートリアル: 単純なアプリケーションの作成、テストおよびデプロイ」


	
第66.5項「WebCenter Portalでのパーソナライズの使用」




パーソナライズの詳細は、次も参照してください。

	
付録Gの「パーソナライズに関連するEL」


	
『Oracle WebCenter Portalの管理』の「パーソナライズの管理」






66.1 パーソナライズの概要

パーソナライズによって、Portal Frameworkアプリケーションで、動的に導出されたユーザー・エクスペリエンスが提供されます。パーソナライズでは、入力データの定義済ソースが評価され、その評価に基づく決定が生成された後、その情報が宣言的に定義されたパーソナライズ・シナリオに適用されます。たとえば、パーソナライズでは、特定のユーザーのアプリケーション体験をターゲットとし、そのユーザーに関する人事管理データベース内の情報に基づいて、コンテンツを戻したり、アプリケーション・フローを変更したりできます。

この項では、パーソナライズの機能と要件の概要について説明します。内容は次のとおりです。

	
第66.1.1項「パーソナライズ・アーキテクチャ」


	
第66.1.2項「コンダクタ」


	
第66.1.3項「データ・プロバイダの使用」






66.1.1 パーソナライズ・アーキテクチャ

図66-1にアーキテクチャ、即時利用可能なサービス、およびパーソナライズを構成するコンポーネントを示します。これらについて、およびパーソナライズのその他のコンポーネントについては、次を参照してください。

	
第66.1.2項「コンダクタ」


	
第66.1.3項「データ・プロバイダの使用」





図66-1 パーソナライズ・サービスのアーキテクチャ

[image: 図66-1の説明が続きます]









66.1.2 コンダクタ

この項では、コンダクタの役割について説明します。パーソナライズ・エンジンの中心であるコンダクタは、シナリオと呼ばれる作業単位を含み、それらを実行します。コンダクタは、準備済のシナリオを実行し、コンダクタに接続するプロバイダ拡張機能へのアクセスを提供します。次の項では、コンダクタのこれらの側面について説明します。

	
第66.1.2.1項「シナリオ」


	
第66.1.2.2項「パーソナライズされたアプリケーション・フロー」


	
第66.1.2.3項「プロパティ・セットの統合」


	
第66.1.2.4項「プロバイダの統合」






66.1.2.1 シナリオ

シナリオは、JDeveloperのシナリオ・エディタを使用して作成するスクリプトによって定義します(または、XMLファイルとして提供します)。シナリオは簡単な構文に基づいており、条件文の評価が可能です。その結果として、なんらかの形式のコンテンツがクライアントに返されます。コンテンツはクライアントへの返却に先立ち、フィルタ処理または操作できます。

シナリオは、目的のコンテンツを返すかわりに、アプリケーション・フローを動的に変更するためにも使用できるため、アプリケーション内でのユーザー・エクスペリエンスのパーソナライズが可能になります。

JDeveloperでは、シナリオ・エディタを使用して、シナリオをグラフィカルに設計できます。また、XMLファイル・ベースのシナリオを作成することもできます。第66.2.2.3項「シナリオ・エディタでの新しいシナリオの作成」および第66.2.2.4項「ノード・タイプを使用したシナリオ・フローの指定」を参照してください。また、第66.2.3項「ファイル・ベースのシナリオの作成」も参照してください。






66.1.2.2 パーソナライズされたアプリケーション・フロー

コンダクタ内で実行されるシナリオでは、特定のユーザーをターゲットとしたコンテンツを戻すだけでなく、アプリケーション・フローを制御したり、ユーザー・インタフェース・コンポーネントをレンダリングしたり、アプリケーション関連イベントを実行したりすることもできます。コンダクタのパブリックJavaおよび式言語(EL) APIを使用すると、既存のJavaアプリケーションやWebベースのアプリケーションとのシームレスな統合を実現できます。Java APIおよびEL APIの使用の詳細は、第72章「コンダクタAPIリファレンス」を参照してください。






66.1.2.3 プロパティ・セットの統合

プロパティ・サービスは、プロパティ・セットを使用してユーザーまたはアプリケーション・データのセットを編成し、プロパティ定義を使用してプロパティ・データにデータ型を割り当てます。プロパティ・サービスを拡張すると、企業のLDAPリポジトリに格納されている他のユーザー・プロファイル・データにアクセスしたり、Oracle MDSなどの他のリポジトリにアクセスしたりできます。プロパティ・サービスとプロパティ・セットの詳細は、第66.2.2.2項「プロパティ・セットとプロパティ定義の作成」を参照してください。






66.1.2.4 プロバイダの統合

プロバイダによって、シナリオ内の外部リソースにアクセスする方法が提供されます。コンダクタでは、プロパティ・サービス、Content Serverプロバイダ(CMIS)およびアクティビティ・グラフに対応した3つのデフォルト・プロバイダだけでなく、シナリオ内からのカスタム・プロバイダの実装とそれらへのアクセスを可能にする、拡張可能なアーキテクチャもサポートされます。プロバイダの詳細は、第66.1.3項「データ・プロバイダの使用」を参照してください。








66.1.3 データ・プロバイダの使用

データ・プロバイダは、外部サービスとの通信を可能にする、コンダクタ用のインタフェース・ポイントです。パーソナライズによって、プロパティ・サービスに対応したデフォルト・プロバイダ、Oracle WebCenter Content Serverとの対話処理を可能にするCMISプロバイダおよびアクティビティ・グラフと、プロパティ・サービス・プロバイダがピープル・コネクションとの統合を実現するために使用するロケータが提供されます。また、データ・プロバイダおよびファンクション・プロバイダという実装可能な2つのタイプのカスタム・プロバイダも提供されます。

この項では、デフォルト・プロバイダと2つのタイプのカスタム・プロバイダについて説明します。内容は次のとおりです。

	
第66.1.3.1項「デフォルト・プロバイダ」


	
第66.1.3.2項「カスタム・データ・プロバイダの作成」


	
第66.1.3.3項「カスタム・ファンクション・プロバイダの作成」






66.1.3.1 デフォルト・プロバイダ

この項では、シナリオ内からアクセスできるデフォルト・プロバイダについて、およびプロパティ・サービス・プロバイダがピープル・コネクションとの統合を実現するために使用するロケータについて説明します。

この項には次のサブセクションが含まれます:

	
第66.1.3.1.1項「プロパティ・サービス・プロバイダ」


	
第66.1.3.1.2項「CMISプロバイダ」


	
第66.1.3.1.3項「アクティビティ・グラフ・プロバイダ」


	
第66.1.3.1.4項「ピープル・コネクション・ロケータ」






66.1.3.1.1 プロパティ・サービス・プロバイダ

プロパティ・サービス・プロバイダを使用すると、プロパティ・サービスとの統合を実現できます。また、このプロバイダを使用すると、特定のプロパティ・セット定義に対応したプロパティ・セットを取得したり、名前でプロパティ・セットを取得したり、プロパティ・セットから特定のプロパティを戻したりできます。プロパティ・サービス・プロバイダの詳細は、第66.2.2.6.1項「プロパティ・サービス・プロバイダの使用」を参照してください。






66.1.3.1.2 CMISプロバイダ

CMISプロバイダは、特にOracle WebCenter Content Serverにより提供される標準ベースのCMIS (Content Management Interoperability Services)コンテンツ・サーバーからコンテンツを取得および検索するサービスを提供します。CMISプロバイダには、結果を簡略化されたフォームに変換するためのユーティリティ関数プロバイダも用意されています。CMISプロバイダの統合の詳細は、第66.2.2.6.2項「CMISプロバイダの使用」を参照してください。コンテンツ・サーバー・プロバイダに対する接続構成の作成と編集の詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のRESTサービスのアイデンティティ・アサータの構成に関する項を参照してください。






66.1.3.1.3 アクティビティ・グラフ・プロバイダ

アクティビティ・グラフ・プロバイダ(ActivityGraphProvider)は、WebCenter内での分析に基づいて、ユーザーの接続に関するニーズに対して推奨事項を提供するアクティビティ・グラフ・エンジン(アクティビティ・グラフ・サービスの基準)との統合を実現します。たとえば、アクティビティ・グラフ・プロバイダのメソッドrecommendedUsersは、指定されたユーザーが接続する可能性のあるユーザーのリストについてアクティビティ・グラフ・エンジンに問い合せます。

アクティビティ・グラフ・エンジンは、エンタープライズ・アプリケーションによって収集されるアクションの中央リポジトリを提供します。アクティビティ・グラフ・サービスとアクティビティ・グラフ・エンジンの詳細は、第46章「アクティビティ・グラフの統合」を参照してください。

アクティビティ・グラフ・プロバイダは、WebCenter Portalサーバー(WC_Spaces)上で実行しているアクティビティ・グラフの2つのRESTサービスにビルドされているため、WebCenter Portalを使用環境にインストールする必要があります。アクティビティ・グラフ・プロバイダのシナリオへの統合の詳細は、第66.2.2.6.3項「アクティビティ・グラフ・プロバイダの使用」を参照してください。アクティビティ・グラフ・プロバイダの接続構成の作成と編集の詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアクティビティ・グラフ・プロバイダの構成に関する項を参照してください。



66.1.3.1.4 ピープル・コネクション・ロケータ

ピープル・コネクション・ロケータは、プロパティ・プロバイダがピープル・コネクションとの接続に使用するIPropertyLocatorです。ピープル・コネクションの利点の1つは、WebCenter Portalに格納されているユーザー・プロファイル情報にアクセスできることです。ピープル・コネクションの詳細は、第36.3.4.2.16項「ピープル・コネクションの使用」を参照してください。ピープル・コネクション・ロケータの詳細は、第66.2.2.6.1項「プロパティ・サービス・プロバイダの使用」を参照してください。ピープル・コネクション・ロケータの接続構成の作成と編集の詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のOracleピープル・コネクション・ロケータの構成に関する項を参照してください。










66.1.3.2 カスタム・データ・プロバイダの作成

データ・プロバイダは、コンダクタのアーキテクチャに接続し、なんらかのサービスのかわりに機能するコンポーネントです。データ・プロバイダから戻されたデータは、そのまま(Javaクラスとして)使用することも、連結して同じシナリオに含まれる他のデータ・プロバイダへの入力として使用することもできます。

データ・プロバイダは通常、指定されたユーザーの入力コンテキストで、または外部アプリケーション・データ・セットで(またはその両方で)動作します。パーソナライズには、ユーザー・データまたはアプリケーション・データ用に入力済データ記憶域を提供できるプロパティ・サービスが含まれていて、プロバイダへの入力としてアクセスできます。独自のデータ・プロバイダの作成の詳細は、第67章「カスタム・データ・プロバイダの実装: 概要」を参照してください。






66.1.3.3 カスタム・ファンクション・プロバイダの作成

ファンクション・プロバイダでは、式言語(EL)式を使用して起動できるユーティリティ・メソッド(データの操作と変換、ビジネス・ルールの計算などの用途があります)の作成を目的とした、コンダクタ用の拡張ポイントも提供されます。単純な例は、${strings:concat('string1','string2')})です。独自のファンクション・プロバイダの作成の詳細は、第68章「カスタム・ファンクション・プロバイダの実装: 概要」を参照してください。

CMISプロバイダとアクティビティ・グラフ・プロバイダには、それぞれ、その他のユーティリティとして特に、データ変換を容易にする独自のファンクション・プロバイダがあります。パーソナライズELの詳細は、付録Gの「パーソナライズに関連するEL」を参照してください。










66.2 アプリケーションへのパーソナライズの統合

この項では、Portal Frameworkアプリケーションにパーソナライズを統合する方法について説明します。

この項には次のサブセクションが含まれます:

	
第66.2.1項「パーソナライズの要件」


	
第66.2.2項「JDeveloperでのパーソナライズされたシナリオの作成」


	
第66.2.3項「ファイル・ベースのシナリオの作成」


	
第66.2.4項「実行時のターゲット・コンテンツの表示」






66.2.1 パーソナライズの要件

この項では、JDeveloperを使用して、パーソナライズ・サービスを統合するWebCenter Portalアプリケーションを開発するための、設計時のシステム要件と依存性について説明します。パーソナライズの要件、依存性およびオプションの全リストは、『Oracle WebCenter Portalの管理』のパーソナライズの要件と制限に関する項を参照してください。

	
シナリオ内でCMISプロバイダ、アクティビティ・グラフ・プロバイダまたはピープル・コネクション・ロケータを使用している場合は、WebCenter Portalをインストールする必要があります。基本的な反復開発の場合、ドメインにWebCenter Portalをインストールする必要はありません。


	
REST APIを使用するには、『Oracle WebCenter Portalの管理』の「始める前に: 必須の構成の実行」に概要が記載されている手順を実行する必要があります。


	
パーソナライズでは、WebCenterトラスト・サービスによって、CMISプロバイダ経由でアクセスされるOracle WebCenter Content: Content Serverなど、WebCenterドメインに含まれる様々な管理対象サーバー間のシングル・サインオン(SSO)が提供されます。JDeveloperの統合ドメインの場合、DefaultDomain/scrpts-wcpsディレクトリにあるWLSTスクリプト(configureWCPS.py)を使用して、トラスト・サービスを構成する必要があります。WebCenterトラスト・サービスの構成およびこのスクリプトを使用したシングル・サインオンの詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のシングル・サインオンの構成に関する項を参照してください。


	
RESTサービスを構成する必要があります。RESTサービスの構成方法の詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』の「RESTサービスの管理」の章を参照してください。







	
注意:

必要に応じて、アクティビティ・グラフとピープル・コネクションに対応したデフォルト・プロバイダをアプリケーションに含めることができますが、結果をJDeveloper内でテストすることはできません。また、これらのプロバイダは一部のみ構成されるため、『Oracle WebCenter Portalの管理』のOracle People Connectionsサービスの構成に関する項とアクティビティ・グラフ・サービスの構成に関する項の説明に従って、プロバイダの構成を完了する必要があります。












66.2.2 JDeveloperでのパーソナライズされたシナリオの作成

この項では、JDeveloperのパーソナライズ・ツールを使用して、パーソナライズされたシナリオを作成する方法について説明します。内容は次のとおりです。

	
第66.2.2.1項「プロパティ・ネームスペース・ファイルの作成」


	
第66.2.2.2項「プロパティ・セットとプロパティ定義の作成」


	
第66.2.2.3項「シナリオ・エディタでの新しいシナリオの作成」


	
第66.2.2.4項「ノード・タイプを使用したシナリオ・フローの指定」


	
第66.2.2.5項「プロパティ・セットとプロパティ・ロケータの定義」


	
第66.2.2.6項「デフォルト・プロバイダの使用」






66.2.2.1 プロパティ・ネームスペース・ファイルの作成

シナリオ設定の最初の手順は、プロパティ・ネームスペース・ファイルの作成です。このファイルには、シナリオが実行されるネームスペースの設定が格納されますが、これは通常、一連のデフォルト・プロパティ定義です。このファイルには、後ほど第66.2.2.2項「プロパティ・セットとプロパティ定義の作成」で定義する、プロパティ定義およびプロパティ・セット定義も格納されます。

JDeveloperでプロパティ・ネームスペース・ファイルを作成するには:

	
アプリケーション・ナビゲータでアプリケーションを開き、「ファイル」メニューから「新規」を選択します。

「新規ギャラリ」ダイアログが表示されます(図66-2を参照)。


図66-2 「新規ギャラリ」ダイアログ

[image: 図66-2の説明が続きます]








	
注意:

「パーソナライズ」カテゴリが表示されない場合は、「すべてのテクノロジ」タブを開いてそれを選択するか、「選択済のテクノロジ」をクリックしてプロジェクトにWebCenterパーソナライズを追加します。








	
プロパティ・ネームスペースを選択し、「OK」をクリックします。

「ネームスペースの作成」ダイアログが表示されます(図66-3を参照)。


図66-3 「ネームスペースの作成」ダイアログ

[image: 図66-3の説明が続きます]





	
ネームスペースの名前を入力し、デフォルトのプロパティ定義を含めるチェック・ボックスを選択して、初期のデフォルト・プロパティ定義をネームスペースに追加した後、「OK」をクリックします。

デフォルトのプロパティ定義を含めるチェック・ボックスでは、初期のデフォルトのプロパティ定義がネームスペース・ファイルに追加されるかどうかを制御します。これらは、IntDef、NumberDef、StringDef、BooleanDef、DateTimeDef、ClobDef、IntArrayDef、NumberArrayDef、StringArrayDef、BooleanArrayDef、DateTimeArrayDef、ClobArrayDefです。プロパティ定義は必要のない場合、後で削除できます。または、このチェック・ボックスを未選択のままにして、初期のプロパティ定義を使用しないで開始し、必要に応じてプロパティ・エディタでプロパティ定義を作成することもできます。

設計ペインにネームスペース・ファイルがグラフィック形式で表示されます(図66-4を参照)。


図66-4 設計ペイン - ネームスペース定義

[image: 図66-4の説明が続きます]





	
第66.2.2.2項「プロパティ・セットとプロパティ定義の作成」の説明に従って、シナリオ内で必要になるプロパティ・セットとプロパティを定義します。









66.2.2.2 プロパティ・セットとプロパティ定義の作成

プロパティは、シナリオのフロー内で条件の評価基準にできる人や物に関するデータです。たとえば、プロパティには人の年齢や性別が含まれる場合があります。プロパティ・セットは、簡単に言えば、関連プロパティのコレクションまたはコンテナです。

プロパティ・セットと関連プロパティを定義するには:

	
JDeveloperのアプリケーション内で、設計ペインのネームスペースを右クリックし、「新規プロパティ・セット定義の作成」を選択して、「OK」をクリックします。

新しいプロパティ・セットの作成ダイアログが表示されます(図66-5を参照)。


図66-5 新しいプロパティ・セットの作成ダイアログ

[image: 図66-5の説明が続きます]





	
プロパティ・セットの名前を入力し、「OK」をクリックします。

新しいプロパティ・セットのノードが「デザイン」ペインに表示されます(図66-6を参照)。


図66-6 「デザイン」ペイン - 新しいプロパティ・セット定義

[image: 図66-6の説明が続きます]





	
プロパティを新しいプロパティ・セットに追加するには、プロパティ・セットを右クリックし、「新規プロパティ定義マッピングの作成」を選択します。

プロパティ・マッピングの作成ダイアログが表示されます(図66-7を参照)。


図66-7 プロパティ・マッピングの作成ダイアログ

[image: 図66-7の説明が続きます]





	
「プロパティ名」に入力して「定義」(値のデータ型)を選択後、「OK」をクリックします。

新しいプロパティ定義を作成するには、「定義」ドロップダウン・リストのNew Definitionを選択します。

新しいプロパティが、プロパティ・セットのグラフィック表現の一部として表示されます(図66-8を参照)。


図66-8 設計ペイン - プロパティ定義

[image: 図66-8の説明が続きます]





	
他に必要なプロパティをプロパティ・セット定義に追加(または新しいプロパティ・セットを作成)した後、第66.2.2.3項「シナリオ・エディタでの新しいシナリオの作成」の説明に従ってシナリオを作成します。









66.2.2.3 シナリオ・エディタでの新しいシナリオの作成

コンダクタのシナリオ・エディタには、コンダクタによって管理されるシナリオ定義の表示と編集に対応するビジュアル・ツールがあります。シナリオ・エディタはシナリオをファイル形式とビジュアル形式の両方で格納しており、JDeveloper内から使用できます。シナリオを作成する前に、ネームスペースと、シナリオに必要な最低限のプロパティ・セットとプロパティを作成しておく必要があります。

JDeveloperのシナリオ・エディタを使用して新しいシナリオを作成するには:

	
JDeveloperで、アプリケーション内からナビゲーション・バーのアプリケーションを右クリックし、「新規」を選択します。

「新規ギャラリ」ダイアログが表示されます(図66-9を参照)。


図66-9 「新規ギャラリ」ダイアログ

[image: 図66-9の説明が続きます]








	
注意:

「パーソナライズ」カテゴリが表示されない場合は、「すべてのテクノロジ」タブを開いてそれを選択するか、「選択済のテクノロジ」をクリックしてプロジェクトにパーソナライズ・テクノロジを追加します。








	
「シナリオ」を選択して「OK」をクリックします。

新規シナリオ・ウィザードのダイアログが表示されます(図66-10を参照)。


図66-10 新規シナリオ・ウィザードのダイアログ

[image: 図66-10の説明が続きます]





	
新規シナリオ・ファイルの作成を選択し、必要に応じて、ファイル名とファイルの格納場所を変更します。シナリオ名の拡張子(.scenarios_diagram)は変更できないことに注意してください。

シナリオ・エディタに新しい「開始」ノードが表示されます(図66-11を参照)。


図66-11 シナリオ・エディタ - 「開始」ノード

[image: 図66-11の説明が続きます]





	
シナリオにノードを追加するには、新しいノードの追加先となるノードを右クリックし、「次の文を追加」を選択した後、図66-12のようにリストからノード・タイプを選択します。


図66-12 シナリオ・エディタでのノードの追加

[image: 図66-12の説明が続きます]





新しいノードを右クリックして、ノード・プロパティの設定とフローの拡張に関するオプションを表示します。使用可能なノード・タイプについては、第66.2.2.4項「ノード・タイプを使用したシナリオ・フローの指定」を参照してください。









66.2.2.4 ノード・タイプを使用したシナリオ・フローの指定

シナリオ・エディタでは、(判断に使用される)サブツリーの組合せによってフローが表されるツリー構造の固定レイアウト、およびループや複雑なネストされたif/else判断のフローを表す内部ラベル参照が使用されます。


ノード・タイプ

	
開始: 「開始」ノードは、シナリオの開始地点を定義するルート・レベルのノードです。


	
戻る: 「戻る」ノードは、シナリオの実行を停止し、指定されたEL式の評価結果をコール元に戻します。


	
変数の設定: 「変数の設定」ノードでは、現在実行中のシナリオのコンテキスト内にスコープ指定される変数を定義し、それを式によって初期化できます。


	
スクリプト: 埋込みEL式を使用するスクリプトを含め、シナリオにスクリプトを追加するには、「スクリプト」ノードを使用します。スクリプト・エンジンは、MIMEタイプまたはエンジン名のいずれかで指定できます。


	
実行: 「実行」ノードは、戻り値を期待せずに、指定されたEL式を起動します。変数の割当てと同様、式の結果のみがシナリオのコンテキスト内に格納されません。


	
エラー・ハンドラ: 「エラー・ハンドラ」ノードでは、Javaに似たCatch/Try構文が提供されます。この構文ではTry節を使用し、条件のテストおよび結果に応じてレスポンスを返すことができます。


	
条件付き: 「条件付き」ノードは、EL式を評価し、EL式がtrueと評価された場合、そこに含まれる文を実行します。「Otherwise」ブロック内の文は、すべての条件文がfalseと評価された場合のみ実行されます。


	
For Each: 「For Each」ノードは、要素のコレクションに対してループおよび反復機能を提供します。


	
while: 指定されたEL式がtrueと評価されるかぎり、ループおよび反復機能を提供します。


	
エラー発生: エラーが発生し、指定されたエラー・メッセージとともに、そのエラーがスローされます


	
プロバイダの起動: IDataProviderの名前の実装を起動します。結果は、現在実行されているシナリオのコンテキスト内に格納されます。


	
シナリオの起動: 同じネームスペース内の別の名前付きシナリオを起動します。結果は、現在実行されているシナリオのコンテキスト内に格納されます









66.2.2.5 プロパティ・セットとプロパティ・ロケータの定義

プロパティ・エディタでは、プロパティ・サービスによって管理される、プロパティ・セット定義とそれに関連付けられたプロパティ定義を表示および編集できます。プロパティ・エディタは、プロパティ・サービスを通じてデータと通信し、それらを保持します。

プロパティ・セットとそれに含まれるプロパティは、様々な場所に様々な形式で格納できるため、それらの取得にはロケータ機能が必要です。プロパティ・セットのデータを取得し、事前構成済データベースに格納する、デフォルトのプロパティ・セット・ロケータが提供されています。このデフォルト・ロケータは、プロパティ・セット用に他のロケータが指定されなかった場合のみ使用されます。

ピープル・コネクション・サービス用のカスタム・ロケータもデフォルトで提供されます(詳細は第66.1.3.1.4項「ピープル・コネクション・ロケータ」を参照)が、他のデータ・ソース用に追加のロケータを定義することもできます。プロパティとプロパティ・セット用に複数のロケータを定義でき、それらは優先順位に従って定義することもできます。ロケータの実装手順については、第70章の「カスタム・ロケータの実装」を参照してください。1つのプロパティ・セット定義に複数のロケータの関連付けが可能ですが、複数のロケータの中の1つに割当てが可能なのは、そのプロパティ・セット定義内の1つのプロパティのみです。






66.2.2.6 デフォルト・プロバイダの使用

パーソナライズには、シナリオ内で使用する即時利用可能な3つのプロバイダ、プロパティ・サービス・プロバイダ、コンテンツ・サーバー・プロバイダ(CMIS)、およびアクティビティ・グラフが用意されています。この項では、次のサブセクションでこれらのプロバイダをアプリケーションに統合する方法を説明します。

	
第66.2.2.6.1項「プロパティ・サービス・プロバイダの使用」


	
第66.2.2.6.2項「CMISプロバイダの使用」


	
第66.2.2.6.3項「アクティビティ・グラフ・プロバイダの使用」






66.2.2.6.1 プロパティ・サービス・プロバイダの使用

プロパティ・サービス・プロバイダ(oracle.PropertiesServiceProvider)により、パーソナライズ・サーバー・プロパティ・サービスとの統合が実現できます。このプロバイダを使用すると、特定のプロパティ・セット定義に対してプロパティ・セットを取得したり、プロパティ・セットを名前別に取得したり、プロパティ・セットから特定のプロパティを返したりすることができます。ピープル・コネクション・ロケータを使用してプロファイル・データをシナリオに統合している場合は、それを使用する前にプロパティ・サービスを構成する必要があります。ピープル・コネクション・ロケータの詳細は、第66.1.3.1.4項「ピープル・コネクション・ロケータ」を参照してください。プロパティ・サービス・プロバイダの構成の詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のOracleピープル・コネクション・ロケータの構成に関する項を参照してください。






66.2.2.6.2 CMISプロバイダの使用

CMISプロバイダ(CMISProvider)では、コンテンツを標準ベースのCMIS (Content Management Interoperability Services)コンテンツ・サーバーから検索して取得するためのサービスが提供されます。WebCenterの場合、これはOracle WebCenter Content: Content Serverによって提供されます。また、CMISプロバイダでは、結果を単純な形式に変換するためのユーティリティ・ファンクション・プロバイダ(CMISFunctionProvider)も提供されます。次の例を試す前に、『Oracle WebCenter Portalの管理』のCMISプロバイダの構成に関する項の説明に従って、必ずCMISプロバイダ接続を構成してください。


CMISプロバイダのシナリオの例

次を使用してシナリオを作成します(application/xmlのcontent-typeを必ず設定してください)。

リクエストURI:


POST http://localhost:8891/wcps/api/conductor/namespaces/myNameSpace/scenarios


リクエスト本文:


<scenarioMetadata>
<scenario xmlns:common="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/common/1.0.0" xmlns:scenario="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/scenarios/1.0.0">
  <body>
    <call-provider>
      <provider-name>CMISProvider</provider-name>
      <connection-name>CmisConfigConnection</connection-name>
      <variable>exprString</variable>
      <input>
        <parameter>
            <common:name>search</common:name>
            <common:value>SELECT * FROM cmis:document WHERE cmis:name LIKE 'flowers'</common:value>
        </parameter>
      </input>
    </call-provider>
    <return>
      <expression>${exprString}</expression>
    </return>
  </body>
  <name>CMIS Scenario</name>
  <comments>CMIS Scenario comments</comments>
  <tags>
    <tag>CMIS Scenario tag</tag>
  </tags>
</scenario>
</scenarioMetadata>



シナリオの実行

リクエストURI:


POST http://localhost:8891/wcps/api/conductor/namespaces/myNameSpace/scenarios/CMIS%20Scenario


リクエスト本文:


<parameters/>



CMISFunctionProviderの使用

ファンクション・プロバイダは、シナリオから起動できるユーティリティ・クラスです。CMISFunctionProviderでは、いくつかのメソッドがサポートされます(詳細はクラスのJavaDocを参照)。2つのメソッドの例を次に示します。


/**
     * Convert the array of input IDs to a CMIS query in the form of 'IN'
     * @param ids Array of document IDs, in the form of dDocName only
     * @return CMIS query String
     */
public static String getCMISQueryForDocIDs(
    @PublicParameter(parameterName="repository",descriptionBundleKey="getCMISQueryForDocIDs.parameter.description.inputList") String repository,
    @PublicParameter(parameterName="ids",descriptionBundleKey="getCMISQueryForDocIDs.parameter.description.inputList") List<String> ids))
...


/**
     * Convert the array of input IDs to a CMIS query in the form of 'IN'
     * @param ids, in the form of a WebCenter document ObjectURN.  For example: stanl18-ucm11g#dDocName:MOUNTAINS
     * @return CMIS query String
     */
 public static String
    getCMISQueryForDocIDsFromFullID(@PublicParameter(parameterName="ids",
            descriptionBundleKey="getCMISQueryForDocIDs.parameter.description.inputList") List<String> ids)



シナリオでのCMISFunctionProviderの使用

次のシナリオ・スニペットでは、データがCMISFunctionProviderに指定され、複数のノードに対してCMIS問合せが作成される状況を示しています。この問合せはその後、CMISプロバイダに送信されます。(より現実的なケースでは、データを生成するかわりに、たとえばアクティビティ・グラフ・プロバイダのコールによる結果を渡すこともできます。)


<scenario:scenario xmlns:common="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/common/1.0.0"
                   xmlns:scenario="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/scenarios/1.0.0">
  <comments>testFunctionProviderScenario4 comments</comments>
  <body>
   <assign-variable>
      <variable>ids</variable>
      <expression>${collections:new()}</expression>
    </assign-variable>
    <execute>
      <expression>${collections:append(ids,'StellentRepository#dDocName:MOUNTAINS')}</expression>
    </execute>
    <execute>
      <expression>${collections:append(ids,'StellentRepository#dDocName:PARKS')}</expression>
    </execute>
    <execute>
      <expression>${collections:append(ids,'StellentRepository#dDocName:PATAGONIAPARKS')}</expression>
    </execute>
 
    <!-- Assign those as IDs to send to CMIS -->
    <assign-variable>
        <variable>cmisQuery</variable>
        <expression>${cmisfunction:getCMISQueryForDocIDsFromFullID(ids)}</expression>
    </assign-variable>
 
    <!-- Make the call to CMIS -->
    <call-provider>
      <provider-name>CMISProvider</provider-name>
      <connection-name>NonProxyConnection</connection-name>
      <variable>cmisResults</variable>
      <input>
        <parameter>
            <common:name>search</common:name>
            <common:value>${cmisQuery}</common:value>
        </parameter>
      </input>
    </call-provider>
    <return>
      <expression>${cmisResults}</expression>
    </return>
  </body>
  <name>testFunctionProviderScenario4</name>
 
</scenario:scenario>






66.2.2.6.3 アクティビティ・グラフ・プロバイダの使用

アクティビティ・グラフ・プロバイダ(ActivityGraphProvider)によって、WebCenter内での分析に基づいて推奨事項を提供するアクティビティ・グラフ・サービスとの統合が実現されます。次の例を試す前に、『Oracle WebCenter Portalの管理』のアクティビティ・グラフ・プロバイダの構成に関する項の説明に従って、必ずアクティビティ・グラフ・サービスの接続を構成してください。


アクティビティ・グラフ・プロバイダのシナリオの例

次を使用してシナリオを作成します(application/xmlのcontent-typeを必ず設定してください)。

リクエストURI:


POST http://localhost:8891/wcps/api/conductor/namespaces/default/scenarios


リクエスト本文:


<scenarioMetadata>
<scenario xmlns:common="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/common/1.0.0">
    <body>
        <call-provider>
            <provider-name>ActivityGraphProvider</provider-name>
            <connection-name>ActivityGraphConfigConnection</connection-name>
            <resource-name>QueryCommonItems</resource-name>
            <method-name>queryCommonItems</method-name>
            <variable>providerResults</variable>
            <input>
                <parameter>
                    <common:name>sourceClassURN</common:name>
                    <common:value>WC.user</common:value>
                </parameter>
                <parameter>
                    <common:name>sourceObjectURN</common:name>
                    <common:value>carl</common:value>
                </parameter>
                <parameter>
                    <common:name>targetClassURN</common:name>
                    <common:value>WC.user</common:value>
                </parameter>
                <parameter>
                    <common:name>targetObjectURN</common:name>
                    <common:value>monty</common:value>
                </parameter>
                <parameter>
                    <common:name>similarityURN</common:name>
                    <common:value>user-edit</common:value>
                </parameter>
            </input>
        </call-provider>
        <return>
            <expression>${providerResults}</expression>
        </return>
    </body>
    <name>QueryCommonItemsScenario</name>
    <comments>QueryCommonItemsScenario comments</comments>
    <tags>
        <tag>invoke</tag>
        <tag>sample</tag>
        <tag>provider</tag>
        <tag>resource</tag>
        <tag>input</tag>
        <tag>parameters</tag>
        <tag>overloaded</tag>
    </tags>
</scenario>
</scenarioMetadata>



シナリオの実行

次に進む前に、ヘッダー値Accept=application/xmlとcontent-type=application/xmlを設定する必要があります。

リクエストURI:


POST http://localhost:8891/wcps/api/conductor/namespaces/default/scenarios/QueryCommonItemsScenario


リクエスト本文:


<parameters/>



AGFunctionProviderの使用

ファンクション・プロバイダは、シナリオから起動できるユーティリティ・クラスです。AGFunctionProviderの使用例を次に示します。


/**
     * Return the value of 'ObjectURN', only for WC.document, from the input Object.
     * @param agResults From call to 'QueryRecommendations' or QueryItems.  Can be one of the following Classes:
     *
     * From AG REST 'recommendations'
     * <ul>
     *   <li> Recommendations
     *   <li> RecommendedItems
     *   <li> List<Recommendation>
     * </ul>
     *
     * From AG REST 'items'   (common items)
     * <ul>
     *   <li> Results
     *   <li> Items
     *   <li> List<Item>
     * </ul>
     *
     * @param dDocNameOnly  If true, just the last part of the ObjectURN for
     * document will be returned; otherwise, the entire ObjectURN will be.
     * For example, if ObjectURN is example-ucm11g#dDocName:EXAMPLEACL000116,
     * if this value is 'true', then only EXAMPLEACL000116 will be returned.
     * Otherwise, all of stanl18-ucm11g#dDocName:EXAMPLEACL000116 is returned.
     *
     * @return a List of ObjectURN representing the document ID
     */
    @PublicFunction
 
    public static List<String> getDocumentIDs(
@PublicParameter(parameterName="agResults",descriptionBundleKey="getContentIDs.parameter.description.inputList")Object agResults,
 @PublicParameter(parameterName="dDocNameOnly",  descriptionBundleKey="getContentIDs.parameter.description.inputList")boolean dDocNameOnly)
    {
...

/**
     * Return the value of 'ObjectURN' for the 'ClassURN' from the input Object.
     * @param agResults From call to 'QueryRecommendations' or QueryItems.  Can be one of the following Classes:
     *
     * From AG REST 'recommendations'
     * <ul>
     *   <li> Recommendations
     *   <li> RecommendedItems
     *   <li> List<Recommendation>
     * </ul>
     *
     * From AG REST 'items'   (common items)
     * <ul>
     *   <li> Results
     *   <li> Items
     *   <li> List<Item>
     * </ul>
     *
     * param filterClassURN return content only of this type.  Examples are: WC.wiki-page, WC.group-space, WC.user, WC.blog,
     * WC.topic, WC.document.  If this is null, return all types.
     *
     * @return a List of ObjectURN representing the item identifier.
     */
    @PublicFunction
            (
                    functionName="getContentIDs",
                    descriptionBundleKey="getContentIDs.method.description"
            )
    public static List<String> getContentIDs(@PublicParameter(parameterName="agResults",
         descriptionBundleKey="getContentIDs.parameter.description.inputList")Object agResults,
                                             @PublicParameter(parameterName="filterClassURN",
                                                     descriptionBundleKey="getContentIDs.parameter.description.filterClassURN") String filterClassURN)
    ...

/**
     * Filter recommendations by score.  Only those recommendations with a score >= the cutoff will be preserved.
     */
    @PublicFunction
            (
                    functionName="filterRecsByScore",
                    descriptionBundleKey="filterRecsByScore.method.description"
            )
    public static Recommendations filterRecsByScore(
            @PublicParameter(parameterName="recommendations",
            descriptionBundleKey="filterRecsByScore.parameter.description.agRecs") Recommendations recs,
            @PublicParameter(parameterName="cutoffScore",
            descriptionBundleKey="filterRecsByScore.parameter.description.cutoffScore") float cutoffScore
            )
    {



シナリオでのAGFunctionProviderの使用

次のシナリオでは、まずアクティビティ・グラフRESTサービスがコールされます。そのコールの結果はagRecommendations変数に格納されます。このシナリオでは、次にAGFunctionProvider.getContentIDs()メソッドをコールしてagRecommendationsの結果(アクティビティ・グラフ・オブジェクト)を渡し、expressionsコールの評価内で保持されるドキュメントIDのList<String>を戻します。


<expression>${agfunction:getContentIDs(agRecommendations,'WC.user')}</expression>

 <scenario:scenario xmlns:common="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/common/1.0.0"
                   xmlns:scenario="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/scenarios/1.0.0">
    <comments>CallProviderScenario comments</comments>
    <body>
        <call-provider>
            <provider-name>ActivityGraphProvider</provider-name>
            <connection-name>AgTestServerConnection</connection-name>
            <resource-name>QueryRecommendations</resource-name>
            <method-name>getRecommendationsUsingDefaultRecipe</method-name>
            <variable>agRecommendations</variable>
            <input>
                <parameter>
                    <common:name>classURN</common:name>
                    <common:value>WC.user</common:value>
                </parameter>
                <parameter>
                    <common:name>objectURN</common:name>
                    <common:value>carl</common:value>
                </parameter>
            </input>
        </call-provider>
 
          <!-- Now call function provider to translate into user IDs.  A more specific call is available for WC.document; this just tests
         the ability of the function provider to handle different types of content  -->
        <return>
            <expression>${agfunction:getContentIDs(agRecommendations,'WC.user')}</expression>
        </return>
    </body>
    <name>CallProviderScenario</name>
</scenario:scenario>










66.2.3 ファイル・ベースのシナリオの作成

シナリオ・エディタを使用するだけでなく、XML形式のファイル・ベースのシナリオを作成することもできます。ファイル・ベースのシナリオは、コンダクタのインポート・ファンクションとエクスポート・ファンクション、およびJDeveloper MDSの統合を通じてのみサポートされます。ファイル・ベースのシナリオをシナリオ・エディタにインポートするには、シナリオの作成時に「既存のシナリオ・ファイルのインポート」オプションを選択します。

表66-1は、シナリオ・ファイルのコンテンツを構成する文を示しています。文の詳細は、第66.2.2.4項「ノード・タイプを使用したシナリオ・フローの指定」のノードに関する説明を参照してください。


表66-1 シナリオの文

	文	説明	例
	
変数の設定

	
現在実行中のシナリオのコンテキスト内にスコープ指定された変数を作成します。

	

<assign-variable>
     <variable>index</variable>
    <expression>3</expression>
</assign-variable> 


	
実行

	
戻り値を期待せずに、指定されたEL式を起動します。変数の割当てと同様、式の結果のみがシナリオのコンテキスト内に格納されません。

	

<execute>
   <comments>Adds to an existing
collection.</comments>

<expression>${collections:append(responses,
'The outlook is not so good.')}</expression>
</execute> 


	
条件付き

	
EL式を評価し、EL式がtrueと評価された場合、そこに含まれる文を実行します。「Otherwise」ブロック内の文は、すべての条件文がfalseと評価された場合のみ実行されます。

	

<conditions>
      <body>
        <condition>
          <body>
            <assign-variable>
              <variable>customerType</variable>
              <expression>Great Customer</expression>
            </assign-variable>
          </body>
          <expression>${customer.totalMoneySpent >= 100000}</expression>
        </condition>
        <otherwise>
          <body>
            <assign-variable>
              <variable>customerType</variable>
              <expression>Good Customer</expression>
            </assign-variable>
          </body>
        </otherwise>
      </body>
</conditions>


	
エラー・ハンドラ

	
シナリオにtry/catchブロックが追加できるようになります。

	

<body>
        <error-handler id="_1">
            <try id="_2">
                <body/>
            </try>
            <catch id="_3">
                <body/>
                <variable>exception</variable>
            </catch>
        </error-handler>
    </body>


	
For Each

	
要素のコレクションに対してループおよび反復機能を提供します。

	

<for-each>
      <body>
         <execute>
           <comments>
               Let's send each great customer an email, thanking them for their loyalty.
           </comments>
           <expression>
               ${emailService:sendMail(customer,'Subject:Thanks for being a great customer')}
           </expression>
         </execute>
      </body>
      <variable>customer</variable>
      <max-iterations>10</max-iterations>
      <items>${greatCustomers}</items>
</for-each>


	
スクリプト

	
シナリオ内でスクリプトが実行できるようにします。スクリプトはJavaScript、Groovy、JRuby、Pythonで作成できます。

	

<body>
        <script type="text/javascript" resolveAsExpression="true" id="_5">
            <variable>hello</variable>
            <source>y=5;
                    z=2;
                    x=y+z;
                    hello=x;
            </source>
        </script>
        <return id="_6">
            <expression>${hello}</expression>
        </return>
    </body>


	
while

	
指定されたEL式がtrueと評価されるかぎり、ループおよび反復機能を提供します。

	

<while>
      <body>
        <assign-variable>
          <comments>Sum up customer invoices to arrive at customer total expenditure.</comments>
          <variable>customerTotalSpent</variable>
          <expression>${customerTotalSpent+order.invoiceTotal}</expression>
        </assign-variable>
      </body>
      <expression>${customer.id = currentCustomerId }</expression>
      <max-iterations>-1</max-iterations>
</while> 


	
シナリオの起動

	
同じネームスペース内の別の名前付きシナリオを起動します。結果は、現在実行されているシナリオのコンテキスト内に格納されます。

	

<call-scenario >
    <variable>greeting</variable>
    <scenario>randomGreetingGenerator</scenario>
    <input>
        <parameter>
          <ns2:name>greetingsList</ns2:name>
          <ns2:value>hello, Bonjour, Buenos días</ns2:value>
        </parameter>
    </input>
</call-scenario> 


	
プロバイダの起動

	
IDataProviderの名前の実装を起動します。結果は、現在実行されているシナリオのコンテキスト内に格納されます

	

<call-provider>
      <provider-name>CRM_Provider</provider-name>
      <connection-name>crm_db</connection-name>
      <resource-name>getGreatCustomers</resource-name>
      <variable>greatCustomers</variable>
      <input>
          <parameter>
              <ns2:name>minMoneySpent</ns2:name>
              <ns2:value>100000</ns2:value>
          </parameter>
      </input>
</call-provider> 


	
戻る

	
指定されたEL式の評価結果を戻します。

	

<return>
    <comments>Return the sales rep who
 sold the most widgets this month.</comments>
    <expression>${bestSalesRep.id}</expression>
</return> 


	
エラー発生

	
エラーが発生し、指定されたエラー・メッセージとともに、そのエラーがスローされます

	

<raise-error>
      <comments>User is unathorized,
 so let's return a 401.</comments>
      <statusCode>401</statusCode>
      <message>User ${ScenarioContext.scenarioRequest.user
Principal.name} is unauthorized to
 execute this scenario.</message>
</raise-error>


	
スクリプト

	
スクリプトを追加します。埋込みEL式を使用したスクリプトも含まれます。

	








例66-1 ファイル・ベースのシナリオの例


<scenario:scenario xmlns:common="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/common/1.0.0"
                   xmlns:scenario="http://xmlns.oracle.com/wcps/conductor/scenarios/1.0.0">
  <comments>sampleScenarioWithIf comments</comments>
  <body>
    <assign-variable>
      <variable>index</variable>
      <expression>3</expression>
    </assign-variable>
    <conditions>
      <body>
        <condition>
          <body>
            <assign-variable>
              <variable>ResultVar</variable>
              <expression>conditionSatisfied</expression>
            </assign-variable>
          </body>
          <expression>${index == 3}</expression>
        </condition>
        <otherwise>
          <body>
            <assign-variable>
              <variable>ResultVar</variable>
              <expression>otherwiseInvoked</expression>
            </assign-variable>
          </body>
        </otherwise>
      </body>
    </conditions>
    <return>
      <expression>${ResultVar}</expression>
    </return>
  </body>
  <name>sampleScenarioWithIf</name>
  <tags>
    <tag>if</tag>
    <tag>condition</tag>
    <tag>otherwise</tag>
  </tags>
</scenario:scenario>








66.2.4 実行時のターゲット・コンテンツの表示

コンテンツ・プレゼンタを使用すると、実行時にユーザーに対してターゲット・コンテンツを表示できます。コンテンツ・プレゼンタは、コンダクタの動的コンテンツ問合せ生成機能と密接に統合されており、動的コンテンツの単純な表面化を可能にします。アプリケーション内でのコンテンツ・プレゼンタの使用の詳細は、第27章「コンテンツ・プレゼンタ表示テンプレートの作成」を参照してください。








66.3 パーソナライズ・ファイルのデプロイ

この項では、Oracle WebCenter Portal Personalization (WCPS)ファイルを構築およびデプロイする方法を説明します。




	
注意:

パーソナライズの統合および構成の詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のパーソナライズの前提条件および制限に関する項を参照してください。







	
第66.3.1項「パーソナライズ・ファイルのサーバーへのデプロイ」


	
第66.3.2項「パーソナライズ・ファイルのアーカイブ・ファイルへのデプロイ」


	
第66.3.3項「MARファイルのインポートとエクスポート」


	
第66.3.4項「パーソナライズ・ファイルの伝播」






66.3.1 パーソナライズ・ファイルのサーバーへのデプロイ

パーソナライズ・ファイルをサーバーへデプロイするには:




	
注意:

この項で説明するデプロイメント機能を使用するには、WebCenterパーソナライズのテクノロジ・スコープが必要です。このスコープが追加されていないと、関連のメニュー・アイテムが無効になります。第66.2項「アプリケーションへのパーソナライズの統合」を参照してください。







	
JDeveloperでポータル・プロジェクトを開きます。WLSTコマンドを使用してこのデプロイを実行する場合には、第66.3.3項「MARファイルのインポートとエクスポート」を参照してください。


	
「アプリケーション」メニューから、「パーソナライズ・ファイルのデプロイ」を選択して「サーバーへ」を選択します。


	
「サーバーへのデプロイ」ダイアログで、サービスをデプロイするサーバーを選択します。図66-13を参照してください。


図66-13 「サーバーへのデプロイ」ダイアログ

[image: 図66-13の説明が続きます]








	
注意:

オプションで、「追加」ボタンをクリックして、サーバーをリストに追加できます。








	
省略記号("...")ボタンをクリックして、特定のサーバー・インスタンスを選択します。たとえば、実行中のDefaultServerなどです。


	
終了したら「OK」をクリックします。


	
「メッセージ - ログ」ウィンドウで、デプロイの詳細をチェックします。ログに、メタデータ・ファイルのデプロイが正常に完了したかどうかが表示されます。









66.3.2 パーソナライズ・ファイルのアーカイブ・ファイルへのデプロイ

ファイル・システムで、パーソナライズ・ファイルをメタデータ・アーカイブ(MAR)ファイルにデプロイできます。MARファイルをデプロイするには:

	
JDeveloperでポータル・プロジェクトを開きます。


	
「アプリケーション」メニューから、「パーソナライズ・ファイルのデプロイ」を選択して「ファイルシステムへ」を選択します。


	
「ファイルシステムへのデプロイ」ダイアログで、「メタデータ・アーカイブの作成」を選択して、MARファイルの場所と名前を指定します。




その後、コマンドライン・ユーティリティを使用して、MARファイルをサーバーに更新できます。詳細は、第66.3.3項「MARファイルのインポートとエクスポート」を参照してください。






66.3.3 MARファイルのインポートとエクスポート

メタデータ・アーカイブ(MAR)ファイルの新しいファイルを使用してパーソナライズ・サーバーを更新するには、次のWLSTコマンドでサーバーに接続してメタデータをインポートします。


wlst:> connect('<username>', '<password>', 't3://admin-server-hostname:7001')
wlst:> importMetadata(application='wcps-services', server='WC_Utilities', fromLocation='<mar file>', remote='true')


ファイルシステムでサーバーからMARファイルにパーソナライズ・ファイルをエクスポートするには、これらのWLSTコマンドでサーバーに接続してメタデータをエクスポートします。


wlst:> connect('<username>', '<password>', 't3://admin-server-hostname:7001')
wlst:> exportMetadata(application='wcps-services', server='WC_Utilities', toLocation='<mar file>', remote='true')


MDS WLSTコマンドの詳細は、Oracle Technology Networkで『WebLogic Scripting Toolコマンド・リファレンス』を参照してください。

開発環境の統合WebLogic Serverで実行中の場合、接続URLはt3://localhost:7101で、サーバーはDefaultServerです。






66.3.4 パーソナライズ・ファイルの伝播

WebCenter Portal管理コンソールには、停止時間を生じることなくポータル・メタデータをステージングから本番サーバーへ移行する伝播ツールが備わっています。伝播ツールは、Oracle WebCenter Portalのパーソナライズ・ファイルのステージングから本番への移行をサポートします。伝播ツールはソース・サーバーのアプリケーションのMDSリポジトリから自動的にメタデータをエクスポートし、それをターゲット・サーバーのアプリケーションのMDSリポジトリにインポートします。伝播ツールの詳細は、第8.13項「ステージングから本番に伝播させる伝播ツールの使用」を参照してください。

伝播ツールのパーソナライズ・ファイル移動機能は、次の条件によって決まります。

	
Portal FrameworkアプリケーションのMDSリポジトリは、mds-wcpsDSデータ・ソースと同じデータベースを指している必要があります。これがデフォルトの構成です。通常、デフォルトのデータベース構成を変更しなければ、伝播は正確に機能します。


	
ソース・サーバーと移動先のサーバーの両方で、アプリケーションMDSストアはwcps-servicesのMDSストアと同一のパーティション名を使用する必要があります。標準のポータルの構成では、このパーティションはwebcenter-portalです。




	
注意:

通常、伝播ツールの初期化とMDS変更のパーソナライズRESTサービスへの通知の間に1から2分の遅延があります。この遅延は、第66.3.3項「MARファイルのインポートとエクスポート」で説明されているような、WLSTコマンドを使用したパーソナライズ・ファイルの伝播の場合は発生しません。

















66.4 チュートリアル: 単純なアプリケーションの作成、テストおよびデプロイ

この項では、JDeveloperで、単純な文字列(Hello World)を戻すシナリオを含む単純なアプリケーションを作成する方法について説明します。さらに、そのシナリオをJSPページに追加し、統合されたWebLogicサーバーでアプリケーションを実行して結果をブラウザに表示することによって、シナリオの結果をテストします。

この項では、統合WebLogic Serverを構成して起動する手順、パーソナライズ・サーバーのコンダクタへの接続を定義する手順、およびシナリオとJSPアーティファクトをテスト用にサーバー・ドメインにデプロイする方法についても説明します。




	
注意:

このチュートリアルの前提条件として、Oracle JDeveloperに対するWebCenter Portalの拡張機能(oracle.webcenter.framework_bundle.zip)がインストールされている必要があります。この拡張が追加されていない場合は、JDeveloperの更新ウィザードで「ヘルプ」メニューの「更新のチェック」をクリックし、更新があるかどうかをチェックしてください。







	
デフォルトのオプションとテクノロジを使用して、単純なWebCenter Portalアプリケーション(Hello_Applicaton)を作成します。

	
「ファイル」メニューから、「新規」を選択します。

「新規ギャラリ」が表示されます。


	
「アプリケーション」カテゴリを選択します。


	
アイテム・リストから「WebCenter Portal Frameworkアプリケーション」を選択して、「OK」をクリックします。WebCenter Portal Frameworkアプリケーションの作成ウィザードが表示されます。


	
図66-14に示すように、「アプリケーション名」にHello_Applicationと入力します。


図66-14 Hello_Applicationの作成 - 手順1

[image: 図66-14の説明が続きます]





	
ウィザード(ステップ2)のプロジェクト1の名前ページで、「使用可能」リストからWebCenterパーソナライズを選択し、「選択済」リストへ移動します。


	
ステップ5まで「次へ」をクリックし、「終了」をクリックします。





	
JDeveloperの統合サーバー(統合WLS)のデフォルト・ドメインを構成します。

ドメインは自動的に拡張され、パーソナライズ・コンポーネントの実行に必要なサーバー・アーティファクト(つまり、パーソナライズ・コンダクタとプロパティ・サービス)が含まれます。

	
「表示」メニューから「アプリケーション・サーバー・ナビゲータ」を選択し、「アプリケーション・サーバー」ツリー・ノードを開いてIntegratedWeblogicServerを表示します。

現在のステータスは(ドメイン未構成)になっています。


	
IntegratedWeblogicServerを右クリックしてコンテキスト・メニューを表示し、「デフォルト・ドメインの作成」を選択します。


図66-15 アプリケーション・サーバー・ナビゲータ - デフォルト・ドメインの作成

[image: 図66-15の説明が続きます]





	
入力を求められたら、管理者パスワードとしてwelcome1と入力し、「OK」をクリックします。

ステータスは(ドメインの作成中)と表示され、「メッセージ・ログ」ウィンドウに、ドメインの作成中であることを示す出力が表示されます。ドメインの作成が完了するまで待機します。この操作の完了には時間がかかる場合があります。完了すると、メッセージ・ログに「統合Weblogicドメインの処理が正常に完了しました。」と表示されます。


	
IntegratedWeblogicServerを右クリックしてコンテキスト・メニューを表示し、「サーバー・インスタンスの起動」を選択してサーバーを起動します。図66-16を参照してください。

「Running: IntegratedWeblogicServer - Log」ビューが表示され、サーバーが起動しはじめると出力が表示されます。サーバーの起動が終了するまで待ちます。この操作の完了には時間がかかる場合があります。終了したら、IntegratedWeblogicServerメッセージ・ログに 「IntegratedWebLogicServerが起動しました」と表示されます。


図66-16 アプリケーション・サーバー・ナビゲータ - サーバーの起動

[image: 図66-16の説明が続きます]








	
アプリケーション・サーバーのパーソナライズ・コンダクタ・コンポーネントへのアプリケーションURL接続を構成します。

	
「アプリケーション」メニューから「アプリケーション・プロパティ」を選択します。「アプリケーション・プロパティ」ダイアログが表示されます。


	
「パーソナライズ・サーバー」カテゴリを選択し、「URL接続」ドロップダウン・リストから<新しいURL接続...>を選択します。

「URL接続の作成」ダイアログが表示されます(図66-17を参照)。


図66-17 「URL接続の作成」ダイアログ - コンダクタのURL接続

[image: 図66-17の説明が続きます]





	
(デフォルトの)データ・エントリ・フィールドに、次のように値を入力して、接続を作成します。


	フィールド名	値
	名前	Conductor
	URLエンドポイント	http://localhost:7101/wcps/api/conductor/resourceIndex
	認証タイプ	基本
	ユーザー名	weblogic
	パスワード	welcome1 (ドメインの作成時に指定した管理者パスワード)
	レルム	WCPS






	
「接続のテスト」をクリックします。

「ステータス」に「接続が正常に確立されました。」と表示されます。


	
「OK」をクリックして、コンダクタURL接続を作成します。


	
「パーソナライズ・サーバー」ページで、「OK」をクリックします。





	
パーソナライズ・サーバーによって呼び出されたときに文字列Hello Worldを戻す、単純なhello_worldシナリオを作成します。

	
アプリケーション・ナビゲータでPortalプロジェクトを右クリックし、「新規」を選択します。

「新規ギャラリ」が表示されます。


	
「現在のプロジェクト・テクノロジ」タブから、「パーソナライズ」カテゴリを選択します。


	
「シナリオ」を選択して「OK」をクリックします。

「新規シナリオ」ダイアログが表示されます。


図66-18 「新規シナリオ」ダイアログ

[image: 図66-18の説明が続きます]





	
新規シナリオ・ファイルの作成オプションを選択し、新規シナリオ・ファイル名にhello_world.scenarios_diagramと入力し、「OK」をクリックしてシナリオを作成します。


	
シナリオ・エディタの「ダイアグラム」ビューで「開始」ノードを右クリックし、「次の文を追加」→「戻る」を選択します。

「戻る」ノードが追加および接続されます。


	
「戻る」ノードを右クリックし、「式の設定」を選択します。

シナリオ式ビルダーが表示されます(図66-19を参照)。


図66-19 シナリオ式ビルダー

[image: 図66-19の説明が続きます]





	
「式」のテキスト領域に次のEL式を入力し、「OK」をクリックします。


${'Hello World'}


シナリオの図は、図66-20のようになります。


図66-20 シナリオ・エディタ - hello_worldシナリオ

[image: 図66-20の説明が続きます]





	
「ファイル」メニューから「保存」を選択して、hello_world.scenarios_diagramを保存します。





	
シナリオを直接、試行します。「開始」ノードを右クリックし、「実行」を選択します。


	
シナリオ入力ダイアログで、「OK」をクリックします。このダイアログを使用すると、シナリオで必要な任意のパラメータが入力できるようになります。今回は、必要なパラメータはありません。


	
ログ・ウィンドウに、結果のHello Worldが表示されます。


	
次に、hello_worldシナリオを呼び出して結果を表示するJSPページを作成します。

	
アプリケーション・ナビゲータでPortalプロジェクトを右クリックし、「新規」を選択します。

「新規ギャラリ」が表示されます。


	
「現在のプロジェクト・テクノロジ」タブから、「JSP」カテゴリを選択します。


	
アイテム・リストから「JSP」を選択し、「OK」をクリックします。

「JSPの作成」ダイアログが表示されます(図66-21を参照)。


図66-21 「JSPの作成」ダイアログ

[image: 図66-21の説明が続きます]





	
「ファイル名」にhello_world.jspと入力し、「OK」をクリックしてJSPページを作成します。


	
JSPエディタが起動したら、「ソース」ビューを選択し、テンプレート・テキストを次のJSPコードで置換します。

c:outコマンド内で、パーソナライズ・コンテキストBeanp13nContextがどのように使用されているかに注目してください。ここでは、「アプリケーション・プロパティ」ダイアログで指定したシナリオ・ネームスペースHello_Applicationを使用して作成したコンダクタ接続(Conductor)を呼び出し、hello_worldというシナリオを呼び出した後、結果を表示しています。


<!DOCTYPE HTML PUBLIC "-//W3C//DTD HTML 4.01 Transitional//EN"
"http://www.w3.org/TR/html4/loose.dtd">
<%@ page contentType="text/html;charset=UTF-8"%>
<%@ taglib uri="http://java.sun.com/jsp/jstl/core" prefix="c"%>
<html>
  <head>
    <meta http-equiv="Content-Type" content="text/html; charset=UTF-8"/>
    <title>hello_world</title>
  </head>
  <body>
    <jsp:useBean id="p13nContext"
class="oracle.wcps.client.PersonalizationContext" scope="session"/>
    <%((oracle.wcps.client.PersonalizationContext)session.getAttribute("p13nContext")).reset(); %>
    <c:out value="${p13nContext.conductor['Conductor'].namespaces['Hello_
application'].scenario['hello_world'].results}"/>
  </body>
</html>





	
注意:

手順3の説明に従ってシングル・サインオンとトラスト・サービスを構成していない場合、ページの実行時に、ここで指定したConductor URL接続によって、401 Unauthorizedリターン・コードが生成されます。簡単な方法(テストのみを目的とする場合)は、次のインライン接続を使用することです。
http://weblogic:weblogic1@localhost:7101/wcps/api/conductor/resourceIndex

これをConductor URLのかわりに使用することによって、シングル・サインオンの制約を回避できます。WebCenterトラスト・サービスの構成およびこのスクリプトを使用したシングル・サインオンの詳細は、『Oracle WebCenter Portalの管理』のシングル・サインオンの構成に関する項を参照してください。










	
「ファイル」メニューから「保存」を選択して、hello_world.jspを保存します。





	
最後に、Hello_Applicationを構築してデプロイするために、アプリケーション・ナビゲータで実行可能アーティファクト(hello_world.jspページ)を右クリックし、「実行」を選択します。

JDeveloperによって、次のようないくつかのバックグラウンド・プロセスが順番に開始されます。

	
アプリケーションの構築


	
統合サーバーの起動(まだ起動していない場合)


	
デフォルト・ドメインへのアプリケーション・アーティファクト(パーソナライズ・アーティファクトを含む)のデプロイ


	
外部Webブラウザの起動によるアーティファクトhello_world.jspの表示





図66-22 アプリケーション・ナビゲータ - アプリケーションの構築とデプロイ

[image: 図66-22の説明が続きます]





生成されたhello_world.jsp JSPページがブラウザに表示されます。


図66-23 ブラウザに表示されたHello_Applicationのhello_world.jspページ

[image: 図66-23の説明が続きます]












66.5 WebCenter Portalでのパーソナライズの使用

Oracle WebCenter Portalのパーソナライズでは、式言語(EL)式と組み合せて使用できる、任意のWebCenter Portalオブジェクトに適用可能なユーザー・エクスペリエンスが、動的に導出されて提供されます。この項では、どのWebCenter Portalオブジェクトがユーザーに提示されているかを判別するための、パーソナライズ・エンジンの使用方法の概要と、パーソナライズ・シナリオの結果に基づくこれらのオブジェクトの提示方法の概要について説明します。

この章には次の項が含まれます。

	
第66.5.1項「WebCenter Portalでのパーソナライズの概要」


	
第66.5.2項「WebCenter PortalでのパーソナライズELのコール」






66.5.1 WebCenter Portalでのパーソナライズの概要

WebCenter Portalのパーソナライズで提供されるメカニズムにより、パーソナライズ・シナリオで定義された条件の動的な評価に基づき、様々なユーザー・エクスペリエンスが可能になります。シナリオにより、入力データの定義済ソースが評価され、決定が生成されます。その決定の結果または結果は、式言語(EL)式を使用してWebCenter Portalに適用できます。

WebCenter Portalでパーソナライズを使用するにはまず、Frameworkアプリケーションでシナリオを作成する必要があります。ロジックの指定や、データを取得するための1つまたは複数のデータ・プロバイダのコールといったすべての作業は、シナリオによって行われます。その後、ELを使用してシナリオを実行して結果を返し、それに応じてWebCenter Portalでのユーザー・エクスペリエンスを変更します。パーソナライズ・シナリオの作成方法の詳細は、第66.2.2項「JDeveloperでのパーソナライズされたシナリオの作成」を参照してください。シナリオの実行に使用されるELの一覧は、第G.11項「パーソナライズに関連するEL」にあります。

一度シナリオを設定すると、WebCenter Portal内のELを使用して、ユーザーに関する情報に基づいてターゲット・コンテンツを表示したり、コンテンツの表示方法を決定したりできます。たとえば、パーソナライズ・シナリオを使用して、企業内でのユーザーの役割を決定し、それに基づいてその役割用のコンテンツを選択的に表示できます。ユーザーに対する表示(たとえばページ・テンプレート、ページ・スタイル、スキン、リソース・カタログなど)の調整も可能です。






66.5.2 WebCenter PortalでのパーソナライズELのコール

パーソナライズにより、ユーザーとアプリケーションの両方のコンテキストに基づいて、ターゲット・コンテンツを提供したり、アプリケーション・フローを変更したりできます。パーソナライズでは、たとえば、あるユーザーに関する人事管理データベース内の情報に基づいてコンテンツを戻すことが可能です。また、ページ・テンプレート、ページ・スタイル、スキンおよびナビゲーション・フローでは、それらの内部でコンテンツが表示されますが、それらを選択することで、その特定のユーザーのWebCenter Portal体験をターゲットとすることが可能です。

シナリオの評価またはシナリオにデータを提供するため使用される、コンテンツ・ソースまたはデータ・プロバイダを定義できます。パーソナライズのデフォルトのデータ・プロバイダは、CMISデータ・プロバイダです。このプロバイダは、WebCenter Portalのデフォルト・コンテンツ・リポジトリ(Oracle WebCenter Content Server)からのデータの取得が可能です。また、アクティビティ・グラフ用のデータ・プロバイダとピープル・コネクション用のロケータもすぐに使用できます。他のデータ・ソース用に独自のデータ・プロバイダを定義することもできます。データ・プロバイダの詳細は、第66.1.3項「データ・プロバイダの使用」を参照してください。

通常、ポータルからのシナリオのコールは、次のEL式を使用して行います。


#{p13nContext.conductor['CONDUCTORCONNECTION'].namespaces['NAMESPACE'].scenario['SCENARIO'].results}


ここで:

	
CONDUCTORCONNECTION: WebCenterアプリケーションに対して構成されたADF接続の名前です。


	
NAMESPACE: ネームスペースの名前です。内部でシナリオが実行されます。


	
SCENARIO: 起動されるシナリオの名前です。




たとえば、ユーザーに関する情報に基づいてコンテンツを制御する、パーソナライズの簡単な使用例を作成できます。この例では、従業員の入社日がここ2か月以内の場合、「true」を返すシナリオを作成します(パーソナライズ・シナリオの作成方法の詳細は、第66.2.2項「JDeveloperでのパーソナライズされたシナリオの作成」を参照してください)。シナリオの作成後の手順は、次のとおりです。

	
WebCenter Portalに管理者としてログインします。


	
新入社員用のページを作成し、New Hireという名前にします。


	
サイトのナビゲーション・モデルを編集し、New Hireページへの新規ナビゲーション・リンクを追加します。ポータルでのナビゲーション・モデルの編集の詳細は、第10.3項「ナビゲーション・モデルの編集」を参照してください。


	
「New Hire」を選択して「編集」(鉛筆)アイコンをクリックします。


図66-24 ナビゲーション・モデル

[image: 図66-24の説明が続きます]





	
「表示可能」属性で式エディタを開き、「値または式の入力」を選択して次のとおり入力します。


#{p13nContext.conductor.default.namespaces['p13nApp'].scenario['NewHire'].results}


ここでp13nAppは、シナリオを含むFrameworkアプリケーションの名前です。また、NewHireは、シナリオの名前です。これでシナリオが実行され、結果(この場合、TrueまたはFalse)が返されます。シナリオの結果を基準にするとユーザーが新入社員(True)である場合、ユーザーがログインすると、メニュー・アイテムが表示されます。


図66-25 式エディタ

[image: 図66-25の説明が続きます]

















